魔術 の 歴史 


前 書き 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 古 代 の マギ の 知 に つい て の 作品 を 、 完 全 な 道 を 形成 する た め 
に 、3 部 に 分 け て いる 。 

第 1 部 は 「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で ある 。 

第 2 部 は 「 魔 術 の 歴史 」 で ある 。 

第 3 部 は 「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で ある 。 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 は 後に 公 に され る で あろ う 。 

分 け て 手 に 取っ て も 、「 高 等 魔術 の 教理 」、「 高 等 魔術 の 祭儀 」、「 魔 術 の 歴史 」、 
「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 は 、 そ れ ぞ れ 、 完 全 な 教え を も た らし 、 知 全体 を 含ん で いる 様 に 
思わ れる 。 

し か し 、 完 全 に 理解 する た め に は 、「 高 等 魔術 の 教理 」、「 高 等 魔術 の 祭儀 」、「 魔 
術 の 歴史 」、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 の 全て を 用 心して 研究 する 必要 が 有る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 作業 、 作 品 を 3 つ 1 組 に 分 け て いる の は 、 知 自体 の 要求 に よっ 
て で ある 。 

な ぜ な ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 発見 し た 大 いな る 神秘 は 、 完 全 に 、 古 代 の 秘 儀 祭司 
が 数 が 持つ と 考え て いた 意味 に 基づい て いる 。 

古代 の 秘 儀 祭司 に と っ て は 、3 は 創造 する 数 で ある 。 

全て の 考え を 解説 する 時 に 、 古 代 の 秘 儀 祭 司 は 、 第 1 に 考え の 基礎 で ある 論理 、 
第 2 に 考え の 実現 、 第 3 に 考え の 可能 な 全て の 応用 を 考え た 。 

哲学 の 考え で も 、 宗 教 の 考え で も 、 古 代 の 秘 儀 祭 司 は 、 考 え を 論理 、 実 現 、 応 用 の 
3 つ 1 組 で 形成 し た 。 


3 は 創造 する 数 で ある の で 、( マ タイ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ に よる 、) マ ギ の 
後継 者 で ある キリ スト 教 の 考え の 総合 は 、( 創 造 者 で ある ) 唯 一 神 の 中 に 、 父 で ある 
神 、 息 子 で ある イエ ス 、 神 の 聖霊 と いう 3 つの 人 格 を 認め る 様 に 、 人 の 信心 に 要求 
する 。 

3 は 創造 する 数 で ある の で 、( マ タイ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ に よる 、) マ ギ の 
後継 者 で ある キリ スト 教 の 考え の 総合 は 、 普 遍 の 宗教 の 中 に 、 信 仰 、 希 望 、 愛 と いう 
3 つの 神秘 を 認め る 様 に 、 人 の 信心 に 要求 する 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 隠 され た 学問 の 最も 純粋 な 口伝 で ある カバ ラ が 示し て いる 構 
想 に 、「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 配置 で 従い 、「 魔 術 の 歴史 」 で 従 
うつ も り で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 を 、 ヘ ブラ イ 文 字 の 
22 文字 に よる 22 章 に 分 け て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 数 に 対応 する へ ブラ イ 文 字 と ラテ ン 文 字 と いっ た 文字 と 、 最 
良 の 学者 に よる へ ブラ イ 文 字 が 表す 象形 文字 的 な 意味 を ラテ ン 語 で 、「 高 等 魔術 の 
教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 の 最初 に 記し た 。 

後記 の 様 に 、 例 えば 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 数 に 対応 する へ ブラ イ 文 字 と ラテ ン 文 字 
と いっ た 文字 と 、 最 良 の 学者 に よる へ ブラ イ 文 字 が 表す 象形 文字 的 な 意味 を ラテ ン 
語 で 、「 高等 魔術 の 教理 」 の 1 章 の 最初 に 記し た 。 


1 アレ フ A 


へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 ラ テン 文字 A に 相当 する 。 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 数 と し て 、1 の 意味 を 持っ て いる 。 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 修 行者 、 入 門 ( の 試練 ) を 求め られ て いる 人 、 条 件 を 満た し 
た 資格 の 有る 人 を 意味 する 。 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 タ ロッ ト の 魔術 師 や 騎士 見 習い に 対応 し て いる 。 

(英訳 原文 の bachelor は 学徒 や 騎士 見 習い を 意味 する 。) 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 修 行 、 ま た は 、 考 え の 兼 用 法 を 意味 する 。 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 神 の 普遍 の 第 一 の 概念 に お ける 、 普 遍 、 ま た は 、 神 を 意味 
する 。 

へ ブラ イ 文 字 ア レフ は 、 王 冠 を 意味 する 。 

王冠 は 、 カ バラ の 神学 に お ける 、 神 の 第 一 の 不明 の 概念 で ある 。 

「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 は 、 章 の テー マ を 展開 し た 物 で ある 。 

「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 章 の テー マ は 、 章 全体 を 象徴 的 に 含 
ん で いる 。 

「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 が も た らし た 知 の 普遍 の 理論 に 従っ て 、 
「 魔 術 の 歴史 」 で は 、 時 代 を 通じ て の 知 の 実現 に つい て 話し て 説明 する 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 序文 で 説明 する 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、「 魔 術 の 歴史 」 を 、7 
に 対応 させ て 、7 巻 に 分 け て いる 。 

7、7 つ 1 組 は 、 創 世 記 で 神 が 地 を 創造 、 実 現し た 時 間 、1 週間 の 日 数 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 を 、4 に 対応 させ る つも り で ある 。 

4 は 、 ス フィ ンク ス の 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 謎 の 形 の 数 で ある 。 

4 は 、 四 大 元素 と いう ( 力 の ) 表 れ の 数 で ある 。 

4 は 、 正 方 形 の 数 で ある 。 


4 は 、 力 の 数 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で 、 確 信 を 不動 の 基礎 の 上 に 確立 する 
つも り で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で 、( 神 と いう ) 完 全 な 解答 を スフィンクス 
の 謎 に 与え る つも り で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で 、 創 世 か ら 隠 され て いる も の の 鍵 タ 
ロッ ト を 読者 に 与え る つも り で ある 。 

ギヨーム ポス テル の 不明 な 本 で 、 学 の 有る ギヨーム ポス テル だ けが 、 創 世 か ら 隠 
され て いる も の の 鍵 タ ロッ ト を 、ROTA や エノク の 創世 記 と いっ た 、 謎 の 説明 で 、 不 十 
分 な 説明 で 、 大 胆 に 表し て いる 。 

「 魔 術 の 歴史 」 は 、「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 の 断言 を 説明 する 。 

「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 で は 、「 魔 術 の 歴史 」 を 補完 し て 説明 する つも り で ある 。 

「 高 等 魔術 の 教理 」、「 高 等 魔術 の 祭儀 」、「 魔 術 の 歴史 」、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 
に よっ て 、 少 な く と も 注意 し て 読み 取っ た 読者 に に っ て は 、 へ ヘブライ 人 の カバ ラ 、 無 上 
の 魔術 ゾロ アス ター、 ヘ ル メ ス の 秘密 の エリ ファ ス レヴ ィ に よる 啓示 は 、 十 全 で ある 
と 信じ て いる 。 

「 高 等 魔術 の 教理 」、「 高 等 魔術 の 祭儀 」、「 魔 術 の 歴史 」、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 
の 作者 で ある エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 高 等 魔術 の 教理 」、「 高 等 魔術 の 祭儀 」、「 魔 術 
の 歴史 」、「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 を 探求 し て いる 、 真 剣 な 関心 の 有る 人 に 、 喜 ん で 教 
える 。 

し か し 、 明 言 する と 、 読 者 に 事前 に 通告 する と 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 占 い を し な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 占 い を 教え な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 予 言 し な い 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ほ れ 薬 を 作ら な い 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 を 助け な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 降 霊 術 を 助け な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 知 の 人 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 学 問 の 人 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 詐欺 師 で は な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 宗 教 が 非難 する 物 を 強く 非難 する 。 

前 記 か ら 、 知 識 の 危険 な 応用 や 知識 の 不正 な 応用 と いう 問題 に た め ら わな いで 
近づけ る 人 と 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ を 混同 し な いで 区 別 する 必要 が 有る 。 

後 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 正当 な 非難 を 喜ん で 受け 入れ る 。 

し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 明 確 な 敵意 に 対し て 理解 を 示す つも り は 無い 。 

真剣 な 研究 と 良心 的 な 務め は 、 全 て の 非難 に 対し て 超 然 と し て いる 。 

真剣 な 研究 と 良心 的 な 務め が 、 真 剣 な 研究 と 良心 的 な 務め を 評価 で きる 人 に も 
た ら す 、 第 一 の 恩恵 は 、 深 い 平和 と 、 普 遍 の 思い や り で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ 

1859 年 9 月 1 日 


エエ 芋 表 PENTAGRAM OF THE ABSOLUTE 


序文 


長い 間 、 大 衆 は 、 魔 術 を 、 詐 欺 師 の 詐欺 、 病 人 の 幻覚 、 異 常 な 犯罪 者 の 犯行 と 混 
同 し て きた 。 

大 衆 は 、 魔 術 を 、 原 因 が 無い 結果 を も た ら す わざ で ある と 誤解 し て 説明 し た 。 

普通 の 大 衆 は 、 普 通 の 特徴 で ある 常識 に よっ て 、 魔 術 は 原因 が 無い 結果 を も た ら 
す と いう 誤解 に よっ て 、 魔 術 は 非 論 理 的 で ある と 誤解 し て 話し て いる 。 

大 衆 の 常識 は 正しく な い 事 が 多い 。 

実に 、 実 際 は 、 魔 術 は 、 魔 術 を 知ら な い 大 衆 が 話し て いる 物 と は 、 全 く 似 て いな い 。 

さら に 、 魔 術 は 、 誰 も 、 こ う で ある と か 、 あ あ で あ る と 表せ な い 物 で ある 。 

数 学 が 数 学 自体 と し て 存在 する 様 に 、 魔 術 は 魔術 自体 と し て 存在 する 。 

な ぜ な ら 、 魔 術 は 、 自 然 と 、 自 然 の 法 の 、 正 確 な 絶対 の 知 で ある 。 

魔術 は 、 古 代 の マギ の 知 で ある 。 

キリ スト 教 は 、 偽 の 神託 を 沈黙 させ た 。 

キリ スト 教 は 、 偽 の 神々 の 幻 を 終わ ら せ た 。 

それ に も か か わら ず 、 キ リス ト 教 は 、 東 か ら 来 た 神秘 の 3 人 の 王者 、 マ タイ に よる 
早 音 2 章 の 3 人 の マギ を 明 敬 し て いる 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 、 イ エス の 星 が 、3 人 の マギ を 導い た 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 で 、3 人 の マギ は 、 ゆ りか ご の 中 の 、 世 界 の 救い 主 イ エス を 
敬礼 する た め に 、 東 か ら 来 た 。 

口伝 で は 、3 人 の マギ は 、 王 者 で ある 。 

な ぜ な ら 、 魔 術 の 秘伝 伝授 は 、 本 物 の 王者 を 形成 する 。 


な ぜ な ら 、 全 て の 達 道 者 は 、 マ ギ の 大 いな る わざ を 、 王 者 の わざ 、 神 の 王国 と 呼ん 
で いる 。 

マタ イ に よる 福音 2 章 の 3 人 の マギ を 導い た イエ ス の 星 は 、 全 て の 秘伝 伝授 に お 
ける 、 燃 える 星 で ある 。 

イエ ス の 星 は 、 錬 金 術 師 に と っ て は 、 第 5 元素 エー テル の 象徴 で ある 。 

イエ ス の 星 は 、 魔 術 師 に と っ て は 、 大 いな る 秘密 で ある 。 

イエ ス の 星 は 、 カ バリ スト に と っ て は 、 神 の 五 世 星 で ある 。 

五 蘭 星 の 研究 に よっ て 、 魔 術 師 は 、 新 し い 名 前 イエ ス を 知る に 至る 、 の を 証明 する 
事 が エリ ファ ス レヴ ィ の 意図 で ある 。 

(ヨハ ネ の 黙示 録 3 章 12 節 「 私 イエ ス は 私 イエ ス の 新しい 名 前 を 勝利 し た 人 に 記 
す 」) 

新しい 名 前 イエ ス は 、 全 て の 名 前 を 超越 し て いる 。 

新しい 名 前 イエ ス は 、 イ エス を 敬礼 で きる 全て の 存在 を ひざ まず か せる 。 

魔術 は 、 哲 学 の 確実 性 と 、 宗 教 の 永遠 性 や 誤り の 無い 絶対 性 を 、1 つの 学問 と し 
て 併せ 持つ 。 

魔術 は 、 正 反対 に 見 える 2 つの 物 を 完全 に 議論 の 余地 無く 両立 させ る 。 

魔術 は 、 論 理 と 信心 を 両立 させ る 。 

魔術 は 、 知 と 確信 を 両立 させ る 。 

魔術 は 、 権 利 と 自由 を 両立 させ る 。 

魔術 は 、 数 学 の 正確 さほど 正確 な 、 哲 学 の 確実 性 と いう 手段 と 、 宗 教 の 確信 と い 
う 手段 を 、 人 の 精神 に 与え る 。 数 学 の 正確 さ の 原因 は 数 学 自体 の 誤り の 無い 絶対 
性 で ある 。 

理解 の 領域 と 、 信 心 の 領域 に 、 絶 対 で ある 神 は 存在 する 。 


無 上 の 論理 で ある 神 は 、 人 の 知 と いう 光 を 、 運 に 任せ て 迷わ せ た ま ま 放 置 し な 
978。 

議論 の 余地 が 無い 、 真 理 が 存在 する 。 

真理 を 知る た め の 誤り が 無い 絶対 の 手段 が 存在 する 。 

真理 と いう 知 に 到達 し て 、 真 理 を 命 の 規則 と し て 選ん だ 人 は 、 王 者 の 力 を 、 自 身 
の 意思 に 与え る 事 が で きる 。 

王者 の 力 に よっ て 、 下 の も の の 王者 に 成る 事 が で きる 。 

王者 の 力 に よっ て 、 さ ま よ っ て いる 霊 の 王者 に 成る 事 が で きる 。 

言い 換え る と 、 王 者 の 力 に よっ て 、 こ の 世 を 裁く 者 、 地 の 王者 に 成る 事 が で きる 。 

も し 真理 に つい て の 話 が 事実 で あれ ば 、 ど うし て 気 高 い 知 は 未だ 認め られ て いな 
い の か ? 

どう し て 暗い 天空 に 明る い 太 陽 が 隠さ れ て いる と 考え る 事 が 可能 で あろ うか ? 

超越 的 な 知 は 常に 知ら れ て いた 。 

た だ し 、 沈 黙 と 忍耐 の 必要 性 を 理解 し た 、 知 に 選ば れ た 人 だ けが 、 超 越 的 な 知 を 
知 iC いた 。 

仮に 、 熟 練 の 外科 医 が 真夜 中 に 生ま れつ き の 盲 人 の 目 を 開か せ て も 、 夜 明け が 
来る まで は 日 光 の 性 質 や 存在 を 言 人 に 理解 させ る 事 は 不可 能 で ある 。 

知 に は 夜 と 夜明け が 有る 。 

な ぜ な ら 、 命 は 、 精 神 の 世界 と 交流 し て いる 。 

命 は 、 規 則 的 な 運動 と 、 進 歩 的 な 段階 に よっ て 、 表 れる 。 

命 は 、 真 理 と 同じ で ある 。 

真理 は 、 規 則 的 な 運動 と 、 進 歩 的 な 段階 に よっ て 、 表 れる 。 

命 は 、 光 の 放射 と 同じ で ある 様 に 。 

隠さ れ て いる も の が 失わ れる 事 は 無い 。 


そし て 、 発 見 され た も の が 完全 に 新しい も の で ある 事 は 無い 。 

神 は 、 永 遠 性 と いう 微 を 知 に 付与 し た 。 

知 は 、 神 の 栄光 の 反映 で ある 。 

超越 的 な 知 、 絶 対 の 知 が 、 魔 術 で ある 。 

ヴォ ル テ ー ル の 誤り が 無い 絶対 性 を 疑わ か い 人 に と っ て は 、「 知 が 魔術 で ある 」 と 
いう 断言 は 完全 な 矛盾 に 思わ れる か も し れ な い が 。 

ヴォ ル テ ー ル は 、 生 半 可 な 知識 し か 無い 人 で あっ た 。 

ヴォ ル テ ー ル は 、 学 ぶ 代 わり に 、 笑 いも の に する 機会 を 逃さ な か っ た の で 、 自 分 は 
多数 の 物 を 知っ て いる と 思い 込ん で いた 。 

魔術 と は 、 ア ブラ ハム 、 オ ルフ ェ ウ ス 、 孔 子 、 ゾ ロア スタ ー の 知 で あっ た 。 

魔術 と は 、 エ ノ ク が エメ ラル ド 板 に 記し た 魔術 的 な 考え で あっ た 。 

エノク は 、 三 重 に 大 いな る 者 、 ト ー ト 、 ヘ ル メ ス 、 メ ルク リウ ス で ある 。 

モー セ は 、 魔 術 を 清め て 、 再 び ヴ ェ ー ル で 履 っ た 。 

「 再 び ヴ ェ ー ル で 覆う 」 事 が 、「 ヴ ェ ー ル を 外し て 明らか に する 」 を 意味 する 
「reveal」 と いう 言葉 の 意味 で ある 。 

モー セ が 魔術 に 与え た 新しい 仮面 が 、 神 の カバ ラ で あっ た 。 

神 の カバ ラ は 、 イ スラ エル だ け の 口伝 で ある 。 

神 の カバ ラ は 、 イ スラ エル の 祭司 の 不可 侵 の 秘密 で ある 。 

エレ ウシ ス の 秘 儀 と 、 テ ー バ イ の 神秘 は 、 ヘ ブライ 人 以外 で 、 魔 術 の 象徴 の いく つ 
か を 保存 し て いた が 、 低 俗 化し た 形 に よっ て で あっ た 。 

迷信 の 増大 の 中 で 、 神 秘 の 鍵 は 失わ れ た 。 

エル サレ ム の 大 衆 は 、 預 言 者 達 を 殺し た 。 

何 度 も 何 度 も 、 エ ル サ レ ム の 大 衆 は 、 ア ッ シ リ ア と バビ ロン の 偽 の 神々 を 敬礼 し た 。 

エル サレ ム の 大 衆 は 、 神 の 言葉 を 失う 結果 に 成っ た 。 


秘伝 伝授 の 神 の 星 が 魔術 師 達 に 告げ た 、 救 い 主 イエ ス が 、 古 代 の 神殿 の ぼろ ぼ ぽ 
ろ の ヴェ ー ル を 像 き に 来 た 時 に 、 伝 説 と 象徴 と いう 新しい 網状 の 織物 を 教会 に 与え 
だ 8 

常に 、 イ エス に よる 伝説 と 象徴 は 、 大 衆 か ら 隠さ れ て いる 。 

常に 、 イ エス に よる 伝説 と 象徴 は 、 永 遠 に 同じ で ある 真理 を 、 選 ば れ た 人 の た め に 
保存 し て いる 。 

前 記 が 、 博 識 な 不幸 な デュ ピュ イ が 、 イ ンド の 平面 天体 図 の 上 に 、 エ ジ プ ト の デン 
デラ の 石板 の 中 に 、 見 つけ る べき 事 で あっ た 。 

仮に 、 前 記 を 発見 し て いれ ば 、 デ ュ ピ ュ イ は 、 時 代 を 通じ て 知 の 記念 碑 が 一 致し て 
証言 し て いる 、 自 然 の 全て が 一 致し て 証言 し て いる 、 本 物 の 普遍 の 永遠 の 宗教 を 否 
定 し た だ け に 終わ っ て し まわ な か っ た で あろ う 。 

「 カ トリ ッ ク 」 は 「 普 遍 の 」 を 意味 する 。 

魔術 は 、 学 問 の 絶対 と 宗教 の 絶対 の 記憶 で ある 。 

魔術 は 、1 つの 言葉 に 要約 され た 考え の 記憶 で ある 。 

魔術 は 、 交 互 に 忘却 され 発見 され る 、 言 葉 の 記憶 で ある 。 

魔術 は 、 全 て の 古代 の 秘伝 伝授 の 選ば れ た 人 に 伝え られ た 言葉 の 記憶 で ある 。 

有名 な 神殿 騎士 団 が 魔術 を 保存 し て いて も 大 衆 の 目 に さら し て いて も 、 魔 術 と い 
う 同 じ 記 憶 が 、 薔 薇 十字 団 、 光 に 照ら され た 者 、 メ ー ソ ン と いっ た 秘密 結社 に 伝え ら 
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魔術 と いう 同じ 記憶 が 、 意 味 を 、 秘 密 結社 の 不思議 な 儀式 、 秘 密 結社 の 多かれ 
少な か れ 慎 習 的 な 合図 に 与え た 。 

特に 、 魔 術 と いう 同じ 記憶 が 、 正 当 な 理由 を 、 秘 密 結社 の 共通 の 信心 に 与え た 。 

魔術 と いう 同じ 記憶 が 、 手 が か り を 、 秘 密 結社 の 力 に 与え た 。 

大 衆 は 、 魔 術 の 考え と 神秘 を 冒 済 し た 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 大 衆 が 魔術 を 冒 流し た 事 を 否定 する つも り は 無い 。 

時 代 か ら 時 代 へ 、 大 衆 は 魔術 を 冒 潮 し た 。 

魔術 の 誤用 は 、 秘 密 の も の を 愚か に も 知ら せ た 人 に と っ て 、 大 いな る 景 散 する ベ べ 
き 教訓 に 成っ た 。 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 キ リス ト 教 徒 に 、 グ ノー シス を 禁止 させ る 原因 と 成っ た 。 

( 

グノー シス は 認知 を 意味 する 。 

グノー シス は 霊感 を 認め た 学問 を 意味 する 。 

) 

そし て 、 公 の 教会 は 、 天 の 高等 な 秘伝 伝授 へ の 門 を 閉ざし て し まっ た 。 

王座 を 奪 お うと する 無知 な 人 の 侵入 は 、 知 の 位階 制 を 汚し た 。 

教会 の 混乱 は 、 国 の 混乱 を 生じ た 。 

な ぜ な ら 、 好 むと 好ま ぬ と に か か わら ず 、 常 に 、 王 者 は 祭司 に 従う 。 

地上 の 権力 者 は 、 自 身 の 永続 を 保証 する た め に 、 神 聖 化 と 力 の 源 を 求め て 、 神 の 
教え の 永遠 の 祭司 だ け の 聖 所 に 向かう 。 

知 の 鍵 は 、 幼 子 へ 投げ 捨て られ て し まっ た 。 

予期 され る 様 に 、 知 の 鍵 は 、 実 質 的 に は 失わ れ た 。 

知 の 鍵 が 、 実 質 的 に は 失わ れ た 、 に も か か わら ず 、 天 の 高等 な 直感 と 大 いな る 倫 
理 道徳 的 な 勇気 を 持っ て いた 男性 、 堅 固 な カト リッ ク 、 ジ ョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 は 、 
世界 が 宗教 を 欠い た まま で いら れる は ず が 無い 事 を 認識 し て いた 。 

直感 で 、 ジ ョ ゼ フ ド メー スト ル は 、 隠 され た 学問 と いう 最後 の 祭司 だ け の 聖 所 に 
目 を 向け た 。 

心から 祈っ て 、 ジ ョ ゼ フ ド メー スト ル は 、 独 り の 天才 の 精神 に お いて 、 知 と 信心 の 
間 に 存在 する 自然 の 一 致 が 、 知 と 信心 を 結び つけ る 時 代 を 求め た 。 


ジョ ゼ フ ド メー スト ル は 「 知 と 信心 が 一 致し た 時 代 は 大 いな る 時 代 に 成る で あろ 
う 。 知 と 信心 が 一 致し た 時 代 は 18 世紀 を 終わ ら せ る で あろ う 。 人 は 、 中 世 の 粗 野 な 
言動 に つい て 話す 様 に 、18 世紀 の 愚か な 言動 に つい て 話す で あろ う 」 と 話し て いる 。 

ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 の 予言 は 実現 中 で ある 。 

知 と 信心 の 結合 は 、 古 代 か ら 行わ れ て いた 。 

知 と 信心 の 結合 は 、 あ ら わ れ た 。 

知 と 信心 の 結合 は 、 独 り の 天才 に よっ て で は な く 、 行 われ た 。 

太陽 を 見 る の に 天才 は 必要 無い 。 

さら に 、 天 才 は 、 天 才 の 偉大 性 の 希少 性 と 、 天 才 の 知力 の 大 衆 に と っ て の 到達 不 
可能 性 だ け を 実証 し た 。 

大 いな る 真理 は 発見 され る 事 だ け を 求め る 。 

最も 単純 な 人 で も 、 真 理 を 理解 する 事 が で きる で あろ う 。 

必要 な 時 に は 、 最 も 単純 な 人 で も 、 真 理 を 証明 する 事 が で きる で あろ う 。 

し か し 、 真 理 は 大 衆 の 物 に は 成ら な い 。 

な ぜ な ら 、 真 理 は 位階 的 で ある 。 

そし て 、 無 秩序 だ けが 大 衆 の 先入観 を 満足 させ る 。 

大 衆 は 絶対 の 真理 を 必要 と し な い 。 

仮に 、 絶 対 の 真理 が 大 衆 の 物 に 成っ た ら 、 進 歩 が 阻止 され て 人 と し て の 命 は 終わ 
る で あろ う 。 

正反対 の 意見 の 一 進一 退 、 意 見 の 衝突 、 流 行 に 夢中 に 成る 事 、 意 見 や 流行 の 夢 
幻 に よっ て 常に 動か され る 事 が 、 大 衆 の 知 的 な 成長 に は 必要 で ある 。 

大 衆 は 、 正 反対 の 意見 の 一 進一 退 、 意 見 の 衝突 、 流 行 に 夢中 に 成る 事 、 意 見 や 
流行 の 夢幻 に よっ て 常に 動か され る 事 が 、 大 衆 の 知 的 な 成長 に は 必要 で ある 事 に 


気づい て いる 。 


その た め 、 大 衆 は 、 学 者 の 講座 か ら 容 易 に 離れ て 、 詐 欺 師 の 講 壇 の まわ り に 集 ま 
る 。 

特に 、 哲 学 に 関心 が ボ 有 る と 思わ れ て いる 者 ども で すら 、 身 振り に よる 言葉 当て 遊 
び を する 幼子 達 に 似 て いる 。 

身振り に よる 言葉 当て 遊び を する 幼子 達 は 、 す で に 答え を 知っ て いる 子 が 、 遊 び 
の 醍醐 味 で ある 謎 を 取り 上 げ て 、 遊 び を 台無し に し な い 様 に 、 す で に 答え を 知っ て い 
る 子 を 、 急 いで 追い 払う 。 

マタ イ に よる 福音 5 章 8 節 で 、 神 の 知 で ある イエ ス キリ スト は 「 心 の 清 い 人 達 は 
幸い で ある 。 心 の 清 い 人 達 は 神 を 見 る か ら 」 と 話し て いる 。 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 「 キ リス ト は 神 の 知 」) 

心 の 清らか さ は 、 知 を 清め る 。 

意思 の 正確 さ は 、 理 解 の 正確 さ を 生 み 出 す 。 

何より も 真理 と 正義 を 好む 人 は 、 真 理 と 正義 を 報い と し て 得る 。 

な ぜ な ら 、 無 上 の 神意 は 、 人 が 命 に 到達 で きる 様 に 、 自 由 を 人 に 与え た 。 

真理 は 、 真 理 の 茂 し さ に も か か わら ず 、 優 し さ に よっ て の み 、 あ ら わ れる 。 

真理 は 、 人 の 意思 が 虚偽 の 誘惑 に 惑わ され た 時 に 、 人 の 意思 の 鈍 さ と 、 人 の 意 
思 の 誤り を 怒 ら な い 。 

ボ シ ュ エ は 「 真 理 が 、 人 の 快感 や 不快 感 より 先 に 存在 する 」 と 話し て いる 。 

ボ シ ュ エ は 「 人 の 快感 や 不快 感 より 先 に 存在 する 、 真 理 に よっ て 、 人 は 行動 を 決定 
する べき で ある 」 と 話し て いる 。 

ボ シ ュ エ は 「 好 み に よ っ て 、 人 は 行動 を 決定 する な か れ 」 と 話し て いる 。 

人 に と っ て も 神 に と っ て も 、 神 の 王国 は 、 気 まぐ れ の 王国 で は な い 。 

トマ ス アク ィ イナ ス は 「 神 が 望む か ら 正 し い の で は な く 、 正 し いか ら 神 が 望む 」 と 話 
し て いる 。 


神 の つり 合い は 永遠 の 数 学 を 統治 する 。 

神 の つり 合い は 必然 的 に 永遠 の 数 学 で ある 。 

知恵 の 書 11 章 21 節 に 「 神 は 数 、 目 方 、 尺 度 で 全て の も の を 創造 し た 」 と 記さ れ 
て いる 。 

創造 の 一 角 を 測り な さい 。 

創造 の 一 角 を つり 合い を 保っ た まま 前 進 的 に 増やし な さい 。 

する と 、 無 限 の 全て が 創造 の 一 角 の 領域 を 増やす で あろ う 。 

色々 な 領域 が 創造 の 一 角 の 領域 に 満ち る 。 

創造 の 一 角 の 領域 は 、 あ な た と いう コン パス が 象徴 的 に 伸ばし て いる 両 腕 の 間 に 、 
つり 合い を 保っ た 部 分 を 与え て いく 。 

そし て 、 別 の コン パス か 別 の 定規 を 持っ た 手 を 、 あ な た より 上 の 無限 の 一 点 に 、 仮 
定 し な さい 。 

する と 、 天 の 三角 形 の 線 は 知 の コン パス の 線 と 必然 的 に 交わ る で あろ う 。 

そし て 、 天 の 三角 形 と 知 の 三角 形 は ソロ モン の 神秘 の 六 苦 星 を 形成 する で あろ う 。 

マタ イ に よる 福音 7 章 2 節 に 「 あ な た が ( 他 者 を ) 量 る 量り で 、 あ な た も 量 ら れる で 
あろ う 」 と 記さ れ て いる 。 

神 は 神 の 偉大 さ に よっ て 人 を 押し つぶ す 様 に は 人 と 戦わ な い 。 

神 は 不平 等 な 重り を 神 の 天 各 に 乗せ な い 。 

ヤコブ の 強 さ を 試す 時 に 、 神 は 人 の 姿 に 成っ た 。 

祖 ヤ コブ は 攻撃 に 一 晩 中 、 耐 えた 。 

神 は 押さ れ て いた ヤコブ を 祝福 し た 。 

そし て 、 神 と の 戦い に 持ち こたえ た 栄光 に 加え て 、 神 は 、 ヘ ブラ イ 人 へ の 敬称 に 
成っ た 、 イ スラ エル と いう 称号 を ヤコブ に 与え た 。 

「 イ スラ エル 」 は 「 神 に 対し て 手強い 」 を 意味 する 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 教 養 が 有る と 言う より は 熱狂 的 な キリ スト 教徒 の 大 衆 が 、 永 
遠 の 宮 の 教え に つい て 、「 神 は 有限 で ある 罪 に 無限 に 報復 で きる 。 罪 人 は 有限 で も 、 
神 の 偉大 さ は 無限 だ か ら で あ る 」 と いう 変 な 説明 を し て いる の を 聞い た 事 が 有る 。 

この 世 の 和 皇帝 で ある 神 は 、 神 の 衣 の すそ を 故意 に で は な く 汚 し て し まっ た 思慮 の 
足り な い 幼 子 に 死 の 宣告 を すれ ば 良かっ た の か ? いい え ! 

偉大 さ の 特権 と は 、 そ う で は な い ! 

アウ グ ス テ ィ ヌ ス は 「 神 は 我慢 強く 忍耐 強く 寛容 で ある 。 な ぜ な ら 、 神 は 永遠 (、 無 
限 ) で ある 」 と 話し た 時 に 神 の 偉大 さ を 大 衆 よ り 良 く 理 解 し て いた 。 

神 の 全て の も の は 正しい 。 

な ぜ な ら 、 神 の 全て の も の は 思い や り で ある 。 

神 が 許 す 方 法 は 、 人 が 許す 方 法 と は 異な る 。 

な ぜ な ら 、 神 は 人 の よう に は 怒ら な い 。 

た だ し 、 性 質 的 に 、 悪 は 善 と 合わ な い 。 

夜 が 昼 と 合わ な い 様 に 。 

不 和 が 調和 と 合わ な い 様 に 。 

そし て 、 人 の 自由 は 不可 侵 で ある 。 

その た め 、 全 て の 罪 は 、 罪 の 大 き さ に 比例 し た 労苦 で 、 つ ぐ な われ る 。 

全て の 悪 は 、 悪 の 大 き さ に 比例 し た 労苦 で 、 こ らし め ら れる 。 

( 罪 へ の 罰 と いう 重荷 を 乗せ た ) 和 荷車 が 泥 の 中 に 、 は まっ た 時 は 、 神 ユピテル の 助 
け を 祈り 求め て も 無駄 で ある 。 

二話 の 荷車 の 御 者 の 様 に 、 人 が ツル ハシ と スコ ッ プ を 手 に 取ら な い 限 り 、 神 は 溝 
か ら 人 を 引き 上 げ て は くれ な い 。 

あな た 自身 を 助け な さい 。 

そう すれ ば 、 神 は 、 あ な た を 助け て くれ る で あろ う 。 


前 記 の 様 に 、 罰 の 永遠 性 の 、 可 能 性 と 必然 性 を 、 論 理 的 な 、 全 く 哲 学 的 な 方 法 で 


説明 で きる 。 


同時 に 、 永 遠 の 罰 か ら 脱 出 で き る 狭 き 道 が 人 の た め に 開か れ て いる 。 
永遠 の 罰 か ら 脱 出 で き る 狭 き 道 と は 、 労 苦 する 事 と 、 悔 い 改 め る 事 で ある 。 
永遠 の 力 の 法 と の 一 致 に よっ て 、 人 は 、 自 身 を 創造 的 な 力 と 一 体 化 で き 、 創 造 主 、 


保護 者 に 成 れ る 。 


神 は 、 ヤ コブ が 夢 で 見 た 、 光 の は し ご の 階段 の 数 を 制限 し な か っ た 。 
ヤコブ が 夢 で 見 た 、 神 へ の 光 の は し ご の 階段 の 数 は 無限 で あっ た 。 
(創世 記 28 章 12 節 『! ヤ コブ は 夢 を みた 。1 つの は し ご が 地 の 上 に 立っ て いた 。 は 


し ご は 天 に 達し て いた 。 天使 が は し ご を 上 り 下 り し て いた 」) 


記 ] 


自然 は 、 人 の 下 の も の と し て 配置 し た も の を 、 人 に 従わ せ て いる 。 
人 は 、 絶 え 間 無く 向上 する 事 に よっ て 、 人 の 領域 を 拡大 で きる 。 
長命 と 永遠 の 命 。 

風 と 嵐 。 

土 と 鍼 脈 。 

光 と 不思議 な 幻 。 

間 と 夢 。 

死 と 霊 。 

長命 と 永遠 の 命 、 風 と 嵐 、 土 と 鉱脈 、 光 と 幻 、 間 と 夢 、 死 と 霊 は 、 魔 術 師 の 王 多 、 ヤ 
ブ の 羊 飼い の 杖 、 モ ー セ の 明 散 する べき 杖 に 従う 。 

達 道 者 は 、 四 大 元素 の 王者 に 成 れ る 。 

達 道 者 は 、 錬 金 術 師 に 成 れ る 。 

達 道 者 は 、 予 見 の 解釈 者 に 成 れ る 。 

達 道 者 は 、 夢 や 幻視 の 解釈 者 に 成 れ る 。 


達 道 者 は 、 夢 解き に 成 れ る 。 

達 道 者 は 、 神 託 の 管理 者 に 成 れ る 。 

要する に 、 達 道 者 は 、 命 の 王者 に 成 れ る 。 

自然 の 数 学 的 な 秩序 に よっ て 、 達 道 者 は 、 四 大 元素 の 王者 、 錬 金 術 師 、 予 見 の 解 
秋 者 、 神 託 の 管理 者 、 命 の 王者 に 成 れ る 。 

無 上 の 知 的 存在 で ある 神 の 意思 と 一 致す る 事 に よっ て 、 達 道 者 は 、 四 大 元素 の 
王者 、 錬 金 術 師 、 予 見 の 解釈 者 、 神 託 の 管理 者 、 命 の 王者 に 成 れ る 。 

前 記 が 、 魔 術 で ある 。 魔 術 の 全て の 栄光 で ある 。 

し か し 、 前 記 の 言葉 を 今日 、 大 胆 に 信じ る 誰か が いる で あろ うか ? は い ! 

前 記 の 言葉 を 今日 、 大 胆 に 信じ る 人 は 、 誠 実に 学び た い 人 、 あ り の まま に 知 を 得 
た い 人 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 真理 を 例え 話 や 象徴 の ヴェ ー ル の 裏 に 隠さ な い 。 

全て の も の が 話さ れる べき 時 が 来 た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 全て の も の を 話す つも り で ある 。 

要する に 、 す で に 話し た 様 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 目的 は 、 古 代 の 神秘 の 影 の 裏 に 
隠さ れ た 、 秘 密 の 知 を 明か す 事 で ある 。 

グノー シス 主義 者 は 、 秘 密 の 知 を 、 不 器用 に 漏らし た 、 と いう より は 、 不 相応 に 評 
判 を 落と し た 。 

秘密 の 知 は 、 神 殿 騎 士 団 の 無実 の 罪 を 覆い 隠す 聞 の 裏 に 微か に 認め られ た 。 

再び 、 秘 密 の 知 は 、 高 等 な メー ソン の 儀式 の 現在 で は 見 通せ な い 謎 の 下 に 見 か 
けら れる 。 

さら に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は サバ ト の 不思議 な 王 を 昼 の 光 の 中 に 公開 し よう と 思う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 黒 魔術 の 根源 を 暴 こ うと 思う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 黒 魔術 の 恐る べき 現実 を 暴 こ うと 思う 。 


長い 間 、 ヴ ォ ル テー ル の 哲学 の 子孫 は 黒 魔 術 を 笑い も の に し て きた 。 

多数 の 読者 に と っ て 、 魔 術 と は 悪魔 に つい て の 知 で ある 。 

ちょ うど 、 光 に つい て の 知 が 闇 に つい て の 知 に 結び つく 様 に 。 

最初 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 悪 魔 が 恐く な いと 大 胆 に 表明 する 。 

聖女 テレ サ は 「 私 は 悪魔 を 恐れ る 人 だ け を 恐れ る 」 と 話し て いる 。 

た だ し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 悪 魔 が 笑い を 誘う 物 で は な い 、 と 宣言 する 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 非 常に 多く の 場合 、 悪 魔 が 誤っ て 笑い も の の 対象 に され て い 


る 、 と 宣言 する 。 
さて 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 目的 は 、 悪 魔 を 知 の 光 の 前 に 引き ずり 出す 事 で ある 。 
し か し 、 悪 魔 と 知 。 


書 魔 と 知 は 、 よ そよ そし い 、 つ り 合 わな い 、2 つの 言葉 で ある 。 

大 衆 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 、 悪 魔 と 知 と いう 2 つの 言葉 で 、 目 的 を 全て 表し た 、 と 
思わ れる に 違い 無い 。 

闇 の 象徴 で ある 悪魔 を 光 の 中 に 引き ずり 出す と 、 偽 の 霊 で ある 悪魔 を 真理 に よっ 
て 消滅 させ て し まう の で は な いか ? 

悪魔 を 知 の 光 の 前 に 引き ずり 出す と 、 実 体 の 無い 夜 の 怪物 で ある 悪魔 を 昼 の 光 
に よっ て 消 減 さ せ て し まう の で は な いか ? 

前 記 の 様 に 、 浅 は か な 大 衆 は 考え る で あろ う 。 

そし て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 話 を 聞か な いで 、 浅 は か な 大 衆 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 
話 を 無視 する で あろ う 。 

学 の 無い キリ スト 教徒 の 大 来 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が キリ スト 教徒 の 倫理 道徳 の 
基礎 の 教え を 地獄 を けなす 事 に よっ て 崩し て いる 、 と 誤っ た 判断 を する で あろ う 。 

また 、 そ の 他 の 大 衆 は 、 も は や 誰 も 信じ て いな い 誤 り と 戦う 事 が 役に立つ の か 、 た 
ず ね る で あろ う 。 


その た め 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 目的 を 明確 に 話す 事 と 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 思想 を 
は っ きり させ る 事 が 重要 で ある 。 

その た め 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 「 本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 、 あ な た た ちと 同じ 、 
キリ スト 教徒 で ある 」 と キリ スト 教徒 に 話す 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 信心 は 、 強 く 深く 確信 し て いる カト リッ ク 教 徒 の 信心 と 同じ で あ 
る 。 

その た め 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 キ リス ト 教 の 教え を 否定 する わけ で は な く 、 偽 の 信 
心 と 迷信 と いっ た 形 の 死に 至る 不信 心 と 戦う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 魔 の 巨人 的 な 無力 と 欧 る べき 悲惨 さ を 昼 の 光 に さら す た 
め に 、 偽 の ゾロ アス ター 教 に お ける 悪 の 神格 化 ア ー リ マン の 黒い 後継 者 で ある 悪魔 
を 闇 か ら 引 きず り 出 す 事 に 取り 組む 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 魔 を 地獄 の 王座 か ら 引 きず り 下 ろ す た め に 、 悪 魔 の 頭 を 十 
字 架 の 足下 に ひれ 伏 さ せる た め に 、 悪 と いう 長年 の 問題 を 知 に よっ て 解決 する 事 に 
取り 組む 。 

聖母 マリ ア に 象徴 され る 様 に 甘美 な 優し い 光 で ある 知 、 清 ら か な 処女 の 母 の 知 
は 、 エ ヴァ の 様 に 古い 蛇 の 頭 を か か と で 圧倒 する 運命 な の で は な いか ? は い ! 

また 、 後 記 の 様 に 、 本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 偽 の 哲学 に 話し た い 。 

な ぜ 偽 の 哲学 は 理解 で き な い も の の 否定 を 試み る の か ? 

未知 の も の に 直面 し て 未知 の も の の 否定 を 断言 する 懐疑 は 、 信 心 より 、 軽 率 で 慰 
め が 無 いで は な いか ? 

偽 の 哲学 、 懐 疑 は 、 人 格 化 され た 悪 の 恐ろし い 姿 に 、 笑 い を 誘わ れる だ け な の 
か ? 

偽 の 哲学 、 懐 疑 に は 、 悪 、 悪 魔 と いう 奇形 の も の に 絞め られ て 、 の た うち 泣く 、 人 間 


性 の 絶え 間 無 い 泣き 声 が 聞こ えな い の か ? 


偽 の 哲学 、 懐 疑 は 、 正 し い 人 を 人 迫害 する 、 悪 人 の 下品 な 笑い 声 を 聞い た 事 が 無い 
の か ? 

偽 の 哲学 、 懐 疑 は 、 悪 霊 、 悪 の 精神 が 全て の 人 の 魂 の 中 に 作る 地獄 の 深淵 が 自 
身 の 中 に 開く の を 経験 し た 事 が 無い の か ? 

精神 的 な 悪 は 存在 する 。 

精神 的 な 悪 が 存在 する 事 は 、 悲 し い 真 実 で ある 。 

精神 的 な 悪い 、 あ る 人 々 の 精神 を 支配 し て いる 。 

ある 人 々 は 精神 的 な 悪 を 体現 し て いる 。 

前 記 の 様 に 、 精 神 的 な 悪 は 人 に 成っ て いる 。 

悪人 と いう 悪魔 は 存在 する 。 

実に 、 悪 人 と いう 悪魔 の 中 で 最も 邪悪 な 人 が サタ ン で ある 。 

前 記 の 事 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 あ な た た ち に 、 で きれ ば 、 認 め る 様 に 求め る 。 

あな た た ち は エ リフ ァ ス レヴ ィ の 考え に 全く 同意 し な い の は 難し いで あろ う 。 

知 の 領域 と 信心 の 領域 が 不可 侵 に 離れ て いる 限り で の み 、 知 と 信心 は 支え 合う 
と いう 事 を 明確 に 理解 する 様 に 。 

人 が 信じ る も の は 何 か ? 

人 は 全力 で 望ん で も 絶対 に 知る 事 が で き な い も の を 信じ る 。 

信心 の 対象 は 、 知 に と っ て は 、 最 高 で も 、 不 可 避 の 仮定 で ある 。 

知 の 領域 に 存在 する も の を 、 信 心 の 方 法 に よっ て 判断 する な か れ 。 

正反対 に 、 信 心 の も の を 、 知 の 方 法 に よっ て 判断 する な か れ 。 

信心 の も の は 科学 的 に は 議論 で き な い 物 で ある 。 

テル トゥ リア ヌス は 「 不 条 理 だ か ら 私 は 信じ る 」 と 話し て いる 。 

テル トゥ リア ヌス の 「 不 条 理 だ か ら 私 は 信じ る 」 と いう 言葉 は 、 一 見 、 矛 盾 し て いる 
様 だ が 、 無 上 の 論理 の 1 つ で ある 。 


事実 、 人 が 論理 的 に 思考 で きる 全て の も の を 超越 し て 、 癒 す 事 が で き な い 湯 望 で 
人 が 望む 、 人 が 夢 起 で すら 理解 で き な い 、 無 限 が 存在 する 。 

実に 人 の 有限 の 理解 に と っ て 、 無 限 は 不条理 で は な いか ? は い ! 

不条理 で も 、 や は り 、 人 は 無限 が 存在 する 事 を 感じ る 。 

無限 は 人 に 浸透 し て いる 。 

人 は 無限 に 満ち あふ れ て いる 。 

人 は 無限 と いう 深淵 で 、 め まい を 起こ す 。 

人 は 無限 と いう 明 散 する べき 高み に よっ て 圧倒 され る 。 

科学 的 に 信じ て も 良さ そう な 仮定 は 、 全 て 、 知 の 最後 の 黄 皆 か 、 知 の 影 で ある 。 

信心 は 、 論 理 が 研究 し 尽く され て 根拠 を 失う 所 か ら 始 まる 。 

人 の 論理 を 超越 し て 、 神 の 論理 が 存在 する 。 

人 の 弱 さ に と っ て は 、 神 の 論理 は 無 上 の 不条理 で ある 。 

し か し 、 無 限 の 神 の 不条理 は 人 を 反 江 する 。 

その た め 、 人 は 無限 の 神 の 不条理 を 信じ る 。 

立 だ けが 無限 で ある 。 

悪 は 無限 で は な い 。 

前 記 か ら 、 も し 神 が 信 心 の 永遠 の 対象 で ある な ら ば 、 悪 魔 は 知 の 対象 の 1 つ に 過 
ぎ ざ な い 。 

カト リッ ク の 教義 で 、 悪 魔 を 研究 する べき 問題 と し て いる で あろ うか ? いい え ! 

悪魔 を 信じ る と 話す 事 は 、 神 を 冒 流す る 言葉 で は な いか ? は い ! 

聖書 で 、 悪 魔 は 名 前 が 記さ れ て いる が 、 悪 魔 は 定義 され て いな い 。 

創世 記 に は 有名 な 天使 の 反逆 の 言及 が 無い 。 

創世 記 は アダ ム の 堕天 を 蛇 の せ い に し て いる 。 

蛇 は 生き て いる 物 の 中 で 最も 狂 獲 で 危険 で ある 。 


創世 記 の 古い 蛇 に つい て の キリ スト 教 の 口伝 は 知ら れ て いる 。 

し か し 、 も し 知 の 無 上 に 大 いな る 広まっ て いる 例え 話 の 1 つ に よっ て 創世 記 の 古 
い 蛇 に つい て の キリ スト 教 の 口伝 が 説明 で き て も 、 神 だ け を 望む 信心 に と っ て 、 ル シ 
フェ ル の 外見 だ け の 高慢 な 業 を 軽 蔵 する 信心 に と っ て 、 何 の 意味 が 有る だ ろう か ? 

「 ル シフ ェ ル 」 は ラテ ン 語 で 「 光 を も た ら す も の 」 を 意味 する 。 

「 光 を も た ら す も の 」 を 意味 する と は 、「 ル シフ ェ ル 」 と いう 闇 の 霊 の 名 前 は 、 何 と 不 
思 議 な 名 前 か ! 

「 ル シフ ェ ル 」 が 光 を も た らし て 弱い 大 衆 の 魂 を 盲目 に する の か ? は い ! 疑い 
無く ! 

な ぜ な ら 、 キ リス ト 教 の 口伝 は 「 ル シフ ェ ル 」 に つい て の 神 の 開示 と 霊感 に 満ち て 
いる 。 

コリ ント 人 へ の 第 2 の 手紙 11 章 14 節 で 使徒 パウ ロ は 「 サ タン で すら 光 の 天使 を 
装う 」 と 話し て いる 。 

ルカ に よる 福音 10 章 18 節 で イエ ス キリ スト は 「 私 は サタ ン が 雷 の 様 に 天 か ら 堕 
ちる の を 見 た 」 と 話し て いる 。 

イザ ヤ 書 14 章 12 節 で 預言 者 イザ ヤ は 「 な ぜ 、 あ な た は 天 か ら 堕 ち た の か ?! 
明け の 明星 よ ?!」 と 話し て いる 。 

ル シ フ ェ ル は 堕ち た 星 で ある 。 

ル シ フ ェ ル は 常に 燃え て いる 流星 で ある 。 

ル シ フ ェ ル は 、( 地 に 堕ち て ) 最 早 、 照 ら さ な い ( 了 石 と 成っ た ) 時 に は 、 燃 や す も の と 
成る 。 

し か し 、 ル シフ ェ ル は 人 格 な の か 力 な の か ? 

ル シ フ ェ ル は 天使 な の か 迷っ て いる 雷 な の か ? 

キリ スト 教 の 口伝 は ル シ フ ェ ル が 天使 で ある と 考え て いる 。 


た だ し 、 詩 編 104 章 4 節 で 詩 編 の 作者 は 「 神 は 風 を 神 の 使者 に する 。 神 は 火 を 神 
の 代行 者 、 神 の 使者 に する 」 と 話し て いる 。 

聖書 で は 、 天 使 と いう 言葉 、 天 使 と いう 名 前 を 神 の 全て の 使者 に 適応 し て いる 。 

聖書 で は 、 使 者 や 新しい 被 造物 を 天使 と 呼ん で いる 。 

聖書 で は 、 啓 示 者 や 罰 を 下す も の を 天使 と 呼ん で いる 。 

聖書 で は 、 光 を 放つ 神 の 聖霊 や 輝く 物 を 天使 と 呼ん で いる 。 

( 雷 と いう ) 無 上 の 天 が 雲 を 通じ て 射る 火 の 矢 は 、 無 上 の 天 の 怒 り の 天使 で ある 。 

オリ エン ト の 詩 の 読者 は 「( 雷 と いう ) 無 上 の 天 が 雲 を 通じ て 射る 火 の 矢 は 、 無 上 
の 天 の 問 り の 天使 で ある 」 と いう 例え を 見 慣れ て いる で あろ う 。 

中 世 で は 悪魔 は 大 衆 の 恐怖 の 的 で あっ た 。 

し か し 、 現 在 で は 、 悪 魔 は 大 軍 の 笑い も の に 成っ て いる 。 

悪魔 は 、 次 々 と 王座 か ら 堕 ち た 全て の 偽 の 神々 の 奇形 の 相続 者 で ある 。 

書 魔 と いう 奇形 の 「 こ け お ど し 」 は 、 奇 形 過ぎ て 、 子 ども を 脅かす 架空 の 霊 に 過ぎ 
な が く 成 つて で し まっ た 。 

けれ ども 、 前 記 に つい て 、 後 記 の 事 を 、 注 意 し な さい 。 

神 へ の 恐れ を 知ら な い 人 だ けが 大 胆 に 悪魔 を 括 い も の に する の で ある 。 

病 ん だ 想像 力 を 持つ 多数 の 人 々 に と っ て 、 悪 魔 は 神 の 影 で ある 傾向 が 有 っ た の 
で は な いか ? 

また は 、 超 自然 的 な 力 を 罰 を 受け ず に 残虐 行為 を 行う 物 と し て し か 理解 し な い 、 
精神 が 堕落 し た 人 々 に と っ て 、 悪 魔 は 偶像 で は な いか ? 

けれ ども 、 悪 の 力 と いう 概念 が 神 の 概念 と 両立 する か 確か め る 事 が 重要 で ある 。 

要する に 、 悪 魔 が 存在 する か 確か め る 事 が 重要 で ある 。 

そし て 、 悪 魔 が 存在 する 場合 、 悪 魔 と は 、 ど の よう な も の か 確か め る 事 が 重要 で あ 
る 。 


如 魔 の 有無 は 最早 、 迷 信 の 問題 で は な いし 、 滑 稽 な 作り 話 の 問題 で は な い 。 

悪魔 の 有無 は 宗教 の 問題 で ある 。 

悪魔 の 有無 は 宗教 の 問題 な の で 、 悪 魔 の 有無 は 未来 全体 の 問題 で ある 。 

書 魔 の 有無 は 全て の 利害 関係 者 で ある 人 類 の 問題 で ある 。 

人 は 変 な 理論 家 で ある 。 

人 は 、 例 えば 金銭 と いっ た 物質 的 利益 に 関心 が 有る に も か か わら ず 、 そ の 他 の 全 
て の も の に 無関心 で ある 時 に 、 自 身 を 強い 者 で ある と 思い 込む 。 

人 は 、 世 論 の 母 で ある 考え 、 突 然 の 方 向 転換 に よっ て 栄枯 盛衰 を 転覆 で きる 考え 
を 放任 する 。 

金山 を 発見 する より 、 知 を 獲得 する 事 が 重要 で ある 。 

知 が 有 れ ば 、 金 は 命 の 役に立つ 。 

無 和 で あれ ば 、 富 は 破滅 の 武器 し か 提供 し な い 。 

後 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 学問 的 な 啓示 は 信心 の 前 で 止ま る 事 を 完全 に 理解 する 
べき で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 学問 的 な 啓示 は 信心 を 侵害 し な い 事 を 完全 に 理解 する べき で 
ある 。 

キリ スト 教徒 と し て 、 カ トリ ッ ク 教 徒 と し て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 作品 を 教会 の 無 上 
の 判断 に 完全 に 従わ せる 事 を 完全 に 理解 する べき で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 名 前 を 持つ も の は 存在 する と 、 悪 魔 (と 呼ば れ て いる も の ) の 
存在 を 疑う 人 々 に 指摘 する 。 

言葉 、 名 前 を 無駄 に 話す 事 が 有る か も し れ な い が 、 言 葉 自体 、 名 前 自体 は 無駄 で 
ある は ず が 無い 。 

言葉 、 名 前 は 常に 意味 を 持っ て いる 。 

神 の 言葉 は 無駄 で は な い 。 


ヨハ ネ に よる 福音 10 章 38 節 で 神 の 言葉 イエ ス は 神 の 中 に いる と 記さ れ て いる 
理由 、 ヨ ハネ に よる 福音 1 章 1 節 で 神 の 言葉 イエ ス は 神 で ある と 記さ れ て いる 理由 
は 、 神 の 言葉 は 存在 、 真 実 の 表れ 、 証 明 だ か ら で あ る 。 

真実 の 、 神 の 言葉 で ある 福音 書 で 、 悪 魔 ( と 呼ば れ て いる も の ) は 名 前 が 記さ れ て 
いる し 人 格 化 され て いる 。 

悪魔 (と 呼ば れ て いる も の ) は 存在 する し 、 人 格 で ある と 考え られ る 。 

し か し 、 前 記 に 、 従 う の は キリ スト 教徒 だ け で ある 。 

知 ま た は 論理 に 話 を させ よう 。 

知 と 論理 は 1 つ で ある 。 

悪魔 (と 呼ば れ て いる も の ) は 存在 する 。 

悪魔 (と 呼ば れ て いる も の ) が 存在 する 事 を 疑う の は 不可 能 で ある 。 

人 は 善 か 悪 を 行う 。 

悪 と 知り な が ら 故 意 に 悪 を 行う 悪人 が 存在 する 。 

悪人 を 突き 動か す 精神 は 、 だ まさ れ て いる 。 

悪人 を 突き 動か す 精 神 は 、 正 道 か ら 外れ て いる 。 

悪人 を 突き 動か す 精神 は 、 邪 魔物 、 障 害 物 と し て 、 善 の 経路 を 断つ よう に 、 投 げ ら 
れ て 転倒 し て いる 。 

前 記 が 、「 悪 魔 」 と 翻訳 し て いる ギリ シャ 語 「 デ ィ ア ボロ ス 」 の 詳細 な 意味 で ある 。 

(ギリ シャ 語 「 デ ィ ア ボロ ス 」 の 「 デ ィ ア 」 は 「 分 離 」、「 反 対 」、「 交 差 」 を 、「 ボ ロス 」 は 
「 投 げ る 」 を 意味 する 、 と いう 説 が 有る 。) 

悪 を 好み 悪 を 行う 精神 は 、 意 図 し な く て も 、 悪 で ある 。 

し た が っ て 、 誤 っ た 精神 、 意 図 し て 無知 で ある 精神 、 混 乱 の 精神 で ある 悪魔 (と 言 

る 悪人 ) が 存在 する 。 
悪 の 精神 に 従う 悪人 、 悪 魔 の 使者 (と 言え る 悪人 ) が 存在 する 。 


前 記 の 理由 か ら 、 福 音 書 と ヨハ ネ の 黙示 録 12 章 9 節 に は 、 悪 魔 (と 呼ば れ て いる 
も の ) と 悪魔 の 使い (と 言え る 悪人 ) に 対し て 、 永 遠 の 火 が 、 あ る 意味 、 運 命 づ けら れ て 、 
用 意 さ れ て いる 、 と 記さ れ て いる 。 

前 記 の 、 悪 魔 (と 言え る 悪人 ) に つい て の 言葉 は 啓示 で ある 。 

その た め 、 悪 を 簡潔 ! て 、 悪 魔 (と 言え る 悪人 ) の 意味 を 探求 し よう 。 

悪 は 存在 に お ける 正 し さ の 欠如 で ある 。 

精神 的 な 悪 は 行動 に お ける 虚偽 と 成る 。 

嘘 が 言葉 に お ける 罪 で ある 様 に 。 

不正 は 嘘 の 核 で ある 。 

全て の 嘘 は 不正 で ある 。 

言葉 が 正しい 時 、 虚 偽 は 無い 。 

行動 が 正しい 時 、 罪 は 無い 。 

不正 は 精神 的 な 存在 に と っ て の 死 で ある 。 

嘘 が 知性 に と っ て の 毒 で ある 様 に 。 

虚偽 の 精神 は 死 の 精神 で ある 。 

悪 の 精神 に 聞き 従う 人 々 は 、 悪 の 手先 に 成る 。 

悪 の 精神 に 聞き 従う 人 々 は 、 悪 の 精神 に よっ て 毒 され る 。 

けれ ども 、 仮 に 、 悪 の 精神 を 悪魔 と いう 人 格 と し て 解釈 し な けれ ば 成ら な い の で あ 
れ ば 、 悪 魔 は 完全 な 死 、 完 全 な 虚偽 で あろ う 。 

前 記 か ら 、 悪 魔 の 存在 の 育 定 は 、 完 全 な 矛盾 を 意味 する に 違い 無い 。 

ヨハ ネ に よる 福音 8 章 44 節 を 意訳 する と 、 悪 魔 の 父 (で ある 悪人 ) と 同じ 様 に 、 悪 
魔 (と 言え る 悪 の 精神 ) は 嘘つき で ある 、 と イエ ス は 話し て いる 。 

如 魔 の 父 は 誰か ? 悪人 で ある ! 

悪い 考え に 従っ て 生き る 事 に よっ て 人 格 的 な 存在 を 悪魔 に 与え る 悪人 で ある 。 


悪い 考え に 従っ て 生き る 事 に よっ て 悪魔 を 体現 する 悪人 で ある 。 

書 魔 を 体現 する 悪人 は 、 体 現さ れ た 悪 の 精神 の 父 で ある 。 

と ころ で 、 軽 率 な 、 神 を 明 散 し な い 、 恐 る べき 、 フ ァ リ サイ 派 が 自慢 し て いた 様 に 伝 
統 的 に 成っ た 、 概 念 が 存在 する 。 

要する に 、 見 せ か け の 弁護 と 共に 、18 世紀 の 軽 蔵 す る べき 哲学 で 武装 し た 、 混 ぜ 
合わ せ た 創 作物 が 存在 する 。 

軽率 な 、 神 を 胃 散 し な い 、 恐 る べき 、 フ ァ リ サイ 派 が 自慢 し て いた 様 に 伝統 的 に 
成っ た 、 概 念 、 創 作物 と は 、 異 端 の 口伝 に よる 偽 の ル シ フ ェ ル で ある 。 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 自 ら が 神 で ある と 思う くら い 人 居 慢 な 天使 で ある 。 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 永 遠 の 責 め 苦 と 引き 換え に 独立 を 獲得 する くら い 勇 敢 で ある 。 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 絶 対 の 神 の 光 の 中 で も 、 自 身 を た た えた くら い 美 し い 。 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 闇 の 中 で も 、 み じ め な 時 で も 、 消 せな い ( 地 獄 の ) 火 の 王座 を 作 
る くら い 強 い 。 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 異 端 に に る サタ ン で ある 。 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 共 和 派 の ジョ ン ミル トン に よる 「 失 楽園 」 の サタ ン で ある 。 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 黒 い 不 死者 、 邪 神 の 偽 の 英雄 で ある 。 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 奇 形 に よっ て 中 傷 さ れ て いる 。 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 角 と 銘 爪 で 飾ら れ て いる 。 

角 と 釣 爪 は 、 悪 魔 へ の 無慈悲 な 摘 間 器具 に 成る 方 が 適し て いる 。 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 悪 の 王者 で ある 。 

まる で 悪 が 王国 で ある か の 様 に 。 

偽 の ル シ フ ェ ル は 、 悪 魔 の 手口 を 恐れ る 天才 より 狭 外 で ある 。 

(①1) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 黒 い 光 、 見 える 闇 、 神 が 望ま な い 力 、 堕 天 し た 被 造物 で ある 
人 が 創造 し た わけ で は な い 力 で ある 。 


(2) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 清 い 霊 の 位階 制 が 罰する 、 無 秩序 の 王者 で ある 。 

(3③) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 神 に よっ て 国外 に 追放 され た 者 、 地 上 で は 神 の 様 に 遍 在 す 
る 様 に 思わ れる 者 、 神 より 実体 の 有る 者 、 神 より 大 衆 に は っ きり 見 える 者 、 神 より も 
良く 仕え られ て いる 者 で ある 。 

(④ 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 勝 利 者 で ある 神 が 、 神 の 子 と 言え る 人 類 を 、 餌 食 と し て 与 
えて いる 、 敗 残 者 で ある 。 

(5) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 肉 欲 に よる 罪 の 発明 者 、 肉 欲 の 創造 者 で あり 肉欲 の 主人 
で ある と 神 で ある か の 様 に 実際 に 考え な けれ ば 、 肉 欲 が 無 価値 で ある 者 、 肉 欲 に 
と っ て 無 価値 な 者 で ある 。 

(6) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 計 り 知 れ な い 、 実 現し た 、 人 格 化し た 、 永 遠 の 、 嘘 で ある 。 

⑦) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 死 ね な い 、 死 で ある 。 

(8) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 神 の 言葉 イエ ス が 黙ら せら れ な い 、 神 へ の 冒 潮 で ある 。 

(9) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 神 が 神 の 全能 性 へ の 対立 者 と し て 黙認 し て いる 、 ま た は 、 
ロー マ の 皇帝 が 統治 の 証拠 品 の 1 つと し て 女 毒 殺 者 ロク スタ を 保護 し て いた 様 に 
神 が 取 っ て 置い て いる 、 人 の 魂 を 毒殺 する 者 で ある 。 

(10) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 死 刑 中 の 罪人 、 悔 い 改 め な い の で 、 神 の 裁き を 呪う た め 
に 未だ 生き て いる 者 、 神 に 対し て 不服 を 未だ 申し 立て て いる 者 で ある 。 

(11) 偽 の ル シ フ ェ ル は 、 無 上 の 力 で ある 神 が 死 刑 執行 人 と し て 黙認 し て いる 奇形 
の 者 、 あ る 古代 の カト リッ ク の 作家 の 暴力 的 な 表現 に よれ ば 、 神 を 悪魔 の 神 と 呼ぶ 
者 、 自 身 を 神 の 悪魔 と 呼ぶ 者 で ある 。 

前 記 が 、 宗 教 を 冒 潮 す る 反 宗 教 的 な 妄想 で ある 。 

私 た ちの 救い 主 を 隠す 偶像 で ある 悪魔 を 追い 払い な さい 。 

偽 の 権力 者 で ある 悪魔 を 倒し な さい 。 

偽 の マニ 教 の 黒い 神 を 倒せ 


古代 の 偶像 崇拝 者 に よる 偽 の ゾロ アス ター 教 に お ける 悪 の 神格 化 ア ー リ マン を 
倒せ 。 

神 と 、 人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス が 、 永 遠 で あり ます 様 に 。 

ルカ に よる 福音 10 章 18 節 で イエ ス は サタ ン が 天 か ら 叶 ち る の を 見 た 。 

地獄 の 蛇 の 頭 を 圧倒 し た 聖母 マリ ア が 永遠 で あり ます 様 に 。 

前 記 が 、 神 の 様 な 者 た ち に よる 口伝 の 考え の 一 致し た 宣言 で ある 。 

前 記 が 、 信 心 深い 心 を 持つ 人 た ちの 宣言 で ある 。 

大 いな る 何 か を 堕落 し た 精神 に 属さ せる 事 は 、 神 性 に つい て 虚偽 の 宣伝 を する 
事 に 成る 。 

王者 らし い 気 高い 何 か を 神 に 反逆 し て いる 精神 に 属さ せる 事 は 、 神 へ の 反逆 を そ 
その か す 事 で ある 。 

王者 らし い 気 高い 何 か を 神 に 反逆 し て いる 精神 に 属さ せる 事 は 、 中 世 の 憎 むべ き 
大 衆 で さえ 「 悪 人 の 霊 の 魔術 」 と 呼ん で いた 犯罪 行為 を 心 の 中 で 犯す 事 で ある 。 

な ぜ な ら 、 古 代 の 「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 を 死に よっ て 罰 し た 罪 は 全て 、 現 実 の 罪 
で あり 、 実 際 に 全て の 罪 の 中 で 最悪 の 罪 で あっ た 。 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 プ ロメ テウ ス の 様 に 、 天 か ら 火 を 盗ん だ 。 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 星 の 光 を 盗ん だ 。 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 メ ディ ア の 様 に 、 有 細 の 竜 や 空 飛 ぶ 蛇 に 乗っ た 。 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 星 の 光 に 乗じ た 。 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 雨 の 時 に 木 険 に いる と 危険 な 毒 の 木 で ある マン チ ニ ー 
ル の 木陰 の 様 に 、 呼 吸 で きる 大 気 を 汚染 し た 。 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 星 の 光 を 汚染 し た 。 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 神 聖 な も の を 冒 流 し た 。 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 星 の 光 を 冒 済 し た 。 


「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 は 、 聖 体 で ある 清め た パン を 破滅 させ る 悪意 の 呪い の 業 に 
用 いす らし た 。 

前 記 は 、 な ぜ 可 能 な の か ? 

な ぜ な ら 、 複 合 し た 代行 者 が 存在 する 。 

星 の 光 が 存 在 する 。 

代行 者 、 星 の 光 は 、 自 然 な も の で ある 、 と 共に 、 神 の も の で ある 。 

星 の 光 は 、 肉 体 的 で ある 、 と 同時 に 、 精 神 的 で ある 。 

星 の 光 は 、 普 遍 の 柔軟 な 仲介 者 で ある 。 

星 の 光 は 、 運 動 の 振動 と 、 形 の 映像 の 、 共 通 の 貯蔵 所 で ある 。 

星 の 光 は 、 流 体 で ある 。 

星 の 光 は 、 少 な く と も 、 あ る 意味 で 、 自 然 の 想像 力 と 呼べ る 、 力 で ある 。 

力 、 代 行者 、 星 の 光 の 仲介 に よっ て 、 全 て の 神経 組織 は 秘か に 交流 し 合う 。 

星 の 光 に よっ て 、 共 感 と 反感 が も た ら さ れる 。 

星 の 光 に よっ て 、 夢 が も た ら さ れる 。 

星 の 光 に よっ て 、 予 見 、 超 自然 的 な 映像 が も た ら さ れる 。 

自然 の 運行 の 、 普 遍 の 代行 者 は 、 ヘ へ ブライ 人 の オド で ある 。 

自然 の 運行 の 、 普 遍 の 代行 者 は 、 ラ イ ヘ ン バ ッ ハ の 、 オ ド で ある 。 

普遍 の 代行 者 は 、 マ ル テ ィ ニ スト の 、 星 の 光 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 よ り 明 確 な の で 、 星 の 光 と 呼ぶ の を 好む 。 

星 の 光 と いう 力 が 存在 する 事 と 、 星 の 光 と いう 力 を 利用 で きる 事 は 、 実 践 的 な 魔 
術 の 大 いな る 秘密 で ある 。 

星 の 光 は 、 奇 跡 の 杖 で ある 。 

星 の 光 は 、 黒 魔術 の 鍵 で ある 。 

星 の 光 は 、 堕 天使 の 誘惑 を エヴァ に 伝え た 、 エ デン の 創世 記 の 古い 蛇 で ある 。 


星 の 光 は 、 温 め る 。 

星 の 光 は 、 早 ら す 。 

星 の 光 は 、 磁 化す る 。 

星 の 光 は 、 引 き 寄 せ 、 け る 。 

星 の 光 は 、 命 を 与え 、 破 壊す る 。 

星 の 光 は 、 凝 固 さ せ 、 分 離さ せる 。 

星 の 光 は 、 全 て の 物 を 、 分 け 、 結 合 する 。 

星 の 光 は 、 力 が 有る 意思 の 刺激 に 従う 。 

創世 記 1 章 3 節 で 、 創 世 の 第 1 日 に 、 神 が 「 光 あれ 」、「 光 が 存在 する 様 に 」 と 話 
し て 創造 し た 光 は 、 星 の 光 で ある 。 

星 の 光 と いう 力 自 体 は 、 盲 目的 で ある 。 

た だ し 、 エ グリ ゴリ は 、 星 の 光 ( の 心 の 様 な 物 ) を 傾け られ る 。 

( 

「 エ グリ ゴリ 」 は ギリ シャ 語 で 「 見 張る 者 」 を 意味 する 。 

エノク 書 に は エグ リ ゴ リ は 地上 を 見 張る 天使 で あっ た が 堕天 し た と 記さ れ て いる 。 


) 
エグ リ ゴ リ は 、 集 団 の 魂 の 先頭 集団 、 言 い 換 える と 、 力 が 有る 自発 的 な 精神 の 集 
団 で ある 。 


前 記 に 、 不 思 議 と 奇跡 の 、 完 全 な 説明 に 役立つ 、 理 論 が 存在 する 。 

事実 、 ど うし て 、 正 し い 人 と 悪人 が 、 同 じ 様 に 、 自 然 の 隠さ れ た 力 を 自然 に 明らか 
に させ る 事 が で きた の か ? 

どう し て 、 神 の 聖霊 の 奇跡 と 、 悪 人 の 霊 の 奇跡 が 存在 する の か ? 

どう し て 、 堕 落し た 誤っ た 霊 が 、 あ る 場合 に は 、 実 際 に 純粋 で 知力 が 有る 正しい 霊 
より 、 力 が 有る の か ? 


大 いな る 善 の た め に も 、 大 いな る 悪 の た め に も 、 全 て の 人 が 、 悪 人 で すら 、 あ る 条 
件 で は 、 応 用 で きる 道具 (で ある 星 の 光 ) を 仮定 し な けれ ば 、 説 明 で き な い の で は な 
いか ? は い ! 


出 エ ジ プ ト 記 7 章 か ら 8 章 で 、 最 初 は 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 た ち は 、 モ ー セ と 同じ 奇 


跡 を 起こ し た 。 
し た が っ て 、 モ ー セ と ファ ラオ の 魔術 師 た ち が 応 用 し た 道具 は 同じ ( 星 の 光 ) で あっ 
だ 


た だ し 、 モ ー セ と ファ ラオ の 魔術 師 た ち は 霊 感 だ けが 違っ た 。 

出 エジプト 記 8 章 15 節 で ファ ラオ の 魔術 師 た ち は 「 モ ー セ は 神 の 指 で す 」 と 話し 
て 上 自ら 負け を 認め た 。 

出 エジプト 記 8 章 15 節 で ファ ラオ の 魔術 師 た ち が 「 モ ー セ は 神 の 指 で す 」 と 話し 
た 事実 は 、 人 の 力 に は 限界 が 有る 事 を 明らか に し て いる 。 

悪人 の 霊 の 力 に は 限界 が 有る 。) 

出 エ ジ プ ト 記 8 章 15 節 で ファ ラオ の 魔術 師 た ち が 「 モ ー セ は 神 の 指 で す 」 と 話し 
た 事実 は 、 モ ー セ に 超人 的 な 何 か が 有 っ た 事 を 明らか に し て いる 。 

出 エ ジ プ ト 記 8 章 15 節 で ファ ラオ の 魔術 師 た ち が 「 モ ー セ は 神 の 指 で す 」 と 話し 
た 出来 事 は 、 魔 術 の 秘伝 伝授 の 母 で あっ た エジプト 、 全 て の 隠さ れ た 知 の 国 で あっ 
た エジプト 、 位 階 的 な 神聖 な 教育 の 国 で あっ た エジプト で 起き た 。 

出 エ ジ プ ト 記 8 章 3 節 の 魔術 で カエ ル を 出現 させ る 事 よ り 、 出 エジプト 記 8 章 14 
節 の 魔術 で 虫 の ブユ を 出現 させ る 事 が 難し か っ た の か ? いい え ! 

ファ ラオ の 魔術 師 た ち は 、 目 に よる 星 の 光 の 流体 的 な 放射 が 、 あ る 限界 を 超え ら 
れ な い 事 を 知っ て いた 。 

モー セ は 星 の 光 の 限界 を 超え て いた 。 

星 の 光 が 脳 に 充満 し 過ぎ る と 、 独 特 な 現象 が 起き る 。 


外 の 物質 の 代わ り に 、 視 覚 が 内 心 に 向かう 。 

外 の 現実 の 世界 に 、 夜 の と ば り が 降り る 。 

夢 の 世 界 に 、 現 実 離れ し た 素晴らし さ が 輝 く 。 

肉眼 で すら も 弱く 誠 え 、 ま ぶた の 中 で 白目 を むく 。 

想像 の 映像 に よっ て 、 魂 は 魂 自体 の 印象 と 思考 の 反映 を 読み 取る 。 

言い 換え る と 、 概 念 と 形 の 間 に 存在 する 類推 可能 性 が 、 星 の 光 の 中 で 、 命 の 光 の 
本 質 で ある 形 に 対応 する 概念 の 反映 を 引き 寄せ る 。 

前 記 が 、 普 遍 の 想像 力 で ある 。 

感覚 と 記憶 の 段階 に 応じ て 、 多 か れ 少 な か れ 、 人 は 普遍 の 想像 力 の 一 部 を 手 に 
人 れる 。 

全て の 霊 の あら われ の 源 、 全 て の 和 く べき 予見 の 源 、 狂 気 や 忘 我 状態 に 特有 の 
全て の 直感 的 な 現象 の 源 は 、 普 遍 の 想像 力 で ある 。 

直感 に よる 星 の 光 の 所 有 ま た は 同化 は 、 科 学 が 観測 で きる 大 いな る 現象 の 1 つ 
で ある 。 

後記 を 、 将 来 、 理 和解 で きる か も し れ な い 。 

見 る 事 は 話す 事 で ある 。 

また 、 光 の 自覚 は 存在 に お ける 永遠 の 命 へ の 夜明け で ある 。 

創世 記 1 章 3 節 の 「 光 あれ 」 は 光 を 創造 し た 神 の 言葉 で ある 。 

形 を 想像 し 、 形 が 目 に 見 える 様 に 試み る 、 全 て の 知 的 存在 も 創世 記 1 章 3 節 の 
「 光 あれ 」 と いう 神 の 言葉 を 話す 。 

光 に よっ て 見 る 目 の た め に だ け 、 明 る い 表 れ 方 で 、 光 は 存在 する 。 

普遍 の 美 の 壮観 に 夢中 に 成っ て いる 魂 、「 表 れ て いる 物 」 と 呼ば れ て いる 永遠 の 
書 の 光る 文字 に 心 を 留め て いる 魂 は 、 創 世 記 1 章 3 節 の 第 1 日 の 夜明け に お ける 
神 の 様 に 、「 光 あれ 」 と いう 明 散 する べき 創造 する 言葉 を 自ら 叫ぶ 様 に 思わ れる 。 


見 る 目 は 、 全 て の 人 が 同じ で は な い 。 

被 造物 は 、 全 て の 人 に と っ て 同じ 色 と 形 で は な い 。 

人 の 脳 は 、 内 心 と 外 の 物 で 記さ れ た 本 で ある 。 

酷 町 や 狂気 の 場合 に 頻 繁 に 起こ る 様 に 、 少 し で も 興奮 する と 、 脳 に 内 心 と 外 の 物 
で 記さ れ た 物 は 不明 確 に な る 。 

狂気 の 場合 に 、 夢 は 、 現 実 の 命 に 勝利 し て 、 理 性 を 覚め な い 眠 り に 陥れ る 。 

夢 の 幻 覚 状 態 に は 段階 が 有る 。 

全て の 肉欲 は 夢中 状態 で ある 。 

全て の 夢中 状態 は 段階 的 な 熱狂 に 近い 。 

夢中 に 成っ て いる 人 は 、 夢 中 に 成っ て いる 対象 を 包含 し て いる 無限 の 完全 だ け を 
見 る 。 

し か し 、 上 魅惑 の 赤ワイン の 香り に 例え られ る 、 肉 欲 に よる 不適 切な 夢中 は 、 将 来 、 
吐き 気 に 例え られ る 嫌悪 を 引き 起こ す 、 不 快 な 記憶 に 成る で あろ う 。 

星 の 光 に と ら わ れ な いで 、 星 の 光 に 圧倒 され な いで 、 星 の 光 と いう 力 の 応用 を 理 
解す る 事 は 、 創 世 記 3 章 15 節 の 様 に 、 蛇 の 頭 を か か と で 圧倒 する 事 で ある 。 

星 の 光 に と ら わ れ な いで 、 星 の 光 に 圧倒 され な いで 、 星 の 光 と いう 力 の 応用 を 理 
解す る 事 、 創 世 記 3 章 15 節 の 様 に 蛇 の 頭 を か か と で 圧倒 する 事 を 、 人 は 光 の 魔術 
か ら 学 べ る 。 

星 の 光 に と ら わ れ な いで 、 星 の 光 に 圧倒 され な いで 、 星 の 光 と いう 力 の 応用 を 理 
解す る 秘訣 、 創 世 記 3 章 15 節 の 様 に 蛇 の 頭 を か か と で 圧倒 する 秘訣 は 、 星 の 光 、 
磁 気 の 全て の 神秘 を 含ん で いる 。 

星 の 光 、 磁 気 と いう 名 前 を 、 古 代 の 超越 的 な 魔術 の 実践 的 な 部 分 全体 に つけ る 
事 が で きる 。 

星 の 光 は 奇跡 の 杖 で ある 。 


し か し 、 秘 伝 伝授 者 に と っ て の み 、 星 の 光 は 奇跡 の 杖 で ある 。 

星 の 光 で 肉欲 を 助長 する つも り で ある 、 ま た は 、 星 の 光 で 遊ぶ つも り で ある 、 無 思 
慮 な 無 学 な 大 衆 に と っ て 、 星 の 光 は 、 象 徴 的 な ギリ シャ 神話 に よる と 、 過 ぎ た 望 み を 
抱い た セ メ レ の 肉体 を 破壊 し た ユピテル の 周囲 の 激しい 栄光 の 光 と 同じ 様 に 、 危 険 
で ある 。 

星 の 光 の 大 いな る 利点 の 1 つ は 、 議 論 の 余地 の 無い 事実 に よっ て 、 魂 の 非 物質 
性 、 魂 の 共感 、 魂 の 不死 を 実証 す る 点 で ある 。 

魂 の 非 物質 性 、 魂 の 共感 、 魂 の 不死 を 一 度 で も 確認 させ れ ば 、 全 て の 知 者 と 全て 
の 心 有 る 人 々 に 、 神 の 存在 を 証明 で きる 。 

そう すれ ば 、 神 へ の 信心 と 被 造物 の 調和 に よっ て 、 超 自然 的 な 合法 な カト リッ ク 教 
会 の 位 陸 制 の 中 に だ け 存 在 す る 、 大 いな る 宗教 的 な 調和 に 、 全 て の 知 者 と 全て の 
心 有 る 人 々 を 導く 事 が で きる 。 

な ぜ な ら 、 カ トリ ッ ク 教 会 だ けが 知 と 信心 の 全て の 口伝 を 保存 し て いる 。 

イス ラ エ ル の 祭司 は 唯一 の 啓示 の 最 重 要 な 口伝 を カバラ と いう 名 前 の 下 に 保存 
和光 き だ 

カバ ラ の 教え は 超越 的 な 魔術 の 教え で ある 。 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 タ ルム ー ド は カバ ラ の 教え 、 超 越 的 な 魔術 の 教え を 含 
ん で いる 。 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 タ ルム ー ド が 含ん で いる 、 カ バラ の 教え 、 超 越 的 な 魔 
術 の 教え に よる と 、 絶 対 の も の は 存在 で ある 。 

絶対 の も の は 存在 する 。 

神 は 存在 する 。 

神 は 神 で ある 。 

神 の 言葉 イエ ス は 、 絶 対 に 、 神 の 中 に 、 存 在 する 。 


神 の 言葉 イエ ス は 存在 と 命 の 論理 を 表す 。 

「 存 在 は 存在 で ある 」、「 存 在 は 存在 する 」、「 存 在 性 は 存在 性 で ある 」、「 あ る 存在 
は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 」、「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意味 で 
同じ で ある 」、「 神 は 存在 する 」 は 原理 で ある 。 


「 存 在 は 存在 で ある 」 

「 存 在 は 存在 する 」 

「 存 在 性 は 存在 性 で ある 」 

「 あ る 存在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 」 

「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意味 で 同じ で ある 」 
「 神 は 存在 する 」 


出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で nynN ]WN nnN、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ 
ル エ ヘ イ エ と 神 は モー セ に へ ブラ イ 語 で 名 乗っ た 。 

出 エジプト 記 3 章 14 節 で 神 は 「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 
存在 する 」、「 私 は 存在 し た い 様 に 存在 する 者 で ある 」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で あ 
る 」、「 私 は 本 物 の 存在 で ある 」、「 私 は 幻 で は な い 存 在 で ある 」 と モー セ に 名 乗っ た 。 


ヨハ ネ に よる 福音 1 章 1 節 「 最 初 か ら 神 の 言葉 は 存在 し て いる 」 


ヨハ ネ に よる 福音 1 章 1 節 「 最 初 か ら 神 の 言葉 は 存在 し て いる 」 は 、 神 の 言葉 が 


過去 、 現 在 、 未 来 に 存在 し て いる 事 を 意味 する 。 
最初 か ら 存在 し て いる 神 の 言葉 イエ ス は 言葉 の 論理 で ある 。 


ヨハ ネ に よる 福音 1 章 1 節 「 最 初 か ら 神 の 言葉 は 存在 し て いる 」 


神 の 言葉 イエ ス は 信心 の 論理 で ある 。 

命 を 知 に 与え る 信心 の 表れ は 神 の 言葉 イエ ス に 存在 する 。 

神 の 言葉 ロゴ ス で ある イエ ス は 論理 の 無限 の 源泉 で ある 。 

イエ ス は 人 に 成っ た 神 の 言葉 で ある 。 

論理 と 信心 の 一 致 は 、 現 代 で は 、 ス フィ ンク ス の 真 の 謎 に 成っ た 。 

知 と 信心 の 一 致 、 科 学 と 信心 の 一 致 は 、 現 代 で は 、 ス フィ ンク ス の 真 の 謎 に 成っ た 。 

権利 と 自由 の 一 致 は 、 現 代 で は 、 ス フィ ンク ス の 真 の 謎 に 成っ た 。 

権利 と 自由 の 一 致 と いう 大 いな る 問題 と 同時 に 、 男 性 の 権利 と 女性 の 権利 に つ 
いて の 問題 が 、 あ ら わ れ た 。 

権利 と 自由 の 問題 と 同時 に 、 男 性 の 権利 と 女性 の 権利 の 問題 が 、 あ ら わ れ た の 
は 、 必 然 で ある 。 

な ぜ な ら 、 大 いな る 無 上 の 問題 の 様々 な 関係 の 間 に は 、 不 変 の 類推 可能 性 が 存 
在 する 。 

また 、 対 応 が 常に 不変 で ある 様 に 、 不 一 致 は 常に 不変 で ある 。 

哲学 と 近代 政治 学 の 「 ゴ ルディ アス の 結び 目 」 を 解く 事 を 、 人 は 、 明 ら か な 矛 盾 と 
し て 、 あ きら め て いる 。 

な ぜ な ら 、 必 須 の 均衡 の 2 条件 間 の 一 致 を 達成 する た め に 、 一 方 と 他方 を 混同 
する 傾向 が 常に 存在 する 。 

愚 の 骨頂 と 呼ぶ に 相応 し い 物 が 存在 する と すれ ば 、 信 心 が 論理 に 成る 方 法 を 調 
べ る 事 、 論 理 が 信心 に 成る 方 法 を 調べ る 事 、 自 由 が 権利 に 成る 方 法 を 調べ る 事 は 、 
愚 の 骨頂 で ある 。 


女性 性 が 男性 性 に 成る 方 法 を 調べ る 事 と 、 男 性 性 が 女性 性 に 成る 方 法 を 調べ る 
事 は 、 愚 の 骨頂 で ある 。 

定義 自体 が 正反対 の も の の 混同 に 介入 する 。 

正反対 の 2 条件 を 完全 に 区 別 す る 事 に よっ て の み 、 正 反対 の 2 条件 を 一 致 に 至 
ら せ る 事 が で きる 。 

正反対 の 2 つの も の の 類推 可能 性 の 力 に よっ て 2 条件 の 一 致 を 実証 する た め に 、 
創造 的 な 三 段 論法 の 2 つの 最 重要 条件 を 完全 に 永遠 に 区 別 する 事 は 、 隠 され た 哲 
学 の 残り の 大 いな る 原理 で ある 。 

隠さ れ た 哲学 の 残り の 大 いな る 原理 は 、 カ バラ と いう 名 前 の 下 に ヴェ ー ル で 衝 わ 
れ て いる 。 

古代 の 聖 所 の 全て の 神 の 象徴 は 、 隠 され た 哲学 の 残り の 大 いな る 原理 を 暗示 し 
て いる 。 

現在 で すら 少し し か 理解 され て いな い 、 古 代 と 近代 の メー ソン の 儀式 が 、 隠 され 
た 哲学 の 残り の 大 いな る 原理 を 暗示 し て いる 様 に 。 

列 王 紀 上 7 章 21 節 で 、 ソ ロモ ン は ボア ズ と ヤキ ン と いう 2 つの 青銅 の 柱 を エル 
サレ ム 神 殿 の 門 の 前 に 立て た 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 強い も の と 弱い も の を 意味 する 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 男性 と 女性 を 表す 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 論理 と 信心 を 表す 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 権利 と 自由 を 表す 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 力 と 自由 を 表す 。 

ボア ズ と ヤキ ン は カイ ン と アベ ル を 表す 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 権利 と 義務 を 表す 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 知 の 世界 の 2 本 柱 、 倫 理 道徳 の 世界 の 2 本 柱 で ある 。 


ボア ズ と ヤキ ン は 、 創 造 の 大 いな る 法 に 不可 避 な 、 対 立 す る 2 つの も の の 記念 碑 
的 な 象徴 で ある 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 力 が 抵抗 、 反 対 の 力 を 、 力 が 上 手 く 機能 で きる 様 に 、 要 
求 す る 事 を 意味 する 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 光 が 影 を 、 引 き 立て 役 と し て 、 要 求 する 事 を 意味 する 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 凸 面 が 凹面 を 、 要 求 す る 事 を 意味 する 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 流入 が 容器 を 、 要 求 す る 事 を 意味 する 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 統治 が 王国 を 、 要 求 する 事 を 意味 する 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 統治 者 、 国 王 が 国民 を 、 要 求 す る 事 を 意味 する 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 達 道 者 が 第 一 質 料 を 、 要 求 する 事 を 意味 する 。 

ボア ズ と ヤキ ン は 、 全 て の 勝利 者 が 圧倒 する べき 何 物 か を 、 要 求 す る 事 を 意味 す 
る 。 

育 定 は 否定 を あて に する 。 

強い も の は 弱い も の に よっ て の み 勝 利 で きる 。 

凡人 を 超越 する 事 に よっ て の み 、 貴 族 的 な 者 は 、 あ ら わ れる 事 が で きる 。 

弱い 者 が 強い 者 に 成る 事 、 凡 人 が 貴族 的 な 地位 を 獲得 する 事 は 、 変 革 と 進歩 の 


問題 で ある 。 
弱い 者 が 強い 者 に 成る 事 、 凡 人 が 貴族 的 な 地位 を 獲得 する 事 は 、 無 上 の 原理 を 
損なわ な い 。 


常に 同じ 人 が 弱い 者 で な けれ ば 、 弱 い 者 と いう 地位 が 常に 存在 し て も 問題 は 無 
い 。 

同様 に 、 凡 人 と いう 地位 は 常に 存在 する 。 

凡人 と は 、 統 治さ れる が 統治 で き な い 大 衆 で ある 。 


下位 者 と いう 巨人 的 な 戦う 務め に お いて 、 個 人 と し て の 解放 は 全て 、 自 動 的 に 、 
戦う 務め の 放棄 で ある 。 

幸い 、 下 位 者 か ら の 解放 は 知覚 で き な い 。 

な ぜ な ら 、 下 位 者 は 自動 的 に 補充 され る 。 

国民 が 全て 国王 で ある 状態 で は 、 全 て の 人 が 奴隷 で ある 状態 、 唯 一 の 首都 に お 
ける 実質 的 な 無政府 状態 に よる 混乱 状態 、 全 く の 無秩序 状態 が 予想 され る 。 

最盛 期 の ロー マ の 様 に 。 

権威 者 だ けが いる 教室 と 同じ 様 に 、 自 分 を 教師 と 思い 込ん で いる 学生 だ けが いる 
教室 と 同じ 様 に 、 国 民 が 全て 国王 で ある 状態 は 、 実 質 的 な 無政府 状態 に よる 混乱 
状態 に 必然 的 に 成る 。 

国民 が 全て 国王 で ある 状態 で は 、 他 人 の 意見 を 聞く 人 は 存在 し な いで あろ う 。 

国民 が 全て 国王 で ある 状態 で は 、 全 て の 人 が 独断 的 に 話し て 、 他 人 に 指図 する で 
あろ う 。 

急激 な 過激 な 女性 解放 は 無秩序 と 同じ 範 暗 に 陥る 。 

も し 完全 に 徹底 的 に 女性 が 受容 的 な 状態 を 離れ て 自発 的 な 状態 に 入っ た ら 、 女 
性 は 女性 性 を 放棄 し て 男性 に 成っ て し まう 。 

と 言う より も 、 女 性 が 男性 に 変わ る の は 物理 的 に 不可 能 な の で 、 も し 女性 が 受容 
性 を 放棄 し た ら 、 二 重 の 否定 に より 育 定 に 到達 し て 、 両 性 か ら 外れ 、 女 性 は 不妊 の 
奇形 の 両性 具有 者 の 様 な 者 に 成っ て し まう 。 

正反対 の 2 つの も の の つり 合い 、 均 衡 に よる 類推 可能 性 に よっ て 、 調 和 に 到達 で 
きる 、 正 反対 の 2 つの も の の 区 別に つい て の 大 いな る カバ ラ の 教え に よる 厳し い 正 
確 な 結論 は 、 も し 女性 が 受容 性 を 放棄 し た ら 、 女 性 は 不妊 の 奇形 の 両性 具有 者 の 
様 な 者 に 成っ て し まう と いう 物 で ある 。 


カバ ラ の 教え を 一 度 で も 認知 し て 、 類 推 可能 性 の 法 に よっ て 、 カ バラ の 教え に よる 
成果 を 普遍 的 に 応用 する 事 は 、 母 的 な 共感 と 反感 に つい て の 無 上 の 大 いな る 秘密 
の 発見 を 意味 する で あろ う 。 
また 、 カ バラ の 教え の 応用 は 、 政 治 の 統治 の 知 、 結 婚 の 営み の 知 、 磁 気 の 催眠 術 
や ホメ オ パ シ ー や 心 的 な 感化 と いう 隠さ れ た 薬 の 全て の 均衡 の 管理 の 知 の 発見 を 
意味 する で あろ う 。 
さら に 、 説 明 す る 予定 で ある 様 に 、 類 推 可能 性 の 、 つ り 合 い の 法 は 普遍 の 代行 者 、 
星 の 光 の 発見 に 導く 。 
星 の 光 は 中 世 の 錬 金 術 師 と 魔術 師 の 大 いな る 秘密 で ある 。 
星 の 光 は 命 の 光 で ある 、 と 言わ れ て いる 。 
星 の 光 は 磁気 を 生き て いる 存在 に 与え る 。 
電気 は 、 星 の 光 が 磁 気 を 生き て いる 存在 に 与え る 時 に 付随 する 振動 に 過ぎ な い 、 
と 言え る 。 
秘密 の 学問 に お いて 、 知 の 有る 教え より も 、 心 を 動か す 物 に 関心 を 持つ 人 を 満足 
させ る た め に 、 星 の 光 と いう 不思議 な カバ ラ の 実践 に つい て 手短 に 説明 する 予定 で 
ある 。 
カバ ラ の 実践 と は 、 普 通 の 代行 者 に つい て の 知 、 普 遍 の 代行 者 の 応用 で ある 。 
カバ リス ト の 宗教 は 、 仮 説 で ある 、 と 同時 に 、 確 信 で ある 。 
な ぜ な ら 、 類 推 可能 性 の 助け に よっ て 、 カ バリ スト の 宗教 は 、 既 知 の も の か ら 未 知 
の も の へ 前 進 す る 。 
カバ リス ト は 宗教 が 人 に と っ て 必要 な 物 で ある と 認め て いる 。 
カバ リス ト は 宗教 が 明らか な 当然 な 事実 で ある と 認め て いる 。 
カバ リス ト に と っ て 、 宗 教 だ けが 神 の 永遠 不変 の 普遍 の 啓示 で ある 。 
カバ リス ト は 存在 する も の に つい て 論争 し な い 。 


カバ リス ト は 全て の も の の 論理 を も た ら す 。 

カバ リス ト の 教え は 、 知 と 信心 の 間 に 永 遠 に 存在 する 必要 が 有る 境界 線 を 明確 に 
区 別 する 事 で 、 無 上 の 論理 に お ける 基礎 を 信心 に も た ら す 。 

知 と 信心 を 区 別 す る カバ リス ト の 教え は 、 論 理 に お ける 信心 の 基礎 の 議論 の 余地 
の 無 さ と 永遠 の 存続 を 保証 する 。 

カバ リス ト の 教え は 、 論 理 に お ける 信心 の 基礎 を 保証 し た 後 で 、 大 衆 向け の 諸 形 
式 を も た ら す 。 

カバ リス ト の 教え の 中 で 、 大 衆 向け の 諸 形式 だ けが 変化 する 場合 が 有り 、 相 互 に 
無効 化し 合う 場合 が 有る 。 

カバ リス ト は 、 大 衆 向け の 諸 形式 の 変化 や 無効 化 と いう 小 事 に も 平静 な だ け で は 
な く 、 論 理 を 驚く べき 形式 に も 即座 に も た ら す 事 が で きる 。 

その た め 、 カ バリ スト の 祈り は 、 知 と 論理 の 実例 に よっ て 全て の 人 の 祈り を 傾け る 
た め に 、 全 て の 人 の 祈り を 正統 な 道 に 引き 寄せ る た め に 、 全 て の 人 の 祈り に 繋が り 
得る 。 

も し 回 母 マ リア に つい て 話し た ら 、 カ バリ スト は 、 清 ら か な 人 の 夢 の う ち 神 々 し い 夢 
が 全て 聖母 マリ ア に 実現 し て いる 事 、 全 て の 母 の 心 の 神聖 な 熱意 の うち 胃 散 で きる 
熱意 が 全て 聖母 マリ ア に 実現 し て いる 事 を 、 明 散 する で あろ う 。 

カバ リス ト は 、 聖 母 マ リア の 祭壇 を 飾る た め の 花 々 、 聖 母 マ リア の 教会 の た め の 白 
幕 、 聖 母 マリ ア の 気 高 い 伝説 の た め に 涙 を 流す 事 で さえ も 、 拒 まな い 者 で ある 。 

カバ リス ト は 、 飼 葉 桶 と いう 卑しい 所 で 泣く 生ま れ た ば か り の 神 イ エス 、 ゴ ル ゴ タ 
の 丘 の 十字 人 架 で 犠牲 に 成っ て 傷つけ られ て 血 を 流す 神 イ エス を 、 笑 いも の に し な い 
者 で ある 。 

カバ リス ト は 、 心 の 底 か ら 、 イ スラ エル の 賢者 の 様 に に イス ラム の 信者 の 様 に 、「 神 
以外 に 神 は 存在 し な い 」、「 唯 一 の 神 だ けが 存在 する 」 と 、 や は り 、 く り 返し て 話す 。 


本 物 の 知 の 秘伝 伝授 者 に と っ て 、「 唯 一 の 神 だ けが 存在 する 」 は 「 実 に 、 唯 一 の 存 
在 だ けが 存在 する 。 そ し て 、 唯 一 の 存在 と は 神 で ある 」 を 意味 する 。 

信心 の うち 適切 な 感動 的 な 全て の 物 。 

儀式 の 輝き 。 

神々 し い 被 造物 の 美 。 

祈り の 優美 。 

神々 し い 望 み の 不 思 議 な 力 。 

信心 の うち 感動 的 な 物 、 儀 式 の 輝き 、 神 々 し い 被 造物 の 美 、 祈 り の 優美 、 神 々 し い 
望み の 不思議 な 力 は 、 心 の 命 の 若 さと 美 し さ に よっ て 、 心 の 命 が 放 つ 光 で は な い 
か ? 信心 の うち 感動 的 な 物 、 儀 式 の 交 き 、 神 々 し い 被 造物 の 美 、 祈 り の 優美 、 神 々 
し い 望 み の 不 思 議 な 力 は 、 心 の 命 の 若 さ と 美 し さ に よっ て 、 心 の 命 が 放 つ 光 で ある ! 

仮に 、 何 物 か が 、 本 物 の 秘伝 伝授 者 を 、 公 の 祈り と 公 の 神殿 か ら 引き 離す と すれ 
ば 、 仮 に 、 何 物 か が 、 全 て の 種類 の 宗教 の 形式 に 対す る 、 吐 き 気 に 例 えら れる 嫌悪 や 
義 慎 を 、 秘 伝 伝授 者 に 催さ せる と すれ ば 、 祭 司 の あか ら さま な 不信 心 や 、 大 衆 の あ 
か ら さ まな 不信 心 が 、 秘 伝 伝授 者 を 公 の 祈り と 公 の 神殿 か ら 引き 離し 、 吐 き 気 に 例 
えら れる 嫌悪 や 義 慎 を 秘伝 伝授 者 に 催さ せる 。 

宗教 の 儀式 に お ける 不 交 が 、 秘 伝 伝授 者 を 公 の 祈り と 公 の 神殿 か ら 引き 離し 、 叶 
き 気 に 例え られ る 嫌悪 や 義 慎 を 秘伝 伝授 者 に 催さ せる 。 

要約 する と 、 祭 司 の あか ら さ まな 不信 心 、 大 衆 の あか ら さ まな 不信 心 、 宗 教 の 儀 
式 に お ける 不敬 は 、 神 の 物 へ の 冒 済 で ある 。 

集中 し て いる 魂 、 思 いや り の 有る 心 が 神 を 敬礼 する と 、 神 は 存在 を 本 当 に 表す 。 

心 の 光 が 無 い 人 、 熱 意 が 無い 人 が 神 に つい て 論ずる と 、 あ か ら さ ま に 、 神 は 不在 
に 成ら れる 。 


言い 換え る と 、 理 解 や 思い や り が 無い 人 が 神 に つい て 論ずる と 、 あ か ら さ ま に 、 神 
は 不在 に 成ら れる 。 

へ ブラ イ 人 へ の 手紙 11 章 6 節 で 使徒 パウ ロ は 、「 神 へ 近づく に は 、 神 が 存在 する 
事 と 、 神 が 神 を 求め る 人 に 報い て くれ る 事 を 信じ る 必要 が 有る 」 と 話し て 、 学 の 有る 
カバ ラ と 一 致す る 、 適 切な 神 の 概念 を 明か し た 。 

立 の 概念 と 正 し さ の 概念 と 結合 し て いる 、 神 の 概念 だ けが 存在 する 。 

神 の 概念 、 療 の 概念 、 正 し さ の 概念 だ けが 絶対 で ある 。 

神 は 存在 し な いと 話す 事 や 、 神 の 在り 様 を 制限 し て 定義 する 事 は 、 神 へ の 冒 潮 に 
等 し い 。 

人 の 知力 に よっ て 推測 し た 、 神 の 定義 は 全て 、 宗 教 的 な 経験 に よる 方 法 で ある 。 

迷信 は 、 人 の 知力 に よっ て 推測 し た 神 の 定義 か ら 、 悪 魔 の 存在 を 誤っ て 推測 し た 。 

カバ ラ の 象徴 で は 、 常 に 、 対 の 象徴 で 、 神 を 表す 。 

カバ ラ の 象徴 で は 、 立 っ て いる 物 と 転倒 し て いる 物 で 、 神 を 表す 。 

カバ ラ の 象徴 で は 、 白 い 物 と 黒い 物 で 、 神 を 表す 。 

白い 神 の 象徴 と 、 黒 い 神 の 象徴 で 、 賢 者 は 、 神 の 概念 に つい て の 知 者 の 理解 と 、 
神 の 概念 に つい て の 大 衆 の 理解 を 表 そ うと 試み た 。 

白い 神 の 象徴 と 、 黒 い 神 の 象徴 で 、 賢 者 は 、 光 の 神 の 概念 と 、 影 の 神 の 概念 を 表 
そう と 試み た 。 

黒く 悪い の に 全て の 悪魔 の 神 の 様 な 祖 で ある ペル シャ の アー リマ ン の 起源 は 黒 
い 神 の 象徴 へ の 誤解 で ある 。 

実に 、 地 獄 の 王者 の 妄想 は 神 に つい て の 誤っ た 概念 で ある 。 

影 が 無い と 光 は 人 の 目 に は 見 えな いで あろ う 。 

な ぜ な ら 、 影 が 無い と 、 光 は 、 無 上 の 闇 に 等 し い 、 圧 倒 的 な 骸 し さ を 人 の 目 に 見 せ 
る で あろ う 。 


影 が 無い と 光 は 人 の 目 に は 見 えな いと いう 物質 的 な 真理 か ら の 類推 可能 性 に 
よっ て 、 適 切 に 理解 し 考え る と 、 悪 の 起源 と いう 無 上 の 胃 散 する べき 問題 の 1 つ へ 
の 解答 が 見 つか る で あろ う 。 

し か し 、 悪 の 起源 か ら の 全て の 結果 を と も な う 、 悪 の 起源 の 完全 な 理解 を 大 衆 に 
は 与え な い 。 

大 衆 は 普遍 の 調和 の 秘密 を 安易 に 推測 する な か れ 。 

エレ ウシ ス の 秘 儀 の 秘伝 伝授 者 が 、 全 て の 試練 に 勝利 し て 通過 し て 、 神 の も の を 
見 た り 触 れ た り し た 後に 、 秘 伝 伝授 者 は 最後 の 無 上 の 明 散 する べき 秘密 に 耐え ら 
れる 十分 な 強 さ を 持っ て いる と 祭司 が 判断 し た ら 、 ヴ ェ ー ル を か ぶっ た 祭司 が 、 飛 ぶ 
様 な 速 さ で 秘伝 伝授 者 を 追い 越し な が ら 、「 オ シリ ス は 黒い 神 で ある 」 と いう 謎 の 言 
葉 を 秘伝 伝授 者 の 耳 に だ け 、 さ さや いた 。 

オシ リス の 神託 を も た ら す 者 は セト 、 テ ィ フ ォ ン 、 ピ ュ ト ン で ある 。 

オシ リス は エジプト の 神学 的 な 宗教 的 な 太陽 の 様 な 者 で ある 。 

「 オ シリ ス は 黒い 神 で ある 」 と いう 言葉 に よっ て 、 オ シリ ス と いう 太陽 の 様 な 者 は 、 
突然 、 影 を 投じ る 。 

「 オ シリ ス は 黒い 神 で ある 」 と いう 言葉 に よっ て 、 オ シリ ス と いう 太陽 の 様 な 者 は 、 
大 いな る 定義 不可 能 な イシ ス の 影 に 成る 。 

イシ ス は 過去 と 未来 の 全て で ある 。 

イシ ス の 永遠 の ヴェ ー ル を 外し た 人 は 存在 し な い 。 

カバ リス ト に と っ て 、 光 は 自発 的 な 原理 で ある 。 

対し て 、 闇 は 受容 的 な 原理 に 似 て いる 。 

その た め 、 カ バリ スト は 太陽 と 月 を 男性 と 女性 と いう 神聖 な 性 の 象徴 、2 つの 創 
造 の 力 の 象徴 と し た 。 

また 、 カ バリ スト は 最初 の 誘惑 と 最初 の 罪 を 女性 の 物 と し た 。 


その た め 、 カ バリ スト は 最初 の 労苦 、 罪 を つぐ な う 母 的 な 労苦 、 産 み の 苦 し み を 女 
性 の 物 と し た 。 

闇 の 中 か ら 光 は 復活 する 。 

空間 は 充満 を 引き 寄せ る 。 

貧し さ の 深淵 、 み じ め さ の 深淵 、 偽 悪 、 無 価値 と 誤解 され て いる も の 、 被 造物 で あ 
る 人 に よる 神 に 対す る 一 時 的 な 反乱 は 、 存 在 する も の 、 命 、 豊 富 さ 、 思 いや り を 大 海 
の 様 に 多く 永遠 に 引き 寄せ る 。 

闇 の 中 か ら 光 は 復活 する 事 、 空 間 は 充満 を 引き 寄せ る 事 は 、 十 字 架 の 上 で 無 上 
の 不思議 な 許し の 無限 を 全て 満ち あふ れ さ せ た 後 に 冥界 へ 降臨 し た イエ ス キリ ス 
ト と いう 象徴 を 説明 する 。 

同様 の 、 正 反対 の 2 つの も の の 類推 可能 性 に よる 調和 の 法 に よっ て 、 カ バリ スト 
は 性 行為 を と も な う 愛 の 全て の 神秘 を 説明 する 。 

な ぜ 性 欲 は 2 つの 性 の 違い が 大 きい ほど 、 よ り 長 持ち する の か ? 

な ぜ 愛 に お いて 、 犠 牲 に する 者 と 犠牲 に 成る 者 が 必ず 存在 する の か ? 

満足 させ る の が 不可 能 に 思わ れる 肉欲 は 、 な ぜ 克 服 し 難い の か ? 

正反対 の 2 つの も の の 法 に よっ て 、 カ バリ スト は 男性 と 女性 の 優先 権 の 問題 を 一 


度 に 永遠 に 解決 し た 。 
19 世紀 前 半 の サン シモ ン 主 義 者 は 大 真面目 に 男性 と 女性 の 優先 権 の 問題 を 
提起 し た が 。 


女性 の 自然 の 力 は 慣性 の 力 や 抵抗 の 力 で ある 。 

女性 の 自然 の 力 、 慣 性 の 力 、 抵 抗力 は 、 斉 虚 を 無 上 の 絶対 の 女性 の 権利 に し 
て いる 。 

女性 の 自然 の 力 、 慣 性 の 力 、 抵 抗 の 力 は 、 女 性 が 、 あ る 種 の 男性 的 な 謙虚 の 無 さ 
が 必要 に 成る 物 を 望ん だ り 行 っ た りす る 事 を 禁止 し て いる 。 


その た め 、 自 然 は 甘美 な 柔和 な 声 を 女性 に 与え た 。 

自然 は 、 お か し な 耳 ざ わり な 高音 に し な いと 大 き な 集会 で 聞こ えな い 様 な 声 を 女 
性 に 与え た 。 

男性 の 役割 を 望む 女性 は 女性 の 特典 を 失う は ず で ある 。 

どこ まで 女性 が 男性 性 を 奪え る か は 知ら な い 。 

し か し 、 女 性 が 男性 的 に 成る と 、 少 な く と も 、 確 実に 、 女 性 は 男性 の 愛 を 失う で あ 
ろう 。 

さら に 、 女 性 に は 酷 か も し れ な い が 、 女 性 が 男性 的 に 成る と 、 少 な く と も 、 確 実に 、 
女性 は 子ども た ちの 愛 を 失う で あろ う 。 

カバ リス ト の 夫婦 の 法 は 、 父 を も た ら す 。 

カバ リス ト の 夫婦 の 法 は 、 類 推 可能 性 に よっ て 、 論 理 と 信心 の 一 致 と いう 、 近 代 の 
哲学 の 最も 興味 深い 難し い 問 題 へ の 解答 を も た ら す 。 

カバ リス ト の 夫婦 の 法 は 、 類 推 可能 性 に よっ て 、 権 利 と 良心 の 自由 の 一 致 を も た 
ら す 。 

カバ リス ト の 夫婦 の 法 は 、 類 推 可能 性 に よっ て 、 知 と 信心 の 一 致 を も た ら す 。 

知 が 太陽 で あれ ば 、 信 心 は 月 で ある 。 

夜中 、 月 は 太陽 の 光 を 反射 する 。 

知 の 前 後 で 知 が 未だ 残し て いる 未知 と いう 闇 の 中 、 信 心 は 理性 を 補佐 する 。 

信心 は 理性 か ら 発 する が 、 信 心 と 理性 は 混同 で き な い し 、 信 心 は 理性 を 混乱 させ 
な い 。 

論理 が 信心 の 領域 を 侵害 する の は 月 食 で ある 。 

信心 が 論理 の 領域 を 侵害 する の は 日 食 で ある 。 

論理 の 太陽 と 信心 の 月 の 混同 で ある 日 食 や 月 食 が 起こ る と 、 光 の 源泉 の 論理 の 
太陽 と 光 の 反射 体 の 月 の 信心 は 共に 無用 の 長物 に 成る 。 


信心 が 形骸 化す る と 、 知 は 堕落 する 。 

信心 が 形骸 化す る と 、 知 が 天 落 する と 、 信 心 は 論理 の 上 に 倒れ 

神殿 を 支え る に は 、 知 と 信心 と いう 神殿 の 2 つの 柱 を 対等 に 区 別 する 必要 が 有る 。 

神殿 の 2 つの 柱 を 引き 寄せ て 倒し た サム ソン の 様 に 、 神 殿 の 2 つの 柱 を 力 で 無 
理 に 引き 寄せ て 一 緒 く た に する と 、 神 殿 の 2 つの 柱 は 倒れ る 

神殿 の 2 つの 柱 を 一 緒 く た に し て 倒す と 、 神 殿 全 体 が 定信 者 、 狂 信者 、 革 命 家 の 
上 に 倒れ る 

盲信 者 、 狂 信者 、 革 命 家 が 買っ た 、 個 人 の 恨み や 国家 の 恨み は 、 前 も っ て 、 盲 信者 、 
狂信 者 革命 家 を 死 の 運命 に 定め る 。 

人 の 全 時 代 の 、 聖 職 者 と 世俗 の 権力 争い は 、 家 庭 の 運営 に つい て の 口論 で あっ 
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世俗 の 権力 の 父 の 位 を 奪 お うと 試み た 、 法 王 が 続 治し て いる カト リッ ク 教 会 は 、 父 
に 災 如 し た 母 で あっ た 。 

その た め 、 カ トリ ッ ク 教 会 は 幼子 の 信頼 を 失っ て し まっ た 。 

聖職 者 の 王位 を 奪 お うと 試み た 、 世 俗 の 権力 は 、 家 と 育児 室 の 運営 方 法 に つい 
て 母親 より 知っ て いる ふり を し た 男性 に 劣ら ず 、 滑 稽 な 男性 で あっ た 。 

例え ば 、 イ ギリ ス 人 の 憂う つか ら 察 する 事 が で きる 様 に 、 倫 理 道 術 と 宗教 の 観点 
か ら 、 イ ギリ ス 人 は 、 男 性 が 産 着 に くる ん で 拘束 し て し まっ た 、 幼 子 に 似 て いる 。 

宗教 の 教え が 御 爺 話 に 似 て いる 時 、 宗 教 の 教え が 倫理 道徳 的 に 巧妙 で 為 に 成る 
場合 、 宗 教 の 教え は 幼子 に 完全 に 適合 する 。 

宗教 の 教え が 御 爺 話 に 似 て いる 時 、 宗 教 の 教え が 倫理 道徳 的 に 巧妙 で 為 に 成る 
場合 、 宗 教 の 教え を 否定 する 父親 は 、 と て も 愚か で ある 。 

御伽 話 、 歌 、 家 族 の 世話 を 母親 に 独占 させ な さい 。 

母 は 祭司 の 象徴 で ある 。 


カト リッ ク の 祭司 が 結婚 と いっ た 男性 の 権利 を 捨て 事前 に 父 に 成る 権利 を 他 の 
男性 に 譲る の は 、 ひ と え に 、 教 会 が 母 で ある 必要 が 有る か ら で あ る 。 

法王 が 統治 し て いる カト リッ ク 教 会 は 普遍 の 母 で ある の を 決し て 忘れ る な か れ 。 

多分 、 プ ロ テ ス タン ト が 女性 の 法王 ヨハ ン ナ と いう 醐 聞 の 作り 話 を 作っ た 。 

女性 の 法王 ヨハ ン ナ は 策略 的 な 遠回し な 表現 に 過ぎ な い 。 

権力 を 持っ た 法王 が 世俗 の 権力 者 を 酷使 し た 時 、 夫 で ある 男 を 叩 こう と 試み た 女 
性 の 法王 ヨハ ン ナ の 作り 話 が 、 キ リス ト 教 世界 の 大 いな る 醍 聞 に 成っ た の で ある 。 

キリ スト 教 の 分 裂 、 党 派 、 異 端 は 、 夫 で ある 男 を 叩 こ うと 試み た 女性 の 法王 ヨハ ン 
ナ で あっ た 。 

別居 中 の 夫婦 の 様 に 、 カ トリ ッ ク 教 会 と プロ テス タン ト は 、 互 い を 悪く 言い 合い 、 後 
悔し 、 相 手 を 避け る の を 見 せ び ら か し 、 相 手 に 不満 を 抱い て いる 。 

カバ ラ だ けが 全て を 説明 し 全て を 和解 、 一 致 さ せる 。 

カバ ラ が 他 の 全て の 教え 、 他 の 全て の 考え に 命 を 与え て 実り 豊か に する 。 

カバ ラ は 何 も の も 破壊 し な い 。 

それ どこ ろか 、 カ バラ は 論理 を 、 存 在 す る 全て の も の に 与え る 。 

世界 の 全て の 力 は カバ ラ に 仕え る 。 カ バラ は 唯一 の 無 上 の 知 で ある 。 

真 の カバ リス ト は 、 見 せ か け で は な く 、 夷 く 事 無く 、 賢 者 や 熱心 な 信者 が 所 有 し て 
いる 知 を 思い 通り に 応用 で きる 。 

真 の カバ リス ト は 、 ジ ョ ゼ フ ド メー スト ル 以 上 の 、 カ トリ ッ ク で ある 。 

真 の カバ リス ト は 、 ル ター より 、 プ ロ テ ス タン ト の 様 に 、 カ トリ ッ ク の 腐敗 に 抗議 する 。 

真 の カバ リス ト は 、 チ ー フ ラビ より 、 へ ブラ イ 人 で ある 。 

( 

chief rabbi、 チ ー フ ラビ は ユダ ヤ 教 の 地域 の 代表 者 、 ユ ダ ヤ 教 の 宗教 的 指導 者 
で ある 。 


へ ブラ イ 人 は 正しい 人 の 例え の 場合 が 存在 する 。 

) 

真 の カバ リス ト は 、 ム ハン マ ド よ り 、 預 言 者 で ある 。 

真 の カバ リス ト は 形骸 化し た も の と 真理 を くも ら せ る 肉欲 を 超越 し て いな いか ? 
真 の カバ リス ト は 形骸 化し た も の と 真理 を くも ら せ る 肉欲 を 超越 し て いる ! 

真 の カバ リス ト は 思い 通り に 、 鏡 の 諸 破 片 に より 反射 され た 、 分 散 し た 光線 を 1 
つ に で き な い か ? 真 の カバ リス ト は 思い 通り に 、 鏡 の 諸 破 片 に より 反射 され た 、 分 
散 し た 光線 を 1 つ に で きる ! 

鏡 は 、 普 遍 の 宗教 、 普 遍 の 神 の 教え 、 カ トリ ッ ク の 例え で ある 。 

鏡 の 諸 破 片 は 、 根 本 的 に 異な る 多数 の 諸 宗 教 と いう 大 衆 の 誤解 の 例え で ある 。 

唯一 の 存在 が 存在 する 。 

唯一 の 神 が 存 在 する 。 

唯一 の 法 が 存在 する 。 

唯一 の 宗教 が 存在 する 。 

唯一 の 人 類 だ けが 存在 する 様 に 。 


出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で nynN 上 N nnN、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ 
ル エ ヘ イ エ と 神 は モー セ に へ ブラ イ 語 で 名 乗っ た 。 

出 エジプト 記 3 章 14 節 で 神 は 「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 
存在 する 」、「 私 は 存在 し た い 様 に 存在 する 者 で ある 」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で あ 
る 」、「 私 は 本 物 の 存在 で ある 」、「 私 は 幻 で は な い 存 在 で ある 」 と モー セ に 名 乗っ た 。 


唯一 の 神 、 法 が 存在 する と いう 知 と 心 の 高み に 昇る と 、 人 の 知 と 心 は 深い 平和 に 
入る 、 と 理解 する で あろ う 。 


「 深 い 平 和 を 、 神 の 子 の 兄弟 、 同 胞 、 正 し い 人 よ 」 と は 高い 位階 の メー ソン の 主要 
な 言葉 で あっ た 。 

メー ソン は カバ ラ の 秘伝 伝授 者 の 結社 で あっ た 。 

偽 の グノー シス 主義 の 神 へ の 冒 済 に よっ て 、 カ トリ ッ ク 教 会 は 魔術 に 対し て の 戦い 
を 余儀 無く され た 。 

本 質 的 に 、 魔 術 師 の 本 物 の 知 は カト リッ ク で ある 。 

魔術 師 の 全て の 実現 は 位階 の 原理 を 基礎 と し て いる 。 

カト リッ ク 教 会 に は 唯一 本 物 の 絶対 の 位階 が 存在 する 。 

常に 、 本 物 の 達 道 者 は 無 上 の 深い 明 敬 と 恭順 を カト リッ ク 教 会 に 示し て きた 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト だ け は 確か に プロ テス タン ト で あっ た が 、 ハ イン リッ ヒ クン 
ラー ト が 、 永 遠 の 神 の 王国 の 神秘 的 な 住人 と 言う より は 、 当 時 の ドイ ツ 人 で あっ た た 
めで ある 。 

反 キ リス ト の 本 質 は 排他 と 異端 で ある 。 

使徒 ヨハ ネ の 美しい 表現 に よる と 、「 反 キリ スト は イエ ス キリ スト の 体 を 分 像 させ 
る 事 で ある 」。 
「 反 キリ スト は イエ ス キリ スト を 分 像 させ る 全て の 精神 で ある 」 

分 像 が 反 キ リス ト な の は 、 宗 教 が 他 の も の へ の 思い や り だ か ら で あ る 。 

分 裂 が 反 キ リス ト な の は 、 無 政府 状態 に は 他 者 へ の 思い や り が 無い か ら で あ る 。 

キリ スト 教 の 世界 だ け で は な く 魔 術 の 世界 に も 、 無 政府 主義 者 が 存在 し た 。 

キリ スト 教 の 世界 だ け で は な く 魔 術 の 世界 に も 、 党 派 を 提 造 する 者 と 党派 の 支持 
者 が 存在 し た 。 

キリ スト 教 の 世界 だ け で は な く 魔 術 の 世界 に も 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 が 存在 し た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 目的 は 、 無 知 、 詐 欺 、 愚 考 に よる 王位 繧 奪 か ら 、 知 の 正 し さ を 
守る 事 で ある 。 


特に 、 知 の 正 し さ を 守る と いう 点 で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 作品 、 作 業 は 有益 で あろ う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 作品 、 作 業 が 全く 新しい 様 に 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」 以 外 の 、 今 まで の 「 魔 術 の 歴史 」 と いう 名 前 の 
本 は 、 予 断 に よる 歴史 で あっ た 。 

また は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 「 魔 術 の 歴史 」 以 外 の 、 今 まで の 「 魔 術 の 歴史 」 と いう 
名 前 の 本 は 、 多 少 正確 な 、 特 異な 出来 事 の 順序 の 歴 中 で あっ た 。 

な ぜ な ら 、 魔 術 は 知 に 属す る 、 と 信じ た 人 が いな か っ た 。 

魔術 と いう 知 の 再発 見 に よる 、 本 物 の 「 魔 術 の 歴史 」 は 魔術 の 成長 また は 進歩 を 
十分 に 説明 する 必要 が 有る 、 と 言え る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 残 骸 の 中 で は な く 、 開 か れ た 聖 所 の 中 を 歩い て いる 。 

そう し て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 長 い 間 、 四 大 文明 の 残骸 に 埋もれ て いた 、 聖 所 を 発 
見 する 。 

発掘 に よっ て 枯れ た 美 し さ と 風格 が 明らか に 成っ た 、 ベ ス ビ オ 火 山 の 火 砕 流 な ど 
の 下 で ミイ ラ の 様 に 保存 され た ポン ペイ 市 と いっ た 諸 都 市 より 、 聖 所 は 不思議 に 保 
存 さ れ て いた 。 

大 作 で ボ シ ュ エ は 宗教 が 至る 所 で 歴史 と 結び つい て いる の を 明らか に し た 。 

し か し 、 あ る 意味 、 世 界 と 共に 生ま れ た 、 魔 術 と いう 知 が 、 無 上 の 議論 の 余地 が 無 
い 数 学 と 論理 の 原理 に よる 繋が り に より 唯一 普遍 の 宗教 に 属し て いる 、 古 代 の 諸 宗 
教 の 教え の 説明 を も た ら す 、 と いう 事 を 仮に ボ シ ュ エ が 知っ た ら 、 ボ シュ エ は 何と 
言っ た で あろ うか ? 

魔術 の 教理 は 、 歴 史 哲 学 に は 未だ 計り 知れ な い 、 全 て の 秘密 の 鍵 で ある 。 

魔術 の 実践 だ けが 、 自 然 の 秘密 の 神殿 を 強い 人 の 意思 に 明か す 。 

人 の 意思 は 、 常 に 制限 され て いる が 、 常 に 進歩 で きる 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 魔 術 に よっ て 、 宗 教 の 神秘 に つい て の 、 不 信心 な 虚偽 の 説明 
を し な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 目的 は 、 魔 術 に よっ て 、 宗 教 の 神秘 を 認知 し て 胃 散 する 様 に 学 
間 を 圧倒 で きる 、 と 表す 事 で ある 。 

理性 は 信心 の 前 で 自身 を 卑下 する 必要 が 有る 、 と 最早 、 言 われ た く な い 。 

逆 に 、 理 性 は 信じ る 事 に よっ て 自身 を 明 散 する 必要 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 信 心 は 、 深 淵 の 一 歩 手 前 で 、 空 虚 の 恐怖 か ら 、 理 性 を 守る 。 

また 、 信 心 は 、 理 性 を 無限 の 神 に 結び つけ る 物 で ある 。 

宗教 に お ける 正統 性 は 、 単 一 性 の 唯一 の 守護 者 と し て 、 位 階 制 を 胃 散 する 事 で あ 
る 。 

恐れ ず 、 く り 返 し て 話す と 、 本 質 的 に 、 魔 術 は 位階 制 の 知 で ある 。 

後記 を 、 明 確 に 心 に 留め な さい 。 

他 の 何より も 、 魔 術 は 無秩序 の 教え を 非難 する 。 

魔術 は 無 牧 序 の 考え を 非難 する 。 

まさ に 、 自 然 の 法 は 、 調 和 を 力 や 権利 と 分 像 で き な い 、 と いう 事 を 実証 し て いる 。 

大 多数 の 好奇 心 吐 盛 な 大 衆 に と っ て 、 魔 術 の 主 な 魅力 は 、 肉 欲 を 満足 させ る 超 
常 的 な 手段 を 魔術 に よっ て 体験 する 事 で ある 。 

不信 心 者 の 限界 も 、 肉 欲 を 満足 させ る 超常 的 な 手段 を 魔術 に 求め る 好奇 心 吐 盛 
な 大 衆 と 、 同 程度 で ある 。 

條 欲 な 人 は 「 錬 金 の ヘル メス の 秘密 は 存在 し な い 」 と 否定 する で あろ う 。 

な ぜ な ら 、 偶 欲 な 人 は 「 錬 金 の ヘル メス の 秘密 が 存在 する の で あれ ば 、 人 は 錬 金 
の ヘル メス の 秘密 を 買っ て 富 を 楽し なむ は ず で ある 」 と 話す で あろ う 。 

し か し 、 錬 金 の ヘル メス の 秘密 と いっ た 秘密 が 売ら れ て いる と 信じ て いる 貧 欲 な 
人 は 愚か で ある 。 


錬 金 で きる 人 に 富 が 何 の 役に立つ の か ? 

疑い 深い 人 は 「 錬 金 の ヘル メス の 秘密 は 存在 し て いた と し て も 売ら れ は し な い 、 と 
いう の は 正しい 。 し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 錬 金 の ヘル メス の 秘密 
を 所 有 し て いる の に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 金持ち で は な い の か ? エリ ファ ス レヴ ィ は 
金持ち で は な い の で 錬 金 の ヘル メス の 秘密 は 存在 し な い !」 と 話す 。 

誰が 「 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 貧し さ で 困っ て いる 」 と 話し た か ? エリ ファ ス レヴ ィ は 
「 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 貧し さ で 困っ て いる 」 と 話し て いな い ! 

エリ ファ ス レヴ ィ が 他人 に 物 い を し た で あろ うか ? エリ ファ ス レヴ ィ は 他人 に 
物 と を い を し た 事 が 無い ! 

エリ ファ ス レヴ ィ か ら 知 の 秘密 を 買収 し た と 自慢 で きる 俗 世 の 権 力 者 が 、 ど こ に い 
る の か ? エリ ファ ス レヴ ィ は 知 の 秘密 を 俗 世 の 権 力 者 に 金銭 で 売ら な い ! 

エリ ファ ス レヴ ィ が 運 に よる 富 を 億 万 長者 と 見 比べ た と 信じ る 理由 を 与え た 億 万 
長者 が 、 ど こ に いる の か ? エリ ファ ス レヴ ィ は 運 に よる 富 を 億 万 長者 と 見 比べ な 
い ! 

富 に 圧倒 され て 、 富 を 俗 世 的 に 見 上 げ る と 、 富 を 最高 の 幸福 の 様 に 望む か も し れ 
な い 。 

し か し 、 富 を 超越 し て 、 富 を 熟考 する と 、 富 を 軽 蔵 す る で あろ う 。 

いか に 魅力 が 富 に 無い か 気づい た 者 は 、 富 が 熱い 鉄 で や る か の 様 に 、 富 か ら 手 
を 引く 事 が で きる 。 

若い 男 は 「 も し 魔術 の 秘密 が 本 当 に 存在 する の で あれ ば 、 全 て の 女 か ら 性 的 な 
愛着 を 獲得 し た い !」 と 叫ぶ で あろ う 。 

この 世 の 女 の 性 的 な 愛着 は 良い 物 で は な い 。 

思 慮 の 乏しい 幼子 よ 、 こ の 世 の 女 の 1 人 分 の 性 的 な 愛着 で すら 、 ひ ど 過 ぎる 、 と 
いう 時 が 来る で あろ う 。 


な ぜ な ら 、 性 欲 は 二 重 の 熱中 で あり 、 す ぐに 、 性 欲 の 酔い は 吐き 気 に 例 えら れる 嫌 
悪 を も た ら す 。 

吐き 気 に 例 えら れる 嫌悪 に と も な っ て 、 性 欲 の 酔い は 怒り と 離別 を も た ら す 。 

世界 を 転覆 させ て 乱す た め に 魔術 師 に 成り た が っ た 、 才 いぼ ばれ た 愚か 者 が 昔 い 
た 。 

し か し 、 世 界 を 乱す た め に 魔術 師 に 成り た い 人 よ 、 大 それ た 人 よ 、 も し 、 あ な た が 
魔術 師 に 成 れ た ら 、 あ な た は 愚か で は いら れ な いで あろ う 。 

世界 を 乱す 罪人 に 成っ た ら 、 自 分 の 良心 と いう 裁き の 場 を 前 に 、 自 分 で も 情状 本 
量 の 余地 を 自分 に 見 つけ られ な いで あろ う 。 

快楽 主義 者 は 永遠 に 楽し み 全く 苦し まな い 方 法 を 魔術 に 求め る 。 

マタ イ に よる 福音 5 章 4 節 で 神 の 知 イ エス が 「 悲 し む 人 は 幸い で ある (。 な ぜ な ら 、 
圧し む 人 は 、 い つか 慰め て も ら え る )」 と 話し て いる 様 に 、 キ リス ト 教 と 仏教 と いっ た 宗 
教 が 教え て いる 様 に 、 神 の 知 が 快楽 主義 者 に 自ら 、 あ ら わ れ て 「 苦 し む 人 は 幸い で 
ある 」 と 話す 。 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 「 キ リス ト は 神 の 知 」) 

し か し 、 そ の た め 、 快 楽 主義 者 は 宗教 を 信じ る 心 を 失っ た 。 
マタ イ に よる 福音 5 章 4 人 節 「 悲 し む 人 は 幸い で ある (。 な ぜ な ら 、 悲 し む 人 は 、 い つか 
慰め て も ら え る )」 

マタ イ に よる 福音 5 章 4 節 「 悲 し む 人 は 幸い で ある 。 な ぜ な ら 、 悲 し む 人 は 、 い つ 
か 慰め て も ら え る 」 と いう 約束 を 、 快 楽 主義 者 は 笑い も の に する 。 

経験 と 論理 が 何と 話し て いる か 聞き な さい 。 

苦し み は 思 いや り の 感情 を 試し て 目覚 め さ せ る 。 

快楽 は 先天 的 な も の で ある 妊 し い 肉 欲 を 助長 し て 強め る 。 

苦し み は 快 楽に 対し て 人 を 武装 させ る 。 


快楽 は 苦し み に お ける 弱 さ を 人 に も た ら す 。 

快楽 は 浪費 する 。 

苦し み は 入 手 す る 。 

快楽 は 人 に は 危険 な 岩 で ある 。 

産み の 苦し み は 女 性 の 勝利 で ある 。 

受胎 させ 妊娠 させ る も の は 快楽 だ が 、 産 む も の は 苦し み で ある 。 

苦し む 力 と 苦し む 意 思 が 無い 人 に は 災い が 有る ! 

苦し み は 、 苦 し む 力 と 苦し む 意 思 が 無い 人 を 圧倒 する で あろ う 。 

自然 は 動く 意思 が 無い 人 を 無慈悲 に 駆り 立て て 動か す 。 

大 海 の 中 に 投じ る 様 に 、 神 は 人 を 人 生 の 中 に 投じ た 。 

人 は 人 生 と いう 大 海 を 泳ぐ 必要 が 有る 。 

人 は 、 人 生 と いう 大 海 を 泳 が な けれ ば 、 湧 れ て 死ん で し まう 。 

前 記 が 、 超 越 的 な 魔術 が 教え る 様 に 、 自 然 の 法 で ある 。 

必ず 楽し み 全 く 苦し まな いた め に 魔術 師 に 成 れ る か どう か 再考 し な さい 。 

俗 世 の 大 衆 は 「 魔 術 は 何 の 役 に 立つ の か ?」 と 問う で あろ う 。 

仮に 、 民 数 記 22 章 で バラ ム に 3 回 叩か れ て も 忍耐 し た バラ ム の ロバ が 「 知 は 何 
の 役に立つ の か ?」 と バラ ム に 問う た ら 、 民 数 記 22 章 の 神託 を 受け た 者 バラ ム は バ 
ラム の ロバ に 何と 答え る で あろ うか ? 

( 民 数 記 22 章 で バラ ム を 神 罰 で 殺 そ うと 道 で 待っ て いた 天使 の 存在 を 見 て 知っ 
た バラ ム の ロバ の お か げ で バラ ム の 命 は 助かっ た 。) 

も し 小 人 の ピュ グマ イオ イ が 「 力 は 何 の 役 に 立つ の か ?」 と ヘラ クレ ス に 問う た ら 、 
ヘラ クレ ス は 小 人 の ピュ グマ イオ イ に 何と 答え る で あろ うか ? 

( 


小 人 の ピュ グマ イオ イ は 眠っ て いる ヘラ クレ ス を 縛 ろ うと し た が 、 ヘ ラク レス が 目覚 
め た の で 縛 れ な か っ た 、 と いう 伝説 が 存在 する 。 

ヘラ クレ ス は 力 の お か げ で 小 人 の ピュ グマ イオ イ か ら 助 か っ た 。 

) 

俗 世 の 大 衆 を 小 人 の ピュ グマ イオ イ に 例え た く は 無い が 。 

俗 世 の 大 衆 を 民 数 記 22 章 の バラ ム の ロバ に 例え る の は 無理 だ 。 

俗 世 の 大 衆 を 小 人 の ピュ グマ イオ イ に 例え る の は 、 無 礼 に 成り 、 趣 味 が 良く な いで 
あろ う 。 

立派 な 良い 人 で ある 俗 世 の 大 衆 に 可能 な 限り 無礼 が 無い 様 に 趣味 の 良い 様 に 
話す と 、「 俗 世 の 大 衆 に と っ て 魔術 は 全く 何 の 役 に も 立た な い 」。 

さら に 理解 で きる 様 に 話す と 、「 俗 世 の 大 衆 は 魔術 に 真剣 に 取り 組ま な いで あろ 
is 

「 魔 術 の 歴史 」 は 、 労 苦し 考え る 魂 の た め に 存在 する 。 

「 魔 術 の 歴史 」 で 、 労 苦し 考え る 魂 は 、「 高 等 魔術 の 教理 」 と 「 高 等 魔術 の 祭儀 」 で 
は 曖昧 な まま だ っ た 物 の 説明 を 見 つけ る で あろ う 。 

大 いな る 達 道 者 た ちの 模範 に 従っ て 、 神 の 数 の 論理 的 な 秩序 に 従っ て 、 エ リフ ァ 
ス レヴ ィ は 「 魔 術 の 歴史 」 を 構想 し て 分 ける 。 

その た め 、「 魔 術 の 歴史 」 を 7 巻 に 分 ける 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 各巻 を 7 章 に 分 ける 。 

魔術 の 起源 を 「 魔 術 の 歴史 」 の 第 1 巻 に 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 1 巻 は 魔術 と いう 知 の 創世 記 で ある 。 

文字 アレ フ を 鍵 と し て 「 魔 術 の 歴史 」 の 第 1 巻 に 与え る 。 

カバ ラ で は 文字 アレ フ は 最初 の 単 一 を 表す 。 


「 魔 術 の 歴史 」 の 第 2 巻 は 古代 の 魔術 の 言葉 の 歴史 的 な 社会 的 な 形式 を 含ん 
で いる 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 2 巻 の 象徴 は 文字 べ ト で ある 。 

文字 ベト は 、 実 現す る 言葉 の 表れ と し て 、2 つ 1 組 を 象徴 する 。 

文字 ベト は 、 グ ノー シス と 隠さ れ た 学問 を 表す 。 

( 

グノー シス は 認知 を 意味 する 。 

グノー シス は 霊感 を 認め た 学問 を 意味 する 。 

) 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 3 巻 は キリ スト 教 社会 に お ける 古代 の 知 の 実現 に つい て 記さ 
れ て いる 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 3 巻 で は 、 ど の 様 に 神 の 知 イ エス の た め に 神 の 言葉 イエ ス が 
受 肉 し た か 記す 。 

(コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 1 章 24 節 「 キ リス ト は 神 の 知 」) 

数 3 は 創造 の 数 で ある 。 

数 3 は 実現 の 数 で ある 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 3 巻 の 鍵 は 文字 ギ メ ル で ある 。 

文字 ギ メ ル は 出現 の 象形 文字 で ある 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 4 巻 で 、 未 開 の 民族 に お ける 魔術 の 文明 化 の 力 を 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 4 巻 で 、 未 だ 初期 段階 の 民族 、 未 だ 幼子 の 段階 の 民族 に お 
ける 魔術 と いう 知 の 自然 発生 を 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 4 巻 で 、 ド ルイ ド の 神秘 と 奇跡 を 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 4 巻 で 、 吟 遊 和 圭 人 バー ド に よる 伝説 を 記す 。 


「 魔 術 の 歴史 」 の 第 4 巻 で 、 未 開 の 民族 の 魔術 、 ド ルイ ド の 神秘 、 吟 遊 詩 人 バー ド 
に よる 伝説 が 、 ど の 様 に 近代 社会 の 形成 に 結び つく か 記す 。 

未開 の 民族 の 魔術 、 ド ルイ ド の 神秘 、 吟 遊 和 圭 人 バー ド に よる 伝説 は 、 近 代 社 会 の 
形成 に 結び つい て 、 キ リス ト 教 の 輝かしい 永遠 の 勝利 を 用 意 する 。 

数 4 は 自然 と 力 を 表す 。 

へ ブラ イ 文 字 で は 文字 ダレ ト が 数 4 を 表す 。 

カバ リス ト の タロ ッ ト で は 4 ペー ジ 目 に 王座 の 上 の 皇帝 を 描い て 文字 ダレ ト 、 数 4 
を 表す 。 

中 世 の 聖 職 者 の 時 代 を 「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 に 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 学 問 の 争い を 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 秘 密 結 社 の 形成 を 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 秘 密 結 社 の 知ら れ て いな い 功 業 を 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 グ リモ ワー ル 、 魔 術 書 の 秘密 の 儀式 を 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 神 曲 の 神秘 を 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 5 巻 で 、 栄 光 の 統一 に 導 か れる に 違い 無い 、 教 会 の 分 裂 を 記 
す 。 

数 5 は 、 第 5 元素 、 宗 教 、 祭 司 の 数 で ある 。 

数 5 の 文字 は 文字 ハー で ある 。 

魔術 の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト で は 5 ペー ジ 目 に 大 祭司 を 描い て 文字 ヘー、 
数 5 を 表す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 6 巻 で 、 革 命 活 動 に お ける 魔術 の 介在 を 記す 。 

数 6 は 、 普 遍 の 総合 を 用 意 する 、 対 立 と 戦い の 数 で ある 。 

数 6 に 対応 する 文字 は ヴァ ウ で ある 。 

文字 ヴァ ウ 、] は 創造 する 男性 器 と 刈り 入れ る 者 の 鎌 で ある 。 


「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 は 、 総 括 で ある 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 近 代 の 活動 と 発見 を 説明 する 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 光 と 磁気 の 理論 を 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 大 いな る 薔薇 十字 団 の 秘密 を 明か す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 神 秘 の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト を 説明 する 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 言 葉 の 知 と 、 言 葉 の 魔術 的 な 作用 を 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、 知 の 要約 を 記す 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 で 、19 世紀 の 神秘 主義 者 の 活動 を 批評 する 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 は 、「 魔 術 の 歴史 」 を 完成 する 。 

「 魔 術 の 歴史 」 の 第 7 巻 は 、「 魔 術 の 歴史 」 の 極致 で ある 。 

7 つ 1 組 、 数 7 が 数 の 極致 で ある 様 に 。 

数 7 は 概念 の 三角 形 と 形 の 正方 形 を 結び つけ る 。 

数 7 に 対応 する 文字 は ザイ ン で ある 。 

カバ ラ の 象徴 の タロ ッ ト の 7 ペー ジ 目 に は 2 頭 の スフィンクス が 引く 戦車 の 上 に 
乗っ た 勝利 者 が 描か れ て いる 。 

カバ ラ の 勝利 者 を 気 取 る 、 お か し な 、 う ぬ ぼ れ は エリ ファ ス レヴ ィ に は 無い 。 

知 だ けが 勝利 する べき で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 知 的 な 世界 の 人 に 見 せ た い の は 、2 頭 の スフィンクス が 引く 、 
立方 体 の 戦車 に 乗っ た 、 光 の 神 の 言葉 イエ ス で ある 。 

イエ ス は 、 モ ー セ の カバ ラ の 神 の 成就 者 、 実 現 者 で ある 。 

イエ ス は 、 福 音 の 、 人 の 太陽 で ある 。 

イエ ス は 、 救 い 主として 、 か つて 来 ら れ 、 す ぐに 、 い つか 、 あ ら わ れる 、 人 に 成っ た 神 
で ある 。 

救い 主 イ エス は 、 創 世 の 、 最 終 的 な 、 絶 対 の 王 で ある 。 


イエ ス に つい て の 思想 が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 大 胆 さ を 鼓 舞 し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 
希望 を 支え る 。 

た だ し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 全て の 考え 、 発 見 、 作 業 を 位階 制 に よる 誤り が 無い 絶 
対 の 判断 、 カ トリ ッ ク の 判断 に 委ね る に 留め る 。 

知 の 物 は 神 が 知 を 委ね た 者 に 。 

宗教 の 物 は 教会 だ け に 。 

宗教 の 物 は 位 了 制 の 教会 だ け に 。 

(マタ イ に よる 福音 22 章 21 節 『 カ エサ ル の 物 は カエ サル に 、 神 の 物 は 神 に 」) 

位階 制 の 教会 は 、 単 一 性 を 保護 する も の で ある 。 

位階 制 の 教会 は 、 イ エス キリ スト の 時 代 か ら 現代 まで の 、 カ トリ ッ ク 、 使 徒 ペ トロ の 
教会 、 法 王 の 教会 、 ロ ー マ の 教会 で ある 。 

発見 は 学者 に 。 

願望 と 信心 は 司教 に 。 

父 と 母 よ り 賢 いと 誤解 し て いる 幼子 に は 災い が 有る ! 

祖師 に 感謝 し な い 大 人 に は 災い が 有る ! 

孤立 し て 思考 し 祈る 夢見 る 人 に は 災い が 有る ! 

命 は 普遍 の 交流 で ある 。 

命 の 普遍 の 交流 の 中 に 永遠 は 存在 する 。 

自ら 孤立 し た 人 は 孤立 に よっ て 死に 身 を 任せ る 事 に 成る 。 

永遠 の 孤立 は 永遠 の 死 で あろ う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ 


第 1 巻 魔術 の 起源 


第 1 巻 第 1 草 伝説 に お ける 魔術 の 起源 


後記 の 様 に 、 外 典 の 「 エ ノ ク 書 」 に は 記さ れ て いる 。 


「 地 の 女性 達 と 交わ る た め に 堕 天 に 同意 し た 天使 達 が いた 。 

な ぜ な ら 、 当 時 、 人 の 子 擦 は 増え 、 大 い に 美しい 女性 達 が 生ま れ た 。 

(創世 記 6 章 1 節 か ら 2 節 『 人 が 地上 に 増え 、 女 性 達 が 生ま れ た 。 神 の 子 達 、 天 使 
達 は 人 の 女性 達 が 美しい の を 見 た 』) 

天使 達 、 神 の 子 達 は 、 地 の 女性 達 を 見 て 、 和 肉欲 に 満ち あめ ふれ て し まっ た 。 

(創世 記 6 章 2 節 『 神 の 子 達 、 天 使 達 は 人 の 女性 達 が 美しい の を 見 た 』) 

天使 達 は 『 さ あ 、 人 の 子孫 か ら 妻 を 選ん で 、 子 を 作ろ う 』 と 話し 合っ た 。 

(創世 記 6 章 2 節 『 神 の 子 達 、 天 使 達 は 選ん だ 人 の 女性 達 を 妻 に し た 』) 
天使 達 の 指導 者 シェ ム ハ ザ は 『 恐 らく 、 あ な た 達 は 堕天 の 決意 の 実行 に 必要 な 勇 
気 に 欠 け て いる で あろ う 。 そ の た め 、 私 だ けが 、 あ な た 達 の 堕天 の 責任 を と る 事 に 成 
る で あろ う 』 と 天使 達 に 答え て 話し た 。 

そこ で 、 天 使 達 は 『 私 達 は 、 後 悔し な いで 、 地 の 女性 達 を 手 に 入れ る 計画 を 完全 に 
成し遂げ る 』 と 敬 っ た 。 

ヘル モン 山 に 堕天 し た 堕天 使 達 は 200 人 で あっ た 。 

堕天 使 達 が 堕天 し た 時 か ら 、 堕 天使 達 が 堕天 し た 山 は ヘル モン 山 と 呼ば れ て いる 。 
『 ヘ ル モ ン 山 』 は 『 匠 い の 山 』 を 意味 する 」 


続け て 、 エ ノ ク 書 に は ヘル モン 山 に 堕天 し た 堕天 使 達 の 指導 者 達 の 名 前 が 記さ 
れ て いる 。 


「 全 て の 堕天 使 達 の 指導 者 シェ ム ハ ザ 、 
Urakabarameel、AziDeel、Tamiel、Ramuel、Danel、Azkeel、Sarakuyal、 ア ザ 
エル 、 
Armers、Batraal、Anane、ZaVveDe、Samsaveel、Ertrael、Turel、]ormlael、Araz 
1a]。 

堕天 使 達 は 地 の 女 性 達 を 妻 に し て 交わ っ た 。 

そし て 、 堕 天使 達 は 魔術 、 誘 惑 の わざ 、 根 と 木 の 様々 な 特性 を 地 の 女 性 達 に 教え た 。 
Amazarac は 悪人 の 霊 の 魔術 師 の 全て の 秘密 を 教え た 。 

Barkaial は 星々 を 観察 する 人 の 教師 で あっ た 。 

Akibeel は 象徴 を 明か し た 。 

Azaradel は 月 の 運動 を 教え た 」 


カバ ラ の 書 「 エ ノ ク 書 」 の 伝説 と 、 創 世 記 の アダ ム の 罪 の 歴史 は 、 大 衆 へ の 神秘 
の 情報 流出 を 象徴 的 に 話し て いる 。 

エノク 書 の 「 堕 天使 達 」、「 神 の 子 達 」 は 魔術 の 秘伝 伝授 者 達 で ある 。 

魔術 は 、 エ ノ ク 書 の 秘伝 伝授 者 達 か ら 、 不 用 心 な 女性 達 を 通じ て 、 俗 人 に 情報 流 
出し て し まっ た 。 

エノク 書 の 秘伝 伝授 者 達 は 、 肉 体 的 な 物質 的 な 感覚 に ひか れ て 、 魔 術 を 女性 達 
に 教え て し まっ た 。 

エノク 書 の 秘伝 伝授 者 達 は 、 女 性 に 夢中 に 成っ て し まっ た 。 

エノク 書 の 秘伝 伝授 者 達 か ら 、 意 に 反し て 、 王 者 と 祭司 の 秘密 は 情報 流出 し て し 
まう だ 。 

魔術 の 情報 流出 の 結果 と し て 、 最 初 の 文明 は 崩壊 し た 。 


巨人 は 肉欲 的 な 力 、 た が が 外れ た 肉欲 の 象徴 で ある 。 

巨人 ども は 世界 を 求め て 争い 合っ た 。 

大 洪水 の 中 に 水没 する 事 だ けが 世界 が 助かる 道 で あっ た 。 

大 洪水 の 中 に 、 過 去 の 全て の 形跡 は 消え 去っ た 。 

大 洪水 は 、 人 が 自然 の 調和 を 無視 し て 踏み に じ る と 必然 的 に 人 に も た ら さ れる 普 
遍 の 混乱 の 象徴 で ある 。 

シェ ム ハ ザ の 堕天 と アダ ム の 堕落 に は 類似 が 存在 する 。 

肉体 的 な 物質 的 な 誘惑 が シェ ム ハ ザ と アダ ム を 誘惑 し た 。 

シェ ム ハ ザ と アダ ム は 善悪 の 知 の 木 を 汚し た 。 

神 は シェ ム ハ ザ と アダ ム を 命 の 木 か ら 遠ざけ た 。 

全て を 文字 通り に 解釈 し て 、 知 と 命 が 木 の 形 で 太古 に 存在 し て いた と 信じ 込ん で 
いる 大 衆 の 見 解 、 と 言う より は 、 大 衆 の 愚 鈍 さ に つい て 論じ る の は 不要 で あろ う 。 

文字 通り に で は な く 、 神 の 象徴 に は 深い 意味 だ けが 存在 する の を 認め よう 。 

善悪 の 知 の 木 の 果 実 を 食べ る と 、 善 悪 の 知 の 木 は 死 を も た ら す 。 

善悪 の 知 の 木 の 果実 は 、 こ の 世 の 飾 り で ある 。 

立 悪 の 知 の 木 の 果実 、 黄 金 の りん ご は 、 地 の 輝き 、 地 の 光 で ある 。 

フラ ンス の パリ の アル スナ ル 図 書館 に は 「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔 
い 改 め )」 と いう 非常 に 興味 深い 手書き の 本 が 存在 する 。 

後記 の 様 に 、「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔い 改め )」 に は カバ ラ の 口伝 

キリ スト 教 の 伝説 を る 装っ て 記さ れ て いる 。 


「 ア ダム に は カイ ン と アベ ル と いう 2 人 の 息子 が いた 。 
カイ ン は 肉欲 の 力 の 象徴 で ある 。 
(巨人 が 肉欲 の 力 の 象徴 で ある 様 に 。) 


アベ ル は 知 と 思い や り の 象徴 で ある 。 

ー 致 団結 は 、 カ イン と アベ ル に は 不可 能 で あっ た 。 

カイ ン と アベ ル は 相互 に 無効 化し 合っ た 。 

カイ ン と アベ ル が 相続 し た も の は アダ ム の 第 3 の 息子 セト へ 移っ た 」 


カイ ン 、 ア ベル 、 セ ト の 例え 話 は 、 正 反対 の 2 つの 力 の 葛藤 が 、 総 合 の 一 致 の 力 
へ 役立つ 様 に 変わ る 事 を 意味 する 。 


「 セ ト は 、 正 し い 人 で あっ た の で 、 智 天使 ケル ブ と 火 の 剣 に 脅かさ れず に 、 地 上 の 楽 
園 の 入り 口 ま で 近づく 事 を 許さ れ た 」 


要する に 、 セ ト は 古代 の 秘伝 伝授 の 象徴 で ある 。 


「 セ ト は 、 善 悪 の 知 の 木 と 、 命 の 木 が 、 唯 一 の 木 の 形 で 一 体 化 し て いる の を 見 た 」 


番 悪 の 知 の 木 と 命 の 木 の 一 体 化 は 、 超 越 的 な カバ ラ に よる 知 と 宗教 の 一 致 を 意 
味 す る 。 


「 天 使 は 、 善 悪 の 知 の 木 と 一 体 化し た 命 の 木 の 、 命 の 力 が 込め られ て いる 、3 つの 
種 を セト に 与え た 」 


3 つの 種 は 、 カ バラ の 3 つ 1 組 を 意味 する 。 


「 ア ダム が 死ん だ 時 、 セ ト は 、 天 使 の 指示 に 従っ て 、 永 遠 の 命 の 象徴 と し て 、3 つの 種 
を 父 ア ダム の 口 の 中 に 入れ た 。 

3 つの 種 か ら 若 木 が 芽吹き 、 出 エジプト 記 3 章 の 燃え る 柴 に 成っ た 。 

出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で 、 燃 える 柴 の 中 か ら 、 神 は nynN JWN nnTN、AHIH AShR 
AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ ル エ ヘ イ エ と いう 神 の 名 前 を モー セ に 教え た 。 

nn 1DN myTK、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ ル エ ヘ イ エ は 『 私 は 存在 する 。 
だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 存在 する 』、『 私 は 存在 し た い 様 に 存在 する 者 で あ 


る 』 を 意味 する 。 

モー セ は 、 出 エジプト 記 3 章 の 燃え る 柴 か ら 、3 つ 1 組 の 枝 を 選ん で 抜き 出し て 取り 、 
奇跡 の 杖 、 モ ー セ と アー ロン の 杖 と し て 用 いた 。 

モー セ と アー ロン の 杖 は 、 燃 える 柴 の 根 か ら 切り 離さ れ て いた が 、 命 を 保ち 続け て 開 


花 し 続け た 。 

アー ロン の 杖 は 契約 の 箱 の 中 に 保存 され た 。 

ダヴ ィ デ 王 は アー ロン の 杖 を シオ ン の 山 に 植え た 。 

ソロ モン は 、 ア ー ロ ン の 杖 の 3 つ 1 組 の 幹 の 各部 か ら 木 材 を 取っ て 、 ボ アズ と ヤキ ン 
と いう 2 つの 柱 を 作っ た 。 

ソロ モン は 、 ボ アズ と ヤキ ン を エル サレ ム 神 殿 の 入り 口 に 置い た 。 

ソロ モン は 、 ボ アズ と ヤキ ン を 青銅 で 響 っ た 。 

ソロ モン は 、 ボ アズ と ヤキ ン の 第 3 の 部 分 を エル サレ ム 神 殿 の 入り 口 に 組み 込ん だ 。 
ボア ズ と ヤキ ン は 、 汚 れ た も の が エル サレ ム 神 殿 の 中 に 入る の を 防ぐ で タリス マン で 
あっ た 。 

し か し 、 何 人 か の レヴ ィ 族 の 邪悪 な 人 間 が 、 邪 悪 な 自由 に 対し て の 障壁 と 成る ボア 
ズ と ヤキ ン を 、 夜 中 に 、 引 き 抜 き 、 石 の 重荷 を 乗せ て 、 ヨ ハネ に よる 福音 5 草 の ベ ト サ 
ダ の 池 の 底 に 投げ 捨て た 。 


ボア ズ と ヤキ ン が 投げ 捨て られ た 時 か ら 、 神 の 使者 、 天 使 が 、 ヨ ハネ に よる 福音 5 章 
の ベト サダ の 池 の 水 を 混ぜ て 、 病 気 を 治す と いう 奇跡 の 性 質 を ベト サダ の 池 の 水 に 
与え た 。 

(ヨハ ネ に よる 福音 5 章 4 節 『 天 使 が ベト サダ の 池 の 水 を 混ぜ る 事 が 有 っ た 。 天 使 
が ベト サダ の 池 の 水 を 混ぜ た 後に 最初 に ベト サダ の 池 に 入っ た 人 の 病気 は 治っ 

た 』) 

天使 は 、 ヨ ハネ に よる 福音 5 章 の ベト サダ の 池 の 水 を 混ぜ て 病気 を 治す 性 質 を 与え 
る 事 に よっ て 、 ベ ト サ ダ の 池 の 深 み に 存 在 す る ソロ モン の 木 ボ アズ と ヤキ ン の 探求 か 
ら 人 の 注意 を そら し た 。 

イエ ス キリ スト の 時 代 に 、 ヘ へ ブラ イ 人 は 、 ヨ ハネ に よる 福音 5 章 の ベト サダ の 池 を 洗 
浄 し て 、 木 の 柱 ボ アズ と ヤキ ン を 発見 し た 。 

へ ブラ イ 人 の 目 に は ボア ズ と ヤキ ン が 無 価値 に 見 えた の で 、 へ ブラ イ 人 は 、 ボ アズ と 
ヤキ ン を 、 都 市 エル サレ ム の 外 に 運ん で 、 ヨ ハネ に よる 福音 18 章 の ケ デ ロン の 谷 に 
橋 と し て 架かる 様 に 投げ 捨て た 。 

救い 主 イ エス は 、 ヨ ハネ に よる 福音 18 章 で 夜中 に オリ ー ブ 山 の ゲッ セ マ ネ の 園 で と 
ら わ れ た 後に 、 ヨ ハネ に よる 福音 18 章 の ケ デ ロン の 谷 の 橋 ボ アズ と ヤキ ン を 渡っ た 。 
イエ ス の 死刑 執行 人 ども は 、 ヨ ハネ に よる 福音 18 章 の ケ デ ロン の 谷 の 橋 ボ アズ と ヤ 
キン か ら 、 イ エス を 水 の 中 に 投げ 込ん だ 。 

イエ ス の 死刑 執行 人 ども は 、 急 いで 、 イ エス の 受難 の 、 重 要 な 手段 で ある 十字 架 を 
用 意 し た 。 

イエ ス の 死刑 執行 人 ども は 、 ボ アズ と ヤキ ン か ら 十 字 架 の 木材 を 取っ た 。 

イエ ス の 十字 和 架 は 3 種類 の 木 で 作ら れ た 。 

イエ ス の 死刑 執行 人 ども は 、 ボ アズ と ヤキ ン で 、 十 字 架 を 形成 し た 」 


「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔い 改め )」 の 例え 話 は 、 カ バラ の 大 いな る 
口伝 と 、 現 在 で は 全く 知ら れ て いな い 使徒 ヨハ ネ の 秘密 の キリ スト の 教え を 、 具 体 的 
に 例示 し て いる 。 

「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔い 改め )」 の 例え 話 に よる と 、 セ ト 、 モ ー セ 、 
ダヴ ィ デ 、 ソ ロモ ン 、 イ エス キリ スト は 、 同 じ カ バラ の 木 か ら 、 王 多 と 大 祭司 の 杖 を 獲 
得 し た 。 

「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔い 改め )」 の 例え 話 に よっ て 、 マ タイ に よる 
量 音 2 章 で 、 な ぜ 3 人 の マギ が 飼 葉 桶 と いう 卑しい 所 に いる イエ ス キリ スト を 閣 礼 
し た の か 理解 で きる 。 

エノク 書 に 戻 ろ う 。 

な ぜ な ら 、 不 明 の 手書き の 文書 で ある 「the Penitence of Adam( ア ダム の 悔い 
改め )」 よ り 、 エ ノ ク 書 は 典拠 が 多い 。 

ユダ の 手紙 1 章 14 節 か ら 15 節 で エノク 書 60 章 8 節 と 1 章 9 節 を 引用 し て いる 。 

口伝 で は エノク が 文字 を 発明 し た 。 

その た め 、「 形 成 の 書 」 に 含ま れ て いる 教え の 起源 は エノク まで 遡る に 違い 無い 。 

「 形 成 の 書 」 は カバ ラ の 基礎 の 作品 で ある 。 

ラビ に よる と 、「 形 成 の 書 」 の 編集 者 は 21 祖 ア ブラ ハム で ある 。 

(ラビ は へ ブラ イ 語 で 師 を 意味 する 。) 

21 祖 ア ブラ ハム は 、7 祖 エ ノ ク の 秘密 の 継承 者 で ある 。 

21 祖 ア ブラ ハム は 、 イ スラ エル で の 秘伝 伝授 の 父 で ある 。 

エノク が 古代 エジプト の ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス で ある 、 と 思わ れる 。 

有名 な トー ト の 書 タ ロッ ト は 象徴 と 数 に よっ て 描か れ て いる 。 

エノク の タロ ッ ト は 、 モ ー セ の 了 回 書 と 全て の 神秘 より 前 か ら 存在 する 、 隠 され た 回 
書 で ある 。 


秘伝 伝授 者 ギヨーム ポス テル は 、 著 書 で 頻 筐 に に 、 エ ノ ク の 創世 記 と いう 名 前 で 、 
タロ ッ ト に つい て 話し て いる 。 

創世 記 5 章 24 節 と エノク 書 で 、 エ ノ ク は 他 の 人 の 様 に 死な な いで 神 が エ ノ ク を 天 
へ 連れ て 行っ た 、 と 記さ れ て いる 。 

時 の 終わ り に 、 エ ノ ク は 、 地 上 に 戻り 反 キ リス ト を 破る 。 

時 の 終わ り に 、 エ ノ ク は 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 11 章 の 2 人 の 真理 の 証人 の 1 人 、2 人 
の 最後 の 疾 教 者 の 1 人 に 成る で あろ う 。 

エノク の 考え が 死な な いと いっ た 意味 で 聖書 が エノク に つい て 話し て いる 事 は 、 カ 
バラ が 全て の 大 いな る 祖 達 に つい て 口伝 で 話し て いる 事 で も ある 。 

ヨハ ネ に よる 福音 21 章 23 節 で ヨハ ネ は 死な な いと いう うわ さ が 初 期 の キリ スト 
教徒 達 に 広まっ た 。 

墓 の 中 で 使徒 ヨハ ネ が 息 を し て いる の が 見 られ る と 長い 間 、 信 じ ら れ て いた 。 

エノク 、 ヨ ハネ 達 に つい て の 話 は 、 命 に つい て の 完全 な 知 は 魂 な ど を 死 か ら 守 っ て 
くれ る 、 と いう 事 を 説明 し て いる 。 

直感 が 常に 大 衆 を 推測 へ 導く 様 に 。 

宗教 人 信じ る べき で ある と いっ た 、 推 測 へ 直感 が 常に 大 衆 を 導く 様 に 。 

タロ ッ ト と エノク 書 は 現存 し て いる エノク の 記録 で ある 。 

タロ ッ ト に は 象徴 が 描か れ て いる 。 

エノク 書 に は 例え 話 が 記さ れ て いる 。 

タロ ッ ト は 秘伝 伝授 の 祭司 だ け の 鍵 で ある 。 

エノク 書 は 魔術 の 情報 流出 の 歴史 で ある 。 

巨人 ども が 支配 的 に 成っ た 事 の 原因 、 古 代 の 世界 の 崩壊 の 原因 、 混 乱 が 支配 的 
に 成っ た 事 の 原因 は 、 魔 術 の 情報 流出 で ある 。 


オリ ュ ン ポス の メト ディ オス また は パタ ラ の メト ディ オス は 、 キ リス ト 教 の 初期 の 時 
代 の 司教 で ある 。 

教会 の 教父 が 集め た 文書 の 中 に 、 メ トディ オス の 文書 が 存在 する 。 

メト ディ オス は 「 メ トディ オス の 予言 書 」 と いう 予言 の 黙示 録 を 書き 残し た 。 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 は 、 一 連 の 幻視 と 予見 に よっ て 、 世 界 の 歴史 を 明らか に し 
て いる 。 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 は 、 偽 書 で ある と し て メト ディ オス の 文書 と は 認め られ て 
いな い が 、 グ ノー シス 主義 者 は 「 メ トディ オス の 予言 書 」 を 保存 し た 。 

編者 不明 の フラ ンス の 予言 集 「 ミ ラビ リス リ ベ ル ( 和 驚異 の 書 )」 の 中 で 「 パ タラ の 司 
教 ベ メ コ ブ ス の 書 」 と いう 「 ベ メ コ ブ ス 」 と いう 名 前 で 「 メ トディ オス の 予言 書 」 は 印刷 
され た 事 が 有る 。 

活版 印刷 で 手書き の 文 を 活字 の 組み 合わ せ に 変換 する 人 が 無 学 だ っ た の で 、 
「 福 者 メト ディ オス 」 を 意味 する 「 ベ アト ゥ ス メト ディ オス 」 を 省略 し た 「 ベ ア メト ディ オ 
ス 」 を 「 ベ メ コ プ ブス 」 に 誤 変 換 し て し まっ た 。 

いく つか の 点 で 「 メ トディ オス の 予言 書 」 は 「the Penitence of Adam( ア ダム の 
悔い 改め )」 の 例え 話 と 符合 する 。 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 ど の よう に し て セト が 家族 と 共に 東 へ 移動 し て 地上 
の 楽園 に 近い 山 に 至っ た か 記さ れ て いる 。 

セト の 地 は 秘伝 伝授 者 の 故郷 と 成っ た 。 

イン ド で カイ ン の 子孫 は 偽 の 魔術 、 地 に 堕ち た 魔術 、 悪 人 の 霊 の 魔術 を 発明 し た 。 

イン ド は 第 殺し カイ ン の 地 と 成っ た 。 

イン ド の カイ ン の 子 は 悪人 の 霊 の 魔術 を 無 思 上 鹿 な 人 に 手 に 入れ させ た 。 

メト ディ オス は 、 イ シュ マエ ル の 子孫 で ある アラ ブ 人 と の 戦い と 、 ア ラブ 人 の 優勢 を 
予言 し て いる 。 


難 示 録 「 メ トディ オス の 予言 書 」 で メト ディ オス は アラ ブ 人 を ロー マ 人 を 圧倒 し た 
人 と 呼ん で いる 。 

メト ディ オス は アラ ブ 人 を 圧倒 し た フラ ンク 人 の 統治 を 予言 し て いる 。 

次 に 、 メ トディ オス は 北 か ら の 大 民族 が 支配 的 に 成る 事 を 予言 し て いる 。 

次 に 、 メ トディ オス は 個人 的 な 反 キ リス ト が 支配 的 に 成る 事 を 予言 し て いる 。 

次 に 、 メ トディ オス は 世界 的 な 王国 が 建て られ る 事 を 予言 し て いる 。 

メト ディ オス は 世界 的 な 王国 が フラ ンス の 王 の 手中 に 収まる 事 を 予言 し て いる 。 

次 に 、 長 期 の 多年 の 、 正 義 の 統治 が 存在 する 事 を 予言 し て いる 。 

「 魔 術 の 歴史 」 第 1 巻 で エリ ファ ス レヴ ィ は 予言 を 扱わ な い 。 

メト ディ オス が 善 の 魔術 と 悪 の 魔術 を 区 別して いる 事 に 注目 し て 欲し い 。 

メト ディ オス が セト の 子孫 の 聖 所 と カイ ン の 子 孫 に よる 知 の 冒 流 を 区 別して いる 
事 に 注目 し て 欲し い 。 

事実 、 超 越 的 な 知 は 自身 の 肉欲 を 超越 し た 人 の た め に 用 意 さ れ て いる 。 

処女 で ある 自然 は 結婚 の 寝室 の 鍵 を 姦 淫 な 人 に は 渡さ な い 。 

自由 な 人 と 、 肉 欲 の 奴隷 で ある 人 と いう 、2 種類 の 人 が 存在 する 。 

人 は 自身 の 肉欲 に 縛ら れ て 生ま れ 落 ちる が 、 人 は 知 に よっ て 肉欲 か ら の 自由 に 
到達 で きる 。 

既に 自由 で ある 人 と 、 肉 欲 か ら 未 だ 自由 で は な い 人 の 間 に 、 平 等 は 可能 性 すら 存 
在 し な い 。 

理性 の 分 け 前 は 統治 する 事 で ある 。 

先天 的 な も の で ある 肉欲 の 分 け 前 は 統治 され る 事 で ある 。 

それ に 反し て 、 も し 盲人 に 盲人 を 導 か せれ ば 、 盲 人 は 諸 共 に 穴 に 堕ち る で あろ う 。 

(マタ イ に よる 福音 15 章 14 節 「 も し 盲人 が 盲人 を 導 け ば 、 盲 人 は 諸 共 に 穴 に 堕 
ちる で あろ う 」) 


法 か ら 解 さき 放 た れ た 肉欲 に よる 自由 大 放 に は 、 自 由 は 存在 し な い 事 を 忘れ て は 


いけ な い 。 
法 か ら 解 き 放 た れ た 肉欲 に よる 自由 春 放 は 、 最 も 憎む べき 横暴 で ある 、 と 分 か る 
で あろ う 。 


法 に 従っ て も 良い と 思う 意思 に 、 自 由 は 存在 する 。 

自由 と は 、 自 分 の 義務 を 果たす 権利 が 存在 する 事 で ある 。 

正しい 人 だ け を 自由 で ある 人 と 呼ぶ 事 が で きる 。 

自由 で ある 人 が 肉欲 の 奴隷 で ある 人 を 統治 する べき で ある 。 

肉欲 の 奴隷 は 、 自 由 で ある 人 の 統治 か ら で は な く 、 肉 欲 の 束縛 か ら 自 由 に 成る 事 
を 求め られ て いる 。 

肉欲 の 束縛 の せい で 、 肉 欲 の 奴隷 は 主 無 し で は 存在 で き な い 。 

一 度 、 超 越 的 な 知 の 真理 を 認め な さい 。 

従わ せら れる 、 あ る 力 が 実際 に 存在 し て 、 力 に よっ て 自然 の 篤 異 的 な 成果 を 人 の 

意思 に 従わ せら れる と 仮定 し な さい 。 

力 が 存在 し て 、 力 に よっ て 自然 の 父 異 を 人 の 意思 に 従わ せら れる 場合 、 富 の 秘密 
と 共感 の 鎖 を 貧 欲 な 人 に 委ね られ る か どう か 言っ て みな さい 。 

富 の 秘密 と 共感 の 鎖 を 貸 欲 な 人 に は 委ね られ な い 。 

誘惑 術 を 放 湯 者 に は 和 要 ね られ な い 。 

他人 の 意思 を 統治 する 力 を 、 自 身 の 完全 な 統治 に 到達 で き な い 人 に は 委ね られ 
な い 。 

富 の 秘密 と 共感 の 鎖 を 信 欲 な 人 に 、 誘 惑 術 を 放 湯 者 に 、 他 人 の 意思 の 統治 力 を 
自身 を 統治 で き な い 人 に 委ね る 冒 済 が も た ら す 混乱 を 思う と 恐ろし い 。 

全て の も の が 汚泥 と 血 に 染まっ た 時 、 地 上 の 罪 を 消し 去る に は 、 大 洪水 が 必要 で 
ある 。 


世界 が 大 洪水 に 水流 する 、 エ ノ ク 書 に 記さ れ て いる 天使 の 堕天 の 歴史 の 例え 話 
が 表す 混乱 と は 、 富 の 秘密 と 共感 の 鎖 を 貧 欲 な 人 に 、 誘 惑 術 を 放 湯 者 に 、 他 人 の 意 
思 の 統治 力 を 自身 を 統治 で き な い 人 に 委ね た 冒 済 が も た ら す 混乱 で ある 。 

他人 の 意思 の 統治 力 を 自身 を 統治 で き な い 人 に 委ね る と いっ た 冒 潮 は 、 善 悪 の 
知 の 木 の 果 実 を 食べ て 冒 済 し た アダ ム の 罪 で ある 。 

大 洪水 は 、 交 悪 の 知 の 木 の 果 実に よる 、 死 に 至る 結果 で ある 。 

エノク 書 の 大 洪水 は 、 創 世 記 の ノア の 大 洪水 と 、 ノ ア の 大 洪水 に よる 破壊 で ある 。 

大 洪水 は 、 創 世 記 9 章 25 節 の ノア か ら ハ ム の 子 カ ナン へ の 呪い で ある 。 

創世 記 9 章 22 節 で 父 ノア の 裸 を 兄弟 に さら し た ハム の 無礼 は 、 隠 され た 秘密 の 
大 衆 へ の 口外 を 象徴 する 。 

(マタ イ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 ) 

創世 記 9 章 21 節 の ノア の 本 町 は 、 全 て の 時 代 の 祭司 の た め の 教訓 で ある 。 

神聖 な 生殖 の 秘密 、 神 の 生成 の 秘密 を 大 衆 の 不純 な 物 の 見 方 に さら す 人 に は 災 
い が 有 る ! 

眠っ て いる 父 を ハム の 模 條 者 に 括 い も の に され た く 無 い 人 は 皆 、 聖 所 を 閉ざし な 


秘伝 伝授 者 と 大 来 の 区 別 は 、 人 の 位階 の 法 に つい て の 、 セ ト の 子孫 の 口伝 で あ 
る 。 

カイ ン の 子 多 は 、 秘 伝 伝授 者 と 大 衆 の 区 別 を 認め な か っ た 。 

イン ド の カイ ン の 子孫 は 、 権 力 者 の 圧 制 を 正当 化し 、 弱 者 の 無知 を 永続 させ る 、 偽 
の 創世 記 を 提 造 し た 。 

イン ド で は 秘伝 伝授 が カー スト の 最上 位 の 聖職 者 だ け の 特権 に 成っ て し まっ た 。 

イン ド の カー スト は 、 生 まれ た 身分 が 低い と いう 口実 に よっ て 、 人 類 全体 を 永遠 の 
奴隷 の 運命 に 定め る 様 な 代物 で ある 。 


「 リ グ ヴェ ー ダ 」 で は 、 カ ー ス ト の 下位 に 生ま れ た 人 は 、 神 ブラ フ マ ー、 最 初 の 巨人 
プル シャ の 両 朋 か 両足 か ら 生 まれ た 、 と 話し て いる 。 

王者 と 奴隷 は 自然 に は 生じ な い 。 

全て の 人 は (王者 に 成る た め ) 労 苦 す る た め に 公平 に 生ま れる 。 

人 は 生ま れ た 時 は 完全 で ある が 社会 に よっ て 退化 し て 堕落 する 、 と 主張 する 人 は 、 
狂っ た 無政府 主義 者 で ある 。 

狂っ た 無政府 主義 者 は 夢見 が ちな 狂人 か も し れ な い が 。 

ルソー は 、 無 駄 に 、 感 傷 的 な 夢見 が ちな 人 で あっ た 。 

ルソー の 深い 暗黙 の 人 間 嫌い は 、 狂 信 的 な 支持 者 の 論理 が ルソー の 本 を 解釈 し 
た 時 、 憎 悪 と 破壊 の 実 を 結ん だ 。 

スイ ス の ジュ ネー ブ の 多 感 な 哲学 者 ルソー が 想像 し た 理想 卿 の 、 言 行 に 矛盾 が 
無い 創造 者 は 、 恐 怖 政 治 の 独裁 者 ロベスピエール と 恐怖 政治 の 指導 者 マラ ー で 
あっ た 。 

個人 の 頑 迷 さ の 責任 が 有り 得る 抽象 的 な 個性 は 社会 に は 無い 。 
社会 は 人 々 の 共同 体 で ある 。 

人 々 が 悪い せい で 共同 体 で ある 社会 は 悪く 成る 場合 も 有る し 、 人 々 が 良い と 共 
体 で ある 社会 は 素晴らし い 物 に 成る 場合 も 有る 。 

た だ し 、 社 会 自体 は 神聖 な 物 で ある 。 

社会 と 密接 に 不可 分 に 結び つい て いる 、 宗 教 自 体 は 神聖 な 物 で ある 様 に 。 

事実 、 宗 教 は 無 上 の 希望 と 強い 努力 の 共同 体 で は な いか ? 宗教 は 無 上 の 希 
望 と 強い 努力 の 共同 体 で ある ! 

前 記 の 様 に 、 社 会 牧 序 を 乱す 平等 に よる 、 義 務 に 逆らう 権利 に よる 、 社 会 と いう 神 
聖 な 物 へ の 冒 潮 に 対し て 、 イ ンド の カー スト の 特権 階級 で ある 聖職 者 な どの 虚偽 に 
対し て 、 自 然 は 答え を 出し た 。 


権威 を 自己 犠牲 に 与え る 事 に よっ て 、 社 会 の た め 自 尊 心 を 犠牲 に する 人 を 無 上 
の 大 いな る 人 と し て 公然 と た た える 事 に よっ て 、 法 の た め 欲 望 を 犠牲 に する 人 を 無 
上 の 大 いな る 人 と し て 公然 と た た える 事 に よっ て 、 キ リス ト 教 の 精神 だ けが イン ド の 
カー スト と いう 問題 を 精神 的 に 解決 し た 。 

へ ブラ イ 人 は 、 セ ト の 口伝 の 保管 者 で あっ た が 、 セ ト の 口伝 を 全く 純粋 に 保存 し な 
が つ だ 。 

へ ブラ イ 人 は 、 カ イン の 子孫 の 不正 な 野心 に 汚染 され た 。 

へ ブラ イ 人 は 、 肉 体 的 に 選ば れ た 民 で ある と 誤 信 し て 、 神 が 真理 を へ ブラ イ 人 に 
世 衣 財 産 と し て 与え た と 誤解 し た 。 

神 は 真理 を へ ブラ イ 人 に 人 類 全体 の た め に 保証 と し て 預け た 。 

「 形 成 の 書 」 の 崇高 な 口伝 と 並行 し て 、 タ ルム ー ド の 学者 ども に よる 奇怪 な 暴露 
が 存在 する 。 

例え ば 、 タ ルム ー ド の 学者 ども は へ ブラ イ 人 以外 に よる 偶像 崇拝 を 21 祖 ア ブラ ハ 
ム の せい に し て 、 は ば か ら な い 。 

タル ムー ド の 学者 ども は 、21 祖 ア ブラ ハム が 本 物 の 神 の 名 前 の 知 を 相続 財産 と 
し て 22 祖 イ サク の 子孫 に 残し た 、 と 話し て いる 。 

言い 換え る と 、 タ ルム ー ド の 学者 ども は 、 カ バラ は 22 祖 イ サク の 子孫 の 正統 な 世 
襲 の 所 有 財 産 で ある 、 と 話し て いる 。 

そし て 、 タ ルム ー ド の 学者 ども は 、21 祖 ア ブラ ハム が ヴェ ー ル に 覆 わ れ た 教え と 隠 
され た 謎 の 神 の 名 前 を 正妻 以外 の 妻 ハ ガル と の 子 イ シュ マエ ル の 子孫 で ある アラ 
ブ 人 に 与え た 、 と 話し て いる 。 

タル ムー ド の 学者 ども は 、21 祖 ア ブラ ハム が イシ ュ マ エル の 子孫 で ある アラ ブ 人 
に 与え た 、 ヴ ェ ー ル に わ れ た 教え と 隠さ れ た 謎 の 神 の 名 前 が 、 速 や か に 物質 化し 
て 、 偶 像 に 変質 し た 、 と 話し て いる 。 


父 ア ブラ ハム は 偽 の 宗教 、 非 論理 的 な 神秘 、 オ リエ ント の 迷信 、 恐 怖 の 生 費 と いう 
何と いう 物 を 、 追 い 出し た 妻 ハ ガル と 子 イ シュ マエ ル の 子 擦 で ある アラ ブ 人 に 与え た 
の か ? いい え ! 父 ア ブラ ハム は 偽 の 宗教 、 非 論理 的 な 神秘 、 オ リエ ント の 迷信 、 
世 怖 の 生 費 と いっ た 物 を 、 追 い 出し た 妻 ハ ガル と 子 イ シュ マエ ル の 子孫 で ある アラ 
ブ 人 に 与え て いな い ! 

妻 ハ ガル と 子 イ シュ マエ ル を 荒野 に 追い 出し た だ け で は 不足 だ っ た の か ? いい 
え ! 

父 ア ブラ ハム は 唯一 の パン と 水 の 袋 を 妻 ハ ガル と 子 イ シュ マエ ル に 与え た が 、 父 
アブ ラ ハ ム は 偶像 と いっ た 虚偽 の 重荷 を 追放 生活 の 苦し み と 毒 と し て 妻 ハ ガル と 子 
イシ ュ マ エル に 更に 与え た の か ? いい え ! 父 ア ブラ ハム は 偶像 と いっ た 虚偽 の 
重荷 を 妻 ハ ガル と 子 イ シュ マエ ル に 与え て いな い ! 

キリ スト 教 の 栄光 は 、 キ リス ト 教 が 、 知 と 徳 で 区 別 は する が 、 人 種差 別 無し に 、 カ ー 
スト 差別 無し に 、 全 て の 人 を 真理 に 招待 し た 事 で ある 。 

マタ イ に よる 福音 7 章 6 節 で キリ スト 教 の 神 の 初 補 イエ ス は 「 豚 に 真珠 を 捨て る 
な 。 豚 が 真珠 を 踏み に じ る と いけ な いか ら で あ る 。 豚 が あな た の 方 を 向き あな た を 引 
き 人 裂く と いけ な いか ら で あ る 」 と 話し て いる 。 

( 

豚 は 悪人 の 例え で ある 。 

真珠 は 知 の 例え で ある 。 

) 

ヨハ ネ の 黙示 録 は 、 イ エス キリ スト の 教え に 関連 する 、 全 て の カバ ラ の 秘密 を 含 
ん で いる 。 

「 光 輝 の 書 」 と 同様 に 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 は 、 わ か り 難 い 書 物 で ある 。 

ヨハ ネ の 回 示 録 は 、 数 と 象徴 で 、 わ か り 難 く 記 され て いる 。 


ヨハ ネ の 黙示 録 で 使徒 ヨハ ネ は 秘伝 伝授 者 の 知 を 求め る 。 

例え 話 を 話し た り 謎 の 数 を 与え た り し た 後に 、 ヨ ハネ の 黙示 録 13 章 18 節 で 使 
徒 ヨ ハネ は 「 知 が 必要 で ある 。( 知 が 有る 者 は 理解 し な さい 。) 理 解 が 有る 者 は ( 獣 の ) 
数 を 数 えな さい 」 と 話し て いる 。 

イエ ス の 愛 弟 子 で ある 、 救 い 主 イエ ス の 全て の 秘密 の 受託 者 で ある 、 使 徒 ヨ ハネ 
は 、 大 衆 が 理解 で きる 様 に ヨハ ネ の 黙示 録 を 記さ な か っ た 。 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 ヨ ハネ の 黙示 録 は 、 隠 され た 学問 の 傑作 で ある 。 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 ヨ ハネ の 黙示 録 は 、 言 葉 より 多く の 意味 を 含ん で いる 。 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 ヨ ハネ の 黙示 録 は 、 表 現 方 法 が 、 詩 の 様 に 、 象 徴 的 で 
ある 。 

「 形 成 の 書 」、「 光 輝 の 書 」、 ヨ ハネ の 黙示 録 は 、 表 現 方 法 が 、 数 式 の 様 に 、 正 確 で 
ある 。 

ヨハ ネ の 黙示 録 は アブ ラ ハ ム と ソロ モン の 全て の 知 を 要約 、 補 完 、 超 越し て いる 。 

ヨハ ネ の 黙示 録 は アブ ラ ハ ム と ソロ モン の 全て の 知 を 要約 、 補 完 、 超 越し て いる 
事 を 、 超 越 的 な カバ ラ の 鍵 の 説明 に よっ て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 証明 する つも り で あ 
る 。 

少な か ら ず 、「 光 輝 の 書 」 の 最初 の 深い 意味 と 映像 の 崇高 な 簡潔 さ を 見 る と 邊 く 。 

後記 の 様 に 、「 光 輝 の 書 」 の 最初 に は 記さ れ て いる 。 


「 つ り 合 い の 知 は 、 隠 され た 知 の 鍵 で ある 。 

つり 合っ て いな い 力 は 無 に 消え 去る 。 

その た め 、 古 代 の 世界 の 権力 者 ども 、 巨 人 の 権力 者 ども は 消え 去っ た 。 
権力 者 ども は 、 根 が 無い 木 の 様 に 、 転 倒し て 地 に 堕 ち た 。 
権力 者 ども の 居場所 は 、 も う 無 か っ た 。 


神 の 霊 が 独力 で 天 に 場所 を 作っ た り 水 を 集め る まで 、 つ り 合 っ て いな い 力 の 葛藤 に 
よっ て 、 荒 れ た 地 は 形 が 無く 空 で あっ た 。 

( 

創世 記 1 章 2 節 『 地 は 形 が 無かっ た 。 地 は 空 で あっ た 。 神 の 霊 が 水 の 面 を 覆っ て い 
た 』 

創世 記 1 章 6 節 『 神 は 、 水 の 間 に 天 が 存在 する 様 に 、 と 話し た 』 

創世 記 1 章 9 節 『 神 は 、 天 の 下 の 水 が 唯一 の 場所 に 集まる 様 に 、 乾 いた 地 が 表れ 
る 様 に 、 と 話し た 』 

) 

そし て 、 自 然 の 全て の 目標 は 、 形 の 統一 体 へ 、 つ り 合 っ て いる 力 の 生き て いる 総合 体 
へ 向かっ た 。 

光 を か ぶっ て いる 神 の 顔 が 広大 な 海 の 上 に 昇っ た 。 

神 の 顔 は 水 に 反映 され た 。 

神 の 2 つの 目 が 輝い て 光 を 放っ た 。 

神 が 2 つの 目 か ら 放 っ て いる 2 つの 光線 は 、 水 が 反射 し た 2 つの 光線 と 交わ っ た 。 
神 の 額 と 2 つの 目 は 三角 形 を 天 に 形成 し た 。 

神 の 額 と 2 つの 目 の 反 映 は 第 2 の 三角 形 を 水 に 形成 し た 。 

前 記 の 様 に し て 、 神 は 数 6 を 啓示 し た 。 

数 6 は 世界 の 創造 の 数 で ある 」 


HE MAGICAL HEAD OF THE ZOHAR 


前 記 は 、 文 字 通 り の まま で は 理解 で き な い 「 光 輝 の 書 」 の 最初 を 説明 、 解 釈 、 通 
し た 文書 で ある 。 

「 光 輝 の 書 」 の 著者 は 「 神 を 人 の 形 で 記し て いる が 、 著 者 の 意図 を 表現 し た に 過 
ぎ な い 。 神 は 人 の 思考 に よる 表現 を 超越 し て いる 。 神 は 全て の 形 に よる 表現 を 超越 
し て いる 」 と 明らか に し て いる 。 

パス カル は 「 神 は 中 心 が 全 て の 場所 に 存在 する 円 周 の 無い 円 で ある 」 と 話し て い 
る 。 

し か し 、 ど の よう に し た ら 円 周 の 無い 円 の 中 心 を 想像 で きる で あろ うか ? 円 周 の 
無い 円 の 中 心 は 想像 で き な い ! 

「 光 輝 の 書 」 の 著者 な ら ば 、「 神 は 中 心 が 全 て の 場所 に 存在 する 円 周 の 無い 円 で 
ある 」 と いう パス カル の 矛盾 し た 表現 の 正反対 を 選ん で 、 パ スカ ル の 様 に 神 を 円 に 
例え て 、「 神 は 円 周 が 全て の 場所 に 存在 する 中 心 が 無い 円 で ある 」 と 話し た で あろ う 。 

し か し 、「 光 輝 の 書 」 で は 、 も の の 普遍 の つり 合い を 天 各 に 例え た 。 

「 光 輝 の 書 」 で は 、 も の の 普遍 の つり 合い を 円 に 例え な か っ た 。 

「 光 輝 の 書 」 に は 「 つ り 合 い は 全て の 場所 に 存在 する 。 つ り 合わ せら れる 、 つ り 合 
い の 中 心 点 は 全て の 場所 に 存在 する 」 と 記さ れ て いる 。 

パス カル の 思想 より 、「 光 輝 の 書 」 の 思想 は 説得 力 が 有り 深い と わか る 。 

続け て 、 後 記 の 様 に 、「 光 輝 の 書 」 の 最初 で 著者 は 崇高 な 夢 起 を 記し て いる 。 


「 人 の 形 を し た 、 神 の 言葉 と いう 総合 体 は 、 太 陽 が 昇る 様 に 、 ゆ っ くり と 昇っ て 、 水 の 
中 か ら 表れ た 。 

神 の 2 つの 目 が 表れ る と 、 光 を 創造 し た 。 

神 の 口 が 表れ る と 、 霊 を 創造 し 、 神 の 言葉 を 表し た 。 

神 の 頭 が 全て 表れ る と 、 創 造 の 第 1 日 が 終わ っ た 。 


神 の 両 肩 、2 つの 腕 、 胸 が 表れ る と 、 作業 が 始ま っ た 。 

神 の 形 は 、 一 方 の 手 で 海 を 押し 返し 、 他 方 の 手 で 大 陸 と 山 を 立ち 上 げた 。 

神 の 形 は 表れ て いく 。 

神 の 生殖 器官 が 表れ る と 、 全 て の 存在 は 充実 し 増え 始め た 。 

神 の 男性 器 が 表れ る と 、 全 て の 存在 は 充実 し 増え 始め た 。 

つい に 、 一 方 の 足 を 地 の 上 に 置き 、 他 方 の 足 を 水 の 上 に 置い て 、 神 の 形 は 立っ た 。 
体 を 長 々 と 伸ばし て 、 神 の 形 は 創造 の 大 海 の 中 の 自身 を 見 た 。 

神 の 形 は 自身 の 反映 に 息 を 吹き か けた 。 

神 の 形 は 自身 の 反映 を 命 に 招待 し た 。 

神 の 形 は 『 人 を 創造 し よう 』 と 話す と 、 人 を 創造 し た 」 


THE GREAT KKABALISTIC SYMBOL OF THE ZOHAR 


人 の 典型 で ある 神 の 言葉 と いう 総合 体 が 成就 し た 創造 と いう 「 光 輝 の 書 」 の 最初 
の 映像 の 様 な 美 し さ は 、 他 の 全て の 詩人 の 傑作 に は 存在 し な い 。 
「 光 輝 の 書 」 に 従う と 、 人 は 影 の 影 で ある 。 
人 は 神 の 力 の 体現 者 で ある 。 
人 の 典型 で ある 神 の 言葉 と いう 総合 体 の 様 に 、 人 は 手 を 東 か ら 西 へ 伸ばす 事 が 
で きる 。 
人 の 典型 で ある 神 の 言葉 と いう 総合 体 は 、 地 を 人 に 領地 と し て 与え た 。 
人 の 典型 で ある 神 の 言葉 と いう 総合 体 が 、 カ バリ スト の 「 ア ダム カド モン 」、「 最 初 
の アダ ム 」、「 最 初 の 人 」 で ある 。 
(へ ブラ イ 語 で Kadmon、 カ ドモ ン は 最初 を 意味 する 。) 
神 の 言葉 と いう 総合 体 は 人 の 典型 で ある 事 が 、 カ バリ スト が 「 ア ダム カド モン 」、 
「 最 初 の アダ ム 」、「 最 初 の 人 」 を 巨人 と し て 描い て いる 意味 で ある 。 
人 の 典型 で ある 神 の 言葉 と いう 総合 体 が 世界 を 創造 し た 事 が 、 夢 で カバ ラ の 記 
憶 に と りつ か れ て いた ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ が 「 創 造 の 全体 は 唯一 の 巨人 で ある 」、 
「 神 は 人 を 世界 の 形 に 創造 し た 」 と 話し て いる 理由 で ある 。 
「 光 輝 の 書 」 は 光 の 創世 記 で ある 。 
「 形 成 の 書 」 は 真理 の は し ご で ある 。 
(創世 記 28 章 12 節 「 ヤ コブ は 夢 を みた 。1 つの は し ご が 地 の 上 に 立っ て いた 。 は 
し ご は 天 に 達し て いた 。 天使 が は し ご を 上 り 下 り し て いた 」) 
「 形 成 の 書 」 は 言葉 の 32 の 絶対 の 象徴 を 説明 し て いる 。 


「 形 成 の 書 」 が 説明 し て いる 、 言 葉 の 32 の 絶対 の 象 微 と は 、1 か ら 10 まで の 10 
の 数 と 22 文字 の へ ブラ イ 文 字 で ある 。 


各 へ ブラ イ 文 字 は 数 、 概 念 、 和 形 を も た ら す 。 


その た め 、 数 と 概念 と 形 に お ける 正確 な つり 合い と 完全 な 対応 と いう 力 に よっ て 、 
数 学 を 数 に 応用 で きる と 共に 、 数 学 を 概念 と 形 に 応用 で きる 。 

「 形 成 の 書 」 の 知 に よっ て 、 人 の 精神 を 真理 と 論理 に 根 づ か せる 事 が で きる 。 

「 形 成 の 書 」 は 、1 か ら 10 まで の 数 の 展開 に よっ て 、 可 能 な 限り の 全て の 進歩 の 
理由 を 人 の 知性 に 説明 する 。 

前 記 の 様 に 、「 光 輝 の 書 」 は 絶対 の 真理 を 表す 。 

「 形 成 の 書 」 は 、 絶 対 の 真理 の 、 獲 得 方 法 、 識 別 方 法 、 応 用 方 法 を も た ら す 。 


第 1 巻 弟 2 草 マ キ ギ の 魔術 


トー ト や ヘル メス と いう 名 前 の 様 に 、 十 中 八 九 、 ゾ ロア スタ ー と いう 名 前 は 象徴 的 
な 名 前 で ある 。 

エ ウ ド クソ ス と アリ スト テレ ス に よる と 、 ゾ ロア スタ ー は プラ トン 誕生 の 6000 年 前 
に (紀元 前 6427 年 頃 に ) 活 躍 し た 。 

ゾロ アス ター は トロ イア 戦争 の 約 500 年 前 に (紀元 前 1700 年 以前 に ) 活 躍 し た と 
話し て いる 人 た ちがい る が 。 

ゾロ アス ター は 古代 の バク トリ ア の 王 の 1 人 で ある と し て 話し て いる 人 た ち が 時 々 
いる が 。 

2 人 か 3 人 の 同名 異人 の ゾロ アス ター が 存在 し た と 話し て いる 人 た ちがい る 。 

エ ウ ド クソ ス と アリ スト テレ ス だ けが ゾロ アス ター の 魔術 的 な 性 格 を 理解 し て いた 、 

思わ れる 。 

な ぜ な ら 、 エ ウド クソ ス と アリ スト テレ ス は 順に 、 ゾ ロア スタ ー の 教え の 誕生 、 既 知 
の 世界 全体 の カバ ラ 時 代 、 プ ラ ト ン の 哲学 の 神秘 的 な 統治 が あっ た と 話し て いる 。 

事実 、 ゾ ロア スタ ー と 、 偽 の ゾロ アス ター と いう 、2 人 の ゾロ アス ター が 存在 し た 。 

言い 換え る と 、 神 秘 を 明か し た ゾロ アス ター と 、 神 秘 を 大 衆 へ 口外 し た 偽 の ゾロ ア 
スタ ー と いう 、2 人 の ゾロ アス ター が 存在 し た 。 

ゾロ アス ター は 、 ア フラ マズ ダー の 子 で ある 。 

ゾロ アス ター は 、 啓 蒙 さ れ た 教え の 初 祖 で ある 。 

偽 の ゾロ アス ター は 、 ア ー リ マン の 子 で ある 。 

偽 の ゾロ アス ター は 、 真 理 の 冒 流 的 な 大 衆 へ の 口外 を 始め た 者 で ある 。 


ゾロ アス ター は 、 古 代 の カル デア 人 、 メ ディ ア 人 、 ペ ル シ ャ 人 に と っ て の 、 人 に 成っ 
た 神 の 言葉 で ある 。 

ゾロ アス ター の 伝説 は 、 イ エス キリ スト の 伝説 に つい て の 予言 の 様 に 読め る 。 

その た め 、 普 遍 の つり 合い の 魔術 の 法 に 従っ て 、、 ゾ ロア スタ ー に 対し て 、 反 キリ ス 
ト に 相当 する 偽 の ゾロ アス ター が 存在 し た に 違い 無い と 類推 で きる 。 

物質 的 な 火 の 崇 拝 と 善悪 二元論 と いう 神 の 両極 性 に 対す る 不信 心 な 考え で ある 、 
拝 火 教 と 呼ば れる ゾロ アス ター 教 は 、 偽 の ゾロ アス ター の せい に する 必要 が 有る 。 

後世 に 、 偽 の ゾロ アス ター に よる ゾロ アス ター 教 は 、 マ ニ の 奇形 の 偽 の グノー シス 
主義 の マニ 教 と 、 偽 の メー ソン の 虚偽 の 原理 を も た らし た 。 

偽 の ゾロ アス ター は 物質 化 さ れ た 魔術 の 父 で ある 。 

偽 の ゾロ アス ター の 魔術 は 、 マ ギ の 大 虐殺 を も た らし た 。 

偽 の ゾロ アス ター の 魔術 は 、 最 初 は 正しかっ た マギ の 教え を 、 大 衆 に 迫害 させ た 。 

偽 の ゾロ アス ター の 魔術 は 、 最 初 は 正しかっ た マギ の 教え を 、 大 衆 に 忘却 させ た 。 

常に 真理 の 霊 が 霊感 を 与え て いる 、 教 会 は 、 魔 術 、 マ ニ 教 、 神 秘 主義 メーソン と 
いう 名 前 の 下 に 、 古 代 の 偽 の ゾロ アス ター に よる 神秘 の 大 衆 へ の 口外 に 多かれ 少 
な か れ 似 た も の を 全て 迫害 せ ざ る を えな か っ た 。 

例え ば 、 有 名 な 神殿 騎士 団 の 歴史 の 様 に 。 

今日 まで 大 衆 は 神殿 騎士 団 を 誤解 し て いる 。 

本 物 の ゾロ アス ター の 教え は 純粋 な カバ ラ の 教え と 、 同 じ で ある 。 

ゾロ アス ター が 神 に 対し て 抱い て いた 考え は 、 教 会 の 教父 が 神 に 対し て 抱い て い 
た 考え と 、 同 じ で ある 。 

ゾロ アス ター と 、 カ バラ また は 教会 は 、 名 称 だ けが 違う 。 

例え ば 、 ゾ ロア スタ ー の 3 つ 1 組 は 、 キ リス ト 教 の 三位一体 で ある 。 


ゾロ アス ター は 、 縮 小 無し に 、 分 割 無し に 、3 つ 1 組 の 中 の 1 つ 1 つ に 3 つ 1 組 が 
存在 する と 主張 し た 。 

ゾロ アス ター に よる 3 つ 1 組 の 中 の 1 つ 1 つ に 3 つ 1 組 が 存在 する と いう 表現 は 、 
キリ スト 教 の 神学 者 が 三位一体 の 相互 内 在 と し て 理解 し て いる も の で ある 。 

3 つ 1 組 に よる 3 つ 1 組 の 増殖 に よっ て 、3 組 の 3 つ 1 組 に よっ て 、 ゾ ロア スタ ー 
は 、 数 9 と いう 絶対 の 論理 と 、 全 て の 数 と 形 の 普遍 の 鍵 に 到達 し た 。 

キリ スト 教徒 が 三位一体 と 呼ん で いる 者 を 、 ゾ ロア スタ ー は 3 つの 深 さ と 呼ん で 
いる 。 

ゾロ アス ター の 第 1 の 深 さ 、 父 で ある 神 は 、 信 心 の 源泉 で ある 。 

ゾロ アス ター の 第 2 の 深 さ 、 神 の 言葉 イエ ス は 、 真 理 の 源泉 で ある 。 

ゾロ アス ター の 第 3 の 深 さ 、 神 の 聖霊 に よる 創造 的 な 行動 は 、 愛 の 源泉 で ある 。 

ゾロ アス ター の 3 つ 1 組 の 高等 な 事 を 確認 する に は 、 読 者 は 古代 の アッ シリ ア 人 
の 教え に つい て の プ セ ロス の 注釈 を 参考 に する と 良い 。 

古代 の アッ シリ ア 人 の 教え に つい て の プ セ ロス の 注釈 は 、Franciscus Patricius 
の 「 哲 学 的 な 魔術 」 の 1593 年 発行 の ハン ブル ク 版 の 24 ペー ジ 目 に 存在 する 。 

ゾロ アス ター は 、9 位階 で 天 の 位階 と 自然 の 全て の 調和 を 定め た 。 

ゾロ アス ター は 、 概 念 か ら も た ら さ れる も の は 全て 、3 つ 1 組 に よっ て 説明 する 。 

ゾロ アス ター は 、 形 に 属す る も の は 全て 、4 つ 1 組 に よっ て 説明 する 。 

概念 の 3 つ 1 組 と 形 の 4 つ 1 組 か ら 、 創 造 の 原型 で ある 数 7 に 至る 。 

ゾロ アス ター の 3 つ 1 組 、4 つ 1 組 、 数 7、3 組 の 3 つ 1 組 の 数 9 で 、 第 一 の 入門 
は 終わ っ た 。 

そし て 、 学 者 の 仮説 が 始ま る 。 

ゾロ アス ター は 、 数 を 擬人 化し た 。 

ゾロ アス ター は 、 概 念 を 象徴 で 表し た 。 


後世 に 、 ゾ ロア スタ ー に よる 数 の 擬人 化 と 概念 の 象徴 化 は 、 偶 像 に 成っ て し まっ た 。 

三重 の へ カテ ー の 3 つ 1 組 の 代行 者 Synoches、Teletarchae、Fathers が 現れ 
78 

3 人 の Amilictes が 現れ た 。 

HYypezocos の 三重 の 顔 が 現れ た 。 

天使 は 9 位階 の 天使 の ヒエ ラル キー に 従い 、 悪 魔 は 9 位階 の ヒエ ラル キー に 従 
い 、 人 の 魂 は 9 位階 の ヒエ ラル キー に 従う 。 

星々 は 知 の 輝き の 象徴 、 知 の 輝き の 反映 で ある 。 

物質 的 な 太陽 は 、 真 理 と いう 太陽 の 象徴 で ある 。 

真理 と いう 太陽 は 、 第 1 の 源泉 の 影 で ある 。 

第 1 の 源泉 か ら 、 全 て の 栄光 が 湧き 出 て いる 。 

物質 的 な 太陽 は 真理 と いう 太陽 の 象徴 な の で 、 ゾ ロア スタ ー の 弟子 は 夜明け を 
敬礼 し た 。 

その た め 、 未 開 人 は ゾロ アス ター の 弟子 を 太陽 崇拝 者 と 呼ん で いた 。 

ゾロ アス ター の 教え が 、 マ ギ の 教え で あっ た 。 

さら に 、 マ ギ は 、 自 然 の 隠さ れ た 力 を 与え る 秘密 の 所 有 者 で あっ た 。 

自然 の 隠さ れ た 力 を 与え る 秘密 を 要約 する と 、 超 越 的 な 火 を 応用 する わざ と 呼べ 
る 。 

な ぜ な ら 、 超 越 的 な 火 を 応用 する わざ は 、 火 の 深い 知 と 、 火 の 統治 の 深い 知 に 、 
密接 に 結び つく 。 

マギ が 、 電 気 を 知っ て いた だ け で は な く 、 現 在 で も 知ら れ て いな い 方 法 で 火 を 発 
生 し 導 け た 事 は 確か で ある 。 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 マ ギ の 儀式 を 学ん で マギ の 神秘 に 入門 し 
て 、 ル キ ウ ス ピ ソ に よる と 雷 を 発生 し 操作 する わざ を 所 有 し て いた 。 


ロー マ の 祖 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 雷 の 祭司 だ け の 秘密 を 、 ロ ー マ の 王者 達 の た め 
に 保存 し よう と し た 。 

し か し 、 ロ ー マ の 第 3 の 王 ト ゥ ッ ル ス ホス ティ リウ ス は 、 ヌ マ ポン ピリ ウス が 残し た 
書物 を 元 に 神 ユ ピ テ ル の 呼び 出し を 試み た が 、 儀 式 が 粗雑 で あっ た た め 、 神 を 怒ら 
せ た の で 、 落 雷 に より 死ん で 、 二 の 祭司 だ け の 秘密 を ロー マ か ら 失 わせ た 。 

古代 の エト ルリ ア 人 の 口伝 を 典拠 に し て 、 大 プリ ニウス は 、 ヌ マ ポン ピリ ウス に よ 

雷 の わざ の 所 有 、 ト ゥ ッ ル ス ホス ティ リウ ス の 落雷 に よる 死 、 ロ ー マ か ら の 雷 の わ 
ざ の 喪失 を 話し て いる 。 

また 、 大 プリ ニウス は 、 ヌ マ ポン ピリ ウス が 電池 の 電気 を ボル タ と 呼ば れ て いた 
ロー マ 地 方 を 荒らし て いた 奇形 の 動物 に 当て た 、 と 話し て いる 。 

ヌメ ヌ マ ポン ピリ ウス が 電池 の 電気 を ボル タ に 当て た 話 を 読む と 、 ボ ル タ 電 池 の 発 見 
者 ボル タ が 架空 の 人 物 で 、 ボ ル タ 電 池 は ヌ マ ポン ピリ ウス の 時 代 に さか の ぼる 、 と 
人 は 考え る か も し れ な い 。 

全て の アッ シリ ア の 象徴 は 火 の 知 に つなが っ て いる 。 

火 の 知 は マギ の 大 いな る 秘密 で あっ た 。 

アッ シリ ア の 至る 所 で 、 魔 術 師 が ライ オン を 殺し 蛇 を 操る 象徴 に 出会う 。 

ライ オン は 天 の 火 の 象徴 で ある 。 

蛇 は 地上 の 電磁 気 の 流 れ の 象徴 で ある 。 

ヘル メス の 魔術 の 全て の 不思議 は 、 火 の 知 と いう マギ の 大 いな る 秘密 に つなが っ 
て いる 。 

ヘル メス の 魔術 の 現存 する 口伝 は 「 大 いな る 務め 」 の 神秘 、「 大 作業 」 の 神秘 が 
火 の 統治 に 有る 事 を 証明 し て いる 。 

「 折 学 的 な 魔術 」 で 、 学 の 有る Franciscus Patricius は 、 プ ロク ロス の 神秘 に つ 
いて の 著作 、 パ ル メ ニ デ ス の 注釈 、「 パ イド ロス 」 に つい て の ヘル メイ アス の 注釈 、 


「 ピ レボ ス 」 と 「 パ イド ン 」 に つい て の オリ ュ ン ピオ ドロ ス の 注釈 と いっ た 、 プ ラ ト ン 主義 
者 の 著作 か ら 集め た 、 ゾ ロア スタ ー の 啓示 を 知ら せ た 。 

ゾロ アス ター の 啓示 の 前 半 は 、 ゾ ロア スタ ー の 教え を 明確 に 記し た 物 で ある 。 

ゾロ アス ター の 啓示 の 後半 は 、 魔 術 の 儀式 の 実践 方 法 の 指示 で ある 。 

後記 は 、 ゾ ロア スタ ー の 啓示 で ある 。 


「 半 神 半 寺 と 供 儀 」 


肉体 を 持た な い 半 神 半 霊 が 存在 する 、 と いう 事 を 自然 か ら の 伝授 に よっ て 教わる 。 

物質 に 存在 する 悪 の 種 が 公共 の 利益 に 変わ る 、 と いう 事 を 自然 か ら の 伝授 に 
よっ て 教わる 。 

し か し 、 肉 体 を 持た な い 半 神 半 霊 の 存在 と 、 物 質 に 存在 する 悪 の 種 の 公共 の 利 
益 へ の 変化 は 、 思 考 の 奥底 に 隠す 必要 が 有る 、 神 秘 で ある 。 

大 気 の 中 で 常に 振動 させ られ 跳躍 する た め 、 天 の 火 は 肉体 の 様 な 形 を と る 事 が 
で きる 

後記 の 様 に 、 さ ら に 進め て 断言 し よう 。 

映像 と 反映 に 満ち あふ れ て いる 火 が 存在 する 。 

も し 、 あ な た が 望む の で あれ ば 、 天 の 火 を 、 光 を 放ち 、 話 し 、 光 に 戻る 、 過 剰 な 光 と 
呼び な さい 。 

天 の 火 は 、 光 の 燃え る 馬 で ある 。 

と いう より は むし ろ 、 天 の 火 は 、 光 の 燃え る 馬 、 天 の 馬 を 圧倒 し て 教え 込ん で いる 、 
強い 幼子 で ある 。 

光 の 燃え る 馬 、 天 の 馬 を 圧倒 し て 教え 込ん で いる 、 火 の 衣 を まとっ た 、 金 で 飾ら れ 
た 旗 を 持っ た 、 強 い 幼 子 を 思い 描き な さい 。 


また は 、 光 の 燃え る 馬 、 天 の 馬 を 圧倒 し て 教え 込ん で いる 、 矢 を 持っ た 、 裸 の 、 愛 の 
神 エ ロス を 思い 描き な さい 。 

し か し 、 も し 瞬 想 が 長引く の で あれ ば 、 ラ イオ ン を 思い 描き な さい 。 

そう し て 、 何 物 も 見 えな く 成っ た ら 、 天 空 が 見 えな く 成 っ た ら 、 世 界 の 広がり が 見 え 
な く 成 っ た ら 、 星 々 が 輝く の を や め た ら 、 月 が ヴェ ー ル に わ れ た ら 、 地 が 岩 え た ら 、 
雷 が 地 を 弄 ん だ ら 、 自 然 の 魂 の 、 目 に 見 える 霊 を 呼び 出す な か れ 。 

な ぜ な ら 、 神 聖 な 試練 に よっ て 体 を 清め る まで 、 自 然 の 魂 の 、 目 に 見 える 寺 を 見 て 
は いけ な い 。 

魂 を 減退 する も の が 神聖 な 務め か ら 逸 ら そ うと する 。 

犬 の 顔 の 半 神 半 霊 が 、 物 質 の 限界 か ら 、 あ ら われ る 。 

そし て 、 犬 の 上 顔 の 半 神 半 寺 が 、 実 体 が 無い 、 体 の 見 せ か け を 、 人 の 肉眼 に 、 見 せる 。 

へ カテ ー の 、rhombos と いう 古代 の 魔術 の 儀式 の 吟 る 様 な 音 を 出す 道具 に よっ 
て 描か れる 輪 の 周囲 で 労苦 し な さい 。 

降 寺 術 で の 外国 語 の 名 前 を 変え る な か れ 。 

な ぜ な ら 、 降 霊 術 で の 外国 語 の 名 前 は 、 神 の 汎 神 論 で の 名 前 で ある 。 

降 霊 術 で の 外国 語 の 名 前 、 神 の 汎 神 論 で の 名 前 は 、 大 衆 の 信心 に よっ て 磁化 さ 
れ て いる 。 

その た め 、 降 墨 術 で の 外国 語 の 名 前 の 力 、 神 の 汎 神 論 で の 名 前 の 力 は 、 言 い 表 
せな い ほ ど 大 きい 。 

全て の 霊 、 全 て の 幻 が あら われ た 後に 、 肉 体 を 持た な い 天 の 火 の 輝き 、 矢 が 全 方 
位 で 世界 の 深み を 貫く 神 の 火 の 輝き を 見 た ら 、 天 の 火 の 言葉 を 聞き な さい 。 


前 記 の 、 ゾ ロア スタ ー の 啓示 の 驚く べき 文書 は 、Franciscus Patricius の ラテ ン 


語 の 書 「 哲 学 的 な 魔術 」 か ら の 引用 で ある 。 


ゾロ アス ター の 啓示 は 、 磁 気 の 催眠 の 秘密 と 、 物 事 の 秘密 を 、 病 か に 深く 、 ま と め 
て いる 。 

ゾロ アス ター の 啓示 は 、 メ スメル と メス メル の 模 信者 デュ ポテ の 様 な 人 々 が 想像 
で き な か っ た 物 で ある 。 

後記 を 、 ゾ プロ アスター の 啓示 は 記し て いる 。 


(⑪ 

星 の 光 を 完全 に 記し て いる 。 

星 の 光 の 力 が 流体 の 形 を も た ら す 事 を 記し て いる 。 

星 の 光 の 力 が 言葉 の 反映 、 声 の 反響 で ある 事 を 記し て いる 。 

(2) 

達 道 者 の 意思 を 、 白 い 馬 に 乗っ た 強い 幼子 に よっ て 、 表 し て いる 。 

白い 馬 に 乗っ た 強い 幼子 と いう 描写 は 、 フ ラン ス 国 立 図書 館 に 保存 され て いる 古 
代 の タロ ッ ト の 19 ペー ジ 目 に 描か れ て いる 絵 と 符合 する 。 


(③) 

誤っ た 方 向 に 向け られ た 魔術 の 作業 が も た ら す 幻覚 の 危険 性 を 記し て いる 。 
(④) 

外国 語 の 名 前 や 言葉 を 応用 し て いる 魔術 の 存在 理由 を 記し て いる 。 

(⑤) 


rhombos と いう 、 幼 子 の 喰 り 独楽 に 似 て いる 、 古 代 の 魔術 の 儀式 の 喰 る 様 な 音 
を 出す 磁気 の 魔術 の 道具 を 記し て いる 。 

(⑥) 

魔術 の 実践 の 条件 が 、 完 全 な 催眠 状態 と 完全 に 想像 が 透明 な 状態 に お ける 、 想 
像 力 の 静止 と 感覚 の 鎮静 で ある 事 を 記し て いる 。 


後記 が 、 古 代 の 世界 の ゾロ アス ター の 啓示 か ら 導 か れる 。 

予見 の 忘 我 状態 は 、 魂 を 、 自 発 的 に 直接 的 に 、 天 の 火 、 普 遍 の 火 、 映 像 に 満ち あ 
ふれ て いる 星 の 光 に 、 夢 中 に させ る 事 で ある 。 

星 の 光 は 、 光 を 放つ 。 

星 の 光 は 、 話 す 。 

星 の 光 は 、 全 て の 物 の 周囲 と 、 世 界 の 全て の 天体 の 周囲 を 循環 し て いる 。 

試練 の 継続 が 強め た 、 感 覚 か ら 自 由 に 成っ た 、 意 思 の 持続 が 、 星 の 光 へ の 夢中 
を も た ら す 。 

魔術 の 入門 の 基礎 は 、 試 練 の 継続 と 、 感 覚 か ら の 自由 に 存在 する 。 

星 の 光 を 直接 的 に 読み 取る 力 に 到達 し た 達 道 者 は 予見 者 か 預言 者 に 成っ た 。 

星 の 光 と 自身 の 意思 の 間 の 交流 を 確立 し た 達 道 者 は 、 決 め ら れ た 方 向 へ 向け ら 
れ た 矢 の 先端 の 様 に 、 星 の 光 を 導く 方 法 を 得 た 。 

達 道 者 は 、 思 い 通 り に 、 葛 藤 か 平静 を 他 者 の 魂 に 伝達 で きた 。 
達 道 者 は 、 同 等 の 達 道 者 と の 遠隔 で の 交流 を 確立 し た 。 

要約 する と 、 達 道 者 は 、 星 の 光 の 力 を 応用 し た 。 

天 の ラ イオ ン は 、 星 の 光 の 力 を 表す 。 

腕 で ライ オン を 抑え て いる 大 いな る アッ シリ ア の 人 物 像 は 、 星 の 光 の 力 を 押さ えて 
いる 達 道 者 を 意味 する 。 

ライ オン の 体 と マギ の 頭 を 持つ 巨人 的 な スフィンクス は 、 星 の 光 を 表す 。 

星 の 光 を 魔術 的 な 力 に 従う 道具 と みな す と 、 星 の 光 は 、 神 聖 な 牛 を 殺す の に 用 い 
た 、 ミ トラ ス の 金 の 剣 で ある 。 

星 の 光 は 、 蛇 ピュ トン を 貫い て いる ポイ ボス アポ ロン の 矢 で ある 。 

バビ ロン や ニ ネ ヴェ と いっ た アッ シリ ア の 大 都市 を 心 の 中 で 再現 し よう 。 


花園 岩 の 巨 人 像 を 適正 な 場所 に 戻 そう 。 

象 と スフィンクス が 支え て いる 大 神殿 を 明確 に 表 そう 。 

記念 碑 の 柱 オペ リス ク を 建て 直 そ う 。 

オペ リス ク か ら 、 翼 を 広げ た 竜 が 輝く 目 で 見 下ろ し て いる 。 

像 や オベリスク と いっ た 不思議 な 大 建築 物 群 の 上 に 、 神 殿 と 宮殿 が 高く そびえ て 


いる 。 


永遠 に 隠さ れ て いる が 、 永 遠 に 奇跡 の 事実 に よっ て 表れ て いる 、 祭 司 と 王族 が 、 


地上 の 目 に 見 える 神 の 様 に 、 神 殿 と 宮殿 に 住ん で いる 。 


祭司 は 思い 通り に 神殿 を 雲 で 囲ん だ り 超自然 的 な 輝 さ で 輝 か せ る 。 
昼 に 暗闇 に 成っ た り 、 光 が 夜 を 明る く 照 ら す 。 

神殿 の ラン プ か ら 独 り で に 火 が 湧き 出す 。 

神々 の 像 が 光 を 放つ 。 

雷 の 音 が 聞こ える 。 

秘伝 伝授 者 の 呪い が 降り か か っ た 不信 心 な 人 に は 災い が 有る ! 
神殿 は 宮殿 を 守る 。 

祭司 は 王 を 守る 。 

王 の 従者 は 祭司 マギ の 宗教 の た め に 戦う 。 

王 自体 は 神聖 で ある 。 

王 は 地上 の 神 で ある 。 

王 が 通る 時 、 民 は ひれ 伏 す 。 

王 の 宮殿 の 敷居 を また ご うと 試み る 狂人 は 、 杖 や 剣 に よる 打撃 無し に 、 目 に 見 え 


な い 手 の 和 干渉 に よっ て 、 す ぐに 地 に 倒れ て 死ぬ 。 


王 の 宮殿 の 敷居 を また ご うと 試み る 狂人 は 、 雷 の 矢 に よっ て の 様 に 、 死 ぬ 。 
王 の 宮殿 の 敷居 を また ご うと 試み る 狂人 は 、 天 か ら の 火 に よっ て 、 死 ぬ 。 


何と いう 宗教 か ! 

何と いう 力 か ! 

ニム ロ デ の 影 、Belus の 影 、 ア ッ シ リ ア の 女王 セミ ラミ ス の 影 は 、 何 て 強い の か ! 

強大 な 王族 が 王座 に 座っ て いる 、 ほ と ん ど 神 話 に 成っ て いる 都市 、 巨 人 の 都市 、 
魔術 師 の 都市 、 口 伝 で は 天使 と みな され て いる 未だ に 神 の 子 や 天 の 王 と 呼ば れ て 
いる 人 の 都市 を 超越 で きる も の は 何 か ? 

どん な 神秘 が 過去 の 国 の 都市 と いう 墓 に 眠っ て いる の か ? 

過去 の 驚く べき 記録 を 再現 で き な い 現 代 人 が 現代 の 啓蒙 と 進歩 を ほめ た た えて 
いる 時 、 現 代 人 は 幼子 より 、 ま し で あろ うか ? いい え ! 過去 の 驚く べき 記録 を 再 
現 で き な い 現代 人 が 現代 の 啓蒙 と 進歩 を ほめ た た えて いる 時 、 現 代 人 は 幼子 に 過 
ざ な い ! 

魔術 に つい て の 作品 で 、 い くら か 恐れ な が ら 、 デ ュ ポテ は 「 磁 気 の 流体 の 流れ に 
よっ て 、 生 き て いる 存在 を 圧倒 し て 滅ぼす 事 は 可能 で ある 」 と 断言 し て いる 。 

魔術 的 な 力 は 、 磁 気 の 流体 の 限界 を 超越 し て いる 。 

実に 、 魔 術 的 な 力 は 、 推 測 さ れ て いる 磁気 の 流体 の 範囲 内 に 制限 され な い 。 

電気 や 雪 の 素 で ある 、 星 の 光 の 全て を 、 人 の 意思 で 思い 通り に 自由 に 配置 で きる 。 

し か し 、 星 の 光 の 景 散 す る べき 強い 力 を 獲得 する に は 何 を する 必要 が 有る の か ? 

ゾロ アス ター は 、 星 の 光 の 明 散 する べき 強い 力 を 獲得 する に は 何 を する 必要 が 有 
る の か 、 教 えて いる 。 

悪 の 力 を 善 の 統治 に 従わ せる 、 つ り 合 い の 、 星 の 光 の 神秘 の 法 を 知る 必要 が 有 
る 。 

体 を 神聖 な 試練 に よっ て 清め る 必要 が 有る 。 

幻覚 の 霊 を 圧倒 する 必要 が 有る 。 


創世 記 32 章 24 節 か ら 32 節 で 天使 と 戦っ た ヤコブ を 模 信 し て 、 星 の 光 に 全身 全 
霊 で 取り 組む 必要 が 有る 。 

星 の 光 の 、 夢 の 世界 で 喰 る 架空 の 犬 を お さえ る 必要 が 有る 。 

要約 する と 、 ゾ ロア スタ ー の 啓示 の 力強い 表現 を 用 いる と 、 光 が 話す 言葉 を 聞く 
必要 が 有る 。 

光 が 話 す 言 葉 を 聞け ば 、 星 の 光 の 主 に 成り 、 ヌ マ ポン ピリ ウス の 様 に 星 の 光 と い 
う 雷 を 神聖 な 神秘 の 敵 に 対し て 当て る 事 が で きる 。 

し か し 、 清 ら か さ が 不 完全 な 場合 、 動 物 的 な 肉欲 の 支配 下 に いる 場合 、 嵐 の 様 な 
人 生 の 運命 に 未だ に 服従 し て いる 事 に よっ て 、 星 の 光 を 操作 する 作業 を 始め る と 、 
星 の 光 と いう 火 は 、 火 を つけ た 肉欲 の 奴隷 で ある 汚れ た 人 を 燃やし 尽く す で あ ろう 。 

肉欲 の 奴隷 で ある 汚れ た 人 は 、 解 き 放 っ た 星 の 光 と いう 蛇 の 犠 牲 に 成る で あろ う 。 

肉欲 の 奴隷 で ある 汚れ た 人 は 、 ト ゥ ッ ル ス ホス ティ リウ ス の 様 に 星 の 光 と いう 雷 に 
よっ て 死ぬ で あろ う 。 

自然 の まま の 獣 が 人 を 食べ る の は 、 自 然 の 法 に 従っ て いな い 。 

神 は 、 獣 へ 抵抗 する 力 を 、 人 に 身 に つけ させ た 。 

人 の 目 は 獣 を し びれ させ る 。 

人 の 声 は 獣 を 抑え る 。 

人 の 手振り は 獣 を 止め る 。 

実に 、 事 実 と し て 、 猛 獣 が 、 落 ち 着い て いる 人 の 目 を 恐れ 、 人 の 声 を 恐れ る 様 に 見 
える 、 と 知っ て いる 。 

人 の 目 や 喉 か ら の 、 星 の 光 の 放射 が 、 猛 獣 を し びれ させ 虹 赦 の 念 を 抱か せ た 、 と 


説明 で きる 。 


ダニ エル 書 6 章 で 、 ダ ニ エ ル が 詐欺 と 偽 の 魔術 と いう 無実 の 罪 で 告発 され た 時 、 
バビ ロン の 王 は ライ オン の 穴 に 入れ る 試練 を ダニ エル と ダニ エル を 無実 の 罪 で 告 
発し た 者 に 受け させ た 。 

ライ オン と いっ た 獣 は 、 獣 を 恐れ る 人 か 、 獣 が 妨 れ る 人 だ け を 襲う 。 

武器 を 取り 上 げ ら れ て いて も 、 勇 気 が 有 る 人 の 磁気 の 目 を 前 に 、 虎 が 手 を 引く の 
は 全く 確実 で ある 。 

祭司 マギ は 星 の 光 の 力 を 利用 し て いた 。 

アッ シリ ア の 王 は 、 従 順 な 虎 、 独 、 ラ イオ ン を 庭 に 飼っ て いた 。 

どう 猛 な 席 、 独 、 ラ イオ ン は 、 入 門 の 試練 で 利用 する た め に 、 神 殿 の 地下 室 で 飼 わ 
れ て いた 。 

アッ シリ ア の 象徴 的 な 浅 浮き 彫り の 絵 は 、 ど う 猛 な 虎 や ライ オン が 入門 の 試練 の 
た め 飼 われ て いた 、 証 拠 で ある 。 

アッ シリ ア の 象徴 的 な 絵 に は 、 相 対す る 人 と 獣 に よる 、 力 の 試練 、 勇 気 の 試 練 が 描 
か れ て いる 。 

そし て 、 祭 司 の 衣 を 着 た 、 達 道 者 が 、 目 か ら の 視線 に よっ て 獣 を 抽 え 、 手 で 獣 を 目 
め て いる 、 の が アッ シリ ア の 象徴 的 な 絵 に は 描か れ て いる 。 

スフィンクス の 形 の 1 つと し て 獣 が 描か れ て いる 時 は 、 ア ッ シ リ ア の 象徴 的 な 絵 は 
疑い 無く 象徴 に 過ぎ な い 。 

し か し 、 自 然 な 状態 で 獣 が 描か れ て いる 時 は 、 ア ッ シ リ ア の 象徴 的 な 絵 に お ける 
人 と 獣 の 戦い は 、 魔 術 に よる 実際 の 誘惑 術 の 理論 を 絵 で 説明 し て いる と 思わ れる 。 

魔術 は 知 で ある 。 

魔術 を 溢 用 する と 和 失う 。 

また 、 魔 術 を 沙 用 する と 自滅 する 。 


アッ シリ ア 世 界 の 王 と 祭司 は 、 も し 堕落 すれ ば 、 自 滅 の 危険 を 免れ な い ほ ど 大 きく 
成り 過ぎ た 。 

事実 と し て 、 ア ッ シ リ ア の 王 と 聖職 者 は 仙 慢 に 成っ て 、 堕 落し た 。 

カル デア の 大 いな る 魔術 の 時 代 は 、 ア ッ シ リ ア の 王 ニ ヌス と 女王 セミ ラミ ス の 統 
治 の 時 代 よ り 前 で あっ た 。 

アッ シリ ア で は 、 王 ニ ヌ ス と 女王 セミ ラミ ス の 時 代 に は 、 す で に 宗教 は 物質 化し 始 
め 、 偶 像 崇拝 が 支配 的 で あっ た 。 

アッ シリ ア で 、 天 の 愛 の 宗教 に 続い た の は 、 ア スタ ル テ の 宗教 で あっ た 。 

アッ シリ ア の 王族 は 、 バ アル や ベル と いう 名 前 の 下 で 、 ま た は 、Belus の 名 前 の 下 
で 、 神 性 を 不法 に 王族 の 物 に し た 。 

アッ シリ ア の 女王 セミ ラミ ス は 、 宗 教 を 、 政 治 と 征服 事業 の 言い な り に させ た 。 

アッ シリ ア の 女王 セミ ラミ ス は 、 古 代 の 神秘 の 神殿 を 、 虚 飾 の 無 思慮 な 記念 館 に 
変え た 。 

それ に も か か わら ず 、 ア ッ シ リ ア で は 、 芸 術 と 学問 で は 、 魔 術 の 考え が 支配 的 で 有 
り 続 けた 。 

魔術 の 考え は 、 真 似 で き な い 力 と 偉大 さ の 特徴 を 、 ア ッ シ リ ア の 女王 セミ ラミ ス の 
時 代 の 建築 物 に 封印 し て いる 。 

アッ シリ ア の 女王 セミ ラミ ス の 宮殿 は ゾロ アス ター の 考え の 全て の 総合 の 建物 で 
あっ た 。 

「 世 界 の 七 不思議 」 と 呼ば れ て いる 、 古 代 の 7 つの 傑作 の 象徴 的 意味 を 説明 する 
時 に 、 ア ッ シ リ ア の 女王 セミ ラミ ス の 宮殿 に つい て 説明 する つも り で ある 。 

アッ シリ ア の 聖職 者 は 、 聖 職 者 の 力 の 物質 化 を 試み た 結果 と し て 、 王 の 下位 に 成 
り 、 王 に 従う 事 に 成っ た 。 


アッ シリ ア で は 、 一 方 の 聖職 者 が 堕 落す る と 他方 の 王 を 巻き 込む 運命 に あっ た 。 
アッ シリ ア で は 、 一 方 の 王 が 堕落 する と 他方 の 聖職 者 を 巻き 込む 運命 に あっ た 。 

アッ シリ ア の 王 で ある 女々 し い サ ル ダ ナ パー ル の 下 で 、 聖 職 者 の 堕落 に よる 王 の 
堕落 が 起き た 。 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 昔 沢 と 怠 必 に 身 を 任せ た 。 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 マ ギ の 知 を 、 遊 女 の 1 人 に 過ぎ な い 地 位 に ま 
で 低俗 化 さ せ た 。 

も し 庁 跡 が 快楽 の 助け に 成ら な い の で あれ ば 、 奇 跡 が 何 の 役 に 立つ の か ? 

無理 矢 理 に 、 お お っ 、 誘 惑 者 で ある 魔術 師 よ 、 無 理 矢 理 に 、 冬 に 薔薇 を 咲か せな さ 
い ! 

ワイ ン の 味 と 香り を 倍増 ささ せな さい ! 

光 を 統治 する 魔術 師 の 力 を 、 女 神 の 美 の 様 に 、 女 性 の 美 を 輝 か せ る の に 応用 し 
な さい ! 

聖職 者 マギ は 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 言い な り に 成っ た 。 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 本 町 か ら 本 町 へ と 過ごし た 。 

し か し 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 宣 戦 布 告 され た 。 

すでに アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 敵 は 進軍 中 で あっ た 。 

快楽 に ふけ た 放 湯 者 で ある アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル に と っ て は 敵 は 、 ほ と 
ん ど 重 要 で は 無かっ た 。 

し か し 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル に と っ て は 、 破 滅 は 恥 で あり 死 で あっ た 。 

さて 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 死 を 景 散 し な か っ た 。 

な ぜ な ら 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 死 は 永遠 の 眠り で ある 、 と 誤解 し て 


いた 。 


アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 奴 隷 の 労苦 と 恥 を 免れ る 方 法 を 知っ て いる 、 と 
誤解 し て いた 。 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 最後 の 夜 が 訪れ た 。 

すでに 勝利 者 は 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 宮殿 の 敷居 を また いで いた 。 

都市 バビ ロン は 最早 、 目 立た な か っ た 。 

アッ シリ ア の 王国 は 明日 に は 終わ る に 違い 無かっ た 。 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 宮 殿 を 、 光 で 飾り 、 恐 怖 に 驚 が くし て いた 都市 
バビ ロン の 全て を 照ら す ほ ど 輝 か せ て いた 。 

貴重 な 財産 の 山 の 中 で 、 宝 石 と 金 の 器 の 中 で 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル は 、 
最後 の 宴 を 行っ た 。 

婦人 、 お 気に入り の 従者 、 共 犯 者 、 堕 落し た 聖職 者 が 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ 
パー ル を 囲ん で いた 。 

覆 町 の 放 湯 な 騒ぎ が 、 多 数 の 楽器 に よる 音楽 と 混ざる 。 

飼っ て いる ライ オン が 叫ぶ 。 

香 の 煙 が 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 宮殿 の アー チ 形 の 天井 か ら 昇 り 、 厚 
い 雲 と 成っ て 建物 全体 を 包ん で いる 。 

し か し 、 火 の 舌 が ヒマ ラ ヤ スギ の 壁 板 内 に 侵入 し 始め る 。 

熱狂 的 な 歌 が 、 恐 怖 の 叫び と 、 苦 し み に よ る 喰 り に 変わ る 。 

魔術 は 、 堕 落し た 聖職 者 の 手 の 中 で は 、 ア ッ シ リ ア の 王 ニ ヌス の 王国 を 守れ な 
が らち た 。 

その 代わ り 、 少 な く と も 、 魔 術 は 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 巨人 的 な 自殺 
の 恐る べき 記録 を 飾る た め に 、 魔 術 の 奇跡 を サル ダナ パー ル の 死に 混ぜ た 。 

バビ ロン の 夜 が 経験 し た 事 が 無い ほど の 、 膨 大 な 邪悪 な 輝き が 、 突 然 、 天 空 を 遠 
ざけ 押し 広げ た 様 に 見 えた 。 


世界 中 の 全て の 雷 が 同時 に 轟 いた 様 な 音 が 地 を 震わせ た 。 

そし て 、 都 市 バビ ロン の 壁 は 崩れ 落ち た 。 

その 後 、 深 い 夜 の 帳 が 降り た 。 

アッ シリ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 宮殿 は 溶け て 消え た 。 

明日 が 訪れ た 時 、 勝 利 者 は 、 ア ッ シ リ ア の 王 サ ル ダ ナ パー ル の 宮殿 の 富 、 王 サル 
ダナ パー ル の 死体 、 サ ル ダ ナ パー ル の 区 沢 品 の 痕跡 すら 見 つけ られ な いで あろ う 。 

そう し て 、 ア ッ シ リ ア の 最初 の 帝国 は 終わ っ た 。 

また 、 本 物 の ゾロ アス ター が 古代 に 建て た 文明 は 終わ っ た 。 

そう し て 、 マ ギ の 魔術 は 終わ っ た 、 と 厳密 に は 言え る 。 

そし て 、 カ バラ の 統治 が 始ま っ た 。 

21 祖 ア ブラ ハム は 、 カ ル デ ア か ら 旅 立つ 時 に は 、 カ ル デ ア の 神秘 を 身 に つけ て い 
だ 。 

神 の 民 は 静か に 増え て いっ た 。 

や が て 、 ダ ニ エ ル が ネ ブ カ ド ネ ザル 2 世 と ベル シャ ザル の 
術 師 に 勝利 する の で ある 。 


惑 者 で ある 魔 
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第 1 巻 第 3 章 イ ンド の 魔術 


カバ ラ の 口伝 で は カイ ン の 子 格 は イン ド に 住ん だ 。 

後世 に 、 創 世 記 25 章 で アブ ラ ハ ム と ケト ラ の 子孫 が イン ド に 移住 し た 。 

いずれ に し て も 、 何 より も 、 イ ンド は 、 ゴ エ テ ィ ア の 国 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 国 で ある 。 

イン ド は 、 幻 覚 の 不思議 の 国 で ある 。 

味 魔 術 は 、 イ ンド で 永続 し た 。 

同じ く 、 カ イン の 第 殺し の 原始 的 な 口伝 、 権 力 者 に よる 弱者 へ の 詐欺 、 カ ー ス ト は 、 
イン ド で 永続 し た 。 

上 位 の カー スト の 王族 と 聖職 者 が 、 カ ー ス ト を 続け た 。 

不可 触 民 が 、 カ ー ス ト と いう 誤り を つぐ な っ て いる 。 

イン ド は 、 偶 像 崇拝 の 賢母 で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 

も し イン ド の 裸 行者 が 堕落 と 死に 至る 門 を 安易 に 開か な けれ ば 、 イ ンド の 裸 行者 
の 考え は 無 上 の 知 の 鍵 に 成 れ た で あろ う 。 

イン ド の 象徴 の 驚く べき 豊富 さ は 、 イ ンド が 他 の 国 よ り 前 か ら 存 在 し て いる 事 を 示 
し て いる 様 に 思わ れる 。 

イン ド の 詩 の 概念 が 古代 か ら 保存 され て いる 事 は 、 イ ンド が 他 の 国 よ り 前 か ら 存 
在 し て いる と いう 説 を 支持 し て いる 。 

た だ し 、 地 獄 の 蛇 が イン ド の 知 の 木の根 を 飲み 込ん で いる が 。 

すでに エリ ファ ス レヴ ィ は 悪魔 の 神格 化 に 対し て 異議 を 表明 し た 。 

し か し 、 イ ンド で は 、 悪 魔 の 神格 化 を あら ゆる 過大 さ に よっ て 見 せ て いる 。 

イン ド の 聖職 者 バラ モン の 邪悪 な 三 神 一 体 は 創造 神 ブラ フ マ ー、 破 壊 神 シ ヴァ 、 
維持 者 ・ 救 い 主 ヴィ シュ ヌ が 本 来 は 一 体 で ある と いう 考え で ある 。 


adda nari、Addhanari は 神 の 母 、 天 の 自然 を 表す 。 

adda nari、Addhanari は カー リー と 呼ば れ て いる 。 

イン ド の 絞殺 者 集団 タカ ギー は 絞殺 を カー リー へ の 供物 と し て ささ げた 。 

維持 者 ・ 救 い 主 ヴィ シュ ヌ は 下位 の 悪魔 を 滅ぼす た め だ け に 人 に 成る 。 

破壊 神 シ ヴァ また は 死 の 神 ル ドラ の 干渉 に よっ て 、 下位 の 悪魔 は 常に 復活 する 。 

破壊 神 シ ヴァ は カイ ン の 神格 化 で ある 、 と 気づく 人 が いる で あろ う 。 

た だ し 、 イ ンド の 全て の 神話 に お いて 、 ア ベル の 思い や り を 思い 出さ せる も の は 存 
在 し な い 。 

それ に も か か わら ず 、 詩 に お ける イン ド の 神秘 は 雄大 で ある 。 

また 、 象 徴 に お ける イン ド の 神秘 は 意味 が 深い 。 

し か し 、 イ ンド の 神秘 は 汚さ れ た カバ ラ で ある 。 

その た め 、 汚 され た カバ ラ で ある イン ド の 神秘 は 、 魂 を 養 わ な いし 、 魂 を 無 上 の 知 
へ 導 か な い 。 

それ どこ ろか 、 バ ラモン 教 は 、 バ ラモン 教 の 博識 な 理論 に よっ て 、 魂 を 狂気 の 深淵 
へ 突き 落す 。 

偽 の グノー シス 主義 は 、 恐 怖 と 卑 振 を 交互 に くり 返す 妄想 を 、 イ ンド の 偽 の カバ ラ 
か ら 取 り 入 れ た 。 

イン ド の 魔術 は 、 隠 され た 知 の 境界 で 、 多 数 の 奇形 で 、 あ ら わ れる 。 

イン ド の 魔術 は 、 理 性 的 な 精神 を 脅かす 。 

イン ド の 魔術 は 、 全 て の 理解 の 有る 教会 か ら の 破門 、 異 端 排 兵 、 呪 い を 招く 。 

頻繁 に 、 無 学 な 人 と 、 生 半 可 な 知識 し か 無い 人 は 、 イ ンド の 危険 な 偽 の 知識 を 、 本 
物 の 知 と 混同 し た 。 

イン ド の 危険 な 偽 の 知識 は 、 隠 され た 学問 と いう 名 前 を 持つ 全て の も の を 、 大 衆 
か ら の 非難 の 道連れ に し た 。 


本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 、 魔 術 の 聖 所 の 鍵 に 到達 する 前 は 、 魔 術 へ の 大 衆 
の 非難 に 心から 賛同 し て いた 。 

ヴェ ー ダ の 神学 者 に と っ て 、 神 は 、 力 と し て の み 、 あ ら わ れる 。 

勝利 が 全て の 進歩 と 全て の 啓示 を 決定 する 。 

ヴィ シュ ヌメ は 、 海 の 巨人 的 な レヴ ィ ア タン 、 海 の 巨人 的 な 魚の アヴァ ター ラ の 肉体 
を まとっ て 降臨 する 。 

そし て 、 ヴ ィ シ ュ メ ヌメ は 、 原 始 の 地 を 鼻 で 形成 する 、 巨 人 的 な イノ シシ の アヴァ ター ラ 
の 肉体 を まとっ て 降臨 する 。 

ヴィ シュ ヌ の 10 の アヴァ ター ラ の 例え 話 は 、 和 驚く べき 汎 神 論 の 創世 記 で ある 。 

ヴィ シュ ヌメ の 10 の アヴァ ター ラ の 例え 話 の 作者 は 、 催 眠 中 に 、 少 な く と も 、 意 識 が 


有る 。 
ヴィ シュ ヌメ の 10 の アヴァ ター ラ は 、 カ バラ の 10 の セ フ ィ ロ ト と 対応 し て いる 。 
神 ヴ ィ シ ュ ヌ は 、 連 続 し て 、 魚 、 亀 、 イ ノシ シ と いう 3 つの 動物 また は 命 の 基本 形 の 


アヴァ ター ラ の 肉体 を まとっ て 降臨 する 。 

次 に 、 ヴ ィ シ ュ ヌ は 、 人 と ライ オン の スフィンクス 、 半 人 半 獅 子 の アヴァ ター ラ の 和 肉 
体 を まとっ て 降臨 する 。 

次 に 、 ヴ ィ シ ュ ヌ は 、 人 の アヴァ ター ラ の 肉体 を まとっ て 降臨 する 。 

ヴィ シュ ヌメ ヌ は 、 バ ラモン と し て 現れ 、 謙 多 を 装っ て 地上 の 全て を 所 有 し た 。 

バラ モン と し て 現れ た ヴィ シュ ヌ は 、 祖 師 達 の 慰め る 天使 と し て 、 幼 子 に 成っ た 。 

次 に 、 ヴ ィ シ ュ ヌ は 、 戦 士 の 肉体 を まとっ て 降臨 し て 、 地 上 の 圧 制 者 で ある 邪悪 な 
王族 クシ ャ トリ ヤ と 戦っ た 。 

次 に 、 ヴ ィ シ ュ ヌ は 、 外 交 を 暴力 に 対立 させ る た め 、 外 交 の た め に 王族 の 肉体 を ま 
と っ て 降臨 する 。 


王族 の 肉体 を まとっ て 降臨 し た ヴィ シュ ヌ が 、 人 の 形 で は な い 猿 の 神 ハ ヌ マ ー ン を 
頼っ た の は 、 猿 の 速 さ を 身 に つけ る た め の 様 に 思わ れる 。 

外交 と 暴力 は 相互 に 破壊 し 合う 。 

世界 は 知 的 な 倫理 道徳 的 な 救い 主 を 待望 し た 。 

そこ で 、 ヴ ィ シ ュ ヌ は 、 ク リ シ ュ ナ と し て 肉体 を まとっ て 降臨 し た 。 

クリ シュ ナ は 、 ゆ りか ご の 中 の 幼子 の 時 に 追放 され る よう に 逃がさ れ た 。 

象徴 的 な ロバ が 、 そ ば で クリ シュ ナ を 見 守っ て いる 。 

幼子 の 時 に 、 ク リ シ ュ ナ は 、 敵 の 力 か ら 守 る た め に 、 遠 く へ 運ば れ て 逃がさ れ た 。 

クリ シュ ナ は 大 人 に 成っ て 思い や り と 善行 の 教え を 説く 。 

クリ シュ ナ は 、 地 獄 に 降り て 、 地 獄 の 蛇 を 縛り 、 光 輝い て 天国 に 戻る 。 

クリ シュ ナ の 祭り は 毎年 8 月 に 処女 宮 の 象 徴 の 下 で 行わ れる 。 

クリ シュ ナ の 話 は キリ スト の 神秘 に つい て の 驚 くべ き 直 感 で ある 。 

クリ シュ ナ の 話 が 記さ れ て いる イン ド の 聖典 マハ ー バ ー ラ タ が キリ スト の 時 代 よ り 
何 世 紀 も 前 に 文書 に 成っ た 事 を 思い 出す と 、 ク リ シ ュ ナ の 話 に は 非常 に 感銘 を 受け 
る 。 

クリ シュ ナ の 啓示 の 後に 、 仏 陀 の 啓示 が 続く 。 

仏陀 は 、 無 上 の 純粋 な 宗教 を 、 無 上 の 種類 の 哲学 と 結び つけ た 。 

仏陀 は 、 宗 教 と 哲学 を 結び つけ て 、 世 界 の 幸せ を 達成 し た 。 

ヴィ シュ ヌ の 第 10 の 最終 的 な 降臨 を 待つ だ け で ある 。 

ヴィ シュ ヌ は 、 本 来 の 姿 に 戻る と 、 最 後 の 審判 の 馬 を 引い て くる 。 

ヴィ シュ ヌメ の 第 10 の アヴァ ター ラ が 引い て くる 、 明 散 する べき 馬 は 、 前 脚 を 常に 上 
げ て いて 、 前 脚 を 世界 に 振り 下ろ す と 、 世 界 は 原子 に まで 分 解 さ れる で あろ う 。 

ヴィ シュ ヌ の アヴァ ター ラ に は 、 マ ギ の 神聖 な 数 と 預言 の 計算 が 存在 する 事 に 気 
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イン ド の 裸 行者 と 、 ゾ ロア スタ ー の 秘伝 伝授 者 は 、 同 じ 源泉 か ら 知 を 得 て い た 。 

し か し 、 イ ンド の 神学 の 教師 と し て 残っ た 者 は 偽 の 黒い ゾロ アス ター で あっ た 。 

偽 の ゾロ アス ター の 堕落 し た 教え の 最終 的 な 秘密 は 、 汎 神 論 と 、 汎 神 論 に お 決ま 
り の 結論 で ある 、 物 質 の 完全 否定 の ふり を し た 、 完 全 な 物質 主義 で ある 。 

精神 と 物質 が 同一 で ある と 主張 する 限り 、 必 要 か も し れ な い が 、 精 神 の 物質 化 を 
試み よう が 、 物 質 の 精神 化 を 試み よう が 、 何 の 意味 が あろ うか ? 精神 と 物質 が 同 
ー で ある と 主張 する 限り 、 精 神 の 物質 化 を 試み よう が 、 物 質 の 精神 化 を 試み よう が 、 


汎 神 論 に お 決ま り の 結論 で ある 、 精 神 と 物質 が 同一 で ある と 主張 する 物質 主義 
は 倫理 道徳 に 致命 的 で ある 。 

全て が 神 で ある 世界 で は 罪悪 も 普 も 存在 し な いで あろ う 。 

汎 神 論 と 物質 主義 で ある 偽 の ゾロ アス ター の 教え か ら 、 イ ンド の 聖職 者 バラ モン 
の 也 落 を 経て 、 和 狂信 的 な 静寂 主義 、 無 気力 、 無 関心 、 無 為 へ 至る の は 当然 で ある 。 

し か し 、 未 だ 終わ り で は な い 。 

イン ド の 大 いな る 魔術 の 典礼 書 、 イ ンド の 隠さ れ た 学問 の 本 、50 の ウパ ニシ ャ ッ ド 
で ある ウ プ ネ カッ ト が 残っ て いる 。 

ウブ プ ネ カッ ト は 、 麻 痺 状態 の 結果 を 達成 する 肉体 的 な 精神 的 な 手段 を も た ら す 。 

ウ プ ネ カッ ト は 、 段 階 的 な 手段 に よっ て イン ド の 偽 の 魔術 師 が 「 神 の 状態 」 と 呼ん 
で いる 極度 の 狂気 に 到達 する 肉体 的 な 精神 的 な 手段 を も た ら す 。 

ウ プ ネ カッ ト は 、 グ リモ ワー ル の 祖 、 魔 術 書 の 祖 で ある 。 

ウブ プ ネ カッ ト は 、 ゴ エ テ ィ ア の 古代 の 遺物 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 古代 の 遺物 の 中 で 、 
最も 興味 深い 。 

ウ プ ネ カッ ト は 、50 の ウパ ニシ ャ ッ ド に 分 か れ て いる 。 

ウ プ ネ カッ ト は 、 星 々 が 散り ば め ら れ た 暗闇 で ある 。 


ウブ プ ネ カッ ト は 、 崇 高 な 言葉 が 混ぜ られ た 誤っ た 啓示 で ある 。 

時 々 、 ウ プ ネ カッ ト は 、 ヨ ハネ に よる 福音 書 の 様 に 読め る 。 

例え ば 、 後 記 は 、 ウ プ ネ カッ ト の 第 11 の ウパ ニシ ャ ッ ド と 第 48 の ウパ ニシ ャ ッ ド か 
ら の 抜粋 で ある 。 


「 創 造 す る 火 の 天使 は 、 神 の 言葉 で ある 。 

神 の 言葉 が 、 地 と 、 地 か ら 出 る 草木 と 、 熱 を も た らし た 。 
熱 は 草木 を 円 吾 さ せる 。 

神 は 創造 主 で ある 。 

神 の 言葉 は 神 で ある 。 

神 の 言葉 は 神 御 自身 で ある 。 

神 の 言葉 は 神 の 唯一 の 息子 で ある 」 


さて 、 他 の 部 分 で は 、 ウ プ ネ カッ ト は 、 最 も 極端 な 大 異端 者 に 相応 な 妄想 に 過ぎ な 


い 。 


「 物 質 は 人 を 欺く 見 せ か け に 過ぎ な い 。 
太陽 、 星 々 、 元 素 は 神 の 聖霊 で ある 。 
動物 は 半 神 半 霊 で ある 。 

人 は 形 に 欺 か れ た 単なる 霊 で ある 」 


前 記 の 、 抜 粋 に よっ て 、 多 分 、 ウ プ ネ カッ ト の 教え の 内 容 に つい て 十分 に 理解 し た 。 
イン ド の 誘惑 者 で ある 偽 の 魔術 師 の 魔術 の 儀式 に 進む 。 


「 神 に 成る に は 、 息 を 保つ 必要 が 有る 。 

言い 換え る と 、 神 に 成る に は 、 肺 が 十分 に 広がる まで 可能 な 限り 息 を 吸い 込む 必要 
が 有る 。 

次 に 、 肺 を 十分 に 広げ て 可能 な 限り 息 を 吸い 込ん だ 状態 で 、 神 の 言葉 『 オ ー ム 』 を 
心 の 中 で 40 回 唱え る 必要 が 有る 。 

次 に 、 ゆ っ くり 息 を 吐く 。 

息 が 天 を 通過 し て 普遍 の エー テル と 触れ 合う 様 に 心 の 中 で 傾け る 。 

儀式 を 成功 させ る に は 、 目 を 閉じ 、 耳 を 塞ぎ 、 木 の 丸太 の 様 に 不動 で ある 必要 が 有 
る 。 

姿勢 は 、 ひ ざ 立 ち 、 ひ じ 立 ち で 、 顔 を 北 へ 向け る 。 

一 方 の 鼻 の 穴 を 一 本 の 指 で 塞ぎ 、 他 方 の 鼻 の 穴 で 空気 を 吸い 込み 、 他 方 の 鼻 の 穴 
も 一 本 の 指 で 塞ぐ 。 

同時 に 、 神 は 創造 主 で ある と 思考 する 。 

神 は 全て の 動物 の 中 に 存在 し 、 堪 の 中 に すら 象 の 中 の 様 に 存在 する と 思考 する 。 
精神 を 、 神 は 創造 主 で ある と いう 思考 と 、 神 は 全て の 動物 の 中 に 存在 する と いう 思 
考 に 、 夢 中 に させ る 必要 が 有る 。 

『 オ ー ム 』 と 12 回 唱え た 後に 、 候 を 吸う 間 に 『 オ ー ム 』 と 24 回 唱え た 後に 、 可 能 な 
限り 速く 『 オ ー ム 』 と 唱え る 。 

恐れ ず に 、 鍛 錬 を ゆる め る 事 無く 、 食 事 を 少な くし て 、 睡 眠 時 間 を 少な くし て 、3 か 月 
以上 、 鍛 錬 を 続け る 必要 が 有る 。 

4 か 月 で 、 神 々 が 現れ る で あろ う 。 

5 か 月 で 、 神 の 聖霊 の 全て の 神 性 を 獲得 し て いる で あろ う 。 

6 か 月 で 、 救 われ て 、 神 に 成っ て いる で あろ う 」 


愚か に も ウ プ ネ カッ ト の 儀式 の 実践 を 6 か 月 間 貫 き 通 し た 狂信 者 が 死ぬ か 狂う 
の は 確実 で ある と 思わ れる 。 

し か し 、 も し 狂信 者 が ウ プ ネ カッ ト の 謎 の 呼吸 の 6 か 月 の 鍛錬 を 乗り 切っ た ら 、 ウ 
プ ネ カッ ト は 狂信 者 を 「 救 われ て 、 神 に 成っ て いる 」 と 言う 幸せ な 状態 に し て 置か ず 、 
狂信 者 を 他 の 謎 の 鍛錬 へ 移ら せる 。 


「 一 本 の 指先 で 肛門 を 塞い で 、 下 か ら 上 へ 、 右 側 で 、 息 を 吸い 込む 。 

体 の 第 2 の 中 心 の 辺り で 空気 を 3 回 回 転 さ せる 

体 の 第 3 の 中 心 で も る 、 へ そ へ 空気 を 持っ て くる 。 

体 の 第 4 の 中 心 で ある 、 心 臓 の 中 央 へ 空気 を 持っ て くる 。 

体 の 第 5 の 中 心 で ある 、 喉 へ 空気 を 持っ て くる 。 

体 の 第 6 の 中 心 で ある 、 両 目 の 間 の 鼻 根 へ 空気 を 持っ て き て 、 空 気 を 保つ 。 
息 は 、 普 遍 の 魂 の 息 に 成っ て いる で あろ う 」 


前 記 は 、 脳 の 充血 を 誘発 する 、 単 な る 自己 催眠 の 方 法 で ある 、 と 思わ れる 。 
さら に 、 ウ プ ネ カッ ト の 著者 は 続け る 。 


「 大 いな る 『 オ ー ム 』 に つい て 考え な さい 。 

『 オ ー ム 』 は 創造 主 で ある 神 の 名 前 で ある 。 

『 オ ー ム 』 は 普遍 の 純粋 な 不可 分 の 声 で ある 。 

『 オ ー ム 』 と いう 声 は 全て の も の を 満た し て いる 。 

『 オ ー ム 』 と いう 声 は 創造 主 で ある 神 で ある 。 

『 オ ー ム 』 と いう 声 は 創造 主 で ある 神 御 自身 で ある 。 
後記 の 様 に 、『 オ ー ム 』 と いう 声 は 、 瞬 想 し て いる 人 に は 聞こ える 。 


第 1 の 声 は 、 小 さ な ス ズ メ の 鳴き 声 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

第 2 の 声 は 、 第 1 の 声 の 2 倍 の 大 き さ の 声 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

第 3 の 声 は 、 楽 器 の シン バル の 音 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

第 4 の 声 は 、 巨 人 的 な 内 の ささ や き で ある 、 様 に 聞こ える 。 

第 5 の 声 は 、 イ ンド の 堅 琴 に よる 歌 に 例え る 事 が で きる 。 

第 6 の 声 は 、『tal』 と 呼ば れ て いる 楽器 の 音 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

第 7 の 声 は 、 耳 の 近く で 吹か れ た 、『Dacabou』 と いう 笛 の 音 に 似 て いる 。 

第 8 の 声 は 、『Pakaoudj』 と 呼ば れ て いる 楽器 を 手 で 叩い た 音 で ある 、 様 に 聞こ え 
る 。 

第 9 の 声 は 、 小 さ な ラ ッ パ の 音 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

第 10 の 声 は 、 雷 雲 の 音 で ある 、 様 に 聞こ える 。 

第 1 か ら 第 9 の 声 が 聞こ える と 、 眼 想 し て いる 人 は 、 そ れ ぞ れ の 声 に 対応 し た 状態 
に 成る 。 

第 10 の 声 が 聞こ える と 、 上 須 想 し て いる 人 は 、 神 に 成る 。 

第 1 の 声 が 聞こ える と 、 全 身の毛 が 逆 立 つ 。 

第 2 の 声 が 聞こ える と 、 手 足 が 鈍く 動か な く 成 る 。 

第 3 の 声 が 聞こ える と 、 性 交 後 の 様 な 疲労 を 全身 に 感じ る 。 

第 4 の 声 が 聞こ える と 、 頭 が くら くら し て 酔っ た 様 に 成る 。 

第 5 の 声 が 聞こ える と 、 命 の 力 が 脳 に 逆流 する 。 

第 6 の 声 が 聞こ える と 、 命 の 力 が 脳 か ら 体内 へ 降り て 体 を 強め る 。 

第 7 の 声 が 聞こ える と 、 予 見 者 に 成 れ て 、 他 人 の 心 の 中 を 見 る 事 が で き 、 遠 隔 地 の 
声 が 聞こ える 。 

第 9 の 声 が 聞こ える と 、 望 む 所 へ 行け る ほど エー テル 的 に 成 れ る 。 

天使 の 様 に 見 られ 無い で 見 る 事 が で きる 。 


第 10 の 声 が 聞こ える と 、 普 遍 の 不可 分 の 声 に 成 れ る 。 
大 いな る 創造 主 で ある 神 に 成 れ る 。 
永遠 の 存在 に 成 れ る 。 

全て か ら 上 自由 に 成 れ る 。 

完全 な 平和 に 成っ て 、 平 和 を 世界 に 分 け 与え る 」 


前 記 の 、 ウ プ ネ カッ ト の 最も 興味 深い 抜粋 で 注目 に 値する 事 は 、 自 己 催眠 の 完全 
な 実践 と 、 意 識 が 明確 で ある 催眠 状態 の 特徴 で ある 現象 の 完全 な 説明 で ある 。 

前 記 の 、 ウ プ ネ カッ ト の 抜粋 に 記さ れ て いる の は 、 意 思 の 緊張 に よっ て 、 神 経 系 の 
疲労 に よっ て 、 忘 我 状態 を 誘発 する わざ で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は ウ プ ネ カッ ト の 神秘 の 用 心 深 い 研 究 を 催眠 術 師 に すす め る 。 

麻酔 薬 や 睡眠 薬 の 段階 的 な 使用 や 、 色 を 塗っ た 随 段 状 の 円 盤 群 の 段階 的 な 使 
用 は 、 イ ンド の 偽 の 魔術 師 が 説明 し て いる わざ に 似 た 結果 を も た ら す 。 

前 記 の 、 方 法 を 「 メ イソ ン の オカ ルト 」 で ラゴン は 記し て いる 。 

ウ プ ネ カッ ト に は 、 意 識 を 失っ て 忘 我 状 態 に 到達 する 、 よ り 簡 単 な 方 法 が 記さ れ て 
いる 。 

ウブ プ ネ カッ ト に 記さ れ て いる 、 意 識 を 失っ て 忘 我 状 態 に 到達 する 簡単 な 方 法 は 、 視 
神経 が 麻痺 する まで 両目 で 鼻先 を 見 つめ 続け る 事 で ある 。 

ウ プ ネ カッ ト の 、 視 神経 が 麻痺 する まで 両目 で 鼻先 を 見 つめ 続け る と いっ た 、 全 て 
の 実践 は 苦痛 、 危 険 、 滑 稽 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ウ プ ネ カッ ト の 、 視 神経 が 麻痺 する まで 両目 で 鼻先 を 見 つめ 
続け る と いっ た 、 全 て の 実践 を すす め な い 。 


し か し 、 多 か れ 少 な か れ 時 間 を か ける 事 に よっ て 、 被 催眠 者 の 感じ や すさ に よっ て 、 
ウ プ ネ カッ ト の 、 視 神経 が 麻痺 する まで 両目 で 鼻先 を 見 つめ 続け る と いっ た 、 全 て の 
実践 が 忘 我 状態 、 強 硬 症 カ タレ プシ ー、 気 絶 す ら 誘発 する の は 疑い 無い 。 

予見 を 獲得 する に は 、 睡 眠 、 死 、 狂 気 に 似 た 状態 へ 到達 する 必要 が 有る 。 

イン ド の 偽 の 魔術 師 は 睡眠 、 死 、 狂 気 に 似 た 状態 へ 到達 する 事 に 秀 で て いる 。 

何人 か の アメ リカ の 霊媒 師 の 不思議 な 力 を 、 イ ンド の 偽 の 魔術 師 の 秘密 に 結び 
つけ る 必要 が 有る 。 

黒 魔術 は 他人 や 自身 に 人 為 的 な 狂気 を 誘発 する わざ で ある 、 と 定義 で きる 。 

何より も 、 黒 魔術 は 毒 する 学問 で ある 。 

し か し 、 大 衆 が 知ら な い 事 、19 世紀 に デュ ポテ に よっ て 発見 され た 事 は 、 星 の 光 
の 急激 な 充満 か 欠乏 に よっ て 命 の 破壊 が 可能 で ある 事 で ある 。 

イン ド の 偽 の 魔術 師 が 記し た ウ プ ネ カッ ト の 鍛錬 に 似 た 一 連 の 不可 能 に 近い 鍛 
錬 に よっ て 、 神 経 系 の 緊張 と 疲労 が 習慣 に 成っ て 、 神 経 系 が 星 の 光 を 強め て 強く 放 
射 で きる 一 種 の 生き て いる ガル バニ 電池 に 成る と 、 星 の 光 の 急激 な 充満 か 欠乏 に 
よる 命 の 破壊 が 起き る 。 

星 の 光 は 、 柳 町 させ る か 、 破 壊す る 。 

し か し 、 前 記 で 、 ウ プ ネ カッ ト と 、 ウ プ ネ カッ ト の 魔術 の 不思議 は 、 終 わり で は な い 。 

会 気 な 偽 の 秘 儀 祭司 が 、 全 て の も の の 無 上 の 秘密 と し て 、 偽 の 秘伝 伝授 者 に 伝 
授 する 、 最 終 的 な 偽 の 秘密 が 存在 する 。 

偽 の 秘密 は 、 実 は 、 超 越 的 な 魔術 の 大 いな る 神秘 の 影 、 逆 、 反 対 、 あ べ こ べ で ある 。 

超越 的 な 魔術 の 大 いな る 神秘 は 、 倫 理 道徳 に お ける 、 絶 対 で ある 。 

そし て 、 結 果 的 に 、 超 越 的 な 魔術 の 大 いな る 神秘 は 、 行 動 方 針 に お ける 、 絶 対 で あ 
る 。 

超越 的 な 魔術 の 大 いな る 神秘 は 、 自 由 に お ける 、 絶 対 で ある 。 


他方 、 ウ プ ネ カッ ト の 偽 の 秘密 は 、 悪 行 に お ける 、 運 命 に お ける 、 死 に 至る 静寂 主 
義 に お ける 、 死 に 至る 無気力 に お ける 、 死 に 至る 無関心 に お ける 、 死 に 至る 無為 に お 
ける 、 絶 対 で ある 。 

後記 の 様 に 、 ウ プ ネ カッ ト で 、 閉 者 は 、 偽 の 秘密 を 話し て いる 。 


「 楽 に 結婚 する た め の 嘘 は 合法 で ある 。 

聖職 者 バラ モン の 価値 を 高め る た め の 嘘 は 合法 で ある 。 

牛 の 質 を 高め る た め の 嘘 は 合法 で ある 。 

神 は 真実 で ある 。 

神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 。 

真実 で ある 神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 事 を 知っ て いる 人 は 、 嘘 を つか な い 。 
な ぜ な ら 、 真 実 で ある 神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 事 を 知っ て いる 人 の 、 嘘 
は 真実 に 変わ る 。 

どん な 罪 を 犯し て も 、 ど ん な 悪行 を 行っ て も 、 真 実 で ある 神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 
成っ て いる 事 を 知っ て いる 人 は 、 有 罪 で は な い 。 

父親 殺し と 母親 殺し を 犯し て も 、 真 実 で ある 神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 事 
を 知っ て いる 人 は 、 有 有罪 で は な い 。 

ヴェ ー ダ の 神秘 の 秘伝 を 伝授 され た 祭司 バラ モン を 殺し て も 、 真 実 で ある 神 の 中 で 
光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 事 を 知っ て いる 人 は 、 有 有罪 で は な い 。 

要約 する と 、 何 を し て も 、 真 実 で ある 神 の 中 で 光 と 影 は 1 つ に 成っ て いる 事 を 知っ て 
いる 人 の 、 光 は 失わ れ な い 。 

な ぜ な ら 、 後 記 の 様 に 、 神 は 話し て いる 。 

『 神 は 普遍 の 魂 で ある 。 

神 の 中 で 善 と 悪 は 相互 に 抑え 合っ て いる 。 


神 の 中 で 善 と 悪 が 相互 に 抑え 合っ て いる 事 を 知っ て いる 人 は 、 罪 を 犯す 事 が で き な 
い 。 

な ぜ な ら 、 神 の 中 で 善 と 悪 が 相互 に 抑え 合っ て いる 事 を 知っ て いる 人 は 、 神 の 様 に 
普遍 で ある 』」 


前 記 の 、 ウ プ ネ カッ ト の 誤っ た 教え は 、 文 明 と 矛盾 する 。 

さら に 、 イ ンド は 、 社 会 の 位階 制 を カー スト と いう 型 に は め て 、 カ ー ス ト の 中 に 無 政 
府 状態 に よる 混乱 を 植え つけ て し まっ た 。 

社会 の 命 は 交流 で ある 。 カ ー ス ト は 、 社 会 の 命 が 交流 で ある 事 に 反し て いる 。 

少数 の 人 が 全て の 物 を 独占 し て 他人 に 何 も 与え な い 時 、 交 流 は 不可 能 で ある 。 

民 が 上 昇 で き な い し 下降 し な い 決 まり 通り の 状態 で は 、 社 会 の 位階 制 に は 何 の 
意味 が 有る か ? 民 が 上 昇 で き な い し 下降 し な い 決 まり 通り の 状態 で は 、 社 会 の 位 
階 制 に は 何 の 意 味 も 無い ! 

大 きく 遅れ た 、 カ イン の 弟 殺 し へ の 罰 は カー スト に 存在 する 。 

カイ ン は 全て の カイ ン の 子孫 を 道連れ に し て 死に 至ら せる 。 

異 民 族 の 人 徴 慢 な 利己 的 な 国 が 現れ た ら 、 イ ンド を 犠 竹 に する で あろ う 。 

オリ エン ト の 口伝 は 、 レ メ ク が カイ ン を 殺し た 、 と 話し て いる 様 に 。 

し か し 、 カ イン を 組 す 人 に は 災い が 有る ! 

創世 記 4 章 15 節 で 神 は 「 カ イン を 殺し た 人 は 7 倍 、 報 復 さ れる 」 と 話し て いる 。 


第 1 巻 第 4 章 ヘルメス の 魔術 


エジプト で 、 魔 術 は 、 普 遍 の 知 と し て 、 完 成 の 段階 に 到達 し た 。 

エジプト で 、 魔 術 は 、 完 全 な 考え と し て 、 明 確 に 説明 され た 。 

古代 の 世界 の 全て の 考え の 要約 と し て 、 エ メラ ルド 板 と 呼ば れる 物 、 ヘ ル メ ス が 
エメ ラル ド 板 に 記し た 短い 文書 と 等 し い 物 や 超え る 物 は 実に 無い 。 

段階 の 上 昇 と 下降 に 対応 する 、 存 在 の 統一 性 、 も の の 調和 に お ける 統一 性 。 

神 の 言葉 の 進歩 的 な つり 合っ て いる 進化 。 

つり 合い の 不変 の 法 、 普 遍 の 類推 の 段階 的 な 進歩 。 

創造 者 で ある 神 と 創造 され た も の の 間 の 類推 の も の さ し を も た ら す 、 概 念 と 表れ 
の 間 の 類推 。 

有限 に お ける 一 角 の 計測 が 証明 する 、 無 限 の 基本 の 数 学 。 

前 記 の 、 全 て を 「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の 
か ら 類 推 可能 で ある 。 な ぜ な ら 、 唯 一 の も の に よる 複数 の 不思議 の 実現 で ある 」 が 
表し て いる 。 


「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 
下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 
な ぜ な ら 、 唯 一 の も の に よる 複数 の 不思議 の 実現 で ある 」 


前 記 に 加え て 、 創 造 的 な 代行 者 、 全 て の 形 に 成る 火 、 隠 され た 力 の 大 いな る 仲介 
する も の 、 星 の 光 を 啓示 する 説明 。 


「 太 陽 は 父 で ある 。 
月 は 母 で ある 。 
風 は 腹 に 抱く 」 


太陽 が 星 の 光 を 放射 し て いる 。 
星 の 光 は 、 月 か ら 、 感 化 さ れ て 、 形 と 周期 的 な 動き を 受容 する 
大 気 は 、 星 の 光 の 貯蔵 所 、 星 の 光 の 皇 獄 で ある 。 


「 地 は 保母 で ある 」 


地 の 中 心 の 熱 が 、 星 の 光 を つり 合わ せ て 動か す 。 


普遍 の 原理 で ある 。 
世界 の Telesma で ある 」 


次 に 、 ヘ ル メ ス は 、 力 で ある 星 の 光 を 、 て こと し て 、 普 遍 の 溶解 と し て 、 形 成 と 凝 固 
の 代行 者 と し て 、 応 用 する 方 法 を 説明 し て いる 。 

次 に 、 ヘ ル メ ス は 、 ど の よう に 、 火 、 動 き 、 光 、 光 を 放つ 気体 、 熱 湯 、 火 の 様 な 土 と 
いっ た 星 の 光 の 多様 な 表れ を 応用 し て 、 自 然 の 全て の わざ を 模 信 する た め に 、 も の 
か ら 、 潜 在 し て いる 星 の 光 を 抽出 する 必要 が 有る か 説明 し て いる 。 

エメ ラル ド 板 は 魔術 の 全て を 1 枚 に 含ん で いる 。 

批評 家 は 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 が 、「 エ メラ ルド 板 」 以 外 の 「 ポ イマ ンド レー ス 」、 
「 ア スク レビ ピオ ス 」、「 世 界 の ミネ ル ヴ ァ 」 な どの ヘル メス の 文書 を 作成 し た 、 と 一 般 的 
に 考え て いる 。 


ヘル メス 文書 に は 、 神 秘 の 聖 所 で 保存 され て いた 、 ヘ ル メ ス の 口伝 が 含ま れ て い 
る 。 
象徴 の 鍵 を 所 有する 人 が ヘル メス の 考え を 失う 事 は 決し て で き な い 。 
全て の エジプト の 残骸 の 中 の 、 エ ジ プ ト の 記念 碑 は 、 本 の 散ら され た 多数 の 断片 
で ある 。 
エジプト の 記念 碑 と いう 本 の 断片 を 集め て 、 エ ジ プ ト の 教え 全体 と いう 本 を 復元 
可能 で ある 。 
エジプト の 記念 碑 と いう 本 の 、 頭 文字 は 神殿 で ある 。 
エジプト の 記念 碑 と いう 本 の 、 文 は 都市 で ある 。 
エジプト の 記念 碑 と いう 本 の 、 句 読点 は 記念 碑 の 柱 オ ベリ スク と スフィンクス で あ 
る 。 
エジプト の 物質 的 な 地域 は 、 魔 術 の 総合 で ある 。 
エジプト の 地域 の 名 前 は 、 神 の 数 の 数 字 に 対応 し て いる 。 
セン ウ セ レト 1 世 は エジプト の 王国 を 3 つの 地域 に 分 けた 。 
上 エジプト 、 テ バイ ス は 、 天 界 の 象徴 で ある 。 
上 エジプト 、 テ バイ ス は 、 法 悦 の 地域 で ある 。 
下 エ ジ プ ト は 、 地 上 の 象徴 で ある 。 
中 エジプト 、 中 央 エジプト は 、 知 の 地域 、 天 の 高等 な 秘伝 伝授 の 地域 で ある 。 
上 エジプト 、 中 エジプト 、 下 エジプト は 、 そ れ ぞ れ 、 ノ モス と 呼ば れ て いる 10 の 地域 
に 分 か れ て いる 。 
各 ノ モス に は 独自 の 守護 神 が 存 在 し た 。 
30 の ノモス の 守護 神 が 存 在 し た 。 
30 の ノモス の 守護 神 は 10 組 の 3 つ 1 組 で あっ た 。 


10 組 の 3 つ 1 組 で ある 30 の ノモス の 守護 神 は 、10 つ 1 組 の 中 の 3 つ 1 組 の 全 
て の 可能 な 限り の 概念 を 象徴 的 に 表し た 。 

また は 、10 組 の 3 つ 1 組 で ある 30 の ノモス の 守護 神 は 、10 の 数 に 根源 的 に 結 
び つ いて いる 絶対 の 考え の 物質 、 哲 学 、 宗 教 の 三重 の 意味 を 象徴 的 に 表し た 。 

10 組 の 3 つ 1 組 に よっ て 、 三 重 の 単 一 性 、 最 初 の 3 つ 1 組 が 得 ら れる 。 

最初 の 3 つ 1 組 と 、 最 初 の 3 つ 1 組 の 反映 に よっ て 、 三 重 の 二 元 が 形成 され る 。 

三重 の 二 元 は 、 ソ ロモ ン の 六 世 星 で ある 。 

3 つの 形 の 中 の 3 つの 形 に よっ て 、 三 重 の 3 つ 1 組 、 数 9、 全 て 揃っ た 概念 が 得 ら 
れる 。 

三重 の 4 つ 1 組 、 数 12 は 、 星 の 回 転 の 周期 の 数 で ある 。 

Yo 

セン ウ セ レト 1 世 の 統 治 下 の エ ジ プ ト の 地形 は 、pantacle、 魔 術 の 考え 全体 の 象 
徴 に よる 要約 で あっ た 。 

エジプト の 魔術 の 起源 は ゾロ アス ター で ある 。 

ヘル メス は エジプト の 魔術 、 ゾ ロア スタ ー の 魔術 を 再発 見 と 言う か 、 ゾ ロア スタ ー 
詳細 に 明確 に 説明 し た 。 

前 記 の 様 に し て 、 エ ジ プ ト と いう 国 は 1 つの 大 いな る 書物 に 成っ た 。 

絵 、 彫 刻 、 都 市 の 長 さ と 幅 を 通じ た 構造 、 全 て の 神殿 に お ける 構造 に よっ て 、 エ ジ 
プ ト が 含ん で いる 教え は 増殖 され た 。 


よ 


ヽ ニ 


砂漠 に は エジプト の 永遠 の 教え が 存在 し た 。 
ピラ ミッ ド の 基礎 に は 石 に よる エジプト の 言葉 が 存在 し た 。 
ビ ピラミッド は 人 の 知 の 限界 の 様 に 立っ て いる 。 
ピラ ミッ ド の 前 で 、 巨 人 的 な スフィンクス は 、 感 じ ら れ な い 程 わずか ずつ 徐々 に 砂 
漠 の 砂 の 中 に 埋もれ な が ら 、 何 年 も 瞬 想 し た 。 


現在 で すら 、 時 の 業 に よっ て 摩耗 し た 、 ス フィ ンク ス の 頭 は 、 未 だ に 墓 か ら 起 き て い 
る 。 

スフィンクス は 、 ピ ラミ ッ ド の 問題 を 新しい 世界 に 明か す 人 の 声 が 再臨 し て 、 完 全 
に 埋葬 され る 合図 を 期待 し て 待っ て いる か の 様 で ある 。 

魔術 師 の 立場 か ら 見 る と 、 エ ジ プ ト は 学問 と 知 の ゆり か ご で ある 。 

な ぜ な ら 、 イ ンド より 豊富 で は な いと し て も 、 イ ンド より 正確 に 純粋 に に エジプト は 象 
徴 に よっ て 最初 の 本 物 の ゾロ アス ター の 古代 の 考え を まとっ て いる 。 

エジプト で は 、 王 者 の わざ と 祭司 の わざ は 秘伝 伝授 に よっ て 達 道 者 を 作っ た 。 

エジプト の 秘伝 伝授 は 、 聖 職 者 の カー スト だ け と いっ た 様 に 利己 的 に 制限 され な 
0 つ 7 だ 。 

エジプト で 奴隷 で あっ た へ ブラ イ 人 の 24 祖 ヨ セ フ は 、 エ ジ プ ト で 秘伝 伝授 され た 
だ け で は な く 、 創 世 記 41 章 40 節 で エジプト の 最高 の 大 臣 の 位階 に 到達 し 、 多 分 、 
エジプト の 大 祭司 、 秘 儀 祭 司 の 位階 に すら 到達 し た 。 

な ぜ な ら 、 創 世 記 41 章 45 節 で 24 祖 ヨ セ フ は エジプト の 祭司 の 娘 と 結婚 し た 。 

エジプト と いう 国 で は 祭司 は 不相応 な 縁組 を 許さ な か っ た 事 が 証拠 で ある 。 

24 祖 ヨ セ フ は エジプト で 共産 主義 の 夢 を 実現 し た 。 

24 祖 ヨ セ フ は 祭司 の 地位 を 確立 し た 。 

24 祖 ヨ セ フ は 祭司 の 地位 を 唯一 の 所 有 者 と し て 確立 し た 。 

24 祖 ヨ セ フ は 祭司 の 地位 を 労 役 と 富 の 唯一 の 決定 者 と し て 確立 し た 。 

前 記 の 様 に し て 、24 祖 ヨ セ フ は エジプト の 危機 を 打ち 破っ た 。 

24 祖 ヨ セ フ は エジプト を 家父 長 制 の 家族 に し た 。 

創世 記 40 章 か ら 41 章 の 24 祖 ヨ セ フ の 昇進 が 夢 解 さき ひ お か げ で ある 事 は 広く 
知ら れ て いる 事実 で ある 。 

夢 解 さ は 、 現 在 で は 、 信 心 深い キリ スト 教徒 で すら 認め よう と し な い 知 で ある 。 


し か し 、 信 心 深 い キ リス ト 教 徒 は 24 祖 ヨ セ フ の 不思議 な 夢 和解 き に よる 予知 が 記さ 
れ て いる 回 書 が 神 の 聖霊 の 言葉 で ある と 認め て いる 。 

24 祖 ヨ セ フ の 知 は 、 概 念 と 形 の 間 に 存 在 する 自然 な 類推 の 理解 、 神 の 言葉 と 神 

の 言葉 の 象徴 の 間 に 存 在 する 自然 な 類推 の 理解 に 他 な ら な い 。 

24 祖 ヨ セ フ は 、 眠っ て いる 時 に 、 魂 が 星 の 光 に 浸っ て いる 時 に 、 魂 が 魂 の 最も ひ 
そ か な 思考 の 反映 や 魂 の 予知 の 反映 すら 認知 する 、 と 知っ て いた 。 

さら に 、24 祖 ヨ セ フ は 、 眠 り に よる 夢 の 象徴 を 解釈 する 技術 が 普遍 の 洞察 力 の 鍵 
で ある 、 と 知っ て いた 。 

な ぜ な ら 、 全 て の 知 的 な 存在 は 夢 の 中 で 啓示 を 受け る 。 

絶対 の 象徴 の 知 の 基礎 は アル ファ ベッ ト で ある 。 

神 性 は アル ファ ベッ ト に よる 文字 や 言葉 で 表 さ れる 。 

アル ファ ベッ ト に よる 文字 や 言葉 は 概念 を 表す 。 

概念 は 数 に 換算 で きる 。 

数 は 完全 な 象徴 で ある 。 

神 の アル ファ ベッ ト は モー セ が カバ ラ に 秘め た 大 いな る 秘密 で ある 。 

「 形 成 の 書 」 で は アル ファ ベッ ト の 起源 が エジプト (の 7 祖 エ ノ ク ) で ある 事 を 記念 
し て 後世 に 伝え て いる 。 

「 形 成 の 書 」 の 知 は 21 祖 アブ ラ ハ ム に 間 る 。 

神 の アル ファ ベッ ト と は 有名 な トー ト の 書 タ ロッ ト で ある 。 

クー ル ド ジェ ブラ ン は 、 神 の アル ファ ベッ ト が タロ ッ ト と いう 形 で 現在 まで 保存 さ 
れ て いる 、 と 見 抜い た 。 

タロ ッ ト は エッ ティ ラ の 手 に 渡っ た 。 

エッ ティ ラ は タロ ッ ト を 誤っ て 解釈 し た 。 


エッ ティ ラ に よる 30 年 に わた る タロ ッ ト の 研究 は 、 エ ッ テ ィ ラ の 無 思慮 の 罪 を つぐ 
な う 事 が で きず 、 エ ッ テ ィ ラ の 正しい 知識 の 欠如 を 埋め 合わ せる 事 が で き な か っ た 。 

タロ ッ ト の 記録 は 未だ に エジプト の 記念 碑 の 瓦 了 の 中 に 存在 する 。 

タロ ッ ト の 興味 深い 完全 な 鍵 は アタ ナシ ウス キル ヒ ャ ー の エジプト に つい て の 大 
いな る 作品 の 中 に 存在 する 。 

タロ ッ ト の キル ヒ ャ ー の 鍵 は 、 有 名 な ピエ トロ ベン ボ 枢 機 錯 が 所 有 し て いた 、 イ シ 
ス の 銅板 の 写し で ある 。 

イシ ス の 銅板 に は 、 エ ナメ ル で 絵 が 描か れ て いた 。 

イシ ス の 鋼板 は 、 不 運 に も 失わ れ て し まっ た 。 

し か し 、 キ ル ヒ ャ ー は イシ ス の 鋼板 の 写し を 正確 に 残し た 。 

学 の 有る イエ ズ ス 会 の 祭司 キル ヒ ャ ー は 、 イ シス の 銅板 の 絵 が 神 の アル ファ ベッ ト 
の 象徴 的 な 鍵 を 含ん で いる 、 と 見 抜い た 。 

し か し 、 キ ル ヒ ャ ー は イシ ス の 銅板 の 絵 を 説明 で き な か っ た 。 
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イシ ス の 銅板 の 絵 は 、3 つの 領域 に 等 分 され て いる 。 
イシ ス の 銅板 の 絵 の 、 上 の 領域 は 、 天 の 12 宮 、 黄 道 12 星座 で ある 。 
イシ ス の 銅板 の 絵 の 、 下 の 領域 に は 、1 年 を 通じ た 、 黄 道 12 星座 に 対応 する 12 


の 務め が 配置 され て いる 。 
イシ ス の 銅板 の 絵 の 、 中 間 の 領域 は 、 神 の アル ファ ベッ ト の 文字 に 相当 する 21 の 
神聖 な 象徴 で ある 。 


イシ ス の 銅板 の 絵 の 、 中 央 は 、 あ ら ゆ る 形 に 成る イ ユ ンク ス の 神聖 な 象徴 で ある 。 

イ ユ ンク ス の 象徴 は 、 普 通 の 存在 の 象徴 で ある 。 

イ ユ ンク ス の 象徴 は 、 ヘ ブラ イ 文 字 の イ ョ ッ ド に 相当 する 。 

唯一 の イ ヨ ッ ド か ら 他 の 全て の 文字 は 形成 され た 。 

Ophite の 3 つ 1 組 が イ ユ ンク ス を 包囲 し て いる 。 

Ophite の 3 つ 1 組 は エジプト と へ ブラ イ 人 の アル ファ ベッ ト の 3 つの 母 字 (アレ フ 、 
メ ム 、 シ ュ ィ ン ) に 相当 する 。 

( 

エリ ファ ス レヴ ィ に よる と 、 へ ブラ イ 文 字 の 3 つの 母 字 は アレ フ か イ ョ ッ ド 、 メ ム 、 
シュ ィ イン か タウ で ある 。 

「 形 成 の 書 」 に よる と 、 ヘ へ ブライ 文字 の 3 つの 母 字 は アレ フ 、 メ ム 、 シ ュ ィ イン で ある 。 

) 

イ ユ ンク ス の 右 は 、ibimorphic の 3 つ 1 組 と 、serapian の 3 つ 1 組 で ある 。 

イ ユ ンク ス の 左 は 、 ネ フ テ ィ ス の 3 つ 1 組 と 、 ヘ へ ヘカテー の 3 つ 1 組 で ある 。 

ネフ ティ ス と へ カテ ー は 、 自 発 性 と 受容 性 、 気 化し 難い も の と 気化 し 易い も の 、 実 
を 結ば せる 火 と 生じ させ る 水 を 表す 。 

イ ユ ンク ス の 右 の 2 組 の 3 つ 1 組 は 、 中 央 の イ ユ ンク ス と 共に 、7 つ 1 組 を も た ら 
す 。 


イ ユ ンク ス の 左 の 2 組 の 3 つ 1 組 は 、 中 央 の イ ユ ンク ス と 共に 、7 つ 1 組 を も た ら 
す 。 
中 央 の イ ユ ンク ス は 、7 つ 1 組 を 含ん で いる 。 
3 組 の 7 つ 1 組 は 、 原 初 の 文字 の 総 文字 数 だ け で は な く 、3 つの 世界 の 絶対 の 
数 を も た ら す 。 
( 
自然 科学 、 哲 学 、 神 の 教え 。 
自由 意思 と いっ た 神 だ け の 領域 、 概 念 の 領域 、 形 の 領域 。 
神 だ け の 楽園 、 霊 の 冥界 、 こ の 世界 。 
) 
そし て 、 数 字 0 が 数 字 1 か ら 数 字 9 まで の 9 つの 数 字 に 加え られ て いる 様 に 、 補 
完 す る 象徴 が 加え られ て いる 。 
カバ ラ で は 1 か ら 10 まで の 10 の 数 と 22 文字 の へ ブラ イ 文 字 を 知 の 32 の 経路 
と 呼ん で いる 。 
1 か ら 10 まで の 10 の 数 と 22 文字 の へ ヘブライ 文字 の 哲学 的 な 説明 が 、 胃 散 され 
て いる 古代 の 書 「 形 成 の 書 」 の テー マ で ある 。 
ピス トリ ウス が 集め た 文書 な ど に 「 形 成 の 書 」 は 存在 する 。 
トー ト の アル ファ ベッ ト が 現在 の タロ ッ ト の 間接 的 な 起源 で ある 。 
な ぜ な ら 、 現 存 し て いる タロ ッ ト の 写し で は 、 タ ロッ ト の 文字 の 起源 は へ ブラ イ 文 字 
で ある 。 
また 、 タ ロッ ト の 絵 は 15 世紀 の シャ ルル 7 世 の 統治 の 時 代 ま で し か 逆 れ な い 。 
画家 ジャ ッ ク マ ン グラ ン ゴ ヌー ル に よる 1392 年 の シャ ルル 6 世 の タ ロッ ト が 現在 、 
知ら れ て いる 最初 の タロ ッ ト で ある 。 
し か し 、 シ ャ ルル 6 世 の タ ロッ ト は 古代 の タロ ッ ト を 再現 し た 物 で ある 。 


タロ ッ ト は 最 古 の 物 で ある 。 

近代 の 形 の タロ ッ ト 占 い の 起 源 は 、 占 星 術 師 が 精神 の 不安 定 な 前 述 の 王 シ ャ ル 
ル 6 世 を 慰め る た め の 試 行 錯誤 の 一 環 で あっ た 。 

タロ ッ ト の 神託 は 、 数 学 の 正確 さと 同様 な 、 正 確 な 解答 を も た ら す 。 

タロ ッ ト の 神託 は 、 自 然 の 調和 と 同様 な 、 つ り 合 い の と れ た 解答 を も た ら す 。 

タロ ッ ト の 多様 な 象徴 に よる 多様 な 組み 合わ せ が タ ロッ ト の 正確 な 、 つ り 合 い の と 
れ た 解答 を も た ら す 。 

た だ し 、 論 理 と 知 の 物 で ある 道具 タロ ッ ト を 利用 する に は 理性 の 大 いな る 発揮 が 
必要 で ある 。 

幼稚 で 理性 が 貧弱 な 王 シ ャ ルル 6 世に は 、 画 家 ジ ャ ッ ク マ ン グラ ン ゴ ヌー ル に よ 
る タロ ッ ト の 象徴 が 、 幼子 の 玩具 に し か 見 えな か っ た 。 

シャ ルル 6 世 は 神秘 的 な カバ ラ の アル ファ ベッ ト で ある タロ ッ ト を 遊戯 に 変え て し 
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モー セ の 出 エ ジ プ ト 記 12 章 35 節 か ら 36 節 に 、 ヘ へ ブラ イ 人 は エジプト か ら 出 る 時 
こ に エジプト 人 の 神聖 な 器 で ある 金 の 器 と 銀 の 器 や マン ト を 持ち 去っ た 、 と いう 例え 話 
が 記さ れ て いる 。 

出 エジプト 記 12 章 35 節 か ら 36 節 は 例え 話 で ある 。 

な ぜ な ら 、 大 いな る 預言 者 モー セ が 民 に 盗み を 勧め る は ず が 無い 。 

出 エ ジ プ ト 記 12 章 35 節 か ら 36 節 の エジプト 人 の 神聖 な 器 で ある 金 の 器 と 銀 
の 器 や マン ト と は 、 モ ー セ が ファ ラオ の 宮殿 で 学ん だ 、 エ ジ プ ト 人 の 知 の 神秘 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 神 の 人 モー セ の 奇跡 が 魔術 の お か げ で ある と 言う つも り は 無 


い 。 


た だ し 、 出 エジプト 記 7 章 か ら 8 章 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 で あり エジプト の 秘 儀 祭 
司 で あり エジプト の 大 祭司 で ある ヤン ネ と ヤン ブレ は 魔術 の 技 の 力 に よっ て モー セ 
の 奇跡 に 似 た 奇跡 を 起こ し た 、 と 記さ れ て いる 。 

(テモ テ へ の 第 2 の 手紙 3 章 8 節 「 ヤ ン ネ と ヤン ブレ 」) 

出 エ ジ プ ト 記 7 章 11 節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤン ネ と ヤン ブレ は 杖 を 蛇 に 変え た 。 

そし て 、 蛇 は 杖 に 戻っ た 。 

出 エジプト 記 7 章 11 節 の ファ ラオ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ が 杖 を 蛇 に 変え た 
話 は 、 感 化 力 か 誘惑 や 幻惑 で 説明 で きる か も し れ な い 。 

出 エ ジ プ ト 記 7 章 22 節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤン ネ と ヤン ブレ は 水 を 血 に 変え た 。 

出 エ ジ プ ト 記 8 章 3 節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ は カエ ル の 群れ を も 
た らし た 。 

し か し 、 出 エジプト 記 8 章 14 館 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ は 虫 の ブユ 
な どの 寄生 虫 を 出現 させ る 事 が で き な か っ た 。 

すでに 理由 を 説明 し た 様 に 、 人 の 力 に は 限界 が 有る の で 、 出 エジプト 記 8 章 14 
節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ は 虫 の ブユ を 出現 させ る 事 が で き な か っ た 。 

また 、 す で に 理由 を 説明 し た 様 に 、 モ ー セ の 側 に は 超人 的 な 力 が 有 っ た の で 、 出 
エジプト 記 8 章 15 節 で 、 フ ァ ラ オ の 魔術 師 ヤ ン ネ と ヤン ブレ は 「 モ ー セ は 神 の 指 で 
す 」 と 話し て 自ら 負け を 認め ざる を えな か っ た 。 

モー セ は 勝利 し て へ ブラ イ 人 を 緑 属 の 国 エ ジ プ ト の 外 へ 導い た 。 

出 エ ジ プ ト の 時 に 、 エ ジ プ ト で は 真 の 知 が 失わ れ た 。 

な ぜ な ら 、 エ ジ プ ト の 聖職 者 は 、 民 の 無 条 件 の 信頼 を 溢 用 し て 、 民 の 知識 を 動物 
的 な 偶像 崇拝 に 堕ち る まま に し て お いた 。 

偶像 崇拝 は 秘伝 の 知 に と っ て 危険 な 岩 で ある 。 

真理 を 民 に 隠さ ず に ヴェ ー ル で 覆う 必要 が 有る 。 


象徴 主義 を 非 論 理 的 な 滑稽 さ に 誤っ て 改悪 せ ず 、 象 徴 主 義 の 面目 を 汚さ な い 必 
要 が 有る 。 

イシ ス の 神聖 な ヴェ ー ル の 美 し さ と 尊い 気 高 い 上 品 さ を 保つ 必要 が 有る 。 

前 記 を 、 エ ジ プ ト の 聖職 者 は 失敗 し た 。 

大 衆 と 愚者 は イシ ス と ヘル マニ ビス の 象徴 的 な 形 を 事実 と 誤解 し た 。 

大 衆 と 愚者 は オシ リス が 実際 に 牛 で ある と 誤解 し た 。 

大 衆 と 愚者 は 賢者 ヘル メス が 実際 に 犬 で ある と 誤解 し た 。 

大 衆 と 愚者 は 変質 し た オシ リス を オシ リス の 牡 牛 と 呼ば れ た アピ ス と いう 和牛 に 変 
形 さ せ た 。 

エジプト の 聖職 者 は 民 が 食用 生物 の 牛 を 主 で ある 神 と し て 崇拝 する 事 を 妨げ な 
が か うつ: 

神 の 口伝 を 救う 時 が 来 た 。 

モー セ は 新しい 民 を 確立 し た 。 

モー セ は 全て の 偶像 崇拝 を 禁止 し た 。 

し か し 、 残 念 な が ら へ ブラ イ 人 は 偶像 崇拝 者 と 長い 間 エ ジ プ ト で 暮らし て いた 。 

荒野 で も ヘブライ 人 は アピ ス の 和牛 の 記 憶 を 残し て いた 。 

エジプト で の 和牛 へ の 偶像 崇拝 の 名 残 が 、 ヘ へ ブライ 人 が 常に 少し 依存 し て いた 出 エ 
ジ プ ト 記 32 章 の 金 の 子 牛 で ある 。 

し か し 、 モ ー セ は 神聖 な 象徴 が 記憶 か ら 消え 去る 事 を 望ま な か っ た 。 

モー セ は 、 象 徴 を 真 の 神 へ の 清め られ た 崇拝 に よっ て 神聖 化し て 、 象 徴 を 清め た 。 

ヤ ハ ウェ へ の 宗教 に 加わ っ た 全て の 象徴 が 、 い か に 調和 し て 象徴 的 で ある か 、 古 
代 の 啓示 の 景 散 す る べき 由緒 ある 象徴 を いか に 思い 出さ せる か 、 後 で 見 て いく つも 
り で ある 。 

し か し 、 先 に 、 異 教徒 と 魔術 の 起源 に つい て の 話 を 終え る 必要 が 有る 。 


そし て 、 異 教徒 の 文明 、 物 質 化 さ れ て し まっ た 象徴 の 話 、 地 に 堕ち て し まっ た 古代 
の 儀式 の 話 を する 必要 が 有る 。 


第 1 巻 第 5 章 ギ リ シ ャ の 魔術 


魔術 の 正確 な 知 が 自然 な 外 的 な 形 で ある 美 と いう 形 を と る 古代 ギリ シャ 時 代 が 
来 た 。 

「 光 輝 の 書 」 で 、 ど の よう に 、 人 の 原型 で ある 「 ア ダム カド モン 」、「 最 初 の 人 」 が 天 
に 昇っ て 、 下 に 、 存 在 の 水 に 、 反 映 さ れ た か を すでに 見 た 。 

「 ア ダム カド モン 」、「 最 初 の 人 」 は 、 概 念 的 な 人 で ある 。 

「 ア ダム カド モン 」、「 最初 の 人 」 は 、 あ ら ゆ る 形 に 成る 神 の 影 で ある 。 

完全 な 形 の 、 生 殖 力 の 有る 男らしい 霊 で ある 、「 ア ダム カド モン 」、「 最 初 の 人 」 は 、 
形 の 世界 で 独り で 存在 する 運命 で は な か っ た 。 

「 ア ダム カド モン 」、「 最 初 の 人 」 に 与え られ た 伴 但 が 古代 ギリ シャ の 思い や り 深 い 

空 の 下 に 存在 し た 。 

天 の 愛 の 女神 ウェ ヌス 。 

「 天 の 愛 」。 

(「 響 宴 」 に 、「 天 の 愛 」 と 、 肉 欲 で ある 「 大 衆 の 愛 」 と いう 区 別 が 記さ れ て いる 。) 

純潔 な 貞 小 な 充実 し て いる 愛 の 女神 ウェ ヌス 。 

三 美神 カリ ス の 三重 の 母 の 神 。 

愛 の 女神 ウェ ヌス 、「 天 の 愛 」、 三 美神 カリ ス の 三重 の 母 の 神 は 、 最 早 、 混 沖の 眠 
れる 深み か ら で は な く 、 詩 的 な 優美 さ を く り 返し て いる 多 島 海 エ ー ゲ 海 の と 生 き て いる 
満ち あふ れ て いる 波 か ら 昇 る 。 

緑 の 木々 と 花々 で 飾ら れ た 多 島 海 エ ー ゲ 海 の 群 島 は 、 神 々 の 船 の 様 に 見 える 。 

カル デア の 魔術 の 7 つ 1 組 は 、 オ ルフ ェ ウ ス の 避 琴 の 7 つの 弦 の 音楽 に 変 


オル フェ ウス の 壁 琴 の 7 つの 弦 の 音楽 は 、 ギ リ シ ャ の 木々 と 荒野 を 変形 させ る 詩 
和 で ある 。 

オル フェ ウス の 歌 の 美しい 心地 よい 調べ の た め に 、 岩 々 は 平ら に 成り 、 オ ー ク は 適 
切 に 傾き 、 獣 は 人 に 従う 。 

アム ピオ ン は ヘル メス か ら 伝 授 さ れ た 堅 琴 の 音楽 の 魔術 で 石 を テー バイ の 壁 に 
変え た 。 

テー バイ は 、 カ ドモ ス の 知 の 都市 で ある 。 

テー バイ は 、 秘 伝 伝 授 の 都市 で ある 。 

「 世 界 の 七 不思議 」 の 様 に に 、 テ ー バ イ は 、pantacle で ある 。 

オル フェ ウス は 命 を 数 に 与え た 。 

カド モス は 考え を 文字 の 形 に 結び つけ た 。 

オル フェ ウス は 、 全 て の 美しい も の に 熱心 な 民 を 確立 し た 。 

カド モス は 、 民 の 知 と 愛 に 相応 し い 故 卿 を 民 に 与え た 。 

古代 ギリ シャ の 口伝 で オル フェ ウス は 金 羊毛 の 英雄 の 1 人 で ある 。 

金 半 毛 の 英雄 は 「 大 作業 」 の 古代 の 勝利 者 で ある 。 

金 羊毛 は 、 太 陽 の 外 衣 で ある 。 

金 壮 毛 は 、 人 の 求め に 応じ た 適用 し た 光 で ある 。 

金 羊毛 は 、 魔 術 の 作業 の 大 いな る 秘密 で ある 。 

金 手 毛 は 、 秘 伝 伝授 で ある 、 と 本 質 的 に 理解 する べき で ある 。 

金 半 毛 は 、 象 徴 的 な 英雄 を 神秘 の 小 ア ジア に 到達 させ る 探求 の 旅 で あっ た 。 

カド モス は 、 エ ジ プ ト の 栄光 の テー ベ か ら 自 発 的 に 国外 へ 放浪 し た 。 

カド モス は 、 文 字 の 知 を ギリ シャ に も た らし た 。 

カド モス は 、 概 念 で ある 文字 の 調和 を ギリ シャ に も た らし た 。 

テー バイ は 、 新 し い テ ー ベ で ある 。 


テー バイ は 、 知 の 都市 の 代表 で ある 。 

カド モス は 、 テ ー バ イ を 調和 の た め に 建て た 。 

な ぜ な ら 、 知 は 、 象 形 文字 、 発 音 文字 、 数 字 の 間 の 周期 的 な 調和 の 中 に 存在 する 。 

知 は 、 数 学 の 永遠 の 法 に 従う 文字 の 固有 の 運動 の 中 に 存在 する 。 

テー バイ は 円 形 で ある 。 

テー バイ の 比 は 正方 形 で ある 。 

魔術 的 な 天空 の 様 に に 、 テ ー バ イ に は 7 つの 門 が 有る 。 

テー バイ の 伝説 は 、 隠 され た 知 の 叙事詩 に 成る 運命 で あっ た 。 

テー バイ の 伝説 は 、 人 の 知 の 予見 され た 歴史 に 成る 運命 で あっ た 。 

全て の ギリ シャ の 神秘 の 例え 話 、 全 て の ギリ シャ の 霊感 を 受け た 口伝 は 、 ギ リ シ ャ 
の 文明 の 精神 で ある 。 

し か し 、 ギ リ シ ャ の 詩 の 英雄 の 事実 の 歴史 を 、 知 られ ざる 秘 儀 祭司 が ギリ シャ に 持 
ち 込 ん だ オリ エン ト の 歴史 を 変形 し た 物 以 外 に 探求 し な い 様 に 思い と ど ま る 必要 が 
有る 。 

ギリ シャ の 詩 は 、 当 時 の 大 いな る 者 が 記し た 、 概 念 の 歴史 に 過ぎ な い 。 

ギリ シャ の 詩人 は 、 国 々 の 誕生 に つき も の で ある 、 人 の 戦い を 知ら せる 気 は 、 ほ と 
ん ど な か っ た 。 

ホメ ロス は 、 ギ リ シ ャ の 詩人 の 方 針 に 従い 、 ギ リ シ ャ の 神々 を 概念 の 永遠 の 類型 と 
し て 配置 し た 。 

ギリ シャ の 神 は 概念 の 類型 で ある 、 と いう 意図 に より 、 ギ リ シ ャ の 詩 で は 世界 の 大 
変動 は 主神 ユピテル の 顔色 に 従う 、 と 記さ れ て いる 。 

も し ギリ シャ が 火 と 剣 を 小 ア ジア に 持ち 込ん だ と し た ら 、 知 と 徳 を 肉欲 に ささ げた 
置 済 へ の 報復 の た めで あろ う 。 


感覚 的 な 官能 的 な ウェ ヌス を 無視 し て 、 世 界 の 統治 を ミネ ル ヴ ァ と ユノ ー に 戻す 
た めで あろ う 。 

愛 の 女神 ウェ ヌス は 放 浅 者 を 滅ぼす 。 

人 々 の 代わ り に 神々 を 、 結 果 の 代わ り に 原因 を 、 地 上 に お ける 大 いな る も の の 粗 
末 な 擬人 化 の 代わ り に 永遠 の 概念 を 表す の が 、 詩 の 崇高 な 使命 で ある 。 

概念 が 国々 を 建て た り 倒 し た りす る 。 

思想 が 国々 を 建て た り 倒し た りす る 。 

何ら か の 信心 が 全て の 大 いな る も の の 源 で ある 。 

何ら か の 信念 が 全て の 大 いな る も の の 源 で ある 。 

信心 が 詩 的 に 成る に は 、 言 い 換 える と 、 信 心 が 創造 的 に 成る に は 、 信 心 は 真理 に 
基づく 必要 が 有る 。 

賢者 の 心 を 引く に 値する 歴史 は 、 闇 に 永遠 に 勝利 する 、 光 の 歴史 だ け で ある 。 

闇 に 永遠 に 勝利 する 光 の 歴史 と いう 太陽 の 大 いな る 一 日 が 文明 と 呼ば れる 。 

金 半 毛 の 例え 話 は ヘル メス の 魔術 と ギリ シャ の 秘伝 伝授 を 結び つけ て いる 。 

普遍 の 王者 の 権利 を 所 有 し た い 者 が 獲得 する 必要 が 有る 、 太 陽 の 牡 羊 の 金 羊毛 
は 、「 大 いな る 務め 」、「 大 作業 」 の 象徴 で ある 。 

アル ゴー 船 は 、 神 託 を 告げ ける ドド ナ の オー ク を 木材 と し て 造ら れ た 。 

アル ゴー 船 は 、 話 す 船 で ある 。 

アル ゴー 船 は 、 イ シス の 神秘 の 船 で ある 。 

アル ゴー 船 は 、 命 の 力 と 復活 の ノア の 箱 船 で ある 。 

アル ゴー 船 は 、 オ シリ ス の 槽 で ある 。 

アル ゴー 船 は 、 神 性 に よる 生ま れ 変 わり の 卵 で ある 。 

冒険 者 イア ソン は 、 秘 伝 伝授 の た め の 修行 者 で ある 。 

た だ し 、 イ アソ ン は 、 勇 敢 な だ け の 英雄 で ある 。 


イア ソン は 、 人 の 全て の 心変わり と 全て の 弱 さ 、 欠 陥 を 持っ て いる 。 

し か し 、 イ アソ ン は 、 全 て の 力 を 擬人 化し た 者 で ある 英雄 を 連れ て 行く 。 

金 半 毛 で は 、 ヘ ラク レス は 、 肉 欲 的 な 力 の 象徴 で ある 。 

ヘラ クレ ス は 、 金 羊毛 と いう 「 大 作業 」 に 関わ る 事 が で き な か っ た 。 

な ぜ な ら 、 ヘ ラク レス は 、 肉 欲 を 追い か け て 道 を 踏み 外し て し まっ た 。 

肉欲 的 な 力 の 象徴 で やる ヘラ クレ ス 以 外 の 英雄 は 、 秘 伝 伝授 の 国 コ ルキ ス に 到 
信じ た 。 

コル キス は ゾロ アス ター の 秘密 の 名 残 を 未だ 保存 し て いた 。 

問題 は 、 ど の よう に ゾロ アス ター の 神秘 の 鍵 を 獲得 する か 、 で ある 。 

再び 女性 が 知 を 裏切っ て 漏らし 渡し て し まっ た 。 

メデ ィ ア が 「 大 作業 」 の 秘密 を 王国 と 父 の 命 と 共に イア ソン へ 渡し て し まっ た 。 

な ぜ な ら 、 秘 密 の 大 衆 へ の 口外 が 秘密 を 守る 事 が で き な か っ た 人 へ 死 を 必然 的 
に も た ら す の は 、 隠 され た 聖 所 の 必然 の 法 で ある 。 

メデ ィ ア は 竜 な ど に つい て と 、 戦 う 方 法 、 勝 利 す る 方 法 を イア ソン に 教え る 。 

地上 の 有 軸 の 蛇 、 地 上 の 有 軸 の 竜 と は 、 星 の 流体 で ある 。 

星 の 流体 を 把握 し て 固定 する 必要 が 有る 。 

竜 の 牙 を 引き 抜い て 戦 神 マル ス の 牛 で 耕し て お いた 荒地 に 撤 く 必要 が 有る 。 

竜 の 牙 と は 、 酸 で ある 。 

酸 は 、 金 属 を 含む 土 を 分 解す る 。 

金属 を 含む 土 は 、 二 重 の 火 と 地上 の 磁気 の 力 に よっ て 用 意 する 。 

大 いな る 戦い に 例え られ る 、 発 酵 が 起き る 。 

不純 物 が 不純 物 を 滅ぼす 。 

輝く 羊毛 は 、 達 道 者 へ の 報い で ある 。 

そこ で 、 イ アソ ン の 魔術 的 な 例え 話 が 終わ る 。 


そし て 、 メ ディ ア の 魔術 的 な 例え 話 が 始ま る 。 
な ぜ な ら 、 古 代 ギ リ シ ャ 人 は 隠さ れ た 知 の 完全 な 叙事詩 を イア ソン と メデ ィ ア の 歴 


史 に 盛り 込ん だ 。 
ヘル メス の 魔術 の 後に 、 ゴ エ テ ィ ア と いう 悪人 の 霊 の 魔術 、 親 殺し 、 弟 殺し 、 子 殺 
し が 続く 。 


肉欲 の た め に 全て を 犠牲 に し て も 、 罪 の 成果 は 楽し め な い 。 

創世 記 9 章 22 節 で 父 ノア の 裸 を さら し た ハム の 様 に 、 メ ディ ア は 父 を 裏切る 。 
弟 ア ベル を 殺し た カイ ン の 様 に 、 メ ディ ア は 弟 を 殺す 。 

メデ ィ ア は 自分 の 子 を 刺し て 殺す 。 

メデ ィ ア は 恋敵 の 女性 を 毒 で 殺す 。 

メデ ィ ア は 愛さ れる 事 を 望ん で いた イア ソン か ら 憎 まれ る 事 に 成る 。 

イア ソン が 人 金 羊毛 に 熟達 し て 知 を 獲得 し な か っ た の は 和 く べき 事 で ある 様 に 見 え 


る か も し れ な い 。 
し か し 、 イ アソ ン は メデ ィ ア の 裏切り の お か げ で の み 魔 術 の 秘密 を 発見 し た 事 を 思 
い 出 す 必 要 が 有る 。 


プロ メ テ ウ ス の 様 に 、 イ アソ ン は 知 を お か し た 。 

イア ソン は オル フェ ウス の 様 な 達 道 者 で は な い 。 

イア ソン は 知 より 富 と 権力 を 求め た 。 

イア ソン は 、 み じ め に 人 死ぬ 。 

オル フェ ウス の 弟子 だ けが 人 金 羊毛 の 霊感 を 受け た 力 、 王 者 の 力 を 理解 する で あろ 
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プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、5 つの 大 


いな る 詩 で ある 。 


プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 自 然 と 人 
の 運命 の 神秘 に 満ち て いる 。 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 古 代 ギ リ 
シャ の 聖書 で ある 。 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 キ ュ ク ロ 
プス の 様 に 巨人 的 な 記念 碑 で ある 。 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、( オ ッ サ 山 
を オリ ュ ン ポス 山の上 に 積み 、) ペ リオ ン 山 を オッ サ 山 の 上 に 積ん だ 、 天 に 通じ る 道 で 
ある 。 

(ギリ シャ 神話 で 、 ア ロア ダイ は 、 神 々 と の 戦い で 、 オ ッ サ 山 を オリ ュ ン ポス 山の上 に 
積み 、 ペ リオ ン 山 を オッ サ 山 の 上 に 積ん で 、 天 に 通じ る 道 を 作ろ うと し た 。) 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 天 に 通じ 
る 道 で ある 、 傑 作 で ある 。 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 天 に 通じ 
る 道 で ある 、 形 で ある 。 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 光 の 様 に 
美しい 。 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 永 遠 の 
概念 と いう 王座 に 座っ て いる 。 

プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ イア 」 は 、 真 理 の 
中 の 無 上 の も の と いう 王座 に 座っ て いる 。 

詩 の 秘 儀 祭司 は プロ メ テ ウ ス 、 金 羊毛 、「 テ ー バ イド 」、「 イ ー リ アス 」、「 オ デュ ッ セ 
イア 」 と いう 真理 が 秘め られ た 不思議 な 例え 話 を 古代 ギリ シャ の 大 衆 に 委ね る 危険 
を 覚悟 し て いた 。 


アイ スキ ュ ロ ス は 巨人 同士 の 争い 、 超 人 の 苦悩 、 プ ロメ テウ ス の 神聖 な 希望 を 大 
胆 に 話し た 。 

アイ スキ ュ ロ ス は 「 テ ー バ イ 攻 め の 七 将 」 と いっ た オイ ディ プス 一 族 に つい て 話し 
た 胃 散 する べき 霊感 を 受け た 詩人 で ある 。 

アイ スキ ュ ロ ス は 神秘 を 大 衆 に 口外 し て 冒 潮 し た と 非難 され た 。 

アイ スキ ュ ロ ス は 苦労 し て 厳し い 非 難 か ら 免れ た 。 

現代 の 人 々 は 、 プ ロメ テウ ス の 象徴 的 な 話 を 全て 含ん で いる 三 部 作 の 劇 の アイ ス 
キュ ロス の 全て の 意図 を 理解 で き な い 。 

アイ スキ ュ ロ ス は 、 ヘ ラク レス に よっ て 救 わ れ て 解放 され た プロ メ テ ウ ス と 、 王 座 か 
ら 落 と され た ユピテル を 大 衆 に 見 せ た 。 

アイ スキ ュ ロ ス が 見 せ た 、 苦 難 に お ける 寺 の 全能 性 と 、 権 力 ( の 象徴 と し て の ユ 
ピ テ ル ) に 対す る 忍耐 の 決定 的 な 勝利 は 、 疑 い 無く 、 見 事 で あっ た 。 

し か し 、 大 衆 は 不信 心 と 無政府 状態 に よる 混乱 の 未来 の 勝利 を アイ スキ ュ ロ ス の 
劇 に 誤っ て 見 た か も し れ な い 。 

(権力 の 象徴 と し て の ) ユ ピ テ ル に 勝利 する ( 霊 ) プ ロメ テウ ス と いう 劇 は 、 い つか 王 
者 と 祭司 か ら 解放 され る 運命 の 大 衆 と いっ た 様 に 誤解 され た か も し れ な い 。 

大 衆 が プロ メ テ ウ ス の 劇 を 無 思 慮 に 公表 し た アイ スキ ュ ロ ス へ 与え た 称 共 の うち 
多く は 王者 と 祭司 か ら 解 放さ れる 大 衆 と いう 誤っ た 希望 に よる 物 か も し れ な い 。 

考え が 詩 を 好む お か げ で 、 私 達 は アイ スキ ュ ロ ス の 傑作 を 所 有 し て いる 。 

考え は 詩 を 好む の で 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、「 国 家 」 で 「( 神 々 に 失礼 な 詩 を 歌う ) 詩 
人 を 王国 か ら 追放 する 必要 が 有る 」 と 話し た プラ トン の 様 な 、 詩 人 に 名 誉 を 与え て 
国外 へ 追放 する 飾り 気 の 無い 秘伝 伝授 者 で は な い 。 

な ぜ な ら 、 上 真 の 詩人 は 、 地 上 に お ける 、 神 の 使者 で ある 。 

真 の 詩人 を 追放 する 人 は 神 か ら の 恵み を 受け る 資格 が 無い 。 


大 いな る ギリ シャ の 始祖 で ある 、 ギ リ シ ャ を 最初 に 文明 化し た 人 、 オ ルフ ェ ウ ス は 、 
最初 の 詩人 で あっ た 。 

な ぜ な ら 、 た と え オ ルフ ェ ウ ス が 霊 的 な 象徴 的 な 神話 的 な 伝説 的 な 有名 な 人 物 
で も 、 オ ルフ ェ ウ ス の 弟子 ムサイ オス の 存在 は 信じ る 必要 が 有る 。 

ムサイ オス の 祖師 オル フェ ウス の 名 前 で 通っ て いる 詩 は 、 オ ルフ ェ ウ ス の 弟子 ム サ 
イオ ス の お か げ で 後世 に 残さ れ て いる 。 

アル ゴー 船 の 英雄 の 1 人 が オル フェ ウス と 呼ば れ て いる 事 は 大 し て 問題 で は な 
い 。 

な ぜ な ら 、 詩 の 作者 オル フェ ウス は 人 生 よ り も 大 いな る 事 を 成し遂げ た 。 

オル フェ ウス の 不 減 の 名 声 は 永遠 に 生き る 。 

オル フェ ウス の 例え 話 は 、 完 全 な 教え で ある 。 

オル フェ ウス の 例え 話 は 、 祭 司 の 運命 の 啓示 で ある 。 

オル フェ ウス の 例え 話 は 、 美 の 崇拝 の 新しい 理想 の 形 で ある 。 

オル フェ ウス の 例え 話 は 、 改 心 と 、 愛 へ の 罪 の つぐ でない を すでに 表し て いる 。 

オル フェ ウス は エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 求め て 冥界 に 降り る 。 

オル フェ ウス は エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 見 な いで エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 地上 に 連れ 戻す 必要 が 
有る 。 

オル フェ ウス が エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 見 な いで エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 地上 に 連れ 戻す 必要 が 
有る 様 に 、 清 ら か な 男性 は 伴 価 の 女性 を 創造 する 必要 が 有る 。 

献身 的 な 愛 に よっ て 、 清 ら か な 男性 は 伴 但 の 女性 を 男性 の 位階 まで 向上 させ る 
必要 が 有る 。 

肉欲 に よっ て 、 清 ら か な 男性 は 女性 を 欲す る な か れ 。 

肉欲 を あき ら め る 事 に よっ て 、 人 は 真 の 愛 の 対象 を 所 有する 資格 を 得る 。 

キリ スト 教 の 騎士 、 キ リス ト 教 の 紳士 の 清らか な 夢 、 清 ら か な 理想 の 趣 で ある 。 


し か し 、 秘 儀 祭司 オル フェ ウス も (弱い ) 人 で あっ た 。 

オル フェ ウス は 、 つ まず き 、 疑 い 、 エ ウリ ュ デ ィ ケ を 見 て し まっ た 。 

ああ っ 、 エ ウリ ュ デ ィ ケ 。 

エ ウ リ ュ デ ィ ケ を 失っ て し まっ た 。 

過ち を 犯し て し まっ た 。 

罪 の つぐ な い が 始 まる 。 

オル フェ ウス は 妻 エ ウリ ュ デ ィ ケ を 失い 、 清 ら か な 童貞 を 守る 。 

オル フェ ウス の エ ウ リ ュ デ ィ ケ と の 結婚 は 、 性 交 と いう 結婚 の 完成 に 未 到達 で あっ 
ES 

処女 の 妻 エ ウリ ュ デ ィ ケ を 失っ た オル フェ ウス は 童貞 を 守っ て 死ん だ 。 

真 の 詩人 に は 二 心 が 無い 。 

真 の 詩人 に は 浮気 心 が 無い 。 

神族 の 子孫 は 、 た っ た 一 度 だ け 愛 する 。 

神 の 子 は 、 た っ た 一 度 だ け 愛 する 。 

真 の 詩人 は 、 た っ た 一 度 だ け 愛 する 。 

(マタ イ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 ) 

墓 の 向こう 側 に 存在 する 理想 へ の あこ が れ 。 

詩 神 ミュ ー ズ に ささ げ て 神聖 化し た 童貞 。 

未来 の 霊感 の 事前 の 啓示 。 

オル フェ ウス は 、 死 だ けが せ る 傷 を 心 に 負っ て か ら 、 魂 と 体 の 医者 に 成っ た 。 

オル フェ ウス は 、 貞 節 の 犠牲 と 成っ て 、 つ い に 死 ん だ 。 

オル フェ ウス の 死 は 、 祖 師 達 の 死 、 預 言 者 達 の 死 と 同じ で あっ た 。 

オル フェ ウス は 神 の 単 一 性 、 愛 の 単 一 性 、 神 と 愛 の 単 一 性 を 公言 し て 死ん だ 。 


後世 に オル フェ ウス の 話 は オル フェ ウス 教 の 神秘 の 根幹 と 成っ た 。 

オル フェ ウス は 、 当 時 の 事物 を 着 か に 超越 し て 見 せ た た め 、 や が て 魔術 師 や 誘惑 
者 と し て の 評判 を 得 た 。 

大 衆 は 、 ソ ロモ ン の 様 に 、 オ ルフ ェ ウ ス が 薬草 、 鉱 物 、( 万 能 薬 と いっ た ) 天 の 薬 、 臣 
者 の 石 の 知 を 持っ て いた 、 と 考え た 。 

疑い 無く 、 オ ルフ ェ ウ ス は 薬草 、 鉱 物 、( 万 能 薬 と いっ た ) 天 の 薬 、 賢 者 の 石 の 知 を 
持っ て いた 。 

な ぜ な ら 、 伝 説 で は オル フェ ウス は 原初 の 秘伝 伝授 、 誘 惑 へ の 敗北 、 罪 の つぐ な 
い を 体現 し て いる 。 

秘伝 伝授 、 誘 惑 へ の 敗北 、 罪 の つぐ な い は 人 の 「 大 いな る 務め 」 の 3 つの 段階 で 
ある 。 

後記 の 様 に に 、 バ ラン シュ に よる と 、 オ ルフ ェ ウ ス 教 の 秘伝 伝授 を 要約 で きる 。 


「 先 に 四 大 元素 の 感化 を 受け て か ら 、 後 に 自身 の 感化 に よっ て 人 は 四 大 元素 を 統 
治す る 必要 が 有る 。 

創造 と は 、 絶 え 間 無い 永遠 の 、 神 の 魔術 に よる 行動 で ある 。 

創造 と は 、 絶 え 間 無い 永遠 の 、 神 の 魔術 に よる 作用 で ある 。 

人 に と っ て 、 本 当 に 存在 する と いう 事 は 、 自 身 を 知る 事 で ある 。 

人 の 務め と は 、 自 身 を 克服 する 事 で ある 。 

人 の 自身 の 克服 に と っ て 、 罪 へ の 罰 は 、 ま さ に (自身 を 吉 服 する た め の ) 好 機 と 成る 。 
(この 世 の ) 全 て の 命 は 死 の 上 に 建て られ て いる 。 

復活 と は 、 罪 の つぐ な い へ の 法 で ある 。 

復活 と は 、 罪 の つぐ で ない へ の 約束 で ある 。 

結婚 と は 、 宇 宙 の 創造 の 大 いな る 神秘 の 、 人 に お ける 、 再 現 で ある 。 


結婚 は 唯一 で ある べき で ある 。 

神 と 自然 に は 唯一 性 が 有る 様 に 。 

結婚 と は 、 命 の 木 の 唯一 性 で ある 。 

放 湯 と は 、 分 像 と 死 で ある 。 

占星 術 と は 、 唯 一 の 総合 で ある 。 

な ぜ な ら 、 命 の 木 は 唯一 の 木 で ある 。 

また 、 な ぜ な ら 、 命 の 木 の 枝 は 、 天 空 に 広がっ て いる 。 

そし て 、 命 の 木 の 枝 に は 、 命 の 木の根 に 対応 し て いる 、 星 々 の 花々 が 咲い て いる 。 
命 の 木の根 は 、 地 の 中 に 隠さ れ て いる 。 

また 、 神 が 命 の 多様 性 を 与え た 、 植 物 、 鉱 物 、 生 物 の 肉体 に 存在 する 医学 的 な 魔術 
的 な 力 の 知 と は 、 唯 一 の 総合 の 知 で ある 。 

唯一 の 総合 は 、 多 様 な 、 生 物 の 能力 を 明か す 。 

また 、 唯 一 の 総合 は 、 植 物 の 成長 力 の 精力 の 様 に 、 消 化 吸収 や 同化 の 全て の 力 の 
様 に 、 金 属 の 集合 力 と 親和 力 を 教え る 」 


美 と は 、 真 理 の 輝 さ で ある 、 と 言わ れ て いる 。 

初め て ギリ シャ で 表 さ れ た 、 形 の 完成 は 、 美 と いう オル フェ ウス の 大 いな る 光 の お 
か げ で ある 。 

また 、 神 の 様 な プラ トン の 学派 は 、 起 源 と し て 、 オ ルフ ェ ウ ス の お か げ で ある 。 

プラ トン は 、 ギ リ シ ャ 教 徒 で ある が 、 全 て の 高等 な キリ スト 教 哲学 の 父 で ある 。 

同様 に 、 ビ タゴ ラス と 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 の 光 に 照ら され た 者 は 、 神 秘 を オル 
フェ ウス か ら 得 た 。 

秘伝 伝授 は 変化 を 受け つけ な か っ た 。 

全て の 時 代 を 通じ て 、 秘 伝 伝授 は 同一 で ある 。 


(秘伝 伝授 は 唯一 普遍 で ある 。) 

さら に 、 や は り 、 マ ル テ ィ ネ ス ド パス カー リ の 最後 の 弟子 達 マ ル テ ィ ニ スト は 、 オ ル 
フェ ウス の 魔術 の 子孫 で ある 。 

た だ し 、 マ ル テ ィ ニ スト は 、 古 代 の 哲学 の 体現 者 で ある 、 キ リス ト 教 徒 の 、 人 に 成っ 
た 神 の 言葉 イエ ス を 敬礼 し て いる 。 

すでに 話し た 様 に 、 金 羊毛 の 第 一 部 は 、 オ ルフ ェ ウ ス の 魔術 の 秘密 を 含ん で いる 。 

金 羊毛 の 第 二 部 は 、 闇 の 魔術 、 ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 悪用 に 対す る 賢 
な 警告 の た め に 用 いら れ て いる 。 

ゴ エ テ ィ ア 、 偽 の 魔術 は 、 現 在 で は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 と いう 名 前 で 知ら れ て いる 。 

悪人 の 霊 の 魔術 を 知 と し て 学問 と し て 位置 づけ る 事 は 不可 能 で ある 。 

悪人 の 霊 の 魔術 は 、 不 幸 の 非 科学 的 な 経験 主義 的 な 代物 で ある 。 

過ぎ た 肉欲 は 制御 不能 な 人 為 的 な 力 を も た ら す 。 

人 為 的 な 力 は 肉欲 の 暴走 に 従う 。 

人 為 的 な 力 は 肉欲 の 暴走 に 従う の で 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス は 、 怒 っ て いる 時 
は 誰 も 呪う な か れ 、 と いう 上 忠告 を し て いる 。 

ー セ ウス が ヒッ ポリ ュ ト ス を 誤っ て 呪っ た 例え 話 の 意味 は 、 和 怒っ て いる 時 は 誰 も 

呪う な か れ 、 と いう 忠告 で ある 。 

過ぎ た 肉欲 は 狂気 で ある 。 

狂気 は 星 の 光 に よる 本 町 、 星 の 光 の 過ぎ た 充満 で ある 。 

狂気 は 星 の 光 に よる 本 町 、 星 の 光 の 過ぎ た 充満 な の で 、 和 狂気 は 伝染 し 易い 。 

過ぎ た 肉欲 は 星 の 光 の 過ぎ た 充満 な お の で 、 た いて い 、 ま ぎれ も な く 、 肉 欲 は 呪い と 
し て 作用 する 。 

男性 より 、 女 性 は 悪人 の 霊 の 魔術 に 優れ て いる 。 
な ぜ な ら 、 男 性 より 、 女 性 は 過ぎ た 肉欲 に 夢中 に 成り 易い 。 


「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 を 意味 する 「sorcerer」 と いう 言葉 は 、( 語 源 が ラテ ン 語 で 
「 運 命 」 を 意味 する 「sors」 な の で 、)「 運 命 の 奴隷 」 を 明らか に 意味 する 。 

「 悪 人 の 霊 の 魔術 師 」 を 意味 する 「sorcerer」 と いう 言葉 は 、( 語 源 が ラテ ン 語 で 
「 運 命 」 を 意味 する 「sors」 な の で 、)「 運 命 の 毒 き の こ 」、「 不 幸 の 毒 き の こ 」 を 意味 す 
る 、 と 言え る 。 

ギリ シャ の 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 特 に テッ サリ ア の 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 恐 る べき 
教え を 試し 、 憎 むべ き 儀式 に 身 を 任せ た 。 

ギリ シャ の 魔女 の 多く は 、 人 生 な ど を も は や 満た せな い 肉 欲 に 浪費 し た 女性 、 老 
いた 遊女 、 不 道徳 な 醒 い 人 で な し で あっ た 。 

と 命 に 災 始 し て 、 み じ め な 動物 的 人 間 で ある 、 ギ リ シ ャ の 魔女 は 墓 で し か 愛人 

の 男性 (の 死体 ) を 見 つけ られ な か っ た 。 

ギリ シャ の 魔女 は 、 墓 を 荒らし て 、 若 い 男 性 の 氷 の 様 に 冷た い 死体 を 下品 に 愛撫 
し て 、 む さぼ ば っ た 。 

ギリ シャ の 魔女 は 、 幼 子 を さら っ て 、 た れ て いる 乳房 に 押し つけ て 泣き 叫ぶ 幼子 を 
窒息 死 さ せ た 。 

ギリ シャ の 魔女 は 、 ラ ミア 、 ス トリ ゲス 、 エ ンプ ー サ と し て 知ら れ て いる 。 

幼子 は 、 ギ リ シ ャ の 魔女 の 災 始 と 憎しみ の 対象 で あっ た 。 

既 如 と 憎しみ と いう 理由 の た め に 、 ギ リ シ ャ の 魔女 は 、 幼 子 を 殺し た 。 


中 略 


メデ ィ ア と キル ケ は 、 ギ リ シ ャ の 有害 な 魔術 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 象徴 で ある 。 
キル ケ は 、 愛 人 を 誘惑 し て 堕落 させ る 不道徳 な 女性 で ある 。 


メデ ィ ア は 、 全 て の 悪事 を 断行 する 、 自 然 を 罪 の 扇動 者 に 仕立 て る 、 鉄 面 友 の 硬 
顔 無恥 な 毒殺 者 で ある 。 

キル ケ の 様 に 誘惑 し て 、 近 づく 者 を 汚染 する 、 動 物 的 人 間 で ある 、 キ ルケ の 様 な 女 
性 が 実際 に 存在 する 。 

キル ケ の 様 な 女性 は 、 肉 欲し か 吹き 込ま な い 。 

キル ケ の 様 な 女性 は 、 人 を 利用 し 尽 し て 傷 る 。 

オデ ュ ッ セ ウ ス の 策 に 従っ て 、 キ ルケ の 様 な 女性 に 対処 する 必要 が 有る 。 

キル ケ の 様 な 女性 を 、 恐 怖 に よっ て 従わ せ 、 た め ら わな いで 見 捨て る 必要 が 有る 。 

キル ケ の 様 な 女性 は 、 美 し い が 、 無 情 な 人 で な し で ある 。 

キル ケ の 様 な 女性 の 人 生 は 、 空 虚 で ある 。 

古代 ギリ シャ 人 は 、 キ ルケ の 様 な 女性 を 、 セ イレ ー ン と いう 形 で 表し た 。 

メデ ィ ア は 、 逸 有 し た 悪 の 体現 者 で あり 、 悪 を 望み 、 悪 を 行う 。 

メデ ィ ア は 、 男 性 に 愛着 を 覚え る 事 が で き 、 起 怖 に 従わ な い 。 

た だ し 、 メ ディ ア の 愛着 は 、 メ ディ ア の 憎しみ より 、 恐 る べき 物 で ある 。 

メデ ィ ア は 、 悪 い 母 親 で 、 子 殺し で ある 。 

メデ ィ ア は 、 夜 の 間 を 好み 、 毒 を 調合 する た め に 月 明り の 下 で 毒 草 を 摘む 。 

メデ ィ ア は 、 風 を 磁化 し 、 悲 し み を 土 に も た らし 、 水 を 汚染 し 、 火 で すら 有毒 に する 。 

メデ ィ ア は 、 四 大 元素 を 汚染 する 。 

地 を は う 虫 類 は 抜け 殻 を メデ ィ ア に も た ら す 。 

( 地 を は う 叩 虫 類 は 汚れ た 星 の 光 の 例え で ある 。) 

メデ ィ ア は 、 恐 る べき 言葉 を つぶ や く 。 

メデ ィ ア の 後ろ に は 血 の 道 が 続く 。 

メデ ィ ア の 手 か ら 切 断 さ れ た 手足 が 落ち る 。 

メデ ィ ア の 進言 は 狂わ せる 。 


メデ ィ ア の 愛撫 は 恐怖 を も た ら す 。 

メデ ィ ア の 様 な 女性 は 、 禁 じ ら れ た 知 に よっ て 女性 の 務め を 放棄 し よう と 試み る 女 
性 で ある 。 

男性 は メデ ィ ア の 様 な 女性 を 避け る 。 

幼子 は メデ ィ ア の 様 な 女性 が 近く を 通る 時 に 隠れ る 。 

メデ ィ ア は 理性 が 欠落 し て いる 。 

メデ ィ ア は 本 当 の 愛 が 欠落 し て いる 。 

メデ ィ ア に 憎悪 し た 自然 の 策 は 、 メ ディ ア の 自尊 心 を 永遠 に くり 返し 苦し め る 事 で 
ある 。 
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すでに 話し た 様 に 、 ロ ー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス は 魔術 を いく ら か 知っ て い 
ye 

タル コン が ヌメ マ ポン ピリ ウス に 秘伝 伝授 し た 人 と し て 知ら れ て いる 。 

タル コン は カル デア 人 の タゲ ス の 弟子 で あっ た 。 

魔術 と いう 知 に は 、 世 界 の あちこち に 行っ て 、 王 者 と 祭司 を 作る 伝道 者 で ある 使 
徒 が いた 。 

神 が 計 画 を 実現 する た め に 迫害 を 覆す 事 は 珍し く な か っ た 。 

オリ ン ピ ッ ク 暦 第 72 期 の 紀元 前 488 年 頃 か 、 ヌ マ ポン ピリ ウス の 4 世代 後 の 紀 
元 前 553 年 頃 、 サ モス 島 の ピタ ゴラス (紀元 前 582 年 紀元 前 496 年 ) は 、 イ タリ ア 
へ 、 サ モス 島 の ポリ ュ ク ラテ ス の 圧政 か ら 避 難し た 。 

ピタ ゴラス は 、 数 の 哲学 の 大 いな る 促進 者 で ある 。 

ピタ ゴラス は 、 世 界 の 全て の 聖 所 を 訪れ た 。 

ビ ピタ ゴラス は 、 へ ブラ イ 人 の 所 も 訪れ た 。 

ピタ ゴラス は 、 へ ブラ イ 人 の 所 で 、 カ バラ の 神秘 へ 入門 する た め に 男性 器 の 包皮 
を 切除 する 割礼 を 受け た 。 

ある 程度 の 制限 は 有 っ た が 、 預 言 者 エ ゼ キ エ ル と 預言 者 ダニ エル は カバ ラ を ピタ 
ゴラス に 教え た 。 

その 後 、 ヘ ロ ド ト ス が アマ シス と いう 名 前 で 記し て いる エジプト の 王 イ アフ メス 2 世 
( 在 位 紀 元 前 570 年 紀元 前 526 年 ) が 推薦 し て 、 苦 労 し て 、 ピ タゴ ラス は 、 エ ジ プ ト 
の 秘伝 伝授 を 得 た 。 

ピタ ゴラス は 、 自 力 で 秘 儀 祭司 の 不 完全 な 啓示 を 補っ て 、 達 道 者 に 成っ た 。 


ピタ ゴラス は 、 神 秘 の 解説 者 に 成っ た 。 

ピタ ゴラス は 、 神 は 光 を まとっ た 生き て いる 絶対 の 真理 で ある 、 と 定義 し た 。 

ピタ ゴラス は 、 神 の 言葉 は 形 で 表し た 数 で ある 、 と 定義 し た 。 

ピタ ゴラス は 、 全 て の も の を 4 つ 1 組 と 言え る テト ラク テ ュ ス か ら 導 き 出 し た 。 

ピタ ゴラス は 、 神 は 無 上 の 音楽 で ある 、 と 話し て いる 。 

ピタ ゴラス は 、 音 楽 の 性 質 は 調和 で ある 、 と 話し て いる 。 

ピタ ゴラス に よる と 、 宗 教 は 正 し さ の 最高 の 表現 で ある 。 

医学 は 知 の 完全 な 実践 で ある 。 

美 と は 調和 で ある 。 

力 と は 論理 で ある 。 

幸せ と は 完全 で ある 。 

真理 の 応用 は 人 の 弱 さと 逸脱 を 疑う 事 に 有る 。 

ピタ ゴラス が 、 家 を イタ リア の 都市 クロ トン に 作る と 、 最 初 は 、 都 市 クロ トン の 執政 
官 達 は 、 ピ タゴ ラス が 大 き な 有 影響 力 を 人 々 の 心 に 及ぼ し て いた の で 、 ピ タゴ ラス に 不 
安 を 抱い て いた 。 

し か し 、 後 に は 、 都 市 クロ トン の 執政 官 達 は 、 ピ タゴ ラス の 助言 を 求め た 。 

ピタ ゴラス は 、 女 神 ミ ュー ズ 達 へ の 信心 を 深め る 事 と 、 執 政官 の 間 で 合意 と いっ 
た 完全 な 調和 を 保持 する 事 を 執政 官 達 に 勧め た 。 

な ぜ な ら 、 執 政官 同士 の 不 和 、 主 人 同士 の 不 和 は 、 従 者 同士 の 不 和 を 誘発 し て し 
まう 

そう し て か ら 、 ピ タゴ ラス は 、 大 いな る 宗教 的 な 教え 、 政 治 的 な 教え 、 社 会 的 な 教 
え を 執政 官 着 に 与え た 。 

無政府 状態 に よる 混乱 に 勝る 悪 は 存在 し な い 。 

無政府 状態 に よる 混乱 は 最悪 の 悪 で ある 。 


「 無 政府 状態 に よる 混乱 は 最悪 の 悪 で ある 」 と いう 言葉 は 、 普 遍 に 応用 で き 、 無 限 
に 近い 深い 意味 を 持っ て いる 。 

現代 で も 未だ に 「 無 政府 状態 に よる 混乱 は 最悪 の 悪 で ある 」 と いう 事 を 理解 で き 
る 様 な 十分 な 啓蒙 を 人 々 に 行っ て いな い が 。 

ピタ ゴラス の 人 生 に つい て の 口伝 以外 の 、 ピ タゴ ラス の 遺作 は 、 ピ タゴ ラス の 「 黄 
金 詩 食 」 と 例え 話 だ け で ある 。 

ピタ ゴラス の 「 黄 金 詩 含 」 は 、 道 徳 の 教 証 の 人 気 の 決ま り 文 句 と 成っ て 、 多 く の 時 
代 を 通じ て 大 い に 成 功 し た 。 

後記 は 、 ピ タゴ ラス の 「 黄 金 詩篇 」 を 翻訳 し た 物 の 前 半 で ある 。 


「 第 一 に 、 不 死 の 神々 を 胃 毅 し な さい 。 

神 の 法 が 不死 の 神々 を 確立 し て 定め て いる 様 に 。 

神 へ の 圧 い を 胃 散 し な さい 。 

正 し さ や 徳 と 光 に 満ち た 英雄 達 を 胃 散 し な さい .………。 

父 と 母 を 神 の 様 に 胃 散 し な さい 。 

あな た に 親しく し て くれ る 人 を 明 敬 し な さい 。 

他人 の うち 、 徳 に よっ て 自身 を わき まえ て いる 人 を 友 に し な さい 。 
常に 占 細 な 上 忠告 に も 耳 を 傾け な さい 。 

徳 に か な っ た 有益 な 行為 を 見 習い な さい 。 

虹 細 な 落ち 度 の た め に 友 を 憎む の を 可能 な 限り 避け な さい 。 
力 は 不可 避 に 近い 隣人 で ある 、 と 理解 し な さい .……。 

暴飲 暴食 、 怠 怖 、 好 色 、 怒 り と いっ た 肉欲 や 激情 を 克服 し な さい 。 
他人 の 前 で も 自分 だ け で いる 時 で も 、 悪 い 事 を する な か れ 。 
何より も (結婚 まで 処女 を 守る と いっ た 様 に ) 自 身 を 大 事 に し な さい 。 


自分 の 言動 に お いて 正 し さ を 守り な さい .… せ …。 

運 に よる 富 は 、 気 まぐ れ で 当て に な ら な い 不 確か な 物 で ある 。 
運 に よる 富 は 、 獲 得 し た 時 の 様 に 、( 科 単に 、) 失 われ る 。 

全て の 人 (の 肉体 ) は 死ぬ 運命 で ある 、 と 常に 熟考 し な さい .… 

自分 の 運命 が どう で あろ うと も 忍耐 し な さい 。 

自分 の 運命 に 文句 を 言う な か れ 。 

た だ し 、 自 分 の 運命 を 改善 で きる 様 に 努力 し な さい 。 

運命 は 不幸 を 正しい 人 に 最大 に 割り 当て な い 、 と 熟考 し な さい 。 

神 は 不幸 な 運命 を 正しい 人 に 最大 に 割り 当て な い 、 と 熟考 し な さい 。 

他人 の 言動 に 惑わ され な い 様 に し な さい 。 

他人 に 惑わ され て 、 自 身 に 有益 で は な い 言 動 を し な い 様 に し な さい 。 

独り で も 、 自 身 に 有益 な 言動 を する 様 に し な さい 。 

愚行 を 犯さ な い 様 に 、 行 動 す る 前 に 他人 に 相談 し た り 自 分 で 熟考 し な さい 。 

な ぜ な ら 、 熟 考 し な い 言 動 が 人 の 不幸 の 原因 で ある 。 

実に 、 後 悔し な い 様 に 行動 し な さい 。 

後悔 する 様 な 事 を する な か れ 。 

理解 し な いで 行動 する な か れ 

知る べき 事 を 学び な さい 。 

知る べき 事 を 学ぶ 事 に よっ て 、 好 まし い 人 生 を お くり な さい 。 

自身 の 肉体 の 健康 管理 を 怠る な か れ 。 

実に 、 適 度 に 飲食 し な さい 。 

肉体 に 必要 な 鍛錬 を し な さい 。 

次 沢 を し な い 整 っ た 正しい 生き 方 を 習慣 に し な さい 。 

自分 に 有害 で は な い 事 だ け を し な さい 。 


自分 に 有害 で は な い 事 だ け を する 前 に 、 他 人 に 相談 し た り 自 分 で 熟考 し な さい 。 
ベッ ド に 行っ た 後に 、 今 日 の 全て の 自分 の 行為 を 理性 的 に 考察 し 終わ る まで 、 ま ぶ 
た を 閉じ て 眠る な か れ 。 

誤っ た 行動 を し て いな いか ? 

何 を し た か ? 

や る べき 事 を し 忘れ て いな いか ?」 


ビタ ゴラス の 「 黄 金 詩 騙 」 の 前 半 は 、 学 校 の 教師 の 教え に し か 見 えな いで あろ う 。 
し か し 、 ピ タゴ ラス の 「 黄 金 詩篇 」 の 後半 は 、 前 半 と は 異な る 。 

ピタ ゴラス の 「 黄 金 詩篇 」 の 後半 は 、 魔 術 の 秘伝 伝授 を 用 意 す る 法 で ある 。 

ピタ ゴラス の 「 黄 金 詩篇 」 の 後半 は 、「 大 いな る 務め 」 の 最初 で ある 。 

「 大 いな る 務め 」 の 最初 は 、 完 全 な 達 道 者 を 創造 する 事 で ある 、 と 言え る 。 
後記 は 、 ピ タゴ ラス の 「 黄 金 詩 含 」 の 後半 で ある 。 


「 人 の 魂 に 知ら せ た 者 に よっ て 、 私 は 神 の 4 つ 1 組 に 碑 う 。 

神 の 4 つ 1 組 は 、 自 然 の 源泉 で ある 。 

自然 の 原因 は 、 永 速 で ある 。 

自然 の 原因 で ある 、 神 の 4 つ 1 組 は 、 永 遠 で ある 。 

成就 を 神々 に 祈る まで 、 取 り 組 む な か れ 。 

成就 を 神々 に 祈っ て か ら 取 り 組 みな さい 。 

成就 を 神々 に 祈っ て か ら 取 り 組 む 習 慣 に 慣れ た 時 、( 正 し い 人 に 成っ た 時 、) 不 死 の 
神々 の 性 質 と 、 人 の 性 質 を 知る で あろ う 。 

どの 様 な 遠く に 多様 な 存在 が 到達 する か 、 何 が 多様 な 存在 を 包み 込み 結び つけ て 
いる か 、 知 る で あろ う .…。 


この 世 の 何 も の も 隠さ れ て いな い 、 と 知る で あろ う .………。 

お お っ 、 主 神 ユ ピ テ ル 、 人 の 父 で ある 神 ! 

も し 、 あ な た が 人 を 圧倒 し て いる 全て の 悪 か ら 人 を 救っ て 解放 すれ ば 、 ど の 様 な 霊 
人 が 利用 し て いる か 人 に 見 せる で あろ う 。 

た だ し 、 勇 気 が 必 要 で ある 。 

人 と いう 種 は 神聖 で ある .……。 

(正しい 人 が ) 死 ぬ べ き 肉 体 と いう 衣 を 脱い だ 時 、 無 上 の 清らか な エー テル に 到達 す 
る で あろ う 。 

神 に 成る で あろ う 。 

不死 に 成る で あろ う 。 

不 壊 に 成る で あろ う 。 

も う 死 に 支配 され な いで あろ う 」 


ピタ ゴラス の 「 黄 金 詩 含 」 以 外 で は 、 後 記 の 様 に 、 ピ タゴ ラス は 話し て いる 。 


「3 つの 神 の 概念 が 存在 する 様 に 、( 宗 教 、 哲 学 、 自 然 科 学 と いっ た )3 つの 知 で 理解 
可能 な 分 野 が 存在 する 様 に 、3 重 の 言葉 が 存在 する 。 

な ぜ な ら 、 常 に 、 位 階 制 の 秩序 は 3 つ 1 組 で あら われ る 。 

科 単 な 言葉 、 理 解 し 難い 言葉 、 象 徴 の 言葉 が 存在 する 。 

言い 換え る と 、 表 す 言 葉 、 隠 し て いる 言葉 、 意 味 す る 言葉 が 存在 する 。 

全て の 祭司 だ け の 知 は 、 前 記 の 、3 つの 段階 の 完全 な 知 に 存在 する 」 


前 記 の 様 に 、 ピ タゴ ラス は 、 考 え 、 教 え を 例え 話 に 秘め た 。 
た だ し 、 擬 人 化 と 映像 化 は 避け た 。 


ピタ ゴラス の 意見 で は 、 遅 か れ 早かれ 、 擬 人 化 と 映像 化 は 偶像 崇拝 を 招く 。 

詩人 へ の 憎悪 に よっ て 、 ピ タゴ ラス は 非難 され た 。 

けれ ども 、 実 は 、 ピ タゴ ラス は 、 詩 作 の 業 を 悪い 詩 を 作る 詩人 に だ け 禁 止 し た 、 だ 
け で ある 。 

例え 話 で ピタ ゴラス は 「( 正 し い 概念 と いう ) 束 琴 を 持た な い 人 は 歌 お うと 試み る な 
か れ 」 と 話し て いる 。 

崇高 な 概念 と 美しい 象徴 表現 の 正確 な 対応 を 重視 する ほど ピタ ゴラス は 偉大 で 
あっ た 。 

実際 、 ピ タゴ ラス の 詩 は 詩 心 に 満ち て いる 。 


「 花 冠 の 花々 を 散ら す な か れ 」 


「 花 冠 の 花々 を 散ら す な か れ 」 と いう 言葉 で ビタ ゴラス は 「 名 誉 を 傷つけ る な か 
れ 」、「 大 衆 が 名 誉 と する 事物 の うち 善い と 思わ れる 事物 を 軽視 する な か れ 」 と 第 子 
に 勧め て いる 。 

ピタ ゴラス は 、 貞 小 で あっ た 。 

た だ し 、 ピ タゴ ラス は 禁欲 や 独身 を 弟子 に 勧め ず 、 ピ タゴ ラス 自身 が 結婚 し て 子 
が いた 。 

後記 の 様 な 、 ビ タゴ ラス の 妻 の 美しい 言葉 が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 記憶 に 残っ て い 
る 。 


ピタ ゴラス の 妻 は 「 男 性 と 性 交 し た 後に 、 女 性 は 身 を 清め る 必要 が 有る か ?」 と 聞 
か れ た 。 


また 、 ピ タゴ ラス の 妻 は 「 男 性 と 性 交 し た 後に 、 何 時 間 、 経 過す れ ば 、 女 性 は 神聖 
な も の に 近づけ る くら い 十 分 に 清め られ た と 考え られ る か ?」 と 聞か れ た 。 

ピタ ゴラス の 妻 は 「 夫 と 性 交 し た の で あれ ば 、 身 を 清め た 後 す ぐに 神聖 な も の に 
近づけ る 。 し か し 、 夫 で は な い 男 性 と 性 交 し た の で あれ ば 、 永 遠 に 神聖 な も の に 近 づ 
く な か れ 」 と 答え た 。 


ピタ ゴラス の 妻 の 「 夫 で は な い 男 性 と 性 交 し た の で あれ ば 、 永 遠 に 神聖 な も の に 
近づく な か れ 」 と いう 考え と 行動 と 同一 で ある 、 考 え の 厳 し さと 行動 の 清らか さ が 、 
自然 の 神秘 の 秘伝 伝授 の 資格 を ピタ ゴラス 学派 に 与え た 。 

また 、 そ うし て 、 ピ タゴ ラス 学派 は 、 四 大 元素 の 力 の 統治 を 経て 、 自 身 の 統 治 に 到 
達し た 。 


ピタ ゴラス は 、 現 代 で 予見 と 呼ば れ 、 当 時 も 予見 と し て 知ら れ て いた 、 予 見 の 能 
を 所 有 し て いた 。 

ピタ ゴラス が 、 あ る 日 、 弟 子 達 と 共に 海岸 に いる と 、 船 が 水平 線上 に 現れ た 。 

1 人 の 弟子 が 「 師 ピタ ゴラス 、 あ の 船 が 運ん で いる 積み 告 を も ら え た ら 、 財 産 に 成 
る で し ょ うか ?」 と ピタ ゴラス に 言っ た 。 

ピタ ゴラス は 「 あ な た に は 、 あ の 船 の 積み 荷 は 役に立た な い 所 で は 済ま な いで あ 
ろう 」 と 弟子 に 答え た 。 

更 子 は 「 で は 、 私 の 後継 者 の た め に あの 船 の 積み 条 を と っ て お くつ も り で す 」 と ピ 
タ ヨ ラス に 言う た 。 

ピタ ゴラス は 「 あ な た は 2 体 の 死体 を 後継 者 に 残す つも りな の か ?」 と 和 弟子 に 


言っ た 。 


船 は 、 港 に 着い て 、 故 卿 へ の 埋葬 を 希望 する 1 人 の 男性 の 死体 を 含む 2 体 の 死 
体 を 運ん で いる 事 を 証明 し た 。 


さら に 、 予 見 と 関係 し て 、 獣 は ピタ ゴラス に 従っ た 。 


昔 、 オ リン ピッ ク の 競技 中 に 、 ピ タゴ ラス は 、 空 を 飛ん で いた ワシ に 合図 し た 。 
ワシ は 、 輪 を 描い て 降り て 来 た 。 
ピタ ゴラス が 、 去 る 様 に 合図 する と 、 ワ シ は 飛び 立っ た 。 


また 、 大 き な ク マ が アプ リア を 荒らし て いた 。 

ピタ ゴラス は 、 ク マ を 呼び 寄せ て アプ リア を 離れ る 様 に 話し た 。 

クマ は ピタ ゴラス の 言葉 に 従っ て アプ リア か ら 消 えた 。 

ピタ ゴラス は 「 ク マ を 従わ せる 様 な 不思議 な 力 は 、 ど の 様 な 知 を ビタ ゴラス が 知っ 
て いる お か げ な の か ?」 と 聞か れ た 。 

ビ ピタ ゴラス は 「 獣 を 従わ せる 不思議 な 力 は 、 光 の 知 の お か げ で ある 」 と 答え た 。 


事実 生き て いる 存在 は 光 の 化身 で ある 。 
生き て いる 存在 は 、 醒 い 形 と いう 聞か ら 脱 出す る 。 
生き て いる 存在 は 、 美 と いう 輝き へ 進歩 する 。 

先天 的 な 性 質 は 形 に 対応 し て いる 。 

人 は 光 の 総合 体 で ある 。 

動物 は 光 の 解析 結果 で ある と 呼べ る か も し れ な い 。 
人 は 動物 の 主 で ある 様 に 創造 され て いる 。 


し か し 、 人 が 動物 の 主 に 成る 代わ り に 動物 の 迫害 者 に 成っ た の で 、 動 物 は 人 を 恐 
れ て 反抗 する 様 に 成っ て し まっ た 。 

動物 に 思い や り 深 い 、 と 同時 に 、 動 物 の 心 を 傾け る 、 優 れ た 意思 を 前 に 、 動 物 は 完 
全 に 魅了 され る 。 

人 は 、 多 数 の 現代 の 現象 に に っ て 、 ピ タゴ ラス の 奇跡 の 様 な 、 奇 跡 が 可能 で ある 
と 理解 で きる し 理解 する べき で ある 。 

人 相 学 者 は 「 多 数 の 人 の 顔 に は 、1 種類 以上 の 動物 と の 類似 が 、 い くつ か 存在 す 
る 」 と 話し て いる 。 

多分 、「 多 数 の 人 の 顔 に は 、1 種類 以上 の 動物 と の 類似 が 、 い くつ か 存在 する 」 と 
言う の は 、 人 の いく つか の 目立つ 性 質 を 表し て いる 変化 に 富ん だ 人 相 が も た ら す 、 
印象 が も た ら す 、 想 像 に よる 物 に 過ぎ な い 。 

多分 、 想 像 に よる 物 に 過ぎ な い が 、 気 難し い 人 は クマ を 連想 させ る 。 

多分 、 想 像 に よる 物 に 過ぎ な い が 、 猫 を か ぶっ て いる 偽善 者 は 猫 に 見 える 。 

wo だ 

動物 と の 類似 に よる と 言う 人 相 判 断 は 、 想 像 に よっ て 誇張 され る 。 

動物 と の 類似 に よる と 言う 人 相 判 断 は 、 夢 に よっ て 更に 誇張 され る 。 

夢 は 、 目 覚め て いる 時 に 不快 に させ た 人 を 動物 に 変え て 、 悪 夢 の 苦し み を 経験 さ 
せる 。 

動物 は 、 人 以上 に 、 想 像 力 の 支配 下 で ある 。 

動物 に は 人 の 様 な 判断 力 が 無い 。 

人 は 判断 力 に よっ て 想像 の 誤り を 止め る 事 が で きる 。 

動物 は 、 人 が 人 の 磁気 に よっ て 高め た 共感 か 反感 に 従い 、 人 に 対し て 共感 か 反 
感 を 抱く 。 

さら に 、 動 物 は 、 人 の 形 と いう 基礎 を 意識 し な い 。 


その た め 、 動 物 は 、 人 を 動物 の 主 で ある 別 の 動物 と し て の み 見 な す 。 

犬 は 、 飼 い 主 の 人 を 自分 より 完全 な 犬 で ある と 見 な す 。 

動物 の 主 に 成る 秘密 は 、 動 物 が 人 を 動物 と 見 な す 先 天 的 な 傾向 へ の 策 に 存在 す 
る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 獣 の 有名 な 調教 師 が 、 調 教師 自身 が 怒っ た ライ オン で ある か 
の 様 に 、 芝 ろ し い 表情 と 動作 を 見 せ て 、 ラ イオ ン を すく ませ た の を 見 た 事 が 有る 。 

獣 の 調教 師 が 、 調 教師 自身 が 色 っ た ライ オン で ある か の 様 に 、 恐 ろ し い 表情 と 動 
作 を 見 せ て 、 ラ イオ ン を すく ませ た の は 、「 オ オカ ミ の 群れ に いる 時 は 、 ほ える 必要 が 
有る 」 や 「 羊 と いる 時 は メー と 鳴く 必要 が 有る 」 と いう 一 般 的 な こと わざ の 文字 通り 


の 応用 で ある 。 
また 、 全 て の 動物 の 形 は 独特 の 先天 的 な 性 質 、 洗 癖 、 悪 徳 を 表し て いる 、 事 を 理 
解す る 必要 が 有る 。 


心 の 中 で 支配 的 に 成る ほど 、 人 が 獣 の 性 質 の 影響 を 受け る と 、 段 々 、 人 は 心 の 中 
で 支配 的 に 成っ た 獣 性 の 獣 の 外 的 な 見 か け を 身 に つけ て 行く 傾向 が 有る 。 

人 は 心 の 中 で 支配 的 に 成っ た 獣 性 の 獣 の 完全 な 映像 を 星 の 光 に 記し さえ する 。 

さら に は 、 夢 や 忘 我 状態 に 落ち た 時 に 、 忘 我 状 態 の 人 達 の 様 に 、 人 は 自身 が 動物 
の 姿 で ある 夢 を 見 る で あろ う 。 

夢 の 中 で 、 催 眠 状 態 の 人 達 に は 、 人 が 動物 の 姿 に 見 える で あろ う 。 

疑い 無く 、 動 物 の 目 に は 人 が 動物 の 姿 で 夢 に あら われ る に 違い 無い 様 に 。 

自分 が 動物 の 姿 で ある 夢 を 見 る 状態 の まま に し て お く と 、 人 は 理性 が 消え る で あ 
と 

自分 が 動物 の 姿 で ある 夢 を 見 る 状態 の まま に し て お く と 、 永 続 する 夢 は 狂気 に 変 
わる で あろ う 。 


自分 が 動物 の 姿 で ある 夢 を 見 る 状態 の まま に し て お く と 、 ダ ニ エ ル 書 4 章 33 節 
で 獣 に 変身 し た ネ ブ カ ド ネ ザル 2 世 の 様 に 、 人 は 獣 ( の 様 な 動物 的 人 間 ) に 変身 する 
で あろ う 。 

自分 が 動物 の 姿 で ある 夢 を 見 る 状態 の まま に し て お く と 、 人 は 獣 ( の 様 な 動物 的 
人 間 ) に 変身 する 事 は 、 狼 男 の 話 を 説明 する 。 

狼 男 の 話 の うち 、 い くつ か は 法 的 に 確証 され て いる 。 

狼 男 の 事 実は 議論 の 余地 が 無い 。 

た だ し 、 実 は 、 拓 男 以上 に 、 銀 男 の 目撃 者 も 幻覚 に 襲わ れ て いる 。 

複数 人 の 夢 の 一 致 は 、 珍 し く 無 く 、 驚 くべ き 事 で は な い 。 

人 は 、 磁 気 の 忘 我 状態 で 、 相 互 に 、 地 上 の 端 同士 で も 、 見 合っ た り 、 話 し 合っ た り 
: で きる 。 

(「 デ ジャ ヴ 」 と し て 知ら れ て いる 様 に 、) 人 は 、 初 め て 会 う 誰 か が 古い 知人 で ある 様 
に 思う 場合 が 有る か も し れ な い 。 

それ は 、 夢 の 中 で 頻繁 に 出会っ て いる 、 か ら で あ る 。 

人 生 は 、(「 デ ジャ ヴ 」 の 様 な ) 不 思 議 な 出来 事 に 満ち て いる 。 

人 の 動物 へ の 変身 に つい て は 、 全 方 面 に 、 証 言 や 事跡 が 存在 する 。 

何人 の 、 老 いた 遊女 や 貧 欲 な 女性 が 、 人 生 の 全て の ドブ を 曲がり くね っ て 進ん だ 
後に 、 愚 か に 成り 下がり 、 男 性 に 夢中 な 老 猫 以外 の 何者 で も な く 成っ た で あろ うか ? 

何より も 、 ピ タゴ ラス は 、 魂 の 不死 を 信じ て いた 。 

ピタ ゴラス は 、( 魂 の ) 命 の 永遠 を 信じ て いた 。 

ピタ ゴラス に と っ て は 、 夏 と 冬 、 昼 と 夜 、 眠 っ て いる 時 間 と 起き て いる 時 間 の 永遠 
の 連続 が 死 と いう 現象 を 十分 に 説明 し て いた 。 

ピタ ゴラス に と っ て は 、 人 の 魂 の 独特 の 不死 は 、 記 憶 の 永続 に 存在 し た 。 

ピタ ゴラス に は 前 世 の 記 憶 が 有 っ た 、 と 言わ れ て いる 。 


も し ピタ ゴラス に 前 世 の 記 憶 が 有 っ た と いう 話 が 本 当 な ら 、 ピ タゴ ラス の 記憶 に 
は 何 か 意 味 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 ピ タゴ ラス の 様 な 人 は 詐欺 師 や 愚者 で ある は ず が 無い 。 

ピタ ゴラス は 、 夢 の 中 で 前 世 を 見 た の で あろ う 。 

ビタ ゴラス は 、 前 世 と いう 、 た だ の 推測 、 仮 説 を 実際 に 青 定 し た と 誤解 され た の で 
あろ う 。 

し か し な が ら 、 ピ タゴ ラス の 思想 は 偉大 で あっ た 。 

な ぜ な ら 、 人 個人 の 現実 の 人 生 は 記憶 の 中 に の み 存 在 する 。 

古代 人 が 話し て いる 「 忘 却 」 を 意味 する 「 レ テ 」 と いう 冥界 の 川 は 、 死 の 真実 の 哲 
学 的 な 類型 で ある 。 

詩 編 112 章 6 節 に は 「 正 し い 人 は 永遠 に 覚え られ る 」 と 記さ れ て いて 、 神 の 承認 
を 「 レ テ 」 と いう 考え に 与え て いる 様 で ある 。 


PANTACLE OF KABALISTIC LETTERS 


第 1 巻 第 7 草 神 の カバ ラ 


神 の カバ ラ に 戻っ て 、 真 の 知 の 起源 に 頼 ろ う 。 

カバ ラ は 、 セ ト の 子 多 の 口伝 で ある 。 

アブ ラ ハ ム は 、 カ バラ を カル デア か ら 持 っ て 行っ た 。 

24 祖 ヨ セ フ は 、 カ バラ を エジプト の 祭司 に 教え た 。 

モー セ は 、24 祖 ヨ セ フ か ら エ ジ プ ト の 祭司 を 経由 し て 、 カ バラ を 入手 し た 。 

へ ブラ イ 人 は 、 カ バラ を 聖書 に 象徴 で 隠し た 。 

救い 主 イ エス は 、 カ バラ を 使徒 ヨハ ネ に 明か し た 。 

使徒 ヨハ ネ は 、 豊 か に 、 全 て の 古代 の 象徴 と 類推 可能 で ある 祭司 だ け の 象徴 で 、 
カバ ラ を ヨハ ネ の 庄 示 録 に 込め た 。 

カバ リス ト は 、 偶 像 崇拝 に 似 た 物 へ 嫌悪 を 抱く 。 

それ に も か か わら ず 、 カ バリ スト は 、 神 を 人 の 形 で 表す 。 

た だ し 、 神 を 人 の 形 で 表す の は 、 純 粋 に 象徴 的 で ある 。 

カバ リス ト に と っ て 、 神 は 知 、 愛 、 生 き て いる 無限 で ある 。 

神 は 、 存 在 全て の 全体 性 で は な く 、 抽 象 概念 の 中 の 存在 で は な く 、 哲 学 的 に 定義 
可能 な 存在 で は な い 。 

神 は 、 全 て の も の の 内 に 存在 し 、 全 て の も の を 超越 し て いる 存在 で ある 。 

神 の 名 前 は ( 藩 り に ) 言 っ て は いけ な い ほ ど 神 聖 で ある 。 

し か も 、 神 の 名 前 で すら 神 の 神 性 へ の 人 の 想像 を 表す に 過ぎ な い 。 

人 に は 、 神 が 神 を 理解 する 様 に 、 神 を 理解 する 事 は 不可 能 で ある 。 

神 は 信心 の 絶対 で ある 。 

し か し て 、 論 理 の 絶対 は 神 で ある 。 


神 は 自力 で 存在 し て いる 。 

神 は 存在 する の で 、 神 は 存在 する 。 

神 の 原因 は 神 で ある 。 

あれ これ の も の の 存在 を 問う の は 、 合 理 的 な 思索 の 題材 に 成る 。 

神 で は な いも の の 存在 を 問う の は 、 合 理 的 な 思索 の 題材 に 成る 。 

し か し 、 神 の 存在 を 問う の は 、 非 論理 的 で ある 。 

な ぜ な ら 、 神 の 存在 を 問う の は 、 存 在 (で ある 神 ) よ り 前 に 、 存 在 (で ある 神 ) を 要求 
する 事 に 成っ て し まう 。 

論理 と 知 が 、 神 の 存在 の 形 は 、 位 階 制 の 調和 の 法 に 従っ て 、 つ り 合 っ て いる 、 と 実 
証し て いる 。 

位階 制 は 段々 と 上 昇 す る ほど 君主 制 に 成っ て 行く 。 

同時 に 、 理 性 は 、 唯 一 絶対 の 長 で ある 、 神 の 存在 を 考え る と 、 無 上 の 王 で ある 、 神 
の 上 に 広がる 高み を 認め て 圧倒 され る 。 

( 神 も 向上 し て 行く 。) 

そし て 、 理 性 は 、 沈 黙 へ 逃避 し て 、 敬 愛す る 信心 に 場所 を 譲る 。 

科学 や 論理 と 同じ く 確実 な 事 は 、 神 と いう 概念 が 偉大 で あり 、 神 聖 で あり 、 人 の 向 
上 心 の 役に立つ 事 で ある 。 

神 と いう 道徳 性 と 、 神 へ の 永遠 の 承認 は 、 前 記 の 、 信 心 に 基づい て いる 。 

人 に は 、 信 心 は 存在 の 現実 的 な 現象 で ある 。 

も し 神 が 存 在 す る と いう 信心 が 誤り で あれ ば 、 自 然 は 非 論理 的 な 物 を 定め て し ま 
う で あろ う 。 

も し 神 が 存 在 す る と いう 信心 が 誤り で あれ ば 、 虚 無 が 命 を 支え を て し まう で あろ う 。 

も し 神 が 存 在 す る と いう 信心 が 誤り で あれ ば 、「 神 は 存在 する 」 と 同時 に 「 神 は 存 
在 し な い 」 と いう 事 に 成っ て し まい か ね な い 。 


カバ リス ト は 名 前 を 神 と いう 哲学 的 な 事実 、 神 と いう 議論 の 余地 が 無い 事実 、 神 
の 概念 に つけ た 。 

神 の 名 前 は 他 の 全て の 名 前 を 含ん で いる 。 

神 の 名 前 の 数 字 は 、 全 て の 数 を も た ら す 。 

神 の 名 前 の 象形 文字 の 形 は 、 自 然 の 中 に 存在 する 全て の も の と 、 自 然 の 全て の 
法 を 表す 。 

「 高 等 魔術 の 教理 」 で 既に 話し た 、 神 の テト ラ グラ マト ン 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ に つ 
いて 、 く り 返 す つ も り は 無い 。 

た だ し 、 つ け 加 える と 、 カ バリ スト は 神 の 名 前 を 主 に 4 つの 方 法 で 記し て いる 。 


(⑪) 

神 の 名 前 を nmy、YHWH と つづ る が 、 発 音 し な い 。 

神 の 名 前 nny、YHWH、 ヤ ハウ ェ は 、 子 音 字 で ある 、 イ ヨッ ド 、 ヘ ー、 ヴ ァ ウ 、 ヘ ー で 
ある 。 

神 の 名 前 mm、YHWH、 ヤ ハウ ェ を TEHOVAH と つづ る 場合 が 有る が 、 全 て の 類 
推 に 反し て いる 。 

な ぜ な ら 、]EHOVAH は 、6 文字 な の で 、 テ トラ グラ マト ン 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の 外 
観 、 美 、 価 値 を 損なっ て し まう 。 

(2) 

「JTN」、「ADNI」 は 「 主 」、「 主 で ある 神 」 を 意味 し 「 ア ドナ イ 」 と 発音 する 。 

(3) 

「nmK」、「AHIH」 は 「 存 在 す る 」、! 存在 」、「 神 」 を 意味 し 「 エ ヘイ エ 」 と 発音 する 。 

(④) 


「N2JN」、「AGLA」 は 文字 通り 「 ア グラ 」 と 発音 し 、 カ バラ の 全て の 神秘 を 象形 文 
字 的 に 含ん で いる 。 

AGLA の うち 、K、 ア レフ は 、 へ ブラ イ 文 字 の 最初 の 文字 で ある 。 

K、 ア レフ は 、 単 一 性 を 表す 。 

KN、 ア レフ は 、「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 」 と いう ヘル メス の 考え を 
象形 文字 的 に 表す 。 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 」 と 一 致し て 、K、 ア レフ に は 、2 本 の 腕 
が あり 、 一 方 で 地 を 指し 、 同 様 に 、 他 方 で 天 を 指す 身振り を し て いる 。 

AGLA の うち 、 ふ 、 ギ メル は 、 ヘ へ ブラ イ 文 字 の 第 3 の 文字 で ある 。 

ュ 、 ギ メル は 、 数 と し て は 、3 つ 1 組 を 表す 。 

ふ 、 ギ メル は 、 象 形 文字 と し て は 、 出 産 、 充 実 を 意味 する 。 

AGLA の うち 、?、 ラ メド は 、 へ ブラ イ 文 字 の 第 12 の 文字 で ある 。 

?、 ラ メド は 、 数 と し て は 、 完 全 な 周期 を 表す 。 

2、 ラ メド は 、 象 形 文字 と し て は 、 永 久 機関 の 永久 運動 の 循環 と 、 円 周 へ の 半径 の 
関係 を 表す 。 

AGLA の うち 、 重 複 し て いる 、N、 ア レフ は 、 統 合 を 表す 。 


し た が っ て 、 後 記 を 、AGLA と いう 神 の 名 前 は 意味 する 。 


1) 

単 一 性 は 、3 つ 1 組 に よっ て 、 数 の 周期 を 達成 し て 、 単 一 性 に 戻る 。 
(2) 

自然 の 原理 は 、 満 ちあ ふれ 、( 周 期 の ) 後 に 、 一 体 と 成る 。 

(③) 


第 一 の 真理 は 、 知 を 豊か に し て 、( 循 環 と し て 、) 知 を 単 一 性 に 戻す 。 

(④③) 

兼用 法 、 解 析 、 知 、 統 合 。 

(⑤) 

三位一体 の 、 父 で ある 神 、 息 子 で ある イエ ス 、 神 の 聖霊 と いう 3 つの 人 格 は 、 全 て 、 
唯一 神 で ある 。 

意思 の 唯一 の 万 能 の 作用 に よっ て 、 星 の 光 を 固定 する 事 が 、「 大 作業 」 の 秘密 で 、 
達 道 者 は 矢 が 貫き 通さ れ て いる 蛇 が 形成 し て いる 文字 N の 形 で 表し た 。 


(6) 

分 解 、 昇 華 、 固 定 と いう 「 大 作業 」 の 3 つの 作業 と 対応 し て いる 塩 、 硫 黄 、 水 銀 と 
いう 3 つの 根源 の 物質 を 文字 ギ メ ル が 全て 表し て いる 。 

(⑦ 

バシ レウス ヴァ レン ティ ヌス の 12 の 鍵 を 文字 ラメ ド が 表し て いる 。 

(8@) 

「 大 作業 」 の 原理 、 と 一 致し て 、「 大 作業 」 を 成就 し て 、「 大 作業 」 の 原理 を 増殖 さ 
せる 。 


AGLA は 魔術 の 全て を 含ん で いる カバ ラ の 口伝 の 起源 で ある 。 


AGLA と いう 言葉 を 理解 する 方 法 と 「 話 す 」 方 法 を 知る 事 は 、 奇 跡 の 鍵 を 所 有 す 
る 事 に 成る 。 

また は 、 厳 密 な 意味 で 、AGLA の 神秘 を 理解 し て 知 を 行動 、 作 用 に 変え る 事 は 、 
奇跡 の 鍵 を 所 有する 事 に 成る 。 

「AGLA と いう 言葉 を 話す に は 東 を 向く 必要 が 有る 」 と 言わ れ て いる の は 、「 意 思 
と 知 を オリ エン ト の 口伝 と 調和 させ る 必要 が 有る 」 事 を 意味 し て いる 。 

さら に 、 記 憶 す る べき 事 と し て 、 カ バラ に よる と 、 完 全 な 言葉 は 行動 に よっ て 実現 さ 
れ た 言葉 で ある 。 

「 行 動 す る 」 事 を 意味 する 、 聖 書 で 頻繁 に くり 返さ れる 「 言葉 を な す 」 と いう 表現 は 、 
「 完 全 な 言葉 は 行動 に よっ て 実現 され た 言葉 で ある 」 と いう カバ ラ に 由来 する 。 

AGLA と いう 言葉 を 「 カ バラ 的 に 話す 」 と いう 事 は 、AGLA と いう 「 言 葉 を な す 」 事 、 
入門 の 試練 を 全て 通過 する 事 、 入 門 の 試練 と いう 「 大 いな る 務め 」 で ある 「 大 作業 」 
を 果たす 事 で ある 。 

「 高 等 魔術 の 教理 」 の 10 章 で セム ハム フォ ラス に つい て 話し た が 、 神 の 名 前 ヤ ハ 
ウェ は セム ハム フォ ラス と 呼ば れる 説明 的 な 72 の 神 の 名 前 に 分 か れる 。 

カバ リス ト は 、 セ ム ハ ム フォ ラス と いう 72 の 神 の 名 前 を 応用 し て 普遍 の 知 の 鍵 を 
発見 する わざ を 「 ソ ロモ ン の 鍵 」 と 呼ん で いる 。 

事実 「 ソ ロモ ン の 鍵 」 と いう 名 前 を 持っ て いる 、 祈 り 文 句 や 降 霊 術 を 集め た 本 の 
未 尾 に は 、 た いて い 、72 の 魔法 陣 の 輪 が 記さ れ て いる 。 

72 の 魔法 陣 の 輪 は 、36 の タリ スマ ン を な し て いる 。 

36 は 、9 の 4 倍 で ある 。 

9 は 、 絶 対 の 数 で ある 。 

36 は 、4 つ 1 組 に よっ て 増殖 し た 9 で ある 。 


36 の うち 1 つの タリ スマ ン に は 、72 の うち 2 つの 神 の 名 前 、1 か ら 36 まで の うち 
1 つの 数 を 表す 象徴 、1 か ら 36 まで の うち 1 つの 数 に 対応 し て いる 、 テ トラ グラ マト 
ン の 4 文字 の うち 1 文字 が 記さ れ て いる 。 

36 の タリ スマ ン は 、 棒 、 杯 、 剣 、 輪 また は pantacle また は コイ ン と いう 4 つの 象徴 
に よる 、 タ ロッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 の 起源 で ある 。 

棒 は 、 イ ョ ッ ド を 表す 。 

杯 は 、 ヘ ー に 対応 し て いる 。 

剣 は 、 ヴ ァ ウ に 対応 し て いる 。 

輪 また は 五 芋 星 と いっ た pantacle また は コイ ン は 、 最 後 の ヘ ー に 対応 し て いる 。 

タロ ッ ト で は 、10 つ 1 組 を 補完 し て 、4 を 36 に 足し て 、 統 一 性 と いう 性 質 を 統合 的 
に くり 返し て いる 。 

大 衆 の 魔術 に つい て の 口伝 で は 「『 ソ ロモ ン の 鍵 』 を 所 有する 人 は 、 全 て の 位 隊 

霊 と 交流 で き 、 全 て の 自然 の 力 を 従わ せる 事 が で きる 」 と 言わ れ て いる 。 

「 ソ ロモ ン の 鍵 」 は 、 失 われ る た びに 取り 戻さ れ て 来 た 。 

「 ソ ロモ ン の 鍵 」 は 、36 の タリ スマ ン 、 セ ム ハ ム フォ ラス と いう 72 の 神 の 名 前 で あ 
る 。 

また 、「 ソ ロモ ン の 鍵 」 は 、 タ ロッ ト に よる 「32 の 経路 」 の 神秘 で ある 。 

(「32 の 経路 」 は 1 か ら 10 まで の 10 の 数 と 22 文字 の へ ヘブライ 文 字 で ある 。) 

タロ ッ ト の 象徴 の 助け に よっ て 、 ま た 、 数 や 文字 の 組み 合わ せ の 様 な 、 タ ロッ ト の 無 
限 の 組み 合わ せ に よっ て 、 自 然 の 全て の 秘密 の 自然 な 数 学 的 な 啓示 に 到達 可能 で 
ある 。 

また 、 全 て の 位 随 の 知 的 存在 と の 交流 が 確立 され る 。 

カバ リス ト は 、 知 に よっ て 、 妄 想 に よる 白昼 夢 を 用 心 し た 。 


その た め 、 カ バリ スト は 、 特 に 、 神 経 了 系 を 乱 し 理性 を 柳町 させ る 、 全 て の 有害 な 降 
霊 術 を 避け た 。 

超常 的 な 幻視 を 好奇 心 で 試す 人 は 、 麻 薬 を 試す 人 で ある 。 

超常 的 な 幻視 を 好奇 心 で 試す 人 は 、 無 思慮 に 自身 を 傷つけ る 幼稚 な 人 で ある 。 

超常 的 な 幻視 を 好奇 心 で 試す 人 は 、 楓 本 に 圧倒 され る か も し れ な い 。 

超常 的 な 幻視 を 好奇 心 で 試す 人 は 、 本 町 に 夢中 に 成る か も し れ な い 。 

し か し 、 自 分 を 大 事 に する 人 に は 、 超 常 的 な 幻視 を 好奇 心 で 試す の は 、1 回 だ け 
で 十分 で ある 。 

ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 は 「 人 は 、 中 世 の 粗 野 な 言動 を 笑い も の に し て 話す 様 
に 、18 世紀 の 愚か な 言動 に つい て 笑い も の に し て 話す で あろ う 」 と 話し て いる 。 

テー ブル ター ニン グ を する 大 衆 を 見 て 、 ま た は 、 霊 の 冥界 に つい て の 大 衆 の 推測 
を 聞い て 、 ジ ョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 は 、 ど う 思 う で あろ うか ? 笑い 者 で ある ! 

人 は 、 劣 悪 な 生物 で ある 。 

人 は 、 一 方 の 非 論理 的 な 物 を 避け て 、 他 方 の 非 論理 的 な 物 に 軽率 に 極端 に 走る 。 

18 世紀 の 大 衆 は 、 宗 教 を 否定 し て 、 迷 信 に 異議 を 唱え て いる と 誤っ て 思い 込ん で 
いた 。 

19 世紀 の 大 衆 は 、 迷 信 を 信じ て 、19 世紀 の 不信 心 を 証明 し て いる 。 

ヴォ ル テ ー ル より キリ スト 教徒 で ある 事 は 不可 能 な の か ? 

霊 を 信じ な い の か ? 

幼子 が 母 の 胎内 に 戻れ な い 様 に 、 死 ん だ 者 が 離れ た 地上 に 戻る 事 は で き な い 。 

人 が 死 と 呼ん を で いる 物 は 、 新 し い 生 へ の 誕生 で ある 。 

自然 は 、 存 在 の 位階 を 通じ て 、 必 要 な 進歩 の 秩序 に お いて 、 行 っ た 事 を くり 返 
U 


自然 は 、 自 然 の 基礎 の 法 を 裏切る は ず が 無い 。 


体 の 器官 に よっ て 制限 され て いる が 、 体 の 器官 の 仲介 に よっ て の み 、 人 の 魂 は 目 
に 見 える 世界 の 物 と 交流 で きる 。 

肉体 は 、 物 質 的 な 環境 に 適応 する た め の 、 外 皮 で ある 。 

魂 は 、 肉 体 に よっ て 、 物 質 的 な 世界 に 存続 し て いる 。 

魂 の 行動 を 制限 する 事 に よっ て 、 魂 は 魂 の 行動 を 可能 と する 。 

肉体 が 無い と 、 魂 は 遍 在 す る 。 体 が 無い と 、 魂 は 遍 在 する 。 

肉体 が 無い と 、 感 覚 が 希薄 に 成っ て 、 物 質 世 界 で は 魂 は 行動 で き な く 成る 。 

また は 、 体 が 無い と 、 感 覚 が 希薄 に 成っ て 、 魂 は 無限 の 者 で ある 神 の 中 に 消え 失 


せ て し まう 。 
体 が 無い と 、 感 覚 が 希薄 に 成っ て 、 人 の 魂 は 神 に 飲み 込ま れ て 消滅 し て し まう で 
あろ う 。 


小 球 に 閉じ 込め た 一 滴 の 真水 を 海 の 中 に 落と す の を 想像 し な さい 。 

小 球 と いう 覆い が 破損 し な いで 保 た れ て いる 限り 、 一 滴 の 真水 は 独立 し た 形 で 存 
続 す る で あろ う 。 

し か し 、 小 球 と いう 覆い が 破損 し た ら 、 広 大 な 海 の 中 で 、 一 滴 の 真水 を 見 つけ られ 
る で あろ うか ? いい え ! 

人 の 霊 を 創造 する 時 に 、 人 の 霊 の 作用 を 集中 する ( 星 の 体 と いう ) 外 皮 に 制限 する 
事 に よっ て の み 、 神 は 個人 的 な 自意識 、 個 人 的 な 自我 を 人 の 霊 に 与え る 事 が で きた 。 

( 星 の 体 と いう ) 外 皮 に 制限 する 事 に よっ て 、 神 は 人 の 霊 を 消失 か ら 守 っ て いる 。 


な ぜ な ら 、 魂 は 外皮 を (肉体 か ら 星 の 体 へ ) 変 える 。 

魂 は 、 星 の 光 の 形 、 星 の 光 の 媒体 、 星 の 体 だ け を まとっ て 、 肉 体 を 出 て 行く 。 
魂 は 、 星 の 体 の 性 質 の 力 に よっ て 、 大 気 を 超え て 上 昇 し て 行く 。 

破損 し た 容器 の 中 の 水 か ら 水蒸気 と いう 気体 が 昇る 様 に 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 魂 は 上 昇 する 、 と 話し た 。 
な ぜ な ら 、 魂 の 媒体 (で ある 星 の 体 ) は 上 昇 す る 。 
また 、 な ぜ な ら 、 魂 の 作用 と 自意識 、 自 我 は 魂 の 媒体 (で ある 星 の 体 ) に 結び つい 
て いる 。 
大 気 は 、 光 の 形 と いう 体 、 星 の 体 に と っ て は 、 固 体 と 成る 。 
星 の 体 は 、 大 気 より 無限 に 、 希 薄 で ある 。 
星 の 体 は 、 肉 体 と いう 重い 媒体 を まとう 事 に よっ て の み 、 下 降 で きる 。 
地上 の 大 気 を 超越 し た 領域 や 冥界 の 、 ど こ で 重い 肉体 を 獲得 する の か ? 
魂 は 、 別 の 肉体 を まとう 事 に よっ て の み 、 地 上 に 戻る 事 が で きる 。 
し か し 、 魂 が 別 の 肉体 を まとっ て 地上 に 戻る 事 は 、 衰 失 に 成っ て し まう 。 
な ぜ な ら 、 魂 が 別 の 肉体 を まとっ て 地上 に 戻る 事 は 、 精 神 が 自 由 な 状態 を あき ら 
め る 事 に 成っ て し まう 。 
また 、 魂 が 別 の 肉体 を まとっ て 地上 に 戻る 事 は 、 見 習い 期間 を くり 返す 事 に 成っ て 
じ ま う 。 
カト リッ ク は 、 魂 が 別 の 肉体 を まとっ て 地上 に 戻る 可能 性 を 認め て いな い 。 
前 記 の 、 考 え を カバ リス ト は 「 霊 は 、 下 降 す る た め に まとい 、 上 昇 す る た め に 脱ぐ 」 
と いう 唯一 の 言葉 で 明確 に 話し て いる 。 
知 的 存在 の 生き 方 と は 、 上 昇 で ある 。 
知 的 存在 の 生き 方 と は 、 向 上 で ある 。 
知 的 存在 の 命 に は 、 上 昇 傾向 が 有る 。 
母 の 肉体 の 中 で 、 人 の 幼子 は 、 母 の 肉体 と 繋が っ て いる 、 へ その 緒 を 通じ て 養分 
を 引き 寄せ 、 植 物 の 様 な 生活 を 送る 。 
木 が 、 大 地 に 繋が っ て いる 、 根 を 通じ て 養分 を 引き 寄せ る 様 に 。 


人 の 、 子 は 、 植 物 の 様 な 生活 か ら 、 直 感 の 動物 の 様 な 生活 へ 移る と 、 へ その 緒 を 
断ち 切っ て 、 自 由 に 行動 する 。 

人 は 、 大 人 に 成る と 、 直 感 の 制約 か ら 逃 れ て 、 理 性 的 な 存在 と し て 行動 で きる 。 

人 は 、 死 ぬ と 、 人 を 地上 に 縛り つけ て いた 重力 、 引 力 、 下 降 の 法 か ら 解 放さ れ て 自 
由 に 成る 。 

人 の 魂 は 、 罪 を つぐ な うと 、 地 上 の 大 気 と いう 外 の 痢 か ら 脱出 し て 太陽 へ 上 昇 で 
きる ほど 強く 成長 する 。 

(マタ イ に よる 福音 22 章 13 節 「 外 の 闇 」) 

神 の は し ご で の 永遠 の 上 昇 が 始ま る 。 

(創世 記 28 章 12 節 「 ヤ コブ は 夢 を みた 。1 つの は し ご が 地 の 上 に 立っ て いた 。 は 
し ご は 天 に 達し て いた 。 天使 が は し ご を 上 り 下 り し て いた 」) 

な ぜ な ら 、 神 に 選ば れ た 人 の 永遠 性 が 、 怠 情 、 無 益 で は いけ な い 。 

神 に 選ば れ た 人 は 、 徳 か ら 徳 へ 、 至 福 か ら 至 福 へ 、 勝 利 か ら 勝利 へ 、 栄 光 か ら 栄 
光 へ 、 上 昇 する 。 

上 昇 の 連鎖 は 途切れ る 事 が 無い 。 

向上 の 連鎖 は 途切れ る 事 が 無い 。 

上 の 位階 の 者 は 、 下 の 位階 の 者 に 感化 を 与え る 。 

た だ し 、 上 の 位階 の 者 か ら 下 の 位 階 の 者 へ の 感化 は 、 位 階 制 と 一 致し て いる 。 

そし て 、 賢 明 に 統治 し て いる 王 が 、 最 も 下 の 位 階 の 従者 に まで 、 慈 善 を 親切 に 施 
す 様 に 、 上 の 位階 の 者 は 、 下 の 位階 の 者 に 感化 を 与え る 。 

道 を 違え る 事 無 く 、 位 階 か ら 位階 へ 、 祈 り は 上 昇 し 、 恵 み は 降り 注ぐ 。 

し か し 、 一 度 、 上 昇 し た 霊 は 、 二 度 と 、 下 降 で き な い 。 

な ぜ な ら 、 霊 の 上 昇 に 比例 し て 、 霊 の 向上 に 比例 し て 、 霊 より 下 の 位階 は 固体 と 
成る 。 


ルカ に よる 福音 16 章 の 「 金 持ち と ラ ザ ロ 」 の 例え 話 の 中 で アブ ラ ハ ム は 「 大 き な 
深淵 が 固定 され て いて 、 こ ちら か ら 、 あ な た た ちの 所 へ 渡 ろ うと 思っ て も で き な い 」 と 
話し て いる 。 

忘 我 状 態 は 、 物 質 的 な 肉体 を 引き 寄せ られ る ほど 星 の 体 の 力 を 高め る 事 が で き 
て 、 魂 の 運命 は 上 昇 で ある 、 と 証明 し て いる 。 

空中 浮揚 の 話 は 可能 で ある 。 

し か し 、 水 中 や 地 中 で 人 が 生き 長らえ た 事例 は 無い 。 

肉体 を 離れ た 魂 に は 、 一 瞬 で も 、 地 上 の 大 気 中 の 濃度 の 中 で 存在 する 事 は 、 少 な 
く と も 不可 能 で ある 。 

降 霊 術 師 ども が 誤っ て 推測 し て いる 様 に 、 死 ん だ 存在 が 地上 の 人 の 周囲 に 実際 
に 存在 する 事 は 、 無 い 。 

た だ し 、 星 の 光 と いう 共通 の 鏡 の 中 の 幻 や 反映 に よっ て の み 、 愛 し て いる 死ん だ 
者 が 、 地 上 の 人 を 見 る か も し れ な いし 、 地 上 の 人 の 前 に 現れ る か も し れ な い 。 

た だ し 、 死 ん だ 者 は 、 最 早 、 死 滅する も の に 関心 を 持た な い 。 

地上 の 人 の 思い の うち 無 上 な 天 的 な 高度 な 物 に よっ て の み 、 死 ん だ 者 の 永遠 の 
形態 に 相当 する 物 に よっ て の み 、 死 ん だ 者 は 地上 の 人 に 関心 を 抱く 。 

前 記 が 、 神 秘 の 書 で ある 「 光 輝 の 書 」 の 中 に 埋め 込ま れ て いる 、 カ バラ の 啓示 で 
ある 。 

前 記 は 、 も ちろ ん 、 自 然 科 学 に と っ て は 仮説 で ある 。 

し か し 、 前 記 は 、 自 然 科 学 が 議論 の 余地 が 無い 事実 か ら 導 き 出し た 一 連 の 正確 
な 帰納 的 結論 に 基づい て いる 。 

前 記 の 点 で 、 魔 術 の 領域 の 最も 危険 な 秘密 の 1 つ に 触れ る に 至る 。 

魔術 の 領域 の 最も 危険 な 秘密 の 1 つと は 、 流 体 の ラル ヴァ の 存在 に つい て の 、 よ 
り 有 り 得 そう な 仮説 で ある 。 


古代 の 神秘 で は 、 流 体 の ラル ヴァ は 、 四 大 元素 の 霊 と いう 名 前 で 知ら れ て いた 。 

四 大 元素 の 霊 に つい て 、「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で 、 い くつ か 話し た 。 

「 ガ バリ ス 伯 爵 」 で 、 不 運 な ニコ ラ ピエ ー ル アン リド モン フォ ー コ ンド ヴィ ラー ル 
神父 は 、 四 大 元素 の 霊 と いう 異 散 す る べき 啓示 を 無 思慮 に も 笑い も の に し て 、(1673 
年 に 暗殺 され る と いう ) 命 で つぐ な う 羽 目 に 成っ て し まっ た 。 

四 大 元素 の 霊 の 秘密 が 危険 で ある 理由 は 、 四 大 元素 の 霊 の 秘密 が 大 いな る 魔 
術 の 秘密 の 一 歩 手前 に ある か ら で あ る 。 

四 大 元素 の 霊 の 呼び 出し が 、 星 の 光 の 放射 に よっ て 流体 を 凝固 させ る 力 を 、 必 ず 
伴う の は 、 真 実 で ある 。 

星 の 光 の 放射 に よっ て 流体 を 凝固 させ る 力 は 、 傾 け 方 に よっ て は 、 混 乱 、 異 常 、 障 
害 、 病 気 と 不幸 し か も た ら さ な い 。 


後 で 説明 する つも り で ある 。 

同時 に 、 仮 説 の 根拠 と 、 見 込み の 証拠 を 続け る 。 
霊 は 遍 在 し て いる 。 

霊 は 物質 を 動か し て いる 。 


霊 は 、 霊 の 形 で ある 媒体 (で ある 星 の 体 ) を 完成 する 事 に よっ て 、 重 力 を 超越 する 。 

人 は 、 身 の 周り の 至る 所 で 、 形 が 先天 的 に 発達 し て 知性 と 美 に まで 到達 する の を 
見 る 。 

形 が 先天 的 に 発達 し て 知性 と 美 に まで 到達 する の は 、 霊 の 魔術 的 な 作用 が 引き 
寄せ た 星 の 光 に よる 、 努 力 の 成果 で ある 。 

霊 は 、 進 歩 と 普遍 の 生成 の 神秘 に 関与 し て いる 。 

星 の 光 は 、 形 と 命 の 効率 的 な 代行 者 で ある 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 は 、 運 動 で ある 、 と 共に 、 熱 で ある 。 


星 の 光 を 固定 し て 、 中 心 の 周り で 両極 性 を 星 の 光 に 与え る と 、 星 の 光 は 、 生 き て 


いる 存在 を も た ら す 。 
そし て 、 星 の 光 は 、 生 き て いる 存在 の 完成 と 保存 に 必要 な 、 自 由 な 形 に で きる 物 を 


最終 的 に は 、 自 由 な 形 に で きる 物 と は 、 土 と 水 に よっ て 形成 され て いる 。 

そし て 、 ち ゃ ん と し た 理由 が 有 っ て 、 創 世 記 2 章 7 節 で 、 自 由 な 形 に で きる 物 を 、 土 
の 塵 と 呼ん で いる 。 

(創世 記 2 章 7 節 「 神 は 人 を 土 の 塵 か ら 創造 し た 」) 

星 の 光 は 、 寺 で は な い 。 

イン ド の 秘 儀 祭司 ども や 、 ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の 全て の 学派 の 者 ども 
は 星 の 光 が 霊 で ある と 誤っ て 信じ て いる 。 

星 の 光 は 、 霊 の 道具 に 過ぎ な い 。 

星 の 光 は 、 体 の 原型 で は な い 。 

アレ クサ ンド リア 学派 の 神秘 主義 者 は 、 星 の 光 が 体 の 原型 で ある と 誤解 し て いた 。 

星 の 光 は 、 神 の 息 の 最初 の 物質 的 な 表れ で ある 。 

(創世 記 2 章 7 節 「 主 で ある 神 は 命 の 息 を 人 の 鼻 に 吹き 込ん だ 」) 

神 は 、 星 の 光 を 永遠 に 創造 し て いる 。 

神 に 似 て いる 、 人 は 、 星 の 光 を 変化 させ る し 、 星 の 光 を 増やし て いる 様 に 思わ れる 。 

(創世 記 1 章 27 節 「 神 は 人 を 神 に 似せ て 創造 し た 」) 

ギリ シャ 神話 で 、 プ ロメ テウ ス は 、 天 か ら 、 天 の 火 を 盗ん だ 。 

プロ メ テ ウ ス は 、 天 の 火 に よっ て 、 土 と 水 に よっ て 形成 され て いる 像 で ある 人 に 、 命 
を 与え た 。 

天 の 火 を 人 に 与え た 罪 の た め に 、 ユ ピ テ ル は プロ メ テ ウ ス を 非難 し て 鎖 に つない 
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秘密 の 本 で カバ リス ト は 「 四 大 元素 の 霊 は アダ ム の 孤独 に よる 子 で ある 。 ア ダム 
が 未だ 神 に よっ て 与え られ て いな い 女 性 を 切望 し た 時 に 、 四 大 元素 の 霊 は アダ ム の 
夢想 に よっ て 生ま れ た 」 と 話し て いる 。 

パラ ケル スス に よる と 、 月 経 の 血 や 、 禁 欲 者 の 夢精 の 精液 は 、 ラ ル ヴ ァ と いう 霊 、 
幻影 を 大 気 中 に 満ち あふ れ さ せる 。 

前 記 で 、 魔 術 師 に よる ラル ヴァ の 起源 の 仮説 を 十分 に 明確 に 示し た 。 

その た め 、 さ ら な る 説明 は 無し で 済ま せる 。 

ラル ヴァ は 、 血 の 蒸気 に よっ て 形成 され た 気体 の 肉体 を 持つ 。 

その た め 、 流 血 は ラル ヴァ を 引き 寄せ る 。 

古代 、 ラ ル ヴ ァ は 生 費 の 煙 か ら 養 分 を 得 た 。 

ラル ヴァ は 悪夢 の 奇形 の 子 で ある 。 

古代 人 は ラル ヴァ を 男性 の 夢魔 イン キュ バス や 女性 の 夢魔 サキ ュ バ ス と 呼ん で い 
Ke 

目 に 見 える ほど 十分 に 濃く 成る と 、 ラ ル ヴ ァ は 、 想 像 の 反映 に 染まっ た 、 蒸 気 の 様 
に 成る 。 

ラル ヴァ に は 、 個 性 的 な 命 は 無い 。 

影 が 実体 を 模 信 す る 様 に ラル ヴァ は 、 ラ ル ヴ ァ を 呼び 出し た 魔術 師 の 個性 的 な 
命 を 模 信 する 。 

特に 、 ラ ル ヴ ァ は 、 愚 者 や 、 孤 立 し て 不 品行 な 習慣 に 身 を ゆだね て いる 不道徳 な 
人 の 周囲 に 集まる 。 

ラル ヴァ の 奇形 の 肉体 の 各部 の 結合 は 非常 に 脆弱 な の で 、 ラ ル ヴ ァ は 、( 風 が 吹 
く ) 家 の 外 、 大 き な 火 、 特 に 、 剣 の 先端 を 恐れ る 。 

ある 意味 、 ラ ル ヴ ァ は 、 ラ ル ヴ ァ の 生み の 親 の 実体 に 対す る 、 蒸 気 の 従属 物 の 様 
に 成る 。 


ラル ヴァ を 創造 し た 人 か 、 ラ ル ヴ ァ を 呼び 出し て 所 有 し て いる 人 の 、 命 を 吸い 取る 
事 に よっ て の み 、 ラ ル ヴ ァ は 生き て いる の で 、 ラ ル ヴ ァ の 影 の 肉体 を 傷つけ る と 、 ラ ル 
ヴァ の 生み の 親 も 傷つく か も し れ な い 。 

母親 の 想像 力 に よっ て 胎児 が 傷つく 様 に 。 

世界 は 、 母 親 の 想像 力 に よっ て 胎児 が 傷つく 様 な 現象 に 満ち て いる 。 

母親 の 想像 力 に よっ て 胎児 が 傷つく 様 な 現象 は 、 ラ ル ヴ ァ に つい て の 不思議 な 啓 
示 を 弁明 する 。 

ラル ヴァ に つい て の 不思議 な 啓示 に よっ て の み 、 母 親 の 想像 力 に よっ て 胎児 が 傷 
つく 様 な 現象 を 説明 で きる 。 

ラル ヴァ は 、 健 康 の た め の 人 の 命 の 熱 を 吸い 取る 。 

弱っ て いる 人 の 場合 、 ラ ル ヴ ァ は 、 健 康 の た め の 人 の 命 の 熱 を 速やか に 吸い 取り 
尽く す 。 

吸血 鬼 の 話 の 源 は 、 ラ ル ヴ ァ で ある 。 

吸血 鬼 と いう 恐る べき 事実 の も の は 、 良 く 知 られ て いる 様 に 、 時 代 を 通じ て 実証 さ 
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ラル ヴァ が 人 の 命 の 熱 を 吸い 取る 事 は 、 な ぜ 人 は 、 ラ ル ヴ ァ に 沼 依 され た 霊媒 者 
が 近づく と 、 冷 気 を 大 気 中 に 感じ る の か 、 を 説明 する 。 

ラル ヴァ の 存在 は 、 想 像 力 に よる 幻影 と 、 感 覚 の 脱線 の お か げ な の で 、 ラ ル ヴ ァ は 、 
ラル ヴァ の 奇形 的 な 誕生 の 神秘 の ヴェ ー ル を 取っ て 化け の 皮 を は が せる 人 の 前 に 
は 現れ な い 。 


ベト 


アル 証 
2 巻 教え の 形成 と 発達 
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第 2 巻 第 1 章 歴 史 に お ける 原初 の 象徴 主義 


エリ ファ ス レヴ ィ に は 、 宗 教 的 な 教義 的 な 立場 か ら 聖書 を 説明 する 権限 は 無い 。 

何より も 、 位 階 制 の 秩序 に 従っ て 、 神 学 を 教会 の 学者 に 委ね る 。 

また 、 経 験 と 理性 の 領域 に 含ま れる 物 を 人 文科 学 に 委ね る 。 

その た め 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 聖書 の 一 節 の 新しい 応用 を 大 胆 に 試み て いる 様 に 
見 える 時 で も 、 ち ゃ ん と 、 常 に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 教会 の 決定 を 尊重 し て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 独断 的 に 話さ な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 意見 と 探求 を 法 が 定め た 権威 に 委ね る 。 

モー セ の 神聖 な 作品 「 創 世 記 」 の 人 類 の 最 古 の 歴史 を 読む と 、 す ぐに 心 を 打つ の 
は 、 創 世 記 2 章 か ら 3 章 の 地上 の 楽園 の 記述 で ある 。 

モー セ は 、 地 上 の 楽園 を 完全 な pantacle の 象徴 に 要約 し て いる 。 

地上 の 楽園 は 、 円 形 か 、 正 方 形 で ある 。 

な ぜ な ら 、 十 字 の 形 の 4 つの 川 が 均等 に 土 を 潤し て いる 。 

十字 の 形 の 4 つの 川 の 中 央 に 、 善 悪 の 知 の 木 と 命 の 木 と いう 2 つの 木 が ある 。 

立 悪 の 知 の 木 と 命 の 木 は 、 安 定 不変 の 知 と 進歩 する 運動 を 表す 。 

善悪 の 知 の 木 と 命 の 木 は 、 言 葉 と 創造 を 表す 。 

アス クレ ビオ ス の 杖 の 蛇 、 ヘ ル メ ス の 杖 ケ ー リ ュ ケ イオ ン の 蛇 が 、 善 悪 の 知 の 木 に 
巻き つい て いる 。 

善悪 の 知 の 木 の 影 の 内 に は 、 男 性 アダ ム と 女性 エヴァ が いる 。 

男性 アダ ム と 女性 エヴァ は 、 自 発 性 と 受容 性 を 表す 。 

男性 アダ ム と 女性 エヴァ は 、 知 と 愛 を 表す 。 

蛇 は 、 最 初 の 誘惑 を 表す 。 


蛇 は 、 地 上 の 中 心 の 火 (、 星 の 光 ) を 表す 。 

蛇 は 、 女 性 エヴァ を 誘惑 する 。 

女性 エヴァ は 弱い 者 を 表す 。 

女性 エヴァ は 、 男 性 アダ ム が 誘惑 に 負け る 原因 と 成る 。 

し か し 、 女 性 エヴァ が 蛇 に 従っ た の は 、 後 に 、 女 性 が 蛇 を 圧倒 する た めで ある 、 に 
過ぎ な い 。 

女性 マリ ア が 救い 主 イ エス を 世界 に も た らし た 事 に よっ て 、 い つか 、( 知 と いう ) 女 
性 は 蛇 の 頭 を 圧倒 する で あろ う 。 

前 記 の 、 見 事 な 光景 は 全て の 知 を 象徴 し て いる 。 

人 アダ ム は 、 感 覚 的 な 器官 の 誘惑 に 負け て 、 知 の 領域 を 放棄 する 。 

人 アダ ム は 、 魂 の 糧 と する べき 善悪 の 知 の 木 の 果 実 を 、 不 正 な 物質 的 な 満足 に 
利用 し て 汚す 。 

結果 と し て 、 人 アダ ム は 、 調 和 の 感覚 と 真理 の 感覚 を 喪 失 す る 。 

その た め 、 人 アダ ム は 、 獣 の 皮 を まとう 。 

な ぜ な ら 、 遅 か れ 早 か れ 、 例 外 無 く 、 体 の 形 は 、 心 の 性 質 に 対応 し た 形 を と る 。 

人 アダ ム は 、 命 の 4 つの 川 が 潤し て いる 楽園 か ら 追放 され る 。 

常に 回 転 し て いる 火 の 剣 で 武装 し た 智 天 使 ケ アル ブ が 、 人 アダ ム が 単 一 性 の 領域 
に 戻る の を 防い で いる 。 

「 高 等 魔術 の 教理 」 で 「 ヴ ォ ル テー ル は 火 の 剣 で 脅す 牛 で ある 智 天使 ケル ブ の 意 
味 に 気づか な か っ た 」 と 話し た 。 

ヴォ ル テ ー ル は へ ブラ イ 語 で 「 ケ ル ブ 」 が 「 和 牛 」 を 意味 する 事 を 発見 し て 面白 が っ 
7(e 


仮に ヴォ ル テ ー ル が 理解 し 難い 象徴 主義 の 象徴 を 牛 の 頭 を 持つ 天使 に 、 誤 解 さ 
れ 易 い 真 理 の ひら めき を 回 転 す る 火 の 剣 に 認め て いた ら 、 面 白 が ら な か っ た に 違い 


無い 


O 


真理 が 地 に 堕ち た 後 、 象 徴 主義 は 偶像 崇拝 の 口実 を 大 衆 に 与え る 形 に 成っ て し 
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と ころ で 、 ま た 、 火 の 剣 は 、 星 の 光 を 表す 。 

最早 、 人 は 、 星 の 光 を 傾け る 方 法 を 知ら な い 。 

その た め 、 人 は 、 星 の 光 と いう 力 を 統治 する 代わ り に 、 星 の 光 の 死に 至る 感化 力 
に 従う 羽目 に 成っ て いる 。 

ある 意味 、 魔 術 の 「 大 いな る 務め 」、「 大 作業 」 と は 、 火 の 剣 を 圧倒 し て 傾け る 事 で 
ある 。 

智 天使 ケル ブ は 、 天 使 を 表す 。 

また は 、 智 天使 ケル ブ は 、 地 の 魂 (、 星 の 光 ) を 表す 。 

古代 の 神秘 で は 、 不 変 に 、 地 の 魂 (、 星 の 光 ) を 牛 の 形 で 表す 。 

ミト ラス 教 の 象徴 主義 で は 、 光 の 主 ミ トラ ス 神 が 、 牛 を 圧倒 し て 、 剣 を 牛 の 脇 腹 に 
突き 刺し て 、 血 を し た た ら せ て 、( 人 の 魂 の ) 命 を 解放 し て 自由 に し て いる 、 の が 見 られ 
る 。 

血 の し た た り は 、( 人 の 魂 の ) 命 の 自由 へ の 解放 を 表す 。 

女性 エヴァ の 罪 の 最初 の 結果 は 、 ア ベル の 死 で ある 。 

(アベ ル は 愛 を 表す 。) 

女性 エヴァ は 、 愛 を 理解 か ら 離す 事 に よっ て 、 愛 を 力 か ら 離 し て し まう 。 

力 は 、 盲 目 に 陥る 。 

力 は 、 地 上 の 肉欲 に 縛ら れる 。 

力 は 、 愛 に 怒 如 す る 様 に 成る 。 


そし て 、 力 は 、 愛 を 殺し た 。 

力 を 表す カイ ン は 、 愛 を 表す アベ ル を 殺し た 。 

カイ ン の 子孫 は 、 父 で ある カイ ン の 罪 を 永続 させ て し まう 。 

カイ ン が 世界 に も た らし た 娘 達 は 、 災 い を 引き 起こ す ほ ど 美 し い が 、 愛 が 無い 。 

(創世 記 6 章 1 節 か ら 2 節 「 人 が 地上 に 増え 、 女 性 達 が 生ま れ た 。 神 の 子 達 、 天 
使 問 は 人 の 女性 達 が 美しい の を 見 た 」) 

天使 達 の 堕天 の た め に 、 セ ト の 子 擦 の 酸 聞 の た め に 、 カ イン が 世界 に も た らし た 
娘 達 は 生ま れ た 。 

(創世 記 6 章 1 節 か ら 2 節 「 人 が 地上 に 増え 、 女 性 達 が 生ま れ た 。 神 の 子 達 、 天 
使 達 は 人 の 女性 達 が 美しい の を 見 た 。 神 の 子 達 、 天 使 達 は 選ん だ 人 の 女性 達 を 妻 
に し た 」) 

ノア の 洪水 の 後 、 魔 術 の 歴史 第 1 巻 第 1 章 で 神秘 の いく つか を すでに 話し た 、 
ハム の 変節 の 後 、 人 の 子孫 は 、 バ ベル の 塔 と いう 普遍 の pantacle に し て 宮殿 を 建 
て る 事 に よっ て 、 無 感性 な 無 思慮 な 事業 の 実現 を 試み た 。 

バベル の 塔 は 、 社 会 主義 の 平等 の 大 規模 な 試み で ある 。 

バベル の 塔 に 比べ る と 、 シ ャ ルル フー リエ の ファ ラン ステ ー ル と いう 建物 は 貧弱 
な 考え で ある 。 

バベル の 塔 は 、 知 の 位階 制 に 対す る 、 活 動 家 の 抗議 で ある 。 

バベル の 塔 は 、 洪 水 と 大 混乱 に 対し て 建て られ た 、 比 で ある 。 

バベル の 塔 は 、 高 全 で ある 。 

バベル の 塔 と いう 高台 か ら 、 神 格 化 され た 大 衆 が 、 大 気 と 大 気 の 動乱 を 超越 し て 
高く そびえ る つも り で あっ た 。 

し か し 、 人 は 、 石 の は し ご で は 、 知 に は 昇 れ な い 。 

人 は 、 石 の 位階 で は 、 知 に は 昇 れ な い 。 


霊 の 位階 、 精 神 の 位階 、 心 の 位階 は 、 バ ベル の 塔 の 様 に モル タル を 接着 剤 と し て 
建て られ て いな い 。 

バベル の 塔 と いう 物質 化 さ れ た 位階 制 に 対し て 、 無 政府 状態 に よる 混乱 が 抗議 
し た 。 

そし て 、 人 は 相互 に 理解 し 合う の を や め た 。 

バベル の 塔 は 、 死 に 至ら な いた め の 教 訓 で ある 。 

バベル の 塔 は 、 バ ベル の 塔 の 建て 直し を 夢 起 する 現代 の 者 ども が 全く 誤解 し て い 
る 物 で ある 。 

無慈悲 と 物質 主義 だ け の 位階 制 の 考え に 対し て 、 平 等 へ の 否定 と いう 反応 が 起 
こる 。 

人 類 が バベル の 塔 の 様 な 誤っ た 位階 制 の 代物 を 打ち 建て た ら 、 大 衆 は 、 頂 上 を 
争い 、 基 礎 を 捨て る で あろ う 。 

大 衆 の 野心 を 全て 満足 させ る に は 、 バ ベル の 塔 の 頂上 を 基礎 より 広く する 必要 が 
有り 、 結 果 と し て 、 バ ベル の 塔 は 鞍 細 な 衝撃 で 崩壊 する 不安 定 な 建物 に 成る 。 

人 が 散ら され た 事 は 、 父 (で ある 神 ) を 冒 流し た ハム の 子 カ ナン と 子孫 に 対す る 呪 
い の 最 初 の 結果 で ある 。 

(マタ イ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 ) 

特に 、 ハ ム の 子 カ ナン の 民族 、 カ ナン 人 が 、 ハ ム の 子 カ ナン と 子 孫 に 対す る 呪い の 
重荷 を 背負 う 羽 目 に 成っ た 。 

ハム の 子 カ ナン と 子孫 に 対す る 呪い に よっ て 、 後 世に 、 全 て の カナ ン 人 は 、( バ アル 
な どの 人 が ね つ 造 し た 偽 の 神 を 信じ て 、 人 を 生 綿 に する 邪教 を 信じ て 、) 憎 悪さ れ た 。 

純潔 、 貞 節 は 、 家 族 の 守護 者 で ある 。 

また 、 純 潔 、 貞 人 節 は 、 位 階 制 の 秘伝 伝授 の 特徴 で ある 。 

常に 、 冒 と 反乱 は 汚れ て いる 。 


冒 潮 と 反乱 は 不純 で ある 。 

冒 法 者 や 反乱 者 に は 混乱 や 乱 交 と 子 殺 し の 傾向 が 有る 。 

誕生 の 神秘 の 冒 と 子 殺 し は 、 古 代 の カナ ン の 地 パ レス チ ナ の 那 教 の 基礎 で 
あっ た 。 

古代 の カナ ン の 地 パ レス チ ナ の 邪教 は 、( 人 を 生 費 に する ) 黒 魔術 の 恐る べき 儀式 
に ぶ け っ た 。 

ベル フェ ゴー ル と いう 名 前 で 、 イ ンド の 黒い 神 シ ヴァ 、 奇 形 の 男性 器 の 神 シ ヴァ は 、 
古代 の カナ ン の 地 パ レス チ ナ で 支配 的 に 成っ た 。 

(シヴァ を 男性 器 で 表す 場合 が 有る 。) 

タル ムー ド の 学者 達 と 、 プ ラ ト ン 哲学 の 哲学 者 で ある へ ブラ イ 人 の アレ クサ ンド リ 
ア の フィ ロン は 、 ベ ルフ ェ ゴ ー ル と いう 偶像 崇拝 に つい て 恥ず べき 事 で ある と 話し て 
いる 。 

学 の 有る 法律 家 ジ ョ ン セル デン は 、 ベ ルフ ェ ゴ ー ル の 偶像 崇拝 を 、 信 じ ら れ な い 
ほど 恥ず べき 物 と 思っ た 。 

ベル フェ ゴー ル の 偶像 は 、 ひ げ が 有り 、 大 口 を 開け 、 巨 人 的 な 男性 器 の 様 な 舌 を 
持っ て いた 、 と 言わ れ て いる 。 

ベル フェ ゴー ル の 偶像 崇拝 者 ども は 、 恥 じ 知 ら ず に も 、 ベ ルフ ェ ゴ ー ル の 偶像 の 
下品 な 顔 の 前 で 、 性 器 を さら し て 、 排 洪 物 を ささ げた 。 

モロ ク と ケモ シュ の 偶像 は 、 不 幸 な 幼子 を 、 真 鋼 製 の 胸 で 圧 綱 し た り 、 赤 熱し た 腕 

で 焼き 尽く す 、 殺 人 の 機械 で ある 。 

モロ ク と ケモ シュ の 偶像 へ の 生 乾 の 幼子 の 叫び が 聞こ えな い 様 に 、 幼 子 を 生 費 に 
し た 嘆かわしい 母親 ども が 先導 し て 、 偶 像 崇拝 者 ども は ラッ パ や 太鼓 の 音 を 鳴ら し 
て 琶 っ た 。 


近親 相姦 、 同 性 愛 と いっ た 不 自然 な 性 交 、 獣 姜 は 、 恥 ず べ き 偶 像 崇拝 者 ども が 
誤っ て 正しい と 認め て いた 習慣 で あっ た 。 

近親 相姦 、 同 性 愛 と いっ た 不 自然 な 性 交 、 獣 姜 は 、 恥 ず べ き 偶 像 崇拝 の 儀式 の 
ー 部 を 形成 し て いた 。 

偶像 崇拝 の 恥ず べき 混乱 、 人 の 生 費 、 乱 交 、 子 殺し 、 近 親 相姦 、 同 性 愛 と いっ た 不 
自然 な 性 交 、 獣 厄 は 、 普 遍 の 調和 を 侵害 し た 死に 至る 結果 で ある 。 

真理 を 侵害 する 人 は 久 を 受け る 。 

神 に 反対 する 人 は 、 意 識 し な く て も 、 自 然 の 怒り に 触れ る 行為 に 走る 。 

常に 、 同 じ 原 因 は 同じ 結果 を も た ら す 。 

実に 、 中 世 の 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の サバ ト は 、 ケ モ シ ュ と ベル フェ ゴー ル の 偶像 崇 
拝 の 祭 の 再現 で ある 。 

自然 は 、 人 の 生 費 、 乱 交 、 子 殺し 、 近 親 相姦 、 同 性 愛 と いっ た 不 自然 な 性 交 、 獣 姦 
と いっ た 罪 に 対し て 、 永 遠 の 死 と いう 判決 を 宣告 する 。 

黒い 神々 へ の 偶像 崇拝 者 は 、 神 と 思い や り の 敵 で ある 。 

混乱 や 乱 交 の 宣伝 者 は 、 神 と 思い や り の 敵 で ある 。 

色 欲 や 浮気 の 宣伝 者 は 、 神 と 思い や り の 敵 で ある 。 

家族 や 位階 制 の 敵 は 、 神 と 思い や り の 敵 で ある 。 

宗教 に お ける 無秩序 主義 者 、 政 治 に お ける 無政府 主義 者 は 、 神 と 思い や り の 敵 で 
ある 。 

神 と 思い や り の 敵 を 大 衆 か ら 隔離 し な い 事 は 、 神 と 思い や り の 敵 が 大 衆 を 毒 す る 
の に 同意 する 事 で ある 。 

少な く と も 、 宗 教 裁判 記 に は 、 神 と 思い や り の 敵 を 大 衆 か ら 隔離 し な い 事 は 、 神 と 

思い や り の 敵 が 大 衆 を 毒 す る の に 同意 する 事 で ある 、 と 思わ れ た 。 

し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 中 世 の 残 酷 な 処刑 の 復活 を 望ま な い 。 


社会 は 病 ん で いる 人 を 治す 必要 が 有 っ て 破滅 させ て は いけ な いと 、 社 会 が 真 に キ 
リス ト 教 的 に 成る ほど 理解 する で あろ う 。 

罪 を 犯す 先天 性 の 傾向 は 、 恐 ろ し い 病 ん だ 精神 で ある 。 

「 超 越 的 な 魔術 」 は 「 王 者 の わざ 」、「 祭 司 の わざ 」 と 呼ば れ て いる 事 を 忘れ る な 
か れ 。 

「 超 越 的 な 魔術 」 は 、 古 代 エ ジ プ ト 、 古 代 ギ リ シ ャ 、 ロ ー マ で 、 王 国 と 祭司 の 威光 と 
堕落 を 共に し た 。 

宗教 や 宗教 の 神秘 と 不一致 で ある 哲学 は 全て 、 政 治 的 な 大 権力 者 に は 、 有 害 で 
ある 。 

な ぜ な ら 、 も し 政治 的 な 大 権力 者 が 神 の 力 の 象徴 で ある 事 を や め る と 、 政 治 的 な 
大 権力 者 は 偉大 さ を 喪 失 し た 、 と 大 衆 に は 思わ れる 。 

法王 の 三重 冠 と 不一致 で ある 王者 の 王冠 は 破綻 する 。 

プロ メ テ ウ ス の 永遠 の 夢 は 、 天 か ら 天 の 火 を 盗ん で 、 神 々 を 天 か ら 地 に 時 と す 事 
で ある 。 

大 衆 の 口伝 で は 、 カ ウ カ ー ソ ス 山 で ヘラ クレ ス が 解放 し た 、 プ ロメ テウ ス は 、 労 苦 
の 象徴 で あり 、 未 だ に 釘 づ けら れ 鎖 が か ら み つい て いる 。 

大 衆 の 口伝 で は 、 不 死 の ワシ が 、 カ ウ カ ー ソ ス 山 で ヘラ クレ ス が 解放 し た プロ メ テ 
ウス の 開い て いる 傷口 に 未だ に つき まとう 。 

イエ ス の 足元 で 、 プ ロメ テウ ス が 従順 を 学ぶ まで 、 プ ロメ テウ ス の 労苦 は 終わ ら な 
い 。 

イエ ス は 、 王 の 中 の 王 、 神 の 中 の 神 と し て 生ま れ た が 、 全 て の 反抗 的 な 人 を 改心 
させ る た め に 、 手 足 を 十字 架 に 釘 づ けら れ 脇 腹 を 槍 で 突き 刺さ れる 事 を 選ん だ 。 

悪 だ くみ へ の 道 を 権力 者 に 開く 事 に よっ て 、 共 和 主 義 的 な 社会 制度 は 、 位 階 制 の 
原理 を 危う くし た 。 


最早 、 王 者 を 形成 する 務め は 、 位 階 制 に 任 さ れ な く 成 っ た 。 

王者 を 形成 する 代わ り に 、 王 座 を 不平 等 な 生ま れ に よる 運 任せ に する 継承 権 が 
取っ て 代わ っ た り 、 宗 教 の 影響 を 除外 し た 大 衆 の 人 気取り の 選挙 が 取っ て 代わ っ て 、 
君主 制 を 共和 主義 の 原理 の 基礎 の 上 に 確立 し て し まっ た 。 

古代 ギリ シャ と ロー マ の 国々 の 成功 と 屈辱 の 上 に 相次い で 支配 し た 諸 政 権 は 、 君 
主 制 を 共和 主義 の 原理 の 基礎 の 上 に 確立 する 形 で 形成 され た 。 

聖 所 に 温存 され た 知 は 軽視 され た 。 

秘伝 伝授 者 で ある 祭司 に 認め られ な か っ た 大 胆 な 哲学 者 や 天才 的 な 哲学 者 は 、 
祭司 の 知 に 反抗 し て 、 神 殿 に 有る 秘密 の 代わ り に 、 疑 惑 や 否定 の 哲学 を 考案 し た 。 

過度 の 妄想 に よっ て 、 哲 学者 は 速やか に 非 論理 的 な 滑稽 さ に 陥っ て 自然 を 自説 
に よっ て 誤っ て 非難 し た 。 

ヘラ クレ イト ス は 悲し ん だ 。 

デモ クリ トス は 笑い に 逃避 し た 。 

ヘラ クレ イト ス と デモ クリ トス は 愚者 で ある 。 

ピュ ロン は 何 も 信 じ な いで 終わ っ た 。 

ピュ ロン が 何 も 知 ら な か っ た と いう 事実 の た め に 、 ピ ュ ロ ン が 何 も 信 じ な か っ た 事 
に よっ て 、 ピ ュ ロ ン を 免除 する 事 は 多分 で き な い 。 

ソクラテス は 、 純 粋 な 簡潔 な 道徳 性 の 存在 を 断言 し て 、 い くら か の 光 と 良識 を 哲 
学 的 な 混乱 に も た らし た 。 

し か し 、 宗 教 を 欠い た 道徳 性 は 役に立つ で あろ うか ? いい え ! 宗教 を 欠い た 
道徳 性 は 役に立た な い ! 

大 衆 は 、 ソ クラ テス の 抽象 的 な 理 神 論 を 、 無 神 論 と 誤解 し た 。 

後に ソクラテス の 弟子 プラ トン は 、 ソ クラ テス が 望ま な か っ た 、 欠 け て いた 宗教 の 、 
ソクラテス の 考え の 体系 へ の 補完 を 試み た 。 


ブラ トン の 教え は 、 人 の 天才 の 歴史 に お いて 、 画 期 的 で あっ た 。 

し か し 、 ブ プラ トン の 教え は 、 プ ラ ト ン が 考案 し た 物 で は な い 。 

な ぜ な ら 、 プ ラ ト ン は 、 宗 教 以 外 に 真理 は 存在 し な いと 理解 し て 、 エ ジ プ ト の メン 
フィ ス の 祭司 に 教え を 教わり に 行き 、 エ ジ プ ト の 神秘 を ( 不 完全 だ が ) 秘 伝 伝授 され 
だ 。 

プラ トン に は 、 へ ブラ イ 人 の 神聖 な 書物 の 知 す ら 有 っ た 。 

し か し 、 エ ジ プ ト で は 、 プ ラ ト ン は 、 不 完全 に し か 秘伝 伝授 され な か っ た 。 

な ぜ な ら 、 当 時 の エジプト の 祭司 は 古代 の 象徴 の 意味 を 忘れ て し まっ て いた 。 

エジプト の 祭司 は 、 ア ルク メ ネ の 慕 で 見 つか っ た 、 ス パル タ 王 アゲ シラ オス 2 世 が 

当っ た 、 祭 司 の 碑文 を 解読 する の に 3 日 間 を 費やし た 、 と いう 歴史 が 示す 様 に 、 当 
時 の エジプト の 祭司 は 原初 の 象徴 の 意味 を 忘れ て し まっ て いた 。 

疑い 無く 、Cornuphis は 、 当 時 の 最も 博識 な 秘 儀 祭司 だ っ た 。 

Cornuphis は 、 古 代 の 象徴 と 文字 を 集め た 碑文 を 調べ た 。 

よう や く 、Cornuphis は 、 碑 文 が ギリ シャ で 「 プ ロ テ ウ ス 」 と 呼ば れ て いた タロ ッ ト 
で 記さ れ て いる 事 に 気づい た 。 

(プロ テウ ス は 予言 と 変身 の 能力 を 持つ 古代 ギリ シャ の 海神 で ある 。) 

「 プ ロ テ ウ ス 」 は トー ト の 書 タ ロッ ト の ギリ シャ で の 名 前 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 移 動 可能 な 象徴 体系 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 文 字 と 数 と 基本 原理 の 象徴 に よる 可能 な 組み 合わ せ の 様 に 多様 に 変 
動 可能 で ある 。 

トー ト の 書 タロ ッ ト は 、 神 の 言葉 の 鍵 で ある 。 

トー ト の 書 タ ロッ ト は 、 神 託 を 解釈 する 鍵 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 知 の 基本 の 作品 で ある 。 


し か し 、 も し Cornuphis が 本 当 に 「 祭 司 の わざ 」 に 熟達 し て いた ら 、 碑 文 が タロ ッ 
ト で 記さ れ て いる 事 に 気づく まで 長い 調査 期間 を 必要 と し な か っ た で あろ う 。 

また 、 祭 司 の 知 の 忘却 に 対し て 抗議 を 表明 し て いた 神託 を も は や 祭司 が 理解 で 
き な か っ た 事実 は 、 当 時 の 祭司 が 古代 の 真理 を 忘れ て し まっ た 証拠 で ある 。 

プラ トン は 、 エ ジ プ ト か ら 戻 っ た 後 、 シ ミア ス と 共に 、 カ リア 圏内 を 旅 し た 。 

プラ トン は 、 デ ロス 島 か ら の 使者 と 会 っ た 。 

デ ロ ス 島 の 使者 は 、 ア ポロ ン の 神託 を 解く 様 に プラ トン へ 頼ん だ 。 

神託 は 、 ギ リ シ ャ へ の 災い を 終わ ら せ る に は 、 立 方 体 の 石 を 2 倍 に する 必要 が 有 
る 、 と いう 物 だ っ た 。 

デ ロ ス 島 の 大 衆 は 、 ア ポロ ン 神 殿 の 立方 体 の 石 の 祭壇 を 2 倍 に し よう と 試み た 。 

し か し 、 立 方 体 の 全て の 面 を 2 倍 に し た ら 、25 面体 に 成っ て し まっ た 。 

立方 体 の 形 の まま 、( 辺 の 長 さ を 3) 倍 に し た ら 、26 倍増 えて (27 倍 に 成っ て ) し まっ 
Ke 

プラ トン は 、 神 託 は 幾何 学 を 学ぶ 事 を 勧め て いる と 言っ て 、 デ ロス 島 の 使者 を 数 
学者 エ ウ ド クソ ス の 元 に 派遣 し た 。 

プラ トン が 、 人 象徴 の 深い 意味 を 理解 し て いな か っ た の か 、 そ れ と も 、 無 知 な デ ロ ス 
島 の 大 衆 に ヴェ ー ル を 取っ て 明か す 価 値 が 無い と 思っ た の か 、 ど うか は 、 推 測 に 任 
せ ざ る を 得 な い 点 で ある 。 

し か し 、 立 方 体 の 石 と 、 立 方 体 の 石 の 増殖 が 、 円 積 問 題 と いう 名 前 で 愚者 が 探求 
し 達 道 者 が 隠し た 、 永 久 機関 の 永久 運動 の 神秘 を 含む 、 神 の 数 の 全て の 秘密 を 説 
明 す る 事 は 確か で ある 。 

唯一 の 中 央 の 立方 体 の 石 の 周囲 に 、26 の 立方 体 の 石 を 立方 体 の 形 に 密集 させ 
る 事 に よっ て 、 神 託 は 、 幾 何 学 の 基礎 だ け で は な く 、 数 と 形 の 相互 関係 に よっ て 説明 
され る 創造 的 な 調和 の 鍵 を 、 デ ロス 島 の 大 衆 に 示し た 。 


(1) 十 字 に よる 立方 体 の 増殖 、(2) 十 字 を 中 心 に 描い た 円 、(3) 球 の 中 で 動く 立体 
の 十字 に 、 古 代 の 全て の 大 いな る 象徴 的 な 神殿 の 設計 図 が 見 つか る 。 

図 に すれ ば 、(1) 十 字 に よる 立方 体 の 増殖 、(2) 十 字 を 中 心 に 描い た 円 、(③) 球 の 中 
で 動く 立体 の 十字 を 理解 し 易い 。 

現在 で は 、 メ ー ソ ン の 秘伝 伝授 が 、(1) 十 字 に よる 立方 体 の 増殖 、(2) 十 字 を 中 心 
に 描い た 円 、(3) 球 の 中 で 動く 立体 の 十字 を 受け 継い で いる 。 

(1) 十 字 に よる 立方 体 の 増殖 、(2) 十 字 を 中 心 に 描い た 円 、(3) 球 の 中 で 動く 立体 
の 十字 は 、「 石 工 」 を 意味 する 「 メ ー ソ ン 」 と いう 名 前 の 完全 な 正当 な 理由 に 成る 。 

な ぜ な ら 、(1) 十 字 に よる 立方 体 の 増殖 、(2) 十 字 を 中 心 に 描い た 円 、(3) 球 の 中 で 
動く 立体 の 十字 は 、 建 築 の 根本 原理 、 建 築 の 知 で ある 。 


THE TWENTY-FIRST KEY OF THE TAROT。 SURROUNDED BY 
MYSTIC AND MASONIC SEALS 


デ ロ ス 島 の 大 衆 は 、 辺 の 長 さ を 2 倍 に し て 、 幾 何 学 的 な 問題 と し て の 答え を 探し 
た が 、38 倍 に 成っ て し まっ た 。 

最後 に 、 多 分 、 デ ロス 島 の 大 衆 の 試行 錯誤 の 数 は 自由 に 増やせ る 。 

な ぜ な ら 、 十 中 八 九 、「 立 方 体 倍 積 問題 」、「 デ ロス 島 の 問題 」 と いう 話 は 、 プ ラ ト 
ン が 弟子 に 出し た 問題 、 例 え 話 で ある 。 

も し 「 立 方 体 倍 積 問 題 」、「 デ ロス 島 の 問題 」 の 神託 の 話 を 事実 と 取る な ら ば 、 よ り 
深い 意味 が 見 つか る 。 

立方 体 の 石 を 2 倍 に する 事 は 、 単 一 性 か ら 2 つ 1 組 を 引き 出す 事 で ある 。 

概念 か ら 形 を 引き 出す 事 で ある 。 

思考 か ら 行 動 を 引き 出す 事 で ある 。 

永遠 の 数 学 の 正確 さ を この 世に 実現 する 事 で ある 。 

正確 な 知 と いう 基礎 の 上 に 、 政 治 を 確立 する 事 で ある 。 

宗教 の 教え を 数 の 哲学 と 一 致 さ せる 事 で ある 。 

プラ トン は 、 ピ タゴ ラス より 雄弁 だ が 、 ピ タゴ ラス より 浅かっ た 。 

プラ トン は 、 理 論 家 の 哲 学 を 予見 者 の 不変 の 教え と 一 致 さ せる 事 を 望ん だ 。 

プラ トン は 、 大 衆 化 を 望ん だ の で は な く 、 知 を 建て 直し た か っ た 。 

後に に プラトン の 哲学 は 、 事 前 に 用 意 さ れ た 理論 と 生き 生き と させ る 考え を 初期 の 
キリ スト 教 に も た らし た 。 

し か し 、 プ ラ ト ン は 、 原 理 を 数 学 に 基づか せ た に も か か わら ず 、 幾 何 学 者 と いう よ 
り は 、 詩 人 で あっ た 。 

プラ トン は 、 調 和 の 形 の 才能 に 恵まれ た 。 

プラ トン は 、 不 思 議 な 仮説 を 惜しま ず 与 えた 。 

アリ スト テレ ス は 、 計 算 の 天才 に だ け 恵 まれ た 。 

アリ スト テレ ス は 、 全 て の も の を 諸 学 派 の 方 法 で 熟考 し た 。 


アリ スト テレ ス は 、 全 て の も の を 、 数 へ の 展開 に よる 証明 と 計算 の 論理 に 従わ せ た 。 

アリ スト テレ ス は 、 プ ラ ト ン 哲学 へ の 信用 を 除外 し て 、 全 て を 証明 し て 、 ア リス ト テ 
レス の 「 カ テ ゴ リ ー」 に よっ て 全て を 理解 し よう と 試み た 。 

アリ スト テレ ス は 、3 つ 1 組 を 三 段 論 法 に 変え て し まっ た 。 

アリ スト テレ ス は 、2 つ 1 組 を 省略 三 段 論法 に 変え て し まっ た 。 

アリ スト テレ ス は 、 存 在 の 連鎖 を 連鎖 式 に 変え て し まっ た 。 

アリ スト テレ ス は 、 全 て の も の を 抽象 化し て 、 全 て の も の に つい て 推測 し た 。 

アリ スト テレ ス の 処理 は 、 神 を 抽象 化し て 存在 論 の 仮説 の 中 に 消失 させ て し まっ 
ES 

プラ トン は 、 教 会 の 教父 に 霊感 を 与え た 。 

アリ スト テレ ス は 、 中 世 の ス コラ 学者 の 師 に 成っ た 。 

何 も 信 じ な いで 全て の も の を 説明 し よう と 試み る 、 ア リス ト テ レス の 論理 の 周囲 に 、 
どの 様 な 黒い 影 が 深まる か は 神 の みぞ 知る 。 

第 2 の バベル の 塔 の 建設 が 予定 され た 。 

第 2 の 言葉 の 混乱 は 近づい た 。 

存在 は 存在 で ある 。 

神 は 存在 する 。 

存在 の 中 に 存在 の 理由 は 存在 する 。 

(存在 で ある ) 神 の 中 に (存在 で ある ) 神 の 理由 が 存在 する 。 

最初 か ら 神 の 言葉 は 存在 し て いる 。 

神 の 言葉 、 神 の ロゴ ス は 、 言 葉 に 表 さ れ た 論理 、 言 葉 に 表 さ れ た 理性 で ある 。 

神 の 言葉 は 、 神 の 中 に 存在 する 。 

神 の 言葉 は 、 知 性 が 明らか に し た 、 神 で ある 。 

前 記 は 、 実 に 、 ま さ に 、 全 て の 哲学 を 超越 し た 真理 で ある 。 


前 記 は 、 ま さ に 、 信 じ る 必要 が 有る も の で ある 。 

前 記 を 信じ な いと 、 何 も 知る 事 が で きず に 、 ピ ュ ロ ン の 見 境 な い 医 い に 陥る 。 
信心 の 守護 者 と し て 、 祭 司 は 、 知 と いう 基礎 に 基づい て いる 。 

知 の 教え に よっ て 、 人 は 、 永 遠 の 、 神 の 言葉 の 、 神 の 原理 に 敬礼 せ ざ る を 得 な い 。 
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EGYPTIAN SYMBOLS OF TYPHON 


第 2 巻 第 2 章 神秘 主義 


王権 神 授 説 の 正当 性 の 根源 は 祭司 で あり 、 真 の 祭司 は 王権 神 授 説 無し に は 存 
在 で き な い 。 

秘伝 伝授 と 祭司 に する 叙 階 は 真 の 相続 物 で ある 。 

その た め 、 聖 所 は 、 大 衆 に は 不可 侵 で ある 。 

また 、 そ の た め 、 回 所 は 、 党 派 心 の 強い 大 衆 に は 不可 侵 で ある 。 

同じ 理由 か ら 、 神 の 啓示 の 、 栄 光 の 光 (、 星 の 光 ) は 、 無 上 の 論理 で ある 神 に 従っ て 、 
広まる 。 

な ぜ な ら 、 神 の 啓示 の 、 栄 光 の 光 (、 星 の 光 ) は 、 秩 序 と 調和 に よっ て 、 継 承 さ れる 。 

神 は 、 世 界 を 一 時 だ け の 流星 や 肉 光 で 周 ら し て 啓蒙 し な いで 、 全 て の 惑星 系 を 惑 
星系 の 特有 の 太陽 の 周囲 に 引き 寄せ る 。 

調和 は 、 義 務 に 我慢 で き な い 人 を 悩ま せる 。 

その た め 、 義 務 に 我慢 で き な い 人 は 、 啓 示 を 自分 の 悪徳 と 無理 に 一 致 させ る 事 に 
失敗 し て 、 道 徳 の 改革 者 の ふり を する 。 

ルソー の 様 に 、 義 務 に 我慢 で き な い 人 は 、「 も し 神 が 話し た な ら ば 、 な ぜ 私 に は 何 
も 聞こ えな か っ た の か ?」 と 叫ぶ 。 

や が て 、 義 務 に 我慢 で き な い 人 は 、「 神 は 話し た が 、 私 に だ け 話し た の だ 」 と 言い 
出す 。 

「 神 は 話し た が 、 私 に だ け 話 し た の だ 」 と いう の は 義務 に 我慢 で き な い 人 の 妄想 
で ある 。 

義務 に 我慢 で き な い 人 は 、「 神 は 話し た が 、 私 に だ け 話し た の だ 」 と 思い 込む 。 

その た め 、 党 派 を 作る 者 が 現れ る 。 

党派 を 作る 者 は 、 宗 教 に お ける 無秩序 に よる 混乱 の 扇動 者 で ある 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 党 派 を 作る 者 を 火 で 焼き 殺せ と いう つも り は 無い 。 

し か し 、 党 派 を 作る 者 を 伝染 的 な 愚か さ の 保菌 者 と し て 隔離 する の が 望ま し い の 
は 確か で ある 。 

伝染 的 な 愚か さ に よっ て 、 神 秘 主 義 の 党派 者 は 、 知 の 冒 潮 を も た ら す 。 

どの 様 に し て 異常 興奮 と 脳 の 充血 と いう 助け に よっ て イン ド の 苦行 僧 が 創造 され 
な い 光 と 呼ん で いる 代物 に 到達 し た の か 、 は 魔術 の 歴史 第 1 巻 第 3 章 で 既に 見 
せ た 。 

エジプト に も 悪人 の 霊 の 魔術 師 や 誘惑 者 が いた 。 

古代 ギリ シャ の テッ サリ ア は 降 圭 術 と 呪い の 業 で あふ れ て いた 。 

啓蒙 主義 の ふり を し た 無秩序 主義 者 の 直感 が 鋭敏 に 理解 し た 事実 と は 「 大 衆 が 
神々 と 直接 交流 する 事 は 、 祭 司 を 廃し て 王座 と いう 基礎 を 転覆 させ る 」 と いう 事実 で 
あら だ 。 

祭司 の 正当 性 に 対し て 厳格 に 精力 的 に 反抗 し 抗議 する 事 を 条件 に 、 全 て の 醍 聞 
に 対し て 事前 に 免除 を 与え て 、 誤 っ た 自由 の 誘惑 に よっ て 、 啓 蒙 主義 の ふり を し た 
無秩序 主義 の 陰謀 者 は 、 弟 子 を 勧誘 で きる と 期待 し た 。 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス の 女 信者 は 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス に 導 か れ て いる と 思い 込ん で 、 
オル フェ ウス を 八 つ 裂き に し て 殺し た 。 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス の 女 信者 は 、 大 いな る 秘 儀 祭司 オル フェ ウス を 生 細 に し て 、 神 
格 化 し た 本 町 に ささ げた 。 

酒 神 バ ッ カ ス の 酒 神祭 は 神秘 主義 の 反乱 で あっ た 。 

常に 、 狂 気 の 宣伝 者 は 無秩序 な 活動 、 狂 乱 的 な 扇動 、 恐 る べき けい れん に 頼る 。 

酒 神 バッ カス の 女々 し い 偽 の 祭司 か ら 偽 の グノー シス 主義 者 まで 、 回 旋 舞 踊 す る 
イス ラム 教 の 神秘 主義 の 苦行 僧 ダ ル ヴ ィ ーシュ か ら サ ン メダ ー ル 教会 の フラ ン ソ ワ 
ド パリ 助 祭 の 慕 で の けい れん 者 まで 、 常 に 、 迷 信 や 狂信 の 特徴 は 同じ で ある 。 


いつ も 決ま っ て 、 教 え を 浄化 する と いう 口実 の 下 で 、 誇 張 し た 精神 主義 に よっ て 、 
全て の 時 代 の 神秘 主義 者 は 、 宗 教 の 象徴 を 物質 化し た 。 

マギ の 知 を 冒 済 し た 者 は 、 迷 信者 、 竹 信者 、 神 秘 主義 者 と 同じ で ある 。 

な ぜ な ら 、 超 越 的 な 魔術 は 、 古 代 の 祭司 の わざ で ある 、 と いう 事 を 覚え て お く 必 要 
が 有る 。 

真 の 魔術 は 、 法 が 定め た 位 隊 制 を 外れ た 全て の 行動 を 非難 する 。 

真 の 魔術 は 、 苦 し め た り は し な い が 、 党 派 を 作っ た 者 と 悪人 の 霊 の 魔術 師 へ の 非 
難 を 正しい と 認め る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 党 派 を 作っ た 者 と 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 を 、 意 図 し て 結び つけ 
て いる 。 

な ぜ な ら 、 異 端 者 、 党 派 を 作っ た 者 は 、 降 霊 術 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 で あっ た 。 

異端 者 、 党 派 を 作っ た 者 、 降 霊 術 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 悪 人 の 霊 を 神々 と し 
て 大 衆 に だ まし て つか ませ た 。 

異端 者 、 党 派 を 作っ た 者 、 降 霊 術 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 嘘 を 支援 し て 、 奇 跡 を 
起こ す 力 を 横取り し た 。 

前 記 の 形跡 か ら 、 異 端 者 党派 を 作っ た 者 は 、 ゴ エ テ ィ ア 、 悪 人 の 霊 の 魔術 、 黒 魔 
術 の 実践 者 で あっ た 。 

無秩序 に よる 混乱 は 、 反 体制 的 な 神秘 主義 の 出発 点 で ある 。 

無秩序 に よる 混乱 は 、 反 体制 的 な 神秘 主義 の 特徴 で ある 。 

党派 を 作っ た 者 に は 宗教 的 な 一 致 は 不可 能 で ある 。 

し か し 、 和 驚く べき 事 に 、( 王 者 と いう ) 法 が 定め た 権力 と (祭司 と いう ) 位 階 制 へ の 憎 
悪 と いう 唯一 の 点 で の み 、 党 派 を 作っ た 者 は 一 致す る 。 

実際 、 王 者 と 祭司 へ の 憎悪 が 、 党 派 を 作っ た 者 が ね つ 造 し た 偽 の 宗教 の 根源 の 
全て で ある 。 


王者 と 祭司 へ の 憎悪 だ けが 、 党 派 を 作っ た 者 同士 を 相互 に 結び つけ 合っ て いる 。 

王者 と 祭司 へ の 憎悪 は 、 父 (で ある 神 ) を 冒 潮 し た ハム の 罪 と 同じ で ある 。 

(マタ イ に よる 福音 28 章 19 節 父 で ある 神 ) 

王者 と 祭司 へ の 憎悪 は 、 家 族 の 原理 へ の 傷 辱 で ある 。 

王者 と 祭司 へ の 憎悪 は 、 父 (で ある 神 ) へ の 作 辱 で ある 。 

冒 潮 し て 笑い も の に し て 、 党 派 を 作っ た 者 は 、 父 で ある 神 の 裸 と 恥 を さら し て いる 。 

無秩序 主義 者 、 神 秘 主 義 者 は 、 知 の 光 を 、 星 の 光 と 混同 し て いる 。 

神秘 主義 者 は 、 蛇 の 頭 を 圧倒 する 従順 で 清らか な 知 と いう 女性 を 敬礼 する 代わ 
り に 、 蛇 を 敬礼 する 。 

神秘 主義 者 は 、 蛇 を 敬礼 し て 、 義 町 し て 目 が 敗 ん で 、 必 ず 、 愚 か さと いう 深淵 に 堕 
ちる 。 

愚者 は 予見 者 で ある 。 

愚者 は 自分 が 奇跡 を 起こ せる と 純粋 に 信じ て 疑わ な い 。 

実際 に 、 盲 信 や 狂信 は 伝染 する 。 

その た め 、 愚 者 、 盲 信者 、 狂 信者 が 近く に いる と 、 説 明 で き な い 事 が 頻繁 に 起こ る 


様 に 見 受け られ る 。 
さら に 、 星 の 光 の 引き 寄せ や 放射 の 過剰 に よる 現象 は 、 生 半 可 な 知識 し か 無い 人 
を 混乱 させ る 。 


星 の 光 の 引き 寄せ や 放射 が 過剰 で ある と 、 星 の 光 は 肉体 内 に 集中 する 。 

星 の 光 が 肉体 内 に 集中 する と 、 肉 体 の 分 子 間 が 膨張 し て 、 骨 を ひね られ る ほど の 、 
筋肉 を 限度 を 超え て 伸ばせ る ほど の 、 高 い 柔 軟 性 を 肉体 に も た ら す 。 

星 の 光 が 肉体 内 に 集中 する と 、 星 の 光 の 渦 や 竜巻 を 形成 する 、 と 言え る 。 

星 の 光 の 渦 や 竜巻 は 、 重 い 肉体 を 空中 浮揚 させ て 、 星 の 光 の 放射 の 力 に 比例 し 
た 時 間 だ け 、 肉 体 を 空中 に 支え られ る 。 


星 の 光 が 肉体 内 に 集中 する と 、 肉 体 が 破裂 し そう に 感じ る 。 

肉体 の 破 任 し そう な 感じ を 軽減 する た め に 、 圧 人 迫 や 打撃 を 求め る 。 

星 の 光 が 肉体 内 に 集中 する と 、 星 の 光 の 流体 の 張り が 、 激 し い 圧 迫 や 打撃 を 相 

殺し て 、 傷 が 出来 な いで 、 肉 体 の 破裂 し そう な 感じ を 軽減 する 。 

愚者 が 医者 に 恐怖 を 抱く 様 に 、 妄 想 を 抱い て いる 神秘 主義 者 は 賢者 を 憎む 。 

最初 は 、 妄 想 を 抱い て いる 神秘 主義 者 は 、 賢 者 か ら 逃 げ る 。 

最後 は 、 妄 想 を 抱い て いる 神秘 主義 者 は 、 盲 目的 に 、 ま る で 意 に 反し て の 様 に 、 賢 
者 を 迫害 する 。 

妄想 を 抱い て いる 神秘 主義 者 は 、 悪 徳 に 対し て は 慈悲 深く 寛大 で ある 。 

妄想 を 抱い て いる 神秘 主義 者 は 、 権 威 に 従う 理性 に 対し て は 無 慈 意 で ある 。 

従順 と 位階 制 の 話 に 成る と 、 最 も 寛大 に 見 える 異端 者 で も 怒り と 憎しみ に 襲わ れ 
る 。 

前 記 か ら 、 常 に 、 異 端 は 動乱 を も た ら す 。 

偽 の 預言 者 は 、 堕 落 さ せら れ な か っ た 人 を 絡 す 。 

異端 者 は 自分 を 容認 する 様 に 大 き な 声 で 求め る 。 

し か し 、 異 端 者 は 他人 を 容認 する の は 用 心 す る 。 異 端 者 は 他人 を 容認 する の は 控 
える 。 

ジャ ン カル ヴァ ン が ミシェル セル ヴェ を 私 刑 で 火 刑 で 焼き 殺し た 時 に 、 プ ロ テ ス 
タン ト は ロー マ の カト リッ ク の 火 刑 の まき の 東 に 対し て 大 き な 声 で 抗議 し た 。 

ドナ トゥ ス 派 、 割 礼 主義 者 と いっ た 多数 の 異端 は 、 カ トリ ッ ク の 統治 者 を 度 を 越え 
た 行為 に 走ら せ た 。 

ドナ トゥ ス 派 、 割 礼 主義 者 と いっ た 多数 の 異端 は 、 カ トリ ッ ク 教 会 が 異端 者 を 罪人 
と し て 俗 権 に 任せ る 原因 と 成っ た 。 


教会 に 対す る 不敬 の 中 の 不満 の 声 に 留意 すれ ば 、 ヴ ァ ル ド 派 、 ア ルビ ジョ ア 派 と 
呼ば れ た カタ リ 派 、 フ ス 派 は 子羊 の 様 な 者 で ある 、 と 思え な いか ? 教会 に 対す る 
不敬 の 中 の 不満 の 声 に 留意 すれ ば 、 ヴ ァ ル ド 派 、 ア ルビ ジョ ア 派 と 呼ば れ た カタ リ 派 、 
フス 派 は 子羊 の 様 な 者 で ある 、 と 思え る ! 

カト リッ ク の 皆殺し を 説い て 、 一 方 の 手 で 聖書 を 持ち な が ら 、 他 方 の 手 で 短剣 を 振 
り 回 す ス コッ トラ ンド と イン グラ ンド の 陰気 な ビュ ユーリ タン の 、 ど こ が 無 罪 な の か ? 
カト リッ ク の 皆殺し を 説い て 、 一 方 の 手 で 聖書 を 持ち な が ら 、 他 方 の 手 で 短剣 を 振り 
回 す ス コッ トラ ンド と イン グラ ンド の 隊 気 な ビュ ユー リタ ン は 罪人 で ある ! 

復讐 と 恐怖 の 最 中 で 、 少 な く と も 原理 と し て 、 常 に 、 唯 一 カト リッ ク 教 会 は 「 血 を 憎 
む 」 事 を 主張 し て きた 。 

カト リッ ク 教 会 は 、 位 階 制 の 正統 な 教会 で ある 。 

悪人 の 霊 に よる 奇跡 の 可能 性 や 実在 を 認め た 事 に よっ て 、 カ トリ ッ ク 教 会 は 、 善 に 

も 悪 に も 応用 で きる 自然 の 力 の 存在 を 認め た 。 

また 、 大 いな る 知 に よっ て カト リッ ク 教 会 は 「 宗 教 の 考え の 清らか さ は 奇跡 を 正当 
化 で きる が 、 奇 跡 は 異端 な 教え や 新興 宗教 の 教え を 正当 化 で き な い 」 と 解決 し た 。 

「 神 の 法 は 完全 で ある 。 神 の 法 が 神 の 法 を 裏切る 事 は 無い 。 神 の 法 は 自然 な 手 
段 を 応用 し て 人 に は 超自然 的 に 見 える 結果 を も た ら す 」 と 話す 事 は 、 神 の 無 上 の 論 
理 と 不変 の 力 を 育 定 す る 事 で ある 。 

「 神 の 法 は 完全 で ある 。 神 の 法 が 神 の 法 を 裏切る 事 は 無い 。 神 の 法 は 自然 な 手 
段 を 応用 し て 人 に は 超自然 的 に 見 える 結末 を も た ら す 」 と 話す 事 、 神 の 無 上 の 論理 
と 不変 の 力 を 青 定 する 事 は 、 神 意 や 神 の 摂理 に 対す る 人 の 概念 を 高め る 事 で ある 。 

また 、 真 の カト リッ ク 教 徒 は 「 善 に も 悪 に も 応用 で きる 自然 の 力 の 存在 を 認め る 」 
事 が 「 真 理 に 味方 し て 作用 する 奇跡 に お ける 神 の 仲介 を 疑う 見 解 で は な い 」 と いう 
事 を 理解 する べき で ある 。 


常に 、 星 の 光 の 充満 が 原因 で ある 偽 の 奇跡 に は 無秩序 に よる 混乱 と 不道徳 の 傾 
向 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 無 秩序 に よる 混乱 は 、 無 秩序 に よる 混乱 を 引き 起こ す 。 

その た め 、 異 端 者 の 偽 の 神 で ある 悪人 の 霊 や 、 異 端 者 の 使者 と 成る 悪人 の 霊 は 、 
血 を 望 する 。 

また 、 通 例 、 異 端 者 の 悪人 の 霊 は 、 異 端 者 を 保護 する 代わ り に 殺人 を 求め る 。 

シリ ア や 古代 パレ スチ ナ 南 部 の 偶像 崇拝 者 は 、 不 幸 に も 生 費 に され た 幼子 の 体 
か ら も ぎ 取 っ た 頭 か ら 偽 の 神 の 神託 を 引き 出し た 。 


中 略 


シリ ア や 古代 パレ スチ ナ 南 部 の 偶像 崇拝 者 は 、 生 雷 に し た 幼子 の 頭 は 偽 の 神 の 
神託 を 話す 、 と 誤っ て 思い 込ん だ 。 

な ぜ な ら 、 疑 い 無 く 、 生 費 に され た 幼子 が 苦痛 で 叫ん だ 最後 の 叫び が 、 シ リア や 
古代 パレ スチ ナ 南 部 の 偶像 崇拝 者 の 妄想 を 狂乱 させ た 。 

さら に 、 魔 術 の 歴史 第 1 巻 第 7 章 で 、 す で に 話し た 様 に 、 血 は ラル ヴァ を 引き 寄 
せる 。 

古代 人 は 、 悪 人 の 霊 に 生 費 を ささ げ る 儀式 で 、 穴 を 掘っ て 、 温 か い 湯 気 が 出る 血 
で 穴 を 満た す の が 習い で あっ た 。 

そう し て 、 古 代 人 は 、 悪 人 の 霊 の 微か な 淡い 影 が 、 聞 の 深い 場所 か ら 現 れ て 、 穴 を 
昇っ た り 、 穴 に 降り た り 、 穴 の 周囲 を 造 い 回 っ た り 、 穴 の 周囲 に 群がる の を 見 た 。 

する と 、 古 代 人 は 、 穴 の 血 を 剣 の 先端 に つけ て 降 霊 術 の 輪 を 描い た 。 

そし て 、 古 代 人 は 、 ア ス フ ォ デル と バー ベイ ン で 飾っ た 祭壇 の 上 の 月 桂樹 、 ハ ン ノ 
キ 、 糸 杉 に 火 を つけ た 。 


夜 が 、 よ り 冷 た く 、 よ り 暗 く 成 っ た 様 に 思わ れ た 。 

月 は 雲 の 裏 に 隠れ て し まっ た 。 

そし て 、 古 代 人 は 、 輪 の 周囲 に 群がっ た 悪人 の 霊 の 微か な 衣 擦 れ の 音 を 聞い た 。 

する と 、 田 舎 の 田園 地 の 犬 達 が 悲し そう に 咲 えた 。 

「 全 て を 達成 する た め に は 、 全 て を 大 胆 に 行う 必要 が 有る 」 

「 全 て を 達成 する た め に は 、 全 て を 大 胆 に 行う 必要 が 有る 」 は 、 誘 惑 術 の 言葉 、 悪 
人 の 霊 の 魔術 の 言葉 、 誘 惑 者 が 連想 させ る 恐怖 の 言葉 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 が 連 
させ る 志 怖 の 言葉 で あっ た 。 

偽 の 魔術 師 同 士 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 同 士 は 、 犯 罪 に よっ て 結び つい て いた 。 

偽 の 魔術 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 愚 か に も 自身 (の 命 ) を 脅 か せ ば 、 他 人 (の 命 ) 
を 脅 か せ る と 思い 込ん で いた 。 

黒 魔術 の 儀式 が も た らし た 不 人 敬 な 偶像 崇拝 の 様 に 、 憎 むべ き 黒 魔術 の 儀式 は 存 
続 し て きた 。 

古代 の 文明 に 対し て 陰謀 を 企 て た 犯罪 者 の 団体 に お いて も 、 未 開 の 民族 に お い 
て も 、 無 差別 に 、 黒 魔術 の 儀式 は 存続 し て きた 。 

常に 、 同 じ 、 闇 へ の 愛着 が 存在 する 。 

同じ 、 冒 済 が 存在 する 。 

同じ 、 血 の 作業 が 存在 する 。 

無秩序 に よる 混乱 の 魔術 は 、 死 の 宗教 で ある 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 不 幸 に 身 を ささ げ 、 理 性 を 放棄 し 、 不 死 の 希望 を 放棄 し 、 
幼子 を 生 費 に する 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 結 婚 を 放棄 し て 、 不 毛 な 放 湯 に 身 を 任せ る 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 自 身 の 熱狂 の 充満 を 享受 する 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 自 身 の 悪 行 に 酔っ て いる 。 


つい に は 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 悪 が 全能 で ある と 誤っ て 思い 込む 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 幻 覚 が 現実 に 取っ て 代わ る と 誤っ て 思い 込む 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 自 分 の 熟達 に は 思い 通り に 全て の 死 と 地獄 を 呼び 出す 力 
が 有る と 誤っ て 思い 込む 。 

外国 語 の 言葉 、 未 知 の 象徴 、 無 意味 な 言葉 、 無 意味 な 象徴 は 、 黒 魔術 に 最適 で 
ある 。 

儀式 に お ける 愚か な 言動 は 、 儀 式 に お ける 覚め た 状態 で の 知性 を 保つ 正しい 言 
動 よ り 、 容 易 に 、 幻 覚 や 妄想 を も た ら す 事 を 保証 する 。 

デュ ポテ は 「 い くつ か の 象徴 が 忘 我 状 態 の 人 に 効果 が 有 っ た 」 と 話し て いる 。 

そし て 、 デ ュ ポテ は 、「 忘 我 状 態 の 人 に 効果 が 有 っ た 象徴 」 を 、 用 心して 、 隠 し て 、 
隠さ れ た 学問 に つい て の 本 で 記し て いる 。 

完全 一 致 で は な い が 、 デ ュ ポテ の 「 忘 我 状態 の 人 に 効果 が 有 っ た 象徴 」 は 、「 大 
奥義 書 」 の 古い 版 に 記さ れ て いる 悪魔 の ふり を し た 悪人 の 霊 に よる 「 悪 魔 の サイ ン 」 
と 類似 し て いる 。 

常に 、 同 じ 原 因 は 同じ 結果 を も た ら す 。 

また 、「 賢 者 の 太陽 の 下 に は 新しい も の は 何 も 無い 」 の と 同様 に 、「 悪 人 の 霊 の 魔 
術 師 の 月 の 下 に は 新しい も の な ど 何 も 無い 」。 

永遠 の 幻覚 状態 は 、 死 、 ま た は 、 意 識 の 放棄 で ある 。 

永遠 の 幻覚 状態 の 人 は 、 妄 想 が 不可 避 に 含ん で いる 運 任せ に 身 を 任せ る 事 に 成 
る 。 

記憶 は 、 記 憶 の 反映 、 記 憶 の 表れ を も た ら す 。 

(悪い 思考 や 言動 の 記憶 は 、 悪 い 反 映 、 悪 い 表 れ を も た ら す 。) 

悪い 欲望 は 、 妄 想 を 創造 する 。 

良心 の 町 責 は 、 悪 夢 を も た ら す 。 


永遠 の 幻覚 状態 の 人 の 人 生 は 、 動 物 (的 人 間 ) の 人 生 に 成り 下がる 。 

永遠 の 幻覚 状態 の 人 の 人 生 は 、 り や すい 責め 共 ま れ た 動物 (的 人 間 ) の 人 生 に 
成り 下がる 。 

永遠 の 幻覚 状態 の 人 は 、 道 徳 の 感覚 と 時 間 の 感覚 が 無く 成る 。 

永遠 の 幻覚 状態 の 人 は 、 実 感 が 無く 成る 。 

永遠 の 幻覚 状態 は 、 無 感性 な 無情 な 渦 の 中 で の 漠然 と し た 踊り で ある 。 

永遠 の 幻覚 状態 で は 、 時 に は 、1 時 間 が 何 世紀 に も 引き 伸ばさ れ た 様 に 思わ れる 。 

また 、 永 遠 の 幻覚 状態 で は 、 時 に は 、 何 年 も が 1 時 間 の 速 さ で 飛ぶ 様 に 過ぎ 去っ 
て し まう か も し れ な い 。 

星 の 光 に よっ て 焼 光 を 放っ て いる 、 脳 は 、 無 数 の 反映 と 映像 で あふ れ て いる 。 

目 を 閉じ る と 、 ま ぶた の 裏 で 、 輝 く 変化 する 光景 、 暗 く 激 し く 変化 する 光景 が 広 が 
る 。 

病気 で 熱 の 有る 人 が 、 夜 中 に 、 ま ぶた を 閉じ る と 、 耐 えら れ な い 輝 き で 目 が 上 周 む 事 
が 有る 。 

神経 系 は 、 完 全 な 電気 の 器官 で ある 。 

神経 系 は 、 神 経 系 の 陰極 で ある 脳 に 、 星 の 光 を 集中 させ る 。 

また は 、 神 経糸 の 末端 は 、 星 の 光 を 放射 する 。 

神経 糸 の 未 端 は 、 命 の 流体 を 循環 させ る 様 に 設計 され て いる 。 
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脳 が 、 神 経 機構 の つり 合い を 乱す 肉欲 に 類似 し て いる 、 一 連 の 映像 を 力強く 引き 
寄せ る と 、 星 の 光 の 交換 が 止ま り 、 星 の 光 の 呼吸 が 止ま り 、 誤 っ た 星 の 光 が 脳 で 族 
回す る 、 と 言え る 。 
誤っ た 星 の 光 が 脳 で 凝 固 する と 、 幻 覚 状 態 の 人 の 感覚 は 最大 級 に 狂っ て 人 栓 む 。 
ある 幻覚 状態 の 人 は 、 皮 膚 を ひも 状 に 引き 像 いて 、 ゆ っ くり 火 で あぶ る 事 に 、 喜 び 
を 見 出し た 。 


ある 幻覚 状態 の 人 は 、 食 べ る に は 相応 し く な い 物 を 喜ん で 食べ た 。 

精神 医 Brierre de Boismont は 、 幻 覚 状 態 の 人 の 一 連 の 事例 を 集め た 。 

幻覚 状態 の 人 の 多数 は 、 非 常に 興味 深い 。 

善 へ の 誤解 で も 、 悪 へ の 無 抵抗 で も 、 人 生 に お ける 全て の 過剰 は 、 脳 を 過剰 に 刺 
激 し て 、 星 の 光 を 脳 に 停滞 させ て し まう 。 

過剰 な 野心 。 

神聖 な 者 で ある と 誤っ て 思い 込む 自惚れ 。 

た め ら いと 肉欲 に 満ち た 禁欲 。 

良心 の 思 責 に よる 再三 の 警告 に も か か わら ず 恥 ず べ き 肉 欲 に 湧 れ る 事 。 

過剰 な 野心 、 神 聖 な 者 で ある と 誤っ て 思い 込む 自惚れ 、 た め ら いと 肉欲 に 満ち た 
禁欲 、 良 心 の 町 責 に よる 再三 の 警告 に も か か わら ず 恥 ず べ き 肉 欲 に 湧 れ る 事 は 、 理 
性 の 消失 、 病 的 な 忘 我 状態 、 病 的 な 興奮 、 幻 覚 、 狂 気 に 至 る 。 

博識 な 精神 医 Brierre de Boismont は 「 狂 人 は 、 幻 覚 の 支配 下 に ある か ら 狂 っ 
て いる の で は な く 、 常 識 よ り 幻 覚 を 信じ る か ら 和 狂っ て いる 」 と いう 事 に 気づい た 。 

その た め 、 従 順 と 権威 だ けが 神秘 主義 者 を 救え る 。 

神秘 主義 者 が 自信 を 頑固 に 持ち 続け て いた ら 、 神 秘 主義 者 の 病 ん で いる 心 を 治 
せな い 。 

神秘 主義 者 は 、 す で に 、 理 性 と 信心 か ら 破門 され て いる 。 

神秘 主義 者 は 、 普 遍 の 思い や り の 、 よ そ 者 で ある 。 

神秘 主義 者 は 、 社 会 より 、 自 分 が 賢い と 誤っ て 思い 込ん で いる 。 

神秘 主義 者 は 、 宗 教 の 創業 を 夢見 る が 、 孤 立 し て いる 。 

神秘 主義 者 は 、 私 用 の た め の 、 命 の 秘密 の 鍵 を 確保 し た と 誤っ て 思い 込ん で いる 。 

し か し 、 す で に 、 神 秘 主義 者 の 知性 は 死に 陥っ て いる 。 


第 2 巻 第 3 草 入門 と 試練 


達 道 者 が 「 大 作業 」 に 分 類 し て いる 物 は 、 錬 金 だ け で は な く 、 特 に 、 死 を 含む 全て 
の 悪い も の を 治す 万 能 薬 で ある 。 

万 能 薬 を 作る 作業 と は 、 人 の 改心 で ある 。 

ヨハ ネ に よる 福音 3 章 の 最高 法院 の 議員 ニコ デモ と の 話 の 中 で 、 人 の 救い 主 イ 
エス は 、 人 の 改心 、 第 2 の 誕生 に つい て 遠回し に 話し て いる 。 

ニコ デモ が 理解 し な か っ た の で 、 イ エス は 「 あ な た は イス ラ エ ル の 教師 で あり な が 
ら 、 わ か ら な い の か ?」 と ニコ デモ に 話し て いる 。 

まる で 、 人 の 改心 、 第 2 の 誕生 は 教師 が 無知 で は いら れ な い 宗 教 的 な 知 の 基礎 
の 原理 で ある 、 と 遠回し に 話す か の 様 で ある 。 

天球 と 1 年 の 四季 の 連続 で 、 命 の 大 いな る 神秘 と 命 の 試練 は 表れ て いる 。 

スフィンクス の 4 つの 形 は 、 四 季 に 対応 し て いる 。 

スフィンクス の 4 つの 形 は 、 四 大 元素 に 対応 し て いる 。 

ホメ ロス の 話 に よる 、 ア キレ ス の 盾 の 象徴 は 、 意 味 が 、 ヘ ラク レス の 12 の 聞 め と 似 


て いる 。 
ヘラ クレ ス の 様 に 、 四 大 元素 を 圧倒 し て 神々 と 戦っ た 後に に アキ レス は 死ぬ 必要 が 
有 っ た 。 


ヘラ クレ ス は 、 ヘ ラク レス が 戦っ た 奇形 の も の で 表 さ れ た 可 徳 に 勝利 し た 。 

し か し 、 ヘ ラク レス は 、 最 も 危険 な 悪徳 で ある 性 欲 、 愛 着 に 一 時 的 に 負け た 。 

し か し 、 ヘ ラク レス は 、 デ イア ネイ ラ の 外 衣 と 共に 骨 か ら 肉 が 引き は が され た が 、 体 
か ら デ イア ネイ ラ の 燃え る 外 衣 を 引き は が し た 。 

ヘラ クレ ス は 、 デ イア ネイ ラ の 罪 を 取り 除き 死ん で 勝利 する 。 


な ぜ な ら 、 ヘ ラク レス は 、 自 由 へ 解放 され て 不死 に 成る 。 

考え る 人 は 、 ス フィ ンク ス の 謎 を 解く 様 に 求め られ て いる 、 オ イデ ィ プ ス で ある 。 

人 は 、 ス フィ ンク ス の 謎 を 解 か な けれ ば 、 死 ぬ 様 に 求め られ て し まう 。 

秘伝 伝授 者 は 、 務 め の 大 いな る 1 年 の 周期 を 達成 し て 心 と 人 生 を 犠牲 に し て 神 
格 化 の 栄光 に 相応 し く 成 っ た 、 ヘ ラク レス に 成る 必要 が 有る 。 

オル フェ ウス は 、 勝 利 し て か ら エ ウリ ュ デ ィ ケ の 喪 失 を 学ん で 初め て 、 避 琴 と 自己 
犠 竹 の 王者 に 成っ た 。 

オン ファ レ と デイ ア ネ イ ラ は 、 ヘ ラク レス に 始 し た 。 

オン ファ レ は 、 ヘ ラク レス を お と し め た 。 

デイ ア ネ イ ラ は 、 邪 悪 な 敵 の 助言 に 従っ て 、 世 界 を 自由 へ 解放 し た ヘラ クレ ス を 毒 
殺す る 様 に だ まさ れ た 。 

し か し 、 デ イア ネイ ラ は 、 ヘ ラク レス を 毒殺 する 事 に よっ て 、 ヘ ラク レス を デイ ア ネ イ 
ラ へ の ふさわしく な い 愛 着 と いう 死に 至る 毒 か ら 治し た 。 

まき の 火 は 、 ヘ ラク レス の 多 感 な 心 を 清め た 。 

ヘラ クレ ス は 、 力 強い まま 死ん だ 。 

ヘラ クレ ス は 、 主 神 ユ ピ テ ル の 王座 の 近く に 座 を 勝ち 取っ た 。 

ヤコブ は 、 一 晩 中 、 天 使 と 取り 組ん で 初め て 、 イ スラ エル の 大 いな る 祖 に 任命 され 
is 

試練 は 、 命 の 大 いな る 言葉 で ある 。 

命 は 、 絶 え 間 無 く 誘惑 し て 飲み 込 も うと する 、 蛇 で ある 。 

人 は 、 蛇 の と ぐろ か ら 脱 け 出 す 必要 が 有る 。 

人 は 、 足 を 蛇 の 頭 の 上 に 置い て 圧倒 し て 従わ せる 必要 が 有る 。 

ヘル メス は 、 蛇 を 複製 し て 、 蛇 を 蛇 自 身 に 対立 させ た 。 


そし て 、 永 遠 の つ り 合い に よっ て 、 ヘ ル メ ス は 、 蛇 を 杖 ケ ー リ ュ ケ イオ ン の 栄光 に 変 
えて 、 蛇 を 力 の タリ スマ ン に 変え た 。 
メン フィ ス と エレ ウシ ス の 大 いな る 試練 は 、 知 を 強い 勇敢 な 人 に 委ね る 事 に よっ て 、 
王者 と 祭司 を 形成 する た め に 用 意 さ れ た 。 
メン フィ ス と エレ ウシ ス の 試練 と いっ た 試練 を 受け る た め の 代 価 は 肉体 、 魂 、 命 を 
祭司 の 手 に 委ね る 事 で あっ た 。 
命 を 祭司 の 手 に 委ね て 、 修 行者 は 、 暗 い 地下 に 降り た 。 
導い 地下 で 、 修 行者 は 、 燃 える 新 の 間 、 深 い 速 い 川 の 中 、 深 淵 に か けら れ た 橋 の 
上 を 手 に 持っ た ラン プ の 火 を 消さ な いで 渡る 必要 が 有 っ た 。 
恐怖 し た 修行 者 、 恐 怖 に 圧倒 され た 修行 者 は 、 光 の 下 に 戻れ な か っ た 。 
全て の 障害 を 大 胆 に 乗り 越え た 修行 者 は 、 祭 司 mystae と し て 認め られ た 。 
「 祭 司 mystae と し て 認め られ る 」 事 は 、「 小 さ な 神 秘 を 秘伝 伝授 され た 」 事 を 意 
味 する 。 
祭司 mystae は 、 さ ら に 、 厳 守 と 沈黙 を 証明 する 必要 が 有 っ た 。 
祭司 mystae は 、 数 年 間 の 厳守 と 沈黙 の 後に の み 、 秘 伝 伝授 者 epopt に 成 れ た 。 
「 秘 伝 伝授 者 epopt」 は 「 達 道 者 」 に 相当 する 呼称 で ある 。 
祭司 と 競っ て いた 哲学 者 は 、 祭 司 の 試練 を 模 條 し た 試練 で 、 弟 子 を 試し た 。 
ピタ ゴラス は 、5 年 間 の 沈黙 と 禁欲 を 強要 し た 。 
プラ トン の 学校 は 、 幾 何 学 者 だ け で は な く 音 楽 家 に も 開か れ て いた 。 
さら に 、 プ ラ ト ン は 、 教 え の 一 部 を 秘伝 伝授 者 の た め だ け に 取っ て 置い た の で 、 プ 
ラ ト ン の 哲学 に は 謎 が 有 っ た 。 
ラ ト ン は 、 世 界 の 創造 を 半 神 半 霊 に 帰し た 。 
ラ ト ン は 、 人 を 、 全 て の 動物 の 先駆 け と 表現 し た 。 
ラ ト ン の 半 神 半 霊 は 、 モ ー セ の エロ ヒム 、 モ ー セ の 神々 を 意味 する 。 


プラ トン の 半 神 半 霊 、 モ ー セ の エロ ヒム 、 モ ー セ の 神々 は 、 無 上 の 原理 が 創造 し た 
も の の 組み 合わ せ と 調和 に よる 力 で ある 。 

プラ トン の 「 人 が 獣 を も た らし た 」 と いう 表現 は 「 獣 は 生き て いる 形 の 解析 結果 で 
ある 。 人 は 生き て いる 形 の 解析 結果 の 総合 体 で ある 」 と いう 事 を 意味 し て いる 。 

プラ トン は 、 神 の 言葉 (、 イ エス ) の 神 性 を 最初 に 公言 し た 。 

プラ トン は 、 創 造 する 神 の 言葉 (、 イ エス ) が 地上 で 人 に 成る の が 近づい て いる 事 を 
予見 し て いた 様 に 思わ れる 。 

プラ トン は 、 俗 世 の 悪 人 に よる 迫害 に よる 、 完 全 に 正しい 人 (、 イ エス ) の 受難 と 死 
刑 を 公言 し て いる 。 

神 の 言葉 (、 イ エス ) に つい て の プラ トン の 無 上 の 哲学 は 、 プ ラ ト ン が 発明 し た 物 で 
は な く 、 完 全 に カバ ラ に よる 物 で ある 。 

プラ トン は 、 プ ラ ト ン の 哲学 が 、 プ ラ ト ン が 発明 し た 物 で は な く 、 カ バラ に よる 物 で 
ある 事 を 隠さ な か っ た 。 

プラ トン は 「 ど ん な 学問 に お いて も 、 永遠 の 真理 や 神 の 言葉 と 一 致す る も の だ け を 
受け 入れ る 必要 が 有る 」 と 公言 し て いる 。 

(カバ ラ は へ ブラ イ 語 で 「 受 け 入 れ 」 を 意味 する 。) 

プラ トン の 「 ど ん な 学問 に お いて も 、 永 遠 の 真理 や 神 の 言葉 と 一 致す る も の だ け を 
受け 入れ る 必要 が 有る 」 と いう 言葉 は 、 ダ シ エ の 書物 か ら 引用 し た 。 

ダシ エ は 「 プ ラ ト ン の 『 永 遠 の 真 理 』 と は 、『 古 代 人 が 、 神 か ら 受け 取り 、 後 世に 伝 
えた 』 と プラ トン が 考え て いる 、『 古 代 か ら の 口伝 』 を 意味 し て いる 」 と 注釈 し て いる 。 

「 カ バラ 」 と いう 名 前 を 用 いな いで 、「 古 代 人 が 、 神 か ら 受 け 取 り 、 後 世に 伝え た 、 
古代 か ら の 口伝 」 と いう 言葉 より 、 明 確 に 「 カ バラ 」 に つい て 話す 事 は 不可 能 で ある 。 

「 古 代 人 が 、 神 か ら 受 け 取 り 、 後 世に 伝え た 、 古 代 か ら の 口伝 」 と いう 言葉 は 、「 カ 
バラ 」 と いう 名 前 を 用 いる 代わ り に 、「 カ バラ 」 を 定義 し て いる 。 


「 古 代 人 が 、 神 か ら 受 け 取 り 、 後 世に 伝え た 、 古 代 か ら の 口伝 」 と いう 言葉 は 、「 カ 
バラ 」 と いう 名 前 より 、 あ る 意味 、 正 確 で ある 。 
他 に は 、 後 記 の 様 に 、 プ ラ ト ン は 話し て いる 。 


「 大 いな る 知 の 根源 は 、 書 物 の 中 に は 存在 し な い 。 

人 は 、 大 いな る 知 の 根源 を 、 深 い 熟 者 に よっ て 、 自 身 の 中 に 探求 する 必要 が 有る 。 
人 は 、 神 の 火 を 、 神 の 火 の 真 の 源泉 の 中 で 発見 する 必要 が 有る .……。 

その た め 、 私 プラ トン は 、 大 いな る 知 の 根源 や 神 の 火 を 啓示 する 物 に つい て 何 も 記 
さ な い し 話す つも り も 無い 。 

大 いな る 知 の 根源 や 神 の 火 を 啓示 する 物 を 大 衆 化し よう と 試み る 人 は 、 試 み が 無 益 
で ある と 気づく で あろ う 。 

な ぜ な ら 、 自 身 の 心 の 中 に 存在 する 大 いな る 知 の 根源 や 神 の 火 と いっ た 天 の 真 理 
を 理解 する 力 を 神 か ら 与え られ て いる 少数 の 人 を 除い て 、 大 いな る 知 の 根源 や 神 の 
火 を 啓示 する 物 を 大 衆 化し よう と いう 試み は 、 人 に 、 何 も の か を 見 下す 様 に させ て し 
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また 、 大 いな る 知 の 根源 や 神 の 火 を 啓示 する 物 を 大 衆 化 し よう と いう 試み は 、 人 に 、 
理解 し て いな い 不 思 議 に つい て の 受託 者 で ある か の 様 な 、 中 身 の 無い 外見 だ け の 
軽率 な 自信 を 持た せ て し まう 」 


後記 の 様 に 、 プ ラ ト ン は 、 小 ディ オニ ュ シ オス へ の 手紙 に 記し て いる 。 


「 あ な た 小 デ ィ オ ニュ シオ ス が アル ケ デ モス を わざ わざ 私 プラ トン の 所 に 派遣 し た の 


で 、 私 プラ トン は アル ケ デ モス に 、 よ り 大 事 な 事 、 よ り 神聖 な 事 、 あ な た 小 デ ィ オ ニュ 
シオ ス が 知り た いと 真剣 に 望ん で いる 事 を 証言 する 必要 が 有る 。 


私 プラ トン が 第 一 原理 で ある 神 の 神 性 に つい て 抱い て いる 考え を あな た 小 デ ィ オ 
ニュ シオ ス に 十分 に 説明 し な か っ た 、 と あな た 小 デ ィ オ ニュ シオ ス が 思っ て いる 、 と ア 
ルケ デモ ス は 私 プラ トン に 理解 させ まし た 。 

私 プラ トン は 第 一 原理 で ある 神 の 神 性 の 説明 を 謎 の 言葉 に よっ て の み 記 し ます 。 

も し 私 プラ トン の 手紙 が 陸上 か 水上 で 盗み 見 られ て も 、 盗 み 見 た 人 が 何 も 理 解 で き 
な い 様 に する た めで す 。 

全て の も の が 、 全 て の も の の 王 を も た ら す 。 

全て の も の は 、 自 ら の 存在 を 全て の も の の 王 か ら 得 て いる 。 

全て の も の の 王 は 、 全 て の 善い も の の 源泉 で ある 。 

第 2 の も の は 、 第 2 の も の と し て 。 

第 3 の も の は 、 第 3 の も の と し て 」 


プラ トン の 言葉 は 、 セ フィ ロト の 神学 の 完全 な 要約 で ある 。 

「 全 て の も の の 王 」 と は 、 普 遍 で ある 。 

普遍 と は 、 無 上 の 絶対 の 神 で ある 。 

普遍 と は 、 無 上 の 絶対 の 存在 で ある 。 

全て の 光 の 放射 は 、 神 と いう 中 心から 放 た れ て いる 。 

神 と いう 中 心 は 、 全 て の 場所 に 存在 し て いる 。 

実に 、 人 は 神 を 3 つの 特別 な 様相 と 3 つの 異な る 分 野 や 領域 と 見 な し て いる 。 

第 一 原因 で ある 神 の 世界 で は 、( 神 だ け の 楽園 で は 、 自 由 意 思 と いっ た 神 だ け の 
領域 で は 、 神 の 教え と いう 分 野 で は 、)「 全 て の も の の 王 」 で ある 神 は 、 唯 一 で あり 第 
ー で あり 最初 で ある 。 

二 次 的 な 原因 で ある 知 の 世界 で は 、( 霊 の 冥界 で は 、 概 念 の 領域 で は 、 哲 学 と い 
う 分 野 で は 、) 第 一 原理 で ある 神 の 感化 が 感じ られ る 。 


た だ し 、 第 一 原理 で ある 神 の 感化 は 、 二 次 的 な 原因 の 中 の 第 1 の も の と し て の み 
考え られ る 。 

知 の 世界 で は 、( 霊 の 冥界 で は 、 概 念 の 領域 で は 、 哲 学 と いう 分 野 で は 、)「 全 て の 
も の の 王 」 で ある 神 は 、2 つ 1 組 に よっ て あら われ る 。 

2 つ 1 組 は 、 受 容 的 な 創造 する 原理 で ある 。 

形 の 世界 で ある 第 3 の 世界 で は 、( こ の 世 で は 、 形 の 領域 で は 、 自 然 科 学 と いう 分 
野 で は 、) 神 は 、 完 全 な 形 と し て 表 さ れる 。 

神 は 、 人 に 成っ た 神 の 言葉 (、 イ エス ) で ある 。 

神 は 、 無 上 の 善 と 美 で ある 。 

神 は 、 創 造 され た 完全 で ある 。 

「 全 て の も の の 王 」 で ある 神 は 、 同 時 に 、 第 1 の 者 、 第 2 の 者 、 第 3 の 者 で ある 。 

な ぜ な ら 、 神 は 、 全 て の も の に お いて 、 全 て で ある 。 

神 は 、 全 て の も の の 中 心 で あり 原因 で ある 。 

プラ トン の 天才 に つい て は 沈黙 し て 、 無 限 の 者 で ある 神 に つい て の 正確 な 知 だ け 
を た た えよ う 。 

大 いな る 使徒 ヨハ ネ は プラ トン の 哲学 を 盗ん で ヨハ ネ に よる 福音 書 の 最初 を 記し 
た と 誤っ て 話す の は も う や め よ う 。 

使徒 ヨハ ネ が プラ トン の 哲学 を 盗ん だ の で は な く 、 プ ラ ト ン は カバ ラ と いう 使徒 ヨ 
ハネ と 同じ 源泉 か ら 哲 学 を 得 た の で ある 。 

た だ し 、 プ ラ ト ン は 、 生 か す 霊 を 受け 取れ な か っ た 。 

(コリ ント 人 へ の 第 2 の 手紙 3 章 6 節 「 文 字 は 殺す が 、 霊 は 生か す 」) 

人 へ の 最大 の 啓示 を 解説 し た プラ トン の 哲学 は 、 神 の 言葉 (、 イ エス ) が 人 に 成る 
事 を 望ん だ か も し れ な い 。 

し か し 、 福 音 だ けが 、 人 に 成っ た 神 の 言葉 (、 イ エス ) を 世界 に も た ら す 事 が で きた 。 


プラ トン が ギリ シャ 人 に 教え た カバ ラ は 、 後 世に 、 神 知 学 と いう 名 前 を 名 乗っ た 。 

そし て 、 神 知 学 は 、 魔 術 の 考え 全体 を 包含 する 様 に 成っ た 。 

神 知 学 と いう 秘密 の 考え の 総合 に 、 探 求 に お ける 全て の 発見 は 次 々 と 引き 寄せ ら 
れ た 。 

神 知 学 の 野心 は 、 理 論 か ら 実 践 へ 移す 事 で あっ た 。 

神 知 学 の 野心 は 、 行 動 に よっ て 、 言 葉 の 実現 に 到達 する 事 で あっ た 。 

占い と いう 危険 な 体験 に よる 知識 は 、 祭 司 を 省略 する 方 法 の 知識 を 教え た 。 

聖 所 は 大 衆 に 口外 され た 。 

何 の 使命 も 無い 大 衆 が 図 々 し く 神々 に 神託 を 話さ せ た 。 

その た め 、 神 知 学 、 プ ラ ト ン 派 の 奇跡 は 、 黒 魔術 と 共に 破門 され た 。 

また 、 神 知 学 、 プ ラ ト ン 派 の 奇跡 は 、 黒 魔術 の 悪事 を 模 信 し て いる と 疑わ れ た 。 

な ぜ な ら 、 神 知 学 、 プ ラ ト ン 派 の 奇跡 は 、 黒 魔術 の 不信 心 と いう 汚染 を 免れ る 事 
が で きか か つた 。 

イシ ス の ヴェ ー ル を 無断 で 取る 人 は 神 を 受け る 。 

神 の も の が 関係 し て いる も の に 対す る 好奇 心 は 、 信 心 を 冒 済 し て し まう 。 

ヨハ ネ に よる 福音 20 章 29 節 で 、 大 いな る 主 イ エス は 「 見 な いで 信じ る 人 は 幸い 
で ある 」 と 話し て いる 。 

プラ トン 派 の 奇跡 や 降 霊 術 の 実践 は 、 実 践 に ハ け る 人 に 、 常 に 、 破 滅 を も た ら す 。 

他 の 世界 、 霊 の 冥界 と の 境界 に 足 を 踏み 人 れる と 、 多 く の 場 合 は 不思議 な 恐る べ 
き 方 法 に よる 、 死 を も た ら す 。 

めまい を 併発 し 、 強 硬 症 カタ レプ シー と 和 狂気 が 死 を 完成 する 。 

人 々 の 前 で 、 空 中 に 乱れ が 生じ 、 壁 面 下部 の 腰板 が 像 け 、 ド ア が 震え て きしむ の 


は 疑い 無い 。 


不思議 な 象徴 や 、 血 の 様 な 物 の 染み が 、 白 紙 の 羊皮紙 や 亜麻 布 の 上 に あら われ 
る 。 

降 霊 術 で あら われ る 象徴 の 性 質 は 、 常 に 同じ で ある 。 

専門 家 は 、 降 霊 術 で あら われ る 象徴 を 「 悪 魔 の サイ ン 」 と いう 名 前 で 呼ん で いる 。 

磁気 の 病 的 興奮 者 は 、「 悪 魔 の サイ ン 」 を 一 目 見 た だ け で 、 け いれ ん する か 忘 我 
状態 に 成る 。 

磁 気 の 病 的 興 稚 者 は 、 神 の 聖霊 、 天 使 を 見 て いる と 誤っ て 思い 込む 。 

磁気 の 病 的 興奮 者 に と っ て は 、 誤 り の 霊 、 サ タン が 光 の 天使 に 変わ る の で ある 。 

(コリ ント 人 へ の 第 2 の 手紙 11 章 14 節 「『! サ タン で すら 光 の 天使 を 装う 」) 

偽 の 霊 、 悪 人 の 霊 は 、 あ ら わ れる 条件 と し て 、 異 性 と の 接触 を 求め る 。 

偽 の 霊 、 悪 人 の 霊 は 、 あ ら わ れる 条件 と し て 、 手 を 握り 合う 事 や 、 脚 を か ら め 合 
事 や 、 顔 と 顔 を 合わ せ て 呼吸 する 事 や 、 性 交 す ら 求め る 。 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 異 性 と の 接触 と いう 本 町 に 夢中 に 成る 。 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 神 に 選ば れ た と 誤っ て 思い 込む 。 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 神 の 通訳 者 で ある と 誤っ て 思い 込む 。 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 狂 信 の 光 に よっ て 、 位 階 制 に 従っ て いる と 誤っ て 思い 込む 。 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 イ ンド の カイ ン の 子孫 の 後継 者 で ある 。 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 麻 薬 と 苦行 僧 の 奴隷 で ある 。 

悪人 の 霊 の 信者 に 、 警 告 し て も 無駄 で ある 。 

悪人 の 霊 の 信者 は 、 自 ら の 行為 と 意思 に よっ て 、 破 滅する 。 

磁気 の 病 的 興奮 者 を 健康 に する た め に 、 古 代 ギ リ シ ャ の 祭司 は 、 ホ メオ パシ ー の 
ー 種 に 頼っ て し まっ た 。 

古代 ギリ シャ の 祭司 は 、 病 気 を 誇張 し て 、 患 者 を 恐れ させ た 。 


そし て 、 古 代 ギ リ シ ャ の 祭司 は 、 磁 気 の 病 的 興奮 者 を Trophonius の 洞窟 の 中 で 
眠ら せ た 。 

Trophonius の 洞窟 の 中 で 眠ら せる 用 意 と し て 、 古 代 ギ リ シ ャ の 祭司 は 、 磁 気 の 
病 的 興奮 者 に 断食 させ 、 儀 式 に よっ て 清め 、 徹 夜 さ せ た 。 

磁気 の 病 的 興奮 者 は 、 地 下 に 降ろ され 、 完 全 な 暗闇 の 中 に 閉じ 込め られ た 。 

イタ リア の ナポリ の 近く の 「 大 の 洞窟 」 の 二酸化 炭素 の 炭酸 ガス の 様 に 、 柳 町 させ 
る ガス が Trophonius の 洞窟 に は 満ち て いる 。 

(「 犬 の 洞窟 」 の 底 に 溜まっ て いる 二酸化 炭素 の 誠 酸 ガス を 吸う と 、 時 間 は か か る 
が 、 仮 死 状 態 を 経て 、 死 に 至る 。) 

磁気 の 病 的 興奮 者 、 幻 視 者 は 、 速 や か に 、Trophonius の 洞窟 に 圧倒 され る 

窒息 に よる 仮死 状態 の 初期 症状 は 、 恐 る べき 夢 を 誘発 する 。 

古代 ギリ シャ の 祭司 は 、 死 ぬ 前 の 仮死 状態 の 時 に 、 全 身 が 震え て いる 、 白 く 成 っ て 
いる 、 鳥 肌 が 立っ て いる 、 磁 気 の 病 的 興奮 者 、 幻 視 者 を 救出 する 。 

古代 ギリ シャ の 祭司 は 、 仮 死 状 態 の 磁気 の 病 的 興奮 者 、 幻 視 者 を 三脚 イス に 座ら 


せる 。 

完全 に 気がつく 前 に 、 仮 死 状 態 の 磁気 の 病 的 興奮 者 、 幻 視 者 は 、 予 言 の 言葉 を 
話す 。 

仮死 状態 は 、 仮 死 状 態 の 時 の 事 を 震え ず に は 思い 出せ な い ほ ど 神 経 系 を 狂わ せ 
る 。 

以降 、 仮 死 状態 に 成っ た 磁気 の 病 的 興奮 者 、 幻 視 者 は 、 降 霊 術 や 霊 に つい て 話 
す 田 気 が 無く 成る 。 


仮死 状態 に 成っ た 人 の 何人 か は 、 笑 わな く 成 っ た り 、 楽 し さ を 感じ な く 成 る 。 
大 衆 は 、 仮 死 状 態 に 成っ て 笑わ な く 成 っ た 人 に 、「 あ の 人 は Trophonius の 洞窟 
で 眠っ た 」 と 言う 、 こ と わざ に する くら い 陰 気 な 印象 を 持っ た 。 


打ち 解け な みか い 人 に つい て 、「 あ の 人 は Trophonius の 洞窟 で 眠っ た 」 と 言う 、 こ と 
わざ が 有 っ た 。 

知 の 遺物 と 知 の 神秘 の 復活 の た め に は 、 哲 学者 の 書物 より 、 古 代 の 宗教 の 象 微 
に 頼る 必要 が 有る 。 

現代 人 より 、 古 代 エ ジ プ ト の 祭司 は 、 運 動 の 法 と 命 の 法 を 知っ て いた 。 

古代 エジプト の 祭司 は 、 作 用 を 反作用 で 和らげ た り 促 進 し た 。 

古代 エジプト の 祭司 は 、 苦 も 無く 、 仮 定 し た 原因 に よる 、 結 果 の 実現 を 予見 し た 。 

セト 、 ヘ ル メ ス 、 ソ ロモ ン 、 ヘ ラク レス の 柱 は 、 魔 術 の 口伝 に お いて 、 つ り 合 い の 普 
遍 の 法 を 象徴 し て いる 。 

つり 合い の 知 は 、 秘 伝 伝授 者 を 命 、 熟 、 光 の 中 心 の 周囲 へ の 普遍 の 引力 の 知 に 
導く 。 

その た め 、 エ ジ プ ト の 神聖 な 暦 で は 、 各 月 は 、3 人 の 10 日 間 の 長老 か 霊 の 保護 
下 に 置か れ て いる 事 が 知ら れ て いる 。 

(古代 エジプト の 暦 で は 、1 か 月 は 3 週間 、1 週間 は 10 日 間 で 、 週 を 司る 守護 神 
が 存在 し た 。) 

獅子 宮 の 第 1 デカ ン は 、7 つの 光線 を 伴う 人 の 頭 で 表 され る 。 

(占星 術 で は 、1 つの 宮 を 3 つの デカ ン に 等 分 し て いる 。) 

獅子 宮 の 第 1 デカ ン の 人 の 頭 に は 、 サ ソリ の 尾 を 持つ 体 が 有る 。 

獅子 宮 の 第 1 デカ ン の 人 の 頭 に は 、 あ ご の 下 に 人 馬 宮 の 象徴 が 記さ れ て いる 。 

獅子 宮 の 第 1 デカ ン の 人 の 頭 の 下 に は 、 神 の 名 前 が 記さ れ て いる 。 

人 の 頭 の 下 に 神 の 名 前 が 記さ れ て いる 象徴 は 、Khnoubis と 呼ば れ て いた 。 

KhnouDis は 、 金 と 光 を 意味 する エジプト の 言葉 で ある 。 

タレ ス と ピタ ゴラス は 、 エ ジ プ ト の 聖 所 で 、 地 球 は 太陽 の 周囲 に 引力 で 引か れ て 
いる 、 と 学ん だ 。 


し か し 、 タ レス と ピタ ゴラス は 、 地 球 が 太陽 の 周囲 に 引力 で 引か れ て いる 、 と いう 
事実 を 大 衆 に 公表 し な か っ た 。 

な ぜ な ら 、 地 球 が 太陽 の 周囲 に 引力 で 引か れ て いる 事 の 啓示 は 、 大 いな る 神殿 
の 秘密 の 啓示 を 伴う 。 

大 いな る 神殿 の 秘密 と は 、 引 き 寄 せ と 放射 の 二 重 の 法 で ある 。 

大 いな る 神殿 の 秘密 と は 、 固 定 と 運動 の 二 重 の 法 で ある 。 

大 いな る 神殿 の 秘密 と は 、 創 造 の 原理 で ある 。 

大 いな る 神殿 の 秘密 と は 、 命 の 無限 の 原因 で ある 。 

キリ スト 教徒 の 作家 ラク タン ティ ウス は 、 地 球 が 太陽 の 周囲 に 引力 で 引か れ て い 
る 、 と いう 魔術 の 口伝 を 聞い た 。 

た だ し 、 ラ クタ ン テ ィ ウ ス は 、 原 因 が 無い 結果 と し て 、 地 球 が 太陽 の 周囲 に 引力 で 
引か れ て いる 、 と 聞い た 。 

ラク タン ティ ウス は 、 誤 っ て 、 地 球 の 裏 を 歩く 人 は 足 側 を 頭 側 の 上 に 乗せ る 結果 に 
事実 と し て 成る 、 と 話し て 、 地 球 の 自転 運動 と 地球 球体 説 に よる 地球 の 正反対 の 裏 
の 地点 の 存在 を 信じ る 神秘 の 夢見 る 人 を 笑い も の に し た 。 

さら に 、 ラ クタ ン テ ィ ウ ス は 、 幼 稚 な 論理 に よっ て 、 地 球 の 裏 に いる 人 が 天 へ 頭 か ら 
落ち る の は 誤り が 無い 、 と 誤っ て 話し た 。 
ラク タン ティ ウス と 同様 に 、 似 非 折 学者 は 、 地 球 の 裏 に いる 人 は 天 へ 頭 か ら 落 ちる 、 
誤っ て 推測 し た 。 


(て 


祭司 は 、 似 非 哲学 者 に 反論 し な いで 、 似 非 折 学者 の 無知 に よる 過失 を 笑い も の 
に し な いで 、 全 て の 考え 、 美 し い 全 て の 形 、 真 理 の 全て の 秘密 を 創造 的 な 象徴 に 
よっ て 記し た 。 

古代 ギリ シャ の 秘 儀 祭 司 は 、 魔 術 の 超越 的 な 秘密 を 、 冥 界 の 象徴 的 な 記述 に 隠 
し た 。 


創世 記 2 章 の 地上 の 楽園 の 様 に 、 冥 界 に は 4 つの 川 が 存在 する 。 

さら に 、 第 5 の 川 ス テ ュ ク ス が 、 冥 界 を 7 周 し て 流れ て いる 。 

(第 5 の 川 ス テ ュ ク ス は 、 こ の 世 と 冥界 の 境界 の 川 で ある 。) 

コキ ュー トス と 呼ば れ て いる 悲し み と 沈 黙 の 川 が 存在 する 。 

忘却 の 川 レ テ が 存在 する 。 

速い 抵抗 で き な い 全て の も の を さら う 川 ア ケ ロ ー ン が 存在 する 。 

ア ケ ロ ー ン の 正反対 に 流れ る 火 の 川 プレ ゲト ン が 存在 する 。 

プレ ゲト ン は 陽性 の 流体 で ある 。 

ア ケ ロ ー ン は 陰性 の 流体 で ある 。 

プレ ゲト ン と ア ケ ロ ー ン は 永遠 に 混ざり 合う 。 

ア ケ ロ ー ン の 黒い 冷た い 水 は 、 プ レ ゲ ト ン の 暖か さ に よっ て 、 蒸 気 を 出す 。 

プレ ゲト ン の 液体 の 火 は 、 ア ケロ ー ン の 厚い 蒸気 に 覆 わ れ て いる 。 

ラル ヴァ や レム レー ス は 、 生 きた 事 が 有る 肉体 の 影 の 映像 や 、 こ れ か ら 生 まれ る 肉 
体 の 影 の 映像 で ある 。 

プレ ゲト ン に よる 、 ア ケロ ー ン の 蒸気 は 、 無 数 の ラル ヴァ や レム レー ス を も た ら す 。 

ラル ヴァ や レム レー ス は 、 悲 し み の 川 コキ ュー トス の 水 を 飲ん で も 飲ま な く て も 、 若 
さと 平和 を 得る た め に 、 忘 却 の 川 レ テ の 水 を 飲む 事 を 望む 。 

賢者 だ けが 、 忘 却 を 求め な い 。 

な ぜ な ら 、 す で に 、 記 憶 は 、 賢 者 へ の 報償 に 成っ て いる 。 

賢者 だ けが 、 真 の 不死 で ある 。 

買 者 だ けが 、 自 身 の 不 死 を 自覚 し て いる 。 

地獄 の 苦し み は 、 悪 徳 と 悪徳 へ の 懲らしめ に つい て の 本 当 に 神聖 な 説明 で ある 。 

タン タロ ス の 貧 欲 と シシ ュ フ ォ ス の 野心 と いう 罪 は つぐ で な われ な いで あろ う 。 


な ぜ な ら 、 タ ンタ ロス と シシ ュ フ ォ ス は 満足 と いう 物 を 知ら な い 。 


タン タロ ス は 水 の 中 で 更 く 。 

シシ ュ フ ォ ス は 、 山 の 頂上 へ 石 を 転がし 、 山 の 上 で 石 の 上 に 座る 事 を 望む が 、 断 続 
的 に 石 は 転がり 落ち て いき 、 石 は シシ ュ フ ォ ス を 深淵 に 引き 堕 と す 。 

自由 仁 放 で 肉欲 を 抑え られ な い イ クシ オン は 、 神 の 女王 ヘラ を 犯 そ うと し た 。 

イク シオ ン は 、 地 獄 の 苦し み で 処罰 され る 。 

イク シオ ン は 、 ヘ ラ を 犯 せ な か っ た 。 

イク シオ ン は 、 ヘ ラ の 幻 を 抱い た だ け に 終わ っ た 。 

(イク シオ ン は 、 雲 を 抱い た 。) 

ヘラ の 幻 は 、 イ クシ オン の 愛着 に 合わ せ て 愛着 し て くれ た 様 に 見 えた か も し れ な 
い 。 

ヘラ の 幻 は 、 イ クシ オン の 愛着 に 従っ た 様 に 見 えた か も し れ な い 。 

し か し 、 イ クシ オン が 義務 を 放棄 し て 犯し て 満足 する と 、 イ クシ オン が 抱い た 愛着 は 、 
見 せ か け で 、 憎 悪 で あっ た と 分 か る 。 

来世 で は な く 、 正 反対 に 、 生 前 に 、 死 の 神秘 を 探求 する 必要 が 有る 。 

死 か ら の 救い や 、 死 刑 宣 告 は 、 こ の 世 で 始ま る 。 

地上 に も 天 と 地獄 が 存在 する 。 

常に 、 善 行 は 、 報 われ る 。 

常に 、 悪 行 は 、 懲 らし め ら れる 。 

悪人 が 富ん で いる と 、 人 は 悪人 が 罰 を 受け ず に 楽し ん で いる と 考え て し まう 時 が 
有る 。 

善悪 の 道具 で ある 富 は 、 悪 人 に 与え られ る 機会 が 多い 様 に 見 えて し まう 。 

し か し 、 悪 人 に は 災い が 有る 。 

悪人 は 富 の 鍵 を 所 有 し て いる か も し れ な い が 、 悪 人 は 墓 と 地獄 へ の 門 し か 開け 


な い 。 


全て の 本 物 の 秘伝 伝授 者 は 、 労 苦 と 苦難 に 無数 の 価値 を 認め た 。 

ドイ ツ の 詩人 は 「 労 苦 は 、 人 と いう 羊 の 群れ を 導く 知ら れ ざ る 羊 飼い (イエ ス ) の 、 
牧 半 大 で ある 」 と 話し て いる 。 

我慢 や 忍耐 の し 方 を 学ぶ 事 、 死 に 方 を 学ぶ 事 は 、 不 死 へ の 知 的 な 鍛錬 で ある 。 

我慢 や 忍耐 の し 方 を 学ぶ 事 、 死 に 方 を 学ぶ 事 は 、 不 死 へ の 知 的 な 鍛錬 で ある 、 と 
いう の が 、 ダ ン テ の 神曲 の 道徳 的 な 教 証 で ある 。 

プラ トン の 時 代 の 象徴 的 な 「 ケ ベス の 石板 」 で 、 哲 学者 ケ ベ ス は 、 我 慢 や 忍耐 の し 
方 を 学ぶ 事 、 死 に 方 を 学ぶ 事 は 、 不 死 へ の 知 的 な 鍛錬 で ある 、 と いう 要点 を 記し て 
いる 。 

「 ケ ベス の 石板 」 の 説明 は 、 残 存 し て いる 。 

その た め 、 多 数 の 中 世 の 画 家 が 「 ケ ベス の 石板 」 を 復元 し た 。 

「 ケ ベス の 石板 」 は 、 哲 学 的 な 記念 碑 で ある 、 と 同時 に 、 魔 術 的 な 記念 碑 で ある 。 

「 ケ ベス の 石板 」 は 、 完 全 な 道徳 の 総合 で ある 。 

「 ケ ベス の 石板 」 は 、 試 み ら れ た 中 で 最大 の 、 大 いな る 秘密 の 大 胆 な 表明 で ある 。 


大 いな る 秘密 の 啓示 は 、 間 違い 無く 、 天 地 を 覆す 。 
本 書 「 魔 術 の 歴史 」 の 読者 は 、 疑 い 無く 、 大 いな る 秘密 の 説明 を 期待 する で あろ う 。 


し か し 、 大 いな る 秘密 と いう 謎 を 解い た 人 は 、 大 いな る 秘密 は 性 質 的 に 説明 で き 
な い 、 と 知る 事 に 成る 。 

また 、 大 いな る 秘密 を 大 衆 に 口外 し て し まっ た 人 と 同じ く 、( 正 し い 人 で は な い の 
に ) 不 意 に 大 いな る 秘密 を 推測 し て し まっ た 人 に と っ て は 、 大 いな る 秘密 は 死刑 宣告 
と 成っ て し まう 。 

大 いな る 秘密 は 、 賢 者 の 王位 で ある 。 

大 いな る 秘密 は 、「 ケ ベス の 石板 」 の 哲学 者 ケ ベ ス の 美しい 例え 話 で 試練 の 山 か 
ら 降 り て 来 た 勝利 者 と し て 表現 され て いる 、 秘 伝 伝授 者 の 王冠 で ある 。 


大 いな る 秘密 は 、 秘 伝 伝授 者 を 金 と 光 の 主 に する 。 

金 と 光 は 、 根 源 的 に は 同一 の 物 で ある 。 

秘伝 伝授 者 は 、 円 積 問題 を 解い た 。 

秘伝 伝授 者 は 、 永 久 機関 の 永久 運動 を 傾け る 。 

秘伝 伝授 者 は 、 賢 者 の 石 を 所 有 し て いる 。 

達 道 者 は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 話 を 理解 する で あろ う 。 

自然 の 活動 に は 休止 が 無く 、 自 然 の 作品 に は 空白 が 無い 。 

天 の 調 和 は 、 地 上 の 調和 と 対応 し て いる 。 

永遠 の 命 は 、 永 遠 の 命 と 1 日 の 命 を 同じ く 統治 する 法 に 従っ て 、 進 化 を 果たす 。 

知恵 の 書 11 章 21 節 に 「 神 は 数 、 目 方 、 尺 度 で 全て の も の を 創造 し た 」 と 記さ れ 
て いる 。 

知恵 の 書 11 章 21 節 の 「 神 は 数 、 目 方 、 尺 度 で 全て の も の を 創造 し た 」 と いう 光 
の 教え は 、 プ ラ ト ン の (カバ ラ の ) 教 え で も ある 。 

プラ トン の 「 パ イド ン 」 で 、 ソ クラ テス は 、 カ バラ の 口伝 と 完全 に 一 致し て 、 魂 の 運命 
に つい て 話し て いる 。 

試 績 に よっ て 清め られ た 霊 は 、 重 さ の 法 か ら 解放 され て 自由 に 成り 、 奄 しみ の 大 
気 を 超越 し て 上 昇 する 。 

汚れ た 霊 は 、 暗 間 の 中 を 遣い 、 弱 い 人 や 罪人 の 所 へ あら われ る 。 

物質 的 な 肉体 的 な 肉欲 的 な 人 生 の みじめ さか ら 解 放さ れ て 自由 に 成っ た 全て の 
霊 は 、 罪 を 観察 し に 戻ら な いし 、 誤 り を 分 担 し に 戻ら な い 。 

一 度 で 十分 で ある 。 

(マタ イ に よる 福音 6 章 34 節 「1 日 の 労苦 は 1 日 で 十分 で ある 」) 

死ん だ 人 の 埋葬 に つい て の 古代 人 の 用 心 は 、 降 霊 術 に 対す る 強い 抗議 で ある 。 

常に 、 墓 で の 埋葬 を 妨害 し た 人 は 、 不 信心 者 で ある 、 と 見 な され る 。 


死ん だ 人 を 呼び 戻す 事 は 、 死 ん だ 人 を 第 2 の 死 で 苦し め る 事 に 成る で あろ う 。 

古代 の 宗教 に 所 属し て いた 真剣 な 人 の 心配 が 死後 に 埋葬 され な い 事 で あっ た 
の は 、 ス トリ ゲス が 死体 を 冒 流 する 可能 性 と 、 死 体 が 呪い に 利用 され る 可能 性 を 考 
慮 し た か ら で あ る 。 

死後 、 魂 は 神 へ お も むき 、 肉 体 は 共通 の 母 で ある 土 へ お も むく 。 

魂 を 保護 する 神 と いう 聖 所 と 、 肉 体 を 保護 する 土 と いう 翠 所 を 侵害 し よう と 試み る 
人 に は 災い が 有る 。 

墓 と いう 聖 所 が 乱 さ れる と 、 古 代 人 は 怒っ て いる 死霊 に 供え 物 を ささ げた 。 

墓 を 荒らさ れ た ら 霊 に 供え 物 を ささ げた 行為 の 根底 に は 、 神 聖 な 考 え が あ っ た 。 

事実 、 仮 に 、 降 霊 術 に よっ て 、 光 を 望ん で いる が 闇 の 中 を 漂流 し て さま よっ て いる 
霊 を 引き 寄せ られ た ら 、 降 霊 術 師 は 父 で ある 降 霊 術 師 の 死後 に 生ま れる 子 、 退 化し 
た 子 、 降 寺 術 師 の 血 と 魂 で 養う 必要 が 有る 子 を 作る 結果 に 成っ て し まう 。 

降 霊 術 師 は 、 吸 血 鬼 を 作る 者 で ある 。 

死者 に 血 や 魂 を 吸い 尽く され て 降 霊 術 師 が 死ん で も 、 降 霊 術 師 は 同情 する に 値 


し な い 。 


第 2 巻 第 4 草 大 衆 の 宗教 に お ける 魔術 


概念 は 、 形 を も た ら す 。 

形 は 、 概 念 を 表し て 増殖 させ る 。 

感情 に つい て は 、 感 情 を 共有 する 人 々 の 一 致 、 交 流 が 、 感 情 を 増殖 させ る 。 

その た め 、 共 通 の 熱狂 は 、 感 情 を 共有 する 人 々 の 全て に 満ち る 事 に 成る 。 

その た め 、 個 人 、 個 人 は 正 し さ と 美 の 問題 に つい て 簡単 に だ まさ れ て も 、 全 体 と し 
て は 心 の 中 で 崇高 な も の を ほめ た た え 続 け て 、 崇 高 な も の を 望ん で 実行 し よう と す 
る 。 

古代 の マギ は 、 形 に よる 増殖 と 感情 の 増殖 と いう 、 自 然 の 2 つの 大 いな る 法 を 
知っ て 、 大 衆 の 宗教 の 必要 性 を 理解 する に 至っ た 。 

大 衆 の 宗教 は 、 感 情 の 性 質 に よっ て 、 大 衆 の 全て が 分 か ち 合え る 唯一 の 宗教 で 
ある べき で ある 。 

唯一 の 宗教 は 、 全 て の 真 の 宗教 の 様 に 、 位 階 的 で 象徴 的 で ある べき で ある 。 

唯一 の 宗教 は 、 真 理 の 様 に 、 輝 いて いる べき で ある 。 

唯一 の 宗教 は 、 自 然 の 様 に 、 豊 か で 多様 で ある べき で ある 。 

唯一 の 宗教 は 、 天 空 の 様 に 、 星 の 様 で ある べき で ある 。 

唯一 の 宗教 は 、 大 地 の 様 に 、 香 る べき で ある 。 

実際 に 、 後 に に 、 モ ー セ は 、 唯 一 の 宗教 を 確立 し た 。 

ソロ モン は 、 唯 一 の 宗教 の 全て の 栄光 を 実現 し た 。 

イエ ス は 、 唯 一 の 宗教 を さら に 神々 し くし て 、 現 在 、 法 王 ペ トロ の 、 ロ ー マ の 大 いな 
る バチ カン 市 国 に 中 央 集権 化し て いる 。 

事実 と し て 、 人 は 唯一 の 宗教 し か 知ら な い 。 


唯一 の 宗教 と いう 普遍 の 光 に は 、 多 数 の ぼや けた 鏡像 、 多 数 の 影 が 有る 。 

し か し 、 常 に 、 誤 り と いう 闇夜 の 後に 、 太 陽 の 様 に 唯一 で 清らか な 、 唯 一 の 宗教 と 
いう 普遍 の 光 が あ ら わ れる 、 の を 人 は 見 る 。 

宗教 の 美 し さ は 、 宗 教 の 命 で ある 。 

イエ ス キリ スト が 貧し い 祭 司 を 望ん だ と し て も 、 イ エス キリ スト の 至高 存在 で ある 
神 は 、 み すばらしい 祭壇 を 望ま な い 。 

プロ テス タン ト は 、 儀 式 が 教育 で ある 、 と 理解 し な か っ た 。 

プロ テス タン ト は 、 み す ぼ ば らしい 神 、 つ ま ら な い 神 と いう 誤っ た 想像 を 大 衆 に 創作 
させ る な か れ 、 と 理解 し な か っ た 。 

イギリス 人 は 、 自 分 の 家 に は 人 金銭 を 惜しま な い 。 

イギリス 人 は 、 聖 書 を 高く 評価 する ふり を する 。 

イギリス 人 は 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 の 比類 無き 美 し さ を 思い 浮か べ れ ば 、 イ 
ギリ ス 独 特 の 教会 が 非常 に 冷た く 、 む き 出し で ある 、 と 気づく 事 に 成る 。 

イギリス の 宗教 の 形 が 枯れ て いる の は 、 イ ギリ ス 人 の 心 が 無味 乾燥 し て いる 事 に 
ある 。 

魔術 や 美 し さ や 情感 の 無い 宗教 に に っ て 、 ど う や っ て イギリス 人 の 心 を 常に 命 で 
満た す の か ? 魔術 や 美 し さ や 情感 の 無い 宗教 で は 、 イ ギリ ス 人 の 心 を 命 で 満た せ 
な い ! 

役所 に 似 て いる 、 イ ギリ ス の 礼拝 堂 を 見 て みな さい 。 

門番 や 事務 員 の 様 な 映 な り の 、 イ ギリ ス の 堅苦しい だ け の 祭司 を 見 て みな さい 。 

イギリス の 役所 の 様 な 礼拝 堂 と 門番 や 事務 員 の 様 な 堅苦しい だ け の 祭司 を 見 て 、 
宗教 は 虚 礼 な 形式 主義 的 な 代物 で あり 、 神 は 治安 を 守る 裁判 官 に 過ぎ な い 、 と 誤っ 
て 考え な い 人 が いる だ ろう か ? イギリス の 役所 の 様 な 礼拝 堂 と 門番 や 事務 上 員 の 


様 な 堅苦しい だ け の 祭司 を 見 る と 、 宗 教 は 虚 礼 な 形式 主義 的 な 代物 で あり 、 神 は 治 
安 を 守る 裁判 官 に 過ぎ な い 、 と 人 は 誤っ て 考え て し まう ! 

正統 性 は 、 超 越 的 な 魔術 の 絶対 の 性 質 で ある 。 

真理 が 世界 に 誕生 する と 、 真 理 の 世界 で の 誕生 と いう 事実 を 、 知 の 星 が マ ギ に 知 
ら せ る 。 

そし て 、 マ ギ は 、( 知 の ) 子 孫 の 創始 者 で ある 幼子 を 敬礼 し に 来る 。 

位階 制 に つい て の 理解 に よっ て 、 秘 伝 伝授 を 獲得 で きる 。 

従順 の 実践 に よっ て も 、 秘 伝 伝授 を 獲得 で きる 様 に 。 

その た め 、 実 に 、 秘 伝 伝授 者 が 、 党 派 、 分 派 、 宗 派 を 作る 事 は 絶対 に 無い 。 

21 祖 ア ブラ ハム は 、 正 統 な 口伝 を カル デア か ら 運 ん だ 。 

真 の 神 に つい て の 知 と 結合 し て 、 正 統 な 口伝 は 、24 祖 ヨ セ フ の 時 代 の エジプト を 
統治 し た 。 

孔子 は 、 正 統 な 口伝 を 中 国 に 確立 し よう と し た 。 

し か し 、 イ ンド の 愚か な 神秘 主義 が 、 仏 教 の 偶像 崇拝 的 な 形 に 隠れ て 、 中 国 と い 
う 大 帝国 に は び こ っ た 。 

21 祖 ア ブラ ハム が 、 正 統 な 教え を カル デア か ら 持 っ て 行っ た 様 に 、 モ ー セ は 、 正 
統 な 教え を エジプト か ら 持 っ て 行っ た 。 

その た め 、 カ バラ の 秘密 の 口伝 に は 、 教 会 の 教父 や 学 の 有る 祭司 が カバ ラ の 解 
釈 の 光 の 下 で 解釈 し た 場合 の 現代 の 最高 の 神学 に 相当 する 、 完 全 な 唯一 な 神学 
が 存在 する 。 

完全 な カバ ラ の 全体 は 、 俗 世 の 大 衆 が 未だ 理解 する べき で は な い 諸 々 の 光 を 含 
ん で いる 。 

「 光 輝 の 書 」 は 、 カ バラ の 聖書 の 第 一 で あり 極致 で ある 。 

「 光 輝 の 書 」 は 、 さ ら な る 全て の 深み を ヴェ ー ル を 脱が し て 明か す 。 


「 光 輝 の 書 」 は 、 古 代 の 神話 の 全て の 暗 間 を 明か す 。 

「 光 輝 の 書 」 は 、 古 代 の 聖 所 に 隠さ れ て いる 知 の 全て の 暗闇 を 明か す 。 

「 光 輝 の 書 」 を 応用 する に は 、「 光 輝 の 書 」 の 意味 の 秘密 を 知る 必要 が 有る 。 

鋭い 識者 で も 「 光 輝 の 書 」 の 秘密 を 知ら な い 人 に は 「 光 輝 の 書 」 は 全く 理解 を 超 
えた 何 も 読み 取れ な い 書 物 で あろ う 。 

魔術 に つい て の エリ ファ ス レヴ ィ の 作品 を 入念 に 読ん で いる 学徒 に は 、 独 力 で 
「 光 輝 の 書 」 の 秘密 に 到達 し て 、 多 数 の 神秘 を 説明 し て いる 「 光 輝 の 書 」 を 読め る 様 
に 成る 事 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 望む 。 

秘伝 伝授 は 、 位 階 的 な 原理 の 必然 の 結果 で ある 。 

位階 的 な 原理 は 、 魔 術 に お ける 、 実 現 の 基礎 で ある 。 

その た め 、 大 衆 は 、 聖 所 の 門 を こじ 開け る 企み が 徒労 に 終わ っ た 後 、 祭 壇 に 対抗 
し て 祭壇 を 建て る 事 に 寿 走 し て 、 正 統 な 教え の 沈黙 に 対抗 し て 分 派 に つい て 無知 に 
暴露 し た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 神 の 聖霊 の 魔術 師 に つい て 世 ろ し い 嘘 の 噂 を 広め た 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 、 吸 血 鬼 の 様 な 邪悪 な 降 霊 術 師 は 、 自 分 た ちの 罪 を 神 の 聖霊 
の 魔術 師 へ 責任 転嫁 し た 。 

神 の 聖霊 の 魔術 師 は 、 幼 子 を 食べ 人 の 血 を 飲む と 誤っ て 妄想 され た 。 

知 の 思慮 に 対す る 、 無 思慮 な 無知 に よる 迫害 は 、 魔 術 師 の 嘘 の 悪評 の 永続 化 に 
成功 し た 。 

本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ が 会 館 の 中 で 金持ち の 血 で ノ ソーセージ を 作っ て 僚 え 
た 大 衆 を 養 え と 求め た の を この 耳 で 聞い た と いう 嘘 を どの 小論文 で か は 知ら な い 
が 下劣 な 人 間 が 記さ な か っ た か ? 

誹謗 中 傷 は 、 途 方 も 無い 代物 で ある ほど 、 愚 か な 大 衆 の 心 に 大 き な 印 象 を 与え る 。 

魔術 師 を 誹謗 中 傷 す る 人 は 、 誹 謗 中 傷 の 内 容 を 自ら 犯し て いる 。 


魔術 師 を 誹謗 中 傷 す る 人 は 、 恥 知ら ず な 呪い に お ける 全て の 暴言 に 身 を 任せ て 
いあ 

至る 所 に 、 霊 の あら われ や 不思議 な 現象 の 噂 が 存在 し た 。 

酒 神祭 を 認め る た め に 、 神 々 が 目 に 見 える 形 で 降臨 し た 。 

光 に 照ら され た 者 の ふり を し た 狂信 者 の 輪 は 、 オ ルフ ェ ウ ス を 殺し た 酒 神 ディ オ 
ニュ ソス の 女 信者 に まで 遡 る 。 

混乱 と 殺人 が 忘 我 状態 と 隆 霊 に 付き 物 で あっ た 、 手 信者 の 秘密 の 輪 の 時 代 か ら 、 
放 江 な 神秘 主義 の 汎 神 論 は 増大 し 続け た 。 

し か し 、 後 記 の 様 に 、 ギ リ シ ャ 神話 の 例え 話 に は 、 汎 神 論 の 壊滅 的 な 破壊 的 な 考 
え に 不 可 避 な 運命 が 記さ れ て いる 。 

テ ュ ロ ス の 海賊 が 、 眠 っ て いた 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス を つか まえ て 海賊 船 に 運ん だ 。 

テ ュ ロ ス の 海賊 は 、 霊 感 の 神 で ある 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス を 奴隷 に で きた と 誤っ て 
感 ラ た だ 。 

し か し 、 突 然 、 大 海 で 、 船 が 神々 し く 成 っ て 、 帆 柱 は ぶどう の 木 の 幹 に 成り 、 帆 柱 と 
帆 を つなぐ 綱 は 枝 に 成っ た 。 

サテ ュ ロ ス が 至る 所 に あら われ て 大 山猫 リン クス や 欧 パ ン サー と 共に 踊っ た 。 

海賊 は 、 狂 っ て 、 ヤ ギ に 変身 し た と 思い 込み 、 海 に 身 を 投げ た 。 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 ボ イオ ティ ア 地 方 に 上 陸 し て 、 テ ー バ イ に 行っ た 。 

テー バイ は 、 秘 伝 伝授 の 都市 で ある 。 

テー バイ の 王 ペ ン テ ウ ス は 、 無 上 の 力 で ある 神 に 対し て 不 散 で あっ た 。 

ペン テウ ス は 、 酒 神 ディ オニ ュ ソ ス を 閉じ 込め よう と し た 。 

し か し 、 許 獄 は 独り で に 開い て 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 勝利 し て 出 て 来 た 。 


ペン テウ ス は 、 怒 っ た 。 


その た め 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス の 女 信者 に 成っ て いた 、 ペ ン テ ウ ス の 母 で ある カド 
モス の 娘 ア ガウ エ 達 は 、 生 費 の 若い 牛 と 誤解 し て 、 ペ ン テ ウ ス を 八 つ 製 き に し て 尊 し 
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汎 神 論 は 統合 体 を 形成 で きず 、 知 が 汎 神 論 を 必ず 分 解す る 。 

カド モス の 娘 達 は 、 知 を 象徴 し て いる 。 

オル フェ ウス 、 カ ドモ ス 、 オ イデ ィ プ ス 、 ア ム ピ アラ オス の 後 の 、 ギ リ シ ャ 神 話 の 魔術 
の 祭司 の 大 いな る 象徴 的 人 物 は 、 テ イレ シア ス と カル カス で ある 。 

た だ し 、 テ イレ シア ス は 、 見 る 目 が 無い 信頼 で き な い 秘 儀 祭 司 で あっ た 。 

ある 日 、 テ イレ シア ス は 、2 頭 の 絡み 合っ て いる 蛇 に 出会っ た 。 

テイ レシ アス は 、2 頭 の 絡み 合っ て いる 蛇 が 争っ て いる と 誤解 し て し まっ た 。 

その た め 、 テ イレ シア ス は 、 杖 で 打っ て 、2 頭 の 絡み 合っ て いる 蛇 を 引き 離し て し 
まま の 7 に 。 

テイ レシ アス は 、 ヘ ル メ ス の 杖 ケ ー リ ュ ケ イオ ン の 2 頭 の 絡み 合っ て いる 蛇 と いう 
象徴 を 理解 で き な か っ た 。 

その た め 、 テ イレ シア ス は 、 自 然 の 2 つの 力 を 引き 離 そ うと 試み て し まっ た 。 

知 と 信心 を 引き 離 そ うと 試み て し まっ た 。 

愛 と 知 を 引き 離 そ うと 試み て し まっ た 。 

男性 と 女性 を 引き 離 そ うと 試み て し まっ た 。 

テイ レシ アス は 、 結 合 を 争い と 誤解 し て し まっ た 。 

テイ レシ アス は 、 引 き 離 す と いう 行為 に よっ て 、2 頭 の 絡み 合っ て いる 蛇 を 台無し に 
くじ ま ら た だ 

その た め 、 テ イレ シア ス は 、 男 性 性 と 女性 性 と いう 、 自 身 の つ り 合 い を 失っ て し まっ 
だ 。 

( 


男性 は 女性 性 を 持っ て いる 。 

女性 は 男性 性 を 持っ て いる 。 

な ぜ な ら 、 男 性 神 は 女神 達 と 結婚 し た 。 

男性 神 は 男性 性 を 女神 達 に 与え た 。 

女神 達 は 女性 性 を 男性 神 に 与え た 。 

) 

テイ レシ アス は 、 結 婚 と いう 完成 を 禁じ られ て 、 不 完全 な 形 で 交互 に 男性 か 女性 
に 成る 様 に 成っ て し まっ た 。 

テイ レシ アス の 例え 話 は 、 普 遍 の つり 合い の 神秘 と 創造 の 法 を 完全 に 明か し て い 
る 。 

実に 、 創 造 と は 男性 性 と 女性 性 を 持つ 人 に よる 作業 で ある 。 

引き 離さ れ て いて は 、 男 性 性 と 女性 性 は 不毛 な まま で ある 。 

知 の 無い 宗教 の 様 に 。 

反対 に 、 宗 教 の 無い 知 の 様 に 。 

宗教 の 無い 哲学 の 様 に 。 

宗教 の 無い 学問 の 様 に 。 

力 の 無い 思い や り の 様 に 。 

思い や り の 無い 力 の 様 に 。 

思い や り の 無い 正義 の 様 に 。 

正義 の 無い 思い や り の 様 に 。 

正反対 の も の の 一 致 が 、 調 和 を も た ら す 。 

一 方 だ け を 選択 する た め に 引き 離す の で は な く 、 結 合 す る た め に 正反対 の も の を 
区 別 す る 必要 が 有る 。 


黒 か ら 白 へ 、 白 か ら 黒 へ 、 人 は 絶え 間 無 く 意見 を 変え て 常に 都合 良く 解釈 し て し 
まう 、 と 言わ れ て いる 。 

黒 か ら 白 へ 、 白 か ら 黒 へ 、 人 が 絶え 間 無 く 意 見 を 変え て 常に 都合 良く 解釈 し て し 
まう の は 、 必 然 で ある 。 

な ぜ な ら 、 目 に 見 える 現実 の 形 は 、 黒 で あり 白 で ある 。 目 に 見 える 現実 の 形 は 、 黒 
と 白 の 協力 に よる 物 で ある 。 

目 に 見 える 現実 の 形 は 、 光 と 影 の 混同 無し の 協力 に よっ て 、 あ ら わ れる 。 

その た め 、 自 然 に お いて 全て の 2 つの 正反対 の も の は 結合 し て いる 。 

その た め 、2 つの 正反対 の も の を 引き 離す 人 は 、 テ イレ シア ス と 同じ 六 を 受け る 危 
険 を お か す 事 に 成る 。 

一 説 に は 、 テ イレ シア ス は 知 の 女神 アテ ナ の 裸 を 見 た 神 罰 で 盲目 に 成っ た 、 と 言 
われ て いる 。 

言い 換え る と 、 テ イレ シア ス は 神秘 を 冒 潮 し た 神 罰 で 盲目 に 成っ た 。 

テイ レシ アス が 盲目 に 成っ た 理由 は 諸説 ある が 、 常 に 同じ く 、 テ イレ シア ス が 神秘 
を 冒 済 し た 事 を 例え て いる 。 

疑い 無く 、 テ イレ シア ス が 神秘 を 冒 済 し た 事 を 考慮 に 入れ て 、 テ イレ シア ス の 霊 は 
永遠 の 暗 聞 の 中 で さま よっ て いる 、 と ホメ ロス は 「 オ デュ ッ セ イア 」 で 記し て いる 。 

(Cimmerian、 キ ム メ リオ ス 人 は 永遠 の 暗 導 の 国 に 住ん な で いる 、 と ホメ ロス は 話し 
て いる 。) 

オデ ュ ッ セ ウ ス は 、 母 の 霊 、 ア キレ ス の 霊 、 ア ガメ ム ノ ン の 霊 、 テ イレ シア ス の 霊 に 情 
報 や 助言 を 求め た 時 に 、 血 で 潟 き を いや す ラ ル ヴ ァ と 不幸 な 霊 の 中 に テイ レシ アス 
の 霊 を 探し た 。 

オデ ュ ッ セ ウ ス は 、 テ イレ シア ス の 霊 に 助言 を 求め た 時 に 、 現 代 の 霊媒 師 に よる 顔 
や 体 を 引き つら せる 方 法 や 近代 の 降 霊 術 師 に よる 無害 な 投げ 落と し た 言葉 が 記さ 


れ た 紙 と いう 方 法 と は 異な る 、 穴 を 掘っ て 黒い 羊 の 血 で 満た す と いう 黒 魔術 の 恐る 
べき 儀式 を 善 用 し た 。 

ホメ ロス の 話 で は 、 聖 職 者 は 、 ほ と ん ど 沈 黙 し て いる 。 

な ぜ な ら 、 カ ルカ ス は 、 占 い 師 で あり 、 王 者 で ある 高い 位階 の 祭司 で も な く 、 大 い 
な る 秘 儀 祭司 で も な い 。 

カル カス は 、 権 力 者 た ち が 怒 る 可能 性 を 考慮 し て いて 、( 神 で は な く 、) 権 力 者 た ち 
に 仕え て いる 様 に 思わ れる 。 

カル カス は 、 ア キレ ス に 保護 を 頼む まで 、 ア ガメ ム ノ ン に 喜ば れ な い 真 実 を 恐れ て 
話さ な か っ た 。 

その た め 、 カ ルカ ス は 、 ア キレ ス と アガ メ ム ノン の 間 に 不 和 の 種 を まい て 、 軍 に 災い 
を も た らし た 。 

ホメ ロス の 全て の 話 は 、 重 要 な 深い 教訓 を 含ん で いる 。 

カル カス の 話 で ホメ ロス は 、 祭 司 は 俗 世 の 権 力 者 か ら 独立 し て いる 必要 が 有る 、 
と ギリ シャ に 印象 づけ よう と し て いる 。 

祭司 の 位階 は 、 無 上 の 法王 の 位階 に 対し て だ け 責 任 が 有る べき で ある 。 

また 、 大 祭司 で ある 法王 の 三重 冠 の 一 部 (で ある 祭司 の 位階 が 一 部 ) で も 欠け た 
ら 、 法 王 に 相応 し く 無 く 成る 。 

法王 が 地上 の 俗 世 の 権力 者 た ちと 対等 に 成る に は 、 法 王 は 俗 世に お いて 王者 に 
成る 必要 が 有る 。 

法王 は 、 理 解 力 と 知 に よる 、 天 命 に よっ て 、 王 者 に 成る 必要 が 有る 。 

ホメ ロス は 、 王 者 で ある 祭司 が いな いと 国々 に お いて つり 合い に 何 か が 欠け て し 
まう 、 と いう 知 を 教え て いる 様 で ある 。 

テオ クリ ュ メ ノ ス は 、「 オ デュ ッ セ イア 」 で あら われ る 占い 師 で ある 。 

テオ クリ ュ メ ノ ス は 、 ほ と ん ど 居 候 の 役 を し て いる 。 


テオ クリ ュ メ ノ ス は 、 無 駄 な 警告 に よっ て 、 オ デュ ッ セ ウス の 妻 ペ ネロ ペ に 対す る 求 
婚 者 ども か ら 、 あ まり 好意 的 で は な い 待 遇 を 受け た 。 

テオ クリ ュ メ ノ ス は 、 予 見 し た 騒動 が 起こ る 前 に 、 思 慮 深く 身 を 引い た 。 

善良 な テオ クリ ュ メ ノ ス 、 駄 目 な テイ レシ アス 、 駄 目 な カル カス と いっ た 占い 師 と 、 
近づく の が 革 ろ し い 人 目 に つか な い 置 所 に 住ん で いる シビ ュ ラ の 間 に は 、 大 き な 隅 
た り が 有る 。 

キル ケ の 後継 者 で ある シビ ュ ラ は 、 や は り 、 大 胆 さ に の み 従 う 。 

シビ ュ ラ の 隠れ 家 に 入門 する に は 、 力 か 機知 を 使う 必要 が 有る 。 

シビ ュ ラ の 髪 を つか み 、 シ ビュ ラ を 剣 で 脅し て 、 シ ビュ ラ を 運命 の 三脚 イス まで 引 
いて 行く 必要 が 有る 。 

シビ ュ ラ は 、 交 互 に 赤く 成っ た り 白く 成っ た り し 、 身 を 震 わ し 、 鳥 肌 を 立た せ て 、 つ 
な が り が 無い 言葉 を 話す 。 

シビ ュ ラ は 、 怒 っ て 逃げ る 。 

シビ ュ ラ は 、 集 め た ら 予 言 の 詩 を 形成 する 、 複 数 の 独立 し た 文 を 複数 の 木の葉 の 
上 に 記す 。 

シビ ュ ラ は 、 予 言 を 記し た 木の葉 を 風 に 乗せ て 捨て 去る 。 

シビ ュ ラ は 、 隠 れ 家 に 閉じ こも り 、 も う 、 ど ん な 呼び か け も 無視 する 。 

シビ ュ ラ の 神託 は 、 可 能 な 多様 な 組み 合わ せ の 形 と 同じ だ け 、 多 数 の 意味 を 持っ 
で いた 。 

仮に 、 言 葉 の 代わ り に 、 シ ビュ ラ が 象徴 の 絵 を 木の葉 に 記し て いた ら 、 言 葉 よ り 、 さ 
ら に 、 解 釈 は 増え る 。 

象徴 の 絵 の 運 任せ の 組み 合わ せ に よる 運命 相談 は 、 後 に 、 数 と 幾何 学 的 図形 に 
よる 土 占 い 師 の 土 占 い の 方 法 に 成っ た 。 


象徴 の 絵 の 運 任せ の 組み 合わ せ に よる 運命 相談 は 、 現 代 で は 、 大 いな る 魔術 の 
タロ ッ ト の 大 アル カナ を 用 いる 、 カ ー ド 占い 師 の カー ド 占 い の 方 法 、 タ ロッ ト 占 い 師 の 
タロ ッ ト 占 い の 方 法 に 成っ た 。 

大 部 分 の タロ ッ ト 占 い 師 は 、 タ ロッ ト の 価値 を 知ら な い 。 

タロ ッ ト 占 いで は 、 運 任せ に タロ ッ ト を 選ん で 、 解 釈 は 霊感 に 頼る 事 に 成る 。 

超常 的 な 直感 無し で は 、 超 常 的 な 予見 無し で は 、 タ ロッ ト の 神 の 文字 へ ブラ イ 文 
字 の 組み 合わ せ が 表 す 言 葉 や 、 タ ロッ ト の 絵 の 組 み 合 わせ に よる 啓示 は 、 運 任せ に 
よる 予言 と 成る 。 

タロ ッ ト を 組み 合わ せる だ け で は 不 十 分 で ある 。 

タロ ッ ト の 組み 合わ せ の 意味 を 読み 取る 知 を 持つ 必要 が 有る 。 

真 の 理解 力 に よる カー ド 占 い 、 真 の 理解 力 に よる タロ ッ ト 占 い は 、 降 霊 術 無し の 、 
生 費 無し の 、 神 の 聖霊 へ の 完全 な 相談 に 成る 。 

た だ し 、 真 の 占い は 善い 霊媒 者 を 要求 する 。 

立 い 霊媒 者 無し で は 占い は 危険 で ある 。 

その た め 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 善 い 霊 媒 者 無し の 占い を 勧め な い 。 

今日 の 苦し み を 苦く する に は 、 過 去 の 不幸 の 記憶 で は 不 十分 で あろ うか ? 

不可 避 の 不幸 な 未来 の 心配 を 過去 の 不幸 の 記憶 と 今日 の 苦し み に 乗せ 過ぎ る 
必要 が 有る か ? 


第 2 巻 第 5 章 処 女性 の 神秘 


実に 、 ロ ー マ 帝 国 は 、 ギ リ シ ャ の 変形 で ある 。 

イタ リア は 、 大 きく 成っ た ギリ シャ で あっ た 。 

ヘレ ニズム が ギリ シャ の 考え と 神秘 を 完成 し た 時 、 狼 の 子孫 で ある ロー マ 人 の 孝 
育 が 目前 の 次 な る 課題 と 成っ た 。 

(伝説 で は ロー マ の 最初 の 王 ロ ムル ス と レム ス の 双子 は 幼子 の 時 に 雌 の 狼 に 育 
て られ た 。) 

すでに 、 ロ ー マ は 、 あ ら わ れ て いた 。 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス が ロー マ に も た らし た 秘伝 伝授 の 特徴 は 、 女 
性 を 象徴 的 に 重要 視 す る 事 で ある 。 

イシ ス の 名 の 下 で (女性 と いう ) 無 上 の 神 性 を 敬礼 し て いた エジプト の 先例 を 、 
ロー マ は 継承 し た 。 

ギリ シャ の 秘伝 伝授 の 神 は 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス で ある イア コス で ある 。 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 イ ンド を 圧倒 し た 者 で ある 。 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 ア モン の 角 を 持つ 輝く 両性 具有 者 で ある 。 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 祭 器 の 杯 を 持ち 、 祭 器 の 杯 か ら 普 遍 の 命 の 赤ワイン を 注ぐ 、 
汎 神 で ある 。 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス で ある イア コス は 、 雷 (の 神 ゼ ウス ) の 息子 で ある 。 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 虎 と ライ オン を 圧倒 し た 者 で ある 。 

酒 神 デ ィ オ ニュ ソス の 女 信者 が オル フェ ウス を 八 つ 裂き に し て 殺 し た 時 に 、 酒 神 
ディ オニ ュ ソ ス で ある イア コス の 神秘 は 冒 済 さ れ た 。 


その た め 、 バ ッ カ ス と いう ロー マ の 名 前 の 下 で 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス は 、 義 町 の 神 
に 過ぎ な く 成 っ て し まっ た 。 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 霊 感 を エ ゲ リア か ら 求 め た 。 

エ ゲ リア は 、 神 秘 と 孤独 の 女神 で ある 。 

エ ゲ リア は 、 賢 明 な 思慮 の 有る 慎み 深い 神 で ある 。 

ヌメ マ ポン ピリ ウス の 帰依 は 、 報 われ た 。 

エ ゲ リア は 、 神 々 の 母 ウ ェ ス タ へ 払う べき 敬意 に つい て ヌ マ ポン ピリ ウス に 教え た 。 

献呈 の 辞 の 下 で 、 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 屋 根 が 半球 形 で ある 、 ド ー ム 状 の 、 円 形 の 
神殿 、 ウ ェ ス タ の 神殿 を 建て た 。 

ウェ スタ の 神殿 内 で は 、 消 し て は いけ な い 火 、 ウ ェ ス タ の 聖火 が 燃やさ れ て いた 。 

ウェ スタ の 処女 、 ウ ェ ス タ の 巫女 と 呼ば れる 4 人 の 処女 が 、 ウ ェ ス タ の 聖火 を 維持 
し て いた 。 

ウェ スタ の 処女 は 、 務 め に 忠実 で ある 限り 、 和 驚 異 的 な 敬意 が 払わ れ た 。 

一 方 、 ウ ェ ス タ の 巫女 は 、 務 め を 怠る と 、 特 別に 茂 し い 六 を 受け た 。 

ウェ スタ の 処女 へ の 敬意 は 、 母 国 へ の 敬意 で ある 。 

家庭 の 清らか さ は 、 処 女性 の 清らか さ を 最 善 の 栄光 の 物 と し て 認め る 事 に か か っ 
て いる 。 

家庭 の 母 と し て 、 す で に 、 女 性 は 、 古 い 奴 隷 の 状態 か ら 解放 され て 自由 に 成っ て 
いる 。 

女性 は 、 最 早 オ リエ ント の 奴隷 で は な く 、 家 庭 の 神 で あり 、 炉 の 守護 者 、 家 庭 の 守 
護 者 で あり 、 父 の 名 誉 で あり 夫 の 名 誉 で ある 。 

ウェ スタ の 処女 と いう 制度 に よっ て 、 ロ ー マ は 、 倫 理 道徳 の 聖 所 と 成り 、 国 々 の 女 


王 と 成り 、 世 界 の 中 心 と 成っ た 。 


全て の 時 代 の 魔術 的 な 口伝 は 、 あ る 超自然 的 な 神聖 な 性 質 が 処女 性 に 有る と 考 
えて いる 。 

予言 の 霊感 は 処女 性 と 共に いて 華 を 添え る 。 

貞 小 や 処女 性 へ の 憎悪 か ら ゴ エ テ ィ ア の 悪人 の 霊 の 魔術 師 は 子 殺 し に 走っ た 。 

それ に も か か わら ず 、 幼 子 の 血 に は 神聖 な 力 や 罪 を つぐ な う 力 が 有る と 考え た 。 

(性 交 の 誘惑 、) 生 殖 の 誘惑 に 抵抗 する 事 は 、 徐 々 に 死 を 克服 する 事 で ある 。 

無 上 の 貞 波 は 、 秘 儀 祭司 の 栄光 の 王冠 で ある 。 

(人 と の 性 交 、) 人 の 抱擁 に 命 を 使い 果たす 事 は 、 墓 に 根 を 下ろ す 事 で ある 。 

真 源 は 、 地 上 に 非常 に 緩く 隣接 し て いる 花 で ある 。 

貞 小 と いう 花 は 、 太 陽 の 愛撫 が 引き 寄せ る と 、 苦 も 無く 地上 を 離れ て 、 鳥 の 様 に 逃 
げ て し まう 。 

ウェ スタ の 処女 の ウェ スタ の 聖火 は 、 信 心 と 清らか な 愛 の 象徴 で ある 。 

ウェ スタ の 聖火 は 、 普 遍 の 代行 者 の 象徴 で も ある 。 

ウェ スタ の 聖火 は 、 星 の 光 の 象徴 で も ある 。 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 普 遍 の 代行 者 、 星 の 光 の 恐る べき 電気 的 
な 性 質 を 取り 出し て 傾け る 事 が で きた 。 

も し 過失 に よっ て ウェ スタ の 処女 が ウェ スタ の 聖火 を 消し て し まっ た 場合 は 、 太 陽 
の 光線 か 雷 に よっ て の み ウ ェ ス タ の 聖火 に 再び 火 を つけ る 事 が で きた 。 

毎年 の 初め に ウェ スタ の 聖火 を 新しい 物 に 移し 聖 別 し た 慣習 の 名 残 が 現代 で は 
カト リッ ク の 復活 祭 前 日 の 聖 土曜 日 に 見 られ る 。 

キリ スト 教 が 古代 の 宗教 の 全て の 美しい 儀式 を 乗っ 取っ た と 大 衆 は 誤っ て 非難 し 
て きた 。 

キリ スト 教 は 、 普 遍 の 正統 な 神 の 教え の 最終 形 で ある 。 

キリ スト 教 は 、 全 て の 正統 な 宗教 の 最終 形 で ある 。 


その た め 、 全 て の 正統 な 宗教 の 最終 形 と し て 、 キ リス ト 教 は 、 全 て の 正統 な 宗教 
の 物 を 保存 し て きた 。 

一 方 、 キ リス ト 教 は 、 危 険 な 儀式 や 無 意 味 な 迷信 を 退け た 。 

さら に 、 ウ ェ ス タ の 聖火 は 、 愛 国 心 と 家庭 の た め の 宗 教 の 象徴 で も ある 。 

ルク レティ ア は 、 家 庭 の た め の 宗 教 と 、 結 婚 と いう 聖 所 の 不可 侵 の た め に 身 を ささ 
げた 。 

ルク レティ ア は 、 古 代 ロ ー マ の 偉大 さ の 全て の 化身 で あっ た 。 

ルク レティ ア は 、 死 後 の 名 声 を 誹謗 中 傷 に 任せ れ ば 、 疑 い 無く 強姦 を 免れ る 事 が 
で きた 。 

( 

セク スト ゥ ス は 、 ル クレ ティ ア を 剣 で 脅し 強姦 し よう と し た 。 

ルク レティ ア は 死 を 直 れ な か っ た 。 

セク スト ゥ ス は 、 ル クレ ティ ア を 、 ル クレ ティ ア の 死体 と 裸 の 男 の 死体 を 並べ て ルク 
レティ ア が 浮気 し て いた か の 様 に 見 せ か ける と 脅し て 、 強 姦 し た 。 

ルク レティ ア は 、 父 と 夫 に 事情 を 話し て 報復 を 依頼 し 短剣 で 自殺 し た 。 

) 

し か し 、 名 声 は 高貴 な 者 の 義務 で ある 。 

名 誉 の 問題 で は 、 醒 聞 は 、 失 態 よ り 、 み じ め で ある 。 

ルク レティ ア は 、 強 姦 に 耐え た 後 で 罪 を つぐ な い 報 復 する 事 に よっ て 、 徳 の 高い 女 
性 と し て 、 自 身 の 気 高 さ を 祭司 の 高み に まで 高め た 。 

高 名 な ロー マ の 貴婦人 ルク レティ ア を 記念 し て 、 祖 国 と 家庭 の た め の 宗 教 に お け 
る 高位 の 秘伝 伝授 は 女性 に 託さ れ て 男性 は 除外 され た 。 

真 の 愛 は 英雄 的 な 犠牲 的 行為 を 鼓舞 する 事 を ルク レティ ア に よっ て 古代 ロー マ 
の 女性 は 学ん だ 。 


男性 の 真 の 美 し さ は 英雄 的 行為 、 英 雄 的 精神 と 高尚 さ で ある 、 と ロー マ の 女性 は 
教わっ た 。 

夫 を 裏切っ た り 捨て た りす る 可能 性 が 有る ( 夫 以 外 と 性 交 し た 非 処女 で あっ た ) 妻 
は 、 自 身 の 過 去 と 未来 を 駄目 に する 。 

夫 を 裏切っ た り 捨て た りす る 可能 性 が 有る ( 夫 以 外 と 性 交 し た 非 処女 で あっ た ) 妻 
は 、 過 去 の 妨 婦 に まで 遡 る 消せ な い 汚点 と いう 罪 の 和 印 を 額 に 押さ れる 。 

夫 を 裏切っ た り 捨て た りす る 可能 性 が 有る ( 夫 以 外 と 性 交 し た 非 処女 で あっ た ) 妻 
は 、( 処 女 を ささ げ て 一 途 な 愛 を 区 う ) 結 婚 の 敬 い を (事前 に ) 破 る 事 に よっ て 罪 が 一 
段 と 重い 。 

若 さ の 盛り を ささ げた 夫 へ の 愛 が 無く 成る 事 は 、 徳 の 高い 女性 の 心 を 苦し め る 最 
大 の 苦し み で ある 。 

し か し 、 夫 へ の 愛 の 喪失 を 知ら せ て 広め る 事 は 、 過 去 の 貞 激 を 裏切る 事 に 成る 。 

夫 へ の 愛 の 喪 失 を 知ら せ て 広め る 事 は 、 心 の 誠実 さ を 捨て る 事 に 成る 。 

夫 へ の 愛 の 喪失 を 知ら せ て 広め る 事 は 、 名 誉 の 保全 を あき ら め る 事 に 成る 。 

夫 へ の 愛 の 喪失 を 知ら せ て 広め る 事 は 、 究 極 の 最大 の つぐ な えな い 恥 に 成る 。 

妻 の 貞 激 さ を 含む 処女 性 が 、 古 代 ロ ー マ の 宗教 で あっ た 。 

古代 ロー マ の 偉大 さ の 全て は 、 妻 の 貞 小 さ を 含む 処女 性 と いう 倫理 道徳 の 慣例 
と いう 魔術 (の 知 ) の お か げ で ある 。 

ロー マ で 結婚 が 神聖 な 物 で ある 事 を や め た 時 に 、 ロ ー マ の 衰退 は 近づい た 。 

風刺 詩人 ユウ ェ ナ リ ス が ロー マ の 堕落 を 非難 し た 時 代 に 、 ロ ー マ の 処女 性 の 女神 
ボナ デア の 秘密 の 儀式 は 淫ら な 儀式 に 成っ た と いう 説 は 疑わ し い 。 

な ぜ な ら 、 ロ ー マ の 処女 性 の 女神 ボナ デア の 淫ら な 儀式 の 酒 祭 に は 女性 だ けが 
参加 で きた と いう 疑わ し い 説 が 正しい と し た ら 、 参 加 者 の 女性 た ち が 自 分 た ち を 裏 
切る は ず が 無い 。 


ネロ 帝 と ドミ ティ アヌ ス 帝 が 統治 し て いた 時 代 以 降 の ロー マ で は 何で も 有り 得る 
た め 、 ロ ー マ の 処女 性 の 女神 ボナ デア の 秘密 の 儀式 は 淫ら な 儀式 に 成っ て し まっ 
た と いう 疑わ し い 説 が 正しい と 仮定 し て も 、 神 々 の 母 ウ ェ ス タ の 清らか な 統治 が 終 
わっ て 統治 が 聖母 マリ ア の 大 衆 的 な 普遍 な 清らか な 宗教 に 譲ら れ た と 結論 で きる 
に 過ぎ な い 。 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 魔 術 の 法 の 秘伝 伝授 者 で 、 社 会 生活 に よ 
る 磁気 の 感化 を 知っ て いた 。 

ヌメ マ ポン ピリ ウス は 、 祭 司 と ト 占 官 の 団体 を 設立 し た 。 

古代 ロー マ の 祭司 と ト 占 官 は 、 定 め ら れ た 規則 の 下 で 生活 し た 。 

ヌ マ ポン ピリ ウス に よる 祭司 と ト 占 官 の 団体 は 、 修 道 院 の 最初 の 考え で あっ た 。 

修道 院 は 、 宗 教 の 大 いな る 力 の 1 つ で ある 。 

ヌ マ ポン ピリ ウス より 遥か 前 に 、 ヘ ブライ 人 の 預言 者 達 は 、 祈 り と 霊感 を 共有 する 、 
共感 の 契約 を し て いた 。 

ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 へ ブラ イ 人 の 口伝 を 知っ て いた 様 で ある 。 

古代 ロー マ の 祭司 フラ ミネ ス と 戦 神 マル ス の 祭司 サリ イ は 、 旋 回 と 舞踊 に よっ て 、 
自身 を 高揚 させ た 。 

古代 ロー マ の 祭司 フラ ミネ ス と 戦 神 マ ルス の 祭司 サリ イ の 旋回 と 舞踊 は 、 契 約 の 
箱 の 前 で の ダビ デ の 行為 を 思い 出さ せる 。 

ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 新 し い 神 託 を デル ポイ の 神託 に 対立 させ る つも り は 無かっ 
だ 

し か し 、 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 占 い の わ ざ を 祭司 に 教え た 。 

ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 自 然 の 秘密 の 法 に よっ て 決定 され る 、 予 感 と 予見 に つい て 
の 、 あ る 理論 を 祭司 に 教え た 事 を 意味 する 。 

現代 人 は 、 予 言 の わ ざ 、 占 い の わ ざ 、 前 兆 の わざ を 軽 蔵 し て いる 。 


な ぜ な ら 、 現 代 人 は 、 光 の 深い 知 と 、 光 の 反射 に よる 普遍 の 類推 の 深い 知 を 失っ 
て いる 。 
「 ザ ディ ー グ 」 と いう 魅力 的 な 架空 の 話 で 、 ヴ ォ ル テー ル は 、 軽 く 適当 な 感じ で 、 占 
い の 純 粋 な 自然 な 自然 科学 を 詳細 に 記し て いる 。 
し か し 、 観 察 の 超常 的 な 見 事 さと 、 大 衆 の 常に 限定 的 な 推論 か ら 抜き ん で た 推論 
の 力 を 前 提 と し て も 、 占 い は 、 自 然 科 学 と し て は 、 和 驚く べき 物 、 以 上 の 物 で ある 。 
ビ ピタ ゴラス 学派 の 祖師 パル メニ デス は 、 あ る 泉 の 水 の 味 に よっ て 、 直 近 の 地震 を 
予言 し た 、 と 言わ れ て いる 。 
パル メニ デス が 地震 を 予言 し た 話 の 詳細 は 驚く 事 で は な い 。 
な ぜ な ら 、 水 中 の 涯 青 の 存在 と 硫黄 の 味 が 、 当 該 地 方 の 地下 の 活動 を 哲学 者 パ 
ル メ ニ デ ス に 教え た 可能 性 が 有る 。 
水 自体 が 異常 に 乱れ て いた 可能 性 すら 有る 。 
し か し 、 現 代 で も 未だ に 、 鳥 の 飛び 方 に よっ て は 厳し い 冬 の 前 兆 と 考え る 。 
動物 の 消化 器官 や 呼吸 器官 の 中 を 調べ て 、 大 気 の 作用 に よる 、 い くつ か の 感化 
を 予見 する 事 は 可能 で ある 。 
と ころ で 、 精 神 的 な 原因 に よっ て 、 大 気 が 物質 的 に 乱れ る 場合 が 有る 。 
革命 は 、 大 嵐 と 成る 。 
大 衆 の 深呼吸 は 、 天 空 を 動か す 。 
成功 と 、 電 気 の 流れ は 、 同 時 に 起こ る 。 
星 の 光 、 生 き て いる 光 の 色 は 、 雷 の 振動 を 表す 。 
特殊 な 予言 的 な 直感 に よっ て 大 衆 は 「 大 気 中 に 何 か が ある 」 と 話す 。 
占い 師 と ト 占 官 は 、 星 の 光 が 至 る 所 に 記し て いる 文字 を 読み 取る 方 法 と 、 星 の 光 
の 流れ と 回 転 に よる 象徴 を 解釈 する 方 法 を 知っ て いた 。 
占い 師 と ト 占 官 は 、 な ぜ 島 が 単独 で 飛ん だ り 群 れ で 飛ん だ りす る の か 知っ て いた 。 


占い 師 と ト 占 官 は 、 何 の 感化 に よっ て 鳥 が 東西 南北 へ 向かう の か 知っ て いた 。 

現代 人 は 、 ト 占 官 を 括 い も の に し て いる が 、 な ぜ 鳥 が 単独 で 飛ん だ り 群 れ で 飛ん 
だ りす る の か 、 何 の 感化 に よっ て 鳥 が 東西 南北 へ 向かう の か 、 全 く 説 明 で き な い あり 
さま で ある 。 

占い は 、 笑 いも の に する の は 非常 に 簡単 だ が 、 完 全 に 学ぶ の は 非常 に 難し い 。 

古代 の 神託 に つい て 不 護 慎 な 事 を 書い た 、「 神 託 の 歴史 」 で の フォ ント ネル 、 博 識 
な 者 ども 、 キ ル ヒ ャ ー の 様 に 、 人 が 占い を 笑い も の に する の は 、 人 の 性 質 に よる 、 理 
解 し て いな いも の へ の お 決ま り の 軽 蔵 と 拒絶 の せい で ある 。 

占い を 笑い も の に する 知識 人 に と っ て 占い に お ける 全て の も の は 詐欺 で ある 。 

占い を 笑い も の に する 知識 人 は 、 機 械 の 像 、 隠 され た 拡声 器 、 全 て の 神殿 に お け 
る 地下 室 に よる 人 為 的 な 反響 を 想定 する 。 

な ぜ 聖 所 を 際限 無く 誹謗 中 傷 す る の か ? 

祭司 に は 詐欺 師 し か いな か っ た の か ? いい え ! 

女神 ケレ ス や 神 ア ポロ ン の 秘 儀 祭司 に は 高潔 な 信念 の 人 が いな か っ た の か ? 
いい え ! 

それ と も 、 一 部 の 正しい 祭司 は 他 の 詐欺 師 の 聖職 者 に だ まさ れ て いた の か ? い 
いえ ! 

個人 、 個 人 の 悪人 に 神 は 永遠 の 命 を 与え て いな い の に 、 ど うし て 詐欺 師 の 聖職 者 
が 何 世 紀 も 、 詐 欺 師 の 聖職 者 を だ ます 事 無 く 、 正 し い 祭司 だ け を だ まし 続け られ た 
で あろ うか ? 

最近 の 実験 は 、 星 の 光 の 力 だ け で 、 思 考 を 伝え られ る 事 、 思 考 を 文字 に 変換 で き 
る 事 、 思 考 を 焼き つけ られ る 事 を 明らか に し た 。 

ダニ エル 書 5 章 の ベル シャ ザル の 宴 で 謎 の 指 が 文字 を 壁 に 記し た 様 に 、 現 代 で 
も 未だ に 、 謎 の 手 が 壁 に 文字 を 記す 事 が 有る 。 


狂信 や 軽 信 で ある と 確か に 非難 で き な い 学者 アラ ゴ の 「 純 粋 数 学 以外 で 、 不 可 
能 と いう 言葉 を 口 に する 人 は 、 用 心 が 足 りな い 」 と いう 賢明 な 意見 を 忘れ な い 様 に 
し よう 。 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス の 宗教 的 な 暦 は 、 マ ギ の 暦 に 基づい て いる 。 

ヌ マ ポン ピリ ウス の 暦 は 、 一 連 の 祭 と 神秘 で ある 。 

ヌ マ ポン ピリ ウス の 暦 は 、 至 る 所 が 、 秘 伝 伝授 者 の 秘密 の 考え を 思い 出さ せる 。 

ヌ マ ポン ピリ ウス の 暦 は 、 自 然 の 普遍 の 法 へ の 儀式 の 大 衆 の 行動 化 に 完全 に 適 
じ て くい る 。 

キリ スト 教 の 改善 で の 保守 的 な 伝統 主義 的 な 力 が 、 ヌ マ ポン ピリ ウス の 暦 の 月 
の 並び と 曜日 の 並び を 保存 し て いる 。 

ヌ マ ポン ピリ ウス の 下 で の 古代 ロー マ 人 の 様 に 、 未 だ に キリ スト 教徒 は 、 出 生 と 死 
を 記念 し て 聖 別 され て いる 金曜 と 土曜 を 神聖 な 物 と し て 禁欲 に よっ て 敬礼 し て いる 。 

た だ し 、 キ リス ト 教 徒 に に っ て は 、 ウ ェ ヌ ス の 金曜 は 、 ゴ ル ゴ タ の 丘 の 十字 架 で の イ 
エス に よる 罪 の つぐ でない によって 清め られ て いる 。 

サト ゥ ル ヌ ス の 暗い 土曜 は 、 人 に 成っ た 神 イ エス が 墓 で 眠っ て いる 曜日 で ある 。 

し か し 、 イ エス は 復活 する 。 

イエ ス が 約束 し た (正しい 魂 の 永遠 の ) 命 は 、 神 クロ ノ ス の 鎌 を 鈍ら せる 。 

古代 ロー マ 人 は 、5 月 を 女神 マイ ア に ささ げた 。 

(英語 で 5 月 は May と 呼ぶ 。) 

女神 マイ ア は 、 若 さと 花々 の 女神 ニン フ で ある 。 

女神 マイ ア は 、 年 の 初物 に 微笑 む 若 い 母 で ある 。 

(古代 人 は 神 に 感謝 し て 初物 、 初 収穫 物 を 神 へ ささ げた 。) 

キリ スト 教徒 は 、5 月 を 聖母 マリ ア に ささ げた 。 

聖母 マリ ア は 、 神 秘 の 薔薇 で ある 。 


聖母 マリ ア は 、 純 潔 の 白百合 で ある 。 

聖母 マリ ア は 、 救 い 主 イエ ス の 天 の 母 で ある 。 

その た め 、 創 世 か ら の 様 に 、 キ リス ト 教 の 儀式 は 古代 か ら の 物 で ある 。 

キリ スト 教 の 祭 は 、 先 祖 の 祭 に 似 て いる 。 

な ぜ な ら 、 キ リス ト 教 徒 の 救い 主 イ エス は 、 古 代 の 秘伝 伝授 の 象徴 的 な 神聖 な 美 
し さ を 廃 止 す る た め に 来 た の で は な い 。 

マタ イ に よる 福音 5 章 17 節 で 「 私 イエ ス が 律 法 と 預言 書 を 廃止 する た め に 来 た 

思う な か れ 。 私 イエ ス は 廃止 する た め に で は な く 成 就 す る た め に 来 た 」 と イエ ス 御 
自身 が 話し て いる 様 に 、 イ エス は 、 イ スラ エル の 象徴 的 な 律 法 に つい て の 全て の も 
の を 成就 する た め に 来 た の で ある 。 


第 2 巻 弟 6 章 迷 信 


迷信 は 、 概 念 が 失わ れ た 後 も 残っ た 宗教 の 形 で ある 。 

迷信 は 、 残 っ て いる 形骸 化し た 宗教 で ある 。 

も は や 未知 の 真理 や 、 外 見 を 変え た 真理 が 、 全 て の 迷信 の 起源 で あり 、 全 て の 迷 
信 の 説明 で ある 。 

「 迷 信 」 を 意味 する superstition の 語源 は ラテ ン 語 で 『 上 に 立つ も の 」、「 生 き 
残っ た も の 」 を 意味 する superstitio で ある 。 

「 迷 信 」 を 意味 する superstition の 語源 は 、 ラ テン 語 で 「 残 存 物 」、「 生 存 者 」 を 
意味 する superstes を 経由 し た 、 ラ テン 語 で 「 上 に 立つ も の 」、「 生 き 残 っ た も の 」 を 
意味 する superstitio で ある 。 

迷信 は 、 古 代 の 知 や 意見 の 死ん だ 残留 物 で ある 。 

思考 より も 直感 に 常に 支配 され て いる 、 大 衆 は 、 形 の 仲介 に よっ て 概念 に 執着 す 
る の で 、 習 慣 を 変え る の に 苦労 する 。 

その た め 、 迷 信 を 破棄 する 試み は 、 常 に 、 大 衆 に は 宗教 自体 を 攻撃 し て いる 印象 
を 与え て し まう 。 

その た め 、 大 いな る 法王 の 1 人 グレ ゴリ ウス 1 世 は 、 古 代 の 習慣 の 廃止 を 求め な 
が 7 だ 。 

法王 グレ ゴリ ウス 1 世 は 、「 大 衆 は 、 古 代 の 神 な ど を 敵 礼 する 場所 が 有る 限り 、 習 
慣 の 力 に よっ て 、 古 代 の 神 な ど を 敬礼 する 場所 に 親しむ の で 、 真 の 神 へ の 敬礼 に 導 
く の が 、 よ り 容 易 で ある 」 と 話し て 、 宣 教 者 に 古代 の 神殿 を 清め て 破壊 し な い 様 に す 
すめ た 。 


また 、 法 王 グ レゴ リウ ス 1 世 は 、「 フ ラン ス の ブル ター ニュ 地方 の ブル トン 人 に は 、 
祭 と 供え 物 を ささ げ る た め の 定 休日 が 有る 。 祭 を ブル トン 人 に 残し て お き 、 供 え 物 を 
ささ げ る の を 制止 し な い 様 に 。 祭 と いう 楽し み を ブル トン 人 に 残し て お き な さ い 。 た だ 
し 、 ブ ルト ン 人 を 異教 か ら キ リス ト 教 へ 優し く 徐 々 に 招き な さい 」 と 話し て いる 。 

その た め 、 キ リス ト 教 の 神聖 な 儀式 は 、 ほ と ん ど 名 前 を 変え な いで 、 古 代 の 宗教 的 
な 儀式 に 取っ て 代わ っ た 。 

例え ば 、 普 遍 の 不死 の ( 魂 の ) 命 を 信じ る た め に 、 先 祖 の 霊 を 招く 、 カ リス ティ ア と 
呼ば れる 宴 が 毎年 あっ た 。 

神 の カリ ステ ィ ア と 言え る 、 パ ン を イエ ス の 肉 と 思っ て 頂く 聖体 エ ウ カ リス ティ ア の 
会 が 、 古 代 の 宴 カ リス ティ ア に 取っ て 代わ っ た 。 

そし て 、 キ リス ト 教 徒 は 、 復 活 祭 ご と に 、 天 と 地上 の 全て の 友 と 交流 する 。 

キリ スト 教 は 、 改 善 に よっ て 古代 の 迷信 を 保持 し な いで 、 全 て の 宗教 の 残存 し て 
いる 象徴 に 魂 と 命 を 吹き 込ん だ 。 

キリ スト 教 が 改善 し た 迷信 の 中 に ある 、 自 然 の 知 は 、 宗 教 と 密接 で ある 。 

な ぜ な ら 、 自 然 の 知 は 、 人 を 神 の 秘密 に 入門 させ る 。 

魔術 の 忘れ られ た 知 は 、 タ ロッ ト の 象徴 の 中 に 、 未 だ 完全 に 生き て いる 。 

また 、 魔 術 の 知 は 、 生 き て いる 口伝 の 中 に 、 ま た 、 手 つか ず で 残さ れ て いる 様 に 見 
える 迷信 の 中 に 、 あ る 程度 は 生き て いる 。 

例え ば 、 数 や 曜日 へ の 意見 は 、 原 初 の 魔術 の 考え の 盲目 的 な 記憶 で ある 。 

ウェ ヌス に ささ げ ら れ た 曜日 と し て の 、 金 曜 は 、 常 に 不運 と 考え られ た 。 

な ぜ な ら 、 ウ ェ ヌ ス に ささ げ ら れ た 曜日 と し て の 、 金 曜 は 、 誕 生 と 死 の 神秘 を 象徴 
する 。 

その た め 、 へ ブラ イ 人 は 、 金 曜 は 、 作 業 に 着手 し な か っ た 。 

けれ ども 、 へ ブラ イ 人 は 、 金 曜 に 、 一 週間 の 作業 を 終え た 。 


な ぜ な ら 、 金 曜 は 、 作 業 を 休む 義務 が ある 土曜 の 安息 日 の 前 日 で ある 。 

数 13 は 、 完 全 な 循環 の 数 12 の 後 の 数 、 完 全 な 周期 の 数 12 の 後 の 数 で ある 。 

それ で 、 数 12 は 循環 、 周 期 と いう 生命 活動 を 意味 する の で 、 数 12 の 後 の 数 で あ 
る 、 数 13 は 死 を 意味 する 。 

また 、 死 に つい て の へ ブラ イ 人 の 信仰 の 箇条 は 13 番目 で ある 。 

ヨセフ 族 は マナ セ 族 と エフ ライ ム 族 と いう 2 つの 部 族 に 分 か れ た の で 、 イ スラ エル 
の 13 部 族 で 、 地 上 に お ける 約束 の 地 カ ナン で 収穫 を 分 け 合う 最初 の イス ラ エ ル の 
過 越 祭 が 行わ れ た 。 

イス ラ エ ル の 13 部 族 の うち ベニ ヤミ ン の ベニ ヤミ ン 族 が 断絶 し た 。 

ベニ ヤミ ン は 、23 祖 ヤ コブ の 子 の うち 最も 若かっ た 。 

食卓 に 13 人 いる と 、 食 卓 の 13 人 の うち 最も 若い 人 は 早死 に する 運命 で ある 、 と 
いう 口伝 の 由来 で ある 。 

マギ は 、 い くつ か の 動物 の 肉 を 食べ な か っ た 。 

また 、 マ ギ は 、 血 を 食べ な か っ た 。 

モー セ は 、 い くつ か の 動物 の 肉 と 全て の 動物 の 血 を 食べ な か っ た マギ の 実践 を 
戒め に 高め た 。 

その た め 、 モ ー セ の 下 で は 、 血 の 中 に ある 動物 的 な 魂 を 食べ る 事 は 違法 で あっ た 。 

な ぜ な ら 、 層 殺 後 も 、 凝 固 し た 腐敗 し た 星 の 光 の 焼 の 様 な 代物 と し て 、 動 物 的 な 
魂 は 血 の 中 に 残る 。 

そし て 、 凝 固 し た 腐敗 し た 星 の 光 の 焼 の 様 な 代物 で ある 、 動 物 的 な 魂 は 、 多 数 の 
病気 の 病原 菌 に 成り 得る 。 

絞殺 され た 動物 の 血 は 、 消 化し 難く 、 脳 卒 中 に 成り 易く 、 悪 夢 を 見 易い 。 

また 、 肉 食 動物 の 肉 は 、 健 康 に 悪い 。 

な ぜ な ら 、 肉 食 動物 の 肉 は 、 肉 食 と いう 残忍 な 先天 的 な 性質 に 結び つい て いる 。 


また 、 内 食 動物 の 肉 は 、 凝 固 し た 腐敗 し た 星 の 光 の 失 の 様 な 代物 で ある 動物 的 
な 魂 と いう 腐敗 と 死 を すでに 取り 込ん で いる 。 

テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 「 動 物 の 魂 が 肉体 か ら 乱 暴 に 引き 離さ れ た 時 、」 と 話 
し て いる 。 
「 動 物 の 魂 は 、 こ の 世 か ら 去 ら な い 。 
実に 、 肉 体 か ら 乱暴 に 引き 離さ れ て 死ん だ 人 の 魂 の 様 に 、 肉 体 か ら 乱 暴 に 引き 離さ 
れ て 死ん だ 動物 の 魂 や 人 の 魂 は 肉体 の 近く に 残る 。 
肉体 か ら 乱暴 に 引き 離さ れ て 死ん だ 動物 の 魂 や 人 の 魂 は 、 共 感 に よっ て 、 遠 ざか ら 
な いで 、 肉 体 の 近く に 残り 続け る 。 
肉体 か ら 乱 暴 に 引き 離さ れ て 死ん だ 動物 の 魂 や 人 の 魂 は 、 肉 体 の そば で 嘆い て い 
る の が 見 られ る 。 
肉体 が 埋葬 され て いな い 人 の 魂 も 、 肉 体 の そば で 嘆い て いる の が 見 られ る 。 
悪人 の 霊 の 魔術 師 は 、 埋 葬 さ れ て いな い 死 体 の 全部 か 一 部 を 支配 し て いる 限り 、 肉 
体 が 埋葬 され て いな い 人 の 魂 を 、 強 制 的 に 従わ せる 事 に よっ て 、 踏 み に じ る 事 が で 
さる 。 
肉体 か ら 乱 暴 に 引き 離さ れ て 死ん だ 、 動 物 の 魂 に つい て の 神秘 、 動 物 の 魂 と 肉体 の 
共感 、 動 物 の 魂 が 肉体 に 喜ん で 近づく 事 を 知っ て いる 、 神 知 学者 は 、 異 な る 魂 に 汚 
染 さ れ な い 様 に 、 い くつ か の 動物 の 肉 の 使用 を 正しく 禁止 し て いる 」 


さら に 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 の 神秘 学者 テ ェ ロス の ポル ピュ リオ ス は 、「 カ ラス 、 モ 
グラ 、 タ カ の 心臓 を 食べ る 事 に よっ て 予言 の 力 を 獲得 で きる 」 と 誤っ て 話し て 、 パ ラ ケ 
ルス ス の タリ スマ ン の 絵 な どの 一 部 を 除き 偽 の 魔術 書 「Little AlDert」 の 嘘 の 手順 
並み に まで 陥っ て いる 。 


テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 、 誤 っ た 方 向 に 進ん で 速やか に 迷信 に 陥っ た が 、 出 発 
点 は 自然 科学 で あっ た 。 

動物 の 秘密 の 特性 を 表す た め に 、 古 代 人 は 「 巨 人 と の 戦い の 時 代 に 、 神 々 は 隠れ 
る た め に 様々 な 動物 の 形 を 取り 、 そ の 後 の 時 代 で も 、 神 々 は 好き な 時 に 動物 の 形 を 
取る 」 と 話し て いる 。 

月 の 処女 の 女神 ディ アナ は 、 雌 の 狼 に 変身 し た 。 

太陽 神 は 、 牛 、 ラ イオ ン 、 竜 、 タ カ に 変身 し た 。 

へ カテ ー は 、 馬 、 肉 の ライ オン 、 雌 の 犬 に 変身 し た 。 

何人 か の 神 知 学者 に よる と 、 春 の 女神 で あり 冥界 の 女王 プロ セル ピナ に は 、 
Pherebates と いう 名 前 が 与え られ て いた 。 

な ぜ な ら 、 プ ロ セ ル ピ ナ は 、 キ ジ バ ト を 食べ て 生き て いた 。 

女神 マイ ア の 女 祭司 は 、 キ ジ バ ト を 女神 マイ ア に ささ げ る 習慣 が あっ た 。 

女神 マイ ア は 、 地 上 の プロ セル ピナ で ある 。 

女神 マイ ア は 、 清 ら か で 美しい 女神 ケレ ス の 娘 で ある 。 

女神 マイ ア は 、 人 の 義母 、 人 の 乳母 で ある 。 

エレ ウシ ス の 秘伝 伝授 者 は 、 野 鳥 で は な い 飼い な ら さ れ た 鳥 、 魚 、 豆 、 桃 、 リ ン ゴ を 
食べ な か っ た 。 

また 、 エ レ ウ シ ス の 秘伝 伝授 者 は 、 産 裾 中 と 月 経 中 の 女性 と 性 交 し な か っ た 。 

と テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 話し て いる 。 

また 、 テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 「 予 見 の 知 を 学ん だ 人 は 、 地 上 の も の に と ら わ 
れ て いる 状態 か ら 解放 され て 自由 に 成っ て 天 の 神々 の 間 に 場 所 を 見 つけ る た め に 、 
全て の 種類 の 島 を 食べ る な か れ 、 と 知っ て いる 」 と 話し て いる 。 

た だ し 、 テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 、 理 由 を 説明 し な か っ た 。 


エ ウ リ ピ デ ス に よる と 、 ク レタ 島 の 主神 ユピテル の 秘 儀 の 秘伝 伝授 者 は 、 動 物 の 
肉 を 食べ な か っ た 。 

後記 の 様 に 、 ミ ノ ス 王 へ の 合唱 の 叙情 詩 で 、 ク レタ 島 の 主神 ユピテル の 秘 儀 の 祭 
司 は 話し て いる 。 


「 フ ェ ニ キア の 都市 ニュ ロス の 女性 エ ウ ロ ペ ぺ の 息子 、 エ ウロ ペ と 大 いな る 主神 ユ ピ テ 
ル の 子 、 全 都市 で 有名 な 、 ク レタ 島 の 王 (、 ミ ノ ス ) よ 。 

私 達 は 、 短 剣 で 作ら れ た オー ク と 維 杉 で 建て られ た 神殿 を 捨て て 、 あ な た (ミノ ス 王 ) 
の 所 に 来 た 。 

(ミノ ス 王 よ 、) 見 て くだ さい 、 

私 達 は 、 清 ら か な 生活 を 送っ て 来 た 。 

イデ ィ 山 の 主神 ユピテル の 祭司 に 成っ た 時 か ら 、 私 は 、 酒 神 バ ッ カ ス の 信者 の 夜 の 
宴 に 参加 し な いし 、 半 生 の 肉 を 食べ な い 。 

( 

イデ ィ 山 は クレ タ 島 の 最も 高い 山 で ある 。 

伝説 で は イデ ィ 山 の 洞窟 で 主神 ゼウス が 生ま れ た 。 

イデ ィ 山 は 女神 レア を 祭る 山 で ある 。 

) 

た だ し 、 私 は 、 ロ ウソ ク を 神々 の 母 で ある 女神 レア に ささ げ る 。 

私 は 、 白 衣 を まとっ た 、 女 神 レア の 従者 Curetes の 中 の 祭司 で ある 。 

私 は 、 人 の 幼子 の ゆり か ご か ら 遠 く 離 れる 。 

また 、 私 は 、 人 の 墓 を 避け る 。 

そし て 、 私 は 、 命 の 息吹 に よっ て 動か され て いた 者 (、 動 物 の 肉 ) を 食べ な い 」 


魚肉 は 、 焼 が 多い の で 、 性 欲 を 刺激 する 。 

( 肉 、 魚 肉 、 牛 乳 、 豆 は 焼 、 リ ン が 多い 。) 

豆 は 、 興 奮 さ せる の で 、 放 心 状態 の 原因 に 成る 。 

変わ っ た 形式 を 含む 、 全 て の 形式 の 断食 に は 、 十 中 八 九 、 迷 信 で は な い 、 深 い 理 
由 が ある 。 

自然 の 調和 に 反する 食べ 物 の 組み 合わ せ が 、 い くつ か 存在 する 。 

出 エジプト 記 23 章 19 節 で モー セ は 「 子 ヤギ の 肉 を 母 ヤ ギ の 乳 で 煮る な か れ 」 と 
話し て いる 。 

出 エ ジ プ ト 記 23 章 19 節 の 「 子 ヤギ の 肉 を 母 ヤ ギ の 乳 で 煮る な か れ 」 と いう 命令 
は 、 例 え 話 と し て は 人 の 心 に 触れ て 感動 させ る し 、 衛 生 習 慣 と し て は 皿 明 で ある 。 

古代 ギリ シャ 人 は 、 古 代 ロ ー マ 人 の 様 に 、 同 じ ほ ど で は な い が 、 予 兆 に よる 予知 を 
信 民 で いた 。 

蛇 が 神聖 な 者 へ の ささ げ 物 を 食べ る と 、 吉 兆 で あっ た 。 

雷 は 、 右 で 鳴る か 左 で 噂 る か で 、 吉 兆 か 凶 光 に 成っ た 。 

くし ゃ み の 仕方 に よる 予知 が 存在 し た 。 

また 、( 腸 の ガス の 排気 と いっ た ) 他 の 自然 的 な 欠点 的 な 生理 現象 か ら も 未来 を 
推測 で きた 。 

神 メ ルク リウ ス へ の 聖歌 で ホメ ロス は 、 盗 人 の 守護 神 メ ルク リウ ス が 未だ 幼子 の 
時 に 神 ア ポロ ン の 和牛 を 盗ん だ の で 、 神 アポ ロン は 幼子 の 神 メ ルク リウ ス を つか まえ て 
盗み を 自白 させ よう と 揺 さ ぶ っ た 、 と 話し て いる 。 

「 神 メル クリ ウス は 、( 腸 の ガス の 排気 と いう ) 変 わっ た 奇跡 に 気づい た 。 
神 メ ルク リウ ス の 荒れ 狂う 脇腹 か ら ( 腸 の ガス の 排気 と いう ) 神 託 が 聞こ えた 。 
大 いな る 神 ア ポロ ン ま で 神 メ ルク リウ ス の ( 腸 の ) ガ ス は 昇っ た 」 


古代 ロー マ 人 に と っ て は 全て の も の が 予 光 で あっ た 。 

足 に 当たっ た 石 。 

メン フク ロウ の 鳴き 声 。 

犬 の 喘 える 声 。 

壊れ た 瓶 。 

自分 を 最初 に 見 た 老女 。 

全て の 根拠 が 無い 様 に 見 える 恐れ の 基盤 に 、 予 見 の 大 いな る 魔術 の 知 が 存在 す 
る 。 

予見 の 魔術 の 知 は 、 予 兆 を 無視 し な い ど ころ か 、 大 衆 は 見 過ごし て し まう 結果 か 
ら 一 続き に 繋が っ て いる 原因 へ 遡 る 。 

例え ば 、 犬 を 咲 えさ せる 大 気 の 感 化 は 特定 の 病人 に は 致命 的 で ある 、 と 予見 の 魔 


術 の 知 は 教え て くれ る 。 
例え ば 、 カ ラス の 集合 と 旋回 は 埋葬 され て いな い 死 体 の 存在 を 意味 する 、 と 予見 
の 魔術 の 知 は 教え て くれ る 。 


犬 の 咲 える 声 や カラ ス の 集合 と 旋回 は 、 常 に 、 凶 兆 で ある 。 

カラ ス は 、 殺 人 現場 や 処刑 現場 を 好む 。 

カラ ス 以 外 の 、 あ る 鳥 の 飛び 方 に よっ て は 厳し い 冬 の 予兆 と 成る 。 

また 、 別 の 、 あ る 鳥 の 海上 で の 悲し い 鳴き 声 は 嵐 の 到来 の 予兆 と 成る 。 

無知 な 大 衆 は 、 予 見 の 魔術 の 知 に よっ て 見 分 けら れる 予兆 に 気づい て (迷信 と し 
て ) 広 め る 。 

予見 の 魔術 の 知 を 知る 人 は 、 有 益 な 警告 を 至る 所 で 見 つけ る 。 

無知 な 大 衆 は 、 全 て の も の に 対し て 苦悩 し て お び え る 。 

古代 ロー マ 人 は 、 夢 に つい て の 大 いな る 観察 者 で あっ た 。 

古代 ロー マ 人 に よる 夢 解 さ ひ わざ は 、 命 の 光 、 星 の 光 に つい て の 知 で ある 。 


古代 ロー マ 人 に よる 夢 解き の わざ は 、 星 の 光 の 方 向 と 反射 の 理解 で ある 。 

魔術 と いう 超越 的 な 数 学 を 知っ て いる 人 は 、 星 の 光 に よっ て 映像 が 存在 する 事 を 
良く 知っ て いる 。 

魔術 と いう 超越 的 な 数 学 を 知っ て いる 人 は 、 星 の 光 の 直接 光 、 反 射 光 、 屈 折 光 に 
よっ て 映像 が 存在 する 事 を 良く 知っ て いる 。 

魔術 を 知っ て いる 人 は 、 星 の 光 の 光線 の 方 向 に よっ て 、 折 り 返 し の 反射 光 を 見 つ 
ける 方 法 を 知っ て いる 。 

魔術 を 知っ て いる 人 は 、 正 確 な 計算 に よっ て 、 常 に 、 光 源 に 辿り 着い て 、 星 の 光 の 
普遍 の 力 や 相対 的 な 力 を 判断 で きる 。 

魔術 を 知っ て いる 人 は 、 映 像 の 正 し さ や 奇形 の 原因 と し て 、 肉 眼 と いっ た 外 的 な 
肉体 の 視覚 機構 や 想像 力 と いう 魂 の 目 に よる 内 的 な 精神 的 な 視覚 機構 の 健康 状 
態 を 考慮 に 入れ る 。 

魔術 を 知っ て いる 人 に と っ て 、 夢 は 完全 な 刻 示 で ある 。 

な ぜ な ら 、 夢 は 、 人 が 眠り と 呼ん で いる 夜間 の 死に お ける 、 魂 の 不死 性 に 似 て いる 。 

夢 を 見 て いる 状態 で は 、 人 は 、 善 悪 を 意識 せ ず 、 時 空 を 意識 せ ず 、 星 の 光 と いう 普 
遍 の 命 を 共有 する 。 

夢 の 中 で 人 は 、 木 々 を 飛び 越え 、 水 上 で 踊り 、 獄 に 息 を 吹き か け て 崩壊 させ る 。 

また は 、 健 康 状態 や 良心 の 状態 に よっ て は 、 夢 の 中 で 人 は 、 重 く 、 悲 し く 、 追 われ 、 
完全 に 縛ら れる 。 

夢 の 全 て の も の は 、 観 察する べき 有益 な も の で ある 。 

疑い 無く 、 実 に 、 何 も 知ら ず 学 ぼ うと も 思わ な い 人 が 何 を 夢 か ら 推 測 で きる か ? 

古代 の 賢者 は 、 魂 を 高め て 感覚 を 統治 させ る 調和 の 全て の 力強い 作用 を 良く 
知っ て いた 。 


し か し 、 古 代 の 賢者 が 和らげ 静め る た め に 応用 し た 物 を 、 誘 惑 者 で ある 悪人 の 霊 
の 魔術 師 は 、 興 奮 さ せ た り 本 西 させ た りす る た め に 悪用 し た 。 

古代 ロー マ と テッ サリ ア の 魔女 は 、 意 味 不 明 な 魔法 の 言葉 に よっ て 月 を 天空 か ら 
引き ずり 降ろ せる 、 意 味 不 明 な 魔法 の 言葉 を 唱え る と 月 が 血 を 流し て 青白 く 成り な 
が ら 地 に 堕ち る 、 と 誤っ て 思い 込ん だ 。 

古代 ロー マ と テッ サリ ア の 魔女 は 、 意 味 不 明 な 魔法 の 言葉 を 単調 に 唱え た 。 

古代 ロー マ と テッ サリ ア の 魔女 は 、 魔 法 陣 の 輪 の 周り を 歩き 周り 、 催 眠 状態 に 成 
り 、 興 奪 し て 、 怒 りや 忘 我 状態 や 強硬 症 カ タレ プシ ー に 至っ た 。 

古代 ロー マ と テッ サリ ア の 魔女 は 、 意 識 が 覚醒 し た 状態 で 、 夢 の 中 に 落ち た 。 

夢 の 中 で 古代 ロー マ と テッ サリ ア の 魔女 は 、 墓 が 開き 、 悪 人 の 霊 の 群れ に よる 雲 
が 大 気 を 曇ら せ 、 月 が 天 か ら 地 に 聴 ち た の を 見 た 。 

星 の 光 は 、 地 の 生き て いる 魂 で ある 。 

星 の 光 は 、 地 上 の 生き て いる 魂 で ある 。 

星 の 光 は 、 物 質 的 な 魂 、 死 に 至る 魂 で ある 。 

つり 合い の 永遠 の 法 が 、 星 の 光 に よる 生成 や 運動 を 制御 する 。 

星 の 光 は 、 全 て の 肉体 を 包囲 し 、 全 て の 肉体 に 浸透 し て いる 。 

星 の 光 は 、 重 い 肉 体 を 浮遊 させ て 強力 な 吸引 の 中 心 の 周り に 回 転 さ せる 事 が で 
きる 。 

調査 は 不 十分 で は ある が 、 肉 体 の 浮遊 現象 は 、19 世紀 で も 再現 され て 、 星 の 光 
の 理論 の 正 し さ を 証 明 し て いる 。 

誘惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 が 自身 を 中 心 に 引き 起こ す 魔 術 的 な 渦 は 、 星 の 
光 の 自然 の 法 が 原因 で ある 。 

星 の 光 の 自然 の 法 は 、 あ る 肥 虫 類 が 鳥 を 縛る 事 を 説明 する 。 


星 の 光 の 自然 の 法 は 、 陰 気 で 引っ 込み 思案 の 人 が 神経 質 な 人 を 魅了 する 事 を 説 
明 す る 。 

一 般 的 に 、 霊 媒 者 は 、 心 の 内 面 に 虚無 の 空間 が 開い て いる 病 的 な 人 間 で 、 深 消 
が 水 を 渦巻 き 状 に 引き 寄せ る 様 に 、 星 の 光 を 引き 寄せ る 。 

霊媒 者 に よる 星 の 光 の 流れ は 、 重 い 肉体 を 菓 の 様 に 持ち 上 げ て 流れ に 運び 去る 
事 が で きる 。 

霊媒 者 は 、 陰 気 で 心 の つり 合い を 失い 乱れ て いる 。 

霊媒 者 の 流体 の 体 、 霊 媒 者 の 星 の 体 は 、 不 定形 で ある 。 

霊媒 者 は 、 引 力 を 及ぼ す 事 が で き 、 補 助 腕 、 幻 の 手 を 大 気 中 に 伸ばせ る 。 

有名 な 霊媒 師 ホ ー ム が 近く に 胴体 が 無い 幻 の 手 を 出現 させ て いる 時 、 ホ ー ム の 
肉体 の 手 は 死ん で 冷た く 硬 直し て いた 。 

霊媒 者 は 、 死 が 目 に 見 える 形 で 命 と 戦っ て いる 驚く べき 存在 で ある 、 と 言え る か も 
し れ な い 。 

誘惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占 い 師 、 邪 視 者 、 呪 い の 言 葉 を 口 に する 者 も 、 
死 が 目 に 見 える 形 で 命 と 戦っ て いる 人 で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 

霊媒 者 、 誘 惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占 い 師 、 邪 視 者 、 呪 い の 言 葉 を 口 に す 
る 者 は 、 自 覚 し て いて も 無自覚 で も 、 吸 血 鬼 で ある 。 

霊媒 者 、 誘 惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占 い 師 、 邪 視 者 、 呪 い の 言 葉 を 口 に す 
る 者 は 、 吸 血 鬼 で 、 自 身 に 不足 し て いる 命 を 吸い 取っ て 星 の 光 の つり 合い を 乱す 。 

自覚 が 有 っ て 意識 的 に 命 を 吸い 取っ て 星 の 光 の つり 合い を 乱 し て いる 場合 は 、 霊 
媒 者 誘惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占 い 帥 、 邪 視 者 、 呪 い の 言 葉 を 口 に する 者 
は 、 神 され る べき 犯罪 者 で ある 。 


無自覚 で 無意識 に 命 を 吸い 取っ て 星 の 光 の つり 合い を 乱 し て いる 場合 で も 、 霊 媒 
者 、 誘 惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占 い 師 、 邪 視 者 、 呪 い の 言葉 を 口 に する 者 は 、 
最悪 な 危険 人 物 で ある 。 

霊媒 者 、 誘 惑 者 で ある 悪人 の 霊 の 魔術 師 、 占 い 師 、 邪 視 者 、 呪 い の 言葉 を 口 に す 
る 者 か ら 、 虚 弱 な 神経 質 な 人 は 用 心して 離れ る べき で ある 。 

後記 の 様 に 、 師 プロ ティ ノ ス の 生涯 の 伝記 で テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス は 話し て い 


II 


る 。 


哲学 者 を 自称 する 者 の 中 に 、 例 の オリ ュ ン ピウス が いた 。 
オリ ュ ン ピウス は 、 ア レク サン ドリ ア の 人 で あっ た 。 
オリ ュ ン ピウス は 、 一 時 、 ア ン モ ニオ ス サッ カス の 弟子 で あっ た 。 
オリ ュ ン ピウス は 、 名 声 に お いて プロ ティ ノ ス を 超え た いと いう 野心 が あっ て 、 プ ロティ 
ノ ス を 見 下す 言動 を し た 。 
また 、 オ リュ ン ピ ウ ス は 、 プ ロティ ノ ス の 名 声 を 損 な お うと 魔術 の 儀式 で 呪っ た 。 
し か し 、 呪 い の 反 作用 だ けが オリ ュ ン ピウス 自身 に の み 降 りか か っ た の で 、 プ ロティ ノ 
ス の 魂 は 敵 の 悪意 に よる 呪い を 敵 に 返す の だ か ら 大 いな る 力 を 持つ 魂 の 1 つ で あ 
る に 違い な い 、 と オリ ュ ン ピウス は 友人 に 認め ざる を 得 な か っ た 。 
プロ ティ ノ ス は 、 オ リュ ン ピ ウ ス の 敵意 に よる 呪い に 気づい て いた 。 
その た め 、 プ ロティ ノ ス は 『 今 オリ ュ ン ピウス が けい れん し て いる 』 と 突然 話す 事 が 
あつ だ た だ 。 
オリ ュ ン ピウス の 呪い が プロ ティ ノ ス に は ね 返さ れる 事 が くり 返さ れ た 。 
オリ ュ ン ピウス は 、 プ ロティ ノ ス を 苦し め よ うと し た 呪い と いう 悪行 に よっ て 、 オ リュ ン 
ピウス 自身 が 苦し め ら れる 羽目 に 成っ た の で 、 プ ロティ ノ ス を 呪う 事 を や め た 」 


つり 合い は 、 命 の 光 、 星 の 光 の 大 いな る 法 で ある 。 

呪い を 強力 に 放射 し て 、 呪 い を か けた 人 より 心 の つり 合い が 取れ て いる 呪 わ れ た 
人 に は ね 返さ れる と 、 呪 い は 呪い を か けた 人 自身 に 呪っ た 時 の 激 し さ の まま 返っ て 
来る 。 

星 の 光 と いう 自然 の 力 を 呪い な ど に 悪用 する 人 に は 災い が 有る ! 

な ぜ な ら 、 自 然 は 正しい 。 

その た め 、 自 然 の 反作用 は 恐ろし い 。 

自然 の 反作用 は 明 散 する べき で ある 。 
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THE SEVEN WONDERS OF THE WOKRLD 


第 2 巻 第 7 章 魔術 の 記念 建造 物 


魔術 の 歴史 第 1 巻 第 4 章 で 、 古 代 エ ジ プ ト は pantacle で あっ た 、 と 話し た 。 

そし て 、 同 様 に 、 全 体 的 に 、 古 代 の 世界 は pantacle で あっ た 、 と 言え る か も し れ な 
い 。 

大 いな る 秘 儀 祭司 は 、 絶 対 の 知 を 苦心 し て 隠 そ うと する に つれ て 段々 と 、 絶 対 の 
知 の 象徴 を 増殖 し て 広め よう と し た 。 

正方 形 の 基礎 を 持つ 三角 形 で ある 、 ピ ラミ ッ ド は 、 自 然 の 知 に 基づい た 形 面 上 学 
を 表す 。 

自然 の 知 の 象徴 に よる 鍵 は 、 不 思 議 な スフィンクス の 巨人 的 な 形 を 取っ た 。 

スフィンクス は 、 ピ ラミ ッ ド の 足下 で 何 年 も 寝 ず の 番 を し て 、 砂 の 中 に 深く 埋もれ て 
いた 。 

「 世 界 の 七 不思議 」 と 呼ば れ て いる 7 つの 大 いな る 記念 建造 物 は 、 ピ ラミ ッ ド と 
テー バイ の 7 つの 神秘 的 な 門 に つい て の 高尚 な 注釈 で あっ た 。 

ロー ドス 島 に は 太陽 神 ヘ リオ ス ま た は 光 の 神 ア ポロ ン の 巨像 と いう pantacle が 
あっ た 。 

ロー ドス 島 で は 、 光 と 真理 の 神 ア ポロ ン を 、 黄 金 を まとっ た 人 の 形 で 表し た 。 

光 の 神 ア ポロ ン の 巨像 は 、 知 の 光 を 右手 に か か げ 、 自 発 的 な 行動 の 矢 を 左手 に 
か か げ て いた 。 

光 の 神 ア ポロ ン の 巨像 は 、 両 脚 を それ ぞ れ 2 つの 防波堤 の 上 に 固定 し て いて 、 必 
然 と 自由 、 自 発 性 と 受容 性 、 固 定 さ れ た も の と 気化 し 易い も の 、 と いう 自然 の 永遠 に 
つり 合わ せ て いる 2 つの 力 を 表す 。 

要約 する と 、 光 の 神 ア ポロ ン の 巨像 は 、 両 脚 を それ ぞ れ 2 つの 防波堤 の 上 に 固定 
し て いて 、「 ヘ ラク レス の 柱 」 と いう 2 つの 柱 に 相当 する 。 


エフ ェ ソ ス に は 、 女 性 の 汎 神 で ある 月 の 女神 ディ アナ の 神殿 、 月 の 女神 アル テ ミ 
ス の 神殿 と いう pantacle が あっ た 。 

月 の 女神 アル テ ミ ス の 神殿 は 、 世 界 に 似 た 形 に 造ら れ た 。 

月 の 女神 アル テ ミ ス の 神殿 は 、 ア キレ ス の 盾 に 似 て いる 正方 形 の 美術 品 の 陳列 
室 と 円 形 の 境内 を 持つ 、 十 字 を 載せ て いる 半球 形 の 建造 物 で あっ た 。 

マウ ソロ ス 霊 遍 は 、 貞 泊 と 結婚 の 女神 ウェ ヌス また は 金星 の pantacle で あっ た 。 

マウ ソロ ス 霊 診 の 形 は 、 正 方 形 の 高台 と 円 形 の 境内 を 持つ 、 男 性 器 で あっ た 。 

マウ ソロ ス 霊 応 は 、 正 方 形 の 高台 の 中 心 に そびえ た 、 十 字 を 形成 する 様 に 4 頭 の 
馬 を つない だ 戦車 に 乗っ た 、 頂 点 を 平面 で 切っ た ピラ ミッ ド で あっ た 。 

ビ ピラ ミッ ド は 、 ヘ ル メ ス ま た は メル クリ ウス また は 水星 の pantacle で あっ た 。 

オリ ュ ン ピア の ユピテル 像 、 オ リュ ン ピ ア の ゼウス 像 は 、 木 星 の 神 ゼウス の 
pantacle で あっ た 。 

「 バ ビ ロ ン の 城壁 」 と 女王 セミ ラミ ス の 砦 で ある 「 バ ビ ロ ン の 空中 庭園 」 と いう 2 
つの 「 世 界 の 七 不思議 」 は 、 戦 神 マ ルス また は 火星 の pantacle で あっ た 。 

究極 的 に 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 は 、「 世 界 の 七 不思議 」 の 全て に 取っ て 代わ 
る 運命 で ある 普遍 の 絶対 の pantacle で 、 キ リス ト 教 世界 に と っ て は 土星 の 胃 散 す 
る べき pantacle で あっ た 。 

秘伝 伝授 の 哲学 の 7 つ 1 組 は 、 古 代 人 の 考え に よる と 、3 つの 絶対 の 原理 に 要 
約 で きる 。 

3 つの 絶対 の 原理 は 、 唯 一 の 原理 に まとめ る 事 が で きる 。 

その た め 、 四 大 元素 の 形 は 唯一 の 形 に まとめ る 事 が で き 、 四 大 元素 の 形 全体 は 
概念 と 形 で 出来 た 統一 体 に 成る 。 

後記 が 、3 つの 原理 で ある 。 


(1) 
「 存 在 は 存在 で ある 」 
「 存 在 は 存在 する 」 
「 存 在 性 は 存在 性 で ある 」 
「 あ る 存在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 」 
「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意味 で 同じ で ある 」 
「 神 は 存在 する 」 
哲学 に お いて は 、「 存在 は 存在 で ある 」 は 、「 概 念 と 存在 する も の は 同じ で ある 」 事 、 
「 概 念 と 真理 は 同じ で ある 」 事 を 意味 する 。 
宗教 に お いて は 、「 神 は 存在 する 」 は 、 第 一 原理 で ある 父 で ある 神 で ある 。 


(2) 
「 存 在 は 現実 で ある 」 

哲学 に お いて は 、「 存 在 は 現実 で ある 」 は 、「 知 と 存在 する も の は 同じ で ある 」 事 、 
「 知 と 現実 は 同じ で ある 」 事 を 意味 する 。 

宗教 に お いて は 、「 存 在 は 現実 で ある 」 は 、 プ ラ ト ン の 神 の 言葉 ロゴ ス 、 世 界 の 創 


造 者 デミ ウル ゴス 、 神 の 言葉 イエ ス で ある 。 


(③) 
「 存 在 は 論理 的 で ある 」 

哲学 に お いて は 、「 存 在 は 論理 的 で ある 」 は 、「 論 理 と 現実 が 同じ で ある 」 事 を 意 
味 す る 。 

宗教 に お いて は 、! 存 在 は 論理 的 で ある 」 は 、 神 意 ま た は 神 の 作用 、 キ リス ト 教 で 
神 の 聖霊 と 呼ば れ て いる 真 と 善 の 相互 の 愛 で あ る 。 


神 の 作用 に よっ て 、 善 は 実現 され る 。 


四 大 元素 の 形 は 、2 つの 基礎 の 法 の 表れ で ある 。 

2 つの 基礎 の 法 は 、 抵 抗 と 運動 で ある 。 

2 つの 基礎 の 法 は 、 固 定 と 抵抗 する 慣性 で ある 。 

2 つの 基礎 の 法 は 、 自 発 的 な 命 と 気化 し 易い も の で ある 。 

より 一 般 的 な 言葉 で 言い 換え る と 、2 つの 基礎 の 法 は 、 物 質 と 精神 で ある 。 

物質 は 、 受 容 的 な 形 定 が 明確 に 話す 、 無 で ある 。 

精神 は 、 正 し い 真 で ある も の に お ける 、 絶 対 の 必然 の 原理 で ある 。 

物質 的 な 無 に よる 精神 に 対す る 否定 の 作用 は 、 い け な い 原理 と 呼ば れ て いる 。 

創造 と 光 で 物質 的 な 無 を 満た す 、 精 神 に よる 物質 的 な 無 に 対す る 青 定 の 作用 は 、 
善 の 原理 と 呼ば れ て いる 。 

人 性 が 、 い け な い 原理 と いう 概念 に 対応 し て いる 。 

物質 的 な 生成 に よっ て 無 と 言え る 罪 を 宿す 人 の 罪 を つぐ な っ て 救う 論理 的 な 命 
が 、 善 の 原理 と いう 概念 に 対応 し て いる 。 

前 記 が 、 秘 密 の 秘伝 伝授 の 考え で ある 。 

前 記 が 、 キ リス ト 教 の 精神 が 復活 させ た 、 キ リス ト 教 の 輝き が 明か し て いる 、 キ リス 
ト 教 の 考え が 神 の 力 で 確立 し て いる 、 キ リス ト 教 の 象徴 が 実現 し て いる 、 見 事 な 総合 
で ある 。 

保存 する た め の ヴ ェ ー ル の 下 に 、 キ リス ト 教 の 総合 は 姿 を 隠し て いる 。 

原初 の 美 し さ の まま 、 母 的 な 豊か さ の まま 、 人 は キリ スト 教 の 総合 を 取り 戻す 運命 
で ある 。 


第 3 巻 キリ スト 教 の 啓示 に よる 神聖 な 統合 と 魔術 の 実現 


ギ メ ル 


第 3 巻 第 1 章 ユ ダ ヤ 教 徒 に に る イエ ス キリ スト へ の 魔術 に つい 
て の 非難 


ヨハ ネ に よる 福音 1 章 14 節 の 「 神 の 言葉 イエ ス は 人 に 成っ た 」 と いう 言葉 を 、 カ 
トリ ッ ク 教 会 は ひざ まず いて 話さ ず に は いら れ な い 。 

ヨハ ネ に よる 福音 1 草 14 節 の 「 神 の 言葉 イエ ス は 人 に 成っ た 」 と いう 言葉 は 、 キ 
リス ト 教 の 十分 な 啓示 を 成 し て いる 。 

また 、 使 徒 ヨ ハネ は 、 正 統 な 教え の 基準 を 与え て いる 。 

正統 な 教え の 基準 と は 、「 イ エス キリ スト は 、 人 に 成っ て 、 あ ら わ れ た 」 と いう 信仰 
告白 で ある 。 

言い 換え る と 、「 イ エス キリ スト は 、 目 に 見 える 形 で 、 人 の 実体 で 、 あ ら わ れ た 」。 

エ ゼ キ エ ル 書 で 、 エ ゼ キ エル は 、 幻 視 に お いて 、 秘 伝 の 知 の pantacle と 象徴 を 描 
いた 後に 、 
車輪 の 中 で 回 転 する 車輪 を 表し た 後に 、 
全て の 天球 を 見 て いる 無数 の 生き て いる 目 を 描い た 後に 、 
4 つの 神秘 の 生き て いる 生き 物 の 羽ばたく 細 を 並べ た 後に 、 
エ ゼ キ エ ル 書 37 章 で 、 古 代 の 預言 者 の 中 で 最も 学 が 深い カバ リス ト で ある 、 エ ゼ キ 
エル は 、 枯 れ た 骨 が 散っ て いる 平野 だ け を 見 た 。 

エ ゼ キ エ ル 書 37 章 で 、 エ ゼ キ エル の 言葉 は 、 枯 れ た 骨 を 肉 で 覆っ て 、 形 を 復元 さ 
せ た 。 

し か し 、 悲 し い 美 し さ が 、 枯 れ た 骨 と いう 死 の 残骸 を 覆っ て いる 。 


実に 、 悲 し い 美 し さ は 、 冷 た く 活気 が 無かっ た 。 


天 か ら 思 いや り の 息吹 が 降臨 し た 時 、 古 代 の 世界 の 教え と 神話 は 、 美 し い が 冷 た 
く 活気 が 無い 圧 し い 物 で あっ た 。 

天 か ら 思 いや り の 息吹 が 降臨 する と 、 死 ん で いた 形 は 復活 し た 。 

哲学 の 死霊 は 、 真 の 知 の 人 に 場所 を 譲っ た 。 

神 の 言葉 イエ ス は 、 人 に 成っ た 。 

そし て 、 人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス は 、 生 き て いる 。 

も は や 抽象 概念 の 時 で は な く 実 体 の 時 に 成っ た 。 

行動 に よっ て 証明 され て いる 信心 が 、 架 空 の 話 に 終わ る だ け で あっ た 仮説 に 取っ 
で 代わ ら た 。 

魔術 は 、 神 性 と 成っ た 。 

不思議 は 、 奇 跡 と 成っ た 。 

古代 の 秘伝 伝授 か ら 除外 され て いた 、 大 衆 は 徳 の 王者 と 祭司 に 成る 様 に 求め ら 
れ て いる 。 

実現 は 、 キ リス ト 教 の 神髄 で ある 。 

キリ スト 教 は 、 明 ら か な 例え 話す ら 具 体 的 に 実現 する 。 

マタ イ に よる 福音 19 章 の 象徴 的 な 実話 の 金持ち の 青年 の 家 が 未だ に エル サレ 
ム で 見 つか る 。 

用 心して 探求 すれ ば 、 マ タイ に よる 福音 25 章 の 例え 話 の 5 人 の 愚か な 処女 の う 
ち 1 人 が 所 有 し て いた ラン プ が 見 つか る か も し れ な い 。 

聖書 の 例え 話 を 無邪気 に 軽 信 する 事 は 、 基 本 的 に 、 あ まり 危険 で は な い 。 

実に 、 軽 信者 は 、 キ リス ト 教 の 信心 の 生き て いる 力 や 実現 する 力 を 証明 し て いる に 
過ぎ な い 。 

ユダ ヤ 教 徒 は 、 キ リス ト 教 が 信心 を 物質 化し た り 地 上 の 俗 世 の も の を 理想 化し た 
り し た と 誤っ て 非難 し た 。 


高等 魔術 の 教理 第 12 章 で 話し た ユダ ヤ 教 の 聖職 者 に よる Sepher Toldos 
Jeschu の 注釈 の 恥ず べき 例え 話 は 、 キ リス ト 教 が 信心 を 物質 化し た り 地 上 の 俗 世 
の も の を 理想 化し た り し た と いう 誤っ た 非難 を 支持 する た め に 、 ね つ 造 され た 。 

ユダ ヤ 教 の 聖職 者 に よる 、Sepher Toldos jeschu の 注釈 の 例え 話 に 関連 し て 、 
タル ムー ド に は 、 離 縁 さ れ た 女 の 息 子 イエ ス Den Sabta が 、 エ ジ プ ト で 汚れ た 神秘 
を 学び 、 イ スラ エル で 偽 の 石 を 建て 、 大 衆 を 偶像 崇拝 に 導い た 、 と いう イエ ス キリ ス 
ト を 誹謗 中 傷 し て いる 話 が 記さ れ て いる 。 

それ に も か か わら ず 、 タ ルム ー ド で は 、 ユ ダ ヤ 教 の 聖職 者 が イエ ス キリ スト を 「 諸 
手 を 挙げ て 呪っ た 」 事 は 誤り で ある と 認め て いる 。 

「 諸 手 を 挙げ て 呪う な か れ 。 許 し て 祝福 する た め に 、 諸 手 の うち 1 つの 手 を 常に 自 
由 に し て お く た め に 」 と いう キリ スト 教 世 界 と イス ラ エ ル を 結ぶ 運命 で ある 美しい 戒 
め が タ ルム ー ド に は 存在 する 。 

事実 、 ユ ダ ヤ 教 の 聖職 者 は 、 平 和 を も た らし て いる 主 イ エス に 対し て 不正 を 働く 罪 
を 犯し た 。 

イエ ス は 、 既 成 の 位階 制 に 従う 様 に 弟子 に すす め た 。 

マタ イ に よる 福音 23 章 で 救い 主 イ エス は 「 ユ ダ ヤ 教 の 聖職 者 は モー セ の 座 に い 
る 。 そ の た め 、 ユ ダ ヤ 教 の 聖職 者 の (口先 だ け の ) 言 葉 に は 従い な さい 。 し か し 、 ユ ダ 
ヤ 教 の 聖職 者 の (悪い ) 行 い を 真似 な か れ 」 と 話し て いる 。 

ルカ に よる 福音 17 章 で 、 イ エス は 、 体 を ユダ ヤ 教 の 聖職 者 へ 見 せる 様 に 10 人 の 
皮膚 病 の 病人 に 命令 し て 、 道 の 途中 で 10 人 の 病人 の 病気 を 治し た 。 

奇跡 の 名 誉 を 最低 の 敵 に 譲る と は 、 奇 跡 と いう 神 の 御 業 に お ける 名 誉 を 得る 権 
利 の 放棄 は 何と 心 に 触れ て 感動 する 事 か ! 

後 は 、 イ エス キリ スト が 偽 の 基礎 の 石 を 建て た と 誤っ て 非難 する ユダ ヤ 教 の 聖職 
者 は 、 真 の 基礎 の 石 を 知っ て いた の か ? 


パリ サイ 人 の 時 代 の ユダ ヤ 教 徒 は 、「 基 礎 の 石 」、「 立 方 体 の 石 」、「 賢 者 の 石 」、 
「 特 に ピラ ミッ ド の 様 に 基礎 が 正方 形 で ある 三角 形 で ある カバ ラ の 神殿 の 基礎 の 
石 」 の 知 を 失っ て いた の で は な いか ? パリ サイ 人 の 時 代 の ユダ ヤ 教 徒 は 、「 基 礎 
の 石 」、「 立 方 体 の 石 」、「 賢 者 の 石 」、「 特 に ビラ ミッ ド の 様 に 基礎 が 正方 形 で ある 三 
角形 で ある カバ ラ の 神殿 の 基礎 の 石 」 の 知 を 失っ て いた ! 

イエ ス が 変革 者 で ある と 非難 する 事 に よっ て 、 パ リサ イ 人 の 時 代 の ユダ ヤ 教 徒 は 
古代 の 知 を 忘却 し て いた 事 を 物語 っ て し まっ た の で は な いか ? イエ ス が 変革 者 で 
ある と 非難 する 事 に よっ て 、 パ リサ イ 人 の 時 代 の ユダ ヤ 教 徒 は 古代 の 知 を 忘却 し て 
いた 事 を 物語 っ て し まっ た ! 

アブ ラ ハ ム が 見 て 喜ん だ 光 は 、 モ ー セ の 不信 心 な 子孫 で ある ユダ ヤ 教 徒 に と っ て 
は 消失 し た の で は な いか ? アブ ラ ハ ム が 見 て 喜ん だ 光 は 、 モ ー セ の 不信 心 な 子孫 
で ある ユダ ヤ 教 徒 に と っ て は 消失 し た ! 

イエ ス は 、 ア ブラ ハム が 見 て 喜ん だ 光 を 復活 させ て 新しい 輝き で 輝 か せ た の で は 
な いか ? イエ ス は 、 ア ブラ ハム が 見 て 喜ん だ 光 を 復活 させ て 新しい 輝き で 輝 か せ 
た ! 

イエ ス が カバ ラ と いう アブ ラ ハ ム か ら の 古代 の 知 を 復活 させ た 事 を 深く 確信 する 
に は 、 福 音 書 と ヨハ ネ の 黙示 録 を 「 形 成 の 書 」 と 「 光 輝 の 書 」 の 神秘 の 教え と 比べ る 
必要 が 有る 。 

福音 書 と ヨハ ネ の 黙 示 録 を 「 形 成 の 書 」 と 「 光 輝 の 書 」 と 比べ る と 、 キ リス ト 教 は 、 
イス ラ エ ル の 異端 で は な く 、 へ ブラ イ 人 の 真 の 正統 な 口伝 に よる 教え で ある 、 と 理解 
する で あろ う 。 

一 方 、 律 法学 者 と パリ サイ 人 は 党派 心 の 強い 者 ども で あっ た 。 

さら に 、 世 界 全体 の 同意 に よっ て 、 イ スラ エル に お ける 聖職 者 に よる 支配 の 廃止 と 
供え 物 の 継続 の 廃止 に よっ て 、 キ リス ト 教 の 正統 性 は 証明 され て いる 。 


祭司 に よる 支配 と 供え 物 の 継続 は 、 真 の 宗教 の 2 つの 議論 の 余地 が 無い 特徴 で 
ある 。 

神殿 が 無い 、 大 祭司 の いな い 、 供 え 物 が 無い 、 ユ ダ ヤ 教 は 、 反 体制 派 の 信仰 と し 
て 残存 し て いる に 過ぎ な い 。 

何人 か は 未だ に ユダ ヤ 教 徒 の まま で ある が 、 神 殿 と 祭壇 は キリ スト 教 の 物 と 成っ 
と 

外典 の 福音 書 に は 、 キ リス ト 教 へ の 確信 の 基準 と 成る 、 美 し い 説明 的 な 例え 話 が 
存在 する 。 

キリ スト 教 の 根拠 と 特徴 は 、 実 現 の 確信 で ある 。 


「 幼 子 が 泥 で 鳥 を 造っ て 遊ん で いた 。 

幼子 の 中 に は 幼子 の イエ ス が いた 。 

幼子 は 泥 の 鳥 と いう 自身 の 作品 を 自画 自 黄 し た 。 

し か し 、 イ エス だ けが 泥 の 鳥 と いう 自身 の 作品 を 自画 自賛 し な か っ た 。 

た だ し 、 イ エス だ け は 、 泥 を こね て 鳥 を 造る と 、 手 を た た き 、 飛 び た つ 様 に 泥 の 鳥 に 話 
し た 。 

する と 、 イ エス の 泥 の 鳥 だ けが 飛び た っ た 」 


(思い や り と いう ) キ リス ト 教 の 社会 制度 は 、 古 代 の 世界 の 社会 制度 を 超越 し て 見 
せ た 。 

古代 の 世界 は 死ん だ が 、 キ リス ト 教 は 生き て いる 。 

原初 か ら の 口伝 と 言え る カバ ラ の 完全 に 実現 され た 生き て いる 表現 と し て の キリ 
スト 教 は 、 未 だ 知ら れ て いな い 。 


その た め 、 ヨ ハネ の 球 示 録 と いう カバ ラ の 預言 者 の 書 は 、 未 だ 説明 され な いま ま 
で ある 。 

カバ ラ の 鍵 無 し で は ヨハ ネ の 黙示 録 は 理解 不能 で ある 。 

長い 間 、 使 徒 ヨ ハネ の 弟子 達 が 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 の 解釈 の 口伝 を 保存 し て きた 。 

し か し 、 偽 の グノー シス 主義 が あら われ て 、 全 て の も の を 混乱 させ て 失わ せ て し 
まう だ 。 

後 で 明らか に する つも り で ある 。 

使徒 行 伝 19 章 19 節 で 使徒 パウ ロ は エフ ェ ソ ス の 大 衆 が 不思議 な 事 を 扱っ て い 
る 本 を 集め て 全て 焼き 捨て る の を 止め な か っ た 。 

使徒 行 伝 19 章 19 節 の 本 は 、 疑 い 無く 、 古 代 の ゴ エ テ ィ ア 、 古 代 の 悪人 の 霊 の 魔 
術 の 魔術 書 、 ま た は 、 降 霊 術 の 魔術 書 で ある 。 

使徒 行 伝 19 章 19 節 の 魔術 書 の 焼失 は 、 間 違い 無く 、 残 念 で ある 。 

な ぜ な ら 、 誤 り の 記憶 が 、 何 ら か の 真理 の 光線 を 輝 か せ る 可能 性 が 有る 。 

また 、 知 に と っ て 価値 を 示す で あろ う 情 報 が 得 ら れ た 可能 性 が 有る 。 

イエ ス キリ スト が 降臨 し て 全て の 場所 で 神託 が 沈 有 甘 し た 事 と 、( イ エス が 死ん だ 時 
に 、 プ ル タ ル コス に よる と 、)「 大 いな る 神 パ ー ン が 死ん だ 」 と 叫ぶ 声 が 海上 で 聞こ え 
た 事 が 、 一 般 に 知ら れ て いる 。 

前 記 に 、 怒 っ た 、 あ る 異教 徒 の 作家 は 「 神 託 は 上 止ん で いな い 。 た だ 、 や が て 、 神 託 
を 聞く 人 が いな く 成 っ て し まっ た だ け で ある 」 と 話し た 。 

計 正 は 大 切 で ある 。 

な ぜ な ら 、 前 記 の 様 な 、 正 当 化 の 試み は 、 事 実 無根 の 誹謗 中 傷 よ り 、 決 定 的 で あ 
る 。 

奇 蹴 に つい て も 同様 の 事 が 言え る 。 

真 の 奇跡 の 前 で は 、 偽 の 奇跡 は 軽 蔵 され て 無視 され る に まで 落ち ぶれ る 。 


事実 と し て 、 自 然 の 高位 の 法 が 真 の 心 の 超越 性 に 従う と 、 奇 跡 を も た ら す 徳 の 様 
に 、 奇 跡 は 超自然 的 に 成る 。 

奇跡 を も た ら す 徳 は 超自然 的 で ある と いう 理論 は 神 の 力 を 損なわ な い 。 

また 、 事 実 と し て 、 キ リス ト 教 徒 に に と っ て は 、 神 の 思い や り と いう 超越 的 な 光 に 従う 
星 の 光 は 、 天 の 女王 に 降伏 し て 天 の 女 王 の 足下 に 頭 を 置く 古い 蛇 の 例 え で 実際 に 
表 さ れる 。 


第 3 巻 第 2 章 魔術 に お ける キリ スト 教 に つい て の 証言 


魔術 は 、 普 遍 の つり 合い の 知 で ある 。 

魔術 に は 、 絶 対 の 原理 と し て 、 存 在 の 真理 、 存 在 の 現実 、 存 在 の 論理 が ある 。 

魔術 は 、 全 て の 正反対 に 見 える も の を 説明 する 。 

魔術 は 、 全 て の 統合 を 生成 する 「 類 推 可能 性 は 2 つの 正反対 の も の の 一 致 を も 
た ら す 」 と いう 原理 に よっ て 、 対 立 し て いる 全て の 現実 を 一 致 させ る 。 

魔術 の 知 の 秘伝 伝授 者 に と っ て は 神 の 教え で ある 宗教 は 疑う 余地 の 無い 確実 な 
物 で ある 。 

な ぜ な ら 、 神 の 教え で ある 宗教 は 存在 する 。 

そし て 、 人 は 存在 する も の を 否定 で き な い 。 


「 存 在 は 存在 で ある 」 

「 存 在 は 存在 する 」 

「 存 在 性 は 存在 性 で ある 」 

「 あ る 存在 は 別 の 存在 と 存在 性 が 同じ で ある 」 

「 あ る 存在 と 別 の 存在 は 存在 する と いう 意味 で 同じ で ある 」 
「 神 は 存在 する 」 


出 エ ジ プ ト 記 3 章 14 節 で nnN ON nmK、AHIH AShR AHIH、 エ ヘイ エ アシ ェ 
ル エ ヘ イ エ と 神 は モー セ に へ ブラ イ 語 で 名 乗っ た 。 


出 エジプト 記 3 章 14 節 で 神 は 「 私 は 存在 する 。 だ か ら 、 何 も の か で ある 、 私 、 神 が 
存在 する 」、「 私 は 存在 し た い 様 に 存在 する 者 で ある 」、「 私 は 存在 の 中 の 存在 で あ 
る 」、「 私 は 本 物 の 存在 で ある 」、「 私 は 幻 で は な い 存 在 で ある 」 と モー セ に 名 乗っ た 。 

宗教 と 論理 が 正反対 に 見 える の は 、 一 方 を 他方 と は 異な る 領域 に 確立 し て 、 一 方 
の 弱み を 他方 の 強み で 実ら せ て 、 宗 教 と 論理 の 支え に 成っ て いる 。 

「 類 推 可能 性 は 2 つの 正反対 の も の の 一 致 を も た ら す 」 と 話し た 様 に 、「 対 応 は 2 
つの 正反対 の も の の 一 致 を も た ら す 」。 

全て の 宗教 的 な 誤り と 混乱 の 原因 は 、「 類 推 可能 性 は 2 つの 正反対 の も の の 一 
致 を も た ら す 」 と いう 大 いな る 法 へ の 無知 に ある 。 

無知 な 人 は 、 宗 教 を 哲学 に し よう と 試み た り 、 哲 学 を 宗教 に し よう と 試み た り し た 。 

信心 の も の を 知 の も の に 従わ せる 事 と 、 知 を 信心 に 盲目 的 に 従わ せる 事 は 、 同 じ 
くら い 、 有 り 得 な い 。 

数 学 的 な 包 盾 の 青 定 や 数 学 の 定理 の 証明 の 否定 は 神学 者 の 管轄 で は な い 、 の 
と 同様 に 、 学 問 の 名 前 に よる 教え の 神秘 へ の 反対 や 維持 は 学者 の 管轄 で は な い 。 

唯一 神 の 中 に 3 つの 人 格 が 存在 する の は 数 学 的 に 正しい か どう か 、 ま た 、 聖 母 マ 
リア の 処女 懐胎 を 生理 学 に 基づい て 証明 で きる か どう か 、 科 学 の 学会 に 質問 し て も 、 
科学 の 学会 は 、 宗 教 の も の に つい て の 判断 を 辞退 する 。 

科学 の 学会 が 宗教 の も の に つい て の 判断 を 辞退 する の は 、 正 し い 。 

学問 に は 宗教 の も の に つい て 判断 する 資格 が 無い 。 

な ぜ な ら 、 宗 教 の も の に つい て の 事柄 は 、 信 心 の 領域 に 属す る 。 

信仰 筒 条 は 、 信 じ る か 、 信 じ な いか 、 の 問題 で ある 。 

実に 、 信 じ て も 、 信 じ な く て も 、 信 仰 箇条 は 考察 の 問題 で は な い 。 

厳密 に は 、 信 仰 筒 条 は 信仰 の 問題 で ある 。 

な ぜ な ら 、 信 仰 箇条 は 、 科 学 で は 調査 で き な い 。 


ジョ ゼ フ ド メー スト ル は 、「 人 は 、 不 思 議 に つい て の 18 世紀 の 愚か な 言動 に つい 
て 笑い も の に し て 話す で あろ う 」 と 話し て いる 時 に 、 疑 い 無く 、 知 識 人 の ふり を し た 大 
衆 に つい て 話し て いる 。 

知識 人 の ふり を し た 大 衆 は 「 科 学 的 に 証明 され た ら 、 神 の 教え が 正しい 事 を 信じ 
る つも り で ある 」 と 日 常 的 に 話し て いる 。 

「 科 学 的 に 証明 され た ら 、 神 の 教え が 正しい 事 を 信じ る つも り で ある 」 と 話す 事 は 、 
「 信 じ る も の が 無く 成っ た ら 、 信 じ る つも り で ある 」 と 話す 事 に 等 し い 。 

科学 的 に 証明 で きる 程度 の 神 の 教え は 、 神 の 教え で は な い 。 

「 科 学 的 に 証明 され た ら 、 神 の 教え が 正しい 事 を 信じ る つも り で ある 」 と 話す 事 は 、 
「 無 限 が 説明 され 測定 され 制限 され 限定 され た ら 、 言 い 換 える と 、 無 限 が 有限 に 
成っ た ら 、 無 限 を 信じ る つも り で ある 」 と 話す 事 で ある 。 

「 科 学 的 に 証明 され た ら 、 神 の 教え が 正しい 事 を 信じ る つも り で ある 」 と 話す 事 は 、 
「 無 限 が 存在 し な いと 完全 に 確信 し た ら 、 無 限 を 信じ る つも り で ある 」 と 話す 事 で あ 
る 。 

「 科 学 的 に 証明 され た ら 、 神 の 教え が 正しい 事 を 信じ る つも り で ある 」 と 話す 事 は 、 
「 海 が 瓶 に 入る の を 見 た ら 、 海 の 広大 さ を 認め る つも り で ある 」 と 話す 事 で ある 。 

し か し 、 そ れ で は 、 同 胞 よ 、 証 明 さ れ て 理解 で きた も の は 、 知 っ て いる も の で あり 、 
信じ る 対象 に は 成 れ な い 。 

また 、 法 王 が 「2+ 2 =4 は 成立 し な い 」 と か 「 ピ タゴ ラス の 定理 は 成立 し な い 」 と 
誤っ て 決定 し た と 聞い た ら 、「 法 王 が 数 学 の 定理 を 決定 し た は ず が 無い 。 な ぜ な ら 、 
法王 に は 数 学 の 定理 を 決定 する 資格 が 無い 。 法 王 は 、 数 学 の 定理 と は 無縁 で 、 数 学 
の 定理 に 干渉 で き な い 」 と 答え る の は 正しい 。 


ここ で 、 ル ソー の 弟子 は 「『 法 王 に は 数 学 の 定理 を 決定 する 資格 が 無い 』 と いう 話 
は と て も 良い 。 し か し 、 教 会 は 数 学 と は 正反対 に 見 える 物事 を 信じ る 様 に 求め る 」 と 
抗議 し て 叫ぶ で あろ う 。 

ルソー は 「 数 学 的 な 学問 で は 『 全 体 は 部 分 より 大 きい 』 と 教わる 。 そ れ に も か か わ 
ら ず 、 イ エス キリ スト が 弟子 と 交流 し た 時 に 、 イ エス は 、 自 分 の 全身 を 自分 の 手 の 中 
に 収容 し て 、 自 分 の 口 の 中 に 自分 の 頭 を 人 れる 必要 が 有 っ た 」 と いう 劣悪 な 冗談 を 
思い 浮か べ て 本 に 記し て いる 。 

「 誠 弁 家 ルソー は 、 知 と 信心 を 混同 し 、 自 然 の 秩序 と 超自然 の 神 の 秩序 を 混同 し 
て いる 」 と 簡単 に 答え られ る 。 

仮に 、 宗 教 が 「 聖 体 に よる 交流 に お いて 、 救 い 主 イ エス は 形 と 大 き さ が 同じ で ある 
2 つの 自然 の 肉体 を 持っ て いて 、 一 方 の 肉体 が 他方 の 肉体 を 食べ た 」 と 主張 し た ら 、 
科学 に は 抗議 する 資格 が 有る で あろ う 。 

し か し 、 キ リス ト 教 は 「 一 か けら の パン と いう 自然 の 象徴 また は 外見 の 下 に 、 主 イ 
エス の 肉 は 神 の 力 に よっ て 霊 的 に 籠 め られ て いる 」 と 定め て いる 。 

再び 話す と 、 信 仰 筒 条 は 、 信 じ る か 、 信 じ な いか 、 の 問題 で ある 。 

信仰 筒 条 に つい て 科学 的 に 考察 する 人 は 、 愚 者 で ある 。 

科学 で は 正確 な 実証 が 正 し さ を 証明 する 。 

宗教 で は 信心 の 一 致 と 行動 の 清らか さ が 正 し さ を 証明 する 。 

マタ イ に よる 福音 9 章 に 、「 寝 床 を 担い で 歩き な さい 」 と 中 風 の 者 に 言え る 人 に は 
罪 を 許す 全権 が ある 、 と 記さ れ て いる 事 を 思い 出す 。 

宗教 が 徳 を 完全 に 実現 し て いる 時 は 、 宗 教 は 正しい 。 

行動 は 、 信 心 の 証拠 と 成る 。 

「 キ リス ト 教 は 、 位 階 制 が 原理 で ある 、 従 順 が 規則 で ある 、 思 いや り が 法 で ある 
人 々 に よる 巨人 的 な 教会 を 形成 し た か ?」 と 学問 に 質問 する の は 許さ れる 。 


歴史 資料 に 基づい て 、 も し 学問 が 「 キ リス ト 教 は 、 位 階 制 が 原理 で ある 、 従 順 が 規 
則 で ある 人 々 に よる 巨人 的 な 教会 を 形成 し た 。 し か し 、 キ リス ト 教 会 に は 思い や り が 
不足 し て いた 」 と 答え た ら 、 言 葉 尻 を 捕らえ て 「『 思 いや り が 不足 し て いた 』 と 認め て 
いる か ら 、 思 いや り と いう 物 の 存在 は 認め ます ね 」 と 持ち 出す 。 

「 思 いや り 」 は 、 大 いな る 言葉 で ある 、 と 共に 、 大 いな る 物 で ある 。 

「 思 いや り 」 は 、 キ リス ト 教 より 前 に は 存在 し な か っ た 言葉 で ある 。 

「 思 いや り 」 が 意味 する 物 は 、 宗 教 の 総量 で ある 。 

思い や り の 精神 は 、 地 上 の 目 に 見 える 形 に 成っ た 神 の 精神 で は な いか ? 思い 
や り の 精神 は 、 地 上 の 目 に 見 える 形 に 成っ た 神 の 精神 で ある ! 

思い や り の 精神 は 、 行 動 、 法 、 記 念 建造 物 、 不 滅 の 結果 に よっ て 、 神 の 精神 を 感じ 
られ る 存在 と し て 表し た の で は な いか ? 思い や り の 精神 は 、 行 動 、 法 、 記 念 建造 物 、 
不滅 の 結果 に よっ て 、 神 の 精神 を 感じ られ る 存在 と し て 表し た ! 

簡潔 に 話す と 、 無 神 論者 で も 、 誠 実 な 人 は 、 ヴ ァ ン サン ド ポー ル に よる 「 思 いや り 
の 娘 達 」 の 貧し い 人 へ の 奉仕 見 て 、 ひ ざま ず き 祈 り た いと 思う は ず で ある 。 

実に 、 思 いや り の 精神 は 神 で ある 。 

思い や り は 、 魂 の 不死 性 で ある 。 

思い や り は 、 位 階 制 、 従 順 、 傷 害 や 無礼 へ の 許し 、 信 心 の 単 一 性 と 統一 性 で ある 。 

党派 、 分 派 、 宗 派 は 根元 が 死に 侵さ れ て いる 。 

な ぜ な ら 、 党 派 、 分 派 、 宗 派 は 分 裂 に よっ て 思い や り が 欠け る 事 に 成る 。 

また 、 党派 、 分 派 、 宗 派 は 信心 に つい て 考察 を 試み る 事 に よっ て 簡単 な 良識 に す 
ら 欠 ける 事 に 成る 。 

党派 、 分 派 、 宗 派 の 考え は 非 論理 的 で ある 。 

な ぜ な ら 、 党 派 、 分 派 、 宗 派 の 考え は 似非 論理 で ある 。 


その た め 、 党 派 、 分 派 、 宗 派 の 考え は 、 数 学 的 な 定理 、 と いう より は 、 存 在 し な い 何 
も の か で ある 。 

コリ ント 人 へ の 第 2 の 手紙 3 章 6 節 に 「 文 字 は 殺す が 、 霊 は 生か す 」 と 記さ れ て 
いる 事 は 知ら れ て いる 。 

し か し 、 コ リン ト 人 へ の 第 2 の 手紙 3 章 6 節 の 「 文 字 は 殺す が 、 霊 は 生か す 」 の 生 
か す 霊 、 生 か す 精 神 が 思 いや り の 精神 で な けれ ば 、 何 で あろ うか ? コリ ント 人 へ の 
第 2 の 手紙 3 章 6 節 の 「 文 字 は 殺す が 、 霊 は 生か す 」 の 生か す 霊 、 生 か す 精 神 は 思 
いや り の 精神 で ある ! 

コリ ント 人 へ の 第 1 の 手紙 13 章 で 使徒 パウ ロ は 「 山 々 を 動か し 狗 教 に 耐え る 信 
心 、 全 て の 物 を 与え る 気 前 の 良さ 、 人 々 の 異 言 と 天使 達 の 異 言 を 話す 雄弁 と いっ た 
全て の 物 は 思い や り 無し で は 無 価値 で ある 」 と 話し て いる 。 

さら に 、 コ リン ト 人 へ の 第 1 の 手紙 13 章 で 使徒 パウ ロ は 「 知 識 は 廃れ 預言 は 止 
むか も し れ な い が 、 思 いや り は 永遠 で ある 」 と 話し て いる 。 

思い や り と 思い や り に よる 行い の 中 に 、 宗 教 の 現実 は 存在 する 。 

真 の 理性 は 、 現 実 を 否定 し な い 。 

な ぜ な ら 、 現 実は 、 真 理 で ある 存在 の 実証 で ある 。 

現実 に お いて 、 哲 学 は 、 宗 教 を 侵害 し な いで 、 宗 教 に 手 を さ し の べ る 。 

現実 に お いて 、 宗 教 は 、 哲 学 を 侵害 し な いで 、 哲 学 を 祝福 し 、 哲 学 に 希望 を 与え 、 
思い や り と いう 輝き で 哲学 を 照ら し て 啓蒙 する 。 

古代 ギリ シャ の 秘伝 伝授 者 の 夢 の 理想 に よる と 、 思 いや り は 、 エ ロス と アン テロ ス 
を 一 致 さ せる は ず で ある 神秘 の 絆 で ある 。 

思い や り は 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 の 正門 の 2 つの 柱 ボ アズ と ヤキ ン を 一 致 
させ る た め に 上 に 載っ て いる 石 で ある 。 

思い や り は 、 権 利 と 義務 の 共通 の 保証 で ある 。 


力 と 自由 の 。 

強い も の と 玉 い も の の 。 

国民 と 統治 の 。 

男性 と 女性 の 。 

思い や り は 、 人 の 知 に お ける 、 命 に 必要 な 、 神 の 感情 で ある 。 

思い や り は 、 善 に お ける 絶対 で ある 。 

存在 、 現 実 、 論 理 と いう 三重 の 原理 が 正 し さ に お ける 絶対 で ある 様 に 。 

前 記 は 、 マ タイ に よる 福音 2 章 で 3 人 の マギ が 飼 葉 桶 の 救い 主 イ エス を 敬礼 し た 、 
美しい 象徴 的 な 実話 を 正しく 解釈 する た め に 必要 な 説明 で ある 。 

3 人 の マギ は 、 白 人 、 黒 人 、 褐 色 人 種 の 王者 で ある 。 

(3 人 の マギ は 人 の 代表 で ある 。) 

3 人 の マギ は 、 金 、 乳 香 、 没 薬 を イキ エス に ささ げた 。 

前 記 の 、3 人 の マギ と 3 つの ささ げ 物 と いう 二 重 の 3 つ 1 組 (に よる 六 芋 星 ) は 、 正 
反対 の も の の 一 致 を 表す 。 

事実 と し て 、 マ ギ が 予期 し た キリ スト の 教え は 、 マ ギ の 秘密 の 教え が 至る べき 結果 
で あっ た 。 

し か し 、 キ リス ト 教 は 、 古 代 の イス ラ エ ル の ベニ ヤミ ン で あっ た 。 

ベニ ヤミ ン は 、 誕 生 に よっ て 、 母 の 死 の 原因 に 成っ て し まっ た 。 

大 いな る 実現 者 イエ ス 、 大 いな る 成就 者 イエ ス の 降臨 に よっ て 、 光 の 魔術 、 真 の ゾ 
ロア スタ ー の 魔術 、 メ ルキ ゼ デ ク の 魔術 、 ア ブラ ハム の 魔術 は 目的 を 到達 し た 。 

その た め 、 奇 跡 に 満ち た 世界 で は 、 砦 細 な 奇跡 は 不祥事 に 過ぎ な く 成 っ て し まっ 
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そし て 、 魔 術 の 正統 な 教え は 、 神 の 教え の 正統 な 教え に 変身 し た 。 

異端 者 は 、 秘 密 結社 や 悪人 の 霊 の 魔術 師 に 成る し か な く 成 っ た 。 


魔術 と いう 名 前 は 、 悪 い 意 味 に し か 解釈 され な く 成 っ た 。 
魔術 へ の 抑圧 の 下 で 、 幾 世紀 を 通じ て 、 あ ら わ れ た 魔術 を 辿 ろう 。 
教会 の 口伝 で は 最初 の 大 異端 者 は 、 使 徒 行 伝 8 章 の 「 魔 術 師 シモ ン 」 で ある 。 
「 魔 術 師 シ モン 」 の 口伝 は 、 多 数 の 和 驚 異 を 含ん で いる 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 の 口伝 は 、 テ ー マ の 一 部 を 成す 。 
「 魔 術 師 シ モン 」 の 多数 の 口伝 か ら 共 通 部 分 を 分 別 し よ う 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 は 国籍 的 に は へ ブラ イ 人 で ある 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 は サマ リア 人 の 街 Gitton で 生ま れ た 、 と 信じ られ て いる 。 
「 魔 術 師 シ モン 」 の 魔術 の 師 は 、 ド シセ オス と いう 名 前 の サマ リア 教 の 一 宗派 の 指 
導 者 で ある 。 
ド シ セ オス は 「 私 ド シ セ オス は 、 預 言 者 達 が 予告 し て いた 、 神 が 派遣 し た 救い 主 で 
ある 」 と いう 嘘 を 話し て いた 。 
ド シ セ オス の 教え の 下 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 幻 覚 を 見 せる 技 だ け で は な く 、 真 に マ 
ギ の 口伝 の 物 で ある 、 い くつ か の 自然 の 秘密 を 学ん だ 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 星 の 火 の 知 、 星 の 光 の 知 を 所 有 し て いた 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 星 の 光 の 大 き な 流れ を 引き 寄せ る 事 が で きた 。 
「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 星 の 光 の 流れ を 引き 寄せ て 、 肉 体 の 痛覚 を 麻痺 させ 、 肉 体 を 
燃え 難く させ た 。 
また 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 星 の 光 の 流れ を 引き 寄せ て 、 空 中 浮揚 する 力 を 持っ て 
いた だ 。 
例え ば 、 サ ン メダ ー ル の けい れん 者 の 様 な 星 の 光 に 本 町 し た 狂信 者 は 、 知 無し で 、 
いわ ゆる 運 任せ で 、 星 の 光 の 引き 寄せ に よる 痛覚 麻痺 や 空中 浮揚 と いっ た 離れ 業 
を 見 せる 場合 が ある 。 


19 世紀 で は 、 降 霊 術 中 の 霊媒 者 が 、 星 の 光 の 引き 寄せ に よる 痛覚 麻痺 や 空中 浮 
揚 と いっ た 現象 を 見 せる 場合 が ある 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 遠 隔 か ら 信 者 に 催眠 を か け て 様々 な 姿 を 見 せ た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 映 像 と 目 に 見 える 反映 を 作り 出せ た 。 

例え ば 、 あ る 時 、 大 衆 は 、 荒 野 で 幻 の 木々 を 見 られ た 、 と 思い 込ん だ 。 

さら に 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 近く で は 、 無 生物 が 動い た 。 

19 世紀 で は 、 ア メリ カ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム の まとう 空気 の 中 で 家具 が 動く 様 に 。 

そし て 、「 魔 術 師 シモ ン 」 が 家 を 出入 り し よう と する と 、 ド ア が き し ん で 震え て 独り で 
に 開い た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 サ マリ ア 人 の 長 な どの 前 で 砦 細 な 奇跡 を 起こ し た 。 

や が て 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 現実 の 実現 は 誇張 され た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 神 の 様 な 存在 と し て 通っ た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 力 は 、 理 性 が 乱れ た 興奮 状態 の お か げ で あっ た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 自 分 が 特別 な 存在 で ある と 思い 込む 様 に 成っ て 、 神 聖 な 者 
へ の 名 誉 を 奪う の を た め ら わな く 成 り 、 全 て の 人 々 か ら の 敬礼 を 奪う 事 を ひそ か に 
夢見 た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 恐慌 状態 や 忘 我 状 態 は 、 驚 くべ き 肉 体 的 な 結果 を も た らし た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 あ る 時 は 、 死 に そう な 老人 の 様 に 、 青 白く し わく ちゃ に 成り 勅 
弱 し た 。 

また 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 あ る 時 は 、 光 の 流体 、 星 の 光 が 血 に 活気 を 与え て 、 目 が 
輝き 、 肌 が 滑ら か に 柔らか く 成 っ て 、 急 に 復活 し た 様 に 生ま れ 変 わっ た 様 に 見 えた 。 

東 の 大 衆 に は 、 奇 跡 を 誇張 する 大 いな る 才能 が 有る 。 

東 の 大 衆 は 、「 魔 術 師 シ モン 」 が 思い 通り に 幼子 か ら 老人 に 成っ た り 老 人 か ら 幼 
子 へ 戻っ た の を 見 た と いう 嘘 を 話し た 。 


「 魔 術 師 シモ ン 」 の 奇跡 の 噂 は 至る 所 へ 広まっ た 。 

つい に 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 ヘ へ ブラ イ 人 の サマ リア だ け で は な く 近 隣 諸国 の 偶像 
に 成っ た 。 

し か し 、 一 般 的 に 、 不 思 議 へ の 心酔 者 は 、 新 し い 感 動 に 飼え て いる 。 

また 、 不思議 へ の 心酔 者 は 、 最 初 は 驚い た 事 に も 飽き る 。 

使徒 フィ リポ と は 別人 で ある 、 最 初 の 伝道 者 で ある 聖人 フィ リポ は 、 福 音 を 伝え る 
た め に 、 サ マリ ア を 訪れ た 。 

キリ スト 教 と いう 熱狂 の 新しい 流れ が サマ リア で 始ま っ た 。 

結果 と し て 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 名 声 を 全て 失っ た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 力 を 失っ た と 誤っ て 思い 込ん だ の で 、 異 常 な 興奮 状態 が 止ん 
だ 事 に 気づい た 。 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 自 分 より 、 学 の 有る 魔術 師 達 に 追い 抜か れ た 、 と 思い 込ん だ 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 使 徒 達 に つき まとっ て 使徒 達 の 秘密 を 学ぶ か 暴く か 金銭 で 
買お う 、 と いう 策 を 取っ た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 超 越 的 な 魔術 の 秘伝 伝授 者 で は 確実 に な い 。 

自然 の 秘密 の 力 を 自身 が 破壊 され る 事 無 く 傾 けた い 人 に は 、 知 と 神 性 が 絶対 に 
必要 で ある 、 と 超越 的 な 魔術 は 教え る は ず で ある 。 

自然 の 秘密 の 力 と いう 明 散 する べき 武器 で 戯れ る 事 は 、 愚 者 の する 事 で ある 、 と 
超越 的 な 魔術 は 教え ん る は ず で ある 。 

自然 の 聖 所 を 冒 済 す る 人 に は 恐ろし い 急 死 が 待っ て いる 、 と 超越 的 な 魔術 は 教 
える は ず で ある 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 本 町 者 が 感じ る 潟 き の 様 な 、 抽 えら れ な い き に 苦し ん だ 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 忘 我 状態 が 止む と 、 全 て の 幸福 を 失っ た 様 に 感じ た 。 


「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 過 去 の 過度 な 柳 町 に よっ て 病気 に 成る と 、 新 た な 本 町 に よっ 
て 健康 を 回 復 し よう と 考え た 。 

人 は 、 自 分 が 神 で ある と 気取っ た 後 で は 、 卑 し い 死ぬ べき 人 間 の 状態 に 望ん で は 
戻ら な い 。 

失っ た 物 を 取り 戻す た め に 、「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 使 徒 の 禁欲 の 厳し さ に 甘んじ て 
苦し ん だ 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 徹 夜 し 、 祈 り 、 断 食し た が 、 奇 跡 を 起こ す 力 は 戻ら な か っ た 。 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 へ ブラ イ 人 同士 な ら 分 か り 合 える と 考え て 、 使 徒 行 伝 8 章 で 
使徒 ペトロ に 金銭 を 提案 (し て 「 力 」 を 買お うと ) し た 。 

使徒 の 頭 ペ トロ は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 を 叱っ て 追い 払っ た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 最後 の 策 が 、 和 弟子 か ら の 寄付 を 喜ん で 受け 取る 使徒 ペトロ (に 
金銭 を 提案 する 事 ) で あっ た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 使 徒 ペ トロ と いっ た 無欲 で 清らか な 人 々 と の 交際 を や め た 。 

使徒 ペトロ が 軽 蔵 し て 無 価値 と みな し た 金銭 に よっ て 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 ヘ レナ 
と いう 名 前 の 女 の 奴隷 を 買っ た 。 

神秘 主義 者 の 気まぐれ は 、 常 に 、 放 湯 と 近い 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 ヘ レナ に 夢中 に 成っ た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 性 欲 に よっ て 弱気 に 成っ た り 強 気 に 成 っ た り し て 、 強 硬 症 カ タ 
レプ シー を 再発 し 、「 驚 異 の 才能 」 と 呼ん で いた 病 的 な 超常 現象 を 起こ す 力 を 取り 
戻し た 。 

性 的 な 夢 と 混じっ た 、 魔 術 の 記憶 に 満ち た 神話 的 な 作り 話 が 、( 主 神 ゼ ウス の 頭 
か ら 完 全 武 装 し て 出 て 来 た 女 神 ア テ ナ の 様 に 、)「 魔 術 師 シモ ン 」 の 頭 か ら 完全 武装 
し て 出 て 来 た 。 


「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 軽 信 や 家 信 し て 金銭 を 払う 可能 性 が 有る 大 衆 の 前 に 現れ て 
自説 の 教え を 話し て 、 ヘ レナ を 同伴 し て 、 使 徒 達 の 様 に 旅 し た 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 の 作り 話 に よる と 、 最 初 に 神 は 完全 な 輝き に よっ て あら われ た 。 
完全 な 輝き は 反映 を すぐ に 生み 出し た 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 神 の 輝き と いう 魂 の 太陽 で ある 。 ヘ レナ は 、 神 の 輝き の 反映 
で ある 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 ヘ レナ を セレ ナ と 呼ぶ 事 を 好 ん だ 。 
セレ ナ は 、 ギ リ シ ャ 語 で 月 と いう 名 前 で ある 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 の 月 で ある ヘレ ナ は 、 創 世 の 時 に 地上 に 降臨 し た 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 永 遠 の 夢 に よっ て 、 地 上 を 用 意 し た 。 
地上 で 、 ヘ レナ は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 と いう 太陽 の 思考 に よっ て 妊娠 し て 、 母 に 成っ 
だ 。 
ヘレ ナ は 、 天 使 達 を 世界 に 生ん だ 。 
ヘレ ナ は 、 天 使 達 に つい て 父 で ある 「 魔 術 師 シ モン 」 に 話さ な いで 、 天 使 達 を 独力 
で 育て 世 け た 。 
天使 達 は 、 ヘ レナ に 対し て 反乱 を 起こ し て ヘレ ナ を 死ぬ べき 人 の 了 肉体 に 閉じ 込め 
ES 
神 の 輝き で ある 「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 ヘ レナ を 救う た め に 降臨 し て 、 ヘ へ ブ ライ 人 ( 国 
籍 ) の 「 魔 術 師 シモ ン 」 と し て 地上 に 現れ た 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 地 上 で 死 を 克服 し て 、 ヘ レナ を 連れ て 空中 浮揚 する 。 
「 魔 術 師 シ モン 」 に 選ば れ た 人 々 に よる 勝利 の 合唱 団 が 、「 魔 術 師 シ モン 」 に 続い 
空中 浮揚 する 。 
「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 に 選ば れ な か っ た 人 々 を 、 地 上 に 置き 去り に 
し て 、 天 使 達 の 永遠 の 圧政 に 引き 渡す 。 


前 記 の 「 魔 術 師 シモ ン 」 の 作り 話 の 様 に 、 大 異端 者 「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 善 悪 を 転 
倒さ せ て キリ スト 教 を 模 信 し た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 反 乱 と 悪 に よる 永遠 の 支配 を 育 定 し た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 悪 魔 ( で ある 天使 達 ) が 世界 を 創造 また は 少な く と も 補完 し た 、 
と いう 作り 話 を 話し た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 と 内 縁 の 妻 ヘ レナ だ けが 「 道 で あり 、 真 理 で 
あり 、 命 で ある 」 ふ り を し て 秩序 と 位階 制 を 破壊 し た 。 

(ヨハ ネ に よる 福音 14 章 6 節 「 私 イエ ス が 道 で あり 、 真 理 で あり 、 命 で ある 」) 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 作り 話 は 、 反 キリ スト の 考え で ある 。 

反 キ リス ト の 考え は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 と 共に 死な な か っ た 。 

な ぜ な ら 、 反 キリ スト の 考え は 、 現 代 ま で 存続 し て いる 。 

実に 、 キ リス ト 教 の 予言 的 な 口伝 で は 「 恐 る べき 災い の 予兆 と し て 反 キ リス ト ( の 
考え ) の 一 時 的 な 支配 と 勝利 が 来る 」 と 話し て いる 。 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、 自 分 は 聖人 で ある 、 と いう 嘘 を 主張 し た 。 

不思議 な 偶然 の 一 致 に よっ て 、 最 初 の 大 異端 者 「 魔 術 師 シモ ン 」 に よる 全て の 性 
的 な 神秘 主義 を 思い 出さ せる 、 近 代 の 偽 の グノー シス 主義 の 一 宗派 の 長 、「 自 由 の 
女 」 の 考案 者 は 、 サ ン シモ ン と いう 名 前 で ある 。 

(サン シモ ン は 聖人 シモ ン を 意味 する 。) 

「 カ イン 主義 」 と いう 名 前 を 、「 魔 術 師 シモ ン 」 と いう 汚れ た 源泉 が も た らし た 全て 
の 偽 の 啓示 に 与え る 事 が で きる 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 に よる 「 カ イン 主義 」、 反 キリ スト の 考え は 、 普 遍 の 調和 と 社会 の 
秩序 に 対す る 、 呪 いと 憎しみ の 考え で ある 。 

反 キ リス ト の 考え は 、 混 乱 し た 性 欲 で ある 。 

反 キ リス ト の 考え は 、 義 務 の 代わ り に 、 自 由 を 主張 する 。 


反 キ リス ト の 考え は 、 貞 池 と 献身 的 な 愛 の 代わ り に 、 性 欲 に よる 愛着 を 主張 する 。 

反 キ リス ト の 考え は 、 母 の 代わ り に 、 売 春 婦 を 主張 する 。 

反 キ リス ト の 考え は 、 救 い 主 イエ ス の 聖母 マリ ア の 代わ り に 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 
内 縁 の 妻 ヘ レナ を 主張 する 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 有 名 に 成っ て ロー マ に 行っ た 。 

ロー マ の 皇帝 ネロ は 、 和 驚く べき 見 せ 物 に 夢中 に 成っ て いて 、「 魔 術 師 シモ ン 」 を 歓 
迎 す る 気 に 成っ た 。 

星 の 光 に 照ら され て 義 町 し た へ ブラ イ 人 (国籍 の )「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 離 れ 業 に 共 
通 の 幻覚 に よっ て 、 王 冠 を か ぶっ た 愚者 ネロ を 驚か せ た 。 

幻覚 の 中 で 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 首 を 切ら れ た 後に 皇帝 ネロ に 敬礼 し た 。 幻 覚 が 
解け る と 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 頭 は 両 選 の 上 に 元 通り に 成っ た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 触 れず に 、 家 具 を 動か し 、 ド ア を 開け た 。 

要約 する と 、「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 真 の 避 媒 師 の 様 に 振る 舞い 、 皇 ネ ロ の 酒 祭 と 
「 ト リマ ルキ オ の 携 宴 」 の 常任 の 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 に 成っ た 。 

口伝 の 作者 達 に よる と 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 考え か ら ロ ー マ の へ ブラ イ 人 を 救う た 
め に 、 使 徒 ベ トロ は 世界 の 中 心 都市 ロー マ を 訪れ た 。 

皇帝 ネロ は 、 部 下 の 課 報 員 に よっ て 、 誘 惑 者 で ある 「 魔 術 師 シモ ン 」 と 戦う た め に 、 
イス ラ エ ル の 奇跡 を 起こ す 新しい 者 、 使 徒 ペ トロ が 到来 し た 、 と 速やか に 知っ た 。 

皇帝 ネロ は 、 娯 楽 の た め に 、 使 徒 ペ トロ と 「 魔 術 師 シ モン 」 を 連れ て 来る 事 を 決め 
75。 

多分 、 ペ トロ ニウス と ティ ゲッ リ ヌ ス が 、 使 徒 ペ トロ と 「 魔 術 師 シモ ン 」 に よる 見 せ 物 
を 見 た 。 

使徒 の 頭 ペ トロ は 入る 時 に 「 静 か な 平和 が あな た と 共に ある 様 に 」、「 あ な た が 無 
事 で ある 様 に 」 と 話し た 。 


「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、「 俺 か お 前 は 無事 で は 済ま な い 。 戦 い に よ っ て 真実 は 暴 か れ 
る 。 敵 同士 が 静か に 成る の は 一 方 が 勝利 者 に 成り 他方 が 敗者 に 成る 事 だ 」 と 答え 
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使徒 ペトロ は 、「 な ぜ 、 あ な た は 平和 を 拒絶 する の か ? 人 の 悪徳 は 争い を 作る 
が 、 平 和 は 美徳 に 常に 宿る 」 と 答え た 。 

「 魔 術 師 シ モン 」 は 、「 徳 と は 力 と 技 だ 。 独 力 で 、 私 は 火 と 戦え 、 空 中 浮揚 し 、 植 物 
を 復活 させ 、 石 を パン に 変え られ る 。 お 前 は 何 が で きる ?」 と 話し た 。 

使徒 ペトロ は 、「 あ な た の た め に 祈る 事 が で きる 。 誘 惑 術 、 悪 人 の 霊 の 魔術 の 犠 
牲 に 成っ て 自 減 し て 死な な い 様 に 」 と 話し た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、「 祈 っ て ろ 。 お 前 の 祈り より 速く 、 俺 は 天 に 昇る 」 と 話し た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 窓 か ら 外 へ 出 て 、 空 中 浮揚 し た 。 

長い 衣服 の 裏 に 隠し た 何ら か の 気体 静 力 学 の 装置 に よっ て 空中 浮揚 を 実現 し た 
の か 、 サ ン メダ ー ル 教会 の フラ ン ソ ワ ド パリ 助 祭 の 墓 で の けい れん 者 の 様 に 星 の 
光 の 上 昇 に よっ て 空中 浮揚 し た の か 、 確 実 な 事 は 言え な い 。 

「 魔 術 師 シ モン 」 の 空中 浮揚 と いう 現象 が 起き て いる 間 、 使 徒 ベ トロ は ひざ まず い 
で て 祈っ て いた 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 大 きく 叫ん で 急 に 墜落 し て 、 腺 を 骨折 し た 。 

皇帝 ネロ は 、 使 徒 ペ トロ が 「 魔 術 師 シモ ン 」 よ り 面白 く な い 魔 術 師 で ある と 思っ た 
の で 、 使 徒 ペ トロ を 投獄 し た 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 は 、 墜 落 に よっ て 死ん だ 。 

「 魔 術 師 シ モン 」 の 伝記 は 全て 当時 の 大 衆 の 噂 に よる 物 で ある 。 

現在 で は 、 多 分 誤っ て 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 伝記 は 、 聖 書 外典 の 伝説 に 分 類 され る 。 

前 記 か ら 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 伝記 は 、 注 目 す べき で あり 、 保 存する 価値 が 有る 。 

「 魔 術 師 シモ ン 」 の 異端 派 は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 と 共に 絶え な か っ た 。 


「 魔 術 師 シモ ン 」 の 弟子 の 1 人 Menander が 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 後継 者 に 成っ 
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Menander は 、 預 言 者 の ふり で 満足 し て 、 神 の ふり を し な か っ た 。 

し か し 、Menander が 新 帰依 者 を 洗礼 し た 時 、 目 に 見 える 火 が 水上 に 降り て 来 た 。 

前 記 の 、 魔 術 的 な 洗礼 に よっ て 、Menander は 、 魂 と 肉体 が 不死 に 成る と 約束 し 
た 。 

聖人 ユ ス テ ィ ノ ス の 時 代 で も 、 未 だ に 、 自 分 が 不死 で ある と 頑固 に 思い 込ん だ 
Menander の 信者 が 存在 し た 。 

ー 部 の Menander の 信者 の 死 が 、 他 の Menander の 信者 を 正す 事 は 無かっ 
2 

な ぜ な ら 、 死 ん だ Menander の 信者 は 、 偽 の 同胞 で あっ た と いう 口実 で 、 破 門 さ 
れ た 。 

Menander の 信者 に と っ て 、 死 は 現実 の 背 教 で あっ た 。 

新 帰依 者 を 加え る 事 に よっ て 、Menander の 偽 の 不死 の 信者 は 補充 され た 。 

人 の 愚か さ の 程度 を 理解 し て いる 人 は 、1858 年 に 成っ て も アメ リカ と フラ ンス に 
Menander の 異端 派 の 延長 と し て の 狂信 的 な 異端 派 が 存在 し て いる 、 と 聞い て も 
和 驚 か な いで あろ う 。 

「 魔 術 師 シ モン 」 と いう 「 シ モン 」 の 名 前 に 加え られ て いる 「 魔 術 師 」 と いう 形容 は 、 
キリ スト 教徒 に と っ て 、 魔 術 を 蓄 ろ し い 物 に し て し まっ た 。 

し か し 、 キ リス ト 教 徒 は 、 マ タイ に よる 福音 2 章 で 、 ゆ りか ご の 中 の 救い 主 イ エス を 
敬礼 し た 3 人 の マギ 、3 人 の 王者 の 記憶 を た た える 。 


DISPUTATION BETWEEN SIMON THE MAGICIAN AND 
SS。 PETER AND PAUL 


第 3 巻 第 3 章 悪 魔 ( と 呼ば れ て いる も の ) 


神 に つい て の 概念 を 明確 に 話す 事 に よっ て 、 神 は 絶対 の 清らか な 愛 で あ る 、 と キ 
リス ト 教 は 理解 させ る 

一 方 、 神 と は 正反対 の 霊 、 反 乱 と 憎しみ の 霊 、 サ タン を キリ スト 教 は あま り 明 確 に 
定義 し な い 。 

(サタ ン は 神 と は 正反対 の 精神 、 反 乱 と 憎しみ の 精神 で ある 。) 

実に 、 サ タン と いう 霊 は 人 格 で は な い 。 

サタ ン と いう 霊 は 一 種 の 黒い 神 で は な い 。 

サタ ン と いう 霊 は 邪神 で は な い 。 

サタ ン と いう 精神 は 、 正 統 か ら 外 れ た 全て の (悪人 や 悪人 の 霊 と いっ た ) 知 的 存在 
に 共通 する 、 悪 で ある 。 

マル コ に よる 福音 5 章 で サタ ン は 「 我 々 の 名 前 は 軍団 で ある 。 な ぜ な ら 、 我 々 は 多 
数 で ある 」 と 話し て いる 。 

知性 の 誕生 は 、 明 け の 明星 に 例え られ る 。 

明け の 明星 が 、 一 瞬 だ け 輝 いた 後に 、 自 発 的 に 聞 の 虚無 に 堕ち る と 、 イ ザヤ 書 14 
章 12 節 の 「 な ぜ 、 あ な た は 天 か ら 了 基 ち た の か ?! 明け の 明星 よ ?!」 と いう 預言 者 
イザ ヤ に よる バビ ロン の 王 へ の 呼び か け の 言葉 を 適用 で きる 。 

し か し 、 イ ザヤ 書 14 章 12 節 の 「 な ぜ 、 あ な た は 天 か ら 堕 ち た の か ?1! 明け の 明 
星 よ ?!」 と いう 言葉 は 、 天 の ル シ フ ェ ル 、 知 性 の 明け の 明星 が 地獄 の た いま つ に 変 
わっ た 事 を 意味 する の か ? いい え ! 

「 光 を も た ら す も の 」 を 意味 する ル シ フ ェ ル と いう 名 前 を 罪 と 聞 の 天使 に 適用 する 
の は 正しい と 言え る の か ? いい え ! 

前 記 の 、 疑 問 に 対し て エリ ファ ス レヴ ィ は 「 い いえ 」 と 考え て いる 。 


エリ ファ ス レヴ ィ の 理解 の 様 に 、 特 に ル シ フ ェ ル を 理解 し た 時 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ に 
味方 すれ ば 、 ル シフ ェ ル は 、 後 記 の 様 な 、 魔 術 の 口伝 を 持つ 。 

ル シ フ ェ ル は 、 サ タン と し て 擬人 化 さ れ た 地獄 で ある 。 

ル シ フ ェ ル は 、 古 い 蛇 と し て 象徴 化 さ れ て いる 。 

ル シ フ ェ ル は 、 地 上 を 包囲 し て 、 地 上 が も た ら す 全て の も の を 焼き 尽く す 、 中 心 の 
火 で ある 。 

クロ ノ ス ま た は サト ゥ ル ヌ ス の 蛇 の 様 に 、 ル シフ ェ ル は 自身 の 尾 を 飲み 込 も うと す 
る 。 

要約 する と 、 ル シフ ェ ル は 、 星 の 光 で ある 。 

全能 で ある 神 は 、 創 世 記 4 章 7 節 で 「 も し 、 あ な た が 悪事 、 罪 を 犯し た ら 、 す ぐに 
罪 は 近く に 存在 し て いる 」 と 話し た 時 に 、 星 の 光 に つい て カイ ン に 話し て いた 。 

言い 換え る と 、「( も し 、 あ な た が 悪事 、 罪 を 犯し た ら 、) 混 乱 が 、 あ な た の 全て の 感 
覚 を 支配 する 」。 
創世 記 4 章 7 節 「 私 、 神 は 、 死 が 、 あ な た を 湯 望 する 様 に し て いる 。 し か し 、 死 を 支配 
する べき な の は 、( 本 来 は 、) あ な た の 方 な の で ある 」 

サタ ン を 王者 の 様 に 、 ほ と ん ど 神 聖 な 者 の 様 に 擬人 化す る 事 は 、 偽 の ゾロ アス 
ター に まで 遡 る 、 無 知 に よる 誤り で ある 。 

また は 、 サ タン を 王者 の 様 に 、 神 聖 な 者 の 様 に 擬人 化す る 事 は 、 歪 め ら れ た 真 の 
ゾロ アス ター の 教え と ペル シャ の 祭司 マギ の 物質 主義 者 に まで 遡 る 、 無 知 に よる 
誤り で ある 。 

偽 の ゾロ アス ター や 、 真 の ゾロ アス ター の 偽 の 弟子 と ペル シャ の 祭司 マギ の 偽 の 
更 子 は 、 自 発 的 な 力 と 相対 する 、 受 容 的 な 力 を 神格 化し て 、 知 の 世界 の 両極 性 を 敵 
対す る 2 柱 の 神 と し て 誤っ て 表現 し た 。 


すでに 話し た 様 に 、 イ ンド の 神話 で も 、 大 間違い に も 、 両 極性 を 敵対 する 2 柱 の 神 
と し て 謀っ て 表現 し た 。 

アー リマ ン ま た は シヴァ は 、 悪 魔 の 父 で ある 。 

迷信 者 で ある 伝説 の 作者 は 、 シ ヴァ は 悪魔 の 父 で ある と 誤解 し た 。 

その た め 、 ヨ ハネ に よる 福音 8 章 44 節 を 意訳 する と 、 悪 魔 の 父 ( で ある 悪人 ) と 同 
じ 様 に 、 悪 魔 ( と 言え る 悪 の 精神 ) は 嘘つき で ある 、 と イエ ス は 話し て いる 。 

書 魔 と いう 問題 に つい て 、 教 会 は 、 福 音 書 の 原文 に 満足 し て 、 留 まっ て いる 。 

その た め 、 教 会 は 、 教 え や 考え と し て 悪魔 の 定義 を キリ スト 教 の 関心 の 対象 と し て 
決定 し な か っ た 。 

善い キリ スト 教徒 は 、 悪 魔 の 名 前 を 話す 事 す ら 放 ける 。 

キリ スト 教 の 倫理 学者 や 道徳 家 は 信者 に 、 神 に つい て だ け 思 考 し て 悪魔 の わざ 
に 抵抗 する 様 に すす め て 、 悪 魔 自 体 に は 関わ ら な い 様 に すす め る 。 

キリ スト 教 の 祭司 らし い 教 え に よ る 悪魔 に つい て の 賢明 な 保留 を 感心 せ ざ る を 得 
な い 。 

実際 、 キ リス ト 教 の 教え の 光 を 知性 の 暗 間 と 心 の 闇夜 で ある 悪魔 に も た ら す べき 
か ? キリ スト 教 の 教え の 光 を 知性 の 暗闇 と 心 の 闇夜 で ある 悪魔 に も た ら す 必要 は 
無い ! 

神 の 知 か ら 逸 ら そう と する 霊 、 精 神 で ある 悪魔 は 未知 の まま に し て お いて よい 。 

教会 が 意図 的 に 行わ な い 事 を 行う 意図 は エリ ファ ス レヴ ィ に は 全く 無い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 悪 魔 に つい て の 、 隠 され た 知 に よる 秘伝 伝授 者 達 の 秘密 の 
教え に つい て 確証 する だ け で ある 。 

大 いな る 魔術 の 代行 者 、 星 の 光 は 、 全 て の 被 造物 の 至る 所 に 広まっ て いる 、 仲 介 
する 力 で ある 、 と 秘伝 伝授 者 達 は 話し て いる 。 


秘伝 伝授 者 人 着 は 星 の 光 を 「 光 を も た ら す も の 」 を 意味 する 「 ル シフ ェ ル 」 と 正確 に 
呼ん で いる 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 は 光 の 媒体 で ある 。 

また 、 星 の 光 は 全て の 形 の 貯蔵 所 で ある 。 

星 の 光 は 創造 と 破壊 に 役立つ 、 と 秘伝 伝授 者 達 は 話し て いる 。 

アダ ム の 堕天 は 性 的 な 格 町 で ある 、 と 秘伝 伝授 者 達 は 話し て いる 。 

アダ ム の 堕天 に よる 性 的 な 本 林 は 、 ア ダム の 子孫 で ある 人 を 致命 的 な 星 の 光 に 
従わ せ て し まっ て いる 。 

感覚 を 侵す 全て の 性 欲 は 人 を 死 と いう 深淵 に 引き 寄せ よう と する 星 の 光 の 渦 で 
ある 、 と 秘伝 伝授 者 達 は 話し て いる 。 

狂気 、 幻 覚 、 予 見 、 忘 我 状 態 は 星 の 光 に よる 隠さ れ た 焼 を 過剰 に 危険 に 高め て し 
まう 、 と 秘伝 伝授 者 達 は 話し て いる 。 

星 の 光 に は 火 の 性 質 が 有る 、 と 秘伝 伝授 者 達 は 話 し て いる 。 

思慮 し て 応用 する と 、 星 の 光 は 温め 活気 づけ る 。 

し か し 、 使 い 過ぎ る と 、 星 の 光 は 燃やし 溶解 し 破壊 する 。 

一 方 で は 、 王 者 と し て 星 の 光 を 統治 し て 不死 性 を 得る た め に 、 人 は 星 の 光 を 圧倒 
する 様 に 求め られ て いる 。 

し か し 、 他 方 で は 、 星 の 光 に よる 酷 町 、 同 化 、 永 遠 の 破壊 が 人 を 脅かし て いる 。 

焼き 尽く し 報復 し 死に 至ら せる 側面 を 見 る と 、 星 の 光 は 地獄 の 火 で ある 、 と 言え る 
か も し れ な い 。 

焼き 尽く し 報復 し 死に 至ら せる 側面 を 見 る と 、 星 の 光 は 伝説 の 昌 で ある 、 と 言え る 
か も し れ な い 。 

星 の 光 の 中 に 満ち て いる 、 苦 し ん で いる 罪人 で ある 悪人 。 

星 の 光 が 苦 し め て いる 失敗 作 で ある 悪人 の 涙 と 歯ぎしり 。 


悪人 を 避け 、 悪 人 の 不幸 を 辱め る 様 に 見 える 、 生 の 幻 。 

悪人 は 悪魔 また は サタ ン で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 

生 の 幻 は 悪魔 また は サタ ン で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 

星 の 光 に よる 目 骸 が 誤っ た 方 向 へ 導く 行動 、 快 楽 の 幻 、 富 、 栄 光 は 、 地 獄 の 虚飾 
や 地獄 の わざ に 含ま れる か も し れ な い 。 

神父 Hiiarion Tissot は 、 幻 覚 や 意識 混濁 や 狂乱 を 伴う 特定 の 神経 病 を 悪霊 
湯 依 に よる 物 と 考え た が 、 カ バリ スト に よる 例え の 意味 で 理解 すれ ば 確か に 正しい 。 

人 の 魂 を 必然 的 に めまい に 陥ら せる も の は 、 本 当 に 、 地 獄 的 な 悪魔 的 な も の で あ 
る 。 

な ぜ な ら 、 天 と は 、 秩 序 、 知 、 自 由 の 永遠 の 統治 で ある 。 

福音 書 で は 悪霊 に 后 依 され た 人 は イエ ス キリ スト を 避 けた 。 

使徒 達 の 存在 に よっ て 神託 は 沈黙 し た 。 

常に 、 幻 覚 を 伴う 病気 の 病人 は 秘伝 伝授 者 と 忠 者 へ の 克服 で き な い 嫌悪 を 示す 。 

神託 と 瓶 依 が 止ん だ 事 は 、 人 の 自由 が 運命 に 勝利 で きる 事 を 証明 し た 。 

星 の 光 に よる 病気 の 再発 は 、 霊 的 な 弱体 化 に よる 凶 兆 で 、 常 に 後に 、 致 命 的 な 混 
乱 が 起こ る 。 

星 の 光 の 混乱 は 、 フ ラン ス 革 命 ま で 続い た 。 

サン メダ ー ル の 狂信 者 は フラ ンス 革命 と いう 流血 の 災い の 予言 者 で あっ た 。 

有名 な 犯罪 学者 の トレ ブラ ンカ は 、 悪 魔 に よる 魔術 の 原因 を 探求 し た 。 

トレ ブラ ンカ は 、 悪 魔 に よる 仕業 に 分 類 し て し まっ た が 、 星 の 光 の 混乱 に よる 全て 
の 現象 を 正確 に 記し た 。 

後記 は 、 魔 術 の 儀式 に つい て の トレ ブラ ンカ の 著書 の 15 章 か ら の いく つか の 抜 
粋 で ある 。 


(1) 

絶え 間 無 く 、 悪 魔 は 人 を 誤り に 導 こ うと 試み て いる 。 

(2 

如 魔 は 想像 力 を 混乱 させ て 感覚 を 惑わ す 。 

し か し 、 悪 魔 は 感覚 の 性 質 を 変え る 事 が で き な い 。 

(3③) 

人 の 目 に 異常 が 現れ る と 、 人 の 心 の (想像 の ) 中 に 、 悪 魔 は 想像 上 の 体 を 形成 す 
る 。 

人 の 心 の (想像 の ) 中 に 、 悪 魔 の 想像 上 の 体 の 幻 が 残存 し て いる 限り 、 悪 魔 に よる 
現象 は 続く 。 

(④ 

書 魔 は 、 健 康 の 変調 や 実際 の 病気 に より 生命 機能 を 乱 し て 、 想 像 力 の つり 合い を 
破壊 する 。 

(⑤) 

想像 力 の つり 合い や 理性 の つり 合い が 病 的 な 原因 に よっ て 破壊 され る と 、 目 覚め 
た まま 夢 を 見 る 事 が 可能 に 成り 、 実 在 し な いも の が 迫真 の 外見 を 取る 。 

(6) 

目覚 め た まま 夢 を 見 て いる 状態 で は 、 知 能 に よる 映像 の 知覚 は 、 視 覚 を 信頼 で き 
な くさ せ て し まう 。 

(⑦⑰ 

映像 が 心 (の 想像 ) に 描か れる が 、 想 像 上 の 形 に 過ぎ な い 。 

(8@) 

古代 人 は 幻覚 を 伴う 病気 を 区 別して 2 つ に 分 類 し た 。 

古代 人 は 想像 上 の 形 を 知覚 する 病気 を 狂乱 と 呼ん だ 。 


古代 人 は 実在 し な い 声 や 音 を 聞く 病気 を 竹 蝶 症 と 呼ん だ 。 


前 記 の 、 い くつ か の 点 に お いて 興味 深い 話 か ら 、 ト レブ ラン カ は 病気 を 悪魔 の せ 
い に し た 。 


(例え と し て 、) 実 は 、 病 気 自体 が 悪魔 で ある 。 

も し キリ スト 教 の 権威 が (例え と し て ) 許 せ ば 、 病 気 自 体 が 悪魔 で ある 、 と 人 は 完全 
に 同意 する べき で ある 。 

星 の 光 が 存 在 を 分 解 し て 同化 する た め に くり 返し 奮闘 する の は 、 星 の 光 の 性 質 に 
よる 機能 で ある 。 

水 の 様 に 、 星 の 光 の 絶え 間 無 い 流 れ に は 、 浸 食す る 作用 が 有る 。 

火 の 様 に 、 星 の 光 は 焼き 尽く す 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 は 、 火 の 精髄 で あり 、 火 の 分 解す る 力 で ある 。 

星 の 光 に 圧倒 され て いる 人 の 特徴 で ある 、 悪 の 精神 と 破壊 へ の 愛着 は 、 星 の 光 
の 力 に よる 衝動 で ある 。 

悪 の 精神 と 破壊 へ の 愛着 は 、 魂 の 苦し み に よ る 結果 と し て 生じ る 。 

魂 は 、 不 完全 な 生 を 自覚 し て いる 。 

魂 は 、 正 反対 の 方 向 に 引き 像 か れ て いる の を 感じ て いる 。 

魂 は 、 自 身 を 終わ ら せ る 事 を 望む 。 

し か し 、 魂 は 、 独 り で 死ぬ の が 恐い 。 

その た め 、 魂 は 、 全 て の 被 造物 を 自殺 に 巻き 込 も うと する 。 

星 の 光 に 圧倒 され て いる 魂 の 悪 は 、 幼 子 へ の 憎しみ と いう 形 を 取る 事 が ある 。 

未知 の 力 に よっ て 圧倒 され て いる 何人 か は 子 殺し に 走る 。 

星 の 光 に 圧倒 され て いる 人 に は 、 父 慢 な 声 が 子 殺 し を 要求 する 様 に 思わ れる 。 


ブリ エー ルド ボワ モン 博士 は 、19 世紀 フラ ンス の パパ ヴォ ワー ヌ 事 件 や アン リ 
エッ ト コル ニ エ 事 件 と いう 犯罪 を 思い 出さ せる 、 子 殺し と いう 狂気 の 恐る べき 実例 を 
挙げ て いる 。 

星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 は 、 邪 悪 で ある 。 

星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 は 、 他 人 の 喜び を 如 む 。 

星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 は 、 特 に 、 希 望 を 憎む 。 

星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 は 、 慰 め て いる 時 で すら 、 絶 望 的 な 胸 を 引き 裂く 様 
な 言い 方 を 選べ ぶ 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 に と っ て 、 生 は 苦 と 同義 で ある 。 

また 、 星 の 光 に よっ て 転倒 し て いる 人 は 、 死 と いう 輪舞 に よっ て 目 が 敗 ん で いる 。 

星 の 光 に よる 転倒 や 、( 性 行為 、) 生 殖 行為 を 悪用 、 乱 用 する 死 へ の 潟 望 は 、 神 を 
冒 流 する 笑い も の に する 言動 や 恥ず べき 軽口 に よっ て 、 心 の 転倒 や 恥 に 至ら せる 。 

わい せつ は 、 生 に 対す る 冒 流 で ある 。 

、 悪 徳 は 、 黒 い 偶像 また は 悪魔 に よっ て 擬人 化 さ れ て いる 。 

悪 魔 は 、 生 を も た ら す 神 に つい て の 否定 や 倫 ん だ 鏡像 で ある 。 

悪魔 は 、 死 の 偶像 で ある 。 

モロ ク は 、 幼 子 を 殺す 災い で ある 。 

サタ ン と ニス ロク は 、 憎 し み 、 災 い 、 絶 望 の 神 で ある 。 

アス タル ト 、 リ リス 、 ナ ヘマ ー、 ア スタ ロト は 、 放 湯 と 中 絶 の 偶像 で ある 。 

アド ラメ レク は 、 尊 人 者 の 神 で ある 。 

ベリ アル は 、 永 遠 の 反乱 、 無 秩序 に よる 混乱 、 無 政府 状態 に よる 混乱 の 神 で ある 。 

悪魔 は 、 消 滅する 直前 で た め ら っ て いる 理性 に よる 奇形 の 概念 で ある 。 

消滅 する 直前 で た め ら っ て いる 理性 は 、 理 性 の 苦し み を 終わ ら せ る た め に 、 理 性 
を 同化 し て 破壊 する も の を 四 屈 に 敬礼 する 。 


カバ リス ト に よる と 、 サ タン の 真 の 名 前 は 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ を 逆 に し た 物 で ある 。 

な ぜ な ら 、 サ タン は 、 黒 い 神 で は な く 、 神 の 否定 、 神 性 の 否定 、 神 性 の 欠如 で ある 。 

サタ ン は 、 無 神 論 や 偶像 崇拝 を 擬人 化し た も の で ある 。 

秘伝 伝授 者 に と っ て 、 悪 魔 は 、 人 格 で は な く 、 善 いも の に よっ て 創造 され た が 悪 に 
も 応用 で きる ( 星 の 光 と いう ) 力 で ある 。 

星 の 光 と いう 力 は 、 本 当 に 、 自 由 の 道具 で ある 。 

秘伝 伝授 者 は 、 肉 体 的 な 生殖 (、 性 交 ) を 統治 する 星 の 光 と いう 力 を 、 角 の ある 神 
パー ン と いう 神話 の 形 で 表し た 。 

古い 蛇 の 兄 弟 で ある サバ ト の ヤギ で ある バフ ォ メ ッ ト 、 光 を も た ら す も の ル シ フ ェ ル 
また は 焼 は 、 神 パー ン に 由来 する 。 

詩人 は 、 神 話 の 神 パ ー ン を 、 伝 説 の 偽 の ル シ フ ェ ル に 変身 させ た 。 


神 の 永遠 の 奇跡 は 、 自 然 の 調和 に お ける 、 神 意 に よる 不変 の 秩序 で ある 。 
異常 現象 は 、 混 乱 で ある 。 
異常 現象 は 、 被 造物 の 悪化 だ け の せい で ある 。 
神 の 奇跡 は 、 破 壊さ れ た 秩序 を 復活 させ る た め の 、 神 意 の 反作用 で ある 。 
イエ ス は 、 趣 霊 に 后 依 され て いる 人 を 治す 際 に 、 結 依 され て いる 人 を 落ち 着 か せ 
て 、 異 常 現象 を 起こ す の を 止め させ た 。 
使徒 達 は 、 デ ルポ イ の アポ ロン 神殿 の 巫女 の 高揚 を 和らげ る 際 に 、 予 見 を 止め さ 
壮 だ 。 
誤り の 霊 は 、 興 奮 と 転 響 の 霊 で ある 。 
真理 の 霊 は 、 真 理 と いう 道 に よる 、 落 ち 着き と 平和 で ある 。 
正 し さ の 霊 は 、 正 し い 道 に よる 、 落 ち 着き と 平和 で ある 。 
落ち 着き と 平和 は 、 初 期 の キリ スト 教 に よる 啓蒙 する 感化 で ある 。 
し か し 、 混 乱 に 伴う 情熱 は 、 戦 わ ず に は 、 簡 単に は 、 勝 利 者 で ある キリ スト 教 の 手 
中 に 入ら な か っ た 。 
死に か け て いた 多神教 は 、 古 代 の 聖 所 の 魔術 か ら 力 を 得 た 。 
多神教 は 、 エ レ ウ シ ス の 秘 儀 を 福音 書 の 神秘 に 対立 させ た 。 
多神教 は 、 い ティア ナ の アポ ロニ ウス を 世界 の 人 々 の 救い 主 イ エス に 対立 させ た 。 
フィ ロス トラ トス は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス と いう 新しい 神 の 人 の 伝記 「 テ ィ ア ナ 
の アポ ロニ ウス の 生涯 」 を 記し た 。 
その 後に 、 ユ リア ヌス 帝 が あら われ た 。 


ユリ アヌ ス 帝 を 殺し た 投げ 槍 が ロー マ の 皇帝 崇拝 と いう 偶像 崇拝 に と ど め を 刺し 
た 最後 の 一 撃 に 成っ て いな か っ た ら 、 ユ リア ヌス 帝 は 神格 化 さ れ た で あろ う 。 
死ん だ 宗教 を 老衰 し た 形 で 強制 的 に 復活 させ る 試み は 全く の 失敗 に 終わ る 。 
死ん だ 宗教 の 老衰 し た 形 で の 復活 を 試み た ユリ アヌ ス 帝 は 、 世 界 に 誕生 させ よう 
と 奮闘 し た 老衰 の 子 で ある 異教 と 共に 、 死 ん だ 。 

それ に も か か わら ず 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス と ユリ アヌ ス 帝 は 興味 深い 大 いな る 
人 物 で ある 。 

魔術 の 歴史 に お いて ティ アナ の アポ ロニ ウス と ユリ アヌ ス 帝 の 伝記 は 画 期 的 で あ 
る 。 

例え 話 的 な 伝記 が 当時 の 流行 で あっ た 。 

祖師 は 考え を 人 格 で 体現 し た 。 

秘伝 伝授 され た 弟子 は 秘伝 伝授 の 秘密 を 籠 め た 例え 話 を 書い た 。 

フィ ロス トラ トス の 「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 は 文字 通り に 受け 取る と 非 論 


理 的 で ある 。 
「 テ ィ ア ナ の アボ ポロ ニウス の 生涯 」 は 知 に よっ て 象徴 の 意味 を 調べ る と 記憶 すべ き 
物 と 成る 。 


「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 は 福音 書 と 対立 し て いる 一 種 の 異教 の 福音 書 
で ある 。 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 全 体 が 秘密 の 考え で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 「 テ イィ アナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 を 復元 し て 説明 で きる 。 

フィ ロス トラ トス の 「 テ ィ ア ナ の アボ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 1 章 は ヒ フ ァ シ ス 川 の 
説明 を 含ん で いる 。 

ヒ フ ァ シ ス 川 は 、 あ る 平地 に 源 を 発する が 、 近 づけ な い 領域 に 姿 を 消す 不思議 な 
川 で ある 。 


ヒ フ ァ シ ス 川 は 、 魔 術 の 知 を 表す 。 

魔術 の 知 は 、 最 初 の 原理 は 簡潔 で ある が 、 最 初 の 原理 か ら 最後 の 結論 へ 正確 に 
た どる の は 難し い 。 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 岸 で 育っ た 木 の 樹脂 に よる バル サム 香 で 清め な いと 結婚 は 良い 
結果 を 生じ な い 、 と フィ ロス トラ トス は 教え て いる 。 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 魚 は 、 愛 の 女神 ウェ ヌス に ささ げ ら れ て いる 。 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 魚 は 、 先 端 が 青色 、 鱗 が 多数 の 色 、 尾 が 金色 で ある 。 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 魚 は 、 思 い 通り に 尾 を 膨らませ る 事 が で きる 。 

ヒ フ ァ ン シス 川 に は 、 白 い 明 に 似 た 生物 が いる 。 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 白い 昭 を 熱 す る と 、 ガ ラス に し か 保存 で き な い 引 火 性 の 油 を 生じ る 。 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 白い は 、 王 者 の 役に立つ た め だ け の も の で ある 。 

な ぜ な ら 、 ヒ ファ シス 川 の 白い 明 に は 、 壁 を 倒壊 させ る 力 が ある 。 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 白い 昌 の 油 は 空気 に さら す と 発火 する 。 

ヒ フ ァ シ ス 川 の 白い 其 の 油 の 火 を 消火 で きる も の は 世界 に は 存在 し な い 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 、 ヒ ファ シス 川 の 魚 で 、 最 近 の 磁気 の 実験 が 証明 し て い 
る 、 一 方 が 青色 、 他 方 が 金色 、 中 間 が 多数 の 色 で ある 世界 の 構造 を 表し て いる 。 

( 

この 世 は 男性 神 に よる 数 9 の 身代わり に よっ て 創造 され て いる 。 

9=4+5。 

数 4 の 色 は 青色 で ある 。 

数 5 の 色 は 金色 で ある 。 

この 世 は 2 つの 力 の 相殺 に よっ て 創造 され て いる 。 

) 

白い 明 は 、 星 の 光 の 例え で ある 。 


星 の 光 で ある 白い 明 を 三重 の 火 で 濃縮 する と 万 能 薬 で ある 油 に 成る 。 

星 の 光 を 三重 の 火 で 濃縮 し た 万 能 薬 は 絶縁 体 で ある ガラ ス で し か 保存 で き な い 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 の 透過 性 は 微小 で ある 。 

星 の 光 の 秘密 は 、「 無 上 の 秘伝 伝授 者 」 を 意味 する 「 王 者 」 の た め だ け の 物 で あ 
る 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 に は 諸々 の 都市 を 破壊 で きる 力 が 本 当 に ある 。 

いく つか の 重要 な 秘密 を 大 い に 明 確 に 表し て いる 。 

「 テ ィ ア ナ の アボ ポロ ニウス の 生涯 」 第 3 巻 2 章 で フィ ロス トラ トス は 、 一 角 獣 に つい 
て 話し て 、 一 角 獣 の 角 か ら 作 る 事 が で きる 杯 は 全て の 毒 か ら 身 を 守れ る 、 と 話し て い 
る 。 

象徴 で ある 一 角 獣 の 唯一 の 角 は 位階 制 の 単 一 性 を 表す 。 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 2 章 で フィ ロス トラ トス は 、 テ ィ ア ナ の ア 
ポロ ニウス の 弟子 ダミ ス に よる と 、 一 角 獣 の 角 か ら 作 っ た 杯 は 王者 の た め だ け の 物 


で ある 、 と 話し て いる 。 

ティ アナ の アボ ロニ ウス は 「 一 角 獣 の 角 か ら 作 っ た 杯 か ら 飲 まな いと 酔わ な い 人 
は 幸い で ある 」 と 話し て いる 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 、 足 か ら 胸 まで は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女性 と 会 っ た 、 
と 弟子 ダミ ス は 話し て いる 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス の 弟子 達 は 、 足 か ら 胸 まで は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女性 
と いう 不思議 を 恐れ た 。 


し か し 、 祖 師 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス は 、 足 か ら 胸 まで は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女 
性 に 手 を さ し の べた 。 

な ぜ な ら 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス は 、 足 か ら 胸 まで は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女性 
に つい て 知っ て いた 。 


足 か ら 胸 ま で は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女性 は 古代 エジプト 人 が 敬礼 し た オシ リ 
ス の 牛 ア ピス の 色 を し た イン ド の ウェ ヌス で ある 、 と ティ アナ の アポ ロニ ウス は 弟子 達 
に 教え た 。 

足 か ら 胸 ま で は 白い が 胸 か ら 上 は 黒い 女性 は 、 魔 術 の 知 で ある 。 

白い 手足 は 創造 され た 形 で ある 。 

白い 手足 は 黒い 頭 を 明か し て いる 。 

(創造 され た 形 は 、 人 に は 全体 的 に 未知 で ある 無 上 の 原因 、 第 一 原因 で ある 神 を 
明か し て いる 。) 

黒い 頭 は 人 に は 全体 的 に 未知 で ある 無 上 の 原因 、 第 一 原因 で ある 神 で ある 。 

フィ ロス トラ トス と ダミ ス は 魔術 の 知 を 知っ て いた 。 

フィ ロス トラ トス と ダミ ス は 象徴 の 下 に 隠し て ティ アナ の アポ ロニ ウス の 考え を 表し 
て いる 。 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 5 章 か ら 10 章 は 「 大 いな る 務め 」、「 大 
作業 」 の 秘密 を 含ん で いる 。 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 5 章 か ら 10 章 は 賢者 の 宮殿 へ の 入口 
を 守っ て いる 竜 と いう 象徴 を 「 大 いな る 務め 」、「 大 作業 」 の 秘密 の 象徴 と し て 選ん で 
いる 。 

山 の 竜 、 湿 地 の 竜 、 平 野 の 竜 と いう 3 種類 の 竜 が いる 。 

山 は 硫黄 の 例え で ある 。 

湿地 は 水銀 の 例え で ある 。 

平野 は 賢者 の 塩 の 例え で ある 。 

ノコ ギリ エイ の 様 に 、 平 野 の 竜 は 背中 が の こぎ り 状 に 和 失っ て いて 、 塩 の 酸性 の 力 を 
表す 。 

山 の 竜 は 鱗 と ひげ が 金色 で ある 。 


山 の 竜 が 遣う 音 は 銅貨 が ジャ ラジ ャ ラ 鳴 る 音 に 似 て いる 。 

山 の 竜 の 頭 の 中 に は 石 が ある 。 

山 の 竜 の 頭 の 中 の 石 に よっ て 、 全 て の 奇跡 を 起こ す 事 が で きる 。 

山 の 竜 は 紅海 の 岸 で 日 光 浴 を する 。 

金色 の 文字 が 刺繍 され た 赤い 法衣 の 助け に よっ て 、 山 の 竜 を と ら える 事 が で きる 。 

山 の 竜 が 赤い 法衣 に 刺繍 され た 魔術 の 力 が 籠 め られ た 金色 の 文字 の 上 に 頭 を 
置い て 眠り に 落ち た ら 、 共 で 山 の 竜 の 首 を 切る 。 

「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 5 章 か ら 10 章 で 、 山 の 竜 の 話 に より 「 賢 
者 の 石 」 と 「the Magistery at the Red( 賢 者 の 石 の 様 な 万 能楽 や 錬 金 の 、 赤 の 媒 
体 )」、 金 色 の 文字 の 話 に より 有名 な 「regimen of fire( 火 の 支配 )」 を 認め な い 人 
が いる で あろ うか ? 「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 第 3 巻 5 章 か ら 10 章 で 、 山 
の 竜 の 話 に より 「 賢 者 の 石 」 と 「the Magistery at the Red( 賢 者 の 石 の 様 な 万 能 
薬 や 錬 金 の 、 赤 の 媒体 )」、 金 色 の 文字 の 話 に より 有名 な 「regimen of fire( 火 の 支 
配 )」 を 認め られ る ! 

続い て 、 フ ィ ロ スト ラ ト ス は 、 賢 者 の 砦 と いう 名 前 の 下 で 隠し て 、 南 側 以外 が 唆 で 
包囲 され て いる 丘 と し て 、 錬 金 妨 を 記し て いる 。 

丘 に は 4 歩 の 大 き さ の 泉 が ある 。 

( 丘 に は 数 4 で ある 知 の 泉 が ある 。) 

泉 か ら 、 太 陽 の 熱 に よっ て 、 青 い 蒸気 が 昇っ て 、 七 色 の 虹 を 見 せ て いる 。 

泉 の 底 は 赤い ヒ素 で 埋め られ て いる 。 

泉 の 近く に は 火 で 満た され た 盆地 が ある 。 

番地 か ら 青 黒い 無臭 無煙 の 火 が 昇 っ て いる 。 

劣 地 の 火 は 盆地 の 端 よ り 高く も 低く も 成ら な い 。 


また 、 雨 を 蓄積 する 黒い 石 で 出来 た 貯蔵 所 と 、 風 を 蓄積 する 黒い 石 で 出来 た 貯蔵 

所 が ある 。 
燥 し 過ぎ る と 、 雨 の 貯蔵 所 が 開か れ て 、 国 全体 に 水 を 供給 する 雲 が あら われ る 。 

賢者 の 秘密 の 火 と 、 ユ ダ ヤ 婦 人 マリ ア に よる 「 マ リア の 浴室 」 と 錬金術 で 呼ば れ て 
いる 物 を 「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 よ り 正 確 に 記す 事 は 難し いで あろ う 。 

古代 の 錬金術 師 は 電気 、 磁 気 、 蒸 気 を 「 大 作業 」 に 応用 し て いた 、 の が 「 テ ィ ア ナ 
の アポ ロニ ウス の 生涯 」 の 説明 か ら 分 か る 。 

続い て 、 フ ィ ロ スト ラ ト ス は 、「 賢 者 の 石 」 を 「 石 」 ま た は 「 光 」 と 区 別 し な いで 呼ん で 、 
「 賢 者 の 石 」 に つい て 話し て いる 。 


「 大 衆 に は 『 石 』 を 発見 する 事 は 許さ れ て いな い 。 

な ぜ な ら 、『 わ ざ 』 の 手順 に 従っ て と ら え な いと 、『 石 』 は 姿 を 消し て し まう 。 
特定 の 決ま り 文句 の 言葉 と 儀式 に よっ て 、 賢 者 だ けが 『Pantarba』 に 到達 で きる 。 
『PantarDa』 は 『 石 』 の 名 前 で ある 。 

夜 、『 石 』 に は 、 火 花 を 発する 燃え る 火 が あら われ る 。 

昼 、『 石 』 は 目 が 敗 む ほど 明る く 輝 く 。 

『 光 』、『 石 』 は 見 事 な 徳 の 力 に よる 希薄 な 霊 妙 な 物質 で ある 。 

な ぜ な ら 、『 光 』、『 石 』 は 近く に ある 全て の も の を 引き 寄せ る 」 


ティ アナ の アポ ロニ ウス の 秘密 の 教え に つい て の 、 フ ィ ロ スト ラ ト ス の 賢者 の 石 に 
つい て の 啓示 に よっ て 、 賢 者 の 石 が 普遍 の 磁石 で あり 、 賢 者 の 石 が 、 中 心 の 周囲 に 
濃縮 され て 固定 され た 星 の 光 で 形成 され て いる 、 と 分 か る 。 

賢者 の 石 は 人 の で ある 。 

賢者 の 石 は 全て の 生殖 力 の ある 熱 を 集中 し た 力 を 含ん で いる 。 


賢者 の 石 に つい て の 現存 し て いる 多数 の 象徴 と 口伝 は 賢者 の 石 が 確実 に 存在 し 
て いる 証拠 と し て 存在 し て いる 。 

アッ シリ ア 人 の 弟子 ダミ ス に 従っ て フィ ロス トラ トス が 記し た 「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ 
ウス の 生涯 」 は 例え 話 を 織り 交ぜ た 物 で ある 。 

当時 は 、 例 え 話 を 織り 交ぜ て 、 秘 伝 伝授 の 大 いな る 祖師 達 の 隠さ れ た 考え は 記さ 
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すでに 話し た 様 に 。 

し た が っ て 、「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 が 例え 話 を 含ん で いる 理由 は 分 か 
る で あろ う 。 

そし て 、「 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 生涯 」 の 例え 話 の 下 に 隠さ れ た 、 秘 儀 祭司 の 
秘密 の 知 を 発見 し て 当然 で や る と 思う べき で ある し 、 秘 儀 祭司 の 秘密 の 知 の 理解 を 
目指 し な さい 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 、 大 いな る 知 と 明らか な 徳 に も か か わら ず 、 ペ ル シ ャ の 
位階 制 の 祭司 マギ の 流れ を くむ お 後継 者 で は な か っ た 。 

ティ アナ の アボ ポロ ニウス は イン ド を 源泉 と し て 入門 し た 。 

その た め 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス は バラ モン の 元気 を 弱め る 実践 に ふけ っ た 。 

さら に 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス は 反乱 と 国王 殺し を 公 に 説い た 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス は 誤っ た 道 に お ける 大 いな る 人 格 者 で あっ た 。 

ユリ アヌ ス 帝 の 人 物 像 は 、 テ ィ ア ナ の アポ ロニ ウス の 人 物 像 より 、 詩 的 で 美しく 見 
える 。 

ユリ アヌ ス 帝 は 世界 の 王座 、 ロ ー マ の 皇帝 の 座 に 就 い て いた が 、 賢 者 の 禁欲 を 続 
は だ 。 

ユリ アヌ ス は キリ スト 教 の 若い 力 を ヘレ ニズム の 弱っ た 体 に 移 そ うと し た 。 

ユリ アヌ ス 帝 は 気 高 い 狂 人 で ある 。 


ユリ アヌ ス 帝 は 祖国 の 古代 ギリ シャ を 連想 させ る も の と 、 祖 国 の 古代 ギリ シャ の 
神々 の 象徴 に 夢中 に 成り 過ぎ た と いう 誤り を 犯し た に 過ぎ な い 。 

キリ スト 教 の 実現 する 力 と 相殺 させ る た め に 、 ユ リア ヌス 帝 は 、 カ ルキ ス の イア ンプ ブ 
リコ ス と エフ ェ ソ ス の マク シム ス の 導き に 従っ て 、 黒 魔術 に 助け を 求め て 闇 の 降 霊 術 
に 夢中 に 成っ た 。 

し か し 、 ユ リア ヌス 帝 が 若く 美しく 復活 させ た か っ た 古代 ギリ シャ の 神々 は 命 と 光 

を 恐れ て 後退 し そう な 十字 の 象徴 や 手振り を 前 に 逃げ そう な 老衰 し た 冷た い 姿 で 
ユリ アヌ ス 帝 の 前 に あら われ た 。 

ヘレ ニズム の 段階 は 終わ っ て いた 。 

ガリ ラ ヤ 人 イエ ス が 勝利 し て いた 。 

ユリ アヌ ス 帝 は 、 勝 利 者 で ある イエ ス を 冒 済 し な いで 、 英 雄 の 様 に 死ん だ 。 

ユリ アヌ ス 帝 は 死ぬ 時 に イエ ス を 冒 流し た と いう 誹謗 中 傷 が 存在 する 。 

ユリ アヌ ス 帝 は 戦士 や 哲学 者 の 様 に 死ん だ 、 と アン ミア ヌス マル ケリ ヌス が 詳し く 
記し て いる 。 

キリ スト 教 の 聖職 者 擁護 論者 の 大 衆 は ユリ アヌ ス 帝 の 死後 に ユリ アヌ ス 帝 へ の 
誹謗 中 傷 を くり 返し た 。 

気 高 い 魂 を 愛す る 救い 主 イ エス は 、 不 適切 だ っ た ユリ アヌ ス 帝 より も 、 興 味 深 さ や 
思い や り の 少な い 敵 を 許し た で は な いか ? 気 高 い 魂 を 愛す る 救い 主 イ エス は 、 不 
適切 だ っ た ユリ アヌ ス 電 より も 、 興 味 深 さ や 思い や り の 少な い 敵 を 許し た ! 気 高 い 
魂 を 愛す る 救い 主 イ エス は 、 不 適切 だ っ た ユリ アヌ ス 帝 を 許す は ず で ある ! 

ユリ アヌ ス 帝 が 死ん だ 時 代 に 、 魔 術 は 、 偶 像 崇拝 と 混同 され て 世界 的 な 迫害 に 巻 
さ 込 まれ た 。 

ユリ アヌ ス 帝 が 死ん だ 時 代 に 、 魔 術 が 迫害 され 始め た 時 代 に 、 達 道 者 の 秘密 結 
社 が 誕生 し た 。 


後に 、 魔 術 の 秘密 結社 は 偽 の グノー シス 主義 者 や マニ 教徒 を 引き 寄せ て し まっ た 。 

魔術 の 秘密 結社 は 正 し さ と 誤り が 混じっ た 口伝 の 保管 者 に 成っ て し まっ た 。 

魔術 の 秘密 結社 は 、 廃 れ た 宗教 と 転落 し た 異教 の 祭司 の 永遠 に 挫折 し た 希望 と 
共に 、 恐 ろ し い 区 い に よる 封印 の 下 に 隠し て 古代 の 全能 で ある 神々 の 大 いな る 秘密 
を 伝え た 。 


第 3 巻 第 5 章 伝 説 


黄金 伝説 が 含ん で いる 不思議 な 話 は 、 作 り 話 か も し れ な い が 、 キ リス ト 教 の 最 古 
の 物 で ある 。 

黄金 伝説 の 不思議 な 話 は 、 歴 史 と いう より は 、 例 え 話 で ある 。 

福音 書 の 表現 形式 の 様 に 、 黄 金 伝説 の 不思議 な 話 の 表現 形式 は 簡 沙 で 東風 で 
ある 。 

黄金 伝説 の 口伝 の 存在 は 、 使 徒 ヨ ハネ か ら の 秘伝 伝授 に よる カバ ラ の 神秘 を 隠 
す た め に 、 一 種 の 神話 が 考案 され た 事 を 証明 する 。 

黄金 伝説 は 象徴 と 例え 話 に よっ て 表 さ れ た キリ スト 教 の タカ ルム ー ド で ある 。 

カバ ラ の 例え 話 と いう 観点 か ら 研 究 す る と 、 黄 金 伝説 は 、 古 さ に 比例 し て 当時 と し 
て は 新しい 物 で あり 、 現 実に 重要 で あり 、 無 上 に 興味 深い 作品 と 成る で あろ う 。 

黄金 伝説 136 章 の 聖 処女 ユ ス テ ィ ナ の 神秘 に 満ち た 話 は 悪人 の 霊 の 魔術 と 初 
期 キ リス ト 教 の 戦い を 劇 的 に 驚 異 的 に 描い て いる 。 

黄金 伝説 136 章 の 聖 処 女 ユ ステ ィ ナ の 話 は 、 フ ラン ソ ワ ルネ ド シャ トー ブリ アン 
の 初期 キリ スト 教 へ の 迫害 を 描い た 「 狗 教 者 」 と ゲー テ の 「 フ ァ ウ スト 」 に 先立っ て 合 
わせ て 描か れ た 輪郭 の 様 な 話 で ある 。 


ユ ス テ ィ ナ は 異教 徒 で あっ た 若い 美しい 処女 で ある 。 

ユ ス テ ィ ナ は 偶像 崇拝 の 聖職 者 の 娘 で あっ た 。 

ユ ス テ ィ ナ は フラ ン ソ ワ ルネ ド シャ トー ブリ アン の 「 閣 教 者 」 の Cymodoce の 様 
な 女性 で あっ た 。 

ユ ス テ ィ ナ の 部 屋 の 窓 は 庭 に 面 し て いて 、 開 けら れ て いた 。 


ユ ス テ ィ ナ の 家 の 庭 は キリ スト 教 の 教会 に 面 し て いた 。 

その た め 、 ユ ステ ィ ナ は 毎日 カト リッ ク の 助 祭 が 福音 書 を 読ん で いる 、 心 が 落ち 着 
く 清らか な 声 を 聞い た 。 

異教 徐 で あっ た ユ ス テ ィ ナ が 知ら な か っ た 、 福 音 書 の イエ ス の 言葉 は 、 実 に 深く 、 
ユ ス テ ィ ナ の 心 に 触れ て 動か し て 感動 させ た 。 

その た め 、 あ る 夜 ユ ステ ィ ナ の 母 は ユ ス テ ィ ナ の 深刻 な 表情 に 気づく と 、 ユ ステ ィ 
ナ の 心 を 占め て いる 心配 事 を 心 を 許せ る 信頼 の 置け る 人 で ある 母 に 相談 する 様 に 
求め た 。 

ユ ス テ ィ ナ は 母 の 足元 に 崩れ 落ち 「 私 を 祝福 し て くだ さい 、 お 母 様 。 い いえ 、 私 を お 
許し くだ さい 。 私 は キリ スト 教徒 に 成り まし た 」 と 話し た 。 

ユ ス テ ィ ナ の 母 は 涙 を 流し て ユ ス テ ィ ナ を 抱き し め た 。 

それ か ら 、 ユ ステ ィ ナ の 母 は 夫 で ある ユ ス テ ィ ナ の 父 の 所 へ 行っ て ユ ス テ ィ ナ か ら 
聞い た 話 を 説明 し た 。 

夜 ユ ステ ィ ナ の 公 と 母 が 眠っ て いる と 同じ 夢 が 訪れ た 。 


神々 し い 光 が ユ ス テ ィ ナ の 父 と 母 の 上 に 降臨 し た 。 
甘美 な が 声 が ユ ス テ ィ ナ の 父 と 母 を 呼ん で 話し た 。 


「 苦 し ん で いる 全て の 者 よ 、 私 の 所 に 来 な さい 、 私 が 貴方 達 を 慰め て あげ よう 。 
私 の 父 で ある 神 に 愛さ れ て いる 者 よ 、 来 な さい 、 私 が 創世 の 時 か ら 貴 方 達 の た め に 
用 意 し て いた 王国 を 貴方 達 に あげ よう 」 


夜 が 明け て 朝 が 始ま っ た 。 
ユ ス テ ィ ナ の 父 と 母 は ユ ス テ ィ ナ を 祝福 し た 。 


ユ ス テ ィ ナ と ユ ス テ ィ ナ の 父 と 母 は 洗礼 志願 者 に 加わ っ た 。 

習慣 的 な 見 習い 期間 の 後に に 、 ユ ステ ィ ナ と ユ ス テ ィ ナ の 父 と 母 は 洗礼 を 受け た 。 
ユ ス テ ィ ナ の 老い た 父 と 母 と 手 を つない で ユ ス テ ィ ナ は 清らか に 輝い て 教会 か ら 
へ 戻 つた 。 


マル ガレ ー テ の そば を 通り 過ぎ た ファ ウス ト と メフィスト フェ レス の 様 に 、 悪 人 の 霊 
の 魔術 師 キ プリ アヌ ス と キ プ リ ア ヌス の 弟子 アク ラディ オス と いう マン ト に 身 を 包ん 
だ 2 人 の 不吉 な 男性 が ユ ス テ ィ ナ の そば を 通り 過ぎ た 。 

キ プ リ ア ヌス と アク ラディ オス は ユ ス テ ィ ナ の 輝き に 目 が 上 凡 み 圧倒 され て 立ち 止 
に ye 

し か し 、 ユ ステ ィ ナ は キ プ リ ア ヌス と アク ラディ オス を 見 な いで 父 と 母 と 共に 家 に 着 
MV だ 。 

場面 は 変わ っ て キ プ リ ア ヌス の 研究 室 

魔法 陣 の 輪 が 描か れ て いる 。 

煙 を 上 げ て いる 小さ な 炉 の 上 に 載せ た 小さ な 器 の そば で 、 殺 され た 生 費 の 体 が 
未だ に 岩 え て いる 。 

間 の 霊 が 魔術 師 キ プリ アヌ ス の 前 に 立っ て いて 話し て いる 。 


「 お 前 は 俺 を 呼ん だ な 。 俺 は 来 た 。 話 せ 。 何 を お 前 は 望む ?」 


「 あ る 乙女 を 愛し て し まっ た 」 


「 彼 女 は キリ スト 教徒 だ 」 


「 告 発し ろ 」 


「 私 は 彼女 を 所 有 し た い の で あっ て 失い た く な い 。 私 を 助け て くれ る か ?」 


「 俺 は エヴァ を 誘惑 で きた 。 

エヴァ は 清らか で 日 々 、 神 自身 と 話し て いた の に だ 。 

お 前 の 乙女 が キリ スト 教徒 で も 、 俺 が イエ ス キリ スト を 十字 架 に は りつ けさ せ た の だ 
と 思い 知れ 」 


「 そ れ で は 、 お 前 は 彼女 を 私 の 手 の 中 に 引き 渡し て くれ 」 


「 こ の 魔法 の 軟 言 を 持っ て 行っ て 、 彼 女 が 住む 家 の 入 口 に 塗れ 。 
後 は 俺 に 任せ ろ 」 


ユ ス テ ィ ナ は 小さ な 質素 な 自分 の 部 屋 で 眠っ て いた 。 

キ プ リ ア ヌス は ユ ス テ ィ ナ の 家 の 門 で 神 を 冒 す る 言葉 を 咳 い て 恐る べき 儀式 を 
人 つた だ 。 

悪霊 が 若い 少女 ユエ ステ ィ ナ の 枕元 に 遣い 寄っ て キ プ リ ア ヌス の 映像 に 満ち た 性 
的 な 夢 を 染み 込ま せる 。 

悪夢 の 中 で 、 ユ ステ ィ ナ は 教会 か ら 出 た 時 に キ プ リ ア ヌス と 会 う 。 

悪夢 の 中 で 、 ユ ステ ィ ナ は キ プ リ ア ヌス を 見 た 。 


悪 夢 の 中 で 、 ユ ステ ィ ナ は キ プ リ ア ヌス の 言葉 を 聴き 、 キ プリ アヌ ス は ユ ス テ ィ ナ の 
心 を 騒が す 言 葉 を ささ や く 。 
し か し 、 突 然 ユ ステ ィ ナ は 身動き し て 起き て 十字 を 切る 手振り を し た 。 
悪霊 は 姿 を 消す 。 
誘惑 者 キ プ リ ア ヌス は ユ ス テ ィ ナ の 門 を 見 張っ て ユ ス テ ィ ナ を 待っ て 虚しく 一 晩 中 
過ごし た 。 
翌日 キ プ リ ア ヌス は 降 霊 術 を 新た に 行っ て 地獄 の 共犯 者 で ある ユ ス テ ィ ナ の 誘惑 
に 失敗 し た 悪霊 に 辛 半 な 非難 の 言葉 を 浴び せ た 。 
悪霊 は 無能 無力 で ある 事 を 自白 し た 。 
キ プ リ ア ヌス は 機嫌 を 損ね て 悪霊 を 追い 払っ た 。 
キ プ リ ア ヌス は 上 位 の 悪霊 を 呼び 出し た 。 
上 位 の 悪霊 は 若い 少女 や 美しい 若者 に 変身 し て 助言 と 愛撫 に よっ て ユ ス テ ィ ナ を 
誘惑 し た 。 
ユ ス テ ィ ナ は 誘惑 に 屈し か けた 。 
し か し 、 ユ ステ ィ ナ の 守護 天使 が ユ ス テ ィ ナ を 助け た 。 
ユ ス テ ィ ナ は 息 を 吹き か け 十 字 を 切る 手振り を し て 上 位 の 悪霊 を 追い 払っ た 。 
キ プ リ ア ヌス は 地獄 の 王 サ タン を 呼び 出す 。 
そし て 、 サ タン 本 人 が 現れ る 。 
サタ ン は ヨブ 記 で の ヨブ へ の 全て の 災い に よっ て ユ ス テ ィ ナ を 襲っ た 。 
また 、 サ タン は 恐ろし い ペ スト を 都市 アン ティ オキ ア 中 に まき 散ら し た 。 
ユ ス テ ィ ナ が 怒ら せ た 愛 の 神 ウ ェ ヌ ス と 怒ら せ た 愛 の 神 エ ロス を 満足 させ た 時 に 
の み ペ スト は や む で あろ う 、 と サタ ン に よる 偽 の 神託 が 話し た 。 
し か し 、 ユ ステ ィ ナ は アン ティ オキ ア の 人 々 の 前 で アン ティ オキ ア の 人 々 の た め に 祈 


り ベ ペスト は や お む 。 


サタ ン は 挫折 し た 。 

キ プ リ ア ヌス は 十字 の 象徴 の 全能 を サタ ン に 認め させ る 。 

キ プ リ ア ヌス は 十字 の 象徴 を 身 に つけ て サタ ン に 戦い を 挑む 。 

キ プ リ ア ヌス は 悪人 の 霊 の 魔術 を 捨て て キリ スト 教徒 に 成っ た 。 

キ プ リ ア ヌス は 司教 に 成っ た 。 

キ プ リ ア ヌス は 修道 院 で ユ ス テ ィ ナ と 出会う 

キ プ リ ア ヌス と ユ ス テ ィ ナ は 、 天 の 愛 と いう 清らか な 永遠 の 愛 で 、 愛 し 合う 様 に 
成っ た 。 

迫害 が キ プ リ ア ヌス と ユ ス テ ィ ナ を 襲う 。 

キ プ リ ア ヌス と ユ ス テ ィ ナ は 一 緒 に 捕らえ られ た 。 

キ プ リ ア ヌス と ユ ス テ ィ ナ は 同じ 日 に 殺さ れ た 。 

キ プ リ ア ヌス と ユ ス テ ィ ナ は 神 の 胸 に 抱き し め ら れ て 神秘 の 永遠 の 結婚 を 認め ら 
れる 。 


黄金 伝説 に よる と 、 聖 キ プ リ ア ヌス は アン ティ オキ ア の 司教 で ある 。 

し か し 、 教 会 史 に は キ プ リ ア ヌス は カル タゴ の 司教 の 座 に 就 い た と 記さ れ て いる 。 

アン ティ オキ ア の 司教 キア プリ アヌ ス と カル タゴ の 司教 キネ プ リア ヌス が 同一 人 物 か ど 
うか は 鞍 細 な 問題 で ある 。 

黄金 伝説 の アン ティ オキ ア の 司教 キ プ リ ア ヌス は 詩 的 で ある 。 

カル タゴ の 司教 キ プ リ ア ヌス は 教会 の 教父 で あり 狗 教 者 で ある 。 

古代 の 魔術 書 の 中 に 黄金 伝説 の アン ティ オキ ア の 司教 の 聖 キ プリ アヌ ス の 物 と さ 
れ て いる 祈 補 文 が 残存 し て いる が 、 多 分 、 カ ル タ ゴ の 司教 の 聖 キ プリ アヌ ス の 祈 科 
文 で ある 。 


カル タゴ の 司教 キア プリ アヌ ス の 祈 裕 文 の 理解 し 難い 象徴 を 用 いた 表現 は カル タ 
ゴ の 司教 キ プ リ ア ヌス が キリ スト 教徒 に 成る 前 に 黒 魔術 の 実践 に 過度 に ふけ っ て い 
た と いう 意見 に 信 性 を 与え る 。 

後記 の 様 に に カル タゴ の 司教 キ プ リ ア ヌス の 祈 冬 文 は 翻訳 で きる 。 


「 私 、 キ プリ アヌ ス は 、 私 達 のり 主 イエ ス キリ スト の 僕 で ある 。 
私 は 父 で ある 全能 で ある 神 に 祈り 話し ます 。 

あな た は 強い 神 で ある 。 

私 の 神 は 全能 で ある 。 

神 は 大 いな る 光 の 中 に 住ん で いる 。 

あな た は 聖なる 者 で あり 直 美 に 相応 し い 。 
あな た は 過去 に 、 あ な た の 僕 キ プリ アヌ ス の 悪意 と 悪 圭 に だ まさ れ て キ プ リ ア ヌス が 
陥っ て いた 悪行 を 見 て いた 。 

私 は 、 あ な た の 真 の 名 前 に つい て 無知 で あっ た 。 

私 は 羊 の 中 で 時 を 過ごし た 。 

羊 に は 羊 飼 い が い な か っ た 。 

雲 は 霞 を 地上 に 落と さなか っ た 。 

木々 は 果実 を も た ら さ な か っ た 。 

陣痛 に 苦し ん で いる 女性 は 出産 で き な か っ た 。 

私 は ( 悪 の 縄 で ) 縛 っ て 解 か な か っ た 。 

私 は 海 の 魚 を 縛っ た 。 

海 の 魚 は 捕らえ られ た 。 

私 は 海 の 細道 を 縛っ た 。 

多数 の 悪 を 私 は も た らし た 。 


し か し 、 今 は 、 主 イエ ス キリ スト よ 、 私 は 、 あ な た の 聖 な る 名 前 を 知っ て いる 。 

私 は 、 あ な た を 愛し て いる 。 

私 は 心 の 全て 、 魂 の 全て 、 心 の 中 に ある 全て を 悔い 改め た 。 

私 は 多数 の 罪 を 犯す の を や め た 。 

あな た の 愛 の 中 を 歩め る 様 に 。 

あな た の 戒め に 従え る 様 に 。 

あな た の (思い や り に 満ち た ) 戒 め は 私 に と っ て 信心 と 祈り に 成っ た 。 
あな た は 真理 の 、 神 の 言葉 で ある 。 

あな た は 公 で ある 神 の 、 唯 一 の 神 の 言葉 で ある 。 

私 は 今 あ な た が 雲 へ の 鎖 を 壊し て 、 乳 の 様 な 、 あ な た の 美しい 雨 を あな た の 子 達 に 
降ら す 事 を 願い ます 。 

私 は 、 あ な た が 川 を ( 悪 の 縄 か ら ) 自 由 に し て 、 飛 ぶ 者 で ある 鳥 の 様 に 、 泳 ぐ 者 で ある 
魚 を 自由 に する 事 を 願い ます 。 

私 は 、 あ な た が 、 あ な た の 聖なる 名 前 の 力 に よっ て 、 全 て の 鎖 を 壊し 、 全 て の 妨げ を 
除去 する 事 を 願い ます 」 


カル タゴ の 司教 キ プ リ ア ヌス の 祈 冬 文 が 古代 か ら 存在 し て きた の は 明らか で ある 。 

カル タゴ の 司教 キ プ リ ア ヌス の 祈 科 文 は キリ スト 紀元 で ある 西暦 の 最初 の 数 世 
紀 の 間 の キリ スト 教 の 秘伝 の 原型 の 注目 する べき 記憶 を 含ん で いる 。 

象徴 的 な 聖人 の 伝説 で ある 「 黄 金 伝説 」 の 「 黄 金 」 と いう 形容 は 「 黄 金 伝説 」 の 性 
質 を 十分 に 表し て いる 。 

秘伝 伝授 者 の 目 か ら 見 る と 、 黄 金 は 濃縮 され た 光 で ある 。 

カバ ラ の 神 の 数 は 黄金 の 数 と 呼ば れ て いた 。 

ピタ ゴラス の 倫理 道徳 的 な 教 証 は ピタ ゴラス の 「 黄 金 詩 含 」 に 記さ れ て いる 。 


その た め 、 ロ バ が 重要 な 役割 果たす アプ レイ ウス の 神秘 的 な 作品 は 黄金 の ロ 
バ と 呼ば れ て いる 。 

キリ スト 教徒 が ロバ を 敬礼 し て いる と 異教 徒 は 非難 し た 。 

キリ スト 教徒 が ロバ を 敬礼 し て いる と いう 誹謗 中 傷 は 異教 徒 が 考案 し た 代物 で は 
な か っ た 。 

キリ スト 教徒 が ロバ を 敬礼 し て いる と いう 誹謗 中 傷 は サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 が 考 
案 し た 代物 で ある 。 

サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 は 神 に つい て の カバ ラ の 概念 を エジプト の 象徴 で 表現 し た 。 

サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 は 知 を 六 臣 星 と いっ た 魔術 の 星 で 表現 し て レム ファ ン と い 
う 名 前 の エジプト の 神 と し て 敬礼 し た 。 

サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 は 知 を エジプト の 神 ア ヌメ ビス で 表現 し て アヌ ビス を NibDas 
と いう 名 前 に 変え た 。 

サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 は 大 衆 の 宗教 また は 軽 信 を 神 Thartac と いう 象徴 で 表し 
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サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 は 神 Thartac を 本 を 持っ て いる マン ト を まとっ て いる ロバ 
の 頭 を 持っ て いる も の で 表し た 。 

キリ スト 教 は 、 理 解 と 知 を 圧倒 し て し まっ た 、 普 遍 の 神託 の ふり を し た 、 神 
Thartac また は 盲信 と 大 衆 の 軽 信 に よる 支配 で ある と サマ リア 人 の ユダ ヤ 教 徒 の 
律 法学 者 は 誤っ て 主張 し た 。 

その た め 、 サ マリ ア の ユダ ヤ 教 徒 は 異教 徒 と の 交流 で キリ スト 教徒 と 同一 視 さ れ 
た と 聞く と ロバ の 頭 の 崇拝 者 で ある キリ スト 教徒 と 混同 し な い 様 に 抗議 し て 頼ん だ 。 

哲学 者 は サマ リア の ユダ ヤ 教 徒 に よる キリ スト 教 を ロバ に 例え る 偽 の 啓示 を 笑い 
も の に し た 。 

テル トゥ リア ヌス は 現代 で も 現存 し て いる ロー マ の 風刺 画 に つい て 話し て いる 。 


ロー マ の 風刺 画 に は 栄光 に 満ち た 神 Thartac が キリ スト 教 の 神 と し て 誤っ て 描 
か れ て いる 。 

テル トゥ リア ヌス は 、「 不 条 理 だ か ら 私 は 信じ る 」 と いう 有名 な 言葉 の 作者 で ある 
が 、 神 Thartac が キリ スト 教 の 神 と し て 誤っ て 描か れ て いる 風刺 画 を 大 い に 笑 いも 
の に し た 。 

アプ レイ ウス の 黄金 の ロバ は 、 神 Thartac に つい て の 隠さ れ た 口伝 で ある 。 

黄金 の ロバ は 魔術 の 叙事詩 的 な 小説 で ある 。 

また 、 黄 金 の ロバ は キリ スト 教 に 対す る 風刺 小説 で ある 。 

疑い 無く 、 一 時 、 黄 金 の ロバ の 著者 アプ レイ ウス は キリ スト 教徒 で あっ た 。 

少な く と も 、 ア プレ イ ウ ス は 、 ア プレ イ ウ ス が ロバ に 変身 する 、 象 徴 的 な 魔術 小説 で 
ある 黄金 の ロバ で 、 ア プレ イ ウ ス が キリ スト 教徒 で あっ た 、 と 暗示 し て 見 せ た 。 

黄金 の ロバ は 後記 の 様 な 話 で ある 。 


アプ レイ ウス は テッ サリ ア を 旅 し て いた 。 

テッ サリ ア は 誘惑 術 の 国 で ある 。 

アプ レイ ウス は 妻 が 魔女 で ある 家 で も て な し を 受け た 。 

アプ レイ ウス は 魔女 の 家 の メ イド を 誘惑 し て 女 主人 の 秘密 を 手 に 入れ よう と 考え 
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メイ ド は 魔女 が 島 に 変身 する た め の 魔 法 の 薬 を アプ レイ ウス に 渡す と 約束 し た 。 

し か し 、 メ イド が 箱 を 間違え た た め ア プレ イ ウ ス は ロバ に 変身 し て し まっ た 。 

メイ ド は 、 正 し い 姿 を 取り 戻す に は 薔薇 を 糧 と し て 食べ る だ け で 十分 で ある 、 と 話 
し て アプ レイ ウス を 慰め た 。 

薔薇 は 秘伝 伝授 の 花 で ある 。 

夜 は 薔薇 を 見 つけ る の が 難し い 時 で ある 。 


翌日 まで 待つ と 決め て メイ ド は ロバ に 成っ た アプ レイ ウス を 馬 小 屋 に 入れ た た め 
強盗 に 連れ て 行か れ て し まっ た 。 

薔薇 を 見 つけ る 機会 は ほ ば 無く 成っ て し まっ た 。 

俗 薇 は ロバ の た め に 用 意 さ れ て いな い 。 

庭師 は 杖 で 動物 を 追い 払う 。 

長く 悲し く と ら わ れ て いる 時 に アプ レイ ウス は アプ レイ ウス の 話 に 似 て いる プシ ュ ケ 
の 話 を 聞く 。 

プシ ュ ケ の 不思議 な 象徴 的 な 口伝 は アプ レイ ウス の 体験 の 核心 と 詩 的 性 質 の 様 
で ある 。 

アプ レイ ウス が 魔術 の 秘密 を 得 よ うと し た 様 に 、 プ シュ ケ は 不意 を 突い て 愛 の 神 エ 
ロス の 秘密 の 姿 を 見 よう と 望ん だ 。 

アプ レイ ウス は 人 の 姿 を 失い 、 プ シュ ケ は 愛 の 神 エ ロス を 失う 。 

アプ レイ ウス は 強盗 の 奴隷 に 成っ て し まい 、 プ シュ ケ は 国外 追放 され て 、 さ ま よ い 、 
愛 の 神 ウ ェ ヌ ス の 引 り の 下 で 生き る 事 に 成っ て し まう 。 

し か し 、 地 獄 を 旅 し た 後 プ シュ ケ は 天 に 受け 入れ られ た 。 

そし て 、 神 々 が ルキ ウス アプ レイ ウス に 同情 し た 。 

夢 の 中 で 女神 イシ ス が アプ レイ ウス の 前 に 現れ て 啓示 で 知ら せ て 次 の イシ ス の 祭 
の 儀式 の 時 に イシ ス の 祭司 が 薔薇 を アプ レイ ウス に も た ら す と 約束 し た 。 

イシ ス の 祭 の 時 が 来 た 。 

黄金 の ロバ で アプ レイ ウス は イシ ス の 祭 の 行列 を 長大 に 記し て いる 。 

黄金 の ロバ で の イシ ス の 祭 の 行列 の 説明 は 知る 価値 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 黄 金 の ロバ で の イシ ス の 祭 の 行列 の 説明 は エジプト の 神秘 の 鍵 を も た 
ら す 。 

最初 に 、 仮 装 し た 男性 達 が 奇形 の 動物 達 を 連れ て 来る 。 


奇形 の 動物 達 を 連れ て 来 た 仮装 し た 男性 達 は 大 衆 向け の 例え 話 を 意味 する 。 

続い て 、 大 いな る 女神 イシ ス の 像 を 映し て いる 2 つの 鏡 を 両 肩 に 負っ て いる 女性 
達 が 花々 を まき 散ら し て いる 。 

前 記 の 様 に 、 男 性 は 先行 し 考え を 明確 に 話す 。 

母 の 直感 に よっ て 、 無 意識 に 高位 の 真理 を 反映 し て 、 女 性 は 考え を 飾っ て 美しく 
する 。 

その 後に 、「 光 を も た ら す も の 」 と し て 男性 達 と 女性 達 が 共に や っ て 来る 。 

「 光 を も た ら す も の 」 と し て 共に や っ て 来 た 男 性 達 と 女性 達 は 、 知 と 命 を も た ら す 
自発 的 な 者 と 受容 的 な 者 と いう 2 つの も の の 一 致 を 意味 する 。 

「 光 を も た ら す も の 」 の 光 の 後に 、 若 い 音 楽 家達 が 来る 。 若 い 音 楽 家 達 は 調和 を 
意味 する 。 

続い て 、 最 後に 、 数 3 の 3 つ 1 組 の 神々 の 像 と 、 大 いな る 秘 儀 祭司 が 来る 。 

大 いな る 秘 儀 祭司 は 、 大 いな る 女神 イシ ス の 像 の 代わ り に 、 杖 ケー リュ ケイ オン を 
載せ た 黄金 の 球 を 運ん で いる 。 

ルキ ウス アプ レイ ウス は 大 祭司 の 手中 に 薔薇 の 王冠 を 見 つけ る 。 

ロバ に 成っ て いる アプ レイ ウス は 追い 払わ れず に 大 祭司 に 近づけ た 。 

アプ レイ ウス は 次 薇 を 糧 と し て 食べ て 人 の 姿 を 取り 戻す 。 


学 の 有る アプ レイ ウス は 黄金 の ロバ の 全て を 知 的 に 記し た 。 

また 、 学 の 有る アプ レイ ウス は ルキ ウス アプ レイ ウス と ロバ と いう 二 重 の 性 質 に 合 
う 様 に 英雄 的 な 話 と 滑稽 な 話 を 黄金 の ロバ の 全て に 混ぜ て いる 。 

アプ レイ ウス は 古代 の 終わ り に お ける 古代 の 世界 の ラブ レー で あり ス ヴ ェ ー デ ン 
ボル グ で あっ た 。 


キリ スト 教 の 大 いな る 祖師 達 は 黄金 の ロバ の 神秘 主義 を 理解 で き な か っ た か 理 
解 を 拒ん だ 。 

「 神 の 国 」 と いう 本 の 中 で 著者 アウ グ ス テ ィ ヌ ス は 真剣 に アプ レイ ウス が 文字 通り 
ロバ に 変身 し た と 信じ る べき か どう か 疑っ て 、 結 論 と し て 何 も 導 け な い 異常 な 現象 と 
限っ て 可能 性 を 認め る 気 に 成っ た 様 に 思わ れる 。 

「 結 論 と し て 何 も 導 け な い 異常 な 現象 と 限っ た 」 の が 、 も し アウ グ ス テ ィ ヌ ス の 皮 
肉 で あれ ば 、 激 し い 強 烈 な 皮肉 で ある と 認め ざる を 得 な い 。 

し か し 、「 結 論 と し て 何 も 導 け な い 異常 な 現象 と 限っ た 」 の が 、 も し 、 ア ウ グ ス ティ ヌ 
ス の 無邪気 な 正直 さか ら だ と し た ら 一 一 。 

し か し 、 マ ダウ ラ の 鋭い 弁 諭 家 で あっ た アウ グ ス テ ィ ヌ ス は 無邪気 に 正直 に いら れ 
な か っ た は ず で ある 。 

イエ ス が 幼子 の 神 で ある と 気づか な いで ベツ レ へ ヘム の ロバ と し て 誤っ て イエ ス を 
笑い も の に し た 古代 の 神秘 の 秘伝 伝授 者 は 、 実 に 、 盲 目 で 不幸 で あっ た 。 

幼子 の 神 イ エス は 馬 小 屋 の 中 で 平和 的 な 動物 達 を 照ら し て いた 。 

神 の 子 イ エス は 過去 と 未来 の 全て を 一 致 さ せる 星 を ひたい の 上 に 載せ て いた 。 

無能 無力 を 悟っ た 哲学 者 が 、 勝 利 し た キリ スト 教 を 傷 辱 し よう と し て いる 間 に 、 教 
会 の 教父 は プラ トン の 雄大 さ を 全 て 身 に つけ て 神 の 言葉 イエ ス と いう 生き て いる 現 
実に 基づく 新しい 哲学 を 創造 し た 。 

神 の 言葉 イエ ス は 、 教 会 に 常に 存在 する 。 

神 の 言葉 イエ ス ( の 精神 ) は 、 各 キリ スト 教徒 の 中 で 再生 する 。 

神 の 言葉 イエ ス は 、 人 の 中 で 不死 で ある 。 

仮に 、 キ リス ト 教 が 自己 犠牲 と 献身 の 教え で な けれ ば 、 プ ロメ テウ ス の 夢想 より 、 
尊大 な 夢 起 と 成っ て いた で あろ う 。 


キリ スト 教 は 、 神 々 し い の で 人 間 ら し く 、 人 間 ら し い の で 神々 し い 。 


第 3 巻 第 6 章 カ バラ の 絵 と 神聖 な 象 微 


救い 主 イ エス の 厳し い 戒め に 従っ て 、 原 初 の 教会 は 無 上 の 神聖 な 神秘 を 大 衆 に 
置 流 する 機会 を 持た せな い 様 に さら さなか っ た 。 

洗礼 と 、 パ ン を イエ ス の 肉 と 思っ て 頂く 聖体 エ ウ カ リス ティ ア は 入門 の 進み 具合 に 
よっ て 認め られ た 。 

また 、 聖 書 も 隠さ れ た 。 

聖書 の 自由 な 研究 と 、 特 に 解釈 は 祭司 だ け の 物 で あっ た 。 

さら に 、 性 質 的 に 、 聖 書 より 少数 の 人 に だ け 絵 を 明か し た 。 

当時 の 感覚 と し て イエ ス キリ スト の 姿 を 再現 し た 絵 を 控え た 。 

その た め 、 ロ ー マ の 初期 キリ スト 教徒 の 地下 墓所 カタ コン べ の 絵 は 、 大 部 分 が 、 カ 
バラ の 象徴 で ある 。 

鹿 が 飲み に 来る 4 つの 川 に よる エデン の 十字 が 描か れ て いた 。 

ヨナ 書 の ヨナ の 謎 の 魚の 代わ り に 、 双 頭 の 蛇 が 描か れ て いる 事 が 有 っ た 。 

オシ リス の 絵 を 思い 出さ せる 、 丁 か ら 復活 し て いる 男性 が 描か れ て いた 。 

前 記 の 、 カ バラ の 象徴 は 後世 に カバ ラ の 神聖 な 口伝 を 物質 化し て 地 に 堕 と し た 
偽 の グノー シス 主義 者 が 悪用 、 誤 用 し た せい で 禁止 され た 。 

教会 は グノー シス 主義 と いう 名 前 を 常に 拒絶 し た わけ で は な い 。 

使徒 ヨハ ネ の 口伝 と 結び つい た 考え を 持つ 真 の グノー シス 主義 の 教父 は 完全 な 
キリ スト 教徒 を グノー シス 主義 者 と 呼ん で いた 。 

正統 な キリ スト 教徒 で あっ た か は 疑わ し い が 完 全 な カバ リス ト で あっ た 大 いな る 
シュ ネ シ オ ス は 別 と し て 、 イ レナ エ ウ ス と アレ クサ ンド リア の クレ メン ス は 完全 な キリ ス 
ト 教 徒 を グノー シス 主義 者 と 呼ん で いた 。 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 皆 、 位 階 制 の 秩序 に 反抗 し た 。 


偽 の グノー シス 主義 者 は 、 神 聖 な 知 を 大 衆 に 拡散 し て 、 神 聖 な 知 を 引き 下げ よう 
と し た 。 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 理 解 の 代わ り に 、 幻 視 を 用 いよ うと し た 。 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 位 階 制 の 宗教 の 代わ り に 、 個 人 的 な 狂信 を 用 いよ うと 
じ た 。 

特に 、 偽 の グノー シス 主義 者 は 、 賢 明 な キリ スト 教 に よる 落ち 着き と 貞 小 な 結婚 と 
節制 の 母 で ある 法 へ の 従順 の 代わ り に 、 神 秘 主義 的 な 性 欲 の 誤っ た 自由 を 用 いよ 
うど ご し た 。 

物質 的 な 肉体 的 な 手段 に よる 忘 我 状 態 へ の 誘導 と 、 神 性 の 代わ り と し て の 催眠 
の 応用 は 、 イ ンド の 黒 魔 術 を 続け た 偽 の グノー シス 主義 と いっ た カイ ン の 宗派 に お け 
る 不変 の 傾向 で あっ た 。 

教会 は グノー シス 主義 を 精力 的 に 禁止 する ほか な か っ た 。 

そし て 、 教 会 は グノー シス 主義 の 禁止 と いう 方 針 を 変え な か っ た 。 

地 に は び こ っ た 毒 麦 を 働 で 掘っ て 火 で 燃やす と 、 知 の 善い 種 ま で 被害 を 受け る 事 
が 有る の だ けが 悔やま れる 。 

(マタ イ に よる 福音 13 章 の 「 毒 麦 の 例え 」) 

生殖 と 家庭 の 敵 で ある 偽 の グノー シス 主義 者 は 放 消 を 増やし て 不毛 を 保証 し よう 
と し た 。 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 物 質 を 精神 化す る ふり を し た 。 

し か し 、 実 際 に は 、 不 快 な 形 で 、 偽 の グノー シス 主義 者 は 、 精 神 を 物質 化し た 。 

偽 の グノー シス 主義 者 の 神学 は 、 ア イオ ー ン と 呼ん で いる 世界 に お ける 性 交 や 肉 
欲 に よる 性 交 に 満ち て いる 。 

バラ モン の 様 に 、 偽 の グノー シス 主義 者 は 死 を 男性 器 の 象徴 の 下 に 敬礼 し た 。 

偽 の グノー シス 主義 者 の 創造 と は 、 無 限 の 自慰 で ある 。 


偽 の グノー シス 主義 者 の 身代わり に よる 罪 の つ で ない に よる 救い と は 、 永 遠 の 中 
絶 で ある 。 

奇跡 に よっ て 位階 制 か ら 逃 げ ら れる と 誤っ て 当て に し て 、 ま る で 位階 制 の 外 で の 
奇跡 は 無秩序 や 悪 を 証明 する か の 様 に 、 偽 の グノー シス 主義 者 は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 
の 時 代 か ら 、 大 い に 生 異 を 起こ し た 。 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 確 立 さ れ て いる 宗教 の 代わ り に 、 黒 魔術 の 汚れ た 儀式 
を 用 いた 。 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 聖 体 エ ウ カ リス ティ ア に お ける イエ ス の 血 と 思っ て 頂く 
赤ワイン の 代わ り に 、 血 を 出現 させ た 。 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 天 の 子羊 の 平和 な 清らか な 晩 響 の 代わ り に 、 食 人 の 
聖体 エ ウ カ リス ティ ア を 用 いた 。 

大 異端 者 Marcos は 、 ウ ァ レ ン テ ィ ヌ ス の 弟子 で ある 。 

大 異端 者 Marcos は 、2 つの 杯 で ミサ を 行っ た 。 

大 異端 者 Marcos は 、 小 さい 方 の 杯 に 赤ワイン を 注い だ 。 

そし て 、 大 異端 者 Marcos は 、 呪 文 を 唱え て 、 血 の 様 な 酒 の 様 な 代物 を 沸騰 する 
様 に 湧き 出さ せ て 大 きい 方 の 杯 を 満た し た 。 

大 異端 者 Marcos は 、 祭 司 で は な い 。 

大 異端 者 Marcos は 、 驚 異 現象 を 起こ す 事 で 、 神 が 祭司 に する 叙 階 を 大 異端 者 
Marcos に 奇跡 に よっ て 行っ た と いう 嘘 を 証明 し よう と し た 。 

大 異端 者 Marcos は 、 全 て の 弟子 を 鼓舞 し て 目 の 前 で 同じ 驚異 現象 を 起こ させ 
た 。 

特に 女性 の 弟子 は 男性 の 弟子 より 大 異端 者 Marcos と 同じ 和 父 異 現象 を 起こ す 
事 に 成功 し た が 、 結 果 と し て 、 け いれ ん し 忘 我 状態 に 成っ て し まっ た 。 


大 異端 者 Marcos は 、 女 性 の 弟子 に 息 を 吹き か け て 和 狂気 を 伝染 させ て 、 大 異端 
者 Marcos と 大 異端 者 Marcos の 宗派 の た め に 、 全 て の 思慮 分 別 だ け で は な く 全 
て の 良識 も 忘れ る 事 を 女性 の 弟子 に 区 わ せ た 。 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 誤 っ た 形 で 女性 を 祭司 の 中 に 入れ る 事 を 常に 妄想 し 
た だ 。 

な ぜ な ら 、 偽 の グノー シス 主義 者 は 、 誤 っ た 男女 平等 に よっ て 、 無 秩序 を 家庭 に も 
た らし て 、 つ まず き の 石 を 社会 の 道 に 置い た 。 

母 に 成る 事 が 、 女 性 が 真 の 祭司 に 成る 事 で ある 。 

謙虚 、 慎 み が 、 家 庭 の 作法 で あり 、 家 庭 の 宗教 の 作法 で ある 。 

真 の 女性 の 祭司 は 謙虚 で 貞 波 な 母 で ある 事 を 、 偽 の グノー シス 主義 者 は 、 理 解 で 
さき なか っ た か 、 理 解 し 過ぎ て いた 。 

偽 の グノー シス 主義 者 は 、 母 性 と いう 神聖 な 先天 性 を 誤 ら せ て 、 男 性 と 女性 の 間 
の 壁 を 転倒 させ て 、 誤 っ た 自由 を 肉欲 に 用 意 し た 。 

し か し 、 偽 の グノー シス 主義 者 の 全て が 、 わ いせ つ へ の 嘆かわしい 正直 さと いう 性 
質 を 持っ て いた わけ で は な い 。 

正反対 に 、 偽 の グノー シス 主義 者 で ある 、 モ ンタ ノ ス 派 は 、 実 践 不可 能 に する ほど 
備 理 道徳 を 誇 中 し た 。 

モン タ ノ ス の 厳し い 誤 っ た 教え は テル トゥ リア ヌス と いう 逆説 的 な 極端 な 天才 を 誘 
惑 し た 。 

モン タ ノ ス は 、 プ リス カ と マキ シミ ラ と いう 2 人 の 偽 の 女 預 言 者 また は 催眠 術 師 と 
共に 、 無 制限 の 狂乱 と 忘 我 状 態 に よる 全て の 放 薄 に 身 を 任せ た 。 

自然 は 狂乱 と 忘 我 状態 と いっ た 過剰 行為 の 行為 者 に 対し て 報復 を 欠く 事 は 無い 。 
自然 は 狂乱 と 忘 我 状態 と いっ た 過剰 行為 の 行為 者 に 対し て 報復 する 。 

モン タ ノ ス 、 プ リス カ 、 マ キシ ミラ は 支離滅裂 に 狂い 自殺 し た 。 


大 異端 者 Marcos の 考え 、 偽 の グノー シス 主義 は 、 汚 され た 物質 化 さ れ た カバ ラ 


で あっ た 。 


神 は アル ファ ベッ ト の 文字 に よっ て 全て を 創造 し た 、 と 偽 の グノー シス 主義 者 は 夢 


想 じ た 。 


アル ファ ベッ ト の 文字 は 神 に よる 多数 の 放射 物 の 様 な 物 で あり 存在 を 生成 する 力 


を 持っ て いる 、 と 偽 の グノー シス 主義 者 は 夢想 し た 。 


ノー 


言葉 は 全て 力 を 持っ て いて 実質 的 に も 全く 現実 的 に も 奇跡 を 起こ す 、 と 偽 の グ 
シス 主義 者 は 夢想 し た 。 

前 記 は 、 あ る 意味 で は 正しい 。 

し か し 、 前 記 は 、 大 異端 者 Marcos の 異端 の 宗派 の 意味 で は 誤っ て いる 。 
偽 の グノー シス 主義 の 意味 で は 誤っ て いる 。 

大 異端 者 Marcos の 異端 の 宗派 は 、 幻 覚 に よっ て 現実 を 補っ た 。 

大 異端 者 Marcos と 弟子 は 、 自 身 を 目 に 見 えな く で きる と 思い 込ん だ 。 

な ぜ な ら 、 大 異端 者 Marcos と 弟子 は 、 催 眠 状 態 で 望ん だ 所 に 精神 的 に 自身 を 


移動 で きる と 思い 込ん だ 。 


偽 の 神秘 主義 で は 、 生 と 夢 を 頻繁 に 混同 し て 、 支 配 的 な 夢 が 現実 を 侵害 し て 牧 


い 隠 し て し まう 。 


偽 の 神秘 主義 は 、 極 端 な 患 か さ に よる 支配 で ある 。 

想像 力 の 自然 な 機能 は 映像 と 形 を 呼び 起こ す 事 で ある 。 

し か し 、 奇 形 の 子 の 妊娠 の 現象 と 、 奇 形 の 子 の 妊娠 に 似 た 多数 の 事実 が 証明 し 
て いる 様 に 、 異 常 な 興奮 状態 で は 想像 力 は 形 を 実現 で きる 。 

公認 の 科学 は 、 想 像 が 実現 する 事 を 、 頑 な に 拒絶 する より も 、 賢 明 に 研究 すれ ば 


良い の だ が 。 


キリ スト 教 は 、 奇 形 の 子 の 妊娠 と いっ た 混乱 的 な 創造 に に 、 ま さ に 、 悪 魔 の 奇跡 と い 
う 名 前 で 閣 印 を 押し て いる 。 

褒 形 の 子 の 妊娠 と いっ た 混乱 的 な 創造 は 、「 魔 術 師 シモ ン 」 の 異端 派 、 
Menander の 異端 派 、 大 異端 者 Marcos の 異端 の 宗派 の 驚異 現象 で ある 。 

19 世紀 で も 、 ロ ンド ン に 亡命 し た 、 ヴ ァ ン トラ ス と いう 名 前 の 偽 の グノー シス 主義 
者 が 、 血 を 空 の 杯 の 中 や 聖体 の パン の 上 に 冒 流 的 に 出現 させ て いる 。 

不適 切な ヴァ ント ラス は 、 大 異端 者 Marcos の 様 に 、 忘 我 状態 に 成っ て 、 位 階 制 
が 地 に 堕ち て 無制限 に 性 交 に ふけ る 抑制 せ ず に 性 欲 に ふけ る 偽 の 聖職 者 が 将来 


勝利 する と いう 偽 の 予言 を する 。 

偽 の グノー シス 主義 に よる 万 能 な 汎 神 論 の 後に 、 大 異端 者 Marcos に よる 二 元 
論 に 至り 、 ペ ル シ ャ の 祭司 マギ の 偽 の 弟子 に 流行 し た 偽 の 秘伝 伝授 が 宗教 的 な 教 
えと し て 明確 に 話さ れ た 。 

悪 の 擬人 化 は 、 神 自身 と 争う 神 、 光 の 王 で ある 神 に 相当 する 闇 の 王 と いう 誤っ た 
考え を も た らし た 。 


エリ ファ ス レヴ ィ が 抗議 の 意思 を 精力 的 に 表明 し て いる 、 サ タン の 遍 在 と 支配 権 
と いう 悪質 な 考え は 、 偽 の グノー シス 主義 の 時 代 の 考え が 原因 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 堕 天使 に つい て の 口伝 を 表 定 も 否定 も し な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 堕 天使 に つい て 、 信 心 に 関す る 全て の も の と 同様 に 、 神 の カト 
リッ ク の 法王 の ロー マ 教 会 の 無 上 の 誤り が 無い 絶対 の 決定 に 従う 。 

た だ し 、 堕 天 の 前 に 堕天 使 に 指導 者 が いた と 仮定 し て も 、 基 天 に よっ て 堕天 使 は 
指導 者 が いな い 全 く の 混乱 に 陥っ た は ず で ある 。 

神 の 不変 の 正義 だ けが 秩序 を 混乱 に も た ら せ る 。 

全て の 力 の 源泉 で ある 神 か ら 離 れ た 、 他 の 堕天 使 より 罪深い 、 基 天 使 の 王者 は 
全て の 追放 者 の 中 で 最 下 位 者 、 最 も 無能 無力 な 者 で ある 。 


も し 神 を 忘れ た 者 を 罪 と 死に 引き 寄せ る 力 が 自然 に 存在 する と し た ら 、 星 の 光 と 
いう 力 で ある 。 

星 の 力 は 堕天 使 、 堕 落し た 霊 に も 従う 道具 で ある 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 認め る 。 

全角 度 か ら の 考え と 全く の 正統 性 を 理解 可能 な 完全 な 説明 を 用 意 し て 、 星 の 力 
に つい て 後 で 話す つも り で ある 。 

星 の 光 に つい て 話し た 結果 も た ら さ れる 、 隠 され た 考え の 大 いな る 秘密 の 啓示 は 、 
降 霊 術 、 全 て の 不思議 な 体験 、 磁 気 の 催眠 術 の 溢 用 、 テ ー ブ ル ター ニン グ 、 奇 跡 と 
幻覚 に つなが る 全て の 物 の 、 危 険 性 を 明らか に する で あろ う 。 

アリ ウス は 、 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ 自 体 と は 「 異 質 」 で ある 神 の 子 イ エス に よる 混成 
の 創造 と いう 誤っ た 考え に よっ て 、 マ ニ 教 へ の 道 を 用 意 し て し まっ た 。 

アリ ウス に よる 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス は 「 異 錦 」 で ある と いう 誤っ た 考 
え は 、 神 の 中 の 二元論 と いう 誤っ た 仮説 に 相当 する 。 

神 の 中 の 二元論 と いう 誤っ た 考え は 、 絶 対 者 で ある 神 の 中 の 優劣 と いう 誤っ た 考 
え を も た ら す 。 


神 の 中 の 優劣 と いう 誤っ た 考え は 、 無 上 の 力 の 中 の 優劣 と いう 誤っ た 考え を も た 
ら す 。 
神 の 中 の 優劣 と いう 誤っ た 考え 、 無 上 の 力 の 中 の 優劣 と いう 誤っ た 考え は 、 父 で 


ある 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス の 不一致 の 可能 性 と 必然 性 と いう 誤っ た 考え を も た 
ら す 。 

神 の 中 の 優劣 、 無 上 の 力 の 中 の 優劣 、 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス の 不 一 
致 と いう 誤っ た 考え 、 ま た は 、 神 に つい て の 誤っ た 三 段 論 法 の 各 段 の 優劣 や 太 ー 致 
は 、 神 と いう 概念 へ の 誤っ た 否定 に 必然 的 に 至っ て し まう 。 

神 の 言葉 イエ ス は 療 か 悪 か 、 に つい て 何 か 疑 問 が 存在 する か ? いい え ! 神 の 
言葉 イエ ス は 善 で ある ! 


神 の 言葉 イエ ス は 神 か 悪魔 か 、 に つい て 何 か 疑 問 が 存在 する か ? いい え ! 神 
の 言葉 イエ ス は 神 で ある ! 

ギリ シャ 語 で 二 重 母音 「 z 」 を 「 同 質 」 を 意味 する 「ouoo0ouoc」 に 足し て 「 類 似 」 
を 意味 する 「ououo0ouoc」 に 変え た 事 が も た ら す 、 大 いな る 二 者 択 一 は 「 神 の 言葉 
イエ ス は 神 か 神 で は な いか ?」 と いう 疑問 で あっ た 。 

ニカ イア 公会 議 は 、 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス は 「 同 質 」 で ある と 宣言 し 
て 、 世 界 を 救っ た 。 

(325 年 の ニカ イア 公会 議 で 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス は アリ ウス 派 の 様 
に 「 類 似 」 で は な く 「 同 質 」 で ある と 決定 し た 。) 

た だ し 、 現 実 の 原理 が 普遍 の つり 合い を 形成 し て いる と 知っ て いる 人 だ けが 「 父 
で ある 神 ヤ ハウ ェ と 神 の 子 イ エス は 『 同 質 』 で ある 」 と いう 真理 を 認め る 事 が で きる 。 

カバ ラ へ の 誤解 が 、 偽 の グノー シス 主義 、 ア リウ ス 主 義 、 マ ニ 教 を も た らし た 。 

教会 が 信者 に カバ ラ と いう 危険 な 知 の 研究 を 禁止 し た の は 当然 で あっ た 。 

カバ ラ の 鍵 は 無 上 の 祭司 の た め だ け の 物 に する べき で ある 。 

事実 、 少 な く と も 、 法 王 レ オ 3 世 ま で 、 法 王 が カバ ラ と いう 秘密 の 口伝 を 保存 し て 
きた 様 に 見 受け られ る 。 

法王 レオ 3 世 は 「Enchiridion」 と いう 隠さ れ た 典礼 書 を カー ル 大 需 に 与え た 、 と 
言わ れ て いる 。 

法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 は ソロ モン の 鍵 と いう 無 上 の 秘密 の 文字 を 含ん 
で いる 。 

法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 は 隠さ れ て 保存 され て いた 。 

後に 、 法 王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 は 広まっ た 。 

教会 は 法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 を 非難 する 必要 に 人 迫 ら れ た 。 


結果 的 に 、 法 王 レ オ 3 世 の 「Enchiridion」 は 黒 魔術 の 魔術 書 に 分 類 さ れ て し 


た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 稀少 で 興味 深い 法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 の 古い 写本 
を 所 有 し て いる 。 


カバ ラ の 鍵 の 喪失 は 、 教 会 の 誤り の 無 さ の 喪失 を も た ら さ な か っ た 。 

常に 神 の 聖霊 は 教会 を 助け て いる 。 

し か し 、 カ バラ の 鍵 の 喪失 は 、 大 いな る 暗闇 を 聖書 の 解釈 に も た らし た 。 

カバ ラ の 鍵 の 衰 失 に よっ て 、 エ ゼ キ エル 書 と ヨハ ネ の 庄 示 録 の 無 上 の 象徴 は 全く 
理解 不能 に 成っ て し まっ た 。 

使徒 ペトロ の 正統 な 後継 者 で ある 法王 が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が ささ げ る 本 書 「 魔 術 
の 歴史 」 を 受け 取り ます 様 に 。 

法王 が 最も 卑しい 身分 の 人 の 子 で ある エリ ファ ス レヴ ィ の 労苦 を 祝福 し て くれ ま 
す 様 に 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 の 鍵 の 1 つ を 見 つけ た と 信じ て いま す 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 知 の 鍵 の 1 つ を 、 理 解 と 信心 の 宝庫 の 鍵 を 開け た り 閉 め た り 
する 権利 を 唯一 持つ 法王 の 足元 に 置き に 来 ま し た 。 


第 3 巻 第 7 草 ア レク サン ドリ ア 学 派 の 哲学 者 


プラ トン の 学派 は 断絶 の 直前 に アレ クサ ンド リア で 大 いな る 光 を 広め た 。 

し か し 、3 世紀 間 の 戦い の 後に 勝利 し た キリ スト 教 は 古代 の 教え や 考え の うち 永 
遠 で あり 正しい 全て の も の を 同化 し て いた 。 

新しい 宗教 キリ スト 教 の 最後 の 好敵手 アレ クサ ンド リア 学派 は 防腐 死体 ミイ ラ に 
電気 を 流し て 復活 させ て 、 生 き て いる 人 々 の 進歩 を 止め よう と 試み た 。 

も は や 競争 が 激しく 成る は ず が な い 時 に 来 て いた 。 

アレ クサ ンド リア 学派 の 異教 徒 は 、 意 に 反し て 、 知 ら な いで 、 全 て の 時 代 に 立ち 向 
か うた め に ナザレ の イエ ス の 弟子 達 キ リス ト 教 徒 が 建て た 神 の 記念 建造 物 の 建造 
に 従事 し て いた 。 

ニオ ス サッ カス 、 プ ロティ ノ ス 、 テ ュ ロ ス の ポル ピュ リオ ス 、 プ ロク ロス は 、 知 

忘 の 歴史 に お ける 大 いな る 高 名 な 人 達 で ある 。 

アレ クサ ンド リア 学派 の 神学 は 高尚 で ある 。 

アレ クサ ンド リア 学派 の 考え は 倫理 道徳 的 で ある 。 

アレ クサ ンド リア 学派 の 哲学 者 自身 の 振る 舞い は 禁欲 的 で 茂 し か っ た 。 

実に 、 心 に 触れ て 感動 させ る 当時 の 第 一 の 象徴 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 と いう 星座 
の 全て の 星 の う ち 最 も 明る い 星 は 、 ア レク サン ドリ ア の テオ ン の 娘 ヒ ュ パ ティ ア で ある 。 

ヒュ パテ ィ ア は 、 学 の 有る 処女 の 女性 で あっ た 。 

ヒュ パテ ィ ア の 理解 と 徳 は 洗礼 を 受け る 事 が 可能 な ほど で あっ た 。 

し か し 、 偽 の キリ スト 教徒 が ヒュ パテ ィ ア を 拉致 し て 洗礼 を 受け させ よう と し た が 、 
ヒュ パテ ィ ア は 良心 の 自由 の た め に 狗 教 者 と し て 殺さ れ て し まっ た 。 

( 


エフ ェ ソ ス 公 会 議 は ヒュ パテ ィ ア を 殺し た 総司 教 キ ュ リ ロス を 「 教 会 を 破壊 する た 
め に 生ま れ 育 っ て きた 怪物 で ある 」 と 非難 し た 。 

現在 も 教会 大 に よる 聖人 カレ ンダ ー に 総司 教 キ ュ リ ロス の 名 前 は 無い 。 

) 

キュ レネ の シュ ネ シ オ ス は ヒュ パテ ィ ア の 学校 で 教育 を 受け た 。 

シュ ネ シ オ ス は プ ト レ マ イ ス の 司教 に 成っ た 。 

シュ ネ シ オ ス は 、 最 も 学 の 有る 哲学 者 の 1 人 で あり 、 最 初 の 数 世紀 の キリ スト 教 
徒 の 最良 の 詩人 で ある 。 

「 大 衆 は 理解 し や すい も の を 常に 軽 蔵 し て 嫌う 。 そ し て 、 大 衆 が 求め る も の は 、 だ ま 
され る 事 で ある 」 と いう 言葉 は シュ ネ シ オ ス が 話し た 物 で ある 。 

後記 の 様 に 、 シ ュ ネ シオ ス へ の 司教 の 位階 の 授与 が 提案 され た 時 に 、 シ ュ ネ シオ 
ス は 友人 へ の 手紙 に 書い て いる 。 


「 知 に 引き 寄せ られ る 人 、 真 理 の 熟考 に 自ら 引き 寄せ られ る 人 は 、 大 衆 が 真理 を 受 
け 入 れ ら れる 様 に 、 真 理 を 隠す 必要 に 迫 ら れる 。 

実際 に 、 光 と 真理 に は 類推 可能 性 が 存在 する 。 

実際 に 、 人 の 肉眼 と 大 衆 の 理解 に は 類推 可能 性 が 存在 する 様 に 。 

光 を 急 に 伝達 する と 明る 過ぎ て 肉眼 を 略 ま せ て し まう 。 

光 だ け よ り 、 影 が 和らげ た 光線 は 視力 が 未だ 弱い 肉眼 に 役立つ 。 

その た め 、 私 の 意見 で は 、 大 衆 に は 作り 話 が 必要 で ある 。 

真理 の 輝き に よっ て 真理 を 熟考 する 力 が 不 十分 で ある 人 に は 真理 は 有害 で ある 。 
私 が 真理 に つい て の 意見 を その まま 話す の を 控え る 事 と 私 が 真理 に つい て 例え 話 
で 話す 事 を 教会 の 祭司 の 法 が 許す の で あれ ば 、 私 は 提案 され た 司教 の 位階 を 受け 
人 入れ る 事 が で きま す 。 


言い 換え る と 、 私 が 提案 され た 司教 の 位階 を 受け 入れ る 条件 は 、 私 は 自分 の 家 で 
は 真理 に つい て あり の まま に 話す 哲学 者 の まま で ある が 、 公 の 場 で は 真理 を 例え 話 
で し か 話さ な い 事 で す 。 

事実 、 ど の 様 な 共通 が 大 衆 と 高尚 な 知 の 間 に 存 在 で きる か ? 大 衆 と 高尚 な 知 の 
間 に 共 通 は 有り 得 な い ! 

真理 を 隠し た まま に する 必要 が 有る 。 

大 衆 に は 大 衆 の 不 完全 な 理性 に つり 合う 教育 が 必要 で ある 」 


前 記 の 様 な 表現 で シュ ネン シオ ス が 記し た の は 残念 で ある 。 

な ぜ な ら 、 大 衆 の 教育 を 任 さ れ た 時 に 、 大 衆 へ の 教育 の 制限 を あら わ に する の は 
思慮 が 足り な い 。 

無 思 慮 の 結果 と し て 現在 で も 「 大 衆 に は 宗教 が 必要 で ある 」 と いう 無 思 慮 に 共通 

の 言葉 が 存在 する 。 

問題 は 「 大 衆 と は 何者 か ?」 と いう 事 で ある 。 

な ぜ な ら 、 理 解 と 備 理 道徳 性 に お いて 大 衆 で ある 事 を 望む 人 は いな い 。 

シュ ネ シ オ ス の 最も 注目 する べき 作品 は 夢 に つい て の 論文 で ある 。 

夢 に つい て の 論文 で シュ ネ シ オ ス は 純粋 な カバ ラ の 考え を 話し て いる 。 

その た め 、 夢 に つい て の 論文 で の シュ ネ シ オ ス の 神 知 学者 と し て の 高尚 な 理解 し 
難い 表現 形式 は 異端 を 疑わ れ た 。 

し か し 、 シ ュ ネ シオ ス に は 党派 心 の 強い 人 の 頑固 も 狂信 も 無い 。 

シュ ネ シ オ ス は 、 疑 問 は 率直 に 話し た が 、 位 階 制 の 権威 に 従っ て 、 教 会 の 平和 の 
内 に 生き て 死ん だ 。 

前 記 以 上 の 事 を 司教 シュ ネン オス の 下 に いた 祭司 と 信者 は シュ ネン シオ ス か ら 求 
め な か っ た 。 


シュ ネ シ オ ス に よる と 、 夢 を 見 て いる 状態 は 魂 の 特性 と 非 物 質 性 を 証明 し て いる 。 

夢 を 見 て いる 状態 で は 好み と 欲望 に 従っ て 魂 は 天国 、 故 卿 、 光 で 輝く 宮殿 、 暗 い 
洞窟 を 自ら 創造 する 。 

夢 の 傾向 に よっ て 心 の 進歩 を 評価 で きる 。 

な ぜ な ら 、 夢 の 中 で は 自由 意思 が 休止 し て いる 。 

腔 は 支配 的 な 自然 な 傾向 に 完全 に 委ね られ る 。 

思考 の 反映 や 影 と し て 結果 的 に 映像 が も た ら さ れる 。 

予感 が 具体 的 な 形 を 取る 。 

記憶 が 希望 と 混ぜ られ る 。 

夢 と いう 本 は 、 光 を 放つ 文字 で 記さ れる 時 も あり 、 闇 の 文字 で 記さ れる 時 も ある 。 

し か し 、 夢 を 解読 する 事 に よっ て 夢 の 正 確 な 法則 を 確立 で きる 。 

ジェ ロラ モ カル ダー ノ は シュ ネ シ オ ス の 夢 に つい て の 論文 に つい て 長い 注釈 書 を 
書い た 。 

カル ダー ノ は 夢 の 説 明 を 付け 加え た 夢 の 辞 典 に よっ て シュ ネ シ オ ス の 夢 に つい て 
の 論文 を 補完 し た 、 と 言え る 。 

カル ダー ノ の 夢 に つい て の 注釈 書 は 行商 人 が 扱っ て いる 夢 に つい て の 取る に 足 
りな い 諸 々 の 本 と は 完全 に 区 別 で きる 。 

カル ダー ノ の 夢 に つい て の 注釈 書 は 隠さ れ た 知 に お いて 重要 で ある 。 

原典 研究 の いく つか の 学派 は 偽 ディ オニ ュ シ オス アレ オ パ ギ タ と いう 偽名 で 記さ 
れ た 注目 する べき 作品 の 作者 は シュ ネ シ オ ス で ある と 推測 し て いる 。 

と も か く 、 偽 ディ オニ ュ シ オス は 偽名 で 、 偽 ディ オニ ュ シ オス 文書 は アレ クサ ンド リ 
ア 学 派 の 輝かしい 時 代 に 作ら れ た 物 で ある 。 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス 文 書 は キリ スト 教 が 高位 の カバ ラ の 考え を 獲得 し た 記念 碑 で 
ある 。 


カバ ラ に 入門 し た 人 だ けが 偽 デ ィ オ ニュ シオ ス 文 書 を 理解 可能 で ある 。 
偽 デ ィ オ ニュ シオ ス 文 書 の 主要 な 論文 は 「 神 名 論 」、「 天 上 位階 論 」、「 教 会 位階 
論 」 で ある 。 

「 神 名 論 」 は ラビ の 神学 の 全て の 神秘 を 説明 し 簡易 化し て いる 。 

(ラビ は へ ブラ イ 語 で 師 を 意味 する 。) 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス に よる と 、 神 は 無限 の 定義 不可 能 な 言い 表せ な い 原 理 で ある 。 
神 の 中 で は 神 は 唯一 で 言い 表せ な い 。 

し か し 、 人 が 神 の 完全 さ に 対し て 抱く あこ が れ を 明確 化し た 名 前 を 人 は 神 の 名 前 


に し て いる 。 
神 の 名 前 の 総括 と 、 神 の 名 前 と 数 の 関係 は 、 人 の 思考 に お ける 無 上 の も の を 形 
成す る 。 


神学 は 、 神 に つい て の 知 と いう より 、 人 の 無 上 の あこ が れ に つい て の 知 で ある 。 

その 後に 、 偽 ディ オニ ュ シ オス は 「 天 上 位階 諭 」 で 神 の 聖霊 の 位階 、 天 使 の ヒエ ラ 
ルキ ー を 3 つ 1 組 が 統治 し て いる 数 の 原初 の 位階 に よっ て 確立 し て いる 。 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス の 「 天 上 位階 諭 」 の 神 の 聖霊 の 位階 、 天 使 の ヒエ ラル キー は 
3 組 の 3 つ 1 組 で ある 。 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス の 「 天 上 位階 諭 」 の 神 の 聖霊 の 位階 、 天 使 の ヒエ ラル キー を 
模範 に し て 、 地 上 の 祭司 の ヒエ ラル キー を 確立 する べき で ある 。 

カト リッ ク 教 会 は 地上 の 祭司 の ヒエ ラル キー の 完全 な 模範 で ある 。 

法王 の 下 の 祭司 の ヒエ ラル キー は 枢機卿 、 高 位 聖 職 者 で ある 司教 、 司 祭 の 3 組 
で ある 。 

法王 の 下 の 祭司 の ヒエ ラル キー は 司教 枢機卿 、 司 祭 枢 機 卿 、 助 祭 枢 機 彼 、 大 司 
教 、 司 教 、 属 司教 、 教 区 司祭 また は 司教 代理 、 司 祭 、 助 祭 で ある 。 


副 助 祭 職 、 侍 祭 と いっ た 下級 聖職 位 、 聖 職 者 と いう 3 つの 予備 の 位階 を 経て 、 神 
聖 な 法王 の 下 の 祭司 の ヒエ ラル キー に 前 進 する 。 

祭司 の ヒエ ラル キー の 全て の 機能 は 神 の 聖霊 、 天 使 や 聖人 と 対応 し て いる 。 

祭司 の ヒエ ラル キー の 祭司 は 三位一体 の 各 人 格 の 中 で 三重 の 神 の 名 前 を た た 
える 。 

な ぜ な ら 、 神 の 三位一体 の 各 人 格 に 満ち て いる 分 割 され な い 三位一体 が た た え 
られ る 。 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス の 「 天 上 位階 論 」 や 「 教 会 位 了 諭 」 の 超越 的 な 神学 は 原初 の 
教会 の 神学 で ある 。 

多分 、「 天 上 位階 論 」 や 「 教 会 位階 論 」 の 作者 が ディ オニ ュ シ オス アレ オ パ ギ タ と 
され た の は 、「 天 上 位階 論 」 や 「 教 会 位階 論 」 の 口伝 が ディ オニ ュ シ オス アレ オ パ ギ 
タ と 12 使徒 の 時 代 に まで 湖 る か ら に 過ぎ な い 。 

同様 に 、「 形 成 の 書 」 の ラビ の 著者 は 21 祖 ア ブラ ハム と され た 。 

な ぜ な ら 、「 形 成 の 書 」 は 21 祖 アブ ラ ハ ム の へ ブラ イ 人 の 中 で 父 か ら 子 へ 受け 継 
い だ 口 伝 を 形 に し た 物 で ある 。 

と も か く 、 偽 ディ オニ ュ シ オス 文書 は 、 知 に と っ て 価値 が ある 。 

偽 デ ィ オ ニュ シオ ス 文書 は 、 無 上 の 哲学 の 完全 な 理解 と 全く 完全 な 非難 を 超越 し 
た 神学 を 結合 し て 、 古 代 の 秘伝 伝授 と キリ スト 教 の 福音 の 神秘 的 な 結合 を 神聖 化 
し て いる 。 


第 4 巻 魔術 と 文明 化 


ダレ ト 


MIAGIC 


HERMETIC 


第 4 巻 第 1 草 未 開 の 民族 の 魔術 


キリ スト 教 の 光 を 前 に 、 黒 魔術 は 後退 し た 。 

十字 の キリ スト 教 が ロー マ を 圧倒 し た 。 

驚異 現象 は 、 キ リス ト 教 と いう 新しい ロー マ の 輝き を 包囲 する 、 未 開 の 地域 と いう 
闇 の 圏内 に 後退 し た 。 

ハドリアヌス 帝 の 時 代 に 、 多 数 の 驚異 現象 の うち の 1 つ で ある 、 フ ィ リ ニオ ン の 驚 
異 現象 が 確証 され た 。 


小 ア ジア の トラ レス に 、 生 まれ は コリ ント で ある 、 フ ィ リ ニオ ン と いう 名 前 の 若い 貴 
族 の 少女 が いた 。 

フィ リ ニ オ ン は 、 デ モク ラ ト ス と シャ リト の 娘 で あっ た 。 

フィ リ ニ オ ン は 、 自 分 より 身分 の 劣る 若者 マカ テス に 夢中 に 成っ た 。 

フィ リ ニ オ ン と マカ テス は 結婚 で き な か っ た 。 

な ぜ な ら 、 フ ィ リ ニオ ン は 、 す で に 話し た 様 に 身分 が 高い 上 に 、 一 人 娘 で 裕福 な 財 
産 の 相続 人 で あっ た 。 

マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン よ り 身 分 の 劣る 男性 で 、 宿 屋 に 泊まっ て いた 。 

フィ リ ニ オ ン の 情熱 は 障害 に よっ て 強まっ た 。 

フィ リ ニ オ ン は 、 家 出し て マカ テス と 同棲 し た 。 

禁じ られ た 交際 が 始ま り 6 か 月 間 続い た 。 

フィ リ ニ オ ン は 、 両 親 に 見 つか っ て 連れ 戻さ れ 用 心 深く 隔離 され て し まっ た 。 

フィ リ ニ オ ン を トラ レス か ら コ リン ト へ 連れ て 行く 措置 が 計画 され た 。 

フィ リ ニ オ ン は 、 恋 人 の マカ テス か ら 引 き 離 され て 目 に 見 える 程 や つれ て し まっ た 。 


フィ リ ニ オ ン は 、 心 を 病 ん で 衰弱 し て 笑わ な く 成 っ て し まい 眠れ な く 成 っ て し まい 食 
事 を 拒否 する 様 に 成っ て し まっ た 。 

と うと う フ ィ リ ニオ ン は 、 死 ん で し まっ た 。 

両親 は フィ リ ニ オ ン を トラ レス か ら コ リン ト へ 連れ て 行く 計画 を 取り や め た 。 

両親 は 地下 室 を 購入 し て 豪華 な 衣装 を 着せ た フィ リ ニ オ ン の 死体 を 安置 し た 。 

フィ リ ニ オ ン の 墓所 の 周囲 は 両親 の 所 有 地 で あっ た 。 

安置 後に フィ リ ニ オ ン の 墓所 に 入っ た 人 は いな か っ た 。 

な ぜ な ら 、 異 教徒 は 死ん だ 人 の 墓 で 祈 ら な い 。 

両親 は 醍 聞 を 避け よう と 望み フィ リ ニ オ ン を 密葬 し た 。 

その た め 、 マ カテ ス は 、 恋 人 の フィ リ ニ オ ン に 起き た 事 を 知ら な か っ た 。 

フィ リ ニ オ ン が 墓所 に 安置 され た 後 の 夜 、 マ カテ ス が 眠 ろ うと し た 時 、 ド ア が ゆっ く 
り と 開い た 。 

マカ テス は 、 ラ ンプ を 持っ て ドア へ 進む と 、 豪 華 な 衣装 を 着 た フィ リ ニ オ ン を 見 つけ 
Me 

フィ リ ニ オ ン は 、 青 白く 冷た く 、 吉 ろ し い ほ ど に マカ テス を 見 つめ て いた 。 

マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン に 走り 寄り 両 腕 で 抱き し め 、 愛 撫 し な が ら 、 た くさ ん の 質 
問 を 投げ か けた 。 

マカ テス と フィ リ ニ オ ン は 共に 夜 を 過ごし た 。 

夜明け 前 、 恋 人 の マカ テス が 深い 眠り に 落ち て いる 間 に 、 フ ィ リ ニオ ン は 起き て 姿 
を 消し た 。 

フィ リ ニ オ ン に は 、 老 女 の 乳 母 が いた 。 

乳母 は 、 フ ィ リ ニオ ン を 愛し て いた 。 

乳母 は 、 フ ィ リ ニオ ン の 人 死 を ひど く 嘆 いて いた 。 

乳母 は 、 フ ィ リ ニオ ン の 不 品行 の 共犯 者 で あっ た の か も し れ な い 。 


その た め 、 愛 し い フ ィ リ ニオ ン が 埋葬 され て か ら 、 乳 母 は 、 眠 れ な く 成っ て し まい 、 
ー 種 の 興奮 状態 で 夜 に 頻繁 に 起き て し まい 、 マ カテ ス の 家 の 周 囲 を さま よっ て いた 。 

その た め 、 フ ィ リ ニオ ン の 埋葬 か ら 数 日 後 、 乳 母 は 、 マ カテ ス の 寝室 に 明か り が つ 
いて いる の に 気づい た 。 

乳母 は 、 近 づき ドア の 隙間 か ら 覗 いて 、 フ ィ リ ニオ ン が 恋人 の マカ テス の 隣 に 座っ 
て 沈黙 し て マカ テス を 見 つめ マカ テス の 抱擁 に 身 を 任せ て いる の を 認め た 。 

乳母 は 、 気 が 動転 し て 、 走 っ て 戻り フィ リ ニ オ ン の 母 を 起こ し て 見 た 事 を 説明 し た 。 

乳母 の 話 は 、 最 初 は 、 幻 覚 に よる 戯言 と 思わ れ た 。 

し か し 、 最 後に は 、 乳 母 の 嘆願 に 説得 され て 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 は 立ち 上 が り マ カ 
テス の 宿 に 行っ た 。 

フィ リ ニ オ ン と マカ テス は 眠っ て いて 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 が ドア を 叩い て も 返事 が 無 
が うだ 。 

フィ リ ニ オ ン の 母 は 、 ド ア の 隙間 か ら 覗 いた 。 

ラン プ の 明か り は 消え て いた 。 

し か し 、 一 筋 の 月 光 が 部 屋 を 照ら し て いて 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 は 、 娘 の フィ リ ニ オ ン 
に 着せ た 衣装 が イス の 上 に 有り 、 ベ ッ ド の 中 に 2 人 の 人 物 が 眠っ て いる の を 識別 で 
が さら 

フィ リ ニ オ ン の 母 は 、 索 怖 に 襲わ れ 、 岩 えな が ら 家 に 戻っ た 。 

フィ リ ニ オ ン の 母 に は 、 娘 の フィ リ ニ オ ン の 墓所 を 訪れ る 勇気 は 無かっ た 。 

フィ リ ニ オ ン の 母 は 、 残 り の 夜 を 動揺 と 涙 の 内 に 過ごし た 。 

翌日 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 は 、 マ カテ ス の 仮 の 宿 に 行っ て 、 マ カテ ス に 穏やか に 質問 
し 

マカ テス は 、 毎 晩 フィ リ ニ オ ン が マカ テス の 所 を 訪れ る 事 を 告白 し た 。 


マカ テス は 「 ど うし て 、 あ な た は 娘 の フィ リ ニ オ ン を 私 に 与え る の を 拒む の で す 
か ?」 と 話し た 。 
「 私 達 マ カテ ス と フィ リ ニ オ ン は 神々 の 前 で 婚約 し まし た 」 
マカ テス は 、 小 箱 を 開け て 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 に フィ リ ニ オ ン の 指輪 と 帯 を 見 せ て 、 
後記 の 様 に 、 話 し た 。 
「 昨 晩 フィ リ ニ オ ン は 、 指 輪 と 帯 を 私 に 与え て 、 私 マカ テス 以外 の 男 の 物 に は 絶対 に 
成ら な いと 約 っ て くれ まし た 。 
も う 私 達 マ カテ ス と フィ リ ニ オ ン を 引き 像 か な いで くだ さい 。 
な ぜ な ら 、 私 達 マ カテ ス と フィ リ ニ オ ン は 相互 の 碑 い で 1 つ に 成っ て いま す 」 
フィ リ ニ オ ン の 母 は 「 フ ィ リ ニオ ン を 求め て 、 マ カテ ス 、 お 前 が (フィ リ ニ オ ン の ) 墓 に 
行け 」 と 話し た 。 
「4 日 前 に フィ リ ニ オ ン は 死ん だ 。 
マカ テス 、 お 前 を だ ます た め に 、 魔 女 か スト リ ゲ ス が フィ リ ニ オ ン の 姿 に 変身 し て いる 
の に 違い 無い 。 
マカ テス 、 お 前 は 死者 の 夫 だ 。 
翌日 に は 、 マ カテ ス 、 お 前 の 髪 は 白く 成る だ ろう 。 
翌々 日 に は 、 マ カテ ス 、 お 前 も 死ん で 埋葬 され る だ ろう 。 
魔女 か スト リ ゲ ス を 利用 し て 、 神 々 が 、 名 誉 を 傷つけ られ た 家族 の 報復 を し て くれ て 
いる の だ 」 
マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 の 言葉 に よっ て 、 白 く 成り 誠 え た 。 
マカ テス は 、 冥 界 の 力 に 弄 ば れ て いた の で は 、 と 恐れ 始め た 。 
マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン の 母 に 今晩 フィ リ ニ オ ン の 公 を 連れ て 来る 様 に 頼ん だ 。 
マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン の 父 と 母 を マカ テス の 部 屋 の 近く に 隠し て 、 フ ィ リ ニオ ン 
の 霊 が 来 た ら 、 フ ィ リ ニオ ン の 父 と 母 に 合図 で 知ら せる つも り で あっ た 。 


フィ リ ニ オ ン の 父 と 母 が 来 た 。 

そし て 、 フ ィ リ ニオ ン が 、 マ カテ ス の 所 に 来る 約束 の 時 間 も 来 た 。 

マカ テス は 、 ベ ッ ド の 中 で 体 を 完全 に 覆い 隠し て 眠っ て いる ふり を し た 。 

フィ リ ニ オ ン は 、 服 を 脱い で マカ テス の そば に 来 た 。 

マカ テス は 、 フ ィ リ ニオ ン の 父 と 母 に 合図 し た 。 

フィ リ ニ オ ン の 父 と 母 は 、 た いま つ を 持っ て マカ テス の 部 屋 に 入り 、 フ ィ リ ニオ ン を 
見 て 大 き な 叫び 声 を あげ た 。 

フィ リ ニ オ ン は 、 顔 が 青白 く 成 り 、 ベ ッ ド か ら 起 き 上 が る と 、 こ も っ た 恐 ろ し い 声 で 後 
記 の 様 に 話し た 。 
「 お お っ 、 父 と 母 よ 、 な ぜ 私 の 幸福 を 始 む の で すか ? 
な ぜ 墓 を 超え て まで も 私 を 苦し め る の で すか ? 
私 の 愛 は 冥界 の 神々 を 圧倒 し まし た 。 
死 の 力 は 一 時 休止 し まし た 。 
3 日 間 だ け 私 は 命 を 復活 させ まし た 。 
し か し 、 あ な た た ちの 冷酷 な 好奇 心 が 自然 の 奇跡 を 無駄 に し まし た 。 
あな た た ち は 私 を 2 度 殺 し た の で す 」 

前 記 の 様 に 、 話 し 終え る と 、 フ ィ リ ニオ ン は 、 ベ ッ ド の 上 で 自ら 動か な い 肉 塊 に 戻っ 
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フィ リ ニ オ ン の 顔色 は 色あせ 、 死 体 の 様 な 悪臭 が 室内 に 充満 し た 。 

5 日 間 死ん で いた 女性 の 醍 い 残骸 だ けが 残さ れ た 。 

翌日 フィ リ ニ オ ン の 驚異 現象 で 都市 全体 が 騒動 に 成っ た 。 

大 衆 は フィ リ ニ オ ン の 話 が 公開 され て いる 円 形 劇場 に 群がっ た 。 

大 軍 は フィ リ ニ オ ン の 死体 が 安置 され て いる 地下 室 を 訪れ た 。 


墓所 に は フィ リ ニ オ ン の 存在 の 痕跡 は 無かっ た が 、 マ カテ ス か ら 贈 り 物 と し て フィ 
リ ニ オ ン が 受け 取っ た 鉄 の 指輪 と 金 で 覆 わ れ た 杯 を 見 る 事 が で きた 。 

フィ リ ニ オ ン の 死体 は 宿屋 の マカ テス の 部 屋 に あっ た が 、 マ カテ ス が 隠し た 。 

相談 され た 占い 師 は 、 フ ィ リ ニオ ン の 死体 を 都市 の 境界 の 外 に 埋葬 する べき で あ 
る 、 と 指導 し た 。 

供え 物 を 復讐 の 女神 達 フ ュー リズ と 地上 の メル クリ ウス に ささ げた 。 

天 の 死 ん だ 人 の 霊 に 天 へ 戻っ て も らい 、 供 え 物 を 旅人 の 神 ユ ピ テ ル へ ささ げた 。 


トラ レス の プレ ゴン は ハドリアヌス 帝 の 解放 奴隷 で ある 。 

トラ レス の プレ ゴン は フィ リ ニ オ ン の 和合 異 現象 と いう 事実 の 目撃 者 で あっ た 。 

トラ レス の プレ ゴン は 個人 的 な 手紙 で フィ リ ニ オ ン の 驚異 現象 を 説明 し た 後に 、 後 
記 の 様 に 、 書 いて いる 。 
「 私 トラ レス の プレ ゴン は フィ リ ニ オ ン の 驚異 現象 と いう 驚く べき 出来 事 に よっ て 混 
乱 し て いる 場 を 静め る た め に 権力 を 発揮 する 必要 が 有 っ た 」 

また 、 後 記 の 様 な 言葉 で 、 ト ラ レ ス の プレ ゴン は 個人 的 な 手紙 を 終え て いる 。 
「 も し 、 あ な た が ハドリアヌス 帝 に 知ら せる の が 適切 で ある と 考え る な ら ば 、 私 トラ レ 
ス の プレ ゴン に 知ら せ て くだ さい 。 
私 トラ レス の プレ ゴン は フィ リ ニ オ ン の 驚異 現象 を 目撃 し た 人 を 何人 か 派遣 で きま 
す 」 


フィ リ ニ オ ン の 話 は 事実 で ある と 十分 に 確証 され て いる 。 
大 いな る ドイ ツ の 詩人 ゲー テ は フィ リ ニ オ ン の 話 を 「 コ リン ト の 花嫁 」 と いう 名 前 で 
知ら れ て いる 物語 詩 の モチ ー フ に し た 。 


ゲー テ は 「 コ リン ト の 花嫁 」 の 両親 を キリ スト 教徒 に し て 、 人 の 情熱 と 宗教 の 義務 
を 対立 させ て 詩 的 に 力強く 引き 立た せ て いる 。 
中 世 の 研 究 者 は 若い ギリ シャ の 令嬢 フィ リ ニ オ ン の 復活 また は 外見 上 の 死 を 悪 
震 の 無 依 と し て 説明 し た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 フ ィ リ ニオ ン の 話 に 、 興 奮 し た 皆 睡 状態 を 伴う 、 意 識 が は っ き 
り と し て いる 夢遊 病 を 認め る 。 
フィ リ ニ オ ン の 父 と 母 は 、 フ ィ リ ニオ ン を 手 荒 に 覚醒 させ て 、 フ ィ リ ニオ ン を 殺 し て し 
まっ た の で ある 。 
大 衆 は 妄想 で フィ リ ニ オ ン の 話 の 詳細 を 全て 誇張 し て し まっ た 。 
占い 師 が 供え 物 を ささ げ る 様 に 指導 し た 、 地 上 の メル クリ ウス と は 、 擬 人 化し た 星 
の 光 で ある 。 
星 の 光 は 、 地 上 の 流体 の 報 で ある 。 
星 の 光 は 、 傾 ける 方 法 を 知ら な いで 星 の 光 を 目覚 め さ せ る 人 に は 致命 的 で ある 。 
星 の 光 は 、 物 質 的 な 命 の 震源 で ある 。 
星 の 光 は 、 磁 化 さ れ た 死 の 貯蔵 所 で ある 。 
星 の 光 は 、 盲 目的 な 力 で ある 。 
キリ スト 教 の 力 は 星 の 光 を 鎖 で つなぎ 深淵 に 投げ 入れ た 。 
(ヨハ ネ の 黙示 録 20 章 「 天 使 は 古い 蛇 を 鎖 で し ば り 深 淵 に 投げ 入れ た 」) 
深淵 と は 、 地 の 中 心 を 意味 する 。 
星 の 光 は 、 未 開 の 民族 の 中 に 、 最 後 の 作品 と し て 、 最 後 の け いれ ん の 表現 と し て 、 
巨大 な 奇形 の 動物 を 誕生 させ た 。 
どの 地域 で も 福音 の 伝道 者 は 偶像 崇拝 の 断 未 魔 に お ける 化身 で ある 醍 い 姿 形 
の 動物 と 戦う 必要 が 有 っ た 。 


ワイ バー ン ま た は ヴイ ー ヴ ル 、 大 蛇 Graoully、 ガ ー ゴ イル 、 タ ラス ク の 話 は 例え 話 
だ け で は な い (、 実 話 の 場合 も ある )。 

倫理 道徳 の 混乱 が 、 物 質 的 な 奇形 を 生じ た り 、 悪 魔 の 姿 で ある と 口伝 に よっ て 考 
えら れ て いる 醍 い 形 を ある 程度 実現 する 、 の は 確か で ある 。 

学者 ジョ ル ジ ュ キュ ヴィ エ が 組み 立て た 、 巨 大 な 動物 の 化石 の 残骸 は 全て 本 当 
に 人 が 創造 され る 前 の 時 代 の 物 で ある か どう か 疑問 が 生じ る 。 

巨大 な 竜 は 単なる 例え 話 で ある の か ? 

レグ ルス が 戦争 で 使う 機械 の 兵器 で 攻撃 し た と 記さ れ て いる 巨大 な 竜 は 例え 話 
で ある の か ? 

リウ ィ ウ ス と プリ ニウス に よる と 、 バ グラ ダス 川 の ほとり に いた 巨大 な 竜 は 例え 話 
で ある の か ? 

バグ ラダ ス 川 の 竜 の 皮 の 長 さ は 120 フィ ー ト (、35.52 メー トル ) で 、 ロ ー マ に 送ら 
れ て 、 ヌ マン ティ ア 戦 争 の 時 まで 保存 され て いた 。 

人 に よる 和 驚く べき 罪 に 神々 が 怒る と 神々 は 巨大 な 動物 を 地上 に 派遣 する 、 と いう 
古代 の 口伝 が 存在 する 。 

人 に よる 驚く べき 罪 に 神々 が 怒る と 神々 は 巨大 な 動物 を 地上 に 派遣 する 、 と いう 
古代 の 口伝 は 普遍 過ぎ る た め 実 際 の 事実 に 基づい て いる と 考え られ る 。 

その た め 、 竜 と いっ た 巨大 な 動物 に つい て の 話 は 、 神 話 の 話 と 言う より も 、 歴 史上 
の 実話 で ある 場合 が 多い 。 

(①) 文 明 化 と いう 観点 で キリ スト 教 が 未開 の 民族 を 圧倒 し た 時 の 、 未 開 の 民族 の 
歴史 に は 、 古 代 の 世界 中 に 広まっ て いた 天 の 高 等 な 魔術 の 秘伝 伝授 の 最後 の 痕 
跡 が 見 つか る 。 


また 、(2) 文 明 化 と いう 観点 で キリ スト 教 が 未開 の 民族 を 圧倒 し た 時 の 、 未 開 の 民 
族 の 歴史 に は 、 古 代 の 世界 の 象徴 主義 が 梗 悪 な 偶像 崇拝 に 堕 落し て し まっ た の と 
同時 に 、 原 初 の 啓示 が 堕落 し て し まっ た 証拠 が 見 つか る 。 

マギ の 真 の 弟子 の 代わ り に 、 占 い 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 、 誘 惑 者 が 至る 所 で 支 
配 的 に 成っ て し まっ た 。 

人 の 神格 化 に よっ て 、 神 は 忘れ 去ら れ て し まっ た 。 

ロー マ は 皇帝 の 神格 化 と いう 人 の 神格 化 の 見 本 を 多数 の 属 州 に 見 せ て し まっ た 。 

ロー マ 星 帝 の 神格 化 は 血 を 好む お 邪神 の 邪教 を 全 世 界 に 広め て し まっ た 。 

イル ミン スル と いう 名 前 の 下 で 、 ゲ ルマン 民族 は 、 ロ ー マ 和 皇帝 アウ グスト ゥ ス に 
「 ロ ー マ 軍 の 総司 令 官 ウ ァ ルス よ 、 私 の 軍団 を 返し て くれ !」 と 嘆 か せ た 族長 アル ミ 
ニウス = 族長 ヘル マン を 崇拝 し て 人 の 生 将 を ささ げた 。 

ガリ ア 人 は 、 ケ ルト の 神 タ ラニ ス や 神 テ ウタ テス の 属性 を ロー マ を 侵略 し た 族長 ブ 
レン ヌス に 当て は め て 、 族 長 ブ レンヌ ス を た た えて 族長 ブレ ン ヌ ス の 巨人 像 を イグ サ 
で 建て 、 ロ ー マ 人 を 族長 ブレ ン ヌ ス の 巨人 像 に 詰め て 焼き 殺し た 。 

物質 主義 が 至る 所 で 支配 的 に 成っ て し まっ た 。 

偶像 崇拝 は 物質 主義 と 同義 で ある 。 

偶像 崇拝 は 迷信 で ある 様 に 。 

迷信 は 、 常 に 劣悪 な の で 、 常 に 残酷 で ある 。 

神意 は ガリ ア を フラ ンス と いう キリ スト 教 の 国家 に する 運命 に 定め て いた 。 

神意 は ガリ ア で 永遠 の 真理 の 光 を 輝 か せ た 。 

最初 の ドル イド は マギ の 真 の 魔術 の 子孫 で ある 。 

ドル イド の 秘伝 伝授 は エジプト と カル デア か ら 得 た 。 

また は 、 言 い 換 える と 、 ド ルイ ド の 秘伝 伝授 は 原初 の カバ ラ の 最も 純粋 な 源泉 か 
ら 得 た 。 


ドル イド は 三位一体 を 無 上 の 調和 で ある イシ ス ま た は Ilesus と いう 名 前 の 下 で 
敬礼 し た 。 

三位一体 の うち 、 ケ ルト の 神 ベ レン (また は 神 ベ レ ヌ ス ) ま た は オリ エン ト の 主神 ベ べ 
ル は 、 ア ッ シ リ ア 語 で 「 主 (で ある 神 )」 を 意味 し 、 ヘ へ ブラ イ 語 で 「 主 (で ある 神 )」 を 意味 
する アド ナイ と いう 神 の 名 前 に 対応 し て いる 。 

(ケル ト の 神 ベ レ ヌ ス 、 ベ レン は ギリ シャ の 神 ア ポロ ン と 同一 視 さ れ た 。) 

三位一体 の うち 、Camul また は 天使 カマ エル は 、 カ バラ で は 神 の 正義 を 擬人 化 
し た 名 前 で ある 。 

イシ ス ま た は Ilesus、 ベ レン (また は ベレ ヌス ) ま た は ベル 、Camul また は カマ エル 
と いう 光 の 三角 形 の 下 に 、 ド ルイ ド は 、 テ ウタ テス と いっ た 3 つの 擬人 化 さ れ た 放射 
物 ま た は 存在 に よる 、 神 の 反映 を 仮定 し た 。 

3 つの 神 の 反映 の うち 、 ケ ルト の 神 テ ウタ テス は 、 エ ジ プ ト 人 に と っ て の 神 ト ー ト で 
あり 、 神 の 言葉 イエ ス ま た は 明確 に 話さ れ た 知性 で ある 。 

( 

ケル ト の 神 テ ウタ テス は メル クリ ウス と 同一 視 さ れ た 。 

トー ト 、 ヘ ル メ ス 、 メ ルク リウ ス 、 カ ドモ ス は エノク で ある 。 

) 

3 つの 神 の 反映 の うち 、 力 と 美 は 、 象 徴 の 様 に 多様 な 名 前 で ある 。 

3 つの 神 の 反映 の うち 、 ヴ ェ ー ル を か ぶっ て いる 幼子 を 腕 で 抱い て いる 若い 少女 
と いう 形 に よっ て 、 現 在 の 考え の 進歩 と 未来 の 考え の 進歩 を 表す 神秘 の 象徴 に よっ 
て 、 ド ルイ ド は 神 の 7 つ 1 組 を 完成 し た 。 

ドル イド は 、 ヴ ェ ー ル を か ぶっ て いる 幼子 を 腕 で 抱い て いる 若い 少女 と いう 象徴 を 、 
神 の 子 イ エス を 産む 処女 マリ ア に ささ げた 。 

古代 の ドル イド は 厳し い 禁 欲 生活 を し た 。 


ドル イド は 最深 の 注意 で 神秘 に つい て 秘密 を 守っ た 。 

ドル イド は 自然 の 知 を 学ん だ 。 

ドル イド は 長い 入門 の 試練 の 後 で の み 新 し い 達 道 者 を 受け 入れ た 。 

フラ ンス の 都市 オー タン に 高 名 な ドル イド の 団体 が あっ た 。 

Saimt Foix に よる と 、 ド ルイ ド の 団体 の 紋章 が フラ ンス の 都市 オー タン に 未だ 存 
在 する 。 

ドル イド の 団体 の 紋章 は 青色 で ある 。 

ドル イド の 団体 の 紋章 に は 、 緑 色 の (オー ク の ) ド ング リ で 飾ら れ た ヤ ド リ ギ を 載せ 
た 、 銀 色 の 頭 を も た げた 蛇 が 描か れ て いる 。 

ドル イド の 団体 の 紋章 で 、( オ ー ク に 寄生 し て いる ) ヤ ドリ ギ が (オー ク の ) ド ング リ で 
飾ら れ て いる の は 、( オ ー ク 以外 に 寄生 し て いる ) 他 の ヤ ド リ ギ と 区 別 す る た めで ある 。 

(ドル イド は ヤ ド リ ギ の うち オー ク に 寄生 し て いる ヤ ド リ ギ を 特別 視 し た 。) 

ドン グリ は オー ク に 成る 。 

ヤ ド リ ギ が 自然 に (オー ク の ) ド ング リ の 実 を つけ る 事 は 無い 。 

ヤ ド リ ギ は 寄生 植物 で ある 。 

ヤ ド リ ギ は 独自 の 実 を つけ る 。 

ドル イド は 神殿 を 建て な か っ た が 、 巨 石室 ドル メン や 森 の 中 で ドル イド の 宗教 の 
儀式 を 行っ た 。 

どの 様 な 機械 的 な 手段 に よっ て 、 ド ルイ ド が 巨石 を 持ち 上 げ て 祭壇 を 形成 し た か 
は 、 現 在 で も 推測 の 域 を 出 な い 。 

アル モリ カ 地 域 の 曇り 空 の 下 で 、 ド ルイ ド の 巨石 に よる 建造 物 は 神秘 的 に 未だ に 
見 られ る 。 

古代 の 聖 所 に は 、 現 代 人 に まで 伝わら な か っ た 秘密 が ある 。 

先祖 の 魂 は 子孫 を 見 守る 、 と ドル イド は 教え た 。 


先祖 の 魂 は 子 挫 の 名 誉 に 喜び 子孫 の 恥 に 苦し む 、 と ドル イド は 教え た 。 
守護 圭 で ある 英霊 は 祖国 の 木々 と 石 々 に 隠れ て いる 、 と ドル イド は 教え た 。 
自国 の た め に 戦死 し た 戦士 は 、 全 て の 自分 の 罪 を つぐ な っ た 事 に 成り 、 気 高く 自 
分 の 務め を 果たし た 事 に 成り 、 神 の 聖霊 と いう 位階 に 昇格 し 、 神 々 と し て の 力 を 発揮 
で きる 様 に 成る 、 と ドル イド は 教え た 。 
その た め 、 ガ リア 人 に と っ て 愛国 心 と は 宗教 で あっ た 。 
必要 が あれ ば 、 侵 略 に 抵抗 する た め に 、 女 性 や 幼子 で すら 武器 を と っ た 。 
ジャ ン ヌ ダル ク や 1472 年 に フラ ンス の 都市 ボー ヴェ を 差 ア シェ ッ ト で 守っ た 18 
歳 の 少女 「 ジ ャ ン ヌ アシ ェ ッ ト 」、「 共 の ジャ ン ヌ 」 は ガリ ア 人 の 高貴 な 娘 達 の 伝統 を 
保っ た に 過ぎ な い 。 
愛国 心 は 祖国 の 土 に 結び つい た 記憶 と いう 魔術 で ある 。 
ドル イド は 祭司 で あり 医者 で あっ た 。 
ドル イド は 星 の 光 と いう 磁気 に よっ て 治し た 。 
ドル イド は 星 の 光 と いう 流体 の 感化 力 を アミ ュ レ ッ ト に 籠 め た 。 
ドル イド の 万 能 薬 は ヤ ド リ ギ と 蛇 の 卵 で あっ た 。 
な ぜ な ら 、 特 に 、 ヤ ドリ ギ と 蛇 の 卵 は 星 の 光 を 引き 寄せ る 物質 で ある 。 
ヤ ド リ ギ を 切る ドル イド の 荘厳 な 儀式 は 、 ヤ ドリ ギ に 対す る 大 衆 の 信頼 を 引き 起こ 
し て 、 力 強い 星 の 光 と いう 磁気 を ヤ ド リ ギ に 与え る 。 
前 記 の 様 に し て 、 特 に 、 ド ルイ ド が ヤ ド リ ギ を 祈願 と 呪文 に よっ て 強化 する と 、 ヤ ド 
リ ギ は 不思議 な 治癒 力 を 発揮 し た 。 
エリ ファ ス レヴ ィ の 先祖 ガリ ア 人 を 軽 信者 で ある と 非難 する な か れ 。 
多分 、 ガ リア 人 は 現代 まで に 失わ れ て し まっ た 知 を 知っ て いた 。 
いつ の 日 か 、 磁 気 学 の 進歩 は マセ ドリ ギ の 吸収 する 性 質 を 現代 人 に 明か す で あ ろう 。 


そし て 、 植 物 の 未 使用 の 力 を 引き 出し て 色彩 と 風味 を 増す ヤセ ドリ ギ と いっ た 吸収 
性 の 植物 の 秘密 を 理解 する で あろ う 。 

マッ シュ ルー ム 、 ト リュ フ 、 虫 や 菌 に よる 木 の 癒 、 各 種 ヤ ドリ ギ を 古代 か ら あ る た め 
新しく 成る で あろ う 医 学 の 知 に よっ て 理解 し て 応用 する で あろ う 。 

吊る され た 男 の 頭 蓋 骨 か ら ( サ ルオ ガセ と いう ) コ ケ を 集め た パラ ケル スス を 笑い 
も の に する 事 を 止め る で あろ う 。 

し か し 、 学 問 よ り 先 走る な か れ 。 

学問 が 後退 する の は 、 さ ら な る 前 進 の た めで ある 。 


第 4 巻 第 2 草 女性 の 影響 


神意 は 、 母 性 と いう 厳し い が 優し くも ある 義務 を 女性 に 負わ せ て 、 男 性 か ら の 保 
護 と 敬意 を 得る 権利 を 女性 に 与え た 。 

自然 は 、 女 性 を 愛 と いう 影響 に 従わ せる 。 

愛 は 女性 の 命 で ある 。 

女性 は 、 女 性 の 主 で ある 男性 を 愛 が も た ら す 鎖 に よっ て 誘導 する 。 

女性 が 、 女 性 の 名 誉 を 形成 する 法 に 従う ほど 、 女 性 の 名 誉 を 守る 法 に 従う ほど 、 
家庭 と いう 聖 所 に お いて 、 女 性 の 影響 力 は 大 きく 成る し 、 女 性 性 へ の 攻 意 は 深く 成 
る 。 

女性 に と っ て 、 従 わな い 事 、 反 抗 する 事 は 、 女 性 と いう 地位 を 放棄 する 事 で ある 。 

母性 以外 の 偽 の 解放 に よっ て 女性 を 誘惑 する 事 は 、 不 妊 、 不 毛 と 傷 辱 が 事前 に 
運命 づけ られ た 離婚 を 女性 に すす め る 事 で ある 。 

キリ スト 教 だ けが 、 処 女性 と 献身 の 栄光 を 女性 に 求め て 、 女 性 を 解放 する 力 を 
持っ て いる 。 

ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス は 、 ウ ェ ス タ の 処女 、 ウ ェ スタ の 巫女 と いう 制 
度 を 定め た 時 、 女 性 解放 の た め の 神秘 を 予見 し て いた 。 

ドル イド は 、 処 女 の 趣 感 に 耳 を 傾け て 、 ほ と ん ど 神 に 対し て の 様 な 敬意 を サン 島 の 
処女 の 巫女 セー ヌ ま た は ガリ セナ エ に 払っ て 、 キ リス ト 教 を 先取 り し て いた 。 

女性 は 、 婚 や 悪徳 に よっ て で は な く 、 助 言 に よっ て ガリ ア を 統治 し て いた 。 

ガリ ア で は 、 女 性 の 協力 無し で は 、 平 和 も 戦い も 成 され な か っ た 。 

ガリ ア で は 、 助 言 や 協力 に よっ て 、 母 達 は 家庭 へ の 関心 を 懇願 し た 。 


母性 愛 的 な 愛国 心 が 愛国 心 的 な 自尊 心 を 調節 し た 時 、 愛 国 心 的 な 自尊 心 は 正 
し さと いう 光 の 中 で 輝け た 。 

フラ ン ソ ワ ルネ ド シャ トー ブリ アン は 、「 独 教 者 」 で ドル イド の 巫女 ヴェ レダ が ウ 
ドー ル か ら の 愛 に 負け た と いう 誤っ た 作り 話 を 記し て 、 巫 女 ヴ ェ レ ダ を 誹謗 中 傷 し て 
いる 。 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 処 女 の ま ま 生 き て 死ん だ 。 

古代 ロー マ 人 が ガリ ア を 侵略 し た 時 、 巫 女 ヴ ェ レ ダ は すでに 高齢 で あっ た 。 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 一 種 の 古代 ギリ シャ の デル ポイ の アポ ロン 神殿 の 巫 
女 の 様 な 者 で あっ た 。 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 大 い に 料 厳 な 儀式 の 中 で 予言 し た 。 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ の 神託 は 、 胃 敬 し て 保存 され た 。 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 袖 が 無い 、 長 い 黒 い 外 衣 を まとっ て いた 。 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 頭 か ら 足 まで 、 白 い ヴ ェ ー ル で 覆っ て いた 。 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 バ ー ベ イン の 王冠 を か ぶっ て いた 。 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 鎌 を 帯 に つけ て いた 。 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ の 王 多 は 、 終 巻き 棒 の 形 を し て いた 。 

ドル イド の 巫女 ヴェ レダ は 、 右 足 に サン ダル を 履き 、 左 足 に 一 種 の 爪先 が 失っ て 
反り 返っ た 靴 を 履い て いた 。 

後に 、 ヴ ェ レ ダ の 像 は 、「 大 足 の ベル ト 」、「 ピ ピン 3 世 の 王 妃 ベ ルト ラー ドド ラン 」 
の 像 で ある と 誤解 され た 。 

ドル イド の 女性 の 大 祭司 ヴェ レダ は 、 女 性 の 祭司 ドル イド の 守護 神 ヘ ル タ の 印 を 
持っ て いた 。 

大 地 の 女 神 ヘ ル タ ( ま た は ネル トゥ ス ) は 、 若 い ガ リア の イシ ス 、 天 の 女王 、 神 の 子 
イエ ス を 産む 処女 で ある 。 


女神 ヘル タ は 、 一 方 の 足 を 地上 に 、 他 方 の 足 を 水上 に 置い た 姿 で 描か れ て いる 。 

な ぜ な ら 、 女 神 ヘ ル タ は 、 秘 伝 伝授 の 女王 で あり 、 普 遍 の 知 の 主 で ある 。 

通例 、 女 神 ヘ ル タ が 水上 に 置い て いる 足 は 、 船 に よっ て 支え られ て いる 。 

女神 ヘル タ の 水上 の 足下 の 船 は 、 古 代 エ ジ プ ト の 女神 イシ ス の 帆船 、 ま た は 、 ほ 
ら 貝 を 類推 させ る 。 

女神 ヘル タ の 王 多 で ある 運命 の 三 女神 の 糸巻 き 棒 は 、 黒 い 部 分 と 白い 部 分 が あ 
る 終 を 巻き 取っ て いる 。 

な ぜ な ら 、 女 神 ヘ ル タ は 、 全 て の 形 と 象徴 の 主 で あり 、 概 念 の 外 衣 ( で ある 形 ) を 織 
る 。 

女神 ヘル タ は 、 上 半身 が 人 の 女性 で 下半身 が 魚 で ある 、 古 代 ギ リ シ ャ の 女神 セイ 
レー ン の 象徴 的 な 姿 で 描か れ て いる 場合 も ある 。 

また は 、 女 神 ヘ ル タ は 、 上 半身 が 美しい 人 の 少女 で 両脚 が 2 頭 の 蛇 で ある 姿 で 
描か れ て いる 場合 も ある 。 

女神 ヘル タ の 姿 の うち の 1 つ で ある 両脚 の 2 頭 の 蛇 は 、 も の の 流れ 、 物 の 電磁 
気 の 束 、 物 事 の 変化 を 表す 。 

また 、 女 神 ヘ ル タ の 姿 の うち の 1 つ で ある 両脚 の 2 頭 の 蛇 は 、 自 然 の 隠さ れ た 2 
つの 力 の 表れ で ある 2 つの 正反対 の も の の 類推 可能 性 に よる 結合 を 表す 。 

上 半身 が 美しい 人 の 少女 で 両脚 が 2 頭 の 蛇 で ある 姿 で 描か れ て いる 女神 ヘル 
タ は 、 メ リュ ジー ヌ と いう 名 前 を 持っ て いる 。 

メリ ュ ジ ー ヌ は 、 女 性 の 音楽 家 で あり 、 歌 姫 で あり 、 調 和 を 明か す 古 代 ギ リ シ ャ の 
女神 セイ レー ン と 言え る 。 

女神 ヘル タ が 、 女 王 ベ ル タ や 妖精 メリ ュ ジ ー ヌ に つい て の 伝説 の 起源 で ある 。 

(妖精 は 神 の 聖霊 に 近い 四 大 元素 の 霊 で ある 。) 

妖精 メリ ュ ジ ー ヌ は 、11 世紀 に リュ ジニ ャ ン の 領主 の 所 に 来 た 、 と 言わ れ て いる 。 


リュ ジニ ャ ン の 領主 は 、 メ リュ ジー ヌ に 恋し た 。 

メリ ュ ジ ー ヌ の 正体 の 謎 を 探 ら な い 、 と いう 条件 で 、 リ ュ ジ ニャ ン の 領主 と メリ ュ 
ジー ヌ は 結婚 し た 。 

リュ ジニ ャ ン の 領主 は 、 メ リュ ジー ヌ の 正体 を 探 ら な いと 約束 し た が 、 や きも ち が 好 
奇 心 を も た らし て 、 約 束 を 破っ て し まっ た 。 

リュ ジニ ャ ン の 領主 は 、 メ リュ ジー ヌ を 探っ て 、 メ リュ ジー ヌ が 変身 する 現場 を 見 て 
し まっ た 。 

な ぜ な ら 、 週 に 1 日 だ け 、 妖 精 メ リュ ジー ヌ は 、 両 脚 が 2 頭 の 蛇 で ある 姿 に 戻っ て 
じ ま う 。 

リュ ジニ ャ ン の 領主 は 、 絶 望 と 恐怖 の 叫び 声 を あげ て し まっ た 。 

メリ ュ ジ ー ヌ は 、 よ り 大 き な 絶 望 と 恐怖 の 叫び 声 で 応え る 事 に 成っ て し まっ た 。 

メリ ュ ジ ー ヌ は 、 姿 を 消し た 。 

し か し 、 メ リュ ジー ヌ は 、 リ ュ ジ ニャ ン 家 の 誰か が 死ぬ 直前 に 成る と 、 悲 し ん で 、 リ ュ 
ジニ ャ ン 城 に 未だ に 戻る 、 と 言う 。 

メリ ュ ジ ー ヌ の 伝説 は 、 プ シュ ケ の 例え 話 の 模 信 で ある 。 

プシ ュ ケ の 例え 話 の 様 に 、 メ リュ ジー ヌ の 例え 話 は 、 秘 伝 伝授 が 冒 済 され る 危険 
性 、 ま た は 、 宗 教 や 愛 の 神秘 が 冒 済 され る 危険 性 を 表し て いる 。 

メリ ュ ジ ー ヌ の 例え 話 は 、 古 代 の 吟遊 詩人 バー ド の 口伝 を 取り 入れ た 物 で ある 。 

そし て 、 ど う や ら 、 メ リュ ジー ヌ の 例え 話 、 吟 遊 和 圭 人 バー ド の 口伝 は 、 ド ルイ ド の 学 
の 有る 団体 か ら 得 た 物 で ある 。 

メリ ュ ジ ー ヌ の 例え 話 は 、11 世紀 の 話 と され て 有名 に 成っ た が 、 人 遥か な 過去 か ら 
存在 する 話 な の で ある 。 

特に 、 フ ラン ス で は 霊感 は 女性 の 物 で ある 。 

女性 の 妖精 エル フ と 妖精 フェ アリ ー は 聖女 を 先導 し た 。 


ほとん ど 常 に 、 何 か し ら 、 フ ラン ス の 聖女 の 伝説 に は 妖精 の 性 質 が ある 。 

フラ ンク 王 クロ ヴィ ス 1 世 の 王妃 で ある 聖女 クロ ティ ル ダ は 、 西 ヨー ロッ パ の 人 々 
を キリ スト 教徒 に し た 。 

パリ の 守護 回 人 で ある 聖女 ジュ ヌ ビ エー ブ は 、 徳 と 信心 の 力 に よっ て 、( フ ン 族 の 
侵略 を 預言 し て 、) フ ン 族 の 王 ア ッ テ ィ ラ の 和 威 的 な 侵略 を し り ぞ け て 、 フ ラン ス を 
kai ア /o 

ジャ ン ヌ ダル ク は 、 聖 女 の 位階 の 女性 と いう より は 妖精 族 の 女性 で ある 。 

ジャ ン ヌ ダル ク は 、 ヒ ュ パ ティ ア の 様 に 、 不 思 議 な 自然 の 天才 に よる 犠牲 と し て 、 
寛大 な 性 格 に よる 疾 教 者 と し て 、 死 ん だ 。 

ジャ ン ヌ ダル ク に つい て 後 で 話す つも り で ある 。 

フラ ンス の レ ザン ドリ 地方 で 聖女 クロ ティ ル ダ は 未だ に 奇跡 を 起こ し て いる 。 

フラ ンス の レ ザン ドリ 地方 で 巡礼 者 の 群れ が 聖女 クロ ティ ル ダ の 像 を 毎年 沈め 
て いる 水浴 池 に 群がる の を 見 た 事 が ある 。 

民間 信仰 に よる と 、 聖 女 ク ロティ ル ダ の 像 を 毎年 沈め て いる 水浴 池 に 最初 に 入っ 
た 病人 は すぐ に 治る 、 と 言わ れ て いる 。 

聖女 クロ ティ ル ダ は 、 行 動 の 人 で あっ た 。 

(聖女 クロ ティ ル ダ は 救貧 院 と いっ た 慈善 事業 に 力 を 尽く し た 。) 

聖女 クロ ティ ル ダ は 、 大 いな る 女王 で あっ た 。 

し か し 、 聖 女 ク ロティ ル ダ は 、 多 数 の 悲し み を 経験 し た 。 

聖女 クロ ティ ル ダ の 長男 は 洗礼 後に 死ん で し まっ た 。 

聖女 クロ ティ ル ダ の 長男 の 死 は 呪 わ れ た せい で あっ た 。 

聖女 クロ ティ ル ダ の 次 男 は 病気 に 成っ て 死に か けた 。 

し か し 、 聖 女 ク ロティ ル ダ の 忍耐 は 不屈 で あっ た 。 


その た め 、 あ る 日 、 シ カン ブリ 人 系 フラ ンク 人 クロ ヴィ ス 1 世 は 、 超 人 的 な 勇気 が 
必要 と 成っ た 時 に 、 妻 で ある 聖女 クロ ティ ル ダ の 神 、 カ トリ ッ ク の 神 を 思い 出し (て 、 カ 
トリ ッ ク に 改宗 し ) た 。 

(「 ク ロ ヴ ィ ス 1 世 の 洗礼 」 の 時 に クロ ヴィ ス 1 世 は シカ ン ブ リ 人 と 呼ば れ た と いう 
口伝 が 残っ て いる 。) 

聖女 クロ ティ ル ダ は 、 フ ラン ク 王 国 を カト リッ ク に 改宗 させ て 、 大 いな る 王国 キリ ス 
ト 教 国 を 現実 に 建て た 後 で 、 未 亡 人 と 成っ た 。 

また 、 聖 女 ク ロティ ル ダ は 、 実 際 に 目 の 前 で 、 長 男 ク ロ ド ミ ル の 2 人 の 子 、2 人 の 
孫 が 殺さ れる の を 見 る 事 に 成っ て し まっ た 。 

子 を 失う 悲し みな は 地上 の 女王 を 天 の 女 王 に 似 た 者 に し て いっ た 。 

子 を 失う 悲し み は 地 上 の 女王 クロ ティ ル ダ を 天 の 女 王 で ある 聖母 マリ ア に 似 た 者 
に し て いっ た 。 

聖女 クロ ティ ル ダ と いう 大 いな る 輝く 象徴 的 な 人 の 後 で 、 歴 史 に 現れ た の は 聖女 
を 相殺 する 憎む べき 魔女 フレ デ グ ン ド と いう 悪意 に 満ち た 有害 な 人 間 で あっ た 。 

フレ デ グ ン ド の 視線 は 呪い で あっ た 。 

魔女 フレ デ グ ン ド は 王家 の 男子 た ち を 殺し た 。 

フレ デ グ ン ド は 競争 相手 た ち を 魔女 な ど で あ る と し て 非難 し て 摘 問 し た が 、 フ レデ 
グン ド だ けが 魔女 で あっ た 。 

フレ デ グ ン ド の 夫 キ ル ペ リク 1 世に は 、 最 初 の 妻 ア ウド ヴェ ラ の 間 に 、 ク ロ ヴ ィ ス と 
いう 名 前 の 息子 の 王子 が いた 。 

王子 クロ ヴィ ス は 、Klodswinthe と いう 娘 を 愛し て いた 。 

Klodswinthe の 母 が 魔女 で ある と いう 嘘 を ある 俗人 が フレ デ グ ン ド に 話し た 。 

Klodswinthe と Klodswinthe の 母 は 、 婚 薬 で 王子 クロ ヴィ ス の 理性 を 狂わ せ 、 
呪文 で フレ デ グ ン ド の 2 人 の 子 を 殺し た 、 と いう 2 つの 嘘 の 罪 で 訴え られ た 。 


不運 な Klodswinthe と Klodswinthe の 母 は 捕まえ られ た 。 

Klodswinthe は 、 凌 で 打 だ 宙 だ 。 

Klodswinthe は 、 美 し い 髪 を 切ら れ た 。 

フレ デ グ ン ド は 、Klodswinthe の 髪 を 王子 クロ ヴィ ス の 部 屋 の ドア に 吊る し た 。 

Klodswinthe は 、 刑 の た め に 出頭 させ られ た 。 

Klodswinthe の し っ か り と し た 簡潔 な 答え は 裁判 官 た ち を 驚か せ た 。 

年 代 記 に よる と 、Klodswinthe は 、 熱 湯 に よる 試練 を 受け させ られ た 。 

清め た 指輪 が 、 強 烈 な 火 の 上 に 置か れ た 桶 の 中 に 入れ られ た 。 

Klodswinthe は 、 白 い 服 を 着せ られ て 、 信 仰 告白 と 聖体 拝領 の 儀式 を させ られ 
た 後に 、 手 を 熱湯 が 入っ た 桶 の 中 に 入れ させ られ 、 指 輪 を 探さ せら れ た 。 

Klodswinthe は 、 顔 つき を 変え な か っ た の で 、 裁 判官 と 観衆 は 奇跡 が 起き た と 
叫ん だ 。 

し か し 、 不 運 な 子 Klodswinthe が 恐ろし く 焼 けた だ れ た 腕 を 引き 出し て 見 せる と 、 
裁判 官 と 観 素 は Klodswinthe を 非難 し て 恐ろし く 叫 ん だ 。 

する と 、Klodswinthe は 、 話 す 許 可 を 求め て か ら 、 後 記 の 様 に 、 裁 判官 と 観 雷 に 
話し た 。 


「 あ な た た ち は 、 私 が 自分 の 無実 を 確証 する の に 、 神 か ら の 奇跡 を 求め まし た 。 

し か し 、 神 を 試し て は いけ ませ ん 。 

また 、 人 の 気まぐれ に 応え て 、 神 が 自然 の 法 を 中 止 さ せる 事 は あり ませ ん 。 

し か し 、 神 は 、 強 さ 、 力 を 神 を 信じ る 者 で ある 私 に 与え て くれ まし た 。 

神 は 、 神 が あな た た ち に 拒ん だ 奇跡 より 、 大 いな る 奇跡 を 私 の た め に 起こ し て くれ ま 
し た 。 

熱湯 は 私 を 焼き まし た 。 


けれ ども 、 私 は 、 腕 を 全て 熱湯 の 中 に 入れ て 指輪 を 探し 当て まし た 。 

私 は 、 花 ろ し い 苦痛 の 中 で も 、 叫 ば ず 、 顔 色 を 白く せ ず 、 震 えま せん で し た 。 

仮に 、 あ な た た ち が 言 う 様 に 、 私 が 魔女 で ある な ら ば 、 熱 湯 で 焼け た だ れ な い 様 に 
魔術 に 頼っ た で し ょ う 。 

し か し 、 実 際 は 、 私 は キリ スト 教徒 で す 。 

(私 は 魔女 で は あり ませ ん 。) 

神 は 、 殊 教 者 達 の 不変 性 の 徳 と いう 力 に よっ て 私 が キリ スト 教徒 で ある 事 を 証明 す 
る 神 の 恵み を 私 に 与え て くれ まし た 」 


前 記 の 、Klodswinthe の 論理 は 、 未 開 の 粗野 な 学 の 無い 時 代 の 大 衆 が 理解 で 
きる 類 の 物 で は な か っ た 。 
Klodswinthe は 、 持 獄 に 送り 戻さ れ て 、 死 刑 を 待つ 事 に 成っ て し まっ た 。 
し か し 、 神 は K1odswinthe を 思い や り 、Klodswinthe は 神 に 召さ れ た 、 と エリ 
ファ ス レヴ ィ が 引用 し て いる 年 代 記 に は 記さ れ て いる 。 
も し Klodswinthe の 話 が 作り 話 に 過ぎ な いと し て も 、Klodswinthe の 話 は 美 し 
、 記 憶 に 留め る 価値 が 有る 、 と 認め な けれ ば いけ な い 。 


ノヽ 


以下 略 


第 4 巻 弟 3 章 (悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 に 対す る サリ カ 法 典 


最初 の フラ ンス で ある フラ ンク の 王 達 の 規則 の 下 で は 、 魔 術 に よる 罪 は 高位 の 人 
た ち に だ け 必 ず 死 刑 を も た らし た 。 

罪 で 死刑 に 成る 事 に よっ て 、 大衆 より 高位 で ある 事 に 成る の で 、 ま た 、 王 達 に すら 
送 ろ し いと 見 な され た と いう 事 に 成る の で 、 罪 で 死刑 に 成る 事 を 誇り に し た 人 た ち も 
し 7 だ 。 

例え ば 、Mummol 将軍 は 、 フ レデ グン ド の 命令 に よっ て 拓 問 され た が 、「 何 も 感じ 
な い 」 と 話し 、 挑 発し て 、 よ り 恐 ろ し い 拓 問 を させ 、 刑 の 執行 人 た ち に 勇敢 に 立ち 向 
か っ て 死ん だ 。 

Mummol 将軍 の 超自然 的 な 不屈 の 忍耐 を 見 て 、 刑 の 執行 人 た ち は Mummol 
将軍 を 許 そ うと いう 気 に 成 っ た ほど で ある 。 

474 年 に 成立 され た と され る 、 ジ ギ ベ ルト が フラ ンク の 半 伝 説 的 な 王 フ ァ ラ モン の 
物 と し て いる 、 サ リカ 法典 に は 、 後 記 の 、 規 則 が 存在 する 。 


「 あ る 人 を heriDurge や strioporte と し て 行動 し た と 証言 し て 有罪 に で き な か っ た 
ら 7500 ドゥ ニ エ 、180 と 2 スー の 禄 金 刑 と する 。 

heriDurge や strioporte と は 銅 の 容器 を 吸血 見 で ある 魔女 が 誘惑 術 を 行う 場所 
へ 運ん だ 人 へ の 呼称 で ある 。 


自由 民 の 女性 を 吸血 鬼 で ある 魔女 また は 怒 婦 で ある と し て 非難 し た 言葉 を 証明 で 
き な か っ た ら 2500 ドゥ ニ エ 、62 と 2 スー の 浪 金 刑 と する 。 


吸血 鬼 で ある 魔女 が 人 を 食べ て 有罪 に 成っ た ら 8000 ドゥ ニ エ 、200 スー の 禄 金 刑 
と する 」 


当時 は 人 肉食 が 言葉 上 は 可能 で あっ た と 誤解 で きる 。 

さら に 、 当 時 は 人 肉 の 時 価 は 高価 で は 無かっ た と 誤解 で きる 。 

他人 へ の 誹謗 中 傷 、 名 誉 融 損 に は 180 と 必 スー か か る が 、 少 し の 金銭 を 足せ ば 、 
他人 を 殺し て 食べ る と いう 、 よ り 故 意 の 犯罪 行為 、 よ り 徹底 し た 犯罪 行為 が 可能 で 
あっ た と 誤解 で きる 。 

殺人 を 軽犯罪 と 誤解 で きる サリ カ 法 典 の 注目 する べき 法律 は 、 本 に は 名 前 が 記さ 
れ て いな い 女 王 の 前 で の 高 名 な ラビ の イェ エキ エル に よる タル ムー ド の 興味 深い 話 の 
注目 する べき 説明 を 思い 出さ せる 。 

イェ エキ エル が タル ムー ド の 説明 を し た 女王 は 、 十 中 八 九 、 女 王 ブ ラン シュ ド カス 
ティ ー ユ で ある 。 

な ぜ な ら 、 ラ ビ の イエ キ エ ル は 、 聖 王 ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス モル イ 9 世 の 治 
世に 生き て いた 。 

洗礼 名 が ニコ ラス で ある キリ スト 教 に 改宗 し た へ ブラ イ 人 Douin に よる 異論 に 答 
える た め イ ェ キ エル は 呼ば れ た 事 が あっ た 。 

タル ムー ド に つい て 多く の 議論 を 交わ し た 後 で 、 後 記 の 、 タ ルム ー ド の 一 節 に 至っ 
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「 子 の 血 を モロ ク に ささ げた 人 を 殺し な さい 」 


後記 は 、 タ ルム ー ド の 注釈 で ある 。 


少量 の 血 だ け で は な く 、 子 の 全て の 血 と 全て の 肉 を モロ ク に ささ げた 人 は 、 法 に よ 
る 裁き の 下 に 入れ ず 、 宮 に 値 し な い 」 


タル ムー ド の 注釈 の 意味 を 全く 理解 で き な い で 、 タ ルム ー ド に つい て の 議論 の 参 
加 者 た ち は 騒い だ 。 

ある 人 は タル ムー ド を 見 下 し て 笑い も の に し た 。 

ある 人 は タル ムー ド へ の 色 り に 震え た 。 

か ろう じ て 、 イ ェ エキ エル は 、 話 を 聴い て も ら え た 。 

イェ エキ エル が 話 を 聴い て も ら え た 時 、 イ エキ エル に 全く 不利 な 状況 で 、 タ ルム ー ド 
に つい て の 議論 の 参加 者 た ち は イ ェ キ エル を 非難 し よう と 事前 に 決め て いた 。 

後記 の 様 に に 、 イ エキ エル は 話し た 。 


「 へ ブラ イ 人 に と っ て 、 死 刑 は 、 罪 滅ぼし で ある 。 

へ ブラ イ 人 に と っ て 、 死 刑 は 、 結 果 的 に 、 和 解 と 成る 。 

へ ブラ イ 人 に と っ て 、 死 刑 は 、 報 復 行為 で は な い 。 

イス ラ エ ル の 法 に よっ て 処刑 され た 全て の 人 は 、 イ スラ エル の 平和 の 内 に 死ね る 。 
イス ラ エ ル の 法 に よっ て 処刑 され た 人 は 、 死 刑 に よっ て 、 平 和 に あず か れる 。 
イス ラ エ ル の 法 に よっ て 処刑 され た 人 は 、 先 祖 と 共に 、 永 眠 で きる 。 

呪い が イス ラ エ ル の 法 に よっ て 処刑 され た 人 に つき まとう 事 は 無い 。 

呪い が イス ラ エ ル の 法 に よっ て 処刑 され た 人 の 墓 に まで 及ぶ 事 は 無い 。 
イス ラ エ ル の 法 に よっ て 処刑 され た 人 は 、 不 死 の ヤコブ の 家 に 留 ま れ る 。 

へ ブラ イ 人 に と っ て 、 死 刑 は 、 有 終 の 美 を 飾れ る 神 の 恵み と 成る 。 

へ ブラ イ 人 に と っ て 、 死 刑 は 、 熱 し た 鉄 を 化 騰 し た 傷 に 当て る 荒 療治 で ある 。 
し か し 、 へ ブラ イ 人 は 、 治 る 見 込み が 無い 人 に 治療 を 試さ な い 。 


へ ブラ イ 人 に は 、 イ スラ エル か ら 永 遠 に 見 離さ れ て 切り 落と され る ほど の 重罪 人 に 
対す る 裁判 権 が 無い 。 

重罪 人 は 既に 死ん で いる 様 な 者 で ある 。 

へ ブラ イ 人 は 、 地 上 で の 重罪 人 へ の 永遠 の 罰 の 刑期 を 減ら さ な い 。 

重罪 人 は 神 の 怒り に 引き 渡さ れ て いる 。 

人 は 治す た め に だ け 傷 つけ る 事 が 許さ れ て いる 。 

人 は 治す た め 以 外 に 傷つけ る 事 は 禁止 され て いる 。 

人 は 治る 見 込み が 無い 人 に 治療 を 試さ な い 。 

父 は 自分 の 家の子 達 だ け を 罰する 。 

父 で ある 神 は 自分 の 家の子 達 だ け を 憲 す る 。 

父 は 、 よ そ 者 に 対し て は 門 を 閉ざす だ け に と ど め る 。 

父 で ある 神 は 、 よ そ 者 に 対し て は (天国 の ) 門 を 閉ざす だ け に と ど め る 。 

イス ラ エ ル の 法 が 処刑 し な い ほ どの 重罪 人 は (天国 か ら ) 永 遠 に 破門 され る 。 
(天国 か ら の ) 永 遠 の 破門 は 死刑 より 重い 罰 で ある 」 


イェ エキ エル の 説明 は 、 見 事 で ある 。 

イェ キ エ ル の 説明 は 、 古 代 イ スラ エル の 祖師 達 の 全て の 知 、 古 代 イ スラ エル の 祖 
師 達 の 全て の 精神 を 表現 し て いる 。 

本 当 に 、 知 に お いて へ ブラ イ 人 は 人 の 父 で ある 。 

へ ブラ イ 人 を 迫害 する 代わ り に 、 へ ブラ イ 人 を 理解 し よう と 努め て いた ら 、 現 在 の 
様 に に 、 ヘ ブライ 人 は キリ スト 教 か ら 遠 離れ て は いな か っ た で あろ う 。 

前 記 の 、 タ ルム ー ド の 口伝 は 古代 ヘブライ 人 が 魂 の 不死 を 信じ て いた 事 を 表す 。 

罪 を つぐ な うた め の 死 刑 に よる 罪人 の イス ラ エ ル の 家 へ の 復帰 は 、 死 に 対す る 折 
議 で あり 、( 魂 の ) 命 の 永遠 性 の 確信 に よる 崇高 な 行為 で は な いか ? 罪 を つぐ な う 


た め の 死 刑 に よる 罪人 の イス ラ エ ル の 家 へ の 復帰 は 、 死 に 対す る 抗議 で あり 、( 魂 
の ) 命 の 永遠 性 の 確信 に よる 崇高 な 行為 で ある ! 

死刑 執行 人 の 血 の 使命 を 一 種 の 特別 な 祭司 の 儀式 と し て 持ち 上 げた 、 ジ ョ ゼ フ 
ド メー スト ル 伯 爵 は 、 イ エキ エル の 考え 、 古 代 ヘ ブライ 人 の 考え を 十分 に 理解 し て い 
7 だ 。 

大 いな る 著者 ジョ ゼ フ ド メー スト ル は 「 死 刑 と いう 刑 六 に よる 苦痛 は 罪 の つぐ な 
い を 神 に 祈願 し て くれ る 。 そ し て 、 未 だ に 、 死 刑 と いう 刑罰 が 流さ せる 血 は 罪 を つぐ な 
うた め の 自 己 犠 牲 で ある 」 と 話し て いる 。 

仮に 、 死 刑 が 罪 へ の 許し で は 全く 無かっ た ら 、 死 刑 は 殺人 に よる 報復 で し か な い 
で あろ う 。 

死刑 と いう 刑 六 を 受け た 人 は 、 罪 の つぐ ない を 全て 果たし 、 死 刑 に よっ て 神 の 子 
達 の 不死 の 社会 に 入る 。 

サリ カ 法 典 は 、 未 だ に 未開 の 状態 の 大 軍 の 法 で あっ た 。 

サリ カ 法 典 で は 、 戦 時 中 の 様 に 、 賠 償 金 で 全て の 罪 を つぐ な っ た 。 

サリ カ 法 典 の 時 代 に は 、 未 だ に 、 奴 隷 制度 が 広く 行わ れ て いた 。 

サリ カ 法 典 の 時 代 に は 、 人 の 命 に は 議論 の 余地 が 有る 相対 的 な 価値 し か 無かっ 
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売る 権利 が 有る も の は 必ず 常に 買う 事 が 可能 で ある 。 

金銭 的 な 値段 が 有る 物 の 破壊 に は 金銭 だ け を 支払 えば 良い 。 

当時 の 唯一 の 有効 な 法律 は 教会 法 で あっ た 。 

教会 の 公会 議 は (悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 と いう 名 前 の 下 に 分 類 し た 吸血 鬼 と 毒殺 
者 に 対す る 厳し い 法律 を 行っ た 。 

506 年 に 開か れ た 、 フ ラン ス の 低地 ラン グ ド ッ ク 地 方 の アグ ド 教 会 会 議 は 、( 悪 人 
の 霊 の ) 魔 術 師 に 対す る 破門 を 宣告 し た 。 


541 年 に 招集 され た フラ ンス の 都市 オレ レア ン の 最初 の 公会 議 は 占い の 実行 を 
非難 し た 。 

589 年 の フラ ンス の 都市 ナル ボン ヌ の 公会 議 は 、( 悪 人 の 霊 の ) 魔 術 師 を より 大 い 
に 破門 し た だ け で は な く 、 貧 者 へ の 寄付 の た め に (悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 を 奴隷 と し て 
売っ て 良い と 定め た 。 

589 年 の フラ ンス の 都市 ナル ボン ヌ の 公会 議 は 、 悪 訂 愛 好 者 へ の 公開 の 鞭打ち 
刑 を 定め た 。 

悪魔 愛好 者 と は 、 悪 魔 を 不安 が る 人 、 悪 魔 を ( 神 の 様 に ) 明 散 する 人 、 悪 魔 を 呼び 
出 そ う と する 人 、 ど の 様 な 点 で も 神 の 物 で ある 力 を 悪魔 の 物 で ある と 誤っ て 見 な す 
人 を 疑い 無く 意味 する 。 

悪魔 愛好 者 の 様 に 悪魔 を 不安 が る M. 1e Comte de Mirville の 弟子 が 悪魔 愛 
好 者 が 公開 の 鞭打ち 刑 に され る 時 代 に 生き て いな か っ た 事 に 心から 御祝い の 言葉 
を 述べ る 。 

フラ ンス で 教会 の 公会 議 が (悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 に 対す る 厳し い 法律 を 行っ て い 
た 時 に 、 東 の 幻覚 を 見 た 者 ムハンマド は 帝国 で も ある (イス ラム 教 と いう ) 宗 教 を 始め 
炉 。 

ムハンマド は 証 欺 師 で あっ た の か ? 

また は 、 ム ハン マ ド は 幻覚 を 見 た の か ? 

イス ラム 教徒 に に っ て は ムハンマド は 未だ に 預言 者 で ある 。 

また 、 常 に 、 ア ラビ ア 語 の 学者 に に っ て は コー ラン は 傑作 で あろ う 。 

読み 書き で き な い 無 学 な 男 、 単 純 な ラク ダ 乗 り 、 に も か か わら ず 、 ム ハン マ ド は 自 
国 の 文学 の 完全 に 遺跡 的 な 作品 を 創造 し た 。 

ムハンマド の 成功 は 、 奇 跡 的 な 物 と し て 、 ま か り 通 っ た 。 

一 時 、 ム ハン マ ド の 後継 者 の 戦争 熱 は 全 世 界 の 自由 を 脅かし た 。 


し か し 、 カ ー ル マル テル の 鉄 の 手 に よっ て アジ ア ( と 言え る イス ラム 教徒 ) が 破 ら れ 
る 時 が 来 た 。 

粗野 な 戦士 カー ル マル テル は 、 戦 うべ き 時 に は 、 ほ と ん ど 祈 ら な か っ た 。 

カー ル マル テル は 、( 騎 兵 へ の ) 軍 資金 が 必要 な 時 に は 、 修 道 院 や 教会 か ら 金 銭 
を 接収 し 、 教 会 の 領地 を 戦士 送 に 売り さえ し た 。 

その た め 、 カ ー ル マル テル の 武装 に 神 が 加護 を 与え た 、 と は 聖職 者 に は 考え ら 
れ 無かっ た 。 

聖職 者 は カー ル マル テル の 勝利 を 魔術 の せい に し た 。 

実際 、 カ ー ル マル テル に 対す る 宗教 的 な 感情 が 興奮 し て 、 尊 者 で ある フラ ンス の 
オル レア ン の 司教 で ある 聖 ウ シェ ー ル は 幻覚 の 中 で 天使 か ら 「 カ ー ル マル テル が 
接収 し た り 荒 らし た り し た 教会 の 聖人 達 は カー ル マル テル が 天国 に 入る 事 を 禁じ 
て いる 。 ま た 、 掘 り 出 され た カー ル マル テル の 死体 は 魂 と 共に (地獄 と いう ) 深 淵 に 
沈め られ た 」 と いう 誤っ た 幻聴 を 聴く ほど で あっ た 。 

フラ ンス の オル レア ン の 司教 ツン シェ ー ル は 誤っ た 幻聴 の 話 を マイ ン ツ の 司教 ボ ニ 
ファ ティ ウス と 、 ピ ピン 短 駆 王 と 呼ば れ て いる ピピ ン 3 世 の チ ャ プレ ン 長 Fulfvad に 
知ら せ た 。 

カー ル マル テル の 墓 は 暴 か れ た 。 

カー ル マル テル の 死体 が (腐敗 し て ) 消 失 し て いる 事 が 証明 され た 。 

まる で 燃やさ れ た か の 様 に 、 墓 石 の 内 側 は (死体 の 腐敗 に よっ て ) 黒 く 成 っ て いた 。 

墓 か ら 臭い 煙 が 出 た 。 

墓 か ら 大 き な 蛇 が 現れ た 。 

マイ ン ツ の 司教 ボニファティウス は 、 ピ ピン 3 世 と カー ル マル テル の 息子 カー ル マ 
ン が 恐ろし い 実 例 に よる 忠告 を 受け 入れ て 神聖 な も の を 明 敬 する 様 に 祈っ て 、 カ ー 


ル マル テル の 墓 荒らし の 忠実 な 報告 を 、 ピ ピン 短 了 葛 王 と 呼ば れ て いる ピピ ン 3 世 と 、 
カー ル マル テル の 息子 カー ルマン に 送っ た 。 

し か し 、 夢 を 誤 信 し て 英雄 カー ル マル テル の 墓 を 荒らし た せい で 、 ま た 、 死 に よる 
(腐敗 と いう ) 完 全 な 速やか な 死体 の 破壊 を 地獄 の わざ の せい に し た せい で 、 カ ー ル 
マル テル の 皿 子 カー ルマン に 神聖 な も の を 明 散 させ る 効果 は 無かっ た 。 

いく つか の 和 合 異 現象 が フラ ンス で 公然 と 人 前 で 起き た の が ピピ ン 短 駆 王 と 呼ば 
れ て いる ピピ ン 3 世 の 治 世 の 特 徴 で ある 。 

風 が 人 の 姿 を と っ て 生き 物 の 様 に 成っ た 。 

諸々 の 宮殿 、 庭 々 、 揺 れ 動く 波 々 、 帆 を 完全 に 広げ た 船 々 、 戦 闘 隊形 の 軍団 と いっ 
た 架空 の 光景 が 天空 に 映っ た 。 

大 気 は 大 いな る 夢 の 様 な 物 に 成っ た 。 

空想 の 野外 劇 の 様 な 父 異 現象 の 詳細 は 全て の 人 々 の 目 に 見 えた 。 

ピピ ン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 篤 異 現象 は 、 視 覚 器官 を 襲う 伝染 病 が 流行 し た 
物 な の か ? 

それ と も 、 ピ ピン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 滞 異 現象 は 、 霊 的 な 大 気 的 な 混乱 が 濃 
縮 され た 霊 的 な 大 気 に 幻 を 映し た 物 な の か ? 

十 中 八 九 、 ピ ピン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 驚異 現象 は 、 大 気 に 拡散 し た 柳 町 させ 
る 伝染 病 の ガス が 大 衆 全体 の 妄想 を 引き 起こ し た 物 で は な いか ? 

大 気 に 拡散 し た 本 町 させ る 伝染 病 の ガス が ピピ ン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 驚異 
現象 を 引き 起こ し た 可能 性 が 有る の は 、 雲 の 中 で (悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 た ち が 健康 
に 有害 な 毒 の 粉 を 手 で まき 散ら す 妄 想 を 全て の 大 衆 が 見 た 事実 が 有る か ら で あ る 。 

フラ ンク 王国 は 不作 に 打ち の め さ れ 、 牛 が 死に 、 人 に まで 死 が 及 ん だ 。 

ピピ ン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 驚 異 現象 は 、 ゼ デキ アス の カバ ラ 的 な 考察 の 話 
が 広まる 機会 を も た らし た 。 


ゼ デ キア ス の カバ ラ 的 な 考察 の 話 の 成功 と 名 声 は 考察 の 突飛 さ に 比例 し て いた 。 

当時 、 高 名 な カバ リス ト で ある ゼ デ キア ス は 隠さ れ た 知 の 学校 を 開い て いた 。 

ゼ デ キア ス の 隠さ れ た 知 の 学校 で 、 ゼ デキ アス は 、 カ バラ 自体 で は な い が 、 カ バラ 
が も た ら す 娯楽 的 な 考察 を 教え た 。 

ゼ デ キア ス の カバ ラ 的 な 考察 の 話 は 、 常 に 大 衆 か ら 隠さ れ て いる 知 の 大 衆 向け 
の 部 分 を 形成 し て いた 。 

カバ ラ 的 な 考察 の 話 と いう 一 種 の 神話 に よっ て 、 ゼ デキ アス は 、 聴 衆 の 心 を 楽し 
ませ た 。 

どの 様 に 、 元 は 、 ほ と ん ど 霊 的 な 状態 に 創造 され た 最初 の 人 アダ ム が 、 大 気 を 超 
越し た エデン に 住み 、 光 に よっ て 不思議 な 草木 を 思い 通り に 生じ させ た か 、 ゼ デキ ア 
ス は 教え た 。 

男性 アダ ム と 女性 エヴァ と いう 人 に 似せ て 創造 され た 、 人 の 命 を 与え られ た 鏡像 
で ある 、 四 大 元素 の 無 上 の 純粋 な 物質 か ら 形 成 さ れ た 、 美 し い 存在 で ある 、 ノ ー ム 、 
ウン ディ ー ネ 、 サ ラマ ンダ ー、 シ ルフ の 群れ が アダ ム に 仕え て いた 。 

し か し 、 堕 天 前 の 状態 で も 、 ア ダム は 、 サ ラマ ンダ ー と シル フ の 仲介 に よっ て し か 、 
ノー ム と ウン ディ ー ネ を 統治 で き な か っ た 。 

サラ マン ダー と シル フ だ けが 、 霊 的 な 楽園 エデン まで 上 昇 す る 力 を 持っ て いる 。 

シル フ が 仕え て いた 時 の 人 の 最初 の 父 ア ダム と 最初 の 母 エ ヴァ の 幸福 に 等 し い 
物 は 無かっ た 。 

シル フ は 、 死 に 得る 霊 で ある 。 

し か し 、 シ ルフ は 、 光 を 起こ し て 組み 合わ せ て 、 現 代 人 が 抱く 事 が で きる 最も 輝 か 
し く 充 実 し た 想像 を 超え た 多様 な 無数 の 形 に 光 を 花 開 か せる 、 信 じ ら れ な い 技 を 
持っ て いる 。 

この 世 的 な 地上 的 な 大 気 の 上 に 存在 する の で 、 エ デン は 地上 の 楽園 と 言え る 。 


地上 の 楽園 エデン は 、 誘 惑 術 の 領域 で あっ た 。 

地上 の 楽園 エデン は 、 魔 術 の 領域 で あっ た 。 

アダ ム と エヴァ は 真珠 と サフ ァ イ ア の 宮殿 で 眠っ て いた 。 

アダ ム と エヴァ の 周囲 に は 薔薇 が 芽 吹 い て アダ ム と エヴァ の 足 の た め に 薔薇 の 
カー ペッ ト を 形成 し た 。 

アダ ム と エヴァ は 白鳥 が 引く 内 の 船 で 水上 を 滑る よう に 進ん だ 。 

アダ ム と エヴァ と 鳥 達 は 音楽 に よる 心地 よい 話し 方 で 心 を か よわ し た 。 

花 達 は アダ ム と エヴァ に 愛撫 する た め に 身 を 寄せ た 。 

し か し 、 堕 天 に よっ て 、 前 記 の 、 全 て は 失わ れ た 。 

堕天 に よっ て 、 人 の 先祖 で ある アダ ム と エヴァ は 地 に 時 ち た 。 

神 が ア ダム と エヴァ に 着せ た 肉体 は 、 創 世 記 3 章 21 節 で 神 が 着 せ た 獣 の 皮 で あ 
る 。 

肉体 は 創世 記 3 章 21 節 の 獣 の 皮 で ある 。 

アダ ム と エヴァ は 孤立 し 裸 に 成っ て し まっ た 。 

地上 に は アダ ム と エヴァ の 気まぐれ に 従う 者 が いな か っ た 。 

アダ ム と エヴァ は エデン で の 生活 を 忘れ て し まっ た 。 

また は 、 ア ダム と エヴァ に は エデン で の 生活 は 記憶 と いう ガラ ス を 通じ て 見 る 夢 の 
様 な 物 に し か 見 えな か っ た 。 

し か し 、 未 だ に 、 永 遠 に 、 楽 園 エ デン の 領域 は 、 こ の 世 的 な 地上 的 な 大 気 を 超越 し 
た 所 に 広がっ て いる 。 

サラ マン ダー と シル フ は 、 戻 る 見 込み が 最早 無い 主 の 家 の 中 に 未だ に 留まっ て い 

る 悲し ん で いる 従者 の 様 に に 、 エ デン に 留まっ て 人 の 領域 で ある エデン の 守護 者 に 
成っ て いる 。 


ピピ ン 3 世 の 時 代 に 真昼 間 に 大 気 中 に フラ ンス の 大 衆 が 映像 を 見 始め た 時 に 、 
ゼ デ キア ス の 驚く べき カバ ラ 的 な 作り 話 が フラ ンス の 大 衆 の 想像 力 を 興奮 させ た 。 

疑い 無く 、 ピ ピン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 篤 異 現象 は 、 過 去 の 主 で ある アダ ム と 
エヴァ を 探し て 降臨 し た サラ マン ダー と シル フ に よる 物 で ある 。 

ピピ ン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 大 衆 は シル フ の 国 エ デン へ の 空 の 旅 に つい て 至 
る 所 で 話し た 。 

19 世紀 の 大 衆 が 動く ター ニン グ テー ブル や 流体 の 霊 の 出現 に つい て 話し て いる 
様 に 。 

ピピ ン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 知識 人 で すら 愚者 にとり つかれ て し まっ た 。 

その た め 、 教 会 が 介入 する 事態 に 成っ た 。 

道端 で 大 衆 が 超自然 的 な 存在 に つい て 話す の を 、 教 会 は 嬉し く 思 わな か っ た 。 

な ぜ な ら 、 大 衆 へ の 口外 は 、 教 会 の 権限 や 教え の 位階 制 の 連鎖 へ 払う べき 敬意 
を 危う くす る の で 、 秩 序 と 光 の 精神 の 物 と は 考え られ 無かっ た 。 

教会 は 、 ピ ビビ ピン 3 世 の 時 代 の フラ ンス の 雲 の 幻 を 地獄 が 生ん だ 幻 と し て 非難 し た 。 

何 か を 自分 の 手 で 行う 事 を 望む 、 大 衆 は 、( 悪 人 の 霊 の ) 魔 術 師 に 対す る 撲滅 運 
動 を 始め た 。 

大 衆 の 愚行 は 、 狂 気 の 発作 的 行動 に 成っ た 。 

田舎 の 大 衆 は 、 見 知ら ぬ 人 を 、 天 か ら 降 臨 し た サラ マン ダー や シル フ で ある と 人 括 
害し て 無 慈 章 に 殺し た 。 

愚者 は 、 シ ルフ また は 半 神 半 霊 ダイ モー ン に 誘拐 され た と いう 嘘 を 公言 し て し まっ 
て いた 。 

自慢 の た め に シル フ に 誘拐 され た と いう 様 な 嘘 を つい た 人 々 は 、 前 言 の 撤回 を 望 
まな か っ た か 、 前 言 の 撤回 を で き な か っ た 。 


シル フ に 誘拐 され た と いう 嘘 を つい た 人 々 は 焼き 殺さ れ た り 湖 死 さ せら れ た り し 
CU まあ 5 。 

ガリ ネ に よる と 、 信 じ ら れ な い ほ ど 多 数 の 人 々 が ピピ ン 3 世 の 時 代 の フラ ンク 王国 
で 殺さ れ て し まっ た 。 

大 量 虐殺 は 、 無 知 や 恐怖 に 先導 され た 人 に よる 劇 的 事件 に 共通 の 大 惨事 で ある 。 

幻覚 を 見 せる 伝染 病 の 流行 は 、 ピ ピン 3 世 以 降 の 時 代 に も 発生 し た 。 

カー ル 大 帝 は 、 大 衆 の 興奮 を 静め る た め に 権力 の 全て を 使っ て 行動 し た 。 

ルイ 敬 虚 帝 と 呼ば れ て いる ルー ト ヴ ィ ヒ 1 世 が 後に 更新 し た 、 カ ー ル 大 帝 の 勅 令 
は 、 死 刑 と いう 最も 重い 罰 に よっ て 、 シ ルフ の 出現 を 禁じ た 。 

風 の 元素 の 霊 的 存在 で ある シル フ が いな い 場 合 は 、 自 慢 の た め に シル フ を 見 た 
と いう 嘘 を つい た 人 に 死刑 と いう 裁き が 下る 、 と 理解 され た 。 

その た め 、 シ ルフ が 見 られ る 事 は 無く 成っ た 。 

空中 の 船 々 は 忘却 と いう 港 に 戻る 事 に 成っ た 。 

青空 と いう 遠 さ を 旅 し た 事 が 有る と いう 嘘 を 主張 する 人 は 最早 いな く 成 っ た 。 

カー ル 大 帝 の 伝説 と いう 他 の フラ ンス の 大 衆 的 な 熱 邊 が 、 ピ ピン 3 世 の 時 代 以 
降 の フラ ンス の 大 衆 に よる 篤 異 現象 へ の 熱狂 に 取っ て 代わ っ た 。 

カー ル 大 需 の 大 いな る 統治 と いう 理想 的 な 輝き は 、 信 じ る べき 新しい 父 異 と 話す 
べき 新しい 不思議 を 、 伝 説 の 作者 達 に も た らし た 。 


第 4 巻 第 4 草 カ ー ル 大 の 治世 の 伝説 


カー ル 大 帝 は 、 誘 惑 術 、 魔 術 の 現実 の 王 で あり 、 妖 精 の 世界 の 現実 の 王 で ある 。 

カー ル 大 帝 の 治世 は 、 未 開 状 態 と 中 世 の 間 の 、 神 聖 な 輝かしい 安息 の 様 で あっ 
だ 。 

カー ル 大 帝 の あら われ は 、 ソ ロモ ン の 感化 力 の 魔術 的 な 華 調 さ を 思 い 出さ せる 、 
大 いな る 雄大 な 物 で あっ た 。 

カー ル 大 帝 は 、 復 活 で ある 、 と 共に 、 預 言 で ある 。 

カー ル 大 需 に よっ て 、 ロ ー マ 帝 国 は 、 フ ラン ク 人 や ガリ ア 人 と いう 起源 を 飛び 越え 
て 、 全 き 輝 さき で 神聖 ロー マ 帝 国 と し て 再び あら われ た 。 

預言 が 呼び 起こ し て 明らか に し て いた 象徴 的 な 人 の 様 に 、 カ ー ル 大 帝 は 円 熟し 
た 文明 の 長期 の 完全 な 帝国 、 神 聖 ロ ー マ 帝 国 の 輪郭 を 事前 に 描い て いた 。 

祭司 が 神聖 ロー マ 帝 国 に 王冠 を 授け た 。 

法王 が 神聖 ロー マ 帝 国 に 王冠 を 授け た 。 

神聖 ロー マ 帝 国 は 王座 を キリ スト 教 と いう 祭壇 の 上 に 確立 し た 。 

騎士 道 の 時 代 と 夢 の 様 な 物語 の 不思議 な 叙事詩 は カー ル 大 帝 と 共に 始ま る 。 

カー ル 大 帝 の 時 代 の 年 代 記 は 「 エ イモ ン 公 の 4 人 の 人 息子 」 や 妖精 の 王 オ ベロ ン 
の 話 の 様 で ある 。 

鳥 達 は 言葉 を 話し て 、 森 の 中 で 道 を 見 失っ た フラ ンス 軍 を 導い た 。 

真 鍛 製 の 巨人 が 大 海 の 中 に あら われ て 東 へ の 順風 満 帆 の 海路 を カー ル 大 帝 に 
示す 。 

カー ル 大 帝 の 第 一 の 聖 騎 士 パ ラディ ン で ある ロー ラン は 、 デ ュ ラ ンダ ル と いう 銘 を 
持つ 、 キ リス ト 教 徒 の 様 に 洗礼 され た 魔法 の 剣 、 聖 剣 を 振る う 。 


英雄 ロー ラン は 聖 剣 デ ニュ ランダル に 話し か ける 。 

聖 剣 デ ュ ラ ンダ ル は ロー ラン の 言葉 を 理解 し て いる 様 に 思わ れる 。 

聖 剣 デュ ラン ダル の 超自然 的 な 斬 撃 に は 何 物 も 抗 え な い 。 

ロー ラン は 象 攻 の 角笛 オリ ファ ン を 持っ て いる 。 

角笛 オリ ファ ン は 、 巧 み に 作 られ 、 軽 く 息 を 吹き 込む だ け で 鳴り 、 周 囲 20 リー グ (、 
44 キロ メー トル また は 88 キロ メー トル ) ま で 聞こ え 、 山 々 すら 賑わせ た 。 

ロン ス ヴ ォ ー で 聖 崎 士 パ ラディ ン で ある ロー ラン は 、 負 け て 、 と 言う より は 、 大 軍 の 
敵 の イス ラム 教徒 に 押し 寄せ られ て 、 戦 死す る 時 で も 、 押 し 寄せ る 木々 や 転がっ て 来 
る 岩 々 の 下 か ら 、 巨 人 の 様 に 起ち 上 が る 。 

ロー ラン が 角笛 オリ ファ ン を 吹く と 、 敵 の イス ラム 教徒 の 大 軍 は 飛ぶ 様 に 逃げ る 。 

10 リー グ 以 上 離れ た 場所 に いた 、 カ ー ル 大 帝 は 、 角 笛 オ リフ ァ ン に よる 合図 を 聞 
いて 、 ロ ー ラ ン を 助け る た め に 急 ご うと する が 、 裏 切 者 ガ ヌ ロン に 妨害 され る 。 

ガ ヌ ロン は 、 ロ ー ラ ン と いっ た フラ ンス 軍 の 殿 を 残忍 な 敵 の イス ラム 教徒 の 大 軍 
に 売り 渡し て いた 。 

ー ラ ン は 、 や む な く 見 捨て られ た と わか っ て 、 最 後に 聖 剣 デ ュ ラ ンダ ル を 抱き し 

め て か ら 、 聖 剣 デ コラ ンダ ル が イス ラム 教徒 の 手中 に 落ち な い 様 に 、 聖 剣 デ コラ ンダ 
ル を 破壊 する 事 を 望ん で 、 全 て の 力 を 奪い 起こ し て 、 両 手 で 聖 剣 デコ ラン ダル を 山 
の 一 角 に 打ち 込む 。 

し か し 、 山 の 一 角 の 方 が 斬り 肌 か れ 、 聖 剣 デ コラ ンダ ル は 無傷 で ある 。 

その た め 、 ロ ー ラ ン は 聖 剣 デ ュ ラ ンダ ル を 胸 に 抱き し め て 、 魂 を 手放し て 、 気 高く 
死ぬ 。 

ロー ラン の 気 高 い 姿 に 、 敵 の イス ラム 教徒 の 大 軍 は 、 ロ ー ラ ン に 近づく 勇気 が 無く 、 
震え な が ら 、 も う 死 ん で いる 勝利 者 ロー ラン に 矢 の 雨 を 降ら せる 。 


簡潔 に 言う と 、 王 座 を 歴代 の 法王 に 授け 、 返 礼 と し て 歴代 の 法王 の 手 か ら 世界 の 
帝国 を 受け 取っ て いる 、 カ ー ル 大 需 は 、 フ ラン ス の 歴史 で 最も 象徴 的 な 人 で ある 。 

「Enchiridion」 に つい て 話し た 事 が 有る 。 

「Enchiridion」 は カバ ラ の 無 上 の 秘密 の 象徴 群 と 無 上 に 美しい キリ スト 教 の 祈 
り を 結合 する 小作 品 で ある 。 

隠さ れ た 口伝 で は 法王 レオ 3 世 が 「Enchiridion」 を 作っ て 最も 大 事 な 贈 り 物 と 
し て カー ル 大 帝 に 贈っ た 。 

「Enchiridion」 を 所 有 し て 相応 し く 応 用 する 方 法 を 知っ て いる 王 は 皆 、 地 の 王者 
に 成 れ た 。 

送ら く 、「Enchiridion」 の 口伝 を 軽率 に 退け る べき で は な い 。 

後記 を 、「Enchiridion」 は 仮定 し て いる 。 


原初 の 普遍 の 啓示 は 、 自 然 の 全て の 秘密 を 説明 する 。 

原初 の 普遍 の 啓示 は 、 自 然 の 全て の 秘密 を 神 の 恵み の 神秘 と 一 致 させ る 。 

原初 の 普遍 の 啓示 は 、 論 理 と 信心 を 一 致 させ る 。 

な ぜ な ら 、 論 理 と 信心 は 、 神 の 2 人 の 娘 で ある 。 

論理 と 信心 と いう 二 重 の 命 は 、 協 力 し て 、 知 性 を 照ら す 。 

(2) 

啓示 が 自ら 課す 、 啓 示 を 大 衆 か ら 隠す 必要 性 。 

啓示 を 理解 し な い 大 衆 が 啓示 を 溢 用 し な い 様 に 。 

また 、 大 衆 が 、 論 理 の 力 だ け で は な く 信 心 の 力 を 信心 に 敵対 させ て 、 論 理 と 信心 
を 混同 し な い 様 に 。 


大 衆 は 論理 を 理解 で き な い 。 

(3) 

秘密 の 口伝 の 存在 。 

秘密 の 口伝 、 論 理 と 信心 の 神秘 の 知 は 、 王 者 、 祭 司 、 こ の 世 の 王者 、 地 の 王者 の 
た め だ け の 物 で ある 。 

(④) 

確か な 象徴 や 確か な pantacle の 永遠 性 。 

論理 と 信心 の 神秘 を 象徴 的 に 表す 、 確 か な 象徴 は 、 達 道 者 だ けが 理解 で きる 。 


前 記 の 観点 か ら 、「Enchiridion」 は 例え 話 的 な 祈り を 集め た 物 で ある 、 と 考え る 
べき で ある 。 

そし て 、「Enchiridion」 の 秘密 の カバ ラ の pantacle は 、「Enchiridion」 の 例え 
話 的 な 祈り の 鍵 で ある 。 

後記 は 、「Enchiridion」 の 重要 な 象徴 で ある 。 


「Enchiridion」 の 第 1 の 重要 な 象徴 は 、「Enchiridion」 の 表紙 に 描か れ て いる 、 
二 重 の 輸 に 内 接する 逆 正 三角 形 で ある 。 

逆 正 三角 形 の 中 に 十字 の 形 で Elohim、 エ ロ ヒ ム 、 神 々 と Tzabaoth、Sabaoth、 
軍団 で ある 神 と いう 2 つの 言葉 が 記さ れ て いる 。 

SaDaoth は へ ブラ イ 語 で 軍団 を 意味 する 。 

Sabaoth は 軍団 で ある 神 を 意味 する 。 

SaDaoth は 自然 の 2 つの 力 の つり 合い と 、 諸 々 の 数 の 調和 を 意味 する 。 

( 神 は 軍団 に 分 身 で きる 。) 


逆 正 三角 形 の 3 つの 辺 に は 、 ヤ ハウ ェ 、 ア ドナ イ 、 ア グラ と いう 3 つの 大 いな る 名 
前 が ある 。 

ヤ ハ ウェ と いう 名 前 の 上 に は ラテ ン 語 で 「 形 成 」 と 記さ れ て いる 。 

アド ナイ と いう 名 前 の 上 に は ラテ ン 語 で 「 変 革 」 と 記さ れ て いる 。 

アグ ラ と いう 名 前 の 上 に は ラテ ン 語 で 「 変 形 」 と 記さ れ て いる 。 

前 記 の 様 に 、 創 造 は 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ の わざ で ある 。 

身代わり に よる 救い や 変革 は 神 の 子 イ エス の わざ で ある 。 

( 

イエ ス は 人 の 主 で ある 。 

イエ ス は アド ナイ で ある 。 

アド ナイ は へ ブラ イ 語 で 「 主 」、「 主 で ある 神 」 を 意味 する 。 

) 

浄化 、 神 聖 化 や 変形 、 変 質 は 神 の 聖霊 の わざ で ある 。 

作用 の 数 学 的 な 法 は 父 で ある 神 ヤ ハウ ェ に 、 反 作用 は 神 の 子 イ エス に 、 つ り 合い 
は 神 の 聖霊 に 対応 し て いる 。 

さら に 、 神 の テト ラ グラ マト ン の 4 文字 の 四 大 元素 の 意味 に 従っ て 、 ヤ ハウ ェ は 考 
え の 生 成 と 形成 で ある 、 と 理解 する べき で ある 。 

アド ナイ は 、 人 の 姿 に よる 考え の 実現 で ある 。 

言い 換え る と 、 ア ドナ イ は 、 主 で ある 神 が 神 の 子 イ エス また は 完全 な 人 イエ ス と し 
て あら われ た 事 に よる 、 考 え の 実 現 で ある 。 

魔術 の 歴史 第 1 巻 第 7 章 で 完全 に 説明 し た 様 に 、 ア グラ は 全て の 考え と 全て の 
カバ ラ の 知 の 統合 を 表す 。 

な ぜ な ら 、 ア グラ と いう 名 前 を 形成 する へ ブラ イ 文 字 は 「 大 作業 」 の 三重 の 秘密 を 
明らか に 表す 。 


「Enchiridion」 の 第 2 の 重要 な 象徴 pantacle は 、 水 で 満ち て いる 器 か ら あ ら 
われ て いる 法王 の 三重 冠 を か ぶっ て いる 3 つの 顔 を も つ 頭 で ある 。 

「 光 輝 の 書 」 の 神秘 に 入門 し て いる 人 は 「Enchiridion」 の 第 2 の 重要 な 象徴 で 
ある 頭 の 絵 が 表す 象徴 の 意味 を 理解 する で あろ う 。 


「Enchiridion」 の 第 3 の 重要 な 象徴 Oantacle は 、 ソ ロモ ン の 六 葵 星 と し て 知ら 
れ て いる 二 重 の 三角 形 で ある 。 


「Enchiridion」 の 第 4 の 重要 な 象徴 は 、 ラ テン 語 で 「 神 の 導き と 、 友 で ある 剣 」 を 
意味 する Deo duce, comite ferro: と いう 言葉 が 記さ れ て いる 魔術 の 剣 で ある 。 

「Enchiridion」 の 第 4 の 重要 な 象徴 は 、 大 いな る 秘密 と 達 道 者 の 全能 性 の 象 
微 で ある 。 


「Enchiridion」 の 第 5 の 重要 な 象徴 は 、 数 40 に よっ て 解決 され た 、 救 い 主 イエ 
ス の 人 の 姿 の 問題 で ある 。 
数 40 は 、 自 然 の 現実 の 数 に よっ て 増殖 され た セ フ ィ ロ ト の 神学 的 な 数 で ある 。 


「Enchiridion」 の 第 6 の 重要 な 象徴 は 、 文 字 E と 神秘 の 十字 タウ また は T を く 
り 返 し て いる 骨 に よっ て 表 さ れ た 、 神 の 聖霊 の pantacle で ある 。 


「Enchiridion」 の 第 7 の 重要 な 象徴 、「Enchiridion」 の 最 重要 な 象徴 は 、 ソ ロ 
モン の 鍵 タ ロッ ト 、 テ トラ グラ マト ン 、 ラ バル ム 、 達 道 者 の 主要 な 言葉 を 説明 する 、 大 
いな る 魔術 の 組み 合わ せ 文 字 で ある 。 


「Enchiridion」 の 第 7 の 重要 な 象徴 pantacle は 、 回 転 する 車輪 の 様 に 読め て 、 
ROTA、TARO、TORA と 発音 で きる 。 

「Enchiridion」 の 第 7 の 重要 な 象徴 で は 、 文 字 A は 、 文 字 A に 相当 する 、 数 1 
に 置き 換え られ て いる 場合 が ある 。 

「Enchiridion」 の 第 7 の 重要 な 象徴 pantacle は 、 棒 、 杯 、 剣 フラ ンス の コイ ン 
の ドゥ ニ エ と いう 、 タ ロッ ト の 小 ア ルカ ナ の 4 組 の 10 つ 1 組 の 、4 つの 象徴 の 形 と 意 
味 を 含ん で いる 。 

棒 、 杯 、 剣 、 輪 と いう 四 大 元素 の 象徴 は 、 エ ジ プ ト の 神聖 な 記念 建造 物 の 至る 所 
で くり 返さ れ て いる 。 

「Enchiridion」 の 作者 で ある 法王 レオ 3 世 と 同じ 順序 で 、 ホ メロ ス は 、 棒 、 杯 、 剣 、 
輸 と いう 四 大 元素 の 象徴 を アキ レス の 庄 に 描い て いる 。 


「Enchiridion」 に つい て の 説明 の 証明 を 、 も し 与え よう と し た ら 、 テ ー マ か ら 外 れ 
て し まう し 、 さ ら に 特別 な 学 を 必要 と する 。 


いつ の 日 か エリ ファ ス レヴ ィ は 「Enchiridion」 に つい て の 説明 の 証明 に 取り 組 
ん で 公表 し よう と 望ん で いる 。 

「Enchiridion」 に 描か れ て いる 魔術 の 剣 ま た は 魔術 の 短剣 は 、「 秘 密 裁判 所 」 
の 特有 の 象徴 で あっ た 様 で ある 。 


「Enchiridion」 の 短剣 、「 秘 密 裁 判 所 」 の 短剣 は 、 十 字 の 形 で 、 言 葉 で 覆 わ れ て 
いる 。 

神 だ けが 「 秘 密 裁判 所 」 の 短剣 を 行使 で きた 。 

「 秘 密 裁 判 所 」 の 短剣 に よっ て 敵 を 討つ 人 は 、 自 分 の 行動 を 説明 する 責任 が 無 
が ら / だ 。 

この 様 に 、「 秘 密 裁 判 所 」 の 脅威 と 特権 は 恐る べき 物 で あっ た 。 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 短剣 は 、 導 の 中 で 、 知 られ ず に 犯罪 行為 を し て 
いた 事 が 多い 、 犯 罪 者 を 討ち 滅ぼし た 、 と 知ら れ て いる 。 

「 秘 密 裁判 所 」 と いう 恐る べき 正義 に つい て の 真実 は 何 か ? 

「 秘 密 裁判 所 」 の 真実 を 知る に は 、 歴 史 が 光 で 照ら せな か っ た 闇 の 領域 へ の 進出 
が 必要 で ある 。 

「 秘 密 裁判 所 」 の 真実 を 知る に は 、 学 問 が 与え られ な か っ た 光 を 探求 する た め に 、 
口伝 を 頼る 必要 が 有る 。 

「 秘 密 裁判 所 」 は 、 無 政府 主義 や 革命 の た め の 秘 密 結 社 と は 正反対 の 、 秩 序 と 政 
府 の た め の 秘 密 結社 で ある 。 

迷信 は 死に 難い 、 と 知ら れ て いる 。 

堕落 し た ドル イド の 宗教 は 北 の 未 開 の 国々 に 深く 根づい て し まっ て いた 、 と 知ら れ 
て いる 。 

サク ソン 族 の 反乱 の くり 返し は 、 狂 信 を 証明 し て いる 。 

サク ソン 族 の 狂信 は 、 常 に 無法 で あっ た 。 

サク ソン 族 の 狂信 は 、 倫 理 道徳 的 な 心 の 力 だ け で は 鎮圧 不可 能 で あっ た 。 

ロー マ の 多神教 、 ゲ ルマン 民族 の 偶像 崇拝 、 敵 対 的 な ユダ ヤ 教 と いっ た 宗教 の 
全て の 敗北 し た 形式 が 、 勝 利 し た キリ スト 教 に 対し て 共謀 し た 。 

夜 の 集会 が 行わ れ た 。 


夜 の 集会 で 、 キ リス ト 教 に 対す る 共謀 者 で ある 異教 徒 は 、 人 の 生 間 の 血 に よっ て 、 


結束 を 固め た 。 
ヤギ の 角 を 持つ 奇形 の 汎 神 論 の 偶像 が 、 憎 むべ き 愛 響 と 呼べ る 、 宴 の 主 で あっ 
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要約 する と 、 未 だ に 、 未 開 の 地域 の 森 や 荒れ 野 で サバ ト が 行わ れ て いた 。 

サバ ト の 外 猫 な 参加 者 は 、 仮 面 を つけ た か 、 見 分 けが つか な い 様 に 変装 し た 。 
集会 サバ ト は 夜明け 前 に 明か り を 消し て 解散 し た 。 

黒 魔 術 の サバ ト の 犯罪 者 は 至る 所 に いた 。 

黒 魔術 の サバ ト の 犯罪 者 を どこ も 処罰 で き な か っ た 。 

その た め 、 カ ー ル 大 帝 は 独自 の 手段 で 黒 魔 術 の サバ ト の 犯罪 者 と 戦う 事 を 決め 


23y 
さら に 、 当 時 、 暴 君 の 領主 は 正統 な 権力 に 反対 する 党派 心 の 強い 者 と 結び つい 
て いた 。 


魔女 は 遊女 と し て 暴君 の 領主 の 城 に 所 属し て いた 。 

サバ ト に 入り び た っ て 、 盗 賊 は 、 略 奪 し た 血まみれ の 盗品 を 貴族 と 分 か ち 合 っ て い 
炉 。 

最高 命令 者 で ある 暴君 の 領主 が 、 領 地 の 裁判 所 の 裁判 を 自由 に し て いた 。 

暴君 の 領主 の 一 味 の 武力 に よっ て 、 公 共 の 負担 は 弱者 と 貧者 だ け に 重く の し か 
か うた だ 。 

ドイ ツ の ヴェ スト ファ ー レ ン で は 悪 が 栄華 を 極め て いた 。 

カー ル 大 帝 は 、 秘 密 の 使命 を 託し て 、 信 頼 で きる 代行 者 達 キ ドイ ツ の ヴェ スト 
ファ ー レ ン に 急い で 派遣 し た 。 

カー ル 大 帝 の 密 使 達 は 、 権 力 に 虐げ られ て いて も 努力 し て いる 人 、 身 分 の 貴 典 を 
問わ ず 未 だ に 正義 を 愛し て いる 人 を まとめ 、 共 同 の 碑 い と 警戒 に よっ て 結束 させ た 。 


カー ル 大 帝 の 密 使 達 は 、 正 義 を 愛し て いる 人 達 を 、 秘 伝 伝授 者 に 受け 入れ て 、 大 
帝 カ ー ル 自身 が 認め た 権力 を 全て 知ら せ た 。 

カー ル 大 帝 の 密 使 達 が まとめ た 、 正 義 を 愛し て いる 人 達 は 、「 秘 密 裁 判 所 」 を 設 
MMZSS 

「 秘 密 裁 判 所 」 は 生 殺 与 奪 の 権利 を 持つ 一 種 の 秘密 警察 で あっ た 。 

「 秘 密 裁 判 所 」 を 取り 巻く 神秘 と 、「 秘 密 裁 判 所 」 の 処刑 の 迅速 さ は 、 未 だ に 未開 
の 大 衆 の 想像 力 に 好 印 象 を 与え る の に 役立っ た 。 

「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 は 巨人 的 な 規模 に 成っ た 。 

「 秘 密 裁 判 所 」 の 仮面 を し た 裁判 官 の 出現 の 話 に 、 大 衆 は 岩 え た 。 

警備 や 酒宴 の 人 だ か り の 中 で 貴族 の 家 の 門 に つけ られ た 「 秘 密 裁 判 所 」 へ の 召 
喚 状 の 話 に 、 大 衆 は 震え た 。 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 判決 文 の 抜粋 が 記さ れ た 巻物 が つけ られ た 、 
恐る べき 十字 形 の 短剣 で 胸 を 刺さ れ て 死ん で いる の が 見 つか っ た 盗賊 の 頭 の 話 に 、 
大 衆 は 震え た 。 

「 秘 密 裁 判 所 」 は 手続 き に 不思議 な 形 を 取っ た 。 

犯罪 者 は 不審 な 十字 路 に 出頭 する 様 に 召喚 され る 。 

黒衣 を まとっ た 男 が 犯罪 者 を 集会 へ 連れ て 行く 。 

犯罪 者 は 目隠し を され る 。 

沈黙 の 中 、 犯 罪 者 は 連れ て 行か れる 。 

常に 、 犯 罪 者 の 連行 は 夜 の 不穏 当 な 時 間 に 行 われ た 。 

な ぜ な ら 、「 秘 密 裁 判 所 」 は 真夜 中 に だ け 判 決 を 下 し た 。 

犯罪 者 は 広大 な 地下 室 に 連行 され る 。 

地下 室 で 1 人 だ け の 声 が 犯罪 者 を 取り 調べ る 。 

犯罪 者 の 目隠し が 外さ れる 。 


地下 室 が 奥 ま で 光 で 照ら され る 。 

「 秘 密 裁判 所 」 の 仮面 を し て 黒衣 を まとっ た 裁判 官 達 が だ 座っ て いる 。 

「 秘 密 裁判 所 」 の 判決 は 常に 死刑 と は 限ら な か っ た 。 

な ぜ な ら 、「 秘 密 裁判 所 」 の 裁判 記 は 犯罪 の 事情 を 知っ て いた 。 

し か し 、「 秘 密 裁判 所 」 で は 犯罪 の 事情 に つい て は 何 も 明 か され な か っ た 。 

な ぜ な ら 、 犯 罪 の 事情 を 明か し た 者 は 即座 に 殺さ れる 。 

(犯罪 の 事情 を 明か す と 「 秘 密 裁判 所 」 の 裁判 官 の 正体 が 判明 する 可能 性 が 有 
る か ら 。) 

時 に は 、「 秘 密 裁判 所 」 の 明 散 する べき 集団 は 多数 に 成り 、 報 復 者 の 軍団 に 相当 
する ほど で あっ た 。 

ある 晩 、 皇 帝 が 自ら 「 秘 密 裁判 所 」 の 議長 を 務め る と 、 千 人 以上 の 裁判 官 が 皇帝 
の 周り に 円 座 し て いた 。 

1400 年 の ドイ ツ に は 1 万 人 の 「 秘 密 裁 判 所 」 の 裁判 官 が 存在 し た 。 

良心 が や まし い 人 は 、 自 分 の 血縁 者 や 友人 が 「 秘 密 裁判 所 」 の 裁判 官 で は な い 
か 、 と 疑う ほど で あっ た 。 

後記 の 様 に 、 ド イツ の ブラ ウン シュ ヴァ イク 公 ヴ ィ ル ヘル ム は 、 あ る 時 、 話 し て いた と 
記録 され て いる 。 


「 ド イツ の シュ レー ス ヴ ィ ヒ 公 ア ドル ファ ス が 私 の 所 に 訪問 し て 来 た ら 、 私 は アド ル 
ファ ス を 絶対 に 絞首刑 に する 必要 が 有る 。 な ぜ な ら 、 私 は (『 秘 密 裁判 所 』 に よっ て ) 
絞 御 刑 に され る 事 を 望ま な い 」 


一 時 、 皇 で あっ た 、 ブ ラウ ン シ ュ ヴァ イク 公 フ リー ドリ ヒ は 、「 秘 密 裁判 所 」 の 召喚 
に 従う 事 を 拒否 し た 。 


「 秘 密 裁判 所 」 の 召喚 を 拒絶 し た 時 か ら 、 フ リー ドリ ヒ は 、 頭 か ら 足 まで 武装 し 、 護 
衛 た ち に 囲ま れ て いた 。 

し か し 、 あ る 日 、 フ リー ドリ ヒ は 、 護 衛 た ちか ら 少 し だ け 離 れ て 、 鎧 の いく つか の 部 
分 を 緩め た 。 

( 排 注 する た め に 。) 

フリ ー ド リヒ は 、 護 衛 た ちの 所 に 戻っ て 来 な か っ た 。 

護衛 た ち は 、 一 時 フリ ー ド リヒ が 隠れ た 林 に 入っ た 。 

不適 切な 男 フ リー ドリ ヒ は 「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 短剣 を 体 に 刺さ れ て 
死ん で いた 。 

「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 短剣 に は 、 フ リー ドリ ヒ へ の 判決 文 が 付け られ 
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全 方 位 を 見 まわ し て 、 フ リー ドリ ヒ の 護衛 た ち は 、 ゆ っ くり と 立ち 去っ て 行く 仮面 を 
し た 男 を 見 つけ た 。 

し か し 、「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 裁判 官 を 追い か ける 勇気 が ある 人 は い 
な か っ た 。 

ドイ ツ の ヴェ スト ファ ー レ ン の 古書 の 中 に 「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 
が 見 つが ら だ ただ 。 

後記 の 見 出し で 、 ミ ュー ラー の 帝国 劇場 で 、「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法 
典 は 印刷 され た 。 


「772 年 に カー ル 大 帝 が 定め 、1404 年 に 王 ロ ベル ト が 変更 し た 、 ド イツ の ヴェ スト 
ファ ー レ ン の 『 秘 密 裁判 所 』、『 聖 フェ ー メ 団 』 の 法典 。 

王 ロ ベル ト は 、『 光 に 照ら され た 者 』 の 『 秘 密 裁判 所 』、『 聖 フェ ー メ 団 』 に 、 王 ロ ベ ル 
ト の 権限 を 与え た 後に 、 正 義 の 執行 に 必要 な 法典 へ の 変更 と 追加 を し た 」 


「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 の 最初 の ペー ジ の 注釈 は 、 死 刑 と いう 憲 
に よっ て 、 俗 人 が 「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 を 読む の を 禁じ て いる 。 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 と いう 秘密 結社 に 与え られ た 「 光 に 早 ら され た 
者 」 と いう 言葉 は 、「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 使命 を 全て 明か し て いる 。 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 は 、 闇 の 崇拝 者 を 闇 の 中 で 探し 出す 必要 が 有 っ 
だ 。 

「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 は 、 黒 魔術 に 味方 し て 社会 へ の 陰 斉 を 企てる 者 
に 対し て 神秘 的 に 対抗 し た 。 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 は 、 昼 の 光 を 犯罪 の 際 謀 に 投じ る 、 実 に 、 光 の 秘 
密 の 戦士 で あり 、 判 決 を 下す 前 に 突然 に 裁判 所 で ある 地下 室 を 光 で 照ら す 事 に よっ 
て 、 光 の 秘密 の 戦士 で ある 事 を 表し た 。 

カー ル 大 需 の 下 、 公 に 成っ た 「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 は 、 闇 の 暴君 
の 一 味 に 対す る 聖戦 を 認め た 。 

悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 、 占 い 師 、 誘 惑 者 、「( 結 婚 の 完成 の た め の 性 交 を 妨げ る 呪い 
の ) 飾 り 紐 を 結ぶ 者 」、 薬 の ふり を し て 毒 を 盛っ た 人 に 与え た 刑罰 を 「 秘 密 裁判 
所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 の 記録 を 見 て 確認 する 事 が 可能 で ある 。 

大 気 を 乱す 事 、 大 嵐 を 起こ す 事 、 待 や タリ スマ ン を 作る 事 、 く じ を 引く 事 、 人 や 家畜 
に 呪い や 魔術 の 誘惑 術 を 実行 する 事 を 「 秘 密 裁判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 は 刑 
視 の 対象 と し た 。 

(悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 、 占 星 術 師 、 占 い 師 、 降 霊 術 師 、 数 秘術 師 は 、 憎 むべ き 者 で 
ある と 宣言 され て 、 人 盗賊 や 暗殺 者 と 同じ 刑罰 を 与え られ た 。 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 の 法典 の 茂 し さ は 、 黒 魔術 の 恐る べき 儀式 と 黒 
魔術 の 幼子 の 生 費 に つい て の 全て の 話 を 思い 出せ ば 、 理 解 で きる で あろ う 。 


黒 魔術 へ の 弾圧 が 多数 の 厳し い 形 を 取っ て いた と する と 、 黒 魔術 の 危険 性 は 実 
際 に 重大 で あっ た に 違い な い 。 

「 秘 密 裁 判 所 」、「 聖 フェ ー メ 団 」 と 起源 が 同じ (カー ル 大 ) で ある 団体 は 「 遍 歴 騎 
士 団 」 で ある 。 

[遍歴 騎士 団 」 は 、 一 種 の 「 秘 密 裁判 所 」 で あっ た 。 

「 遍 歴 騎士 団 」 は 、 城 主 の 圧政 と 降 霊 術 師 ( と いっ た 悪人 の 霊 の 魔術 師 ) の 悪意 に 
対し て 、 神 と 槍 の 力 に 物 を 言わ せ た 。 

[遍歴 騎士 団 」 は 、 武 装 し た 宣教 師 で あっ た 。 

[遍歴 騎士 団 」 は 、 十 字 の 手振り 身振り に よっ て 自身 を 守っ て か ら 、 不 信心 な 悪人 
を 一 力 両断 に し た 。 

その た め 、「 遍 歴 騎 士 団 」 は 、 徹 底 し た 献身 の 1 つ で ある 命 を か けた 疾 教 に よっ て 
愛 を 清め て 、 気 高い 令嬢 達 に 覚え られ た 。 

異教 徒 の 遊女 の た め に 、 奴 隷 が 生 細 と し て 捧げ られ 、 古 代 世 界 の 勝利 者 が 諸々 
の 都市 を 燃 や し た が 、 異 教徒 の 遊女 か ら 、 キ リス ト 教 徒 は すでに 遠く か け 離 れ て いる 。 

キリ スト 教徒 の 令嬢 の た め に は 、 異 教徒 の 遊女 と は 異な る 、 さ さげ 物 が 必要 で あ 
る 。 

キリ スト 教徒 の 令嬢 の た め に 、 弱 者 や 権力 に 虐げ られ た 人 の た め に 命 の 危険 を 
冒す 必要 が 有る 。 

キリ スト 教徒 の 令嬢 の た め に 、 無 実 の 罪 で 中 獄 に 閉じ 込め られ た 人 を 解放 する 必 
要 が 有る 。 

キリ スト 教徒 の 令嬢 の た め に 、 神 聖 な 愛 を 冒 済 す る 人 に 罰 を 与え る 必要 が 有る 。 

その た め 、 紋 章 を 刺繍 され た スカ ー ト を は いた 、 キ リス ト 教 徒 の 愛らしい 清らか な 
純白 な 令嬢 達 は 、 
優美 な 繊細 な 青白 い 手 の 、 キ リス ト 教 徒 の 令嬢 達 は 、 


生き て いる 聖母 マリ ア で ある 、 キ リス ト 教 徒 の 令嬢 達 は 、 
百合 の 様 に 気 高 い 、 キ リス ト 教 徒 の 令嬢 達 は 、 
暑 書 を 手 に 下げ 、 帯 に ロザリオ を 下げ 、 教 会 か ら 戻っ て 来 た 、 キ リス ト 教 徒 の 令嬢 
達 は 、 
金 や 銀 で 刺繍 され た ヴェ ー ル を 外し て 、 キ リス ト 教 徒 の 令嬢 達 の 前 に ひざ まず いて 
キリ スト 教徒 の 令嬢 達 の た め に 祈り 神 に つい て 想像 する 「 遍 歴 騎士 」 に スカ ー フ と し 
て ヴェ ー ル を 与え た 。 

エヴァ と エヴァ の 誤り を 忘れ よう 。 

聖母 マリ ア の 気 高 い 娘 達 、 キ リス ト 教 徒 の 気 高 い 令嬢 達 に よる 言い 表せ な い ほ ど 
の 恵み に よっ て 、 エ ヴァ の 誤り は 千 回 、 許 され 、 千 回 以上 、 つ ぐ な われ て いる 。 
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つり 合い の 永遠 の 法 を 神聖 化す る 、 超 越 的 な 知 の 基礎 の 考え は 、 キ リス ト 教 世界 
の 形成 に よっ て 、 完 全 な 実現 に 到達 し た 。 

法王 と 皇帝 と いう 生き て いる 2 つの 柱 が 文明 と いう 建築 物 を 支え た 。 

し か し 、 帝 国 は 、 ル ー ト ヴィ ヒ 1 世 と シャ ルル 2 世 の 弱 い 手 か ら す べり 落ち て 、 分 
像 し た 。 

世俗 の 権力 は 、 運 任せ に 、 ま た は 、 不 正 な 策略 に よっ て 、 獲 得 され た 。 

世俗 の 権力 は 、 ロ ー マ の 法王 と の 調和 を 保っ て いた 神意 に よる 統一 を 失っ た 。 

頻繁 に 、 法 王 は 、 大 いな る 司法 高官 と し て 、 世 俗 の 権力 に 和 干渉 する 必要 が 有 っ た 。 

法王 は 、 危 険 を 冒し て 、 競 合 し 合う 多数 の 権力 者 の 野心 と 大 胆 な 行動 を 抑え た 。 

当時 、 破 門 は 蓄 る べき 罰 で あっ た 。 

な ぜ な ら 、 破 門 は 、 普 遍 の 信心 に よる 制裁 で あっ た 。 

また 、 破 門 は 、 大 衆 を 恐れ させ る 、 非 難 に よる 磁気 の 流れ に よる 神秘 的 な 結果 で 
ある 現象 を も た らし た 。 

例え ば 、 ロ ベー ル 2 世 は 、 不 法 の 結婚 に 対す る 破門 に よる 恐る べき 罰 を 受け て 、 
中 世 の 芸 術 に よっ て お か し く 表 現さ れ た 悪魔 の 偶像 に 似 た 姿 の 奇形 の 子 の 父 と 
成 : で じ ま っ つた 。 

禁じ られ た 結婚 の 悲し い 果 実 で ある ロベール 2 世 の 奇 形 の 子 は 、 少 な く と も 、 
の 良心 の 町 責 と 母 が 恐ろし い 夢 に と りつ か れ た 事 を 証明 し た 。 

ロベール 2 世 は 、 奇 形 の 子 の 誕生 と いう 出来 事 を 、 神 の 怒り の 証 と し て 受け 取っ 
7 だ 。 

そし て 、 ロ ベー ル 2 世 は 、 法 王 の 裁き に 従っ た 。 


ロベール 2 世 は 、 教 会 が 近親 相姦 で ある と 宣言 し た 結婚 を 破棄 し て ベル ト と 離縁 
し 、 コ ンス タン ス ド プロ ヴァ ンス と 結婚 し た 。 
ロベール 2 世に は コン スタ ンス の 疑わ し い 品 行 と 人 徴 慢 な 性 格 は 第 2 の 天罰 に 見 
7 だ 。 
当時 の 年 代 記 の 作者 は 、 悪 魔 の 伝説 に 夢中 で あっ た 。 
当時 の 年 代 記 の 作者 に よる 記録 は 、 良 識 に よる 記録 と 言う より も 、 軽 信 に よる 記 
録 を 表し て いる 。 
当時 の 年 代 記 の 作者 は 、 修 道 院 で の 病気 、 修 道 女 の 不 健 全 な 悪夢 を 、 全 て 、 現 実 
の 霊 の 出現 に よる 物 と 見 な し た 。 
当時 の 年 代 記 の 作者 に よる 不快 な 幻想 、 非 論理 的 な 話 、 不 可能 な 変身 を 娯楽 作 
品 に する に は エド モン ロス タン 作 の 「 シ ラノ ド ベル ジュ ラッ ク 」 の 芸術 的 な 才能 が 欠 
け て いた 。 
ロベール 2 世 の 治世 か ら 、 聖 王 ル イ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 の 治世 ま 
で 、 話 す に 値する 当時 の 年 代 記 の 作者 に よる 記録 は 無い 。 
大 いな る カバ リス ト で ある 、 真 に 注目 する べき 医者 で ある 、 高 名 な ラビ の イェ キ エ 
ル は 、 聖 王 ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス モル イ 9 世 の 治 世に 生き て いた 。 
イエ キ エ ル の ラン プ と 魔術 の 釘 に つい て の 全て の 話 は 、 イェ エキ エ ル が 電気 を 発見 
し て いた 事 、 ま た は 、 少 な く と も 、 イ エキ エル が 電気 の 主 な 使用 法 を 知っ て いた 事 を 
証明 する 。 
電気 の 知 は 、 魔 術 の 様 に 、 古 代 か ら の 物 で ある 。 
電気 と いう 力 の 知 は 、 よ り 大 いな る 秘伝 伝授 の 鍵 の 1 つと し て 、 伝 えら れ て いた 。 
夜 に 成る と 、 イ エキ エル の 仮 の 宿 に は 、 輝 く 星 ( の 様 な ラン プ の 光 ) が あら われ た 。 
イェ エキ エル の ラン プ の 光 の 輝き は 、 目 が 略 む の で 、 凝 視 で き な い ほど で あっ た 。 
イェ キ エ ル の ラン プ が 放つ 光線 は 、 虹 色 に 染まっ て いた 。 


イェ エキ エ ル の ラン プ は 弱 ま ら ず 消 えな か っ た 、 と 知ら れ て いる 。 
イェ エキ エ ル の ラン プ に は 油 や 当時 の 可燃 性 の 物質 は 満た され て いな か っ た 。 
し つこ い 人 や 、 悪 意 と 好奇 心 を 持っ た 人 が 、 イ ェ エキ エル の 部 屋 に 侵入 する た め に 、 
ドア を ノッ ク し 続け る と 、 ラ ビ の イエ キ エ ル は 、 部 屋 に 固定 し て いる 釘 を ドア に 当て た 。 
する と 、 イ エキ エル の 釘 の 先端 と ドア の ノッ ク 部 分 に 青い 電気 火花 が 起こ っ た 。 
イエ キ エ ル の 釘 の 電気 を 流さ れ て 賑 えた 無 思 慮 な 人 は 、 足 下 の 地 が 開い た と 思 
い 込 ん で 、 イ エキ エル の 慈悲 を 求め て 叫ん だ 。 

ある 日 、 イ エキ エル に 敵対 する 大 衆 が 、 不 満 を つぶ や いた り 友 迫 し て 、 イ エキ エル 
の 宿 の 入口 の まわ り に 群がっ た 。 

大 衆 は 、( 電 気 に よ る ) 動 揺 と 地震 と 思わ れる 物 に 耐え る た め に 、 腕 を 組み 合わ せ 
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大 衆 の うち 最も 大 胆 な 俗人 が イエ キ エ ル の ドア を し つこ く 騒 々 し く ノ ッ ク し た 。 

イェ エキ エル は 釘 を ドア に 押し 当て た 。 

すぐ に 、 襲 撃 者 、 暴 漢 で ある 大 衆 は 互い の 上 に 転倒 し 合い 、 燃 や され た か の 様 に 
叫ん で 逃げ た 。 

大 衆 は 、 地 が 開い て 睦 ま で 飲み 込ま れ た 、 と 思い 込ん だ 。 

大 衆 は 、 ど の 様 に し て 逃れ られ た か 、 わ か ら な か っ た 。 

大 衆 は 、 イ エキ エル の 宿 へ 戻っ て イェ エキ エル へ の 襲撃 を 再開 する の を 思い と ど ま っ 
た だ 。 

魔術 師 イ エキ エル は 恐怖 を まき 散ら し て 静けさ を 得 た 。 

聖 モ ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス モル イ 9 世 は 、 大 いな る カト リッ ク 教 徒 で あり 、 大 
いな る 壮 で あっ た 。 

聖王 ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 は 、 イ エキ エル を 知り た いと 思っ た 。 

聖 モ ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス モル イ 9 世 は 、 イ エキ エル を 王宮 に 招い た 。 


聖王 ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 は 、 数 回 、 イ エキ エル と 話し た 。 

聖 モ ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 は 、 イ エキ エル の 説明 に 完全 に 満足 
した だ た 。 

聖 モ ルイ と 呼ば れ て いる フラ ンス ルイ 9 世 は 、 敵 か ら イ ェ エキ エル を 保護 し た 。 

以降 は 死ぬ まで 、 聖 王 ル イ と 呼ば れ て いる フラ ンス モル イ 9 世 は 、 イ エキ エル へ の 
庶 敬 を 証明 し 、 イ エキ エル を 思い や り 続 けた 。 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス も イェ エ キ エル と 同時 代 に 生き て いた 。 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス は 、 全 て の 魔術 師 の うち 大 いな る 魔術 師 と し て 未だ に 大 
衆 に 通用 する 。 

当時 の 歴史 家 は 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス が 賢者 の 石 を 所 有 し て いた 、 と 断言 し 
て いる 。 

また 、 当 時 の 歴史 家 は 、30 年 の 研究 の 後に アル ベル トゥ ス マグ ヌス が 人 人 造 人 間 
の 問題 を 解く 事 に 成功 し た 、 と 断言 し て いる 。 

言い 換え る と 、 当 時 の 歴史 家 は 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス が 命 と 話す 力 を 与え ら 
れ た 人 人造 人 間 を 創造 し た 、 と 断言 し て いる 。 

当時 の 歴史 家 は 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス の 人 人造 人 間 が 質問 に 答え る 正確 さと 
巧妙 さ が 、 ト マス アク ィ ナ ス が 人 人 造 人 間 を 沈黙 させ られ な い 事 に 怒っ て 杖 の 一 撃 で 
破壊 する ほど で あっ た 、 と 断言 し て いる 。 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 人 人造 人 間 の 話 は 、 民 間 の 例え 話 で ある 。 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 人 人造 人 間 の 例え 話 が 、 ど の 様 な 意味 を 持つ の か 、 見 て 
梨 加 う 。 

人 の 形成 の 神秘 と 、 人 の 地上 へ の 原初 の あら われ の 神秘 は 、 自 然 の 探求 者 を 引 
きつ け 続 け て 来 た 。 

事実 、 人 は 化石 の 世界 の 最後 に あら われ る 。 


モー セ の 創世 記 の 創造 の 日 々 は 連続 的 な 残骸 を 積ん で 来 て いて 、 実 際 は 、 モ ー 
セ の 創世 記 の 創造 の 日 々 は 長期 で ある 事 を 証明 し て いる 。 

どの 様 に し て 人 は 形成 され た の か ? 

創世 記 2 章 7 節 に は 「 神 は 、 ア ダム を 土 の 塵 か ら 創 造 し て 、 命 の 息 を アダ ム の 人 鼻 
の 穴 に 吹き 込ん だ 」 と 記さ れ て いる 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 創 世 記 2 章 7 節 の 話 の 真意 が 正しい 、 と 一 瞬 も 疑わ な い 。 

た だ し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 現実 に 神 が 指 で 土 を こね て 形成 し た と いう 異端 の 神 の 
擬人 化 の 考え を 退け る 。 

純粋 な 霊 で ある 神 に は 物質 的 な 肉体 的 な 手 が 無い 。 

神 は 、 神 が 自然 に 与え た 力 に よっ て 、 被 造物 が 次 々 と 進化 する 様 に させ た 。 

その た め 、 創 世 記 2 章 7 節 の 「 主 で ある 神 は アダ ム を 土 の 塵 か ら 創 造 し た 」 と いう 
話 を 、 人 は 「 神 の 感化 力 の 下 で 、 自 然 な 方 法 に よっ て 、 人 は 地 か ら あ ら わ れ た 」 と 理 
解す る 必要 が 有る 。 

へ ブラ イ 語 で アダ ム は 赤い 土 を 意味 する 。 

実に 、 実 際 に 、 人 の 素 と 成っ た 土 と は 何 か ? 

錬金術 師 が 探求 し た 物 は 、 人 の 素 と 成っ た 土 で ある 。 

「 大 いな る 聞 め 」、「 大 作業 」 と は 、 革 細 な 付属 の 結果 で ある 錬 金 の 秘密 で は な く 、 
命 の 普遍 の 秘密 で ある 。 

「 大 いな る 務め 」、「 大 作業 」 と は 、 変 化 の 中 心 点 の 探求 で ある 。 

中 心 点 で 、 星 の 光 は 、 物 質 に 成る 。 

中 心 点 で 、 星 の 光 は 、 運 動 と 命 の 原理 を 含ん で いる 、 土 に 濃縮 する 。 

「 大 いな る 務め 」、「 大 作業 」 と は 、 世 界 の 様 に 磁化 され て いる 、 動 物 の 様 に 生き て 
いる 、 赤 血球 の 、 無 数 の 創造 に よっ て 、 血 を 赤く 染め る 現象 の 普遍 化 で ある 。 

ヘル メス の 弟子 に と っ て 、 金 属 は 、 土 の 凝 固 し た 血 で ある 。 


人 の 血 の 様 に 、 金 属 は 、 星 の 光 の 作用 に 従っ て 、 白 か ら 黒 へ 変化 し 黒 か ら 赤 へ 変 
化す る 。 

熱 に よっ て 土 の 凝 固 し た 血 で ある 金属 を 運動 させ る 事 と 、 電 気 の 仲介 に よっ て 星 
の 光 の 色 に 染め る 事 が 、 知 の 「 大 作業 」 の 第 一 の 部 分 で ある 。 

知 の 「 大 作業 」 の 目的 は 、 よ り 困難 で 、 よ り 崇 高 で ある 。 

知 の 「 大 作業 」 の 目的 は 、 ア ダム の 土 の 復活 の 探求 で ある 。 

アダ ム の 土 は 命 の 土 の 凝 固 し た 血 で ある 。 

哲学 者 の 無 上 の 理想 は 、 神 の 作業 を 模 信 し て 、 人 の 創造 と いう プロ メ テ ウ ス の 作 
業 を 成就 する 事 で あっ た 。 

言い 換え る と 、 哲 学者 の 無 上 の 理想 は 、 知 の 子 で ある 人 を 創造 し て 、 人 の 創造 と 
いう 作業 を 成就 する 事 で あっ た 。 

アダ ム が 神 の 全能 の 子 で ある 様 に 。 

多分 、 人 の 創造 の 完成 と いう 哲学 者 の 理想 は 馬鹿 げ て いた 。 

し か し 、 人 の 創造 の 完成 と いう 哲学 者 の 理想 は 崇高 で ある 。 

常に 、 黒 魔術 は 、 光 の 魔術 を 模 信 す る 。 

た だ し 、 言 わ ば 、 黒 魔術 は 、 光 の 魔術 を 正反対 に 悪い 意味 に 誤解 する 。 

黒 魔術 の 魔術 師 も 、 性 欲 の 道具 と し て 使用 で きる 、 地 獄 の 悪人 の 霊 の 神託 の 道 
具 と し て 使用 で きる 、 人 造 人 間 に 興味 を 持っ た 。 
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偽 の 魔術 書 「Little Albert」、「 小 アル ベル トゥ ス 」 の 偽 の 魔術 の 手順 で は 、 非 論 
理 的 な 説 と 不信 心 な 行為 が 組み 合わ され て いる 。 
な ぜ な ら 、 論 理 的 な 法 に 背く 人 は 自然 を 犯さ ず に は いら れ な い 。 


「 大 アル ベル トゥ ス 」、「 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス 」 は 、 子 殺し や 神 殺 し で は な い 。 

「 大 アル ベル トゥ ス 」、「 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス 」 は 、 タ ンタ ロス の 罪 や プロ メ テ ウ 
ス の 罪 を 犯さ な か っ た 。 

「 大 アル ベル トゥ ス 」、「 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス 」 は 、 全 て の 点 で 純粋 に 、 ア リス ト 
テレ ス の 「 カ テ ゴ リ ー」 と ペトルス ロン バル ドゥ ス の 「 命 題 集 」 の 結果 と し て の 、 三 段 
論法 と いう スコ ラ 神 学 の 創造 と 理論 武装 に 成功 し た 。 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論法 は 、 全 て の 物 に つい て の 答え を 熟考 し て 見 つ 
ける 代わ り に 、 言 い 方 に つい て の 巧妙 さ に よっ て 論争 を 形成 する 。 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論法 は 、 哲 学 と 言う より 、 哲 学 的 な 自動 人 形 、 折 
学 的 な 人 造 人 間 で あっ た 。 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論法 は 、 根 拠 無く 答え る 、 機 械 が 循環 する 様 に 主 
張 を 展開 する 、 哲 学 的 な 人 造 人 間 で あっ た 。 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論法 は 、 人 の ロゴ ス 、 人 の 論理 が 無く 、 機 械 の 変 
化 の 無い 叫び 、 人 人造 人 間 の 命 の 無い 言葉 で あっ た 。 

アル ベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論法 は 、 論 理 的 な 必然 の 自由 な 応用 で は な く 、 機 
械 に 不可 避 の 正確 さ ざ し か 無 か っ た 。 

トマ ス アク ィ ナ ス は 、 一 撃 で 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス の 三 段 論法 と いう 言葉 遊び 
の 足場 を 破壊 し た 。 

すでに 頻繁 に 話し た 様 に 、 ト マス アク ィ ナ ス は 「 神 が 望む か ら 正 し い の で は な く 、 
正しい か ら 神 が 望む 」 と いう 大 いな る 言葉 に よっ て 論理 の 永遠 の 統治 を 宣言 し た 。 

より 大 いな る 定理 か ら 、 よ り 小 さい 定理 へ 論じ る と 、 ト マス アク ィ ナ ス の 「 神 が 望む 
か ら 正 し い の で は な く 、 正 し いか ら 神 が 望む 」 と いう 定理 に 類似 し た 結論 は 「 ア リス ト 
テレ ス が 話し た か ら 正 し い の で は な く 、 論 理 的 に 正しい か ら ア リス ト テ レス は 話す 事 
が で きた 」 に 成る 。 


何より も 、 真 理 と 正義 を 求め な さい 。 そ うす れ ば 、 ア リス ト テ レス の 学問 は 付け 足し 
て 与え られ る で あろ う 。 

(マタ イ に よる 福音 6 章 33 節 「 何 より も 、 神 の 王国 と 神 の 正義 を 求め な さい 。 そ う 
すれ ば 、 合 と 肉体 に つい て の 全て の 物 は 付け 足し て 与え られ る で あろ う 」) 

スコ ラ 神 学 が 電気 を 流し て 復活 させ た アリ スト テレ ス が 、 ア ルベル トゥ ス マグ ヌス 
の 人 人 造 人 間 で あっ た 。 

トマ ス アク ィ ナ ス の 祖 の 杖 は 、 力 と 論理 の 傑作 「 神 学 大 全 」 の 考え で あっ た 。 

「 神 学 大 全 」 は 、 論 理 的 な 健全 な 問題 へ 真剣 に 戻 う うと する 時 に 、 再 び 神 学校 で 
学ば れる で あろ う 。 

聖 ド ミニ コ か ら ア ルベル トゥ ス マグ ヌス を 経由 し て トマ ス アク ィ ナ ス へ 伝え られ た 
と 言わ れ て いる 賢者 の 石 と は 、 当 時 の 支配 的 で あっ た 考え の 哲学 的 な 宗教 的 な 基 
礎 で ある 、 と 理解 する 必要 が 有る 。 

仮に 、 聖 ドミ ニコ が 「 大 作業 」 を 成就 で き て いた ら 、 加 ド ミニ コ は 、 カ トリ ッ ク 教 会 の 
た め に 守 ろ うと し て いた 世界 の 統治 を ロー マ の 法王 の た め に 確保 し た で あろ う 。 

また 、 聖 ドミ ニコ は 、 火 で 多数 の 異端 者 を 焼き 殺す 代わ り に 、 火 を 錬 金 の る つぼ を 
熱 す る の に 使っ た で あろ う 。 

トマ ス アク ィ ナ ス は 触れ た 物 を 全て 黄金 に 変え た 、 と 言わ れ て いる が 、 例 え 話 に 過 
ぎ な い 。 

トマ ス アク ィ ナ ス の 例え 話 に お いて も 、 黄 金 は 真理 の 象徴 で ある 。 

Ostanes、Romarius、 女 王 ク レオ パト ラ 、 ア ラビ ア 人 
Geber、Alfarabius、Salmanas、Morien、Artephius、Aristeus に よっ て キリ スト 
教 の 最初 の 数 世紀 か ら 耕 され た 錬金術 と いう 知 に つい て 、 さ ら に 、 い くつ か 話す の 
に 適切 で ある 。 


絶対 の 意味 で 理解 する と 、 錬 金 術 と いう 知 は 、 実 現に お ける カバ ラ 、 ま た は 、 作 業 
の 魔術 で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 

その た め 、 錬 金 術 に は 、 宗 教 的 な 実現 、 哲 学 的 な 実現 、 肉 体 的 な 物質 的 な 実現 と 
いう 3 つの 相互 に 類推 可能 な 段階 が 有る 。 

錬金術 の 宗教 的 な 実現 は 、 帝 国 と 祭司 の 堅固 な 基礎 で ある 。 

錬金術 の 哲学 的 な 実現 は 、 絶 対 の 考え と 位階 制 の 教育 の 確立 で ある 。 

錬金術 の 肉体 的 な 物質 的 な 実現 は 、「 大 宇宙 」、「 大 世界 」 に も 絶え 間 無 く 満ち あ 
ぶれ て いる 「 小 宇宙 」 の 創造 の 法 の 範囲 内 に お ける 、 ま た は 、「 小 宇宙 」 ま た は 「 小 世 
界 」 の 範囲 内 に お ける 、 発 見 と 応用 で ある 。 

創造 の 法 は 、 物 質 と 結び つい た 運動 の 1 つ で ある 。 

創造 の 法 は 、 気 化し 易い も の と 結び つい た 気化 し 難い も の の 1 つ で ある 。 

創造 の 法 は 、 固 体 と 結び つい た 湿っ た も の の 1 つ で ある 。 

創造 の 法 は 、 神 と いう 理由 で ある 。 

創造 の 法 は 、 神 の 衝撃 で ある 。 

創造 の 法 の 道具 は 、 普 通 の 光 で ある 。 

無限 者 で ある 神 の 中 で は 、 普 遍 の 光 は 天上 的 で ある 。 

星々 と 惑星 の 中 で は 、 普 遍 の 光 は 星 の 光 で ある 。 

金属 の 中 で は 、 星 の 光 は 金属 の 光沢 の 色 、 特 効 薬 、 水 銀 の 様 な 物 で ある 。 

植物 の 中 で は 、 星 の 光 は 植物 の 様 な 物 で ある 。 

動物 の 中 で は 、 星 の 光 は 命 で ある 。 

人 の 中 で は 、 星 の 光 は 磁気 の 様 な 物 、 体 の 様 な 物 で ある 。 

星 の 光 は 、 パ ラケル スス の 第 5 元素 で ある 。 

星 の 光 は 、 全 て の 被 造物 に 潜在 し 自発 的 で ある 。 

星 の 光 と いう 第 5 元素 が 、 真 の 命 の 若返り 楽 エ リク サー で ある 。 


星 の 光 は 、 耕 す 事 に よっ て 、 地 か ら 抽 出さ れる 。 

星 の 光 は 、 混 入 、 精 留 、 昇 華 、 合 成 に よっ て 、 人 金属 か ら 抽出 され る 。 

星 の 光 は 、 蒸 留 液 と 沸騰 に よっ て 、 植 物 か ら 抽出 され る 。 

星 の 光 は 、 吸 収 や 同化 に よっ て 、 動 物 か ら 抽 出さ れる 。 

星 の 光 は 、 生 殖 に よっ て 、 人 か ら 抽 出さ れる 。 

星 の 光 は 、 呼 吸 に よっ て 、 大 気 か ら 抽出 され る 。 

前 記 の 意味 で 、Aristeus は 、 大 気 か ら 星 の 光 と いう 気体 を 抽出 する 必要 が 有る 、 
と 話し て いる 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 両 性 具有 者 の 姿 を し た 完全 な 人 か ら 星 の 光 と いう 生き 
て いる 水銀 を 抽出 する 必要 が 有る 、 と 話し て いる 。 

ほとん ど 全 て の 賢者 は 、 金 属 か ら 星 の 光 と いう 金属 の 薬 を 抽出 する 必要 が 有る 、 
と 話し て いる 。 

星 の 光 と いう 薬 は 、 全 て の 領域 で 基本 的 に 唯一 で ある が 、 形 と 種類 に 従っ て 段階 
的 に 変化 し 特 化す る 。 

星 の 光 と いう 薬 の 使用 は 、 共 感 、 反 感 、 つ り 合い と いう 三重 で ある 。 

段階 的 な 第 5 元素 は 2 つの 力 の 補助 に 過ぎ な い 。 

各 領 域 の 薬 は 、 地 上 的 な 鉱物 の 基礎 の 水銀 と 、 生 き て いる 水銀 また は 人 の 磁気 
を 加え て 、 該 当 領 域 か ら 抽 出す る 必要 が 有る 。 

前 記 が 、 錬 金 術 と いう 知 に つい て の 概要 で ある 。 

錬金術 は 、 カ バラ の 様 に 、 広 く 深い 。 

錬金術 は 、 魔 術 の 様 に 、 神 秘 的 で ある 。 

錬金術 は 、 数 学 や 自然 科学 と いっ た 正確 な 学問 の 様 に 、 現 実 的 で ある 。 

し か し 、 偽 の 錬金術 師 の 失敗 し た 偵 欲 が 、 あ まり に も 長く 頻繁 に 錬金術 の 評判 を 
2 千 を し だ 。 


また 、 真 の 賢者 が 錬金術 の 理論 と 手順 を 理解 し 難い 言葉 で 隠し た 事 が 、 錬 金 術 
の 評判 を 落と し た 。 


第 4 巻 第 6 草 い くつ か の 有名 な 告発 


古代 世界 の 諸々 の 社会 は 、 カ ー ス ト 的 な 唯物 論 の 利己 主義 に よっ て 、 滅 ん だ 。 

カー スト 的 な 政治 は 、 カ ー ス ト 的 な 政治 自体 の せい で 、 石 化し た 。 

カー スト 的 な 政治 は 、 大 衆 を 、 希 望 の 無い 排 民 の 中 に 閉じ 込め て し まっ た 。 

カー スト 的 な 政治 は 、 権 力 に よる 統治 を 、 人 為 的 に 物質 的 に 選ば れ た 少数 の 人 だ 
け の 物 に し て し まっ た 。 

その た め 、 カ ー ス ト 的 な 政治 は 、 循 環 を 失っ た 。 

循環 は 、 進 歩 、 運 動 、 命 の 原理 で ある 。 

対立 する も の が 無い 権力 、 競 合 し な い 権 力 、 制 御 で き な い 権 力 は 、 王 者 や 祭司 に 
と っ て 致命 的 で ある 事 が 証明 され た 。 

他方 、 諸 々 の 共和 国 は 、 多 数 の 自由 の 衝突 に よっ て 、 減 ん だ 。 

高く 支持 され た 位 随 制 の 義務 を 全て 欠い た 多数 の 自由 は 、 相 互 に 競合 し 合う 
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数 の 圧政 に 速やか に 変わ っ た 。 

カー スト 的 な 政治 と 共和 政 と いう 2 つの 深淵 の 間 に 定 点 を 見 つけ る た め に 、 キ リ 
スト 教 の 法王 は 、 自 己 層 牲 を 重く 暫 っ た 結社 を 創造 し よう と 考え た 。 

法王 は 、 厳 し い 規 則 に よっ て 守ら れ た 結社 を 創造 し よう と 考え た 。 

法王 は 、 入 門 に よっ て 補充 され る 結社 を 創造 し よう と 考え た 。 

法王 は 、 大 いな る 宗教 的 な 社会 的 な 秘密 の 唯一 の 受託 者 と し て 、 帝 国 の 堕落 に 
さら され る 事 無く 、 王 や 法王 を 作る 結社 を 創造 し よう と 考え た 。 

法王 に よる 結社 の 創造 は 、 こ の 世に 所 属し な いで 、 こ の 世 の 全 て の 高位 を 統治 す 
る 、 イ エス キリ スト の 王国 の 秘密 で あっ た 。 


この 世に 所 属し な いで 、 こ の 世 の 全 て の 高位 を 統治 する と いう 考え は 、 大 いな る 
修道 会 の 設立 の 主 な 考え で あっ た 。 

その た め 、 頻 繁 に 、 大 いな る 修道 会 は 、 教 会 の 世俗 的 な 権力 や 世俗 の 権力 と 争っ 
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偽 の グノー シス 主義 や 偽 の 「 光 に 照ら され た 者 」 の 反 体 制 の 分 派 で ある 神殿 騎士 
団 も 、 こ の 世 の 全 て の 高位 の 統治 の 実現 を 夢 起 し た 。 

神殿 騎士 団 は 、 使 徒 ヨ ハネ に よる 原初 の キリ スト 教 の 口伝 人 信じ て いる と いう 嘘 
を 主張 し た 。 

神殿 騎士 団 の 夢想 が 教会 と 国家 を 現実 に 脅かす 時 が 来 た 。 

金持ち の 放 湯 な 騎士 団 で ある 神殿 騎士 団 が 、 カ バラ の 神秘 の 考え に 入門 し 、 正 
統 な 権力 に 歯 向 か う 用 意 を 見 せ 、 位 隊 制 の 伝統 的 な 保守 的 な 原理 に 歯 向 か う 用 
意 を 見 せ 、 巨 人 的 な 革命 に よっ て 全 世 界 を 脅かす 時 が 来 た 。 

前 記 の 、 恐 る べき 陰謀 者 は 、 ほ と ん ど 歴 史 が 理解 され て いな い 神 殿 騎 士 団 で あっ 
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つい に 、 神 殿 騎 士 団 の 堕落 の 秘密 を 明か す 時 が 来 た 。 

神殿 騎士 団 の 堕落 の 秘密 の 開示 は 、 法 王 ク レ メ ン ス 5 世 と フラ ンス 王 フ ィ リ ッ プ 4 
世 の 記憶 の 罪 の 許し と 成る 。 

1118 年 に Geoffrey de Saint-O0mer、 ユ ー グ ド パイ ヤン と いっ た 第 1 回 十字 軍 
の 9 人 の 騎士 は コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル の 総 大 司教 の 下 で キリ スト 教 へ の 献身 を 
導 っ た 。 

フォ ティ オス 1 世 の 時 代 か ら 常に コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル の 総 大 司教 は ロー マ の 
教会 に 敵対 し て いた 。 

神殿 騎士 団 が 公言 し て いた 目標 は 、 聖 地 巡 礼 の キリ スト 教徒 を 守る 事 で あっ た 。 


神殿 騎士 団 の 隠さ れ た 目的 は 、 エ ゼ キ エル が 予見 し た 見 本 に よっ て 、 ソ ロモ ン の 
エル サレ ム 神 殿 を 建て 直す 事 で あっ た 。 

最初 の キリ スト 教 の 数 世紀 の 、 ユ ダ ヤ 教 化し た 神秘 主義 者 は 、 ソ ロモ ン の エル サ 
レム 神殿 の 復活 を 公式 に 予言 し て いた 。 

ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 の 復活 は 、 東 の コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ブル の 総 大 司教 の 
秘密 の 夢 と 成っ て いた 。 

そし て 、 建 て 直し て カト リッ ク の 信仰 に ささ げた ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 は 、 事 実 
上 、 世 界 の 中 心 に 成っ た で あろ う 。 

東 の コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル の 教会 が 西 の ロ ー マ の 教会 を 圧倒 し た で あろ う 。 

コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル の 総 大 司教 は 法王 の 位階 を 所 有 し た で あろ う 。 

軍隊 的 な 騎士 団 が 採用 し た 神殿 騎士 団 と いう 名 前 を 説明 する た め に 、 歴 史家 は 、 
エル サレ ム 王 ボー ドゥ アン 2 世 が ソロ モン 神殿 の 近く に 会 館 を 与え を たから で あ る 、 と 
いう 誤っ た 仮定 を し た 。 

し か し て 、 歴 史家 は 重大 な 時 代 錯 誤 と いう 罪 を 犯し た 。 

な ぜ な ら 、 当 時 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 と いう 建物 は 存在 し な か っ た だ け で は 
な く 、 ゼ ル バ ベ ル が 再建 し た 第 二 神 殿 の 石 も 無かっ た 。 

ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 が 建っ て いた 場所 を 示す 事 は 困難 で あっ た で あろ う 。 

神殿 騎士 団 の 会 館 の 場所 は 、 ボ ー ド ウゥ アン 2 世 が ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 の 近 
くに 割り 当て た の で は な く 、 東 の コン スタ ン テ ィ ノ ー プ ル の 総 大 司教 の 秘密 の 武装 し 
た 宣教 師 で ある 神殿 騎士 田 が ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 を 建て 直 そ うと 企 て て いた 
場所 の 近く で ある 、 と 結論 する べき で ある 。 

神殿 騎士 団 は 、 聖 書 の 見 本 と し て 、 こ て を 一 方 の 手 に 、 剣 を 他方 の 手 に 持っ て 働く 
ゼル バベル の 軍隊 的 な 石工 を 採用 し た 。 

その た め 、 こ て と 剣 は 神殿 騎士 団 の 象徴 と 成っ た 。 


現代 人 が 見 る 様 に 、 後 世に 、 神 殿 騎 士 団 は 「Masonic Brothers」 と いう 名 前 の 
下 、 偽 の メー ソン と し て 身 を 隠し た 。 

神殿 騎士 田 の こ て は 四 重 で ある 。 

神殿 騎士 団 の こ て は 、 十 字 の 形 に 4 つの 三角 形 の 平たい 板 が 重なっ て いて 、 東 
の 十字 と し て 知ら れ て いる カバ ラ の pantacle を 形成 し て いる 。 

神殿 騎士 団 の 設立 時 に ユー グ ド パイ ヤン が 胸 に 秘め て いた 考え は コン スタ ン 
ティ ノー プル の 総 大 司教 の 野心 に 仕え る 事 で は 無かっ た 。 

当時 、 東 に は 、 ヨ ハネ 派 の キリ スト 教徒 を か た る 異端 が 存在 し た 。 

ヨハ ネ 派 を か た る 異端 は 、 自 分 た ち だ けが 救い 主 イ エス の 宗教 の 隠さ れ た 神秘 
に 入門 し た と いう 嘘 を 主張 し た 。 

ヨハ ネ 派 を か た る 異端 は 、( 処 女 懐胎 を 冒 済 する ) イ エス キリ スト の 真 の 歴史 を 
知っ て いる と いう 嘘 を 主張 し た 。 
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キリ スト 教徒 が 聞く に は た えな い 、 ヨ ハネ 派 を か た る 異端 に よる 処女 懐胎 を 冒 法 
する 作り 話 は 、 こ こま で に する つも り で ある 。 

言っ て お く と 、 ヨ ハネ 派 を か た る 異端 は 、 偽 の 口伝 が 使徒 ヨハ ネ に まで 遡る と いう 
嘘 を つい た 。 

ヨハ ネ 派 を か た る 異端 は 、 使 徒 ヨ ハネ が 始め た と いう 嘘 を つい た 。 

ヨハ ネ 派 を か た る 異端 の 大 司教 は 、 キ リス ト と いう 称号 を か た っ た 。 

ヨハ ネ 派 を か た る 異端 の 大 司教 は 、 使 徒 ヨ ハネ の 時 代 か ら 権力 を 連続 し て 譲渡 
され て きた と いう 嘘 を 主張 し た 。 


前 記 の 、 妄 想 上 だ け の 名 誉 を 神殿 騎士 団 の 設立 時 に 自慢 し て いた 人 の 名 前 は 
Theoclet で ある 。 

Theoclet は 、 ユ ー グ ド パイ ヤン と 知り 合っ た 。 

Theoclet は 、 ユ ー グ ド パイ ヤン を 偽 の 教会 の 神秘 と 希望 に 入門 させ た 。 

Theoclet は 、 最 高 の 祭司 で ある 法王 と 無 上 の 王位 と いう 考え に よっ て 、 ユ ー グ ド 
パイ ヤン を 誘惑 し た 。 

Theoclet は 、 ユ ー グ ド パイ ヤン を 後継 者 に 指名 し た 。 

前 記 の 様 に 、 最 初 か ら 神殿 騎士 団 は 異端 に よる 分 裂 と 国々 の 権力 者 に 対す る 陰 
斉 で 堕落 し て いた 。 

神殿 騎士 田 の 幹部 は 、 異 端 と 国々 の 権力 者 に 対す る 陰謀 と いう 体質 を 深い 神秘 
と いう 名 目 で 隠し て いた 。 

対外 的 に は 神殿 騎士 団 は 無 上 の 正統 な 教え へ の 信仰 を 告白 し て いた 。 

神殿 騎士 団 の 幹部 だ けが 異端 と 国々 の 権力 者 に 対す る 陰謀 と いう 方 向 性 を 知っ 
CN だ 。 

神殿 騎士 団 の 末端 構成 貞 は 、 幹 部 を 信頼 し て 従っ て いた だ け で あっ た 。 

異端 と 国々 の 権力 者 に 対す る 陰謀 を 企 て 、 ヨ ハネ 派 を か た る 異端 の 教え を 確立 す 
る た め に 必要 で あれ ば 戦う た め に 、 冨 と 権力 を 獲得 する 事 が 、 神 殿 騎 士 団 の 幹部 が 
企 て た 手段 で あり 目的 で あっ た 。 

次 の 様 に 、 神 殿 騎 士 団 の 幹部 は 主張 し た 。 


「 見 な さい 。 
法王 の 位階 と 、 競 合 し 合う 諸々 の 君主 国 は 、 相 互 に 口論 し 合い 裏切り 合い 、 堕 落し 、 
多分 、 明 日 に は 相互 に 滅ぼし 合う 。 


法王 と 国々 の 堕落 は 、 神 殿 騎 士 団 が 法王 の 位階 と 国々 の 王座 を 継ぐ べき で ある と 
示し て いる 。 

し ば らく すれ ば 、 国 々 は 神殿 騎士 団 か ら 王 と 法王 を 求め る で あろ う 。 

神殿 騎士 団 は 世界 の つり 合い 、 器 判 者 、 地 の 王者 に 成る つも り で ある 」 


神殿 騎士 団 に は 、 神 殿 騎 士 団 の 幹部 だ け の 物 で ある ヨハ ネ 派 を か た る 異端 の 教 
え で ある 隠さ れ た 教え と 、 ロ ー マ の カト リッ ク の 教え で ある 公 の 教え と いう 2 つの 教 
え が 有 っ た 。 

前 記 の 様 に し て 、 神 殿 騎 士 団 の 幹部 は 、 取 っ て 代わ ろう と し て いた 敵 で ある キリ ス 
ト 教会 と 国々 を だ まし て いた 。 

神殿 騎士 団 の 幹部 の 物 で ある ヨハ ネ 派 を か た る 異端 は 、 偽 の グノー シス 主義 に よ 
る 偽 の カバ ラ で あっ た 。 

神殿 騎士 団 の 幹部 の 物 で ある ヨハ ネ 派 を か た る 異端 は 、 自 然 へ の 偶像 崇拝 と 全 
て の 啓示 され た 教え へ の 憎悪 に すら 変わ っ た 、 神 秘 主義 の 汎 神 論 へ 速やか に 悪化 
し た 。 

神殿 騎士 団 の 幹部 は 、 よ り 成 功 す る た め に 、 支 持 者 を 確保 する た め に 、 良 心 の 自 
由 と 、 全 て の 弾圧 され た 信仰 の 総合 と 成る 新しい 正統 な 教え を 全て の 人 に 約束 し て 、 
全て の 堕落 し た 宗教 を 惜しむ 心 と 全て の 新しい 宗教 へ の 希望 を 助長 し た 。 

神殿 騎士 団 の 幹部 は 、 黒 魔術 の 魔術 師 に よる 汎 神 論 の 象徴 まで すら 認め た 。 

神殿 騎士 団 の 幹部 は 、 以 前 か ら 良 心 の 町 責 を 感じ て いた キリ スト 教 か ら 離 れる た 
め に 、 バ フォ メッ ト と いう 奇形 の 偶像 を 神 の 象徴 と し て た た えた 。 

古代 に 、 離 反し た イス ラ エ ル の 諸 部 族 が 、 ヤ ロブ アム (1 世 ) が ダン と ベ テ ル に 置い 
た 2 つの 金 の 子 牛 を 敬礼 し た 様 に 。 


前 記 を 、 い くつ か の 最近 発見 され た 記念 像 や 13 世紀 の 貴重 な 文書 が 十分 に 証 
明 し て いる 。 

他 の 証拠 は 、 隠 され た メー ソン の 年 代 記 の 中 や 象徴 の 下 に 隠さ れ て いる 。 

神殿 騎士 団 の 原理 は 、 死 と いう 種 が ま か れ て いて 、 無 政府 状態 に よる 混乱 で あっ 
た 。 

な ぜ な ら 、 神 殿 騎 士 団 は 、 異 端 で ある 。 

神殿 騎士 団 は 、 実 行 で き な い 大 き 過 ぎる 作業 を 心 に 抱い て いた 。 

な ぜ な ら 、 神 殿 騎 士 団 は 、 謙 虚 さ や 個人 的 な 自己 犠牲 を 理解 し な か っ た 。 

神殿 騎士 団 の 多数 は 、 教 養 が 無く 、 剣 を 振る う 事 し か で き な か っ た 。 

神殿 騎士 団 は 、 世 論 と 呼ば れる 世俗 の 女王 を 必要 で あれ ば 統治 し た り 東 ね る 能 
力 を 持っ て いな か っ た 。 

ユー グ ド パイ ヤン は 、 視 野 の 深 さ を 所 有 し て いな か っ た 。 

後世 に 権力 者 を 恐れ させ た 民兵 と 言え る イエ ズ ス 会 の 軍隊 的 な 初 祖 イ グ ナ チ オ 
デ ロ ヨ ラ は 視野 の 深 さ を 所 有 し て いた 。 

神殿 騎士 団 は 、 其 落 し た イエ ズ ス 会 で あっ た 、 と 言え る か も し れ な い 。 

神殿 騎士 団 の 原理 は 、 世 界 を 買う た め に 金持ち に 成る 事 で あっ た 。 

事実 、 神 殿 騎 士 団 は 、 金 持ち に 成っ た 。 

な ぜ な ら 、1312 年 に ヨー ロッ パ だ け で 神殿 騎士 団 は 9 千 以 上 の 領地 を 所 有 し て 
いた 。 

富 が 神殿 騎士 団 を 減 ぼ す 危 険 物 と 成っ た 。 

神殿 騎士 団 は 、 短 慢 に 成っ た 。 

神殿 騎士 団 は 、 転 覆 さ せよ うと し て いた キリ スト 教会 と いっ た 宗教 的 な 団体 や 政 
府 と いっ た 社会 的 な 団体 へ の 傷 蔵 を 公 に あら わ に し た 。 

イン グラ ンド 王 リ チャ ー ド 1 世 が 信頼 し て いる 司祭 に 返し た 答え は 知ら れ て いる 。 


後記 の 様 に 、 司 祭 は リチャード 1 世に 言っ た 。 
「 陸 下 、 あ な た に は 、 あ な た に と っ て 高く つき 手 離す と 大 い に 良 いで あろ う 、 野 心 、 貧 
欲 、 区 沢 と いう 3 人 の 娘 が いま す 」 


リチャード 1 世 は 「 野 心 、 條 欲 、 費 沢 を 悔い 改め ろ と 言う の は 正しい 。 え えと 、 野 心 、 
貧 欲 、 殴 沢 と いう 3 人 の 娘 を 結婚 させ て 手 離 そ う 。 野 心 と いう 娘 を 神殿 騎士 団 に 、 貧 
欲 と いう 娘 を 修道 士 に 、 殴 沢 と いう 娘 を 司教 に 与え る 。 私 は 神殿 騎士 団 、 修 道士 、 司 
教 が 同意 し て くれ る 事 を 前 も っ て 確信 し て いる 」 と 答え た 。 

野心 は 神殿 騎士 団 に 致命 的 で あっ た 。 

法王 と フラ ンス 王 は 神殿 騎士 団 の 計画 を 見 抜い て 先回り し た 。 

法王 クレ メン ス 5 世 と フラ ンス 王 フ ィ リ ッ プ 4 世 は ヨー ロッ パ に 合図 を 出し た 。 

網 に と ら え られ た と 言え る 神殿 騎士 団 は 逮捕 され 武装 解除 され 味 獄 に 投獄 され 


ye 内 
神殿 騎士 団 と いう 一 貫 し て 見 える 武力 に よる 政変 クー デ タ ー は 今 ま で 無かっ た 。 
全 世 界 が 驚 いた 。 


全 世 界 は 神殿 騎士 団 へ の 告発 に よる 不思議 な 事物 の 開示 を 待っ た 。 

神殿 騎士 団 へ の 告発 に よる 不思議 な 事物 の 開示 は 多く の 時 代 を 通じ て 反 区 が 
あっ た 。 

し か し 、 法 王 達 は 、 神 殿 騎 士 団 の 陰謀 の 計画 を 大 衆 に 開示 する 事 が で き な か っ た 。 

神殿 騎士 団 の 陰謀 の 計画 を 大 衆 に 開示 する 事 は 、 地 の 王者 だ け の 物 で ある 秘密 
に 、 大 衆 を 入門 させ る 事 に 成っ て し まう 。 

その た め 、 法 王 達 は 、 魔 術 の 罪 に よる 告発 に 頼る 必要 が 有 っ た 。 

その た め に 、 偽 の 告発 者 と 偽 の 証人 が あら われ た 。 


中 略 


神殿 騎士 団 へ の 魔術 の 罪 に よる 告発 と いう 劇 の 最後 は 知ら れ て いる 。 

神殿 騎士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー た ち は 焼 き 殺 され た 。 

し か し 、 神 殿 騎 士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー は 、 死 ぬ 前 に 、 偽 の 隠さ れ た メ 
を 組織 し て 設立 し た 。 

ジャ ッ ク ド モレ ー は 、 衝 獄 の 壁 の 中 か ら 、 イ タリ ア の ナポリ に 東 の 偽 の メー ソン の 
ロッ ジ を 、 ス コッ トラ ンド の 首都 エディ ン バ ラ に 西 の 偽 の メー ソン の ロッ ジ を 、 ス ウェ ー 
デン の 首都 スト ッ ク ホ ルム に 北 の 偽 の メー ソン の ロッ ジ を 、 フ ラン ス の 首都 パリ に 南 
の 偽 の メー ソン の ロッ ジ を 設立 し た 。 

法王 クレ メン ス 5 世 と フラ ンス 王 フ ィ リ ッ プ 4 世 は 急死 、 不 審 死 、 突 然 死 で 死ん だ 。 

神殿 騎士 団 の 主要 な 告発 者 で ある Squin de Florian は 暗殺 され た 。 

神殿 騎士 団 の 剣 は 壊さ れ て 、 短 剣 に 変わ っ た 。 

神殿 騎士 団 の こ て は 墓 を 建て る た め だ け に 用 いら れ た 。 

ここ で 、 神 殿 騎 士 団 を 聞 の 中 に 去ら せよ う 。 

神殿 騎士 団 は 、 闇 の 中 に 避難 し て 、 報 復 の 計画 を 練っ て いる 。 

旨 命 の 大 いな る 時 代 に 神殿 騎士 団 が 再び 現れ る の を 見 る で あろ う 。 

象徴 と 業 に よっ て 神殿 騎士 団 を 見 分 けら れる で あろ う 。 

神殿 騎士 団 へ の 魔術 の 罪 に よる 告発 の 後に 、 歴 史 で 起き た 魔術 の 罪 に よる 大 き 
な 告発 は 、 聖 女 と 言え る 処女 ジャ ン ヌ ダル ク へ の 魔術 の 罪 に よる 告発 で ある 。 

ジャ ン ヌ ダル ク に つい て 、 教 会 は 敗者 の 卑劣 な 恨み に 追従 し た と 非難 され て いる 。 

使徒 ペトロ の 椅子 は 、 ど の 様 な 呪い を ジャ ン ヌ ダル ク の 暗殺 者 に 浴び せ た か 、 真 
剣 に 問う で あろ う 。 


ジャ ン ヌ ダル ク の 暗殺 者 へ の 神 に よる 呪い を 知ら な い 人 に 話す と 、 司 教 や 祭司 に 
不相応 で ある 、 ボ ー ヴ ェ 司 教 ピ エー ル コー ショ ン は 、 神 の 手 に よっ て 突然 、 死 ん だ 。 

ビ ピエール コー ショ ン は 死後 、 カ リス トゥ ス 4 世に よっ て 破門 され た 。 

ピエ ー ル コー ショ ン の 死骸 は 、 聖 所 か ら 取 り 出 され て 、 公 共 の 下水 道 に 投げ 捨て 
られ た 。 

「 オ ルレ アン の 乙女 」、「 ジ ャ ン ヌ ダル ク 」 を 裁 いて 処罰 し た の は 、 教 会 で は な く 、 了 邪 
悪 な 聖職 者 と 背 教 者 で あっ た 。 

報復 する 神意 は 、 高 貴 な 少女 ジャ ン ヌ ダル ク を 敵 に 渡し た フラ ンス 王 シ ャ ルル 7 
世 を 手中 に と ら え た 。 

シャ ルル 7 世 は 、 人 息子 に よる 毒殺 を 恐れ て 錠 え 死に し た 。 

恐怖 が 卑劣 な 悪人 へ の 責め 苦 で ある 。 

シャ ルル 7 世 は 、 遊 女 ア ニ ェ ス ソレ ル に 夢中 に 成っ た 。 

シャ ルル 7 世 は 、 遊 女 ア ニ ェ ス ソレ ル の た め に 、 フ ラン ス 王 国 を 借金 で 昔 しめ た 。 

処女 ジャ ン ヌ ダル ク が 、 シ ャ ルル 7 世 の た め に 、 フ ラン ス を 守っ て くれ た の に 。 

国家 的 な 詩人 ヴォ ル テ ー ル は 処女 ジャ ン ヌ ダル ク を た た えて いる 。 

詩人 ベラ ンジ ェ は 遊女 アニ ェ ス ソレ ル を 歌っ て いる 。 

ジャ ン ヌ ダル ク は 無実 の 罪 で 死ん だ 。 


以下 略 


第 4 巻 第 7 章 悪魔 に つい て の 迷信 


教会 が 悪 の 霊 に つい て 宣言 し た 決定 の 平静 さ を す で に 話し た 。 
教会 は 子 に 悪魔 を 恐れ な い 様 に 勧め て いる 。 

教会 は 悪魔 に 夢中 に 成ら な い 様 に 勧め て いる 。 

教会 は 悪魔 の 名 前 すら 話さ な い 様 に 勧め て いる 。 


中 略 


一家 の 父 が 、 あ ら ゆる 種類 の 悪事 を や りか ね な いと 知ら れ て いる 、 ろ く で な し に 門 
を 閉ざし た 後 で 、 ろ く で な し に 幼子 と 親交 し 甘 言 し 誘拐 、 と りつ く 許可 を 与え た ら 、 
どう 思う の か ? と 、 お 人 よし の 聖職 者 Hilarion Tissot へ 問い た い 。 

悪魔 が どん な 者 で あれ 、 自 ら 悪魔 に 身 を 委ね た 人 に し か 悪魔 は 江 依 し な い 、 と 真 
の キリ スト 教徒 と し て ある た め に 認め よう 。 

自ら 悪魔 に 身 を 委ね た 人 に 悪魔 が 促し た 悪事 は 全て 、 自 ら 悪魔 に 身 を 委ね た 人 
の 責任 に 成る 。 

柳町 下 に お ける 本 町 者 に よる 悪事 は 全て 本 町 者 の 責任 に 成る 様 に 。 

格 町 は 一 時 的 な 狂気 で ある 。 

省 気 は 永遠 の 本 町 で ある 。 

星 の 光 と いう 焼 の 脳神経 で の 充満 が 、 狂 気 や 略 町 を も た ら す 。 

星 の 光 と いう 境 の 脳神経 で の 充満 は 、 星 の 光 と いう エー テル の つり 合い を 破壊 す 
る 。 

星 の 光 と いう の 脳神経 で の 充満 は 、 魂 か ら 、 魂 の 精密 な 道具 を 奪う 。 


本 丁 状 態 の 吉 的 な 個人 的 な 魂 は 、 草 製 ゆ りか ご の 中 で 布 に 包ま れ て 東 縛 され た 、 
ナイ ル 川 の 揺れ る 流れ に 身 を 任せ た 、 モ ー セ に 似 て いる 。 

流体 の 物質 的 な 地 の 魂 で ある 星 の 光 が 、 本 町 状態 の 魂 を さら っ て いく 。 

エロ ヒム 、 神 々 、 神 の 霊 が 、 星 の 光 と いう 神秘 の 水 を 覆っ て いた 。 

(創世 記 1 章 2 節 「 神 の 霊 が 水 の 面 を 覆っ て いた 」) 

神 の 霊 は 、「 光 あれ 」 と いう 啓 発 的 な 言葉 に よっ て 、 神 の 言葉 を 明確 に し た 。 

(創世 記 1 章 3 節 「 光 あれ 」) 

星 の 光 と いう 地 の 魂 は 、 つ り 合 い へ 自動 的 に 向かう 傾向 が 有る 、 力 で ある 。 

意思 が 星 の 光 を 統治 する か 、 星 の 光 が 意 思 を 圧倒 し て し まう か 、 ど ちら か 1 つ で 
ある 。 

悪人 と いう 不 完全 な 生物 は 、 奇 形 の 生物 の 様 に 、 星 の 光 を 苦し め る 。 

その た め 、 星 の 光 は 、 悪 人 と いう 知性 の 失敗 作 を 分 解 吸収 し よう と 戦う 。 

その た め 、 狂 人 と 幻覚 患者 は 、 破 壊 や 死に 抗 え な い 同 情 を 感じ る 。 

狂人 と 幻覚 患者 は 、 消 滅 を 良い 物 と 誤解 する 。 

その た め 、 手 人 と 幻覚 患者 は 、 自 殺す る だ け で は な く 、 他 人 の 死 を 見 て 喜ぶ 。 

狂人 と 幻覚 患者 は 、 命 が 狂人 と 幻覚 患者 か ら 離れ る の に 気づく 。 

正気 は 、 狂 人 と 幻覚 患者 を 刺激 し て 苦し め て 、 絶 望 すら させ る 。 

狂人 と 幻覚 患者 に は 、 存 在 す る 事 は 死 を 理解 する 事 で ある 。 

死 を 理解 する 事 は 地獄 の 苦し み で ある 。 


中 略 


存在 と は 、 実 体 と 命 で ある 。 
命 は 、 運 動 に よ に っ て あら われ る 。 


つり 合い が 、 運 動 を 永続 させ 不滅 に する 。 

その た め 、 つ り 合 い は 、 不 滅 の 法 で ある 。 

良心 と は 、 つ り 合い の 自覚 で ある 。 

つり 合い は 、 公 平 で あり 、 正 義 で ある 。 

過剰 が 致命 的 で は な い 場 合 は 、 過 剰 は 正反対 の 過剰 に よっ て 修正 され る 。 

正反対 の 過剰 が 過剰 を 修正 する 事 は 、 反 作用 の 永遠 の 法 で ある 。 

過剰 が 全て の つり 合い を 破壊 する 場合 は 、 過 剰 は 、「 外 の 痢 」 の 中 に 失わ れ て 、 永 
遠 の 死 と 成る 。 

(マタ イ に よる 福音 22 章 13 節 「 外 の 間 」) 

星 の 光 と いう 地 の 魂 は 、 論 理 が つり 合わ せる 力 に よっ て 抵抗 し な い 、 過 剰 な も の 
を 、 星 の 光 の 運動 に よる 目 骸 の 中 に 引き ずり 込む 。 

悪人 と いう 不 完全 な 奇形 な 生物 が 現れ る と 、 星 の 光 と いう 地 の 魂 は 悪人 を 破壊 
する た め に 星 の 光 と いう 力 を 悪人 に 注ぐ 。 

ちょ うど 、 生 命 力 が 傷 を 治す た め に 生命 力 を 傷 に 注ぐ 様 に 。 

その た め 、 特 定 の 病人 の 近く で は 、 大 気 の 混乱 が 生じ る 。 

また 、 星 の 光 と いう 流体 の 動揺 、 テ ー ブ ル の 自動 運動 、 空 中 浮揚 、 石 の 自動 飛翔 、 
悪霊 に 着 依 さ れ た 者 の 星 の 光 の 手足 の 目 に 見 える し 触れ られ る 放射 が 生じ る 。 

ガン を 切除 する た め に 、 傷 を 塞ぐ た め に 、 死 を 望む 吸血 鬼 を 命 の 共通 の 源泉 に 戻 
す た め に 、 自 然 が 、 特 定 の 病人 の 近く で 父 異 現象 を 起こ す 。 

自発 的 に 動か な い 物 の 自発 的 な 運動 は 、 地 を 磁化 する 星 の 光 と いう 力 の 作用 に 
よる 結果 に 過ぎ な い 。 

霊 、 言 い 換え る と 、 思 考 は 、 て こ 無 し で は 何 物 も 持ち 上 げ る 事 が で き な い 。 

仮に 、 霊 また は 思考 が 物 を 動か せる な ら ば 、 手 な どの 肉体 の 器官 を 創造 し て 完成 
する た め の 自 然 の 無限 と 言え る 苦労 は 的 外れ に 成る で あろ う 。 


仮に 、 感 覚 か ら 解放 され た 霊 が 物質 を 意思 に 従わ せら れる な ら ば 、 秩 序 と 調和 に 
従っ て 、 高 名 な 死者 は 何より も まず 出現 し て いる で あろ う 。 

し か し 、 死 人 の 霊 が 出現 する 代わ り に 、 狂 人 と いっ た 病人 の 周囲 で 気まぐれ な 支 
離 滅 裂 な 性 急 な 運動 が 生じ る だ け で ある 。 

和 狂人 と いっ た 病人 は 、 地 の 魂 を 乱す 、 乱 れ た 磁石 で ある 。 

失敗 作 で ある 狂人 な どの 発生 に よっ て 、 地 が 狂乱 し て いる 時 は 、 地 が 危機 を 経験 
し て いて 、 危 機 は 激変 に 至る で あろ う 。 


中 略 


人 は 、 存 在 の 調和 を 正確 に 理解 し て いな い 。 
存在 の 調和 は 順序 に 従う 。 

存在 の 調和 は 位階 に 従う 。 

有名 な 狂人 シャ ルル フー リエ が 話し て いる 様 に 。 
神 の 言葉 (、 イ エス ) に よっ て 、 霊 は 霊 に 作用 する 。 
物質 は 、 霊 の 印象 を 受け 取る 。 

物質 は 、 完 全 な 生物 に よっ て 、 霊 と 交流 する 。 
形 に お ける 調和 は 、 概 念 に お ける 調和 と 結び つい て いる 。 
星 の 光 は 、 共 通 の 仲介 者 で ある 。 

星 の 光 は 、 霊 で あり 、 命 で ある 。 

星 の 光 は 、 色 の 総合 で ある 。 

星 の 光 は 、 影 の 一 致 で ある 。 

星 の 光 は 、 形 の 調和 で ある 。 

星 の 光 の 振動 は 、 生 き て いる 数 学 で ある 。 


た だ し 、 闇 、 星 の 光 に よる 架空 の 幻 、 睡 眠 時 に お ける 星 の 光 と いう 焼 光 の 誤り 、 錯 
乱 中 に 話さ れ た 妄言 は 何 物 も 創造 し な いし 、 何 物 も 実現 し な いし 、 要 約 す る と 、 存 在 
し な い 。 

闇 、 架 空 の 幻 、 妄 言 は 、 命 の 外 の 物 で ある 。 

間 、 架 空 の 幻 、 妄 言 は 、 星 の 光 に よる 本 町 に よる 妄想 で あり 、 疲 れ た 目 に よる 錯覚 
で ある 。 

疲れ た 目 に よる 錯覚 と いう 人 を だ ます 幻 の 火 に 従う 事 は 、 行 き 止 まり の 中 へ 歩く 
事 で ある 。 

疲れ た 目 に よる 錯覚 に よる 偽 の 啓示 を 盲信 する 事 は 、 死 を 散 礼 する 事 で ある 。 

「 疲 れ た 目 に よる 錯 覚 に よる 偽 の 啓示 を 盲信 する 事 は 、 死 を 敬礼 する 事 で ある 」 と 
自然 が 証明 し て いる 。 

テー ブル ター ニン グ に よる 神託 は 支 離 減 像 か 悪口 に 過ぎ な い 。 

テー ブル ター ニン グ は 、 低 俗 な 人 の 隠さ れ た 思考 の 反響 で ある 。 

テー ブル ター ニン グ は 、 非 論理 的 な 混乱 し た 悪夢 で ある 。 

テー ブル ター ニン グ は 、 大 衆 の 中 の 津 が 軽 蔵 を 表す た め に 用 いる 言葉 で ある 。 

あの 世 と 交信 で きる と 誤っ て 主張 し た Guldenstubbe 男 呈 の 本 が ある 。 

あの 世 か ら Guldenstubbe 男 へ の 返信 は 、 淫 ら な 落書 き 、 な げ や りな 象形 文 
字 、「 死 の 精神 」 と 翻訳 で きる ギリ シャ 語 の 「 プ ネウマ タナ トス 」 で あっ た 。 

「 死 の 精神 」 は 、 ア メリ カ の 教え と 一 致す る 驚異 現象 に よる 偽 の 啓示 の 究極 の 言 
葉 で ある 。 

「 死 の 精神 」 は 、 祭 司 の 権限 か ら 引き 離さ れ た 教え で あり 、 位 階 制 に よる 制御 か ら 
引き 離さ れ た 教え で ある 。 

公 異 現象 の 現実 性 と 重要 性 、 和 驚異 現象 の 証人 の 信頼 性 を 否定 し な い 。 


し か し 、 神 が 教会 に 神聖 に 位階 的 に 伝え た 知 の 精神 より も 、 何 より も 、 父 異 現象 に 
よる 混乱 し た 暗い 偽 の 神託 を 好む 傾向 が 有る 人 全て に 危険 を 警告 する 必要 が ある 。 

星 の 光 と いう 流体 の 地 の 魂 が 、 眠 りこ け て し まっ た 理性 と 知性 に よる 妄想 を 、 篤 異 
現象 に よる 偽 の 啓示 へ 自動 的 に 反映 し て いる 。 


第 5 巻 達 道 者 と 祭司 


第 5 巻 第 1 章 魔術 の 罪 で 非 上 難 され た (無実 の ) 祭 司 と 法王 


すでに 話し た 様 に 、 偽 の グノー シス 主義 に よる 神 へ の 冒 と 不信 心 の せい で 、 教 
会 は 魔術 を 弾圧 し た 。 

神殿 騎士 団 へ の 弾圧 に よっ て 、 教 会 と 魔術 の 決裂 は 決定 的 に 成っ て し まっ た 。 

神殿 騎士 団 へ の 弾圧 以降 、 身 を 隠す 事 を 余儀 無く され た 異端 者 、 悪 人 の 霊 の 魔 
術 師 は 、 闇 の 中 で 報復 を 計画 し 、( 罪 を な すり つけ て ) 教 会 を 社会 的 に 葬 ろ うと し た 。 

教会 と いう 祭壇 に 異端 と いう 祭壇 を 公 に 敵対 させ て 弾圧 と 処刑 を 招い た 大 異端 
者 より 抜け 目 が 無かっ た 当時 の 異端 者 は 、 異 端 の 教え と 教会 へ の 敵意 を 隠し た 。 

異端 者 は 、 恐 る べき 碑 い に よっ て 、 団 結 し た 。 

そし て 、 異 端 者 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 世 論 と いう 裁判 所 で 優勢 を 確保 する の が 
最 重 要 で ある 事 に 気づき 、 黒 魔術 を 自ら お と し め て か ら 、 教 会 を 黒 魔術 の 一 派 と し 
て 大 衆 に 告発 し て 、 黒 魔術 へ の 悪い 噂 を 、 黒 魔術 の 告発 者 で あり 裁判 官 で ある 教会 
に な すり つけ た 。 

確信 と 信心 を 論理 と いう 不動 の 基礎 に 根 づ か せな い 限 り 、 人 は 熱狂 的 に 無 差 別 
に 真理 だ け で は な く 虚 偽 を も 望ん で し まう 。 

双方 と も 茂 し い 反 発 に 会 っ た 。 

誰が 争い を 終わ ら せ ら れる の か ? 

ロー マ の 信徒 へ の 手紙 12 章 17 節 「 悪 で 悪 に 報復 する な か れ 」、 ロ ー マ の 信徒 
へ の 手紙 12 章 21 節 「 善 で 悪 に 勝利 し な さい 」 と 話し た イエ ス の 使徒 パウ ロ の 精神 
だ けが 、 争 い を 終わ ら せ ら れる 。 

カト リッ ク の 祭司 は 、 迫 害 者 と し て 非難 され て いる 。 

けれ ども 、 カ トリ ッ ク の 祭司 の 使命 は 、「 善 き サ マリ ア 人 」 で ある 。 


その た め 、 カ トリ ッ ク の 祭司 は 、 盗 賊 に 襲わ れ た 人 を 思い や ら ず に 通り 過ぎ た 思い 
や り が 無い レビ 族 か ら 祭司 の 役目 を 引き 継い だ 。 
思い や り を 発揮 する 事 に よっ て 、 祭 司 は 、 神 が 神 性 を 祭司 に 授け て いる 事 を 証明 


する 。 
その た め 、 聖 職 者 に 不適 切 に 成っ た 一 部 の 人 が 犯し た 罪 を 、 祭 司 全 体 に な すり つ 
ける の は 、 最 悪 な 不正 で ある 。 


常に 、 全 て の 人 は 、 邪 悪 に 成り 得る 

常に 、 全 て の 人 は 、 悪 事 を 犯す 可能 性 が 有る 。 

し か し 、 常 に 、 真 の 祭司 に は 、 思 いや り が ある 。 

偽 の 聖職 者 、 異 端 者 は 、 聖 職 者 に 不適 切 に 成っ た 一 部 の 人 が 犯し た 罪 を 、 祭 司 
全体 に な すり つけ て 、 祭 司 全体 を 見 る 。 

グノー シス 主義 を 禁止 し て か ら 、 キ リス ト 教 の 聖職 者 が 、 知 を 無く し て 、 知 と いう 権 
利 の 根拠 が 無い に も か か わら ず 力 を 不正 利用 し て いる 、 と 異端 者 は 話し て いる 。 

最早 、 善 悪 の 知 が 統治 し て いな い 位 隊 制 に 何 の 意味 が 有る か ? 善悪 の 知 が 統 

治し て いな い 位 階 制 は 無 意 味 で ある ! と 異端 者 は 話し て いる 。 

聖 所 の 聖職 者 の 最高 指導 者 が 、 未 端 の 聖職 者 と 同じ く 、 神 秘 に つい て の 無知 と 
盲信 に よっ て 、 和 狂信 や 見 せ か け だ け の 偽善 に 走っ て いる 。 

聖職 者 と いう 盲人 が 盲人 を 導い て いる 。 

(マタ イ に よる 福音 15 章 14 節 「 も し 盲人 が 盲人 を 導 け ば 、 盲 人 は 諸 共 に 穴 に 堕 


ちる で あろ う 」) 
同 程度 の 聖職 者 に お ける 上 の 位階 へ の 昇進 は 、 最 早 、 運 任せ や 不正 な 策略 の 結 
果 で し か 無い 。 


司祭 の 位階 の 聖職 者 は 、 下 品 な 乱雑 な 信心 に よっ て 、 パ ン と 赤ワイン を 神聖 化し 
よう と する 。 


司祭 の 位階 の 聖職 者 は 、 パ ン に よる 詐欺 師 で ある 。 

司祭 の 位階 の 聖職 者 は 、 人 の 肉 を 食い 物 に する 人 で ある 。 

司祭 の 位階 の 聖職 者 は 、 最 早 、 奇 跡 を 起こ す 人 で は な く 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 で あ 
る 。 

前 記 が 、 異 端 者 の 決め つけ で ある 。 

異端 者 は 、 祭 司 へ の 誹謗 中 傷 を 強化 する た め に 、 作 り 話 を 考え た 。 

例え ば 、10 世紀 か ら 法 王 達 は 聞 の 霊 に 身 を 委ね て いる と 異端 者 は 嘘 を つい た 。 


中 略 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 プ ロ テ ス タン ト の 歴史 家 に よる 実在 し な い 女 性 の 法王 ヨハ ン 
ナ の 嘘 の 伝記 に 目 を 通し て 2 つの 非常 に 興味 深い 絵 に 気づい て 注目 し た 。 

プロ テス タン ト の 歴史 家 は 実在 し な い 女 性 の 法王 ヨハ ン ナ の 絵 で ある と 誤解 し て 
いる が 、 実 際 は 、 法 王 の 三重 冠 を か ぶっ た イシ ス が 描か れ て いる 古代 の タロ ッ ト で あ 
る 。 

未だ に 「 女 性 の 法王 ヨハ ン ナ 」 と 呼ば れ て いる 、 タ ロッ ト の 2 ペー ジ 目 の 象徴 的 な 
絵 と し て 良く 知ら れ て いる 。 

タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 、 法 王 の 三重 冠 を か ぶっ て いる 女性 が 描か れ て いる 。 

タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 、 法 王 の 三重 冠 の 直上 に 、 三 日 月 か イシ ス の 角 が 描か 
れ て いる 。 

プロ テス タン ト が 著書 で 実在 し な い 女性 の 法王 ヨハ ン ナ で ある と 誤解 し て いた 2 
つの 絵 の う ち 一 方 に 、 よ り 注 目 す る べき で ある 。 

タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 、 薄 く 長 い 髪 の 女性 が 描か れ て いる 。 

女性 の 胸 に は 太陽 の 十字 が ある 。 

女性 は 「『「 ヘ ラク レス の 柱 」 と いう 2 つの 柱 の 間 に 座 っ て いる 。 

女性 の 背後 に は 海 が 流れ て いて 、 海 面 の 上 に は 連 華 が 咲い て いる 。 

タロ ッ ト の 2 ペー ジ 目 に は 、 法 王 の 特徴 を 備え た 、 女 神 イ シス が 描か れ て いる 。 

女神 イシ ス は 、 息 子 の ホル ス を 腕 に 抱い て いる 。 

カバ ラ の 資料 と し て 、2 つの 絵 に は 比類 無き 価値 が 有る 。 


中 略 


偽 の 魔術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 の 話 に 進む 。 


不信 心 な 偽 の 魔術 書 「 ホ ノ リ ウス の 魔術 書 」 の 作者 は 、13 世紀 の 熱意 ある 法王 
ホ ノ リ ウス 3 世 で ある と 誤解 され て いる 。 

異端 者 と 降 霊 術 師 は 、 法 王 ホ ノリ ウス 3 世 を 確か に 憎ん で いた 。 

異端 者 と 降 霊 術 師 は 、 法 王 ホ ノリ ウス 3 世 を 共犯 者 に 仕立 て 上 げ て 名 誉 を 汚 そ う 
どじ し だ た 。 

1216 年 に 法王 ホ ノ リウ ス 3 世に 成っ た 、 チ ェ ン ツィ オ サ ヴ ェ ッ リ は 、 ド ミニ コ 会 を 
承認 し た 。 

ドミ ニコ 会 は 、 マ ニ 教 と 悪人 の 霊 の 魔術 師 の 子孫 で ある アル ビジ ョ ア 派 と 呼ば れ 
た カタ リ 派 と ヴァ ルド 派 に と っ て 恐る べき 修道 会 で あっ た 。 

法王 ホ ノ リ ウス 3 世 は 、 フ ラン シス コ 会 と カル メル 会 を 承認 し 、 十 字 軍 の 結成 を 説 
き 、 教 会 を 賢明 に 統治 し 、 多 数 の 法王 の 教 令 を 残し た 。 

カト リッ ク で ある 法王 ホ ノ リ ウス 3 世に 黒 魔術 の 罪 を 着せ る 事 は 、 法 王 ホ ノリ ウス 3 
世 が 承認 し た 大 いな る 修道 会 を 疑う 事 と 同じ で ある 。 

法王 ホ ノ リ ウス 3 世 を 疑う 事 と 、 法 王 ホ ノリ ウス 3 世 が 承認 し た 修道 会 を 疑う 事 で 、 
利益 を 得る の は 悪魔 (と 言え る 悪人 ) で ある 。 

いく つか の 偽 の 魔術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 の 古い 写本 に は 作者 は (対立 教皇 ) 
ホ ノ リ ウス 2 世 で ある と 記さ れ て いる 。 

し か し 、 法 王 ホ ノリ ウス 2 世に 成っ た 優雅 な ラン ベル ト 避 教 枢機卿 を 悪人 の 霊 の 
魔術 師 に 仕立 て 上 げ る の は 不可 能 で ある 。 

法王 の 位階 へ 昇進 後 、 法 王 ホ ノリ ウス 2 世 は 、 詩 人 に 囲ま れ て フラ ンス の 都市 ル 
マン の 司教 Hildebert の 様 に 衰 歌 の た め に 詩人 に 司教 の 位階 を 与え た 、 ま た 、 サ 
ン ヴィ クト ル の フー ゴー の 様 な 学 の 有る 神学 者 に 囲ま れ て いた 。 


た だ 、 偽 の 魔術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 の 古い 写本 に 作者 は (対立 教皇 ) ホ ノリ ウ 
ス 2 世 で ある と 記さ れ て いる 事 は 、 恐 る べき 偽 の 魔術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 の 真 
の 作者 に 一 筋 の 光 を 当て る 。 


中 略 


イタ リア の ロン バル ディ ア 州 の 司教 た ち は イ タリ ア の パル マ の 陰謀 を 企ん で いる 
司教 カ ダ ル ス を 対立 教皇 と し て 選ん だ 。 

パル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、 あ ら ゆ る 犯罪 を や りか ね な い 男 で あっ た 。 

また 、 パ ル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、 聖 職位 を 売買 し 内 縁 の 妻 を 持っ て いる 醍 聞 が 公 
に 成っ て いる 男 で あっ た 。 

パル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、( 対 立教 皇 ) ホ ノリ ウス 2 世 を 名 乗っ た 。 


中 略 


パル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、 闇 に 隠れ に 舞い 戻っ た 。 

そし て 、 十 中 八 九 、 パ ル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、( 対 立教 皇 ) ホ ノリ ウス 2 世 と いう 名 
前 、 位 階 で 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 と 背 教 者 の 大 祭司 に 成 ろう と 決意 し た 。 

そし て 、 パ ル マ の 司教 カ ダ ル ス は 、( 対 立教 皇 ) ホ ノリ ウス 2 世 と いう 名 前 で 偽 の 魔 
術 書 「 ホ ノリ ウス の 魔術 書 」 を 書い た 。 


中 略 


隠さ れ た 知 を 学ん だ 人 は 皆 、 古 代 の 魔術 師 が 考え を 記さ ず に pantacle の 象徴 
的 な 文字 で 表現 し た 事 を 知っ て いる は ず で ある 。 


中 略 


「 エ ヘイ エ ヤ ハ ウェ アド ナイ アグ ラ 」 と いう 4 つの 神 の 言葉 は 「 絶 対 の 存在 は 、 ヤ 


ハウ ェ で あり 、 三 位 一 体 の 主 で ある 神 で あり 、 教 会 の 神 で あり 位階 制 で ある 」 を 意味 
する 。 


第 5 巻 第 2 草 放 浪 の 民 ロ マ の 出現 


前 略 


ロマ は 、 占 いで 、 象 徴 に 意味 が 有る 、 数 の 力 に か か っ て いる 、 不 思 議 な 一 連 の 象 
微 タ ロッ ト を 用 いた 。 


中 略 


ロマ が 遭遇 し た 弾圧 は 、 ロ マ が 運命 を 調べ た り 神 託 を 得 た りす る た め に 応用 し た 
不思議 な 書 タ ロッ ト に も 降り 注い だ 。 

理解 し 難い 象徴 を 持つ 色 の つい た タロ ッ ト カー ド は 、 疑 い 無く 、 全 て の 古代 の 啓 

の 記念 碑 的 な 要約 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 エ ジ プ ト の 象徴 の 鍵 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 ソ ロモ ン の 鍵 で ある 。 

タロ ッ ト は 、 ヘ ル メ ス で ある エノク に よる 古代 の 書 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 参照 し て いる 、 ロ マ に つい て の 本 の 著者 ヴァ イラ ント は 、 タ ロッ ト 
を 未だ 完全 に 理解 し て いな い が 深 く 研究 し た 人 の 様 に タロ ッ ト に つい て 話し て 、 自 身 
の 非凡 な 聡明 さ を 証明 し て いる 。 

後記 は 、 ヴ ァ イ ラ ント に よる タロ ッ ト に つい て の 話 で ある 。 


「 特 に タロ ッ ト に 描か れ て いる 象徴 は 時 間 の 経過 と 共に 大 きく 変え られ て いる が 、 石 
板 タ ロッ ト の 象徴 、 象 徴 の 配置 、 順 序 に は 明らか に 意味 が 有る 。 


タロ ッ ト の 象徴 は 、 古 代 の 大 衆 へ の 教え 、 古 代 の 哲学 の 考え 、 古 代 の 宗教 の 教え と 
密接 に 対応 し て いる 。 

タロ ッ ト は 、 古 代 人 の 宗教 の 総合 で ある 、 と 考え ざる を えな い 。 

すでに 明らか に し た 様 に 、 タ ロッ ト は 、 エ ノ ク の 星 の 光 の 書か ら 導 か れ た 物 で ある 。 
タロ ッ ト は 、 エ ジ プ ト の 愛 と 美 と 幸運 の 女神 ハト ホル の 星 の 光 の 車 輸 を 基 に し て 形 
成 さ れ て いる 。 

ハト ホル は 、 ア スタ ロト で ある 。 

北斗 七星 で ある 大 熊 座 、 ま た は 、 北 半球 の 春 を 代表 する 星 ア ー ク トゥ ルス で ある 、 
イン ド の Ot-tara の 様 に 、 タ ロッ ト は 、 世 界 の 堅固 さと 地上 の 星空 を 支え る 、 大 いな る 
乾 かす 力 で ある 。 

結果 、 太 陽 の 戦車 、 ダ ビデ の 戦車 、 ア ー サ ー 王 の 戦車 と 考え られ る 、 北 斗 七 星 で ある 
大 熊 座 の 様 に に 、 タ ロッ ト は 、 ギ リ シ ャ 人 の くじ 、 中 国人 の くじ 、 エ ジ プ ト 人 の 占い くじ 、 ロ 
マ の くじ で ある 。 

タロ ッ ト と いう 北斗 七星 で ある 大 熊 座 の まわ り を 絶え 間 無 く 回 転 し て 、 星 の 光 と いう 
星々 は 、 吉 凶 、 運 命 を 地 に 注ぐ 。 

タロ ッ ト に よっ て 、 星 の 光 は 、 光 と 影 を 地 に 注ぐ 。 

タロ ッ ト に よっ て 、 星 の 光 は 、 冷 た さと 熱さ を 地 に 注ぐ 。 

タロ ッ ト に よっ て 、 星 の 光 か ら 、 善 と 悪 が 流れ る 。 

タロ ッ ト に よっ て 、 星 の 光 か ら 、 愛 と 憎しみ が 流れ る 。 

愛憎 は 、 人 の 幸せ を 作り 上 げ る 。 

どこ で 、 い つ 発 明 さ れ た か 誰 も 知ら な い ほ ど 、 も し 書物 タロ ッ ト の 起源 が 闇 の 中 に 失 
われ て も 、 全 て の も の が (ロマ の ) タ ロッ ト は イン ド か ら タ ター ル が 起源 で ある と 信じ る 
様 に 導く 。 


また 、 各 国 の 教え と 各国 の 賢者 の 特徴 に 段階 的 に 応じ て 、 古 代 の 諸国 が タロ ッ ト を 
多様 に 変化 させ て いて も 、 タ ロッ ト は 、 隠 され た 知 の 書 の 1 つ で ある 。 

多分 、 タ ロッ ト は 、 シ ビュ ラ の 書 の 1 つ で すら ある 。 

ヴァ イラ ント は 、 タ ロッ ト が 現代 人 に まで 到達 し た 経路 を 十分 に 示せ た 。 

ヴァ イラ ント は 、 ロ ー マ 人 が タロ ッ ト を 知っ て いた 、 と 見 て いる 。 

ヴァ イラ ント は 、 東 の イン ド 出 身 の 無 数 の よそ 者 ロマ の 仲介 に よっ て 、 ロ ー マ の 帝政 
の 最初 の 時 代 か ら だ け で は な く 、 共 和 政 の 最初 の 時 代 か ら 、 ロ ー マ 人 は タロ ッ ト を 
知っ て いた 、 と 見 て いる 。 

ロマ は 、 酒 神 バッ カス と 女神 イシ ス の 神秘 に 入門 し て いる 。 

そし て 、 ロ マ は 、 ロ マ の 知 を ロー マ の 第 2 の 王 ヌ マ ポン ピリ ウス の 知 の 後継 者 に も た 
らし た 」 


ヴァ イラ ント は 、 ホ メロ ス が 、 棒 、 杯 、 剣 フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ ま た は 黄金 の 
輸 と いう タロ ッ ト の 4 つの 象徴 を アキ レス の 盾 の 紋章 と し て 描い て いる 、 と は 話さ な 
か つた 。 

し か し 、 後 記 の 様 に 、 ヴ ァ イ ラ ント は 、 話 し て いる 。 


「 タ ロッ ト の 杯 は 、 時 の 円 弧 ま た は 時 の アー チ 、 天 の 器 また は 天 の 船 で ある 。 

タロ ッ ト の フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ は 、 星 座 、 恒 星 、 惑 星 で ある 。 

タロ ッ ト の 剣 は 、 火 、 光 線 で ある 。 

タロ ッ ト の 棒 は 、 影 、 石 、 木 、 植 物 で ある 。 

杯 の 1 は 、 宇 宙 の 器 、 天 の 真理 の アー チ 、 世 界 の 原理 で ある 。 

フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 1 は 、 太 陽 、 世 界 の 大 いな る 目 、 命 の 食べ 物 と 命 の 元 
素 で ある 。 


剣 の 1 は 、 戦 神 マ ルス の 槍 で ある 。 

戦 神 マ ルス の 槍 か ら 、 戦 い 、 逆 境 、 勝 利 へ 至る 。 

棒 の 1 は 、 蛇 の 目 、 羊 飼い の 杖 、 牛 飼い の 突き 棒 、 ヘ ラク レス の 梶 棒 、 農 耕 の 象徴 で 
ある 。 

杯 の 2 は 、 牛 に 変え られ た イオ また は 女神 イシ ス 、 オ シリ ス の 牛 ア ピス また は エ ジ プ 
ト の 牛 の 神 ムネ ヴィ ス で ある 。 

杯 の 3 は 、 イ シス 、 月 、 夜 の 女性 の 主 で ある 女王 で ある 。 

フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 3 は 、 オ シリ ス 、 太 陽 、 昼 の 主 で ある 王 で ある 。 

フラ ンス の コイ ン の ドゥ ニ エ の 9 は 、 神 の 使者 メル クリ ウス また は 天使 ガブ プリ エル で 
ある 。 

杯 の 9 は 、 幸 運 の 妊娠 で ある 。 

幸運 の 妊娠 か ら 、 幸 せ に 成る 」 


後記 の 様 に 、 ヴ ァ イ ラ ント 氏 は 話し て いる 。 


「 中 国 に 、 タ ロッ ト カー ド と 正 に 同じ 数 で ある 、 小 さ な 仕 切り を 含ん で いる 、 長 方 形 の 
大 き な 仕切 り に よる 、 図 表 が 存在 する 。 

タロ ッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 大 き な 仕 切り は 、 垂 直 に 6 つ 並 ん で いる 。 

タロ ッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 最 初 の 5 つの 大 き な 仕 切り は 各々 14 の 小さ な 
仕切 り を 含ん で いて 、 最 初 の 5 つの 大 き な 仕 切り は 全部 で 70 の 小さ な 仕切 り を 含 
ん で いる 。 

一 方 、 タ ロッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 最 後 の 第 6 の 大 き な 仕切 り は 、7 つの 小 


さ な 仕 切り し か 含ま な い 。 


し た が っ て 、 タ ロッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 は 、 数 7 の 組み 合わ せ に よっ て 形成 され 
て いる 。 

な ぜ な ら 、 タ ロッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 最 初 の 5 つの 大 き な 仕 切り は 各々 7 
の 2 倍 で ある 14 の 小さ な 仕切 り を 含ん で いて 、 最 後 の 第 6 の 大 き な 仕 切り は 7 つ 
の 小さ な 仕切 り を 含ん で いる 。 

タロ ッ ト に 大 い に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 最 初 の 4 つの 大 き な 仕 切り は 、 全 部 で 
56 の 小さ な 仕切 り を 含ん で いて 、 棒 、 杯 、 剣 、 輪 と いう 4 つの 象徴 に よる 56 枚 の タ 
ロッ ト の 小 ア ルカ ナ に 相当 する 。 

タロ ッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 で は 、 最 後 の 2 つの 大 き な 仕 切り は 、 合 わせ て 21 の 
小さ な 仕切 り を 含ん で いて 、 タ ロッ ト の 大 アル カナ の (22 枚 の うち 21 番目 の 『 愚 者 』 
以外 の )21 枚 に 相当 する 。 

タロ ッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 の 6 つの 大 き な 仕 切り は 、 創 世 記 の 7 日 間 の うち 創 
世 の 6 日 間 を 表し て いる 。 

タロ ッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 は 、 中 国人 に よる と 、 神 に よる 大 洪水 の 水 が 乾 いた 中 
国 の 最初 の 時 代 に まで 遡 る 。 

その た め 、 タ ロッ ト に 似 て いる 中 国 の 図表 は タロ ッ ト の 原本 か 写本 で ある 、 と 結論 で 
さる 。 

また 、 い ずれ に し て も 、 後 記 の 様 に 結論 で きる 。 

タロ ッ ト は 、 モ ー セ より 古い 。 

タロ ッ ト は 、 最 初 の 時 代 の 物 、 ま た は 、 黄 道 12 星座 が 考案 され た 時 代 の 物 で ある 。 
また 、 タ ロッ ト は 6 千 6 百年 前 の 物 で ある 、 と 結論 で きる 。 

前 記 が 、 ロ マ の タロ ッ ト で ある 。 


タロ ッ ト と いう 名 前 か ら 、 文 字 の 位置 の 置き 換え に よっ て 、 ヘ へ ブラ イ 人 は トー ラー と い 


トー ラー は 、 ヤ ハウ ェ の 律 法 を 意味 する 。 

現在 の 様 に 遊戯 の 道具 で は な く 、 タ ロッ ト は 、 本 、 真 剣 な 内 容 の 本 、 象 徴 の 本 、 星 々 と 
人 の 類推 可能 性 の 本 で あっ た 。 

タロ ッ ト は 、 占 い の 本 で ある 。 

タロ ッ ト の 助け に よっ て 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 運 命 の 神秘 の ヴェ ー ル の 奥 を 推測 
し 


の 道具 、 魔 術 の 実践 と 見 な し た 。 

Sagi で ある ロマ が 軽率 に も 軽 信 し 易い 大 衆 を 溢 り に 信頼 し て タロ ッ ト を キリ スト 教 
徒 に 教え た 時 に 、 ど の 様 な 茂 し さ で キリ スト 教徒 が タロ ッ ト を 禁止 し た か 理解 で きる 
で あろ う 。 

その た め 、 タ ロッ ト の 神託 へ の 信頼 が 失わ れ て 、 タ ロッ ト は 遊戯 の 道具 に 成っ て し 
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諸国 の 様式 や 北 世 紀 も 連続 し た 雰囲気 に 応じ て タロ ッ ト の 絵 は 変 えら れ て し まっ た 。 
近代 の トラ ンプ は タロ ッ ト を 浅はか に 変え て し まっ た 物 で ある 。 

チェ ス と 比較 し た チェ ッ カ ー の 様 に 、 タ ロッ ト の 組み 合わ せ と 比 較 し た トラ ンプ の 組 
み 合 わせ は 、 劣 っ て いる 。 

その た め 、 タ ロッ ト カー ド の 起源 は シャ ルル 6 世 の タ ロッ ト で ある と 考え る の は 誤っ 
て いる 。 

な ぜ な ら 、 ア ルフ ォ ン ソ 11 世 が 1332 年 より 前 に 設立 し た ベル ト の 騎士 団 に 入門 し 
た 人 が (タロ ッ ト ) カ ー ド で 遊ば な いと 痺 っ て いる 。 

『Le Sage』、『 ル サー ジュ 』、『 賢 明王 』 と 呼ば れ て いる シャ ルル 5 世 は 、 シ ャ ルル 5 
世 の 時 代 に シ エ ー ナ の 聖 ベ ルナ ルディ ー ノ が (タロ ッ ト ) カ ー ド を 禁止 し て 燃やし た 、 
と 話し て いる 。 


また 、 シ ャ ルル 5 世 の 時 代 に 、 タ ロッ ト の 1 つ に 描か れ て いる 勝利 し た オシ リス また 
は アフ ラ マズ ダー を た た える 勝利 の 遊戯 と し て タロ ッ ト は 遊ば れ て いた の で タロ ッ ト 
は 『 勝 利 』 と いう 名 前 で 呼ば れ て いた 。 

さら に 、 シ ャ ルル 5 世 は 1369 年 に (タロ ッ ト ) カ ー ド を 禁止 し た 。 

また 、 シ ャ ルル 5 世 は 、]ittle jean de Saintre が (タロ ッ ト ) カ ー ド 遊び を し な か っ た 
と いう 理由 か ら 、]ittle ean de Saintre を 気に入っ て た た えた 。 

当時 、 タ ロッ ト カー ド は 、 ス ペイ ン で は Naipes と 呼ば れ 、 イ タリ ア で は Naihi と 呼ば 
れ て いた 。 

Naibi は 、 女 の 小 悪 魔 、 シ ビュ ラ 、 デ ルポ イ の アポ ロン 神殿 の 巫女 で ある 」 


前 記 で 、 引 用 し て きた 本 の 著者 ヴァ イラ ント 氏 は 、 タ ロッ ト は ロマ の タロ ッ ト が 変え 
られ た 物 で ある 、 と 考え て いる 。 

中 国 の 特徴 を 持つ 一 部 の ドイ ツ の タロ ッ ト は 、 ロ マ の タロ ッ ト が 変え られ た 物 で あ 
る 。 

し か し 、 細 部 だ けが 変化 し て 来 た イ タリ ア の タロ ッ ト や 、 古 代 エ ジ プ ト の タロ ッ ト の 
名 残 に まで 遡 れる フラ ンス の ブ ザ ン ソン の タロ ッ ト は 、 ロ マ の タロ ッ ト が 起源 で は な 
い 。 

「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で タロ ッ ト に つい て の エッ ティ ラ ま た は アリ エッ ト の 労作 
が 何 て 見 苦し いか 話し た 。 

光 に 照ら され た 理髪 師 エ ッ テ ィ ラ は 、30 年 間 の 研究 の 後に 、 偽 の 粗悪 な タロ ッ ト 
を も た ら す だ け に 終わ っ た 。 

エッ ティ ラ は 誤っ て タロ ッ ト の 順序 を 入れ 換え て し まっ た 。 

その た め 、 エ ッ テ ィ ラ の タロ ッ ト で は 数 と 絵 が も は や 対応 し て いな い 。 


要する に 、 エ ッ テ ィ ラ の タロ ッ ト は エッ ティ ラ の 偉大 で は な い 程 度 の 知性 に 合っ た 
代物 で あっ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ロ マ が 秘伝 伝授 へ の 鍵 タロ ッ ト の 正統 な 所 有 者 で ある と 話し 
て いる ヴァ イラ ント 氏 に 同意 し な い 。 

疑い 無く 、 あ る へ ブラ イ 人 の カバ リス ト の 背信 行為 また は 軽率 な 行為 の お か げ で 
ロマ は タロ ッ ト を 所 有 で きた 。 

ロマ の 出身 は イン ド で ある 。 

ロマ に つい て の 歴史 家 は 、 ロ マ の 出身 が イン ド で ある 、 と いう 説 が 有力 で ある 事 を 
示し て いる 。 

現存 し て いる ロマ の タロ ッ ト は 、 へ ブラ イ 人 経由 の タロ ッ ト で ある 。 

事実 ロマ の タロ ッ ト は 、 へ ブラ イ 文 字 と 対応 し て いる 。 

ロマ の タロ ッ ト は 、 い くつ か の 象徴 が へ ブラ イ 文 字 の 形 に すら 成っ て いる 。 

ロマ と は 何者 か ? 

ある 詩人 が 「 ロ マ は 古代 世界 の 堕落 の 残存 者 で ある 」 と 話し て いる 様 に 、 ロ マ は イ 
ンド の グノー シス 主義 の 異端 者 で ある 。 


以下 略 


第 5 巻 第 3 章 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 伝説 と 史実 


すでに 話し た 様 に 、 教 会 は 、 秘 伝 伝授 を 禁止 し た 。 

な ぜ な ら 、 教 会 は 、 グ ノー シス へ の 冒 に 怒っ た 。 

ムハンマド は 、 信 心 に 対し て 東 の 熱狂 を 武装 させ た 時 、 キ リス ト 教 徒 の 祈る が 無 
知 な 信心 深 さ に 対し て 厳し い 好 戦 的 な 軽 信 を 対立 させ た 。 

ムハンマド の 後継 者 で ある イス ラム 教徒 は 、 ヨ ー ロ ッ パ に 足 を 踏み 入れ て 、 速 や か 
に 侵略 し て し まい そう で あっ た 。 

キリ スト 教徒 は 「 神 意 が キリ スト 教徒 を 非難 し て 懲らしめ て いる 」 と 話し た 。 

イス ラム 教徒 は 「 運 命 は イス ラム 教徒 の 側 に 立っ て いる 」 と 答え た 。 

へ ブラ イ 人 の カバ リス ト は 、 カ トリ ッ ク と 言え る 国々 で (悪人 の 霊 の ) 魔 術 師 と し て 焼 

き 殺 され る の を 恐れ て 、 ア ラビ ア 人 の 国々 へ 亡命 し た 。 

な ぜ な ら 、 へ ブラ イ 人 の 目 に は 、 イ スラ ム 教 徒 は 異端 者 で ある が 偶像 崇拝 者 で は 
な い 、 様 に 見 えた 。 

へ ブラ イ 人 の カバ リス ト は 、 何 人 か の アラ ビア 人 に 、 カ バラ の 神秘 を 知る 事 を 認め 
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イス ラム 教徒 は 、 教 養 の 有る イス ラム 教徒 が 人 悔 っ て 西 の 未開 人 と 呼ん た で いた キリ 
スト 教徒 を 、 す で に 力 で 圧倒 し て いた が 、 や が て 、 知 識 で も 圧倒 し よう と 望ん だ 。 

イス ラム 教徒 に よる 物質 的 な 力 に よる 猛攻 撃 に 対し て 、 フ ラン ス の 精神 は 恐る 
き 鉄 植 に よる 打撃 を 対立 させ た 。 

イス ラム 教徒 の 軍団 の 流れ の 前 に 、 鎖 か た びら を まとっ た 指 が 明確 な 線 を 引い た 。 

キリ スト 教徒 の 勝利 の 力強い 声 が 「 あ な た た ち を も う 進 ませ な い 」 と イス ラム 教徒 
と いう 大 洪水 に 叫ん だ 。 


知 の 霊 は ライ ムン ドゥ ス ルル ス を 出現 させ た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 ダ ビデ の 子 イ エス の た め に 、 救 い 主 イエ ス の た め に 、 ソ ロ 
モン の 遺産 を 取り 戻し た 。 

初め て 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 普 遍 の 知 の 輝き に 、 盲 信 の 子 で ある キリ スト 教 
徒 を 呼び 寄せ た 。 


中 略 


史実 に 至 ろう 。 

哲学 者 で あり 達 道 者 で ある 、「 光 に 照ら され た 博士 」 と いう 称号 に 相応 し い 人 で あ 
る 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、Amhbrosia di Castello へ の 不適 切な 情熱 で 有名 に 
成っ た マジ ョ ルカ 島 の 領主 の 代理 の 息子 で ある 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 不死 の 薬 エ リク サー は 発見 し な か っ た 。 

し か し 、 エ ド ワ ー ド 3 世 の た め に 、 イ ギリ ス で 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 黄金 を 創造 
し た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス が 創造 し た 黄金 は 「 け ライ ムン ドゥ ス の 黄金 」 と 呼ば れ た 。 

非常 に 稀 で ある が 、「 ラ イム ンド ゥ ス の 黄金 」 の 丸い 欠片 が 、 い くつ か 現存 し て いる 。 

専門 家 は 「 ラ イム ンド ゥ ス の 黄金 」 の 丸い 欠片 を 「Raymundins」 と 呼ん で いる 。 


中 略 


実際 に 、 多 数 の 錬金術 の 象徴 で は 、 ア ンチ モン を 、 卑 金属 を 金 に 変え る 錬 金 で 溶 


け て いる 宅 金属 に 投入 する 粉 に お ける 効率 的 な 主要 な 成分 と し て 、 示 し て いる 。 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 時 代 に 化学 は 存在 し な か っ た 事 に は 同意 する 。 


た だ し 、 言 い 足す と 、 錬 金 術 師 が 化学 を 作っ た 。 

と 言う より は 、 錬 金 術 師 は 、 魔 術 の 聖 所 の 宝 で あっ た 化学 の 総合 的 な 秘密 は 守っ 
て 、 化 学 の 分 析 の 手順 の いく つか に つい て 、 当 時 の 大 衆 に 教え た 。 

後に 、 化 学 は 完成 され た 。 

し か し 、 言 葉 の 正しい 意味 で 、 現 在 で も 未だ に 、 化 学者 た ち は 、 知 の 人 を 、 錬 金 術 
の 古代 の 総合 に 、 導 け て いな い 。 

錬金術 の 遺作 で 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 錬 金 術 の 知 の 全て の 原理 を 記し た 。 

た だ し 、 錬 金 術 師 の 義務 と 慣習 に 従っ て 、、 ヴ ェ ー ル で 隠し た 形 で 、 錬 金 術 の 遺作 
で 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 錬 金 術 の 知 の 全て の 原理 を 記し た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 錬金術 の 遺作 の 鍵 を 作っ た 。 

また 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 錬金術 の 遺作 の 、 鍵 の 鍵 
で ある 、 補 足 を 作っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 意見 で は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 補足 は 、 錬 金 術 に つい て の 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 文書 の うち 最も 重要 で ある 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 補足 の 原理 と 方 法 は 、 純 粋 な 金属 へ の 洗練 で は な いし 、 
混合 物 の 分 離 で は な い 。 

理論 と し て は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 補足 の 原理 は 、Geber の 原理 と 一 致す る 。 

実践 と し て は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 補足 の 方 法 は 、 ア ルナ ルド ゥ ス デ ビラ ノ 
バ の 方 法 と 一 致す る 。 

考え に つい て は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 補足 の 考え は 、 カ バラ の 無 上 に 崇高 な 
考え と 一 致す る 。 

無知 な 人 が 大 いな る も の へ の 疑 惑 を も た らし て も 失望 し な い 、 真 剣 な 人 は 、 古 代 
の 世界 の 知 の 大 いな る 人 々 が 従っ た 絶対 の 探求 を 続け た い 場 合 は 、 ラ イム ンド ゥ ス 
ルル ス の 補足 を カバ ラ 的 に 学ぶ べき で ある 。 


神 の 正統 な 教え の 使徒 の 務め に 献身 し た 使徒 ヨハ ネ の 後に お ける 無 上 の 秘伝 
伝授 者 で ある 、 超 越 的 な 達 道 者 で ある 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 全 生涯 を 、 宗 教 的 
な 物 を 建設 し 、 教 え を 説き 、 無 数 の 学問 的 な 労作 を 書い て 過ごし た 。 

イス ラム 教徒 の 学者 の 文書 の 誤り を 証明 する た め に 、 ア フリ カ 北 西 の イ スラ ム 教 
徒 に キリ スト 教 を 説く た め に 、1276 年 に に マジ ョ ルカ 島 の パル マ の 北 の バ ル デ モ ー 
サ に 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 フ ラン シス スコ 会 士 が 東 の 言語 、 特 に 、 ア ラビ ア 語 を 学 
ぶた め の 、 ア ラビ ア 語 学院 を 建設 し た 。 

1276 年 12 月 16 日 の イタ リア の ヴィ テル ボ か ら の 教書 で 、 法 王 ヨハ ネス 21 世 は 、 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス の アラ ビア 語学 院 の 建設 を 認め た 。 

1293 年 か ら 1311 年 まで 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 ア ラビ ア 語 学院 と 同じ 目的 
の 多数 の 学校 の 建設 を 法王 ニコ ラウ ス 4 世 、 フ ラン ス の 王 、 イ タリ ア の シチリア の 王 、 
キプロス の 王 、 マ ジョ ルカ 島 の 王 に 願い 出 て 認可 を 得 た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 修 道 院 な ど を 訪れ て 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 「 大 いな 
る 技 」 に よっ て 教え た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 「 大 いな る 技 」 は 、 人 の 知 の 普遍 の 統合 で ある 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 「 大 いな る 技 」 の 主要 な 目的 は 、 考 え の 唯 一 の 形 と し て 
人 々 の 間 で 唯一 の 言葉 を 定め る 事 で ある 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 パ リ を 訪れ て 、 最 高 に 博識 な 学者 た ち を 驚か せ た 。 

その 後 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 フ ラン ス を 越境 し て 、 ス ペイ ン を 訪れ 、 
Complute に 一 時 滞在 し て 、 言 語 と 学問 を 学ぶ た め の 中 央 学校 を 建設 し た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 多 数 の 修道 院 、 多 数 の 修道 会 を 改善 し 、 イ タリ ア を 訪れ 
て 新しい 軍隊 的 な 修道 会 の た め に 軍人 を 勧誘 し て 正 に 神殿 騎士 団 を 非難 し て いた 
ウィ ー ン の 公会 議 で 建設 を 提唱 し た 。 


ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 カ トリ ッ ク の 知 と 使徒 ヨハ ネ の 真 の 秘伝 伝授 に よっ て 、 
不信 心 な 人 の 手 か ら 、 神 殿 を 守る 剣 を 取り 戻 そ うと し た 。 

この 世 の 偉人 た ち は 、 貧 し い ラ イム ンド ゥ ス ルル ス を 笑い も の に し た 。 

し か し 、 そ れ に も か か わら ず 、 こ の 世 の 偉 人 た ち は 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス が 望ん 
だ 事 を 全て 行っ た 。 

夢想 家 ラ イム ンド ゥ ス と 呼ば れ て 笑い も の に され て いた 、 光 に 照ら され た 者 ライ ム 
ンド ゥ ス ルル ス は 、 法 王 の 中 の 法王 で あり 王 の 中 の 王 で あっ た 様 に 思わ れる 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 ヨ ブ の 様 に 貧し か っ た が 、 権 力 者 た ち に 施し を 与え た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 愚者 と 呼ば れ た が 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 愚か さ は 学 
者 た ち を 負かす ほど で あっ た 。 

当時 の 大 いな る 政治 家 で ある 、 真 剣 で 広い 心 の 持ち 主 で ある 、 ヒ メ ネ ス 枢機卿 は 、 
常に に 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス に つい て 、「 神 の 様 な 者 ライ ムン ドゥ ス ルル ス 」、「 光 に 照 
ら さ れ た 博士 」 と 呼ん で 話し た 。 

Genebrard に よる と 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 1314 年 に 死ん だ 。 

「the Meditations of the Hermit Blaguerne( 隠 者 Blaquerne の 瞬 想 録 )」 
の 序文 の 著者 に よる と 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 1315 年 に 死ん だ 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 80 歳 で 死ん だ 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 労苦 し た 神聖 な 人 生 の 終わ り は 使徒 ペトロ と 使徒 パウ ロ 
の 祝日 6 月 29 日 に 訪れ た 。 

大 いな る カバ リス ト 達 の 弟子 ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 形 骸 化 し た 抽象 概念 の 代 
わり に 自然 の 現実 の 確固 と し た 概念 を 用 いて 、 ス コラ 哲学 の 曖昧 な 用 語 の 代わ り 
に 単純 な 自然 な 表現 を 用 いて 、 絶 対 普遍 の 哲学 を 確立 し よう と し た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 当 時 の 学者 の 定義 を 非難 し た 。 

な ぜ な ら 、 当 時 の 学者 は 、 不 正確 な 曖昧 な 定義 に よっ て 、 議 論 を 永続 化し た 。 


アリ スト テレ ス は 「 人 は 理性 的 な 動物 で ある 」 と 定義 し た 。 

し か し 、「 人 は 動物 的 な 者 で は な い 」、「 人 は 、 た ま に し か 、 理 性 的 で は な い 」 と 返す 
事 が で き て し まう 。 

さら に 、「 動物 的 な 者 」 と 「 理 性 的 な 者 」 と いう 言葉 は 相反 する 。 

また 、「 理 性 的 で は な い 愚 者 は 人 で は な い 」 事 に 成っ て し まう 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 同 義 語 、 類 義 語 に よっ て で は な く 、 類 似 物 に よっ て で は 
な く 、 正 し い 名 前 に よっ て 、 も の を 定義 し た 。 

その 後 で 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 語 源 に よっ て 、 も の の 正しい 名 前 を 説明 し た 。 

後記 の 様 に 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス な ら ば 「 人 と は 何者 か ?」 と いう 問い に 答え た 
で あろ う 。 


「『 人 と は 何者 か ?』 と いう 言葉 は 、 全 体 的 な 意味 で は 『 人 と いう 存在 の 状態 は 何 
か ?』 を 意味 する が 、 個 々 の 意味 で は 『 人 の 個性 と は 何 か ?』 を 意味 する 。 

し か し 、 人 の 個性 と は 何で あろ う ? 

元々 は 、 神 が 、 土 で 肉体 を 作り 、 命 を 肉体 に 吹き 込ん で 、 個 性 を 創造 し た 。 
厳密 な 意味 で は 、 人 の 個性 と は 、 あ な た で あり 、 私 ライ ムン ドゥ ス ルル ス で あり 、 使 
徒 ペ トロ で あり 、 使 徒 パ ウロ で あり 、 他 の 人 で ある 」 


後記 の 様 に 、 学 問 的 な 専門 用 語 に 慣れ て いる 人 は 、 光 に 照ら され た 博士 ライ ムン 
ドゥ ス ルル ス に 抗議 し た 。 


「 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 様 に な ら 誰 で も 話せ る 。 
ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 方 法 で な ら 全 世界 の 人 が 学 の 有る 者 と し て ふる まえ る 。 
学会 の 考え より 、 学 会 の 教え より 、 大 衆 の 常識 が 好ま れ て し まう で あろ う 」 


ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 、 大 いな る 単純 さ に よっ て 、「 そ れこ そ が 正 に 私 が 望ん で 
いる 事 で ある 」 と 答え た 。 


その た め 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 賢明 な 理論 は 幼子 の 様 で ある 、 と 学者 は 非難 
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マタ イ に よる 福音 18 章 3 節 の 「 幼 子 の 様 に 成ら な けれ ば 、 天 の 王国 に 入れ な い 」 
と いう イエ ス の 言葉 の 意味 で 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス の 理論 は 「 幼 子 の 様 」 で あっ た 。 

天 の 王 国 は 、 知 の 王国 で は な いか ? 天 の 王 国 は 、 知 の 王国 で ある ! 

な ぜ な ら 、 実 に 、 神 と 人 の 天上 で の 生 と は 、 理 解 と 愛 、 思 いや り で ある 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス の 目的 は 、 キ リス ト 教 化し た カバ ラ で アラ ビア 人 の 宿命 論 的 
な 魔術 に 対抗 する 事 、 エ ジ プ ト 人 の 口伝 で イン ド 人 の 口伝 に 対抗 する 事 、 光 の 魔術 
で 黒 魔 術 に 対抗 する 事 で あっ た 。 

ライ ムン ドゥ ス ルル ス は 「 終 わり の 時 に 、 反 キリ スト の 考え は 物質 化 さ れ て 再現 さ 
れ て 、 悪 人 の 霊 の 魔術 に よる 全て の 奇形 が 再発 する で あろ う 」 と 話し て いる 。 

その た め 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 人 心 を 、 エ ノ ク の 帰還 、 ま た は 、 エ ノ ク の 知 の 最 
後 の 啓 示 に 向け て 用 意 さ せよ うと し た 。 

エノク の 知 の 鍵 は 、 エ ノ ク の タロ ッ ト で ある 。 

エノク の 知 と いう 、 論 理 と 信心 を 一 致 さ せる 光 は 、 地 上 に お ける 救い 主 イ エス の 普 
遍 の 統治 を 先導 する 。 

その た め 、 真 の カバ リス ト と 真 の 予見 者 に に っ て 、 ラ イム ンド ゥ ス ルル ス は 、 大 いな 
る 預言 者 で ある 。 

少な く と も 崇高 な 性 格 と 気 高 い 大 志 を 尊敬 で きる 懐 妖 者 に に と っ て は 、 ラ イム ンド ッ ゥ 
ス ルル ス は 崇高 な 夢想 家 で ある 。 


THE SEVEN PLANETS AND THEIR GENII 


第 5 巻 弟 4 章 何人 か の 錬金術 師 に つい て 


ニコ ラ フラ メル は 錬金術 だ け に 入門 し た 。 

その た め 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 ニ コラ フラ メル が 錬金術 に 入門 する きっ か け に 
成っ た へ ブラ イ 人 アブ ラ ハ ム の 「Asch Mezareph」 と いう 象徴 的 な 本 だ け を 考慮 に 
入れ る 。 

サン ジャ ッ ク ド ラ ブー シュ リー 通り の 代 書 人 ニコ ラ フラ メル は 、「Asch 
Mezareph」 に よっ て 、「 大 作業 」 の 絶対 の 鍵 を 見 つけ た 。 

「Asch Mezareph」 と いう 本 は 、 タ ロッ ト の 鍵 に 基づい て いる 。 

「Asch Mezareph」 は 、「 形 成 の 書 」 の タロ ッ ト 的 な 錬金術 的 な 注釈 で ある 。 

(高等 魔術 の 教理 21 章 「 多 分 カバ リス ト の アブ ラ ハ ム は 『 形 成 の 書 』 の 編集 者 で 
ある 」) 

事実 、 ニ コラ フラ メル の 話 に よる と 、「Asch Mezareph」 は 、21 枚 の 絵 で あり 、 表 
紙 の 絵 を 合わ せる と 、22 枚 の 絵 に 成る 。 

(タロ ッ ト の 大 アル カナ は 22 枚 の 絵 で ある 。) 

「Asch Mezareph」 の 21 枚 の 絵 は 、3 組 の 7 つ 1 組 に 分 けら れる 。 

「Asch Mezareph」 の 3 組 の 7 つ 1 組 の 絵 は 、7 枚 ご と に 、 白 紙 の ペー ジ が あっ 
だら 

「Asch Mezareph」 の 3 組 の 7 つ 1 組 の 絵 に は 7 枚 ご と に 白紙 の ペー ジ が ある 
所 に 、 ヨ ハネ の 鷲 示 録 を 連想 し よう 。 

ヨハ ネ の 回 示 録 は 、 全 て の 隠さ れ た 象徴 の 崇高 な カバ ラ 的 な 預言 的 な 要約 で あ 
る 。 

ヨハ ネ の 庄 示 録 は 、 象 徴 を 3 組 の 7 つ 1 組 に 分 け て いる 。 

7 つ 1 組 の 象徴 ご と に 、 天 に は 沈黙 が ある 。 


(ヨハ ネ の 黙示 録 8 章 1 節 「 第 7 の 封印 を 開い た 時 、 天 に は 沈黙 が あっ た 」) 

ヨハ ネ の 庄 示 録 と 、 二 コラ フラ メル の 話 に よる 神秘 的 な 本 「Asch Mezareph」 の 
名 前 の 無い 絵 は 類 似 し て いる 。 

後記 は 、 ヨ ハネ の 庄 示 録 の 3 組 の 7 つ 1 組 で ある 。 


(1) 開 か れる 7 つの 封印 。 

ヨハ ネ の 黙示 録 の 7 つの 封印 は 、 学 ぶ べ き 7 つの 神秘 と 、 克 服 す る べき 7 つの 困 
難 を 意味 する 。 

(2) 鳴 ら さ れる 7 つの ラッ パ 。 

ヨハ ネ の 庄 示 録 の 7 つの ラッ パ は 、 理 解す る べき 7 つの 言葉 で ある 。 

(3) 空 けら れる 7 つの 杯 。 空 けら れる 7 つの 鉢 。 

ヨハ ネ の 黙示 録 の 7 つの 杯 は 、 気 化 さ せ て 固定 する 必要 が 有る 、7 つの 物質 を 意 
味 す る 。 


ニコ ラ フラ メル の 話 に よる 「Asch Mezareph」 の 7 ペー ジ 目 に は 、 モ ー セ の 杖 が 、 
ファ ラオ の 魔術 師 が も た らし た 蛇 た ち を 圧倒 し て いる 絵 が 描か れ て いる 。 
ファ ラオ の 魔術 師 の 蛇 た ち は 互 い を 飲み 込み 合っ て いる 。 


「Asch Mezareph」 の 7 ペー ジ 目 は 、 タ ロッ ト の 7 ペー ジ 目 の 「 勝 利 者 」 に 類似 し 
て いる 。 

タロ ッ ト の 7 ペー ジ 目 の 「 勝 利 者 」 は 、 古 代 エ ジ プ ト 人 の 魔術 に お ける 白い ス フ ィ 
ンク ス と 黒い スフィンクス を 立方 体 の 戦車 に つない で いる 。 


「Asch Mezareph」 の 7 ペー ジ 目 の 絵 は 「 預 言 者 モー セ ( の 全て の 預言 者 の 中 
で の 超越 性 ) を 唯一 認め る 」 と いう マイ モニ デス の 「13 の 信仰 箇条 」 の 第 7 の 考え に 
対応 し て いる 。 

「Asch Mezareph」 の 7 ペー ジ 目 の 絵 は 、 知 と 務め の 一 致 を 表す 。 

「Asch Mezareph」 の 7 ペー ジ 目 の 絵 は 、「 賢 者 の 水銀 」 を 表す 。 

分 解 と 合成 と 、 硫 黄 と 「 金 属 の 塩 」 の 相互 作用 が 、「 賢 者 の 水銀 」 を 形成 する 。 


「Asch Mezareph」 の 14 ペー ジ 目 に は 、 民 数 記 21 章 8 節 か ら 9 節 の 十字 の さ 
お に 吊る され た 火 の 蛇 が 描か れ て いる 。 

十字 は 、 清 め ら れ た 硫黄 と 塩 の 結合 を 表す 。 

十字 は 、 星 の 光 の 濃縮 を 表す 、 様 に 。 

タロ ッ ト の 14 ペー ジ 目 に は 、 金 の 杯 と 銀 の 杯 で 液体 を 混ぜ て いる 、 星 の 光 と いう 
地 の 魂 で ある 天使 が 描か れ て いる 。 

「Asch Mezareph」 の 14 ペー ジ 目 の 絵 と 、 タ ロッ ト の 14 ペー ジ 目 の 絵 は 、 別 の 
方 法 で 表 さ れ た 同じ 象徴 で ある 。 


ニコ ラ フラ メル の 話 に よる 「Asch Mezareph」 の 21 ペー ジ 目 に は 、 時 間 と 普遍 
の 命 の 象徴 で ある 、 砂 漠 と 泉 と 、 あ ちこ ち で 滑ら か に 動い て いる 蛇 た ち が 描 か れ て い 
る 。 

タロ ッ ト の 21 ペー ジ 目 で は 、( 牡 牛 座 、 水 瓶 座 、 獅 子 座 と いう ) 天 空 の 東西 南北 の 
星座 に 配置 され た 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 4 つの 象徴 が 時 間 を 表し 、 円 冠 の 中 
で 踊る 様 に 進む 裸 の 少女 が 命 を 表す 。 


ニコ ラ フラ メル は 泉 の 数 と 蛇 の 数 を 話し て いな い が 、 十 中 八 九 、 創 世 記 2 章 の 楽 
園 エ デン の pantacle の 様 に 、「Asch Mezareph」 の 21 ペー ジ 目 の 絵 で は 、 唯 一 
の 泉 か ら 4 つの 川 が 流れ て いる 。 

蛇 の 数 は 4 か 7 か 9 か 10 で ある 。 


「Asch Mezareph」 の 4 ペー ジ 目 に は 、 水銀 の 津 を 除去 する 用 意 を し て いる 、 鐘 
を 持つ 擬人 化 さ れ た 「 時 」 が 描か れ て いる 。 

近く に は 、 根 が 青色 、 茎 が 白色 、 葉 が 赤色 、 花 が 金色 で ある 、 次 薇 が 咲い て いる 。 

数 4 は 、 四 大 元素 に よる 実現 の 数 で ある 。 

鎌 を 持つ 擬人 化 さ れ た 「 時 」 は 、「 大 気 の 硝 石 」 で ある 。 

擬人 化 さ れ た 「 時 」 が 持つ 鎌 は 、「 大 気 の 硝石 」 か ら 引き 出さ れ た 「 酸 」 で ある 。 

「 大 気 の 硝石 」 か ら 引き 出さ れ た 「 酸 」 は 、 水 銀 を 、「 塩 」 に 変え て 、 固 定 する 。 

薔薇 は 、「 作 業 」 と 、「 作 業 」 の 連続 する 三 自 階 の 特徴 で わる 色 を 表す 。 

「 作 業 」 は 、 黒 色 、 白 色 、 赤 色 の 三 段 階 へ の 精通 で ある 。 

黒色 、 白 色 、 赤 色 の 三 段 階 へ の 精通 か ら 、 芽 を 出し て 開く 花 と し て 、 黄 金 が も た ら 
され る 。 


数 5 は 、 大 いな る 神秘 の 数 で ある 。 

「Asch Mezareph」 の 5 ペー ジ 目 に は 、 薔 薇 の 周囲 の 地 を 掘っ て 、 遍 在 し て いる 
大 いな る 代行 者 で ある 星 の 光 を 探求 し て いる 、 盲 人 達 が 描か れ て いる 。 

より 賢明 な 何人 か は 、 灘 固 し た 空気 に 似 て いる 白い 水 を 量 っ て いる 。 

「Asch Mezareph」 の 5 ペー ジ 目 の 裏 に は 、 マ タイ に よる 福音 2 章 の ヘロデ 大 王 
に よる 幼児 虐殺 と 、 幼 子 の 血 を 浴び に 降臨 し て いる 太陽 と 月 が 描か れ て いる 。 


錬金術 の わざ の 秘密 で ある 「Asch Mezareph」 の 5 ペー ジ 目 の 裏 の 象徴 は 、 
Aristeus の 「 大 気 か ら 星 の 光 と いう 気体 を 抽出 する 必要 が 有る 」 と いう 話 の 方 法 と 
関連 が 有る 。 

理解 し 易い 言葉 で 話す と 、「 大 気 か ら 星 の 光 と いう 気体 を 抽出 する 」 事 は 、 火 の 作 
用 に よっ て 水 が 薦 気 に 変わ る 様 に 、「 星 の 光 に よっ て 『 風 』 を 力 と し て 応用 し て 『 風 』 
を 拡張 する 」 事 で ある 。 

知 と 善い 意思 が 導い た 電気 と 磁石 と 作業 者 の 意思 の 強力 な 放射 の 助け に よっ て 、 
「 大 気 か ら 星 の 光 と いう 気体 を 抽出 する 」 事 、「 星 の 光 に よっ て 『 風 』 を 力 と し て 応用 
し て 『 風 』 を 拡張 する 」 事 の 成就 は 可能 と 成る 。 

効 子 の 血 と いう 象徴 は 、「 錬 金 術 師 の 火 」 が 四 大 元素 に よる 肉体 か ら 抽出 し た 、 
精 般 の 光 で ある 星 の 光 を 表す 。 

幼子 の 血 を 浴び に 降臨 し て いる 太陽 と 月 は 、 金 色 の 硫黄 を 錬 金 で 溶け て いる 卑 
金属 に 投入 する 粉 に 変え る ほど の 純度 を 得 た 黄金 と 、 星 の 光 に よっ て 金色 に 染まっ 
た 銀 を 意味 する 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 錬金術 に つい て の 論文 を 書い て いる わけ で は な い 。 

けれ ども 、 錬金術 と いう 知 は 、 実 践 され た 超越 的 な 魔術 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 よ り 詳 細 な 他 の 専門 書 の た め に 、 錬 金 術 の 啓示 と 不思議 を 
保留 する 。 

民間 の 口伝 に よる と 、 ニ コラ フラ メル は 死ん で いな い 。 

また 、 ニ コラ フラ メル は 、 宝 を サン ジャ ッ ク ド ラ ブー シュ リー の 塔 の 下 に 埋め た 。 

光 に 照ら され た 達 道 者 に よる と 、 ニ コラ フラ メル の 宝 は 、7 つの 金属 の 板 で 終 わ 
れ た シダ ー ウッ ド の 逢 に お さめ られ た 、 へ ブラ イ 人 アブ ラ ハ ム の 高 名 な 本 「Asch 


Mezareph」 の 原本 、 ニ コラ フラ メル に よる 「Asch Mezareph」 の 注釈 書 、 錬 金 で 


溶け て いる 卑 金属 に 投入 する 粉 の 、 仮 に 海 が 水銀 で あれ ば 、 海 を 黄金 に 錬 金 する の 
に 十分 な 、 サ ンプ ル で ある 。 

ニコ ラ フラ メル の 後に 、 ベ ルナ ー ル トレ ヴィ サン 、 バ シレ ウス ヴァ レン ティ ヌス 、 そ 
の 他 の 高 名 な 錬金術 師 が 現れ た 。 

バシ レウス ヴァ レン ティ ヌス の 12 の 鍵 は 、 カ バラ 、 魔 術 、 錬 金 術 で ある 。 

1480 年 に 、 ト リ テ ミ ウス が 現れ た 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ の 師 で ある 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 中 世 の 大 いな る 教義 的 な 魔術 師 で ある 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 ベ ネ デ ィ ク ト 修 道 会 の 聖 マ ル テ ィ ン 修道 院 の 修道 院長 で あっ た 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 非 の 打ち 所 の 無い 正統 な 教え と 、 非 の 打ち 所 の 無い 品行 の 、 修 道 
院長 で あっ た 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 弟 子 の 大 胆 な コル ネリ ウス アグ リッ パ と 異な り 、 隠 され た 哲学 を 
公 に 書く ほど 、 無 思慮 で は な か っ た 。 

トリ テ ミ ウ ス の 全て の 魔術 書 は 、 神 秘 を 隠す 技術 に よっ て 、 記 され て いる 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 真 の 達 道 者 の 作法 に 従っ て 、 考 え を pantacle に よっ て 表現 し た 。 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、 非 常に 稀少 で ある 。 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、「 七 つの 第 二 原 因 に つい て 」 の いく つか の 手書き の 
写本 に し か 記さ れ て いな い 。 

ポー ラン ド の 紳士 で ある 、 気 高い 心 を 持つ 人 で ある 、Alexander Branistki 伯爵 
が 、 ト リ テ ミ ウス の pantacle が 記さ れ た 興味 深い 本 「 七 つの 第 二 原因 に つい て 」 を 
所 有 し て いて 、 親 切 に も エリ ファ ス レヴ ィ に 見 せ て くれ た 。 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、 底 辺 で 結合 し た 白い 正三 角形 と 黒い 逆 正三 角形 で 
ある 。 


黒い 逆 正 三角 形 の 頂点 に は 、 黒 い 逆 正三 角形 の 中 に 映っ て いる 自身 の 映像 を か 
ろう じ て 顔 を 向け て 見 つめ て 恐れ て いる 愚者 が いる 。 

白い 正三 角形 の 頂点 の 上 で は 、 騎 士 の よう な 武装 を し て 見 すえ て 力強い 態度 で 
平静 に 命令 し て いる 壮年 の 男性 が いる 。 

白い 正三 角形 の 中 に は 、 神 の テト ラ グラ マト ン 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ が 記さ れ て い 
る 。 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle の 自然 な 意味 、 大 衆 向け の 意味 は 「 賢 者 は 真 の 神 へ の 
胃 散 に よっ て 安らぐ が 、 愚 者 は 妄想 で ね つ 造 し た 偽 の 神 へ の 恐怖 に 圧倒 され る 」 と 
いう 言葉 で 説明 で きる 。 

達 道 者 は 、 ト リ テ ミ ウス の pantacle を 全体 的 に 熟考 し た 後に 部 分 的 に 熟考 する 
事 に よっ て 、 カ バラ の 究極 の 言葉 と 、 大 いな る 秘密 の 言い 表せ な い 言 葉 を 見 つけ る 
で あろ う 。 

言い 換え る と 、 ト リ テ ミ ウス の pantacle は 、 奇 跡 と 驚異 現象 の 違い を 表す 。 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、 霊 の 出現 の 秘密 を 表す 。 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、 磁 気 の 催眠 術 の 普 遍 の 理論 を 表す 。 

トリ テ ミ ウ ス の pantacle は 、 全 て の 神秘 の 知 を 表す 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、「Veterum Sophorurmm Sigilla et Imagines Magicae( 古 代 の 
賢者 の 象徴 と 魔術 の 象徴 )」 で 、 魔 術 の 歴史 を 複数 の pantacle で 記し た 。 

「 ス テ ガ ノ グラ フィ ア 」 と 「 ボ ポリ グラ フィ ア 」 で 、 ト リ テ ミ ウス は 、 全 て の 隠さ れ た 知 に 
つい て の 文書 の 鍵 を 与え た 。 

「 ス テ ガ ノ グラ フィ ア 」 と 「 ポ リグ ラフ ィ ア 」 で 、 ト リ テ ミ ウス は 、 呪 文 と 降 圭 術 の 真 の 
知 を ヴェ ー ル で 隠し た 言葉 で 説明 し て いる 。 

トリ テ ミ ウ ス は 、 魔 術 の 、 師 の 中 の 師 で ある 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ト リ テ ミ ウス を 、 達 道 者 の 中 で 最大 の 学 の 有る 賢者 と ほめ た 
た える の を た め ら わな い 。 

一 方 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 賢 明 で は な か っ た 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 一 生 、 探 求 者 の まま で あっ た 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 知 に も 平和 に も 到達 で き な か っ た 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ の 本 は 、 博 識 と 自信 に 満ち て いる 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 独 立 独歩 の 人 、 奇 人 で あっ た 。 

その た め 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 憎 むべ き 悪 人 の 寺 の 魔術 師 と し て 通っ て し 
まう 7 だ 。 

その た め 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 聖 職 者 と 権力 者 に 迫害 され た 。 

その た め 、 最 後に は 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 幸 せ に し て くれ な か っ た 学問 を 
否定 する 「 学 問 の 不 確 実 さと 空 し さ に つい て 」 と いう 本 を 書い て し まっ た 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 み じ め に 見 捨て られ て 死ん だ 。 

学 の 有る 気 高 い ギヨーム ポス テル の 温和 な 好ま し い 人 物 像 を 話す 時 が 来 た 。 

ギヨーム ポス テル は 、 高 齢 だ が 、 光 に 照ら され た 女性 で ある 女子 修道 院長 ジャ ン 
ヌ へ の 神秘 的 過ぎ る 愛 に よっ て し か 知ら れ て いな い 。 

ギヨーム ポス テル は 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 敬愛 者 で ある 、 だ け で は な か っ た 。 

し か し 、 大 衆 は 、 学 ぶよ り も 、 笑 いも の に する 事 を 好む 。 

その た め 、 大 衆 は 、 ギ ヨー ム ポス テル の 良い 所 を 見 よう と 望ま な い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が ギヨーム ポス テル の 知 や 精神 を 教え る の は 、 大 衆 の た めで は 
な い 。 

ギヨーム ポス テル は 、 フ ラン ス の ノル マン ディ ー の バロン トン の 貧し い 農 民 の 息子 


で あっ た 。 


ギヨーム ポス テル は 、 忍 耐 に よっ て 、 多 く の 犠牲 を 払っ て 、 ど うに か し て 独学 し て 、 
当時 の 最高 の 学 の 有る 者 に 成っ た 。 

し か し 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、 常 に 、 貧 困 に 苦し め ら れ た 。 

ギヨーム ポス テル は 、 貧 困 に よっ て 、 本 を 売ら ざる を えな い 時 も 有 っ た 。 

それ に も か か わら ず 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、 あ きら め 、 温 和 に 満ち て 、 一 片 の パン 
を 得る た め に (学者 な の に ) 肉 体 労働 者 の 様 に 働き 、 帰 っ て か ら も 、 学 ん だ 。 

そう し て 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、 当 時 の 全て の 既知 の 言語 と 学問 を 習得 し た 。 

ギヨーム ポス テル は 、 福 音 書 外典 と 「 形 成 の 書 」 を 含む 貴重 な 手書き の 文書 を 見 
つけ た 。 

それ に より 、 独 力 で 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、 超 越 的 な カバ ラ の 神秘 に 入門 し た 。 

そし て 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、 カ バラ の 絶対 の 真理 へ の 純粋 な 長 散 と 、 カ バラ の 
全て の 哲学 と 教え の 無 上 の 論理 へ の 純粋 な 胃 散 か ら 、 世 界 の 人 々 に カバ ラ を 明か 
す 事 を 望ん だ 。 

ギヨーム ポス テル は 、 神 秘 を 公 の 言葉 で 話し た 。 

ギヨーム ポス テル は 、「 創 世 か ら 隠 され た も の の 鍵 」 と いう 本 を 書い た 。 

ギヨーム ポス テル は 、「 創 世 か ら 隠 され た も の の 鍵 」 を トレ ント の 公会 議 の 教父 に 
贈っ て 、 和 解 と 普遍 の 統合 へ の 道 に 入る よう に 求め た 。 

誰 も ギヨーム ポス テル を 理解 で き な か っ た 。 

ある 人 々 は 、 ギ ヨー ム ポス テル を 異端 者 と 誤っ て 非難 し た 。 

穏健 な 人 々 は 、「 ギ ヨー ム ポス テル は 、 愚 者 で ある 」 と 誤っ て 話す に と ど ま っ た 。 


ギヨーム ポス テル は 、「 三 位 一 体 で ある 神 は 、 神 の 像 に か た どっ て 人 を 創造 し た 」 
と 話し て いる 。 


「 そ の た め 、 人 の 体 は 二 重 で ある 。 

人 の 体 の 3 つ 1 組 の 統一 は 、 左 右 の 統一 で ある 。 

また 、 人 の 魂 は 二 重 で ある 。 

人 の 魂 の 二 重 は 、 知 アニ ム ス と 感情 アニ マ で ある 。 

人 の 魂 に は 男性 性 と 女性 性 が ある 。 

人 の 魂 で は 、 男 性 性 は 知 に 内 在 し 、 女 性 性 は 感情 に 内 在 し て いる 。 

罪 の つぐ ない の 実 現 は 、 人 に と っ て は 二 重 で ある 必要 が 有る 。 

知 を 清め る 事 は 、 感 情 の 誤り を つぐ な う 。 

そう し て か ら 、 感 情 の 豊か さ に よっ て 、 知 を 利己 主義 に よる 不毛 か ら 解 放す る 必要 が 
有る 。 

ギヨーム ポス テル か ら 見 る と 、 今 まで 論理 的 な 知 だ けが キリ スト 教 を 理解 し 、 キ リス 
ト 教 は 感情 に まで 至っ て いな い 。 

神 の 言葉 イエ ス は 男性 の 人 に 成っ た 。 

神 の 言葉 が (宗教 的 に ) 女 性 的 に 成っ た 時 に 、 世 界 は 救 わ れる で あろ う 。 
宗教 の 母 の 精神 が 、 愛 、 思 いや り 、 愛 情 の 精神 の 気 高 さ を 教え る で あろ う 。 

そう する と 、 論 理 は 信心 と 一 致す る で あろ う 。 

な ぜ な ら 、 論 理 は 、 愛 情 の 神聖 な 行き 過ぎ を 理解 し 、 説 明 し 、 抑 える で あろ う 」 


ギヨーム ポス テル は 、「 多 数 の キリ スト 教徒 が 宗教 を 、 ど の よう に 誤解 し て いる か 
見 な さい 」 と 話し て いる 。 


「 多 数 の キリ スト 教徒 は 、 宗 教 を 無知 な 迫害 する 不 公平 に 過ぎ な いと 誤解 し て いる 。 
多数 の キリ スト 教徒 は 、 宗 教 を 迷信 的 な 愚か な 頑 迷 さと 誤解 し て いる 。 


特に 、 多 数 の キリ スト 教徒 は 、 宗 教 を ( 神 へ の 景 散 で は な く ) 劣 悪 な 恐怖 と 誤解 し て い 
る 。 

な ぜ 多 数 の キリ スト 教徒 は 、 宗 教 を 誤解 し て いる の か ? 

な ぜ な ら 、 宗 教 を 信じ て いる 人 々 は 、 女 性 的 な (思い や り の ) 心 を 持っ て いな い (、 今 の 


所 は )。 
な ぜ な ら 、 宗教 を 信じ て いる 人 々 は 、 母 の 愛情 の 神聖 な 神 が か っ た 熱狂 と 無縁 で あ 
る (、 今 の 所 は )。 


母 の 愛情 は 、 全 て の 宗教 を 説明 する 。 

多数 の キリ スト 教徒 の 知 を 襲っ て いる 力 、 多 数 の キリ スト 教徒 の 心 を し ば っ て いる カ 
は 、 善 良 な 理解 の 有る 忍耐 強い 神 の 力 で は な い 。 

多数 の キリ スト 教徒 の 知 を 襲っ て いる 力 、 多 数 の キリ スト 教徒 の 心 を し ば っ て いる 
は 、 邪 悪 な 患 か な 肛 病 な 悪魔 の 力 で ある 。 

その た め 、 多 数 の キリ スト 教徒 は 、 神 を 愛す る より も 、 悪 魔 を 恐れ る 。 

し な び た 冷 た い 知 性 が 、 墓 石 の 様 に 、 死 ん で いる 感情 の 重荷 に 成っ て いる 。 

神 の 恵み に よっ て 感情 が 復活 し た ら 、 感 情 は 、 理 解 力 に と っ て 目覚 め に 、 理 性 に と っ 
て 復活 に 、 真 理 に と っ て 勝利 に 成る で あろ う ! 

な ぜ 私 ギヨーム ポス テル は 、 前 記 を 、 理 解 し て いる 、 ほ ぼ 唯 一 の 最初 の 人 な の か ? 
何 も 聞 く 耳 を 持た な い 心 が 死ん で いる 人 々 の 中 で 、 復 活 に 到達 し た 人 に 独り で 何 が 
出来 る の か ? 

来 て くだ さい 、 早 く 来 て くだ さい 、 お お っ 、 母 の (思い や り の ) 精 神 。 

母 の (思い や り の ) 精 神 は 、 イ タリ ア の ヴェ ネツ ィ ア で 、 神 の 霊感 を 受け た 処女 で ある 
女子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 精神 に よっ て 、 私 ギヨーム ポス テル の 所 に あら われ た 。 
母 の (思い や り の ) 精 神 よ 、 降 臨 し て 、 罪 を つぐ な う 使命 と 、 神 聖 な 霊 的 な 命 の 使徒 の 
務め を 新しい 世界 の 女性 達 に 教え て くだ さい 」 


ギヨーム ポス テル の 気 高 い 霊感 が イタ リア の ヴェ ネツ ィ ア で 知り 合っ た 女子 修道 
院長 ジャ ン ヌ と いう 信心 深い 女性 の お か げ で ある の は 事実 で ある 。 

ギヨーム ボス テル は 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ と いう 神 に 選ば れ た 魂 の 、 霊 的 な 助 
言 者 で あっ た 。 

ギヨーム ポス テル は 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 周囲 を 渦巻 く 神秘 的 な 詩情 的 な 
流れ に 引き 寄せ られ た 。 

ギヨーム ポス テル が 、 パ ン を イエ ス の 肉 と 思っ て 頂く 聖体 エ ウ カ リス ティ ア を 女子 
修道 院長 ジャ ン ヌ に 執り 行っ た 時 、 ギ ヨー ム ポス テル の 目 に は 、 女 子 修道 院長 ジャ 
ン ヌ が 光輝 いて 変身 し て 見 えた 。 

女子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 50 歳 以 上 で あっ た が 、 貧 し い 祭司 ギヨーム ポス テル に 
は 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ が 15 歳 以 下 に 見 えた と 純粋 に 話し て いる 。 

ギヨーム ポス テル と 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 愛情 の 共感 が ギヨーム ポス テル の 
目 に 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ を 15 歳 以下 に 変身 させ て 見 せ た 。 

前 記 の 、 天 上 的 な 幻覚 と 詩情 的 な 幼子 の 様 な 子供 っ ぽ さ 、 童 貞 と 処女 の 神秘 的 
な 結婚 、2 つの 清らか な 魂 に よる 愛 の 驚く べき 神 が か っ た 熱狂 を 理解 する に は 、 禁 
欲 生 活 に 従う 必要 が 有る 。 

ギヨーム ポス テル は 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ に 、 イ エス キリ スト の 生き て いる 精神 
を 認め た 。 

イエ ス キリ スト の 生き て いる 精神 は 、 世 界 を 復活 させ る 。 

ギヨーム ポス テル は 、「 私 ギヨーム ポス テル が 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ に 認め た 愛 
情 の 光 は 、 全 て の 人 の 心から 、 悪 魔 の 憎む べき 精神 を 追い 払う で あろ う 」 と 話し て い 
る 。 


「 愛 情 の 光 は 、 私 ギヨーム ポス テル の 妄想 で は な い 。 

愛情 の 光 は 、 世 界 に あら われ た 。 

愛情 の 光 は 、 処 女 で ある 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ に よっ て 、 人 に 成っ た 。 

私 ギヨーム ポス テル は 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ に よっ て 、 未 来 の 世界 の 母 で ある 愛 
情 の 光 を た た える 」 


前 記 は 、 ギ ヨー ム ポス テル を 解釈 し た 物 と 言う より 、 ギ ヨー ム ポス テル を 解析 し た 
物 で ある 。 


中 略 


ギヨーム ポス テル と 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 神秘 的 な 関係 は 約 5 年 間 、 続 いた 。 

約 5 年 後に 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 ギ ヨー ム ポス テル か ら 離 れず に 物質 的 な 
命 の 東 縛 か ら 解 放さ れ た ら ギ ヨー ム ポス テル を 助け る 事 を 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ 
に と っ て 聴 罪 司 祭 で あっ た ギヨーム ポス テル に 約束 し て 、 死 ん だ 。 


ギヨーム ポス テル は 、「 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 約 束 を 守っ て くれ た 」 と 話し て い 


る 。 


「( 死 後 も ) 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 パ リ で 、 私 ギヨーム ポス テル と 共に いて くれ た 。 
女子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 自 身 の 光 に よっ て 、 私 ギヨーム ポス テル を 照ら し て 、 論 理 
と 信心 を 一 致 さ せ た 。 

2 年 後に 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ は 、 天 へ 昇っ た 。 


そし て 、 女 子 修道 院長 ジャ ン ヌ の 霊 的 な ( 星 の ) 体 や 本 質 は 私 ギヨーム ポス テル の 所 
に 降臨 し て 感知 で きる ほど 全身 に 浸透 し た 。 

その た め 、 私 ギヨーム ポス テル は 、 私 で ある 、 と 言う より は 、 私 の 中 に 生き て いる 女子 
修道 院長 ジャ ン ヌ で ある 、 と 言え る ほど で ある 」 


前 記 の 、 死 ん だ 女子 修道 院長 ジャ ン ヌ に よる 神秘 的 な 体験 後 、 常 に 、 ギ ヨー ム ポ 
ステ ル は 自身 を 復活 者 と 考え る 様 に 成り 、「 復 活 者 ポス テル 」 と 自ら 署名 する 様 に 
成っ た 。 

事実 、 後 記 の 、 興 味 深い 現象 が 起き た 。 

ギヨーム ポス テル の 白髪 は 、 再 び 黒 く 成 っ た 。 

ギヨーム ポス テル は 、 し わが 消え た 。 

禁欲 生活 と 徹夜 に よっ て 色 が 青白 く 淡 く 成 っ て いた 、 ギ ヨー ム ポス テル の 顔色 は 、 
若い 血色 の 良い 色 に 成っ た 。 


中 略 


ギヨーム ポス テル は 、 狂 人 で ある と 誤っ て 非難 され た 。 

な ぜ な ら 、 宗 教 は 、 無 上 の 論理 の 教え に よっ て 、 人 心 を 統治 する べき で ある 、 と ギ 
ヨー ム ポス テル は 考え て いた 。 

また 、 統 治 は 、 力 強く ある た め に は 、 長 続き する た め に は 、 平 和 に よる 統治 に より 大 
衆 の 繁栄 を 勝ち 取る 事 に よっ て 、 人 心 を つなぎ と め る べき で ある 、 と ギヨーム ポス テ 
ル は 考え て いた 。 


ギヨーム ポス テル は 、 狂 人 で ある と 誤っ て 非難 され た 。 


な ぜ な ら 、 日 々 キリ スト 教徒 が 話し て いる 、 神 の 王国 の 到来 を ギヨーム ポス テル 
は 信じ て いた 。 


ギヨーム ポス テル は 、 狂 人 で ある と 誤っ て 非難 され た 。 
な ぜ な ら 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、 地 上 で 、 論 理 と 正義 を 信じ て いた 。 


ええ 、 え え 、 大 衆 の ギヨーム ポス テル へ の 非難 は 一 理 あ る 。 

貧者 ギヨーム ポス テル に は 神聖 な 狂気 が あっ た 。 

ギヨーム ポス テル に 神聖 な 狂気 が あっ た 証拠 は 、 す で に 話し た 様 に ギヨーム ポ 
ステ ル が トレ ント の 公会 議 の 教父 に 手紙 を 書い て 、 全 世界 の 人 々 を 祝福 し 誰 も 破門 
し て 呪 わ な い 様 に 求め た 事 で ある 。 

また 、 別 の 例 で は 、 ギ ヨー ム ポス テル は イエ ズ ス 会 士 を 改心 させ よう と 試み た 。 

そし て 、 ギ ヨー ム ポス テル は イエ ズ ス 会 士 に 、 普 遍 の 調和 を 人 々 へ 説 か せよ うと 試 
みた 。 

ギヨーム ポス テル は イエ ズ ス 会 士 に 、 平 和 を 権力 者 へ 説 か せよ うと 試み た 。 

ギヨーム ポス テル は イエ ズ ス 会 士 に 、 論 理 を 聖職 者 へ 説 か せよ うと 試み た 。 

ギヨーム ポス テル は イエ ズ ス 会 士 に 、 善 、 善 行 、 徳 、 神 を この 世 の 権 力 者 へ 説 か 
せよ うと 試み た 。 

ギヨーム ポス テル の 究極 、 無 上 の 神聖 な 狂気 と し て 、 ギ ヨー ム ポス テル は 、 こ の 
世 の 利 益 や 偉人 へ の 御 機嫌 と り を 無視 し た 。 

ギヨーム ポス テル は 、 常 に 、 謙 虚 に 貧し く 生 きた 。 

ギヨーム ポス テル は 、 知 識 と 本 し か 所 有 し な か っ た 。 

ギヨーム ポス テル は 、 真 理 と 正義 し か 望ま な か っ た 。 

神 が 貧 者 ギヨーム ポス テル の 魂 に 平和 を 与え ます 様 に 。 


ギヨーム ポス テル は 温和 で 善良 で あっ た の で 、 教 会 の 上 位 者 は ギヨーム ポス テ 
ル を あわ れん だ 。 

後に ラ フォ ン テ ー ヌ に 言わ れ た 様 に 、 十 中 八 九 、 ギ ヨー ム ポス テル が 悪人 で は な 
く 愚 者 で ある と 教会 の 上 位 者 は 誤っ て 考え た 。 

教会 の 上 位 者 は 、 ギ ヨー ム ポス テル を 余生 を 修道 院 に 閉じ 込め る に と ど め た 。 

ギヨーム ポス テル は 、 余 生 を 修道 院 に 閉じ 込め られ る と いう 、 人 生 の 終わ り に 向 
か っ て 保証 され た 静けさ に 感謝 し た 。 

ギヨーム ポス テル は 、 教 会 の 上 位 者 が 求め た 通り に 全て の 発言 を 撤回 し て 、 平 和 
に 死ん だ 。 

普遍 の 調和 の 人 が 、 無 政府 主義 者 で ある は ず が 無い 。 

ギヨーム ポス テル は 、 誰 より も 、 誠 実 な カト リッ ク 教 徒 で あり 、 謙 虚 な キリ スト 教徒 
で あっ た 。 

ギヨーム ポス テル の 本 は 、 い つか 再発 見 され 、 和 驚き を 持っ て 読ま れる で あろ う 。 

アウ レオ ルス で ある (フィ リッ プス ) テ オフ ラス トゥ ス ボン バス トゥ ス と 呼ば れ て いる 、 
魔術 の 世界 で は パラ ケル スス と いう 高 名 な 名 前 で 知ら れ て いる 、 狂 人 と 誤っ て 非難 
され て いる 人 の 話 に 進 も う 。 

( 

「 ア ウレ オル ス 」 は 「 金 の 」 を 意味 する 。 

パラ ケル スス は 「 ロ ー マ の 名 医 ケ ルス ス を 超え る 」 を 意味 する 。 

) 

「 高 等 魔術 の 教理 と 祭儀 」 で 魔術 師 パ ラケル スス に つい て 話し た 概要 を くり 返す 
の は 不要 で ある 。 

し か し 、 パ ラケル スス が 復活 させ た 、 隠 され た 医学 に つい て 、 い くつ か 話す 。 

パラ ケル スス が 見 つけ た 、 万 能 薬 は 、 星 の 光 の 包括 的 な 理論 に 基づい て いる 。 


達 道 者 は 、 星 の 光 を 流体 、 ま た は 、 飲 用 に 適し た 黄金 と 呼ん で いる 。 

星 の 光 は 、 創 造 する 代行 者 で ある 。 

星 の 光 の 振動 は 、 全 て の も の の 運動 と 命 に 成る 。 

星 の 光 は 、 普 遍 の エー テル と し て 潜在 し て いる 。 

星 の 光 は 、 中 心 に 引き 寄せ られ 、 引 き 寄 せる 中 心 の 周囲 で 放射 され る 。 

星 の 光 は 、 中 心 で 飽和 し て 、 運 動 と 命 を 放射 し 、 創 造 する 流れ を 形成 する 。 

星 の 光 は 、 星 々 の 中 で 、 星 の 光 に 成る 。 

星 の 光 は 、 動 物 の 中 で 、 動 物 的 に 成る 。 

星 の 光 は 、 人 の 中 で 、 人 的 に 成る 。 

星 の 光 は 、 植 物 の 中 で 、 成 長 する 。 

星 の 光 は 、 金 属 の 中 で 、 輝 く 。 

星 の 光 は 、 自 然 の 全て の 形 を も た ら す 。 

星 の 光 は 、 普 遍 の 共感 の 法 に よっ て 、 全 て の も の を つり 合わ せる 。 

星 の 光 は 、 パ ラケル スス が 見 抜い た 磁気 的 な 現象 を 表す 。 

星 の 光 は 、 肺 と いう 錬 金 的 な 、 ふ い ご が 空気 を 吸い 込ん で 吐き 出し て 、 空 気 か ら 
解放 され た 、 血 を 赤色 に 染め る 。 

赤色 に 染まっ た 血 は 、 真 の 命 の 若返り 薬 エ リク サー に 成る 。 

血 と いう 、 わ ず か に 金色 の 流体 の 中 で 、 命 の 光 に よる 赤色 の 磁気 を 帯び た 血球 が 
浮遊 し て いる 。 

血球 は 、 実 際 に 、 種 の 様 な 物 で ある 。 

血球 は 、 人 の 肉体 と いう 世界 の 縮図 の 中 の 全て の 形 に 成る 用 意 が 有る 。 

血球 は 、 希 薄 に 成り 、 凝 固 で きる 。 

血球 は 、 希 薄 に 成っ て 凝固 し て 、 神 経 と 骨 の 周囲 の 肉 を 循環 し て いる 、 四 大 体液 
を 新しく する 。 


血球 は 、 肉 体 の 外 で 、 光 を 放つ 。 

と 言う より は 、 血 球 は 、 希 薄 に 成っ て 、 星 の 光 の 流れ に 引き 寄せ られ て 、 星 の 体 を 
循環 す る 。 

星 の 体 は 、 心 的 な 光る 体 で ある 。 

忘 我 状 態 の 人 の 想像 力 は 、 星 の 体 を 拡張 する 。 

その た め 、 忘 我 状 態 の 人 の 血 は 、 忘 我 状態 の 人 の 星 の 体 が 浸透 し て 同化 し て い 
た 遠隔 地 の 物 を 血 の 色 に 染め る 時 が 有る 。 

前 記 を 、 隠 され た 医学 に つい て の 専門 書 で 、 証 明 す る つも り で ある 。 

し か し 、 学 者 に は 一 見 、 不 思 議 に 逆説 的 に 見 える か も し れ な い 。 

前 記 が 、 パ ラケル スス が 話し て いる 医学 の 基礎 で ある 。 

パラ ケル スス は 、 星 の 光 に よる 共感 に よっ て 治し た 。 

パラ ケル スス は 、 薬 剤 を 、 星 の 体 が 引き 上 げ る と 何 も 感じ な いで 切れ る 全く 受容 
的 で ある 外 的 な 物質 的 な 肉体 で は な く 、 感 覚 の 源泉 で ある 内 的 な 媒体 で ある 星 の 
体 に 施し た 。 

パラ ケル スス は 、 共 感 し て いる 第 5 元素 に よっ て 、 血 の 第 5 元素 を 新しく し た 。 

例え ば 、 パ ラケル スス は 、 強 い 活 性 成分 を 流血 に 適用 し て 、 傷 を 治し た 。 

パラ ケル スス は 、 血 の 共感 に よっ て 、 星 の 光 と いう 物質 的 な 魂 と 、 清 め た 血 を 、 流 
血 か ら 肉 体 へ 戻し た 。 

パラ ケル スス は 、 病 気 に 成 っ た 手足 を 治す た め に 、 ロ ウソ ク の ロウ で 手足 を 作り 、 
意思 の 力 に よっ て 、 星 の 光 と いう 破 気 を 病気 に 成っ た 手足 か ら ロ ウソ ク の ロウ の 手 
足 へ 移し た 。 

そし て 、 パ ラケル スス は 、 ロ ウソ ク の ロウ の 手足 を 硫酸 、 鉄 、 火 で 治療 し て 、 想 像 力 
に よっ て 、 病 人 と 対応 し て いる 星 の 光 と いう 磁気 に よっ て 、 病 人 の 手足 を 反応 させ た 。 


この 時 、 ロ ウソ ク の ロウ の 手足 は 、 病 人 の 付属 物 、 病 人 の 補助 の 手足 に 成っ て い 
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パラ ケル スス は 、 血 の 神秘 を 知っ て いた 。 

パラ ケル スス は 、 な ぜ 偽 の 神 バ アル の 偽 の 祭司 が 天 か ら 火 を 地 に 堕 と す 前 に 自 
身 の 肉体 を 短剣 で 切り 傷 を 作る の か 、 知 っ て いた 。 

パラ ケル スス は 、 な ぜ オ リエ ント の 男性 が 性 欲 を 女性 に 催さ せる た め に 女性 の 前 
で 血 を 流す の か 、 知 っ て いた 。 

パラ ケル スス は 、 ど うし て 流血 が 報復 や 同情 を 求め て 叫ぶ の か 、 知 っ て いた 。 

パラ ケル スス は 、 ど うし て 流血 が 大 気 を 天使 や 悪霊 で 満た す の か 、 知 っ て いた 。 

血 は 、 夢 の 道具 で ある 。 

血 は 、 睡 眠 時 に 、 脳 で 、 映 像 を 増殖 させ る 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 が 、 血 に は 満ち て いる 。 

血球 に は 男性 性 と 女性 性 が ある 。 

血球 は 、 磁 気 を 帯び て 鉄 と いっ た 金属 を 引き つけ る 。 

血球 は 、 共 感 し 、 兵 け 合 う 。 

血 の 中 の 、 星 の 光 と いう 物質 的 な 魂 か ら 、 世 界 の 全て の 形 と 映像 を 呼び 出す 事 
が で きる 。 


中 略 


エリ ファ ス レヴ ィ の 考え で は 、 イ ンド の 偽 の 魔術 師 が 木片 を 血 で 別 の 木 に 半 時 ほ 


ど で 育 て て 見 せ た の は 、 血 の 中 の 光 を 放つ 星 の 光 と いう 磁気 に よる 幻惑 の 一 種 で あ 
り 、 星 の 光 と いう 磁 化 さ れ た 電気 に よる 「 復 活 」 と 呼ば れ て いる 現象 で ある 。 


「 復 活 」 と 呼ば れ て いる 魔術 に よっ て 、 枯 れ た 植物 の 灰 を 入れ た 容器 に 生き て い 
る 同じ 植物 を 見 せる 事 が で きる 。 

パラ ケル スス は 、「 復 活 」 と 呼ば れ て いる 魔術 の 秘密 を 知っ て いた 。 

星 の 光 と いう 隠さ れ た 自然 の 力 を 医学 に 応用 し て 、 パ ラケル スス は 、 上 崇拝 者 と 敵 
だ 作ら た だ 。 

パラ ケル スス は 、 ギ ヨー ム ポス テル の 様 な 単純 な 人 物 で は な か っ た 。 

パラ ケル スス は 、 生 まれ つき 攻撃 的 で 、( 身 を 守る た め に ) 嘘 も つい た 。 

その た め 、 パ ラケル スス は 、「 大 剣 の 柄 頭 に 使い 魔 を 隠し て いる 」 と いう 嘘 を 話し 
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そし て 、 パ ラケル スス は 、 大 剣 を そば か ら 離 さなか っ た 。 

パラ ケル スス の 人 生 は 、 絶 え 間 無い 載 い で あっ た 。 

パラ ケル スス は 、 旅 を し 、 議 諭し 、 書 き 、 教 えた 。 

パラ ケル スス は 、 心 の 克服 より も 、 物 質 的 な 結果 に 熱心 で あっ た 。 

その た め 、 パ ラケル スス は 、 実 践 魔術 師 と し て は 第 一 人 者 で あっ た が 、 知 の 達 道 
者 と し て は 最 下位 者 で あっ た 。 

パラ ケル スス の 哲学 は 1 つの 直感 で あり 、 パ ラケル スス は 自身 の 哲学 を 「 直 感 哲 
学 」 と 呼ん で 「 大 天文 学 ま た は 直感 哲学 」 と いう 本 を 書い て いる 。 

パラ ケル スス は 、 完 全 に は 知ら な く て も 、 誰 より も 物事 を 見 抜い た 。 

パラ ケル スス の 直感 に 並ぶ 物 は 、 パ ラケル スス の 注釈 の 軽率 さだ け で ある 。 

パラ ケル スス は 、 大 胆 な 実験 者 で あっ た 。 

パラ ケル スス は 、 自 分 の 考え と 話 に 酔っ て いた 。 

何人 か の 伝記 作家 に よる と 、 パ ラケル スス は 、 酒 で も 酔っ た 。 

パラ ケル スス が 残し た 著作 は 、 学 問 に と っ て 貴重 で ある 。 

し か し 、 パ ラケル スス の 著作 は 、 注 意 し て 読む 必要 が 有る 。 


「 神 の 様 な 者 パラ ケル スス 」 は 「 神 が か っ た パラ ケル スス 」 と 言え る か も し れ な い 、 
占い 師 と いう 意味 で 。 

パラ ケル スス は 、 神 託 の 様 な 者 で ある 。 

し か し 、 パ ラケル スス は 、 真 の 魔術 師 で は な か っ た 。 

何より も 、 パ ラケル スス は 、 医 者 と し て 大 いな る 者 で あっ た 。 

な ぜ な ら 、 パ ラケル スス は 、 万 能 薬 を 見 つけ た 。 

それ に も か か わら ず 、 パ ラケル スス は 、 自 身 の 人 生 を 延長 で きず に 、 仕 事 と 不 節制 
で 疲弊 し て 早死 に し た 。 

パラ ケル スス は 、 数 々 の 発見 の お か げ で 、 不 思 議 な 曖昧 な 栄光 と 共に 、 輝 か し い 
名 声 を 残し た 。 

し か し 、 パ ラケル スス と 同時 代 の 人 々 は 、 パ ラケル スス の 発見 を 利用 で き な か っ た 。 

パラ ケル スス は 、 死 ぬ 時 に 、 最 後 の 言葉 を 話さ な か っ た 。 

パラ ケル スス は 、 エ ノ ク や 使徒 ヨハ ネ と 同じ 事 が 言え る 神秘 的 な 人 の 1 人 で ある 。 

パラ ケル スス (の 考え ) は 、 死 ん で いな い 。 

パラ ケル スス (の 考え ) は 、 時 の 終わ り の 前 に 、 地 上 に 、 再 び 現 れる で あろ う 。 


第 5 巻 第 5 章 何人 か の 有名 な 悪人 の 霊 の 魔術 師 と 神 の 聖霊 
の 魔術 師 


ダン テ の 作品 の 注釈 と 研究 は 多い が 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 知る 限り で は 、 誰 も ダン 
テ の 作品 の 主要 な 特徴 を 指摘 し て いな い 。 
栄光 の 皇帝 派 ギ ボ ベ リン の ダン テ の 傑作 「 神 曲 」 は 、 神 秘 の 大 胆 な 啓示 に よる 、 法 


王 に 対す る 宣戦 布告 で ある 。 
ダン テ の 叙事詩 「 神 曲 」 は 、 ヨ ハネ 派 を か た る 異端 で あり 、 偽 の グノー シス 主義 で 
ある 。 


ダン テ の 「 神 曲 」 は 、 カ バラ の 象徴 と 数 を キリ スト 教 に 大 胆 に 応用 し た 物 で ある 。 

そう し て 、 ダ ン テ の 「 神 曲 」 は 、 キ リス ト 教 に 絶対 必要 な 要素 を 密か に 否定 し て いる 。 

「 神 曲 」 で の ダン テ の 超自然 的 な 世界 へ の 訪問 は 、 エ レ ウ シ ス の 秘 儀 と テー バイ 
の 神秘 へ の 入門 の 様 に 行わ れ た 。 

詩人 ウェ ル ギ リ ウス が 「 神 曲 」 で の 新しい タル タロ ス の 導 内 、 新 し い 地獄 の 圏内 で 
ダン テ を 導き 守っ た 。 

ガイ ウス アシ ニウス ポッ リオ の 息子 ガイ ウス アシ ニウス ガッ ルス の 運命 の 優し く 
悲し げ な 予言 者 ウェ ル ギ リ ウス が 、 ま る で キリ スト 教 の 叙事詩 の 非 正統 的 で ある が 
真 の 父 で ある 、 と フィ レン ツェ の 詩人 ダン テ の 目 に は 見 えた か の 様 に 。 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 ウ ェ ル ギリ ウス の 異教 の 知 の お か げ で 、「 こ の 門 を くぐる 者 は 
一 切 の 希望 を 捨て よ 」 と いう 絶望 の 文 が 門 に 記さ れ て いた 地獄 と いう 深淵 か ら 脱出 
し だ た 。 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 逆 立ち し て 、 地 獄 を 脱出 し た 。 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 キ リス ト 教 を 逆さ に し て 、 地 獄 を 脱出 し た 。 


「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 悪 魔 を 奇形 の は し ご の 様 に 利用 し て 、( 地 獄 を 脱出 し て 、) 光 
へ 昇っ た 。 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 恐 怖 に よっ て 、 恐 怖 か ら 腕 出し た 。 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、「 戻 ら な い 人 に と っ て は 、 地 獄 は 脱出 で き な い 世界 で ある 」 と 
話し て いる 様 に 思わ れる 。 

「 神 曲 」 で 、 ダ ン テ は 、 あ り ふ れ た 表現 を 使う と 「 悪 魔 の 性 に 合わ な か っ た 」 の で 、 
大 胆 さ に よっ て 解放 に 到達 し た 。 

ダン テ の 「 神 曲 」 は 、 プ ロ テ ス タン ト を 超越 し た 物 で ある 。 

ロー マ の 法王 の 敵 の 詩人 ダン テ は 、 負 けた メフィスト フェ レス の 頭 を 踏ん で 天国 に 
昇る ファ ウス ト を すでに 見 抜い て いた 。 

「 ダ ン テ の 『 神 曲 』 の 地獄 は 獄 の 陰 画 で ある 」 と 気づき な さい 。 

「 ダ ン テ の 『 神 曲 』 の 地獄 は 獄 の 陰 画 で ある 」 と 言う の は 、「 ダ ン テ の 『 神 曲 』 の 
獄 は 地獄 を 鋳型 と し て 作ら れ て いる 」 事 を 意味 する 。 

ダン テ の 「 神 曲 」 の 妹 獄 は 、 地 獄 と いう 深淵 の 蓋 ま た は 栓 の 様 な 物 で ある 。 

そこ か ら 、「 神 曲 」 で 天国 を よじ 登っ て いる フィ レン ツェ の 巨人 ダン テ は 獄 を 地獄 
に 跳 り 落 と す つ も り だ っ た 、 と 理解 で きる 。 

ダン テ の 「 神 曲 」 の 天国 は 、 一 連 の 、 エ ゼ キ エル の pantacle の 様 に 唯一 の 十字 
で 分 けら れ た 複数 の カバ ラ の 円 で ある 。 

円 を わけ て いる 十字 の 中 心 に は 薔薇 の 花 が 咲い て いて 、 薔 薇 十字 と いう 象徴 を 、 
初め て 公 に 明か し 、 ほ ぼ 明 確 に 説明 し て いる 。 

ダン テ の 「 神 曲 」 は 薔薇 十字 と いう 象徴 を 「 初 め て 」 公 に 明か し た と 話し た が 、 な 
ぜ な ら 、 ダ ン テ が 生ま れ た 1265 年 か ら 5 年 前 の 、1260 年 に 死ん た だ ギヨーム ド ロリ 
ス は 、「 薔 薇 物語 」 を 完成 で き な か っ た 。 

ギヨーム ド ロリ ス か ら 約 50 年 後に 、 ジ ャ ンド マン が 、「 薔 薇 物語 」 を 完成 させ た 。 


「 薔 薇 物語 」 と 「 神 曲 」 は 同一 の 考え の 正反対 の 形 で ある 、 と 和 驚 き と 共に 発見 され 
る で あろ う 。 

「 薔 薇 物語 」 と 「 神 曲 」 の 共通 の 考え と は 、 精 神 の 独立 に よる 入門 で ある 。 

「 薔 薇 物語 」 と 「 神 曲 」 の 共通 の 考え と は 、 当 時 の 全て の 団体 へ の 風刺 で ある 。 

「 薔 薇 物語 」 と 「 神 曲 」 の 共通 の 考え は 、 薔 薇 十字 団 の 大 いな る 秘密 の 象徴 的 な 
教義 で ある 。 

「 薔 薇 物語 」 と 「 神 曲 」 と いう 隠さ れ た 学問 の 重要 な あら われ は 、 神 殿 騎 士 団 の 失 
遼 と 同時 期 に 起こ っ た 。 

な ぜ な ら 、「 薔薇 物語 」 を 完成 させ た ジャ ンド マン は 、 晩 年 の ダン テ と 同時 代 の 人 
で あり 、 神 殿 騎 士 団 を 滅ぼし た フラ ンス 王 フィ リッ プ 4 世 の 宮 殿 で 最盛 期 に 活躍 し た 。 

「 薔 薇 物語 」 は 、 フ ラン ス の 古い 叙事詩 で ある 。 

「 薔 薇 物語 」 は 、 形 は 大 衆 向け で ある が 、 意 味 は 深い 作品 で ある 。 

「 薔 薇 物語 」 は 、 ア プレ イ ウ ス の 「 黄 金 の ロバ 」 と 同じ くら い 学 の 有る 、 隠 され た 神 
秘 の 啓示 で ある 。 

ニコ ラ フラ メル 、 ジ ャ ン ド マン 、 ダ ン テ の 薔薇 の 花 は 、 同 じ 唯一 の 柴 ほか ら 咲 出 で た 。 


中 略 


宗教 的 な 争い が 世界 を 赤く 染め て いた 時 、 ド イツ で 、 神 秘 と 魔術 の 団体 で ある 、 光 
に 照ら され た 者 の 秘密 結社 が 、 い くつ か 組織 され た 。 
当時 の ドイ ツ の 最 古 の 秘密 結社 は 薔薇 十字 団 で ある 、 と 思わ れる 。 
薔薇 十字 と いう 象徴 は 、 教 皇 派 グ ルフ と 皇帝 派 ギ や ベリ ン の 争い の 時 代 に 遡 る 。 
ダン テ の 詩 「 神 曲 」 の 象徴 と 、「 薔 薇 物語 」 の 象徴 に よっ て 見 られ る 様 に 。 
薔薇 は 、 全 て の 時 代 で 、 美 、 命 、 愛 、 快 楽 の 象徴 で ある 。 


薔薇 は 、 ル ネ サ ンス の 時 に あら われ た 全て の 抗議 で ある 秘密 の 思想 を 神秘 的 に 
表す 。 

薔薇 は 、 精 神 か ら の 抑圧 に 対し て 反抗 する 、 肉 体 で ある 。 

薔薇 は 、「 神 の 娘 で ある 神 の 恵み の 様 に 、 自 然 は 神 の 娘 で ある 」 と 宣言 する 、 自 然 
で ある 。 

薔薇 は 、 禁 欲 主義 者 に よる 抑圧 を 拒む 、 愛 で ある 。 

薔薇 は 、 不 毛 に 対し て 反抗 する 、 命 で ある 。 

薔薇 は 、 存 在 の 調和 の 啓示 に 基づい て 論理 と 愛 に 満ち て いる 自然 な 宗教 を 望む 、 
人 性 で ある 。 

薔薇 は 、 秘 伝 伝授 者 に と っ て は 、 存 在 の 、 生 き て いる 花 の 象徴 で ある 。 

実際 、 薔 薇 は 、pantacle で ある 。 

薔薇 は 、 形 が 丸い 。 

薔薇 は 、 花 冠 の 花びら が 型 で 調和 的 に 相互 に 寄り か か り 合 っ て いる 。 

薔薇 の 色合い は 、 原 色 の 調和 的 な 色合い で ある 。 

薔薇 の 内 は 、 紫 色 と 金色 で ある 。 

すでに 話し た 様 に 、 ニ コラ フラ メル の 話 に よる へ ブラ イ 人 アブ ラ ハ ム の 本 「Asch 
Mezareph」 で は 、 薔 薇 は 、「 大 作業 」 の 成就 の 象徴 で ある 。 

前 記 が 、 ギ ヨー ム ド ロリ ス と ジャ ン ド マン の 「 薔 薇 物語 」 の 鍵 で ある 。 

薔薇 の 克服 は 、 知 へ の 入門 が も た ら す 問題 で ある 。 

一 方 、 宗 教 、 キ リス ト 教 は 、 十 字 架 で ある キリ スト 教 の 普遍 の 唯一 の 最終 的 な 勝 
利 を 用 意 し 確立 し て いる 。 

次 薇 と 十字 架 の 結合 は 、 天 の 高等 な 秘伝 伝授 が も た ら す 問題 で ある 。 

実際 、 隠 され た 哲学 は 、 普 遍 の 統合 で あり 、 存 在 の 全て の 現象 を 考慮 する 必要 が 
有る 。 


生理 的 な 事実 と し て の み 考 える と 、 宗 教 と は 、 人 の 魂 に 必要 な 啓示 と 満足 で ある 。 

事実 、 宗 教 が 存在 する の は 、 学 問 的 で ある 。 

宗教 の 否定 は 、 人 性 の 否定 に 成る で あろ う 。 

人 が 宗教 を 発明 し た わけ で は な い 。 

法 や 文明 の 様 に 、 倫 理 道徳 的 な 心 の 生活 の 必要 、 必 然 に よっ て 、 宗 教 は 形成 され 
る 。 

限定 的 な 哲学 的 な 立場 か ら 、 全 て を 必然 に よっ て 説明 する な ら ば 、 宗 教 は 必然 で 
ある と 考え る 必要 が 有る 。 

無 上 の 知 的 存在 で ある 神 が 自 然 の 法 の 原因 で ある と 認め る な ら ば 、 宗 教 は 神聖 
な 物 で ある と 考え る 必要 が 有る 。 

その た め 、 正 確 に 言う と 、 全 て の 宗教 の 特徴 は 、 超 自然 的 な 啓示 に よっ て 、 神 に 直 
接 的 に 頼る 事 で ある 。 

超自然 的 な 啓示 以外 の 伝達 で は 、 教 え へ の 承認 を 十分 に も た ら せ な い 。 

真 の 自然 な 宗教 と は 、 啓 示さ れ た 宗教 で ある 、 と 結論 する 必要 が 有る 。 

言い 換え る と 、 宗 教 と は 啓示 され た 物 で ある 、 と だ け 理 解す る 事 は 自然 で ある 。 

全て の 真 の 宗教 は 、 自 己 冬 牧 を 強く 勧め る 。 

し か し 、 人 に は 、 人 の 通常 の 地位 の 範囲 外 で 、 人 の 通常 の 地位 を 超え て 、 自 己 犠 
牲 を 同 胞 で ある 人 々 に 強制 する 力 や 権力 は 無い 。 

前 記 の 、 厳 し い 論理 的 な 原理 か ら 進 ん で 、 薔 薇 十字 団 は 、 当 時 の 支配 的 な 、 位 階 
制 の 啓示 され た 宗教 で ある キリ スト 教 を 明 散 する に 至っ た 。 

その た め 、 薔 薇 十字 団 は 、 法 王 の 敵 で も 無い し 、 正 統 な 王 の 敵 で も 無い 。 

も し 薔薇 十字 団 が 法王 や 王 に 敵対 を 謀っ た と し た ら 、 薔 薇 十字 団 が 法王 や 王 を 
個人 的 に 義務 の 背 教 者 や 無秩序 に よる 混乱 の 扇動 者 と 考え た 時 で ある 。 


事実 、 実 に 、 宗 教 的 な 暴君 や 世俗 の 暴君 は 王冠 を か ぶっ た 無秩序 主義 者 で は な 
く て 何 か ? 事実 、 実 に 、 宗 教 的 な 暴君 や 世俗 の 暴君 は 王冠 を か ぶっ た 無秩序 主 
義 者 で ある ! 

前 記 に よっ て 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト や ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト 派 の 真 の 光 に 照 と 
され た 者 と いっ た 、 某 ・ 法 王 よ り カ トリ ッ ク で あり 某 ・ 王 より 王 で あっ た 何人 か の 大 い 
な る 達 道 者 や 、 何 人 か の 奇人 の 達 道 者 が 、 な ぜ カ トリ ッ ク に 敵対 し た プロ テス タン ト 、 
単 命 な ど に よる 急進 主義 で あっ た か 説明 で きる 。 

隠さ れ た 知 を 特別 に 学ん だ 者 を 除き 、 全 て の 人 々 は 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト に つ 
いて 、 ほ と ん ど 知 ら な い 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 無 上 の 魔術 師 の 1 人 で ある 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 薔薇 十字 の 王者 で ある 。 

全て の 点 に お いて 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 「 薔 薇 十字 」 と いう 学問 的 な 神秘 的 
な 名 前 に 相応 し い 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の pantacle は 、「 光 輝 の 書 」 の 光 の 様 に 、 輝 いて いる 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の pantacle は 、 ト リ テ ミ ウス の pantacle の 様 に 、 学 が 有 
る 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の pantacle は 、 ピ タゴ ラス の pantacle の 様 に 、 正 確 で あ 
る 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の pantacle は 、 ヘ へ ブラ イ 人 アブ ラ ハ ム の 本 「Asch 
Mezareph」 の pantacle や ニコ ラ フラ メル の pantacle の 様 に 、「 大 作業 」 を 完全 
に 開示 し て いる 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 化 学者 で あり 医者 で あっ た 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、1502 年 に 生ま れ た 。 


ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 超 越 的 な 神 知 学 の 秘伝 伝授 に 到達 し た 時 、42 歳 で 


あっ た 。 
ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の 注目 する べき 著作 「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 1598 
年 に 公表 され た 。 


な ぜ な ら 、「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 へ の 神聖 ロー マ 皇 帝 ル ドル フ 2 世に よる 認 
可 が 1598 年 6 月 1 日 で ある と 記さ れ て いる 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 革 命 な ど に よる 急進 的 な プロ テス タン ト で ある と 信仰 
告白 を し て いる が 、「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 で は 正統 な カト リッ ク と いう 称号 を 大 
い に 要 求 し て いる 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 当 然 の 義務 と し て 秘密 を 守り な が ら 、 ヨ ハネ の 球 示 録 
の 鍵 を 所 有 し て いる 、 と 話し て いる 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト の 、 ヨ ハネ の 鷲 示 録 の 鍵 は 、 普 遍 の 知 の 様 に 、 唯 一 で あり 
三重 で ある 。 

「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 、 七 一 に 分 か れ て いて 、 超 越 的 な 灯 学 へ の 入門 の 7 
つの 段階 と 対応 し て いる 。 

「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 、 ソ ロモ ン の 神託 に つい て の 神秘 的 な 注釈 で ある 。 

「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 の 最後 は 、 書 いて 公開 する 事 が 可能 な 限り の 、 魔 術 と 
隠さ れ た カバ ラ の 総合 で ある 、 一 連 の 要約 の 一 覧 表 で ある 。 

後記 の 様 に 、「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 、 知 の 言い 表せ な い 秘 伝 の 部 分 を 、 用 
心して 記さ れ た 9 つの 大 いな る pantacle で 表現 し て いる 。 


(1) ヘ ル メ ス の 考え 。 
2) 魔術 的 な 実現 。 
(3 知 へ の 経路 と 、「 作業 」 ま た は 「 務 め 」 に お ける 最初 の 手順 。 


(4)7 つの 神秘 的 な 光線 が 照ら し て いる 、 聖 所 の 門 。 

(5) 光 の 薔薇 。 光 の 薔薇 の 中 心 は 、 十 字 の 形 に 両 腕 を 横 に 水平 に 伸ばし て いる 人 
で ある 。 

(6) 祈 り と 作業 の 結合 の 必要 性 を 表し て いる 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト の 魔術 の 研 
究 室 。 

⑦ 知 の 絶対 の 総合 。 

8) 普遍 の つり 合い 。 

(9⑨) 

誹謗 中 傷 者 に 対す る 強い 抗議 を 例示 し て いる 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト 個 人 の 考 
え の 要 約 。 

陽気 さと 率直 な 慈 り に 満ち た 、 ド イツ の 風刺 画 に 囲ま れ た 、 錬 金 術 的 な pantacle 
で ある 。 

錬金術 師 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト の 敵 は 、 ラ テン 語 の 説明 文 と 下品 な ドイ ツ 語 の 警 
句 で 飾ら れ て いる 、 躍 、 愚 者 、 牛 、 ロ バ と し て 描か れ て いる 。 

右 に は 、 市 民 の 愉 好 を し た ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト が 描か れ て いる 。 

左 に は 、 研 究 室 で の 愉 好 を し た ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト が 描か れ て いる 。 

右 で も 左 で も 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 敵 に 嫌 な 顔 を し て いる 。 

市 民 と し て 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 、 剣 で 武装 し 、 蛇 の 尾 を 踏ん で 圧倒 し て いる 。 

研究 者 と し て 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 、 は さむ 道具 を 持ち 、 蛇 の 頭 を 圧倒 し て い 
る 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 常 に 同じ 真理 を 、 公 で は 実証 し 、 家 で は 教え て いる 。 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 天 の 鳥 が 敵 の 足下 に 堕ち て 死ぬ ほど 有毒 な 誹謗 中 傷 
者 の 汚れ た 息 を 気 に も し な いで 抽出 し て いる 。 


非常 に 興味 深い 「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 の 9 番目 の pantacle は 、 多 数 の 写 
本 で は 欠け て し まっ て いる 。 


全体 と し て 、「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 、 無 上 の 秘伝 伝授 の 全て の 神秘 を 含ん 
で いる 。 

見 出し が 表す 様 に 、「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 、 イ エス キリ スト の カバ ラ 、 神 の 
魔術 、 自 然 の 化学 、 三 重 の 唯一 、 普 遍 で ある 。 

「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 は 、 超 越 的 な 魔術 と 錬金術 の 真 の 手引 書 で ある 。 

「 形 成 の 書 」 と 「 光 輝 の 書 」 を 除き 、「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 以 外 で 、 よ り 完 全 な 
秘伝 伝授 は 見 つけ られ な い 。 

「 永 遠 の 知 の 円 形 競技 場 」 の 3 番目 の pantacle の 説明 か ら の 4 つの 重要 な 帰 
結 と し て 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 、 次 の 様 に 、 確 証し て いる 。 


(1) 

「 大 作業 」 成 就 の 総 費 用 は 、( 術 者 の 生活 費 と 個人 的 な 必要 経費 を 除き 、)30 ター 
レル を 超え る べき で は な い 。 

また 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 「 私 ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 、 知 っ て いる 人 か ら 学 
ん だ の で 、 自 信 を 持っ て 話し て いる 。30 ター レル を 超え て 費やす 人 は 、 自 分 に 都合 良 
く 誤解 し て し まっ て 、 金 銭 を 浪費 し て し まう 」 と 話し て いる 。 

その た め 、 前 記 の 話 か ら 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 、 賢 者 の 石 を 作ら な か っ た か 、 

害 を 直 れ て 賢者 の 石 を 作っ た と 認め た く 無 か っ た 。 

(2) 

達 道 者 の 義務 と し て 、10 分 の 1 を 超え て 富 を 私 用 する べき で は な く 、 余 剰 の 富 を 
神 の 栄光 と 慈善 事業 に ささ げ る べき で ある 。 


(3) 

ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト は 「 キ リス ト 教 の 神秘 と 自然 は 相互 に 説明 し 合い 解明 し 合 
う 」 と 話し て いる 。 

また 、 ハ イン リッ ヒ クン ラー ト は 「 救 い 主 イ エス の 未来 の 統治 は 、 知 と 信心 と いう ニ 
重 の 基礎 に 基づく 」 と 話し て いる 。 

自然 と いう 本 は 、 福 音 書 の 神託 を 確証 する 。 

知 と 論理 と いう 基礎 に よっ て 、 キ リス ト 教 が 正しい と 、 ユ ダ ヤ 教 徒 と イス ラム 教徒 を 
説得 で きる 。 

その た め 、 神 の 恵み と いう 助け に よっ て 、 ユ ダ ヤ 教 入 と イス ラム 教徒 を 唯一 の 宗教 
で ある キリ スト 教 へ 絶対 に 改 寺 で きる 。 

(④) 
「 自 然 の し る し と 、 技 術 の し る し は 、 単 一 性 で あり 、 単 純 さ で ある 」 


ハイ ン リ ッ ヒ クン ラー ト と 同時 代 に 、 秘 伝 伝授 者 の 医者 、 錬 金 術 師 、 パ ラケル スス 
の 医学 の 弟子 で ある 、「the Book of Signatures, or True and Vital Anatomy 
of the Greater and Lesser World( 圧 名 に つい て の 書 、 ま た は 、 大 世界 と 小 世 界 
の 真 の 命 の 解剖 学 )」 の 著者 で ある 、 オ ズ ワ ル ド クロ ル が いた 。 

オズ ワル ド クロ ル の 著作 の 序文 は 、 非 常に 良く で きた 、 錬 金 術 に つい て の 概要 で 
ある 。 

オズ ワル ド クロ ル は 、 次 の 事 を 実証 し よう と し た 。 


「 神 と 自然 は 、 全 て の 作品 に 署名 し た 、 と 言え る 。 
自然 の 力 を 与え られ て いる 全て の 被 造物 は 、 消 えな い 象 形 文字 で 記さ れ た 、 自 然 の 
力 に よる 、 し る し を 持っ て いる 。 


その た め 、 隠 され た 本 に 入門 し た 人 は 、 開 か れ た 本 の 様 に 、 複 数 の も の の 共感 と 反 
感 や 、 も の の 特性 と いっ た 、 被 造物 の 全て の 秘密 を 読め る 」 


異な る も の の 象形 文字 は 元 は 星々 、 花 々 、 山 々 、 小 石 に 存在 する 自然 の 署名 で あ 
る 。 

水晶 の 形 、 鉱 物 の 模様 は 、 創 造 主 で ある 神 が 被 造物 を 形成 し た 時 の 思考 の 痕跡 
で ある 。 

前 記 の 、 概 念 は 詩情 豊か で あり 壮大 で ある 。 

し か し 、 人 に は 、 世 界 の 神秘 の 言葉 の 文法 の 知 が 欠け て いる 。 

人 に は 、 原 初 の 絶対 の 言葉 の 秩序 的 な 語 某 の 知 が 欠け て いる 。 

ソロ モン 王 だ けが 、 神 の 言葉 の 文法 と 語 革 を 知る と いう 二 重 の 作業 を 成就 し た 、 
と 信じ られ る 。 

し か し 、 ソ ロモ ン の 鍵 、 ソ ロモ ン の 本 は 、 失 われ た 。 

オズ ワル ド クロ ル の 計画 は 、 ソ ロモ ン の 鍵 の 復元 で は な く 、 創 造 する 神 の 言葉 イ 
エス の 普遍 の 言葉 を 獲得 する た め の 基 本 原理 の 発見 で あっ た 。 

後記 を 、 神 の 言葉 イエ ス の 普遍 の 言葉 を 獲得 する た め の 基 本 原理 に よっ て 認め 
られ る 。 

最初 の 象形 文字 は 、 幾 何 学 の 主要 な 要素 に 基づい て いる 。 

最初 の 象形 文字 は 、 交 互 の 運動 や 複合 し た 運動 が 決定 し た 形 の 本 質 的 な 法 と 
対応 し て いる 。 

つり 合う 複数 の 引力 が 、 交 互 の 運動 や 複合 し た 運動 を 決定 する 。 

外見 の 形 に よっ て 、 混 合 物 か ら 単 体 を 見 分 けら れる 。 

形 と 数 の 間 の 対応 に よっ て 、 も の の 表面 の 1 つ 以 上 の 線 に よっ て 明か され た 全て 
の も の の 数 学 的 な 分 類 が 可能 と 成る 。 


エデン の 知 の 思い 出 で あ る 、 知 的 な 努力 の 根本 に は 、 知 を 待ち 望む 発見 の 一 大 
世界 が 存在 する 。 

パラ ケル スス は 、 見 抜い た 。 

オズ ワル ド クロ ル は 、 ほ の めか し た 。 

第 三 者 が 、 実 現し 実証 する で あろ う 。 

昨日 は 黒 か に 見 えた も の が 、 明 日 は 天才 に 成る で あろ う 。 

人 知 の アト ラン ティ ス 大 陸 で ある 失わ れ た が 復活 し た 世界 を 初め て 調査 し た 気 高 
い 探 求 者 を 進歩 は 、 た た える で あろ う 。 

17 世紀 の 最初 は 、 錬 金 術 の 大 時 代 で あっ た 。 

17 世紀 の 最初 は 、Philip Muller、john Torneburg、 マ イケ ル マイ ヤー、 オ ル テ 
リウ ス 、Poterius、Samuel Norton、Barorl de Beausolell、David Planis 
Campe、jean Duchesne、RoDert Fludd、Benjarmin Mustapha、 デ スパ ニ エ 、 無 
上 の 人 で ある 「the Cosmopolite( 世 界 市 民 )」、「the Cosmopolite( 世 界 市 民 )」 の 
文書 を 翻訳 し た de Nuisement、 ヤ ン ファ ン ヘル モン ト 、Eirenaeus Philalethes、 
ヨハ ン ルド ルフ グラ ウ バ ー、 気 高い 靴 屋 ヤコブ ベー メ の 時 代 で あっ た 。 

前 記 の 、 秘 伝 伝授 者 の 主 な 人 々 は 、 超 越 的 な 魔術 の 研究 に 専念 し た が 、「 魔 術 」 
と いう 憎まれ 嫌 わ れ た 名 前 を 「 錬 金 術 の 実験 」 と いう ヴェ ー ル の 裏 に 用 心して 隠し 
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錬金術 師 が 発見 し て 弟子 に 伝え た か っ た 「 賢 者 の 水銀 」 と は 、 学 問 的 な 宗教 的 な 
総合 で あり 、 王 の 統一 の 中 に 存在 する 平和 で ある 。 

神秘 主義 者 と は 、 真 の 光 に 早 ら され た 者 へ の 盲信 者 で し か な か っ た 。 

光 に 照ら され た 者 の 学問 は 、 星 の 光 に つい て の 普遍 の 知 で あっ た 、 と 言え る 。 

1623 年 の 春 に 、 パ リ の 諸々 の 通り に 、 後 記 の 、 不 思 議 な 声明 文 が 張ら れ た 。 


「 私 達 は 、 薔 薇 十字 団 の 公認 の 使者 で ある 。 

薔薇 十字 団 は 、 わ ざと 目立っ た り 、 気 づか れ な い 様 に し た り し て 、 パ リ に 滞在 し て い 
る 。 

薔薇 十字 団 は 、 至 高 の 神 の 恵み に よっ て 、 外 的 な 手段 無し で 、 薔 薇 十字 団 が 住む 
国々 の 言葉 を 話し て 、 教 え を 授け て 薔薇 十字 団 の 同 有 抱 で ある 人 々 を 恐怖 と 死 か ら 救 
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賢者 の 心 は 神 に 向かう 。 

も し 単なる 好奇 心から 誰か が 薔薇 十字 団 を 探し て も 、 薔 薇 十字 団 と 交流 で き な い で 
あろ う 。 

し か し 、 も し 人 が 薔薇 十字 団 の 同胞 愛 に 名 を 連ね た いと いう 真剣 な 望み に 駆り 立て 
られ た ら 、 思 考 を 見 分 けら れる 者 で ある 薔薇 十字 団 は 薔薇 十字 団 の 約束 が 真実 で 
ある 事 を 表す で あろ う 。 

その た め 、 薔 薇 十字 団 は 、 薔 薇 十字 団 が 住む 場所 を 開示 し な い 。 

な ぜ な ら 、 薔 薇 十字 団 の 声明 文 の 読者 が 堅固 な 意思 で 薔薇 十字 団 と の 結合 を 思 
考 す れ ば 、 薔 薇 十字 団 が 読者 を 知る の に 十分 で あろ うし 、 読 者 が 薔薇 十字 団 を 知る 
の に 十分 で あろ う 」 


蒼 薇 十字 団 の 神秘 的 な 声明 文 は 世論 を と ら え た 。 
も し 誰か が 薔薇 十字 団 は 何者 で ある か 公 に 質問 し た ら 、 多 分 、 後 記 の 様 に 、 見 知 
ら ぬ 人 が 質問 者 を 他人 か ら 引 き 離 し て 重々 し く 話 す で あ ろう 。 


「 全 世界 で 速やか に 起こ る 必要 が 有る 変革 を 運命 づけ られ た 、 薔 薇 十字 団 は 、 無 上 
の 知 の 受託 者 で ある 。 


自然 か ら の 贈り 物 の 平静 な 所 有 者 と し て 、 薔 薇 十字 団 は 、 自 然 か ら の 贈り 物 を 思い 
通り に 扱え る 。 

薔薇 十字 団 は 、 ど こ に いて も 、 他 の 場所 で 起き て いる 全て の 物事 を 、 現 場 に いる より 
も 良く 知っ て いる 。 

薔薇 十字 団 は 、 飼 えと 潟 き を 超越 し て いる 。 

薔薇 十字 団 に は 、 恐 れる べき 老い も 病気 も 無い 。 

次 薇 十字 団 は 、 無 上 の 力 が 有る 聖霊 や 霊 に 命令 で きる 。 

神 は 、 薔 薇 十字 団 を 、 敵 か ら 守 る た め に 、 雲 で 覆っ た 。 

その た め 、 ワ シ の 目 よ り 見 通す 目 を 持っ て いて も 、 薔 薇 十字 団 が 同意 し な いと 、 薔 
十字 団 を 見 る 事 は で き な い 。 

薔薇 十字 団 の 全体 集会 は エジプト の ピラ ミッ ド で 開か れる 。 

た だ し 、 出 エジプト 記 17 章 で モー セ が 泉 を 表し た 石 の 様 に 、 エ ジ プ ト の ピラ ミッ ド は 、 
薔薇 十字 団 と 共に 砂漠 を 進み 、 薔 薇 十字 団 が 約束 の 地 に 入る まで 、 薔 薇 十字 団 の 
後に 従う で あろ う 」 


更 5 巻 第 6 章 い くつ か の 魔術 の 告発 


象徴 的 な 「 ケ ベス の 石板 」 で 、 ギ リ シ ャ の 哲学 者 ケ ベ ス は 、 後 記 の 、 見 事 な 結論 を 
話し て いる 。 


「 望 むべ き 唯一 の 本 当 に 善い 物 は 、 知 で ある 。 
師 れ る べき 唯一 の 本 当 の 悪 は 、 和 狂気 で ある 」 


実に 、 正 に 、 倫 理 道 徳 的 な 心 の 悪 と 罪 は 、 和 狂気 で ある 。 

多数 の 大 胆 な 論文 で 、「 犯 罪 者 を 罰する 代わ り に 、 犯 罪 者 に 世話 を し て 犯罪 者 を 
治す 必要 が 有る 」 と 常に 主張 し た 神父 Hilarion Tissot に 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 共感 
する 。 

し か し 、 共 感 は する が 、 理 性 は 、 罪 へ の 寛大 過ぎ る 解釈 に 対し て 抗議 の 声 を 上 げ 
る 。 

罪 へ の 寛大 過ぎ る 解釈 は 、 法 の 武装 解除 に よっ て 、 備 理 道徳 の 拘束 力 を 破壊 す 
る 結果 に 成る で あろ う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 狂 気 を 杉林 に 例え る 。 

酷 町 は 、 ほ ぼ 常 に 、 自 発 的 に 行わ れる 。 

だ か ら 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 酷 町 と いう 自発 的 な 理性 の 豪 失 を 口実 に させ ず に 、 
本 本 状態 で 犯さ れ た 不 品行 や 罪 を 罰する 器 判 者 の 知 を た た える 。 

本 町 状態 と いっ た 自ら 招い た 状態 を 罪 を 重く する 事情 に 数 えら れる 時 が 来る か も 
し れ な い 。 


知性 を 持つ に も か か わら ず 自 発 的 な 行動 に よっ て 理性 を 逸 朋 し た 人 は 法 の 保護 
か ら 外 され て し まう 時 が 来る か も し れ な い 。 

法 と は 、 人 の 理性 で は な いか ? 法 と は 、 人 の 理性 で ある ! 

赤ワイン と いっ た 酒 、 仙 慢 、 憎 悪 、 性 欲 に よっ て 楓 町 する 人 に は 災い が 有る ! 

本 町 し て いる 人 は 、 盲 目 に 成り 、 不 正 、 不 公平 に 成り 、 状 況 に 流さ れる 。 

柳町 し て いる 人 は 、 歩 く 不幸 の 源 、 生 き て いる 不幸 の 源 で ある 。 

本 丁 し て いる 人 は 、 殺 すか も し れ な いし 、 犯 すか も し れ な い 。 

楓 町 し て いる 人 は 、 鎖 に つなが れ て いな い 狂 人 で ある 。 

本 丁 し て いる 人 を 、 鎖 に つなが れ て いな い 狂 人 と し て 非難 し な さい 。 

社会 に は 自衛 の 権利 が 有る 。 

社会 に は 護身 の 権利 が 有る 。 

自衛 は 、 権 利 と 言う より も 、 義 務 で ある 。 

護身 は 、 権 利 と 言う より も 、 義 務 で ある 。 

な ぜ な ら 、 社 会 に は 幼子 が いる 。 

前 記 の 、 考 え を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ が 話す 魔術 の 告発 は 、 思 い 出 させ る 。 

頻繁 に 、 教 会 と 社会 は 、 裁 判 に よる 狂人 の 処刑 に よっ て 、 非 難 さ れ 過 ぎ て いる 。 

悪人 の 霊 の 魔術 師 は 狂人 で ある 、 と エリ ファ ス レヴ ィ は 認め る 。 

し か し 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 の 狂気 は 、 邪 悪 で あっ た 。 

も し 悪人 の 霊 の 魔術 師 と 混同 され て 無実 の 病人 が 処刑 され て いた と し て も 、 教 会 
と 社会 に は 責任 が 無い 不幸 な 出来 事 で ある 。 

国 の 法 と 当時 の 裁判 に よる 処刑 は 全て 正当 で ある 。 

国 の 法 と 当時 の 裁判 に より 処刑 され る 人 が 無罪 に 成る 可能 性 は 、 神 の 手中 に あ 
る 。 


し か し 、 国 の 法 と 当時 の 裁判 に より 処刑 され た 人 は 、 人 前 で は 有罪 で あり 、 人 前 で 
は 有罪 の まま で ある 必要 が 有る 。 


中 略 


し か し 、 も し 現実 に は 裁判 は 誤る 可能 性 が 有る と し て も 、 法 的 に は 裁判 は 誤る 可 
能 性 が 有 っ て は な ら な い 。 

さも な けれ ば 、 人 の 正義 は 、 ど う 成 っ て し まう で あろ うか ? 

死刑 を 宣告 され た ソクラテス は 逃げ て も 良かっ た 。 

ソクラテス を 裁 いた 者 も 自ら 逃亡 の 手段 を ソクラテス に 与え た で あろ う 。 

し か し 、 ソ クラ テス は 、 法 を 尊重 し て 、 死 ぬ 事 を 決意 し た 。 

いく つか の 刑 の 過酷 さ は 、 中 世 の 法 に 責任 が 有り 、 中 世 の 裁 判 所 に は 責任 は 無 


い 。 
中 略 


コン スタ ン テ ィ ヌ ス 1 世 の 「 私 は 祭司 が 恥ず べき 罪 に よっ て 祭司 と し て の 名 誉 を 汚 
し て いる の を 見 つけ た ら 、( 密 か に 神 す る が 、) 私 は 私 の 『 紫 衣 』 で 祭司 を 覆い 隠す で 
あろ う 」 と いう 言葉 は 美しく 王者 に 相応 し い 。 

な ぜ な ら 、 祭 司 は 、 汚 れ な い 者 で ある べき で ある 。 

(汚れ て いる 人 は 祭司 に 相応 し く な い 。) 

正義 が 、 大 衆 の 倫理 道徳 性 の 前 で も 、 誤 り が 無い 物 で ある 、 様 に 。 


中 略 


逆境 は 、 大 いな る 人 を 明らか に する 。 
幸運 の 時 に 耐え る より も 病 か に 、 逆 境 で 苦し み を 耐え る の は 容易 で ある 。 


中 略 


遅かれ 早かれ 、 神 は 迫害 され た 人 の 無実 に 携わっ て くれ る 、 の は 疑い が 無い 。 


し か し 、 地 上 で は 神 が 迫 害さ れ て いる 人 を 敵 か ら 常 に は 救っ て くれ な い 。 


地上 で は 神 が 人 迫害 され て いる 人 を 死に よっ て 救う 時 が 実際 に 有る 。 


中 略 


全て の 短気 な 性 格 の 人 の 様 に 、Sieur de Keriolet は 圧倒 され て 、 無 神 論者 と い 
う 一 方 の 極端 か ら 禁 欲 生活 者 と いう 他方 の 極端 へ 移っ た 。 


中 略 


英雄 と 同じ く 、 怪 物 は 稀少 で ある 。 
大 衆 は 、 大 いな る 善行 も で き な い し 、 大 罪 も 犯 せ な い 、 凡 人 で 構成 され て いる 。 


中 略 


神意 は 、 人 々 を 人 々 自身 の 悪事 に よっ て 六 す る 。 


(興奮 し 過ぎ て 悪事 を 犯し た 人 を 興奮 に よっ て 狂い 死に する まま に し て お いた り 、 
拉 問 者 が 提 問 相手 の 事 が 焼き つい て 振 問 相手 の 霊 を 幻視 する 様 に 成っ て も 狂い 死 
に する まま に し て お く 、 な ど 。) 

神意 は 、 人 々 の 過ち の 悲惨 な 結果 に よっ て 人 々 を 教え る 。 


中 略 


18 世紀 に 成る と 、 祭 司 を 火 刑 に する 様 に 成っ た 。 

ほぼ 常に 、 善 人 が 悪人 の 罪 を つぐ な う 羽 目 に 成る 、 様 に 。 

18 世紀 の 最初 で も 、 人 へ の 火 刑 は 未だ に 続け られ て いた 。 

(大 衆 の ) 信 心 は 死ん で いた が 。 

ラバ ー ル と いう 若者 が 行列 祈 補 式 で 帽子 を 外し て 敬意 を 表 さ な か っ た の で 、 偽 善 
者 は ラバ ー ル を 恐る べき 岳 問 に か けた 。 

その 時 、 ヴ ォ ル テー ル が いて 、 ヴ ォ ル テー ル は ヨー ロッ パ へ 侵略 し た フン 族 の 王 
アッ ティ ラ の 様 な 使命 感 を 心中 に 自覚 し た 。 

人 の 肉欲 が 宗教 を 冒 し た た め 、 最 早 この 世 の 人 々 に は 宗教 は 相応 し く 無い の 
で 、 神 は 、 ヴ ォ ル テー ル と いう 新しい 破壊 者 を この 世に 菩 わ し て 、 こ の 世 の 人 々 か ら 
宗教 を 取り 上 げた 。 


中 略 


自然 は 、 似 た 状況 下 で 同様 の 一 連 の 不思議 な 事実 を 再現 し て 、 悪 魔 が 存在 する 


と 言う 迷信 家 の 自 信 過 剰 な 無知 と 、 段 異 現象 は 存在 し な いと 言う ヴォ ル テ ー ル 派 の 
知 の 不足 に 、 抗 議 す る 。 


全て の 時 代 で 、 特 定 の 神経 病 は 、 物 理 的 な 混乱 を 伴う 。 

狂人 、 て ん か ん 患者 、 強 硬 症 カ タレ プシ ー 患 者 、 病 的 興奮 者 に は 異常 な 能力 が 有 
る 。 

狂人 、 て ん か ん 患者 、 強 硬 症 カタ レプ シー 患者 、 病 的 興奮 者 は 、 伝 染 性 の 幻覚 に 
か か り 易 い 。 

狂人 、 て ん か ん 患者 、 強 硬 症 カタ レプ シー 上 患者 、 病 的 興奮 者 は 、 大 気 や 周囲 の 物 
に 混乱 を も た ら す 時 が 有る 。 

幻覚 患者 は 、 自 身 の 妄 想 を 実体 化し た 自身 の 影 (、 ラ ル ヴ ァ ) に 苦し め ら れる 。 

脳 の 苦し み に よ っ て 栓 め られ た 自身 の 反映 (、 ラ ル ヴ ァ ) に 、 肉 体 は 包囲 され る 。 

幻覚 患者 は 、 星 の 光 の 中 の 自身 の 映像 (、 ラ ル ヴ ァ ) を 見 る 。 

星 の 光 の 強い 流れ は 、 磁 石 の 様 に 作用 し て 、 家 具 を 移動 させ た り 倒 し た りす る 。 

星 の 光 の 強い 流れ に よっ て 、 夢 の 中 に いる か の 様 に 、 物 音 や 声 が 聞こ える 。 

前 記 の 、 生 異 現象 は 、19 世紀 に 頻繁 に くり 返さ れ て 知ら れる 様 に 成っ た が 、 先 祖 
は 霊 や 悪魔 の せい に し て いた 。 


中 略 


雄 気 に よ る 現象 が 自然 科学 を 新しい 発見 へ の 経路 の 上 に 移し た 。 

未来 の 化学 の 総合 は 、 医 者 を 星 の 光 の 知 へ 導く で あろ う 。 

星 の 光 と いう 普遍 の 力 は 一 度 で も 知ら れれ ば 、 何 も の が 、 星 の 光 の 磁石 の 強 さ 、 
数 、 方 向 を 測定 する 事 を 妨害 で きる で あろ うか "? 。 何 も の も 、 星 の 光 の 磁 石 の 強 さ 、 
数 、 方 向 を 測定 する 事 を 妨害 で き な い ! 

自然 科学 に お ける 変革 が 続く で あろ う 。 

そし て 、 カ ル デ ア の 超越 的 な 魔術 へ 戻る 事 に 成る で あろ う 。 


中 略 


目覚 め て いる が 、 和 干し草 の 発散 する 気体 に よっ て 半ば 窒息 し て いる 状態 の 人 
Bezuel の 幻視 で 際立っ て いる 夢 の 特徴 に 気づく べき で ある 。 

脳 の 充血 に 続い て 起き て いる 、 星 の 光 に よる 本 町 が 認め られ る 。 

星 の 光 に よる 酷 丁 に 続い て 起き た 、 催 眠 状 態 が 、M. Bezuel に 、 友 人 が 星 の 光 の 
中 に 残し た 、 生 き て いる 時 の 最後 の 鏡像 を 見 せ た 。 

星 の 光 の 中 の 友人 の 鏡像 が 裸 で 腰 ま で の 上 半身 し か 見 えな か っ た の は 、 下 半身 
が 川 の 中 に 沈ん で 隠れ て いた か ら で あ る 。 

十 中 八 九 、 星 の 光 の 中 の 友人 の 鏡像 の 髪 の 紙 は 、 水 浴び する 時 に 髪 を 縛る の に 
用 いた ハン カチ ー フ で ある 。 

Bezuel は 、 友 人 に 起き た 全て の 事 を 、 催 眠 状 態 の 直感 で 知っ た 。 

し か し 、Bezuel は 、 友 人 の 口 か ら 友 人 に 起き た 事 を 知っ た 、 と 思っ た 様 で ある 。 

友人 の 映像 が 悲し くも 見 えな か っ た し 陽気 に も 見 えな か っ た の は 、 記 憶 と 鏡像 だ 
け で 構成 され た 命 の 無い 映像 が 与え た 印象 に よる 物 で ある 。 

M. Bezuel は 、 最 初 の 幻視 の 時 に 、 和 干し 草 に よる 気体 で 柳町 し て 、 は し ご か ら 落 ち 
て 、 腕 を 痛め た 。 

Bezuel は 、 夢 を 見 て いる 時 の 論理 に よっ て 、 腕 の 痛み は 友人 が 腕 を つか ん だ 感 
触 で ある と 思い 込ん だ 。 

Bezuel が 意識 を 回 復 し て も 未だ 腕 に 痛み を 感じ た の は 、 腕 を 痛め た か ら と 全く 
目 然 に 説明 で きる 。 

Bezuel と 死ん だ 友人 の 会 話 の 内 容 は 死ぬ 前 の 過去 の 事 だ け で あっ た 。 


Bezuel と 死ん だ 友人 の 会 話 に は 、 死 自体 に つい て の 話 や 、 あ の 世に つい て の 話 
は 、 存 在 し な か っ た 。 

Bezuel と 死ん だ 友人 の 会 話 の 内 容 は 死ぬ 前 の 過去 の 事 だ け で あっ た の は 、 こ 
の 世 と 、 あ の 世 を 隔て る 壁 の 超越 が 何と 不可 能 に 見 える ほど 困難 で ある か 改め て 証 
明 し て いる 。 

エ ゼ キ エ ル 書 で は 、 お 互い の 中 で 回 転 する 車輪 が 、 命 を 表し て いる 。 

エ ゼ キ エ ル 書 で は 、 牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 4 つの 獣 が 、 四 大 元素 を 表し て い 
る 。 

和牛 、 人 、 ラ イオ ン 、 ワ シ と いう 4 つの 獣 は 、 車 輸 を 昇り 降り し て 、 追 い 越 す 事 無 く 、 お 
互い に 追い か け 合 う 。 

黄道 12 星座 の 象徴 の 様 に 。 

永久 機関 の 車輪 は 、 逆 回 転 し な い 。 

形 は 、 去 っ た 状態 に 戻ら な い 。 

去っ た 場所 に 戻る に は 、 前 進 に よっ て 、 常 に 同じ で 常に 新しく 、 円 を 一 周 し て 渡る 
必要 が 有る 。 

後記 の 様 に 、 結 論 で きる 。 

この 世 の 人 生 で 表れ る 物 は 、 全 て 、 こ の 世 の 人 生 の 物 で ある 現象 で ある 。 

また 、 こ の 世 で は 、 一 瞬 で すら 、 死 と いう 恐 る べき 壁 を 超越 する 物事 は 、 思 考 の 下 
に 、 想 像 の 下 に 、 幻 覚 の 下 や 夢想 の 下 に すら 、 与 えら れ て いな い 。 


第 5 巻 第 7 章 フリ ー メ ー ソ ン の 魔術 的 な 起源 


教会 に 対す る 反乱 が キリ スト 教 の 統一 性 を 解体 し て いる 時 に 、 突 然 、 ヨ ー ロ ッ パ に 、 
メー ソン と いう 名 前 で 知ら れ て いる 大 いな る カバ ラ の 結社 が 現れ た 。 

メー ソン に つい て の 歴史 家 は 皆 、 メ ー ソ ン の 起源 の 説明 に 困っ て いる 。 

ある 歴史 家 は 、 ス トラ ス ブ ー ル の 大 聖堂 を 建築 する た め に 組織 され た 石 エ ギル ド 
が メー ソン の 起源 で ある と 話し て いる 。 

クロ ムウ ェ ル の 時 代 の イギリス の メー ソン の 儀式 が ピュ ー リ タン の 無政府 主義 者 
の 指導 者 クロ ムウ ェ ル へ の 抗議 と し て 発達 し た 可能 性 を 思考 停止 し て 、 あ る 歴史 家 
は 、 ク ロム ウェ ル が メー ソン を 設立 し た と 誤っ て 主張 し て いる 。 

ある 歴史 家 は 、 無 知 に も 、 イ エズ ス 会 が メー ソン を 創設 は し て いな く て も 維持 と 指 
導 は し て いる と 誤っ て 主張 し て いる 。 

メー ソン は 、 長 い 間 、 秘 密 に され て きた 結社 で あり 、 常 に 秘密 に 包み 隠さ れ て いる 
結社 で ある 。 

イエ ズ ス 会 が メー ソン に 関与 し て いる と いう 論理 が 破綻 し て いる 誤っ た 意見 を 除 
いて 、 後 記 を 認め る 事 に よっ て 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 メ ー ソ ン の 起源 に つい て の 歴史 
家達 の 意見 を 調和 で きる 。 

メー ソン は 、 名 前 と 象徴 を 、 ス トラ ス ブ ー ル の 大 聖堂 の 石工 組合 か ら 取 り 入 れ た 。 

また 、 メ ー ソ ン は 、 革 新 的 な 法 の お か げ で 、 ク ロム ウェ ル の 独裁 を 物 と も せ ず 、 イ ギ 
リス で 公 に 最初 に 現れ た 。 

さら に 、 話 す と 、( 良 くも 悪く も 、) 神 殿 騎 士 団 は 、 メ ー ソ ン の 見 本 と 成っ た 。 

讐 薇 十字 団 が 、 メ ー ソ ン の 直接 の 先祖 で ある 。 


(良く も 悪く も 、) ヨ ハネ 派 を か た る 異端 は 、 メ ー ソ ン は 遠く 隅 た っ て いる が 、 先 人 と 
成 つ た だ 。 

メー ソン の 考え は 、 ゾ ロア スタ ー と ヘル メス の 考え で ある 。 

メー ソン の 法 は 、 前 進 的 な 秘伝 伝授 で ある 。 

メー ソン の 原理 は 、 位 階 制 と 普遍 の 友愛 、 同 胞 愛 が 調節 する 平等 で ある 。 

メー ソン は 、 ア レク サン ドリ ア 学 派 の 後継 者 で ある 。 

同様 に 、 メ ー ソ ン は 、 全 て の 古代 の 秘伝 伝授 の 後継 者 で ある 。 

メー ソン は 、 ヨ ハネ の 黙 示 録 と 「 光 輝 の 書 」 の 秘密 の 、 保 管 者 で ある 。 

メー ソン が 敬礼 する 対象 は 、 真 理 で ある 。 

メー ソン は 、 真 理 を 光 で 表す 。 

メー ソン は 、 全 て の 信仰 の 形式 を 大 目 に 見 る 。 

メー ソン は 、 唯 一 の 哲学 の 学徒 で ある 、 と 話す 。 

メー ソン は 、 真 理 だ け を 探求 する 。 

メー ソン は 、 真 実 を 教え る 。 

メー ソン の 計画 は 、 全 て の 人 の 知性 を 論理 の 範囲 内 に 徐々 に 段階 的 に 導く 事 で 
ある 。 

フリ ー メ ー ソ ン の 例え 話 的 な 目的 は 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 を 建て 直す 事 で 
ある 。 

フリ ー メ ー ソ ン の 実際 の 目的 は 、 論 理 と 信心 の 結合 に よっ て 、 社 会 の 統一 性 を 復 
活 さ せる 事 で ある 。 

また 、 フ リー メー ソン の 実際 の 目的 は 、 知 と 徳 に 基づい た 位階 制 の 原理 に 立ち 戻 
る 事 に よっ て 、 入 門 へ の 経路 を 復活 させ る 事 と 、 向 上 の た め の 段 階 と し て 役立つ 入 
門 の 試練 を 復活 させ る 事 で ある 。 

フリ ー メ ー ソ ン の 考え と 献身 より 美しい も の 、 大 いな る も の は 存在 し な い 。 


不幸 に も 、 一 般 の メー ソン で は 、 統 一 の 考え と 位階 制 へ の 服従 を 保持 し て いな い 。 

正統 な 真 の メー ソン で は な い 、 反 乱 分 子 の 偽 の メー ソン が 現れ て し まっ た 。 

フラ ンス 革命 と いう 惨事 に お ける 全て の 最悪 な 物 は 、 分 派 の 異端 の 偽 の メー ソン 
の せい で ある 。 

と ころ で 、 フ リー メー ソン は 、 キ ュ ロ ス 2 世 と ゼル バベル に つい て の 伝説 が 補完 す 
る 、 ヒ ラム の 神聖 な 伝説 を 保持 し て いる 。 

後記 は 、 ヒ ラム の 伝説 で ある 。 


ソロ モン は 、 エ ル サ レ ム 神 殿 を 建て る 計画 を し て 、 計 画 を ヒラ ム と 言う 建設 者 に 委 
託し た 。 

建設 者 の 達 道 者 で ある ヒラ ム は 、 作 業 の 秩序 を 確保 する た め に 、 技 術 の 段階 に 応 
じ て 建 設 者 を 3 つ に 分 けた 。 

建設 者 は 多数 で あっ た 。 

その た め 、 建 設 者 を 見 分 ける た め に 、 作 業 に 応じ て 建設 者 に 報い る た め に 、 ヒ ラム 
は 3 つの 合言葉 と 合図 を それ ぞ れ 3 つの 段階 の 建設 者 に 与え た 。 

建設 者 の 3 つの 段階 は 、 見 習い 、 同 胞 、 達 道 者 で ある 。 

3 人 の 同胞 が 、 達 道 者 の 地位 を 力 で 獲得 し な いで 、 達 道 者 の 地位 を 不当 に 望ん 
だ 。 

3 人 の 同胞 は 、 エ ル サ レ ム 神 殿 の 3 つの 主要 な 門 で ヒラ ム を 待ち 伏せ た 。 

ヒラ ム が 第 1 の 門 か ら 出 て 来る と 、 第 1 の 同胞 が 、 建 設 者 ヒラ ム を 定規 で 脅し て 
達 道 者 の 言葉 を 要求 し た 。 

ヒラ ム は 「 私 ヒラ ム は 達 道 者 の 言葉 を そん な 方 法 で 授 か ら な か っ た 」 と 答え た 。 

第 1 の 同 胞 は 怒っ て 、 ヒ ラム を 鉄 の 定規 で 打ち 、 最 初 の 傷 を ヒラ ム に 負わ せ た 。 

建設 者 ヒラ ム は 第 2 の 門 へ 逃げ た 。 


第 2 の 門 で ヒラ ム は 第 2 の 同胞 に 出会っ た 。 

第 2 の 同 抱 は 、 ヒ ラム を 直角 定規 、 ま た は 、 て こ で 脅し て 達 道 者 の 言葉 を 要求 し た 。 

ヒラ ム は 「 私 ヒラ ム は 達 道 者 の 言葉 を そん な 方 法 で 授 か ら な か っ た 」 と 答え た 。 

第 2 の 同胞 は 、 ヒ ラム を 直角 定規 、 ま た は 、 て こ で 打っ た 。 

第 3 の 門 に は 、 第 3 の 同胞 が いて 、 同 様 の 事 を し て 、 ヒ ラム を 木 棚 で 殺し た 。 

3 人 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 ヒ ラム の 死体 を ご ど み の 山の下 に 隠し た 。 

3 人 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 ご み の 山 と いう 即席 の ヒラ ム の 墓 の 上 に アカ シア の 枝 
を 立て た 。 

アベ ル を 組 し た 後 の カ イン の 様 に 、3 人 の ヒラ ム の 殺害 者 は 逃亡 し た 。 

ソロ モン は 、 建 設 者 ヒラ ム が 帰ら な い 事 に 気づい て 、 ヒ ラム を 探す た め に 9 人 の 達 
道 者 を 派遣 し た 。 

アカ シア の 枝 が 、 ヒ ラム の 死体 の 在処 を 明か し た 。 

9 人 の 達 道 者 は 、 ご み の 山 の 下 か ら ヒ ラム の 死体 を 引き 出し た 。 

ヒラ ム の 死体 は 長い 間 、 置 か れ て いた の で 、9 人 の 達 道 者 は 「 肉 が 骨 か ら 落 ち た 」 
と いう 意味 の 言葉 を 口 に し た 。 

ヒラ ム の 葬式 が 正しく 行わ れ た 。 

ソロ モン は 、 ヒ ラム の 尊 害 者 を 探す た め に 27 人 の 達 道 者 を 派遣 し た 。 

第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 洞 窟 で 見 つか っ た 。 

第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 の 、 近 く で は ラン プ が 燃え 、 足 元 で は 小川 が 流れ 、 そ ば に 
は 護身 用 の 短剣 が 置か れ て いた 。 

洞窟 に 最初 に 入っ た 達 道 者 は 、 第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 を 見 つけ 、 第 1 の ヒラ ム の 
殺害 者 の 武器 の 短剣 を 取っ て 、 へ ブラ イ 語 で 「nJ」、「 ネ カム 」 と 叫ん で 、 第 1 の ヒラ 

の 殺 害 者 を 刺し た 。 
へ ブラ イ 語 の 「 ロ 7」、「 ネ カム 」 は 「 報 復 」、「 復 讐 」 を 意味 する 名 詞 で ある 。 


第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 の 頭 は 、 ソ ロモ ン の 所 に 運ば れ た 。 

ソロ モン は 、 第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 の 頭 を 見 る と 、 怒 り で 震え た 。 

ソロ モン は 、 第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 を 討っ た 報復 者 に 「 残 念 な 人 だ 、 久 を 与え て 
裁く 権利 は 私 だ け の 物 で ある と 知ら な か っ た の か ?」 と 話し た 。 

27 人 の 達 道 者 は ソロ モン 王 の 前 に ひざ まず き 、 熱 意 で 我 を 忘れ た 報復 者 の 達 道 
者 へ の 許し を ソロ モン に 懇願 し た 。 

第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 隠 れ 家 の 提供 者 に 裏切ら れ た 。 

第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 燃 える 柴 の 近く の 岩 で 隠れ て いた 。 

岩の上 に は 虹 が 輝い て いた 。 

第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 の 近く で 、 犬 が 横 に 成っ て いた 。( 犬 と 水銀 は 第 2 の 段階 
の 象徴 の 場合 が 有る 。) 

犬 に 警戒 され な い 様 に し て 、27 人 の 達 道 者 は 、 第 2 の ヒラ ム の 害 者 を つか まえ 、 
拘束 し 、 エ ル サ レ ム に 運ん だ 。 

エル サレ ム で 、 第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 処 刑 さ れ た 。 

第 3 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 ラ イオ ン に 殺さ れ た 。 

第 3 の ヒラ ム の 殺 害 者 の 死体 を 確保 する に は 、 ラ イオ ン を 圧倒 する 必要 が 有 っ た 。 

(ライ オン と 硫黄 は 第 3 の 段階 の 象徴 の 場合 が 有る 。) 

他 説 で は 、27 人 の 達 道 者 が 第 3 の ヒラ ム の 殺害 者 を 見 つけ た 時 、 第 3 の ヒラ ム 
の 殺害 者 は 共 ア シェ ッ ト で 護身 し て いた が 、27 人 の 達 道 者 は 第 3 の ヒラ ム の 殺害 
者 の 武装 解除 に 成功 し て 、 ソ ロモ ン の 所 へ 運び 、 罪 を つぐ な わせ た 。 


前 記 が 、 最 重要 な ヒラ ム の 伝説 で ある 。 
後記 は 、 ヒ ラム の 伝説 の 説明 で ある 。 


ソロ モン は 、 無 上 の 知 を 擬人 化し た 者 で ある 。 

エル サレ ム 神 殿 は 、 地 上 に お ける 真理 と 論理 の 位階 制 に よる 統治 の 実現 と 象徴 
で ある 。 

ヒラ ム は 、 知 に よっ て 、 神 の 王国 に 到達 し た 達 道 者 を 表す 。 

ヒラ ム は 、 各 人 の 行い に 応じ て 各 人 に 報い を 与え て 、 正 義 と 秩序 に よっ て 統治 する 。 

3 つの 段階 は 3 つの 合言葉 に 対応 し て いる 。 

3 つの 段階 は 3 つの 言葉 に 対応 し て いる 。 

3 つの 合言葉 は 3 つの 意味 を 表す 。 

3 つの 言葉 は 3 つの 意味 を 表す 。 

ヒラ ム に と っ て は 、 言 葉 は 唯一 で ある 。 

し か し 、 唯 一 の 言葉 は 3 つの 方 法 で 表 さ れる 。 


見 習い は 見 習い の 言葉 を 話す 事 が で きる 。 
見 習い の 言葉 は 、 自 然 を 意味 する 。 
作業 が 、 見 習い の 言葉 を 説明 する 。 


同胞 の 言葉 


同胞 が 話す 時 、 同 胞 の 言葉 は 、 思 想 を 意味 する 。 


研究 が 、 同 胞 の 言葉 を 説明 する 。 
学 が 、 同 胞 の 言葉 を 説明 する 。 


達 道 者 の 言葉 


川 


達 道 者 が 品 で 話す 時 、 達 道 者 の 言葉 は 真理 を 意味 する 。 

知 が 、 達 道 者 の 言葉 を 説明 する 。 

言葉 自体 は 、 神 を 意味 する た め に 使わ れる 。 

神 の 真 の 名 前 は 、 大 衆 に は 話す 事 が で き な い 。 

その た め 、 位 階 制 に は 3 つの 段階 が 有る 。 

幼子 の 様 な 者 、 大 人 の 様 な 者 、 長 老 の 様 な 者 。 

大 人 の 様 な 者 は 学 の 有る 者 で ある 。 

ソロ モン の エル サレ ム 神 殿 に は 3 つの 門 が 有る 。 

光 に は 3 つの 表れ 方 が 有る 。 

( 心 を 暖め る 光 、 知 の 光 、 視 覚 的 な 光 。) 

星 の 光 に は 3 つの 形態 が 有る 。 

( 星 の 光 は 、 固 体 、 液 体 、 気 体 に 成る 。) 

自然 に は 、 つ り 合 わせ る 力 、 上 げ る 力 ま た は 高め る 力 、 固 め る 力 と いう 3 つの 力 が 
有る 。 

定規 は 、 つ り 合 わせ る 力 の 象徴 で ある 。 

て こ は 上 げ る 力 ま た は 高め る 力 の 象徴 で ある 。 

木 舶 は 固め る 力 の 象徴 で ある 。 

知 に よる 人 凍 の 統 治 に 対す る 、 先 天 的 な 内 欲 に よる 反乱 は 、 連 村 的 に 自然 の 3 
つの 力 で 武装 し て いき 、 自 然 の 3 つの 力 を 正しい 利用 方 法 か ら 逸 らし て し まう 。 


自然 に 対す る 反乱 、 知 に 対す る 反乱 、 真 理 に 対す る 反乱 と いう 3 つの 典型 的 な 反 
乱 が 存在 する 。 

自然 に 対す る 反乱 、 知 に 対す る 反乱 、 真 理 に 対す る 反乱 と いう 3 つの 典型 的 な 反 
乱 は 、 古 代 ギ リ シ ャ 人 が 例え た 地獄 で 、 ケ ル ベ ロ ス の 3 つの 頭 に よっ て 、 表 され て い 
る 。 

自然 に 対す る 反乱 、 知 に 対す る 反乱 、 真 理 に 対す る 反乱 と いう 3 つの 典型 的 な 反 
乱 は 、 民 数 記 16 章 の コラ 、 ダ タン 、 ア ビラ ム に よる モー セ へ の 反乱 に よっ て 表 さ れ て 
いる 。 

メー ソン の 口伝 で は 、 多 様 な 儀式 に お いて 、3 人 の ヒラ ム の 殺害 者 の 特徴 を 名 前 
で 表し て いる 。 

第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 通 例 、 民 数 記 16 章 の 「 ア ビラ ム 」 ま た は 「 ヒ ラム の 殺害 
者 」 と 呼ば れ 、 大 いな る 達 道 者 ヒラ ム を 定規 で 打っ た 者 で ある 。 

見 せ か け の 偽 の 法 の 下 で 人 の 肉欲 が 正しい 人 を 殺す 、 と いう の が 第 1 の ヒラ ム 
の 殺害 者 の 例え 話 の 意味 で ある 。 

第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 サ ム エ ル 記 下 9 草 な ど の 「 メ ビ ボ セテ 」 ま た は 「 メ フィ 
ボ シ ェ テ 」 と 呼ば れ 、 ヒ ラム を 直角 定規 、 ま た は 、 て こ で 打っ た 者 で ある 。 

サム エル 記 下 9 章 な どの 「 メ ピ ボ セ テ 」 ま た は 「 メ フィ ボ シ ェ テ 」 は 、 ダ ビデ の 王位 
を 狙っ た 滑稽 な 弱者 で ある 。 

無 思慮 な 平等 に よる 大 衆 の 直角 定規 、 ま た は 、 て こ は 、 大 衆 の 手 の 中 で は 暴君 の 
道具 と 成っ て し まい 、 定 規 よ り も 、 知 と 徳 の 王国 を 攻撃 し て し まう 、 と いう の が 第 2 の 
ヒラ ム の 殺害 者 の 例え 話 の 意味 で ある 。 

最終 的 に 、 第 3 の ヒラ ム の 殺害 者 が ヒラ ム を 木 航 で 殺し た 。 


先天 的 な 物 で ある 肉欲 は 、 暴 力 と 恐怖 の 力 で 、 知 を 圧倒 し て 、 誤 っ た 秩序 を 確立 
し よう と し た 時 に 、 正 し い 人 を 殺す 、 と いう の が 第 3 の ヒラ ム の 殺害 者 の 例え 話 の 意 
味 で ある 。 

十字 架 や 祭壇 の 様 に 、 ヒ ラム の 一 時 的 な 墓 の 上 に は アカ シア の 枝 が あっ た 。 

アカ シア の 枝 は 、 生 き 残っ た 知 の 象徴 で ある 。 

アカ シア の 枝 は 、 次 の 春 を 予言 する 、 緑 の 春 で ある 。 

人 が 自然 の 秩序 を 乱す と 、 ソ ロモ ン が 建設 者 の 達 道 者 ヒラ ム の 死 の 報復 を し た 
様 に 、 神 意 は 自然 の 秩序 を 回 復 す る た め に 介入 する 。 

定規 で ヒラ ム を 打っ た 第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 短 剣 に よっ て 減 ん だ 。 

ヒラ ム を 直角 定規 、 ま た は 、 て こ で 打っ た 第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 法 に よる 首 切 
り 工 に よっ て 罪 を つぐ な う 羽 目 に 成っ た 。 

法 に よる 処刑 は 、 永 遠 の 、 王 殺し へ の 裁き で ある 。 

ヒラ ム を 木 横 で 殺し た 第 3 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 悪 用 し た 力 の 犠牲 に 成る 。 

ヒラ ム を 定規 で 打っ た 第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 照 らし て くれ る ラン プ と 飲み 水 を 
も た ら す 小川 に よっ て 裏切ら れる 。 

自然 に よっ て 殺さ れる の は 、 自 然 の 殺害 者 へ の 報復 の 法 で ある 。 

ヒラ ム を て こ で 打っ た 第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 眠 っ て いる 大 の 様 に 、 用 心 を 怠っ 
た 時 に 、 発 見 され て し まう 。 

協力 者 が 、 第 2 の ヒラ ム の 殺 害 者 を 見 限っ て 引き 渡し た 。 

な ぜ な ら 、 無 秩序 に よる 混乱 は 、 裏 切り の 母 で ある 。 

ヒラ ム を 木 梓 で 殺し た 第 3 の ヒラ ム の 殺害 者 は 、 ラ イオ ン に 食い 殺さ れ た 。 

ライ オン は 、 オ イデ ィ プ ス の スフィンクス の 一 種 で ある 。 

ライ オン を 圧倒 で きる 人 が ヒラ ム の 後 を 継ぐ の に 相応 し い 。 

建設 者 ヒラ ム の 腐乱 死体 は 、 形 は 変わ る か も し れ な い が 精 神 、 知 は 残る 事 を 表す 。 


( 骨 は 白色 な の で 知 の 象徴 で ある 。) 

第 1 の ヒラ ム の 殺害 者 の 近く の 小川 の 源泉 は 、 自 然 に 対す る 罪 を 処罰 し た 大 洪 
水 を 思い 出さ せる 。 

第 2 の ヒラ ム の 殺害 者 を 裏切っ た 燃え る 柴 と 虹 は 、 思 想 へ の 侵害 を 非難 する 命 と 
光 を 表す 。 

圧倒 され た ライ オン は 、 精 神 に 圧倒 され た 物質 と いう 、 精 神 の 勝利 と 、 知 に 最終 的 
に 従う 力 を 表す 。 

エル サレ ム 神 殿 、 統 一 の 神殿 を 建て る と いう 知 的 な 労苦 の 始ま りか ら 、 ヒ ラム が 
代表 で ある 正しい 人 は 頻繁 に 殺さ れ た が 、 常 に 正しい 人 は 復活 する 。 

正しい 人 は 、 イ ノシ シ に 殺さ れ た アド ニス で ある 。 

正しい 人 は 、 セ ト 、 テ ィ フ ォ ン に 殺さ れ た オシ リス で ある 。 

正しい 人 は 、 人 迫害 され て 殺さ れ た ピタ ゴラス で ある 。 

正しい 人 は 、 酒 神 デ ィ オ ニュ ソス の 女 信者 に 八 つ 裂 き に され て 殺 され た オル フェ ウ 
ス で ある 。 

正しい 人 は 、 申 命 記 34 章 で ネ ボ 山 の 洞 窟 に 置き 去り に され た モー セ で ある 。 

正しい 人 は 、 ユ ダ 、 サ ドカ イ 人 の カイ アフ ァ 、 ロ ー マ の 総督 ピラ ト に 十字 架 に か けら 
れ た イエ ス で ある 。 

真 の メー ソン は 、 ヒ ラム の 計画 に 従っ て 忍耐 強く エル サレ ム 神 殿 を 建て 直す 事 を 
試み る 人 で ある 。 


前 記 が 、 メ ー ソ ン の 大 いな る 重要 な ヒラ ム の 伝説 の 説明 で ある 。 
メー ソン に は 美しい 深い 伝説 が 他 に も 存在 する 。 
し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 メ ー ソ ン の 神秘 的 な 他 の 伝説 を 開示 する 事 は 正しく 


な いと 感じ る 。 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 研 究 に よっ て 神 か らし か 秘伝 伝授 を 受け て いな い が 、 自 分 の 
保持 し て いる 秘密 の 様 に 、 超 越 的 な フリ ー メ ー ソ ン の 秘密 を 保持 し て いる つも り で あ 
る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 労 若 に よっ て 沈黙 する 必要 が 有る ほど の 知 の 段階 に 到達 
て 、 言 動 に よる 碑 い に よっ て より も 、 確 信 に よっ て メー ソン と し て 碑 っ た と 自身 を 見 な 
し て いる 。 

知 は 高貴 な 者 の 義務 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 薔 薇 十字 団 の 王冠 に 相応 し いつ も り で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ も 、 ヒ ラム が 代表 で ある 正しい 人 の 復活 を 信じ て いる 。 

メー ソン の 儀式 は 、 秘 伝 伝授 の 口伝 の 記録 を 伝え る た め に 用 意 さ れ た 。 

メー ソン の 儀式 は 、 秘 伝 伝授 の 口伝 を 同 胞 の 間 で 保存 する た め に 用 意 さ れ た 。 

も し メー ソン が 神聖 で 崇高 で ある な ら ば 、 ど うし て 教会 は メー ソン を 頻繁 に 弾圧 す 
る の か ? と 大 衆 は 問う か も し れ な い 。 

し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 分 派 の 異端 の 偽 の メー ソン に つい て 話し て 、 す で に 答 
えて いる 。 

メー ソン は グノー シス で ある 。 

偽 の グノー シス の せい で 、 真 の グノー シス まで 混同 され て 弾圧 され て し まっ た 。 

偽 の メー ソン の せい で 、 真 の メー ソン まで 混同 され て 弾圧 され て し まっ た 。 

真 の グノー シス や 真 の メー ソン は 、 身 を 隠す 様 に 追い 込ま れ た 。 

し か し 、 真 の グノー シス や 真 の メー ソン は 、 光 を 恐れ た わけ で は な い 。 

な ぜ な ら 、 光 は 、 真 の グノー シス や 真 の メー ソン が 、 望 む も の で あ り 、 探 求 す る も の 
で あり 、 敬 礼 す る も の で ある 。 

実に 、 真 の グノー シス や 真 の メー ソン は 、 神 聖 な も の へ の 冒 潮 を 恐れ た 。 


言い 換え る と 、 真 の グノー シス や 真 の メー ソン は 、 誤 解 者 、 誹 謗 中 傷 者 、 神 聖 な も 
の を 笑い も の に する 懐疑 者 、 宗 教 へ の 敵 、 倫 理 道徳 へ の 敵 を 臣 れ た 。 

さら に 、 現 在 で は 、 自 分 が メー ソン だ と 思い 込ん で いる 多数 の 偽 の メー ソン は 、 神 
秘 の た め の 鍵 を 失っ て 、 メ ー ソ ン の 儀式 の 意味 を 知ら な い 。 

自称 メー ソン の 多数 の 偽 の メー ソン は 、 ロ ッ ジ の カー ペッ ト の 上 に 記さ れ て いる 絵 
の 意味 を 誤解 し て いる 。 

メー ソン の ロッ ジ の カー ペッ ト の 上 に 記さ れ て いる 絵 は 、 絶 対 の 普遍 の 知 の 書 タ 
ロッ ト の 絵 で ある 。 

メー ソン の ロッ ジ の カー ペッ ト の 上 に 記さ れ て いる 絵 は 、 カ バラ の 鍵 に よっ て 読み 
解く 事 が で きる 。 

ソロ モン の 鍵 を すでに 所 有 し て いる 秘伝 伝授 者 に と っ て は 、 メ ー ソ ン の ロッ ジ の 
カー ペッ ト の 上 に 記さ れ て いる 絵 は 、 隠 され て いな い 。 

メー ソン は 、 汚 され た だ け で は な く 、 神 殿 騎 士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー の 共犯 者 
や 神殿 騎士 団 に よる 分 裂 工作 を 続け る 人 々 と いう 無政府 主義 者 の 陰謀 の た め の 
ヴェ ー ル や 口実 と し て 利用 され た 。 

ヒラ ム の 殺害 の 報復 を する 代わ り に 、 偽 の メー ソン は 、 ヒ ラム の 殺 害 者 の 処刑 へ 
の 逆恨み に よる 犯行 を 実行 し た 。 

偽 の メー ソン と いう 無政府 主義 者 は 、 定 規 、 直 角 定 規 、 木 梓 に 「 自 由 、 平 等 、 友 愛 」 
と 記し て 、 定 規 、 直 角 定 規 、 木 慌 を 再び 持っ た 。 

偽 の メー ソン の 自由 と は 、 肉 欲 の た め の 自 由 で ある 。 

偽 の メー ソン の 平等 と は 、 劣 悪 な 人 に 合わ せ て 全て を 引き 下げ る 事 に よる 平等 、 
堕落 に よる 平等 で ある 。 

偽 の メー ソン の 友愛 、 同 胞 愛 と は 、 破 壊 工作 の た め の 悪 人 同士 の 団結 で ある 。 


教会 は 偽 の メー ソン を 正しく 弾圧 し て き て いる し 、 教 会 は 偽 の メー ソン を 永遠 に 弾 
圧する で あろ う 。 


第 6 巻 魔術 と 早 命 


旦 E GREAT HERMETIC ARCANUM 


第 6 巻 弟 1 章 18 世 紀 の 注目 する べき 著者 


17 世紀 の 終わ り ま で 、 中 国 は 、 外 の 世界 に は 、 ほ と ん ど 知ら れ て いな か っ た 。 

17 世紀 の 終わ り に 、 中 国 と いう 広大 な 宙 国 は 、 キ リス ト 教 の 宣教 師 に よっ て 、 あ る 
程度 、 探 検 さ れ 、 明 ら か に され 始め た 。 

そし て 、 中 国 は 、 過 去 の 全て の 知 の 死 都 の 様 に 現れ た 。 

中 国人 は 、 ミ イラ の 民 で ある 、 と 例え られ る 、 か も し れ な い 。 

中 国人 は 、 何 も 進歩 させ な か っ た 。 

な ぜ な ら 、 中 国人 は 、 中 国 の 口伝 の 不動 の 中 で 生き て いる 。 

その た め 、 精 神 、 命 が 引き 上 げ て し まっ て か ら 、 長 い 時 間 が 経っ て いた 。 

最早 、 中 国人 は 、 何 も 知ら な い 。 

し か し 、 中 国人 は 、 全 て の も の に つい て の 曖昧 な 記憶 を 持っ て いる 。 

中 国 の 守護 神 は 、「 ヘ スペ リ デ ス の 園 」 の 竜 ラ ドン で ある 。 

竜 ラ ドン は 、 知 の 園 で ある 「 へ スペ リ デ ス の 園 」 で 、 黄 金 の りん ご の 木 の 果 実 を 
守っ て いる 。 

中 国 の 「 神 の 人 」 で ある 「 英 雄 」 は 、 カ ドモ ス が 戦 神 ア レス の 竜 を 圧倒 し た 様 に 竜 
を 圧倒 する 代わ り に 、 す くみ 、 鱗 に よっ て 変化 する 幻 を 見 せる 「 怪 物 」 と し て の 竜 に 魅 
小米 2 

中 国 で は 、 謎 だ けが 生き 残っ て いる 。 

中 国 で は 知 は 皆 睡 状態 で ある 。 

また は 、 少 な く と も 、 中 国 で は 知 は 深い 眠り の 中 で 夢 の 中 で し か 話さ な い 。 

魔術 の 歴史 第 5 巻 第 2 章 で 、 す で に 話し た 様 に 、 中 国 の タロ ッ ト は 、 へ ブラ イ 人 
の 「 形 成 の 書 」 の 様 に 、 カ バラ の 絶対 の 知 に 基づい て いる 。 


また 、 中 国 に は 、 破 線 の 陰 と 直線 の 陽 と いう 2 つの 形 の 組み 合わ せ だ け で 構成 さ 
れ て いる 象徴 的 な 本 で ある 旦 「 伏 義 」 の 著書 「 易 経 」 が 存在 する 。 

M. de Maison は 、 中 国 に つい て の 手紙 で 、「『 易 経 』 は 全く 解読 で き な い 」 と 話し 
て いる 。 

し か し 、「 易 経 」 は 、「 光 輝 の 書 」 よ り 、 解 読 が 困難 で は な い 。 

「 易 経 」 は 、「 光 輝 の 書 」 の 興味 深い 補足 で ある 、 と 思わ れる 。 

実に 、「 易 経 」 は 、「 光 輝 の 書 」 の 役に立つ 付録 で ある 。 

「 光 輝 の 書 」 は 、 普 遍 の つり 合い の 作用 を 説明 する 。 

「 易 経 」 は 、 普 遍 の つり 合い の 、 象 徴 的 な 、 暗 号 化 され た 、 実 証 で ある 。 

「 易 経 」 の 鍵 は 、 伏 毅 の 3 つ 1 組 の 「 八 赴 」 と し て 知ら れ て いる pantacle で ある 。 

史料 収集 に よる 中 国 の 大 い に 権 威 の 有る 歴史 書 で ある 、 宋 の 時 代 の 劉 起 の 「 資 
治 通 鑑 外 紀 」 に 記さ れ て いる 伝説 に よる と 、 何 千年 も 前 の 、 あ る 日 、 河 畔 で 、 皇 「 伏 
義 」 は 、 自 然 の 大 いな る 秘密 に つい て 上 想 し て いた 。 

伏 義 は 、 竜 と 馬 を 複合 させ た 様 な 象徴 的 な 動物 で ある スフィンクス 龍馬 が 、 河 か 
ら 、 あ ら わ れる の を 見 た 。 

龍馬 の 頭 は 、 馬 の 頭 の 様 に 長く 伸び て いた 。 

龍馬 に は 、 脚 が 4 本 あっ た 。 

(龍馬 は 、 四 足 獣 で あっ た 。) 

龍馬 の 尾 は 、 蛇 の 尾 の 様 で あっ た 。 

龍馬 の 背中 は 、 鱗 で 覆 わ れ て いた 。 

龍馬 の 背中 の 各 鱗 の 上 に は 、 神 秘 的 な 八 武 の 紋様 が 輝い て いた 。 

龍馬 の 八 封 の 紋様 は 、 龍 馬 の 胸 や 背 と いっ た 中 心 よ り 、 龍 馬 の 先端 へ 向かう に つ 
れ て 小さ く 成 っ て いた 。 

し か し 、 龍 馬 の 八 圭 の 紋様 は 、 全 体 的 に 、 完 全 に 調和 し て いた 。 


龍馬 と いう 竜 は 姿 を 水面 に 映し て いて 、 水 面 に 映っ た 鏡像 の 龍馬 の 八 圭 の 紋様 
は 逆さ に 成っ て いた 。 

龍馬 と いう 蛇 の 様 な 馬 は 、 ギ リ シ ャ 神 話 の ペガサス の 様 に 、( 神 の 聖霊 の 様 に ) 霊 
感 を 吹き 込む も の 、 ま た は 、( 星 の 光 の 様 に ) 霊 感 を も た ら す も の で ある 。 

龍馬 、 ペ ガサ ス 、 ク ロ ノ ス の 蛇 は 、 普 遍 の 光 を 表す 。 

龍馬 と いう 普遍 の 光 は 、 伏 義 を 普通 の 知 に 入門 させ た 。 

八 圭 は 、 伏 藤 の 入門 に 役立っ た 。 

伏 義 は 、 龍 馬 の 鱗 か ら 、 八 封 を 読み 取っ た 。 

伏 義 は 、「 易 経 」 の 様 に 、3 つ 1 組 の 八 封 同士 を 組み 合わ せ て 6 つ 1 組 の 六 十 四 
封 に し た 。 

伏 義 は 、 自 然 に 元々 存在 する 必然 の 調和 に よっ て 相互 に 比較 し 合い 統一 し 合う 、 
知 の 総合 で ある 「 易 経 」 を 考え 出し た 。 

「 易 経 」 の 六 十 四 圭 は 、 伏 毅 に よる 八 圭 同 士 の 不思議 な 組み 合わ せ の 結果 で あ 
る 。 

伏 義 の 数 は 、 カ バラ の 数 と 同一 で ある 。 

「 高 等 魔術 の 教理 」3 章 で 、 す で に 説明 し た 様 に 、pantacle で ある 、 伏 義 の 八 填 
は 、 ソ ロモ ン の 六 共 星 と 似 て いる 。 

伏 義 の 「 易 経 」 の 六 十 四 震 は 、 カ バラ の 光 の 32 の 経路 や 、 カ バラ の 光 の 50 の 門 
と 対応 し て いる 。 

その た め 、 結 果 的 に 、「 形 成 の 書 」 と 「 光 輝 の 書 」 の 鍵 を 所 有 し て いる 人 に と っ て は 、 
「 易 経 」 は 明らか で ある は ず で ある 。 

その た め 、 絶 対 の 哲学 の 知 は 、 中 国 に 存在 し て いた 。 

「 五 経 」 は 、 絶 対 の 知 に つい て の 注釈 で ある 。 

絶対 の 知 は 、 大 衆 か ら 隠 され て いる 。 


「 易 経 」 を 除く 「 五 経 」 と 「 易 経 」 の 関係 は 、 モ ー セ 五 書 と 「Sepher Dzenioutha」 
の 中 の 啓示 の 関係 に 似 て いる 。 

「Sepher Dzenioutha」 は 、 神 秘 に つい て の 本 で あり 、「 光 輝 の 書 」 の 鍵 で ある 。 

孔子 は 、 カ バラ の 啓示 者 、 ま た は 、 カ バラ を ヴェ ー ル で 隠し た 者 で ある 。 

孔子 は 、 大 衆 の 訟 索 を 逸らす た め に 、 怪 力 乱 神 を 語ら ず 、 カ バラ の 存在 を 教え な 
が つ だ 。 

学 の 有る タル ムー ド 学 者 マイ モニ デス が 、 ソ ロモ ン の 鍵 の 存在 を 否定 し た 、 様 に 。 

中 国 に は 、 孔 子 の 後に 、( 第 28 祖 の 達磨 が 正しい 仏教 を 中 国 に 伝え る まで 、) 物 質 
主義 化 さ れ て し まっ た 仏教 が 伝来 し て し まっ た 。 

中 国 で 、 物 質 主 義 化 さ れ て し まっ た 仏教 は 、 古 代 エ ジ プ ト の 超越 的 な 魔術 の 名 残 
を 、 イ ンド の 悪人 の 霊 の 魔術 師 の 口伝 に 取っ て 代わ ら せ て し まっ た 。 

中 国 で 、 物 質 主 義 化 さ れ て し まっ た 仏教 は 、 知 の 進歩 を 停滞 させ て し まっ た 。 

物質 主義 化 さ れ て し まっ た 仏教 は 、 大 いな る 民 で あっ た 中 国人 の 文明 を 挫折 させ 
形骸 化 さ せ 、 中 国人 の 知性 を 麻痺 させ て し まっ た 。 

賢明 な 哲学 者 で ある 、 見 事 に 深い 、 学 の 有る ライ プ ニ ッ ツ は 、 確 か に 、 絶 対 の 知 の 

無 上 の 真理 へ の 入門 に 相応 し か っ た 。 

ライ ブ プ ニ ッ ツ は 、 微 分 学 で 発見 し た 二 進 法 を 「 易 経 」 に 認め た 、 と 考え た 。 

ライ プ ニ ッ ツ は 、 二 進 法 の 計算 で 採用 し て いた 数 字 0 と 数 字 1 を 破線 の 際 と 直線 
の 陽 に 認め た 。 

ライ プ ニ ッ ツ は 、 真 理 の 門 に いた 。 

ライ プ ニ ッ ツ は 、 真 理 の 一 歩 手前 に いた 。 

し か し 、 ラ イプ ニッ ツ は 、 真 理 の 細部 の 一 部 だ け を 見 て いた 。 

ライ ブ プ ニ ッ ツ は 、 真 理 の 全体 を 理解 で き な か っ た 。 

中 国 の 宗教 的 な 古 さ に つい て の 最 重 要 な 発見 は 、 神 学 的 な 議論 の 結果 で あっ た 。 


キリ スト 教 へ 改宗 し た 中 国人 に 「 天 」 と 先祖 へ の 敬礼 を イエ ズ ス 会 が 許す の は 正 
し いか どう か ? と いう 問題 に よっ て 神学 的 な 議論 が 起き た 。 

言い 換え る と 、 教 養 の 有る 中 国人 が 「 天 」 と いう 言葉 は 「 神 」 を 意味 する と 考え て 
いる の か ? 

それ と も 、「 天 」 と いう 言葉 は 「 天 空 」 と いう 空間 や 「 自 然 」 を た だ 意味 する と 考え て 
いる の か ? 

教養 の 有る 中 国人 や 、 大 衆 の 良識 に 頼る の が 論理 的 で あっ た 。 

し か し 、 教 養 の 有る 中 国人 や 、 大 衆 の 良識 で は 、 神 学 的 な 権威 を 形成 で き な い 。 

その た め 、 多 数 の 議論 が 行わ れ 、 多 数 の 文書 が 書か れ 、 よ り 感 心 を 集め た 。 

イエ ズ ス 会 は 、 基 本 的 に 正しかっ た が 、 手 続き の 方 法 を 間違え て し まっ た 。 

その 結果 、 新 し い 困 難 が 作ら れ 、 未 だ に 、 克 服 さ れ て お ら ず 、 中 国 で は 、 キ リス ト 教 
の 不屈 の 殊 教 者 の 血 を 流さ せ 続 け て いる 。 

アジ ア で 宗教 に よる 克服 が 議論 され て いた 時 、 大 き な 精 神 的 な 不安 が ヨー ロッ パ 
を 動揺 させ て いた 。 

キリ スト 教 へ の 信仰 が 消え よう と し て いる 様 に 見 えた 。 

至る 所 で 、 新 し い 啓 示 と 奇跡 の 噂 が あっ た 。 

学問 と 世界 で 確か な 地位 を 持っ て いた エマ ヌ エ ル ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は 、 ス 
ウェ ー デ ン を 予見 で 偏 か せ て いた 。 


また 、 ド イツ は 、 新 し い 、 光 に 早 ら され た 者 で あふ れ て いた 。 

反乱 分 子 の 神秘 主義 者 が 、 位 階 制 の 宗教 の 神秘 を 、 無 秩序 に よる 混乱 の 神秘 に 
取っ て 代わ ら せ よ うと 企ん だ 。 

大 惨事 が 、 用 意 さ れ て 、 人 迫っ て いた 。 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は 、 偽 の 光 に 照ら され た 者 の 偽 預 言 者 の 中 で は 最も 誠実 で 


温和 で あっ た が 、 他 の 偽 問 言 者 と 同様 に 危険 で あっ た 。 


事実 全て の 人 は 神 と 直接 的 に 交流 する 様 に 求め られ て いる 」 と いう 誤っ た ス 
ヴェ ー デ ン ボ ル グ の 主張 は 、 秩 序 的 な 正しい 宗教 の 教え と 前 進 的 な 秘伝 伝授 を 、 熱 
狂 に よる 逸脱 と 妄想 に よる 過剰 に 取っ て 代わ ら せ て し まう 。 

知 的 な 光 に 照ら され た 者 は 、「 宗 教 は 、 人 性 が 大 い に 必 要 と する 欲求 に よる 物 な 
の で 、 破 壊さ れ な い は ず で ある 」 と 感じ た 。 

偽 の 光 に 照ら され た 者 は 、 宗 教 だ け で は な く 、 宗 教 が 伴う 、 無 知 が 導く 神がかり に 
よる 致命 的 な 結果 と し て の 狂信 も 、 位 随 制 の 教会 の 権威 を 転覆 させ る た め の 武 器 
と し て 利用 し た 。 

偽 の 光 に 周 ら され た 者 は 、 和 狂信 に よる 争い が 新しい 位階 制 を も た ら す 、 と 認識 し 
Me 

偽 の 光 に 照ら され た 者 は 、 和 狂信 に よる 争い が も た ら す 新しい 位 隊 制 の 始祖 や 指 
導 者 に 成る 事 を 望ん だ 。 

「 学 ぶ 労 苦 無し に 、 全 て を 知っ て 、 あ な た た ち 人 は 神々 の 様 に 成る で あろ う 。 獲 得 
する 労苦 無し に 、 全 て の 物 を 所 有 し て 、 あ な た た ち 人 は 王者 達 の 様 に 成る で あろ う 」 
と いう の が 、 革 命 の 精神 が 怒 如 深い 大 衆 に 約束 し た 嘘 を 要約 し た 物 で ある 。 

革命 の 精神 は 、 死 の 精神 で ある 。 

死 の 精神 で ある 革命 の 精神 は 、 創 世 記 の 古い 蛇 で ある 。 

し か し 、 死 の 精神 で ある 革命 の 精神 は 、 運 動 と 進歩 の 父 で ある 。 

な ぜ な ら 、 死 だ けが 世代 交代 させ る 。 

その た め 、 古 代 イ ンド 人 は 、 厳 し い 破 壊 神 シヴァ を 敬礼 し た 。 

シヴァ の 象徴 は 、 性 欲 と 物質 的 な 生殖 の 象徴 で ある 、 男 性 器 で あっ た 。 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 考え の 体系 は 、 位 階 制 の 原理 が 欠け た カバ ラ で あっ た 。 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 考え は 、 要 石 と 基礎 が 無い 神殿 で あっ た 。 


ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 考え は 、 大 建造 物 で ある が 、 幸 運 に も 、 全 て が 空中 に そびえ 
て いる 非 現実 的 な 妄想 の 大 建造 物 で ある 。 

な ぜ な ら 、 仮 に 、. ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ の 考え と いう 大 建造 物 の 実現 を 地上 で 試み 
て も 、 大 建造 物 を 転覆 させ な く て も 、 大 建造 物 の 主要 な 柱 の 1 つ に 寄り か か っ た だ 
け で 、 試 行 し た 最初 の 幼稚 な 人 の 頭 の 上 に 大 建造 物 は 崩れ 落ち て くる で あろ う 。 

無秩序 の 秩序 的 な 組織 化 は 、 革 命 家 が 解決 に 取り 組ん で きた 問題 で ある 。 

そし て 、 革 命 家 は 、 永 遠 に 、 無 秩序 を 秩序 的 に 組織 化す る 羽目 に 成る 。 

無秩序 の 秩序 的 な 組織 化 は 、 シ シュ フォ ス の 岩 で ある 。 

無秩序 の 秩序 的 な 組織 化 と いう シシ ュ フ ォ ス の 岩 は 、 常 に 、 革 命 家 の 上 に 落ち て 
くる 。 

革命 と いう 一 瞬 の た め だ け に 存在 させ る た め に 、 常 に 、 革 命 家 は 、 必 要 以 外 の 正 
当 性 を 持た な い 独 裁 を 必然 的 に 即席 で 作る 様 に 追い 込ま れる 。 

そし て 、 革 命 家 に よる 独裁 は 、 無 政府 状態 に よる 混乱 の 様 に 盲目 的 で 暴力 的 に 
成っ て し まう 。 

論理 に よる 調和 的 な 統治 の 拘束 が 無く 成る と 、 愚 か な 無秩序 な 独裁 に の み 到 達 
する 。 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ が 間接 的 に 提案 し た 、 超 自然 的 な 世界 と 交流 する 手段 は 、 夢 、 
忘 我 状態 、 強 硬 症 カ タレ プシ ー を 結合 し た 、 霊 媒 状 態 を 形成 する 。 


光 に 照ら され た スウ ェ ー デ ン 人 ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ は 、「 霊 媒 状 態 の 形成 が 可能 
で ある 」 と 断言 し た 。 


し か し 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ は 、 霊 媒 状態 へ の 到達 に 必要 な 鍛錬 に つい て の 糸口 
を 与え な か っ た 。 


多分 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ の 模 人 者 達 は 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ が 与え な か っ た た 霊 
媒 状 態 へ の 到達 に 必要 な 鍛錬 を 補う た め に 、 イ ンド の 魔術 の 儀式 に 頼っ た 、 か も し 
れ な い 。 

ス ヴ ェ ー デ ン ボ ル グ の 模 條 者 達 が 霊媒 状態 へ の 到達 を 試行 錯誤 し て いる 時 に 、 
ドイ ツ の 医者 メス メル と いう 天才 が あら われ て 、 ス ヴェ ー デ ン ボ ル グ の 予言 的 な カバ 
ラ 的 な 直感 を 自然 な 奇跡 で 補完 し た 。 

メス メル は 、 秘 伝 伝授 無し に 、 隠 され た 知 無し に 、 星 の 光 と いう 普遍 の 代行 者 と 、 
星 の 光 に よる 和 父 異 現象 を 再発 見 する 名 誉 を 得 た 。 

当時 の 学者 は メス メル の 言葉 が 矛盾 の 塊 で ある と 誤解 し た 。 

メス メル の 言葉 は 、 自 然 科学 の 総合 の 基礎 を 最終 的 に 形成 する で あろ う 。 

メス メル は 、「 自 然 の 存在 に は 2 つの 形 が ある 」 と 主張 し た 。 

自然 の 存在 の 2 つの 形 と は 、 実 体 と 命 で ある 。 

実体 と 命 は 、 固 定 と 運動 を も た ら す 。 

固定 と 運動 は 、 複 数 の も の の つり 合い を 形成 する 。 

さら に 、 メ スメル は 、 星 の 光 と いう 「 第 一 質 料 」 の 存在 を 認め た 。 

星 の 光 は 、 遍 在 す る 、 流 体 で ある 。 

星 の 光 は 、 固 定 さ せ た り 運動 させ た りす る 事 が 可能 で ある 。 

星 の 光 の 固定 は 、 実 体 の 構造 、 実 体 の 性 質 を 決定 する 。 

星 の 光 の 絶え 間 無 い 運 動 は 、 形 を 変化 させ た り 復 活 さ せ た り する 。 

星 の 光 と いう 、 流 体 の 「 第 一 質 料 」 に は 、 自 発 性 と 受容 性 が ある 。 

星 の 光 の 受容 性 は 、 引 き 寄せ る 。 

星 の 光 の 自発 性 は 、 星 の 光 を 放射 する 。 

星 の 光 と いう 「 第 一 質 料 」 の 力 に よっ て 、 世 界 と 、 世 界 の 中 に 住む 人 々 は 、 引 き 寄 
せ 合 い 、 兵 け 合 う 。 


血 が 循環 する 様 に 、 星 の 光 は 全て の も の を 循環 し て いる 。 

星 の 光 は 、 全 て の 存在 の 命 を 保持 し た り 復 活 さ せ た り する 。 

星 の 光 は 、 全 て の 存在 の 力 の 代行 者 で ある 。 

星 の 光 は 、 全 て の 存在 の 意思 の 道具 と 成 れ る 。 

父 異 現象 は 、 超 常 的 な 意思 か 労苦 の 結果 で ある 。 

星 の 光 と いう 普遍 の 流体 また は 「 第 一 質 料 」 の 2 つの 性 質 の 多様 な 組み 合わ せ 
が 、 凝 集 力 に よる 現象 、 弾 力 に よる 現象 、 肉 体 の 濃密 さや 希薄 さ に よる 現象 を も た ら 
す 。 

全て の 肉体 の 不調 の 様 に 、 病 気 は 、 自 身 の 体 組織 の 中 に お ける 、 ま た は 、 他 者 の 
体 組織 に よる 、 星 の 光 と いう 「 第 一 質 料 」 の つり 合い の 混乱 の せい で ある 。 

体 組織 同士 は 、 体 組織 に 特有 の つり 合い が 異な る の で 、 相 互 に 共感 し 合っ た り 反 


発し 合っ た りす る 。 
共感 する 肉体 同士 は 、 相 互 に 、 つ り 合 い を 回 復 し 合っ て 、 肉 体 の 不調 や 病気 を 治 
合う 事 が 可能 で ある 。 


星 の 光 と いう 「 第 一 質 料 」 の 引き 寄せ や 放射 に よっ て 、 肉 体 同士 が 相互 に つり 合 
わせ 合う 能力 を メス メル は 「 磁 気 」 と 呼ん だ 。 

星 の 光 が 形 の 中 で 作用 し て いる 時 、 形 に 応じ て 星 の 光 が 変化 する の で 、 メ スメル 
は 、 生 物 の 中 の 星 の 光 を 研究 し て いた 時 に 、 生 物 の 中 の 星 の 光 を 動物 磁気 と 呼ん 
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メス メル は 、 理 論 を 実験 に よっ て 証明 し た 。 

メス メル の 実験 は 、 完 全 な 成功 に よっ て 、 報 われ た 。 

メス メル は 、 動 物 磁気 の 現象 と 電気 の 現象 の 間 の 類推 可能 性 を 観察 し て 、 金 属 
の 伝導 体 を 利用 し た 。 


メス メル は 、 星 の 光 の 2 つの 力 を 引き 寄せ た り 放射 し た りす る た め に 、 金属 の 伝 
導体 を 、 土 と 水 を 入れ た 共通 の 容器 に つなげ た 。 

メス メル は 、 複 雑 な 仕組 み の 容器 の 利用 を 中 止 し て 、 金 属 の 伝導 体 と 容器 の 代 
わり に 、 木 の テー ブル 、 絹 の 布 、 羊 毛 の 布 と いっ た 唯一 の 円 形 の 非 伝導 体 の 上 に 重 
ね た 複数 の 手 に よる 生き て いる 針 を 利用 し た 。 

メス メル は 、 金 属 を 磁化 する 処理 を 、 生 き て いる 生物 組織 に 応用 し て 、 磁 化 さ れ た 
金属 の 現象 と 類似 し た 現象 の 存在 を 確か め る に 至っ た 。 

メス メル は 、 踏 み 出す べき 一 歩 手前 まで 、 後 記 を 、 断 言 す る べき 一 歩 手前 まで 、 来 


ye 

星 の 光 に よる 父 異 現象 は 、 熱 、 光 、 電 気 、 磁 気 と いう 自然 科学 の 4 つの 不可 量 物 
に よる 物 で ある 。 

星 の 光 に よる 和 党 異 現象 は 、 星 の 光 と いう 唯一 の 同一 の 力 が 、 多 様 な 応用 に よっ て 、 
多様 に 表れ た 物 で ある 。 


星 の 光 と いう 力 は 、 他 の 、 星 の 光 と いう 「 第 一 質 料 」 を 運動 させ る 。 

星 の 光 と いう 力 は 、 他 の 、 遍 在 する 星 の 光 と いう 「 第 一 質 料 」 と ( 遍 在 性 に よっ て ) 
不可 分 で ある 。 

星 の 光 と いう 力 は 、 光 を 放ち 、 火 の 様 で あり 、 電 気 的 で あり 、 磁 気 的 で ある 。 

星 の 光 と いう 力 は 、「 光 」 と いう 唯一 の 名 前 を 持っ て いる 。 

創世 記 1 章 3 節 で 「 光 あれ 」 と 話し て 、 モ ー セ は 、 星 の 光 を 「 光 」 と 呼ん で いる 。 

創世 記 1 章 3 節 で 全能 で ある 神 が 「 光 あれ 」 と 命令 し た と 話し て 、 モ ー セ は 、「 全 
て の 実体 や 全て の 形 よ り 前 に 、 星 の 光 と いう 『 光 』 が 表れ た 」 と 話し て いる 。 


創世 記 1 章 3 節 「 光 あれ 」 


後に 知ら れる で あろ う 1 つの 真実 を 大 胆 に 断言 し よう 。 

18 世紀 の 大 いな る 物 と は 、 ヴ ォ ル テー ル 、 デ ィ ド ロ 、 ダ ラン ベー ル 、 ル ソー に よる フ 
ラン ス の 「 百 科 全 書 」 で は な く 、 ヴ ォ ル テー ル に よる 笑い も の に する 哲学 で は な く 、 
ディ ドロ と ダラ ン ベ ー ル に よる 否定 的 な 哲学 で は な く 、 ル ソー に よる 有害 な 邪悪 な 博 
愛 主 義 で は な い 。 

18 世紀 の 大 いな る 物 と は 、 メ スメル の 共感 的 な 奇跡 的 な 自然 科学 で ある 。 

メス メル は 、 プ ロメ テウ ス の 様 に 大 いな る 者 で あっ た 。 

メス メル は 、 星 の 光 と いう 雷 で ある 天 か ら の 火 を 人 に 与え た 。 

フラ ンク リン は 、 雷 を 導く 事 し か で き な か っ た 。 

メス メル の 天才 は 、 憎 悪 に よる 迫害 に 事欠か な か っ た し 、 迫 害 の 誤っ た 正当 化 に 
事欠か な か っ た 。 

メス メル は 、 ド イツ か ら 追 放さ れ た 。 

メス メル は 、 フ ラン ス で 笑い も の に され た 。 

し か し 、 メ スメル は 、 フ ラン ス で 富 を 得 た 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 に よる メス メル の 治療 は 明らか に 効果 が あっ て 、 メ スメル の 患者 
は 治療 費 を メス メル に 支払 っ た 。 

た だ し 、 メ スメル の 患者 は 、 学 者 の 敵意 を 招 か な い 様 に 、「 偶 然 、 回 復 し た 」 と いう 


嘘 を つい た 。 
公認 の 団体 は 、 星 の 光 と いう メス メル の 発見 の 調査 で 、 奇 跡 に 敬意 を 払う 事 すら 
無かっ た 。 


大 いな る 人 メス メル は 、 巧 妙 な 詐欺 師 と 誤っ て 呼ば れる 事 に 甘んじ た 。 

星 の 光 に よる メス メル の 治療 メス メリ ズム に 敵対 し た 人 は 学者 だ け で は な か っ た 。 

信心 深い キリ スト 教徒 は 、 星 の 光 と いう メス メル の 新しい 発見 が 危険 で ある と 
誤っ て 恐れ た 。 


迷信 家 は 、 星 の 光 に よる メス メル の 治療 が 悪事 、 魔 術 で ある と 誤っ て 叫ん だ 。 

賢者 は 、 星 の 光 に つい て の メス メル の 知 の 悪用 を 予想 し た 。 

愚者 は 、 メ スメル が 発見 し た 星 の 光 と いう 不思議 な 力 の 発揮 を すら 大 目 に 見 な 
の の 78。 

ある 人 は 、「 星 の 光 と いう メス メル の 『 磁 気 』 と いう 名 目 で 、 救 い 主 イ エス と 避 人 達 
の 奇跡 が 否定 され て し まう 」 と 誤解 し た 。 

ある 人 は 、「 星 の 光 と いう メス メル の 『 磁 気 』 は 悪魔 の 力 に と っ て は 、 ど うし て 都合 
が 良い で あろ うか ? 星 の 光 と いう メス メル の 『 破 気 』 は 悪魔 の 力 に と っ て は 、 都 合 
が 悪い !」 と 考え た 。 

し か し 、 真 の 宗教 に は 、 真 理 の 発見 に よっ て 恐れ る べき 物 は 何 も 無い 。 

さら に 、 星 の 光 と いう メス メル の 「 磁 気 」 は 、 人 の 力 の 限界 を 明らか に し て 、 神 に よ 
る 奇跡 を 破壊 する 代わ り に 、 神 に よる 奇跡 を 支持 し な いか ? 星 の 光 と いう メス メル 
の 「 磁 気 」 は 、 人 の 力 の 限界 を 明らか に し て 、 神 に よる 奇跡 を 支持 する ! 

星 の 光 に つい て の メス メル の 知 に よっ て 、 愚 者 は 、 和 驚異 現象 を 悪魔 の せい に する 
機会 が 減少 し て 、 憎 し み と 怒 り を 発揮 する 機会 が 減少 する で あろ う 。 

し か し 、 真 の 信心 深い 人 に は 、 星 の 光 に つい て の メス メル の 知 を 不満 に 思う 理由 
は 無い 。 

光 が 表 れ て 、 無 知 が 減少 する と 、 悪 魔 は 土地 を 失う 。 

し か し 、 知 と 光 が 獲 得 し た 土地 が 増え る と 、 神 の 王国 と 神 の 栄光 へ の 人 の 愛 は 、 
ます ます 強く 成る 。 


第 6 巻 第 2 章 18 世 紀 の 神 秘 的 な 人 達 


18 世紀 の 大 衆 は 、 魔 術 だ け を 軽 信 し た 。 
な ぜ な ら 、 曖 昧 な 信心 が 、 真 の 信心 が 無い 大 衆 に よる 信心 で ある 。 
18 世紀 の 大 衆 は 、 イ エス キリ スト に よる 奇跡 を 否定 し て し まっ た 。 
一 方 、18 世紀 の 大 衆 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 に よる 復活 の 奇跡 信じ て し まっ た 。 
サン ジェ ルマン 伯爵 と いう 超常 的 な 人 物 は 、 大 作業 の 秘密 、( 錬 金 術 に よる ) ダ イ 
アモ ンド の 創造 の 秘密 、( 錬 金 術 に よる ) 宝 石 の 創造 の 秘密 を 所 有 し て いる と 信じ ら 
れ た 、 神 秘 的 な 神 知 学者 で ある 。 
サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 フ ラン ス 社 交界 の 人 で あり 、 会話 は 好ま し く 、 振 る 舞い は 
上 品 で あっ た 。 
ジャ ン リ ス 夫 人 は 、 若 い 頃 の サン ジェ ルマン 伯爵 と 、 ほ ほぼ 毎日 、 会 っ て いた 。 
ジャ ン リ ス 夫 人 は 、「 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 の 宝石 の 絵 に は 、 化 学者 や 画家 が 秘密 
を 見 抜け な か っ た 、 自 然 な 輝き が あっ た 」 と 話し て いる 。 
サン ジェ ルマン 伯爵 の 絵 は 、 証 拠 と し て 、 存 在 し て いな い 。 
その た め 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 光 を 宝石 の 絵 に 固定 し た か 、 真 珠 母 と 呼ば れ 
て いる 真珠 層 の 光沢 物質 に よる 化粧 か 金属 の 塗装 を 宝石 の 絵 に し た か 、 と いう 推 
測 し か で き な い 。 
サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 カ トリ ッ ク の 信仰 告白 を し て 、 大 い に 遵 守 し た 。 
し か し 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 降 霊 術 を 実践 し た 疑惑 が ある と いう 記録 や 、 サ ン 
ジェ ルマン 伯 有 は 神出鬼没 で あっ た と いう 記録 が 存在 し た 。 
サン ジェ ルマン 伯 環 は 、 永 遠 の 若 さ の 秘密 を 所 有 し て いる 、 と 主張 し た 。 


サン ジェ ルマン 伯爵 の 話 は 、 酔 狂 な 冗談 な の か 、 狂 気 に よ る 思い 込み な の か ? 


サン ジェ ルマン 伯爵 の 家族 に つい て は 、 知 られ て いな い 。 
サン ジェ ルマン 伯爵 の 過去 の 出来 事 に つい て の 話 を 聞く と 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 
は 何 世 紀 も 生き て いる 、 と 誤解 し て し まう 。 
サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 隠 され た 知 に つい て は 、 少 し し か 話さ な か っ た 。 
秘伝 伝授 を サン ジェ ルマン 伯爵 に 求め る と 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 秘伝 伝授 に つ 
いて 知ら な いふ り を し た 。 
サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 弟 子 を 選ん だ 。 
サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 へ の 無 抵抗 の 服従 を 弟子 に 求め た 。 
それ か ら 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 弟 子 が 招 か れ て いる 王位 、 メ ルキ ゼ デ ク の 王位 、 
ソロ モン の 王位 、 秘 伝 伝授 に よる 王位 に つい て 話し た 。 
王者 は 祭司 で ある 。 
(祭司 は 王者 で ある 。) 
サン ジェ ルマン 伯爵 は 、「 世 の 光 で あれ 」 と 話し て いる 。 
(マタ イ に よる 福音 5 章 14 節 「 あ な た 達 は 、 世 の 光 で ある 」) 


「 も し 、 あ な た の 光 が 、 惑 星 が 反射 する 光 に 過ぎ な けれ ば 、( 言 い 換え る と 、 あ な た が 
肉体 的 な 人 に 過ぎ な けれ ば 、) あ な た は 神 の 目 に は 虚無 と し か 見 えな いで あろ う 。 
私 サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 あ な た の た め に 、 太 陽 の 栄光 が 影 に 成る 輝き (、 言 い 換 え 
る と 、 星 の 光 が 神 の 光 の 影 に 過ぎ な く 成 る 神 の 光 ) を 約束 する 。 

そう すれ ば 、 あ な た は 、 星 々 の 軌道 を 導ける で あろ う 。 

あな た は 、 星 々 が 統治 する 国々 を 統治 する で あろ う 」 


前 記 の 、 サ ンジ ェ ル マン 伯 有 功 か ら 和 弟子 へ の 約束 の 正しい 意味 は 、 真 の 達 道 者 に 


と っ て は 、 全 く 理 解 し 易い 。 


「a History of Secret Societies in Germany( ド イツ の 秘密 結社 の 歴史 )」 で 、 
匿名 の 著者 は 、 一 言 一 句 同 じ で は な い が 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 か ら 和 弟子 へ の 約束 の 
言葉 に 似 た 言葉 を 記し て いる 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 か ら 和 弟子 へ の 約束 の 言葉 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 と 繋が り が 
有る 秘伝 伝授 の 学派 に つい て の 証拠 と 成る 。 

後記 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 に つい て 知ら れ て いな い 詳 細 で ある 。 

17 世紀 の 終わ り に 、 ボ へ ミア の 都市 リト ミエ ル ジ ツ ェ で 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 生 
まれ だ た 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、「 友 で ある カバ リス ト 」 を 意味 する 「the Companion 
Kabalist」 に 似 た 「Comes Cabalicus」 と いう 名 前 を 名 乗っ て いた 薔薇 十字 団員 の 
実子 か 養子 で あっ た 。 

不運 な ニコ ラ ピエ ー ル アン リド モン フォ ー コ ンド ヴィ ラー ル 神 父 は 、「 ガ バリ ス 
伯爵 」 と いう 書名 に よっ て 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 の 父 で ある 薔薇 十字 団員 を 笑い も 
の に し て いた 。 

た だ し 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 父 に つい て は 話さ な か っ た 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、「 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 人 迫害 され る 生活 を 送っ て いた 。 そ 
の た め 、 母 を 導き 手 と し て 、 森 の 世界 を さま よっ た 。7 歳 の 時 の 話 で ある 」 と 話し て い 
る 。 

し か し 、 前 記 の 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 の 7 歳 の 時 の 話 は 、 例 え 話 と し て 理解 する ベ 
き で ある 。 

前 記 の 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 の 7 歳 の 時 の 話 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 が 達 道 者 の 
段階 に まで 向上 し た 時 の 秘伝 伝授 者 と し て の 例え 話 で ある 。 

サン ジェ ルマン 伯 の 例え 話 の 中 の 母 と は 、 達 道 者 の 知 で ある 。 


サン ジェ ルマン 伯爵 の 例え 話 の 中 の 森 と は 、 真 の 文明 と 光 を 欠い た 国々 を 意味 す 
る 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 の 原理 は 、 薔 薇 十字 団 の 原理 で ある 。 

自国 の ボヘミア で 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 秘密 結社 サン ヤキ ン を 設立 し た が 、 後 
に 、 秘 密 結社 サン ヤキ ン で 無政府 主義 の 考え が 優勢 に 成る と 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 
は 秘密 結社 サン ヤキ ン か ら 離 れ た 。 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 新 し い 偽 の グノー シス 主義 者 と 合流 し た 。 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 を 破門 し 、 裏 切り 者 と し て の 罪 を 負 
わせ た 。 

いく つか の 、 光 に 照ら され た 者 に つい て の 記録 で は 、「 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は リュ 
エイ ユ マル メゾ ン の 城 の 地下 中 に 閉じ 込め られ た 」 と 、 ほ の めか し て いる 様 に 思わ 
れる 。 

他方 、 ジ ャ ン リ ス 夫 人 は 、「 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 自 分 の 良心 に 苦し め ら れ 、 あ の 
世 を 款 れ 、 ホ ル シ ュ タイ ン 公 国 で 死ん だ 」 と 話し て いる 。 

どちら に し て も 、 サ ンジ ェ ル マン 伯 功 が 突然 パリ か ら 姿 を 消し た の は 確か で ある 。 

サン ジェ ルマン 伯 功 が 姿 を 消し た 場所 は 、 正 確 に は 、 誰 も 知ら な い 。 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 可 能 な 限り 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 の 記録 を 沈黙 と 忘却 の 
ヴェ ー ル で 導 い 隠し て し まっ た 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は サン ヤキ ン と いう 名 前 で 秘密 結社 を 形成 し た 。 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 秘 密 結 社 サ ン ヨアキム に 変わ っ た 。 

秘密 結社 サン ヤキ ン 、 秘 密 結 社 サ ン ヨアキム は フラ ンス 革命 まで 続い た 。 

フラ ンス 革命 の 時 に 、 他 の 多数 の 秘密 結社 の 様 に 、 秘 密 結社 サン ヤキ ン 、 秘 密 結 
社 サ ン ヨアキム は 解散 し た か 、 変 質 し た 。 


中 略 


薔薇 十字 団 の 後継 団体 で ある 秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 薔 薇 十字 団 の 秘伝 伝授 
の 厳し さと 位階 的 な 方 法 を 少し ずつ 改悪 し て し まい 、 神 秘 主義 の 異端 の 偽 の 薔 才 
十字 団 に 成り 下がっ て し まっ た 。 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 神 殿 騎 士 団 の 魔術 的 な 考え を 熱心 に 取り 入れ た 。 


中 略 


秘密 結社 サン ヤキ ン の 修行 者 は 、 命 を ささ げ る 様 に 求め られ た 。 

そし て 、 秘 密 結 社 サ ン ヤキ ン の 修行 者 は 、 湾 血 さ れ て 、 気 絶 し た 。 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 鴻 血 に よる 気絶 を 死 と 呼ん で いた 。 

修行 者 が 意識 を 回 復 す る と 、 秘 密 結社 サン ヤキ ン は 、 修 行者 の 偽 の 復活 を 、 爆 発 
的 に 喜ん で 、 た た える 。 

も た ら さ れる 多様 な 感情 と 、 悲 し みか ら 一 転 し た 輝く 様 な 光景 は 、 修 行者 の 想像 
力 を 半永久 的 に 感動 させ て 、 修 行者 を 狂わ せる か 、 興 奮 さ せる 。 

多数 の 修行 者 は 、「 復 活 が 自身 に 本 当 に 起き 、 最 早 、 自 分 は 死な な い 」 と 誤っ て 
思い 込ん で し まっ た 。 

前 記 の 様 に し て 、 善 意 より も 頻繁 に 確実 に 狂気 が も た ら す 、 狂 信者 、 盲 信者 、 疲 れ 
を 知ら な い 献 身 者 を 、 隠 され た 計画 に 役立つ 最も 恐る べき 道具 と し て 、 秘 密 結 社 サ 
ン ヤキ ン の 幹部 は 得 て い た 。 

異端 の 秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 魔 術 の 幻惑 に どっ ぷり つか っ た 、 偽 の グノー シス 
主義 の 団体 で ある 。 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 薔 薇 十字 団 と 神殿 騎士 団 を 利用 し た 。 


ヤキ ン と いう 名 前 は 、 ソ ロモ ン の エル サレ ム 神 殿 の 2 つの 柱 に 記さ れ た ボア ズ と 
ヤキ ン と いう 2 つの 名 前 の うち の 1 つ で ある 。 

へ ブラ イ 人 の アル ファ ベッ ト で ある 神 の 文字 へ ブラ イ 文 字 で 、 ヤ キン の 最初 の 文字 
は 、 イ ヨッ ド で ある 。 

また 、 へ ブラ イ 文 字 で 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ の 最初 の 文字 は 、 イ ョ ヨッ ド で ある 。 

ヤキ ン と いう 名 前 に よっ て 、 神 の 名 前 ヤ ハ ウェ は 、 大 衆 か ら ヴ ェ ー ル で 覆い 隠さ 
Ce 

その た め 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 サ ン ヤキ ン と いう 名 前 を 秘密 結社 に 与え た 。 

秘密 結社 サン ヤキ ン は 、 魔 術 の 実践 に 無 思 慮 に も 夢中 に 成っ た 、 神 知 学者 の 団 
体 で あっ た 。 

神秘 的 な サン ジェ ルマン 伯爵 に つい て の 話 を 総合 する と 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 
熟練 の 医者 で あり 、 優 れ た 化学 者 で あっ た 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 複 数 の ダイ アモ ンド を 跡 を 残さ ず に 融合 させ る 方 法 を 知っ 
て いた 、 と 言わ れ て いる 。 

また 、 サ ンジ ェ ル マン 伯 菌 は 、 宝 石 か ら 不純 物 を 除去 し て 、 質 の 悪い 欠点 の 有る 
宝石 を 高価 な 宝石 に で きた 。 

「a History of Secret Societies in Germany( ド イツ の 秘密 結社 の 歴史 )」 の 愚 
か な 匿名 の 著者 は 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 が 、 質 の 悪い 宝石 を 高価 な 宝石 に で きた と 
信じ た が 、 錬 金 術 で 黄金 を 創造 し た と は 信じ な か っ た 。 

まる で 宝石 の 錬 金 に よっ て は 黄金 を 錬 金 で き な い か の 様 に 。 

(サン ジェ ルマン 伯 菌 は 錬金術 で 黄金 を 創造 し た 可能 性 が 高い 。) 

「a History of Secret Societies in Germany( ド イツ の 秘密 結社 の 歴史 )」 に よ 
る と 、 サ ンジ ェ ル マン 伯爵 は 、 よ り 大 いな る 光沢 と 展 延性 、 柔 軟 性 を 銅 に 与え る 技術 
を 、 発 明 し て 、 産 業 科学 に 残し た 。 


更 な る 光沢 と 柔軟 性 を 銅 に 与え る 技術 の 発明 は 、 十 分 な 冨 を サン ジェ ルマン 伯 
菌 に 裏づけ た 。 

サン ジェ ルマン 伯 菌 は 、 科 学 へ の 功績 に よっ て 、「 私 サン ジェ ルマン 伯 薄 は 女王 ク 
レオ パト ラ と 親しかっ た 」、「 私 サン ジェ ルマン 伯爵 は 『 シ バ の 女王 』 と 親しく 話し て い 
る 」 と いう 嘘 を つい て も 、 許 され る 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 善 い 人 で あり 、 女 性 に 親切 な 人 で あっ た 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 幼 子 を 可愛 が っ た 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 美 味 し い 砂 糖 菓 子 と 見 事 な 遊び 道具 を 幼子 に あげ て 喜 
ば せ た 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 肌 は 色 黒 で 、 育 は 低かっ た 。 

サン ジェ ルマン 伯 有 は 、 高 価 だ が 良い 趣味 の 服 を 着 て いた 。 

サン ジェ ルマン 伯 楼 は 、 心 地 良い 洗練 され た 上 品 さ を 育ん だ 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 フ ラン スモ ルイ 15 世 と 親しかっ た 、 と 言わ れ て いる 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 フ ラン スモ ルイ 15 世 と 、 ダ イア モン ド と いっ た 宝石 の 事 に 
波頭 し た 、 と 言わ れ て いる 。 

遊女 と 快楽 に 夢中 だ っ た フラ ンス モル イ 15 世 が サン ジェ ルマン 伯爵 を 私 的 な 調 
見 に 招待 し た の は 、 フ ラン スモ ルイ 15 世 が 、 学 問 に つい て の 真剣 さよ り も 、 女 々 し い 
好奇 心 に よる 気まぐれ に 従っ た か ら で あ る 、 可 能 性 が 高い 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 一 時 、 人 気 に 成 っ た 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 は 、 神 知 学者 の 法 悦 を 放 薄 者 の 噂 話 に 混ぜ る 方 法 を 知っ て 
いた 感じ の 良い 若い 長命 者 で あっ た の で 、 複 数 の サー クル で 大 人 気 に 成 っ た 。 

し か し 、 す ぐに 、 人 気 は 、 他 の 幻惑 者 に 移っ て し まっ た 。 

大 衆 の 人 気 と は 、 す ぐに 移り 変わ る 物 で ある 。 

サン ジェ ルマン 伯爵 が 神秘 的 な アル ト タ ス の 正体 で ある と 誤っ て 言わ れ て いる 。 


アル ト タ ス と は 、 カ リオ スト ロ の 話 に よる 、 カ リオ スト ロ の 魔術 の 師 で ある 。 
エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ア ルト タス に つい て 話す つも り で ある 。 
カリ オス トロ は 、 ア シャ ラ と 名 乗っ た 。 
アシ ャ ラ は カバ ラ 的 な 名 前 で ある 。 
後 で 話す 様 に サンジェルマン 伯爵 が カリ オス トロ の 魔術 の 師 で ある と いう 推測 
は 根拠 が 無い 誤り で ある 。 
サン ジェ ルマン 伯爵 が パリ で 人 気 だ っ た 時 に 、 神 秘 的 な 達 道 者 で ある ラス カリ ス 
と 言う 錬金術 師 が 、 大 衆 に 近づい て 、 錬 金 術 の 使徒 と し て 勧誘 し て いた 。 
ラス カリ ス は 、「 私 ラス カリ ス は 、 東 の 大 修道 院長 で 、 ギ リ シ ャ の 修道 院 の た め に 
御 布施 を 集め て いる 」 と いう 嘘 を 話し て いた が 、 事 実 と は 異な る 。 
ラス カリ ス は 、 金 銭 を 求め る 代わ り に 、 黄 金 を まき 散ら し て 、 黄 金 と いう 足跡 を 残し 
だ 。 
ラス カリ ス は 、 神 出 鬼 没 で 、 姿 は 千 変 万 化 で あっ た 。 
ラス カリ ス は 、 あ る 場所 で は 老人 に 成り 、 別 の 場所 で は 若者 に 成っ た 。 
ラス カリ ス は 、 錬 金 術 で 黄金 を 自ら は 公 に は 創造 し な か っ た 。 
し か し 、 ラ スカ リス は 、 弟 子 に 錬金術 で 黄金 を 創造 させ た 。 
ラス カリ ス は 、 弟 子 の 所 を 去る 時 に 、 卑 金属 に 投入 する 粉 を 少し 、 弟 子 に 残し た 。 
ラス カリ ス の 使者 、 ラ スカ リス の 弟子 達 が 錬金術 で 卑 金属 を 金 に 変え た の は 、 何 
より も 、 人 確証 さ れ て いる 。 
錬金術 に つい て の 学 の 有る 著作 で 、 ル イ フィ ギ エ は 、 錬 金 術 の 実在 と 錬金術 の 重 
要 性 を 疑っ て いな い 。 
特に 、 自 然 科 学 で は 、 何 より も 、 事 実は 厳然 と し て 不動 不変 で ある 。 
その た め 、 後 記 の 様 に に ラス カリ ス の 弟子 達 が 錬金術 で 黄金 を 創造 し た 事実 か ら 、 
結論 する 必要 が 有る 。 


賢者 の 石 は 、 架 空 の 物 で は な い 。 

隠さ れ た 知 の 膨大 な 口伝 、 多 数 の 古代 の 神話 、 全 て の 時 代 の 大 いな る 人 達 の 多 
数 の 真剣 な 研究 は 、 賢 者 の 石 の 実在 を 十分 に 確証 し て いる 。 

近代 の 、 あ る 化学 者 は 、 破 滅 的 な 方 法 に よる 銀 か ら の 金 の 抽出 に 到達 し て 秘密 を 
公表 し た 。 

破滅 的 な 方 法 に よる 銀 か ら の 金 の 抽出 で は 、 銀 か ら 、 銀 の 価値 の 約 10 分 の 1 以 
下 の 金 し か 抽出 で き な か っ た 。 

コル ネリ ウス アグ リッ パ は 、 普 遍 の 溶媒 に 到達 で き な か っ た 。 

し か し 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 破 減 的 な 方 法 に よる 銀 か ら の 金 の 抽出 を 公表 
し た 化学 者 より 幸せ で あっ た 。 

な ぜ な ら 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 銀 の 価値 と 同等 の 金 を 得る 事 が で きた 。 

その た め 、 コ ルネ リウ ス アグ リッ パ は 、 錬 金 術 で 、 た だ 労苦 し て 、 損 を し た だ け で 
あっ た 。 

錬金術 の 応用 に よる 自然 の 大 いな る 秘密 の 探求 を 損 と 言え る の で あれ ば だ が 。 

黄金 の 魅力 に よっ て 、 絶 対 の 哲学 に 至る 事 に 成る 探求 を 人 々 に させ る 事 が 、 ラ ス 
カリ ス の 活動 の 目的 で あっ た 、 と 思わ れる 。 

錬金術 を 熟考 し て 研究 し た 人 達 は 、 必 然 的 に 、 カ バラ の 知 に 至る 。 

18 世紀 の 秘伝 伝授 者 は 、 秘 伝 伝授 者 の 時 代 が 来 た 、 と 考え た 。18 世紀 の 異端 
者 は 、 異 端 者 の 時 代 が 来 た 、 と 考え た 。 

秘伝 伝授 者 は 、 新 し い 位 階 制 の 設立 を 探求 し た 。 

異端 者 は 、 全 て の 権威 の 転覆 を 探求 し た 。 

異端 者 は 、 社 会 の 上 流 階級 の 失墜 を 探求 し た 。 

世論 を 探る た め に 、 秘 密 結社 は 、 偵 察 、 候 を 世界 中 に 派遣 し た 。 

秘密 結社 は 、 必 要 に 応じ て 、 世 論 を 起こ し た 。 


サン ジェ ルマン と ラス カリ ス の 後に 、 メ スメル が 現れ た 。 

メス メル の 後に 、 カ リオ スト ロ が 現れ た 。 

し か し 、 サ ンジ ェ ル マン 、 ラ スカ リス 、 カ リオ スト ロ の 団体 は 全て 異な る 。 

サン ジェ ルマン は 、 光 に 照ら され た 者 の 神 知 学者 の 代表 で ある 。 

ラス カリ ス は 、 錬 金 術 の 口伝 と 結び つい た 自然 研究 の 博物 学 の 学者 の 代表 で あ 
る 。 

カリ オス トロ は 、 神 殿 騎 士 団 の 代行 者 で ある 。 

その た め 、 ロ ンド ン の 全て の メー ソン に 宛て た 回 覧 で 、 カ リオ スト ロ は 「 永 遠 者 で あ 
る 神 の 神殿 を 建て る 時 が 来 た 」 と 書い た 。 

神殿 騎士 団 の 様 に 、 カ リオ スト ロ は 、 黒 魔術 の 実践 と 、 死 に 至る 降 霊 術 の 知 に ふ 
けつ だ 。 

カリ オス トロ は 、 過 去 と 現在 を 見 通し 、 未 来 を 予言 し 、 不 思 議 な 治療 を 行い 、 黄 金 
を 創造 で きる ふり を し た 。 

カリ オス トロ は 、 古 代 エ ジ プ ト の メー ソン と いう 名 前 で 、 新 し い 儀 式 を 伝え た 。 

カリ オス トロ は 、 女 神 イ シス へ の 神秘 的 な 敬礼 を 復活 させ よう と し た 。 

カリ オス トロ は 、 テ ー ベ の スフィンクス の nemys の 様 な 、nemys を まとっ た 。 

カリ オス トロ は 、 象 徴 で 飾ら れ た 、 光 に 照ら され た 、 一 続き の 部 屋 で 、 夜 の 集会 を 
主宰 し た 。 

カリ オス トロ の 巫女 は 、 若 い 女 性 で あっ た 。 

カリ オス トロ は 、 カ リオ スト ロ の 巫女 を 鳩 と 呼ん だ 。 

カリ オス トロ は 、 神 託 を 得る た め に 、 水 占い に よっ て 、 カ リオ スト ロ の 巫女 を 忘 我 状 
明 に し じ た 。 

水 は 、 優 れ た 、 星 の 光 の 伝導 体 で ある 。 

水 は 、 強 力 な 、 星 の 光 の 反射 鏡 で ある 。 


水 は 、 高 度 に 、 星 の 光 を 屈折 させ る 媒体 で ある 。 

海 や 雲 の 幻 が 、 水 は 星 の 光 の 伝導 体 、 反 射 鏡 、 屈 折 さ せる 媒体 で ある 、 と 証明 し 
て いる 、 様 に 。 

カリ オス トロ が 、 メ スメル の 知 の 継承 者 で あり 、 巫 女 の 霊媒 の 現象 の 鍵 を 所 有 し て 
いた 、 の は 明らか で ある 。 

カリ オス トロ は 、 霊 媒 者 で あっ た 。 

な ぜ な ら 、 カ リオ スト ロ は 、 神 経 組織 の 感受 性 が 超常 的 に 強かっ た 。 

そし て 、 カ リオ スト ロ は 、 神 経 組織 の 感受 性 の 強 さ に 、 工 夫 と 確信 の 蓄積 を 加え た 。 

特に 、 女 性 の 、 大 衆 の 誇張 と 想像 が 、 カ リオ スト ロ の 神経 組織 の 感受 性 の 強 さ を 
補強 し た 。 

カリ オス トロ は 、 成 功 し 過ぎ た 。 

「 神 の 様 な 者 カリ オス トロ 」 と 記さ れ た カリ オス トロ の 胸像 が 、 至 る 所 で 見 られ た 。 


カリ オス トロ は 、 神 に 成っ た 後 で 、 陰 課 家 、 詐 欺 師 、 妻 の 強姦 者 、 悪 人 に 成っ て し 
まっ た 。 

ロー マ の 宗教 裁判 は 、 カ リオ スト ロ を 終身 刑 に し て 、 慈 悲 を 見 せ た 。 

妻 が カリ オス トロ を 裏切っ て 売っ た と いう 事実 が 、 カ リオ スト ロ が 妻 を 性 的 に 売っ 
て いた と いう 話 が 事実 で ある と 証明 し て いる 。 

カリ オス トロ は 、 罠 に か けら れ て し まっ た 。 

カリ オス トロ は 、 告 発 さ れ て し まっ た 。 

カリ オス トロ の 告発 者 は 、 自 分 に 都合 の 良い 様 に 公表 し た 。 

そう し て いる 内 に 、 フ ラン ス 革 命 が 来 た 。 

全て の 人 が 、 カ リオ スト ロ を 忘れ て し まっ た 。 

し か し 、 達 道 者 カリ オス トロ は 、 魔 術 の 歴史 に お いて 、 重 要 で ある 。 


カリ オス トロ の 象徴 は 、 ソ ロモ ン の 象徴 と 同じ くら い 、 大 き な 意 味 を 持っ て いる 。 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 カ リオ スト ロ が 知 の 無 上 の 秘密 に 入門 し て いた 事 を 証明 
し て いる 。 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 ア シャ ラ と アル ト タ ス と いう 名 前 の カバ ラ の 文字 に よっ て 説 
明 す る と 、 大 いな る 秘密 と 大 作業 の 主要 な 特徴 を 表し て いる 。 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 文 字 N、 文 字 ア レフ を 形成 し て いる 、 矢 が 貫き 通さ れ て いる 
蛇 で ある 。 


カリ オス トロ の 象徴 は 、 自 発 性 と 受容 性 の 結合 の 象徴 で ある 。 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 霊 と 命 の 結合 の 象徴 で ある 。 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 意 思 と 、 星 の 光 の 結合 の 象徴 で ある 。 

カリ オス トロ の 象徴 の 矢 は 、 古 代 ギ リ シ ャ の 光 の 神 ア ポロ ン の 矢 で ある 。 

カリ オス トロ の 象徴 の 蛇 は 、 古 代 ギ リ シ ャ 神 話 の ピュ トン 、 錬 金 術 の 縁 の 竜 で ある 。 

文字 KN、 文 字 ア レフ は 、 つ り 合 わ さ れ た 統一 性 を 表す 。 

カリ オス トロ の 象徴 は 、 古 代 の 魔術 の タリ スマ ン に 多様 な 形 で あら われ る 。 

た だ し 、 時 に は 、 カ リオ スト ロ の 象徴 の 蛇 は 、 女 神 ユ ノー の 孔雀 に 置き 換え られ て 
いる 。 

孔雀 は 、 頭 は 王冠 の 様 に 飾ら れ 、 尾 は 多 色 で ある 。 

孔雀 は 、 分 析 さ れ た 光 の 象徴 で ある 。 


孔雀 は 、 大 作業 の 鳥 で ある 。 

孔雀 の 羽 は 、 金 色 に 輝い て いる 。 

時 に は 、 カ リオ スト ロ の 象徴 に 似 た 象徴 で は 、 華 や か な 色 の 孔雀 の 代わ り に 、 白 い 
子羊 が 描か れ て いる 。 

白い 子羊 、 若 い 太陽 の 牡 半 は 、 十 字 架 を 持っ て いる 。 

フラ ンス の 都市 ルー アン の 紋章 に 未だ に 見 られ る 様 に 。 

孔雀 、 白 い 子 羊 、 牡 羊 、 蛇 は 、 受 容 的 な 原理 と 女神 ユノ ー の 王 多 と いう 、 同 一 の 象 
徴 的 な 意味 を 持っ て いる 。 

十字 架 と 矢 は 、 自 発 的 な 原理 、 意 思 、 魔 術 的 な 作用 、 溶 媒 の 凝固 、 錬 金 で 卑 金属 
に 投入 する 粉 に よる 気化 し 易い も の の 固定 、 火 の 土 へ の 浸透 を 意味 する 。 

自発 的 な 原理 と 受容 的 な 原理 の 結合 が 、 普 遍 の つり 合い 、 大 いな る 秘密 、 大 作 
業 、 ボ アズ と ヤキ ン の つり 合い で ある 。 

カリ オス トロ の 象徴 に 記さ れ て いる 頭 文字 「L.PD.」 は 、 自 由 、 力 また は 能力 、 義 務 
を 意味 する 。 

カリ オス トロ の 象徴 に 記さ れ て いる 頭 文字 「L.PD.」 は 、 光 、 つ り 合い 、 密 度 を 意味 
する 。 

カリ オス トロ の 象徴 に 記さ れ て いる 頭 文 字 「L.PD.」 は 、 法 、 原 理 、 正 義 ま た は 権利 
を 意味 する 。 

フリ ー メ ー ソ ン は 、「L..D..P.…」 と いう 形 で 、 頭 文字 「L.PD.」 の 順序 を 変え た 。 

フリ ー メ ー ソ ン は 、「L..D..P.….」 と 象徴 的 な 橋 に 記し て 、「L..D..P.….」 を フラ ンス 語 
の 「Tiberte de Penser」、「 考 える 自由 」 と いう 言葉 に 翻訳 し た 。 

た だ し 、 フ リー メー ソン は 、「L..D.P..」 と 象徴 的 な 橋 に 記し て 、「 エ L..D..P..」 を フ 
ラン ス 語 の 「LiDerte de Passer」、「 渡 る 自由 」 と いう 言葉 に 、 入 門 し て いな い 人 々 
に は 解釈 させ た 。 


カリ オス トロ の 告発 の 記録 で は 、 カ リオ スト ロ が 「L..D..P..」 を 「 百 合 を 足 の 下 に 
踏ん で 圧倒 し な さい 」 ま た は 「 百 合 (が 紋章 で ある フラ ンス 王家 ) を 足 の 下 に 踏み に じ 
りな さい 」 と いう 意味 に 解釈 し て いた と 尋問 に よっ て 引き 出し た と 言わ れ て いる 。 

剣 で 茎 が 切ら れ た 百合 が 描か れ た 、「 報 復 は (百合 と いう ) 収 穫 を も た ら す 」 と 記さ 
れ た 、16 世紀 か 17 世紀 の 偽 の メー ソン の メダ ル は 、 偽 の メー ソン が 「L..D.".P..」 を 
「 百 合 (が 紋章 で ある フラ ンス 王家 ) を 足 の 下 に 踏み に じ り な さい 」 と いう 意味 に 解釈 
し て いた 証拠 か も し れ な い 。 

カリ オス トロ が 名 乗っ て いた 、 ア シャ ラ と いう 名 前 は 、 カ バラ 的 に nNTNWN と 書く 。 

TNTNWN は 、 三 重 の 統一 を 表す 。 

WN は 、 原 理 と 原因 の 単 一 性 を 表す 。 

JN は 、 命 の 単 一 性 と 、 復 活 さ せる 運動 の 永遠 性 を 表す 。 

nN は 、 絶 対 の 総合 に よる 目的 の 単 一 性 を 表す 。 

カリ オス トロ の 話 に よる 、 カ リオ スト ロ の 魔術 の 師 の 名 前 「 ア ルト タス 」 は 「 ア ル 
トー ト アス 」 と いう 3 つの 言葉 で 出来 て いる 。 

「 ア ル アス 」 を カバ ラ 的 に へ ブラ イ 語 的 に 逆 に 読む と 「 サ ラ 」 に 成る 。 

「 サ ラ 」 は 「 使 者 」 を 意味 する 。 

その た め 、「 ア ルト タス 」、「 ア ル トー ト アス 」 は 「 古 代 エ ジ プ ト 人 の 神 の 使者 で あり 
使者 の 神 で ある トー ト 」 を 意味 する 。 

誰 よ り も 、 カ リオ スト ロ は 、 魔 術 の 師 と し て 、 ト ー ト を 評価 し て いた 。 

(トー ト は エノク で ある 。) 

また 、 カ リオ スト ロ は 「 大 いな る コプト 」 と 名 乗っ て いた 。 

(コプト は エジプト の キリ スト 教徒 を 意味 する 。) 

カリ オス トロ の 教え に は 、 心 の 復活 と 肉体 の 復活 と いう 二 重 の 目的 が あっ た 。 

後記 は 、 大 いな る コプト で ある カリ オス トロ の 心 の 復活 の 教え の 言葉 で ある 。 


「 モ ー セ と 共に 、 シ ナイ 山 を 登り な さい 。 

ゴル ゴ タ の 丘 を 登り な さい 。 

ペレ グ と 共に 、 イ スラ エル の タ ボ ル 山 に 登り な さい 。 

エリ ヤ と 共に 、 イ スラ エル の カル メル 山の上 に 立ち な さい 。 
山 の 頂 上 に 、 あ な た の 幕 屋 を 建て な さい 。 

幕 屋 を 3 つ に 分 け な さ い 。 

た だ し 、 幕 屋 の 3 つの 部 分 を つなげ な さい 。 

幕 屋 の 中 央 は 、3 階 建 て に し な さい 。 

1 階 は 、( 唯 一 の ) 食 堂 に し な さい 。 

2 階 は 、 唯 一 の 円 形 の 部 屋 に し な さい 。 

2 階 の 部 屋 の 壁 に 治っ て 、12 の ベッ ド を 置き な さい 。 

2 階 の 部 屋 の 中 央 に 、1 つの ベッ ド を 置き な さい 。 

2 随 の 部 屋 を 眠り と 夢 の 場 と し な さい 。 

3 階 は 、 唯 一 の 正方 形 の 部 屋 に し な さい 。 

3 階 の 部 屋 の 各 壁 に 4 つの 窓 を 作り な さい 。 

(3 階 の 部 屋 に 合計 16 の 窓 を 作り な さい 。) 

3 階 の 部 屋 を 光 の 場 と し な さい 。 

40 日 間 、 昼 は 、3 階 の 部 屋 で 、 独 り で 、 祈 りな さい 。 

40 日 間 、 夜 は 、12 使徒 の 共同 寝室 で ある 2 階 の 部 屋 で 、 眠 りな さい 。 
そう すれ ば 、 あ な た は 、7 つの 霊 の 署名 と 、 新 品 の 羊皮紙 に 描か れ た 五 荘 星 を 受け 
取る で あろ う 。 

受け る 者 の 他 に は 誰 も 知ら な い 、 象 徴 で ある 。 

(ヨハ ネ の 黙示 録 2 章 17 節 『 受 ける 者 の 他 に は 誰 も 知ら な い 』) 


12 使徒 の うち 最も 若い 使徒 ヨハ ネ の 黙示 録 に 記さ れ て いる 、 白 い 小 石 に 記さ れ て 
いる 、 秘 密 の 象徴 で ある 。 

(ヨハ ネ の 黙示 録 2 章 17 節 『 白 い 小 石 に は 、 受 ける 者 の 他 に は 誰 も 知ら な い 、 新 し 
い 名 前 が 記さ れ て いる 』) 

神 の 火 が 、 あ な た の 心 を 照ら す で あ ろう 。 

そし て 、 あ な た の 肉体 は 、 幼 子 の 肉体 と 同じ く 、 汚 れ が 無く 成る で あろ う 。 

あな た の 洞察 力 は 、 無 制限 に 成る で あろ う 。 

あな た の 力 は 、 大 いな る 物 に 成る で あろ う 。 

あな た は 、 不 死 の 始ま り で ある 完全 な 休息 に 入る で あろ う 。 

仙 慢 無し に 、 真 に 、 あ な た は 『 私 は 存在 する 神 で ある 』 と 言え る で あろ う 」 


前 記 の 、 謎 の 、 カ リオ スト ロ の 心 の 復活 の 教え の 言葉 は 、「 心 の 復活 に 到達 する に 
は 、 超 越 的 な カバ ラ を 学び 、 理 解 し 、 実 現す る 必要 が 有る 」 事 を 意味 し て いる 。 

1 階 、2 階 、3 階 は 、 物 質 的 な 生 、 哲 学 的 な 光 、 宗 教 的 な 望み の 結合 を 意味 する 。 

12 使徒 は 、 大 いな る 啓示 者 で ある 。 

12 使徒 の 象徴 を 理解 する 必要 が 有る 。 

7 つの 霊 の 署名 は 、 大 いな る 秘密 の 知 を 意味 する 。 

カリ オス トロ の 心 の 復活 の 教え の 言葉 は 、 全 て 、 例 え 話 で ある 。 

その た め 、 メ ー ソ ン に と っ て エル サレ ム に 神殿 を 建て る 事 は 課題 で ある わけ で は な 
い 、 の と 同様 に 、3 磁 建て の 家 を 建て る 事 は 課題 で も わる わけ で は な い 。 


中 略 


カリ オス トロ は 、 裁 判官 た ち を 前 に 、 キ リス ト 教 の 位階 制 の 最高 指導 者 と し て 法王 
を 敵 礼 する カト リッ ク で ある と 信仰 告白 し て 、 断 固 と し た 態度 と 落ち 着き を 見 せ た 。 

カリ オス トロ は 、 隠 され た 知 に つい て は 、 謎 の 言葉 で 話し た 。 

そし て 、 裁 判官 が カリ オス トロ の 謎 の 言葉 が 不条理 で 理解 で き な い と 責め る と 、 カ 
リオ スト ロ は 「 裁 判官 に は 判断 の た め の 基 礎 が 無い 」 と 裁判 官 に 話し た 。 

裁判 官 は 、 カ リオ スト ロ の 言葉 で 不快 に 成っ て 、 カ リオ スト ロ に 七 つ の 大 罪 、 七 つ 
の 死に 至る 大 罪 を 話す 様 に 命令 し た 。 

カリ オス トロ は 、「 色 欲 、 金 銭 へ の 貧 欲 、 始 、 暴 食 、 怠 必 」 と 話し た 。 

裁判 官 は 、「 カ リオ スト ロ 、 父 慢 と 慎 怒 を 言い 忘れ て いる ぞ 」 と カリ オス トロ に 話し 
Ke 

後記 の 様 に 、 被 告 カ リオ スト ロ は 話し た 。 
「 失 礼 。 
私 カリ オス トロ は 、 人 慢 と 慎 怒 を 言い 忘れ た わけ で は な い の で す よ 。 
私 カリ オス トロ は 、 あ な た た ち 裁 判官 を 尊重 し て 、 あ な た た ち 裁 判官 が 更に 不快 に 
成ら な い 様 に 、 仙 慢 と 慎 和 色 を 言わ な か っ た の で す よ 」 

カリ オス トロ は 、 死 刑 を 宣告 され た 。 

後に に カリ オス トロ へ の 刑 は 、 終 身 刑 に 変わ っ た 。 

地下 中 で 、 カ リオ スト ロ は 、 司 祭 に 尼 梅 し た いと 求め た 。 

そし て 、 カ リオ スト ロ は 、 カ リオ スト ロ に 姿 と 背 の 高 さ が 似 た 司祭 を 儀 悔 の 相手 に 
指名 し た 。 

聴 罪 司祭 が カリ オス トロ の 所 を 訪れ 、 司 祭 ( の 服 を まとっ た 人 ) が 出 て 行く の が 見 
か けら れ た 。 

数 時 間 後 、 看 守 が 、 カ リオ スト ロ の 服 を 着 た 絞殺 死体 見 つけ た 。 

カリ オス トロ が 指名 し た 司祭 は 、 姿 を 消し た 。 


大 いな る コプト で ある カリ オス トロ は 、( 司 祭 に 成り すま し て 脱獄 し て 、) ア メリ カ に 現 
在 いて 、 死 者 の 霊 が テー ブル を 叩い て 伝言 する と 信じ て いる 人 た ちの 、 姿 を 見 せな 
い 最 高 神官 長 を し て いる 、 と 好事家 は 話し て いる 。 


第 6 巻 弟 3 章 カ ゾ ッ ト の 予言 


18 世紀 に 、 マ ル テ ィ ネ ス ド パス カー リ は 、 マ ル テ ィ ニ スト 会 と いう 知ら れ ざ る 哲学 
者 の 団体 を 設立 し た 。 

ルイ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 マ ル テ ィ ニ スト 会 を 継続 させ た 。 

マル ティ ニス ト 会 は 、 真 の 秘伝 伝授 の 、 最 後 の 達 道 者 達 が 組織 し た 団体 で ある 、 
と 思わ れる 。 

ルイ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 タ ロッ ト の 古代 の 鍵 を 知っ て いた 。 

言い 換え る と 、 ル イ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 神 の アル ファ ベッ ト で あり 祭司 だ 
け の 象徴 で ある タロ ッ ト の 神秘 を 知っ て いた 。 

ルイ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 多 数 の 非常 に 興味 深い pantacle を 残し た 。 

た だ し 、 ル イ クロ ー ド ド サン マル タン の pamtacle は 、 石 や 金属 に 彫刻 され た 事 
は 無い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 紙 に 記さ れ た ルイ クロ ー ド ド サン マル タン の pantacle の 写 
し を 所 有 し て いる 。 

ルイ クロ ー ド ド サン マル タン の pantacle の 1 つ は 、 大 作業 の 口伝 の 鍵 で ある 。 

ルイ クロ ー ド ド サン マル タン は 、 大 作業 の 口伝 の 鍵 で ある pantacle を 、 富 の 鍵 
と 成る の で 、 地 獄 の 鍵 と 呼ん だ 。 

マル ティ ニス ト 会 は 、 最 後 の キ リス ト 教 徒 の 団体 で あり 、 光 に 照ら され た 者 の 団体 
で ある 。 

マル ティ ニス ト 会 は 、 高 名 な カ ゾ ッ ト に 秘伝 伝授 し た 。 

すでに 話し た 様 に 、18 世紀 に 、 真 の 光 に 照ら され た 者 か ら 、 分 派 の 異端 の 偽 の 光 
に 照ら され た 者 が 現れ た 。 


真 の 光 に 照ら され た 者 は 、 自 然 と 知 に つい て の 口伝 の 保管 者 で あり 、 位 階 制 を 復 
活 さ せる 事 を 望ん だ 。 

偽 の 光 に 照ら され た 者 は 、 反 対 に 、 大 いな る 秘密 を 大 衆 に 口外 し て 、 全 て の も の を 
破壊 し て 引き 下げ て 、 王 者 と 祭司 が 世界 に 存在 で き な い 様 に する 事 を 望ん だ 。 

ある 偽 の 光 に 照ら され た 者 た ち は 、 野 心 家 や 悪人 で あり 、 世 界 の 残骸 の 上 に 自分 
の 王座 を 建て よう と し た 。 

他 の 、 偽 の 光 に 照ら され た 者 た ち は 、 だ まさ れ た 人 、 便 乗 者 や 愚者 で ある 。 

真 の 光 に 早 ら され た 者 は 、 深 淵 に 進む 社会 を 失望 し て 見 て いた 。 

真 の 光 に 照ら され た 者 は 、 無 政府 主義 に よる 混乱 に よる 恐怖 を 予見 し た 。 

フラ ンス 革命 は 、 後 に に フラ ンス 革命 の 指導 者 ピエ ー ル ヴェ ル ニ ヨ の 死ん で いる 
精神 の 前 に 、「 我 が 子 を 食らう サト ゥ ル ヌ ス 」 と いう 暗い 絵 で 表れ る 様 に 運命 づけ ら 
れ て いた 。 

し か し 、 す で に 、 カ ゾ ッ ト の 予言 の 夢 の 中 で 、 フ ラン ス 革 命 は 、 完 全 武 装 し て 表れ て 
7 だ 。 

ある 夜 、 カ ゾ ッ ト は 、 未 来 の ジャ コバ ン 派 の 盲目 的 な 手先 に 囲ま れ て いた 。 

カ ゾ ッ ト は 、「 最 強 の 者 と 最 弱 の 者 は 死刑 に 成り 、 最 も 熱狂 的 な 者 は 自殺 する 」 と 、 
ジャ コバ ン 派 の 死 を 予言 し た 。 

カ ゾ ッ ト の 予言 は 、 そ の 時 は 、 暗 い 冗 談 で ある と 思わ れ た 。 

し か し 、 カ ゾ ッ ト の 予言 は 、 実 現し た 。 

実際 は 、 カ ゾ ッ ト の 予言 は 、 可 能 性 の 計算 に 過ぎ な い 。 

し か し 、 カ ゾ ッ ト の 予言 は 、 厳 密 で 正確 で あっ た 。 

な ぜ な ら 、 カ ゾ ッ ト の 予言 は 、 す で に 必然 の 結果 に 成っ て いた 可能 性 を 計算 し て い 
だ 

ラ ア ルプ は 、 カ ゾ ッ ト の 予言 に 感銘 を 受け た 。 


ラ アル プ は 、 カ ゾ ッ ト の 予言 を 、 誇 張 し て 、 よ り 不 思 議 に 見 せ た 。 

例え ば 、 カ ゾ ッ ト が 、 自 殺 を 予言 し た 人 が カミ ソリ で 喉 を 切っ た 正確 な 回 数 を 予言 
し た と いう 嘘 を ラ アル プ は 書い た 。 

ラ アル プ と いっ た 類 の 詩 的 な 誇張 は 、 超 常 的 な 話 の 話し 手 に は 、 許 し て も 良い か 
も し れ な い 、。 

ラ アル プ な どの 虚飾 は 、 虚 偽 や 嘘 と いう より は 、 実 質 的 に は 、 表 現 や 詩作 で ある 。 

自然 に よっ て 不平 等 で ある 人 々 に 、 絶 対 的 な 自由 を 与え る 事 は 、 社 会 的 な 争い を 
用 意 す る 事 で ある 。 

肉欲 は 先天 的 な 物 で ある 。 

大 衆 の 無 思慮 な 肉欲 を 抑え る べき 人 々 が 、 愚 か に も 大 衆 の 無 思慮 な 肉欲 を 解放 
する と 、 最 初 に 大 衆 の 無 思慮 な 肉欲 に 食い 殺さ れる 羽目 に 成る 事 は 、 予 見 する の に 
大 いな る 魔術 師 に 成る 必要 は 無い 。 

な ぜ な ら 、 大 胆 な 熟練 の 猟師 が 射撃 や 罠 で 仕留め る まで 、 動 物 的 な 肉欲 は 相互 
に 餌食 に し て 苦し め 合う 運命 で ある 。 

カ ゾ ッ ト は 、 マ ラー を 予見 し た 。 

マラ ー が 反作用 と 独裁 者 を 予見 し た 様 に 。 

カ ゾ ッ ト は 、 い くつ か の 苗 細 な 文学 作品 の 著者 と し て 初め て 公 に あら われ た 。 

カ ゾ ッ ト の 秘伝 伝授 は 、「 悪 魔 の 恋 (人 )」 と いう 恋愛 物語 の お か げ で ある 、 と 言わ 
れ て いる 。 

疑い 無く 、 カ ゾ ッ ト の 「 悪 魔 の 恋 (人 )」 は 魔術 の 直感 に 満ち て いる 。 

性 欲 は 、 人 生 に お ける 最高 の 試練 で ある 。 

達 道 者 の 考え の 真 の 光 の 下 で 、 カ ゾ ッ ト の 「 悪 魔 の 恋 ( 人 )」 で は 、 性 欲 が 描か れ て 
いる 。 

想像 力 の 奴隷 に 成っ て いる 人 々 は 、 肉 欲 に 夢中 に 成り 患 か に 成っ て 勝て な い 。 


肉体 的 な 性 欲 は 、 魅 力 的 な 外見 を 装っ た 、 死 で あり 、 誕 生 に よっ て 刈り 入れ た 者 
を 復活 させ よう と する 。 

肉体 的 な 愛 の 女神 ウェ ヌス は 、 遊 女 の 様 な 化粧 を し 服 を 着 た 、 死 で ある 。 

キュ ー ピ ッ ド は 、 肉 体 的 な 母 で ある 愛 の 女神 ウェ ヌス の 様 に 、 破 壊 者 で あり 、 肉 体 
的 な 愛 の 女神 ウェ ヌス の た め に 犠牲 者 を 誘う 。 

遊女 で ある 肉体 的 な 愛 の 女神 ウェ ヌス は 、 満 足し た ら 、 仮 面 を 脱い で 死 と し て の 
正体 を 現し て 餌食 を 求め る 。 

その た め 、 教 会 は 、 結 婚 を 神聖 化し て 誕生 を 擁護 する 。 

そし て 、 教 会 は 、 性 欲 に よる 乱 行 を 容赦 無く 責め て 、 放 湧 が 死 を も た ら す と 真相 を 
暴露 する 。 

愛着 され て いる 女性 が 、 実 は 天使 で は な いと 、 愛 着 す る 男性 の 腕 の 中 で 義務 を 犠 
牲 に し て 不死 を 獲得 し て 、 最 後に は 女性 の 動物 的 な 利己 主義 の 全て の 醐 悪さ を 男 
性 の 前 に さら し て 、 男 性 を 酷使 し 殺す スト リ ゲ ス に 成る 。 

「 悪 魔 の 恋 (人 )」 の 犠牲 者 に は 災い が 有る ! 

悪魔 の 恋人 ビヨン デ ッ タ の 淫ら な 愛撫 に 惑わ され る 人 々 に は 3 倍 の 災い が 有る ! 

速やか に 、 悪 魔 の 恋人 ビヨン デ ッ タ の 女性 と し て の 優美 な 容貌 は 、 カ ゾ ッ ト の 恋愛 
物語 「 悪 魔 の 恋 ( 人 )」 の 最後 に 悲劇 的 に 現れ る ラク ダ の 頭 に 変わ っ て し まう で あろ う 。 

カバ リス ト に よる と 、 リ リス と ナ ヘ へ マー と いう 2 人 の スト リ ゲ ス の 女王 が 地獄 に いる 。 

リリ ス は 、 中 絶 の 母 で ある 。 

ナ ヘ へ マー は 、 死 に 至ら せる 殺人 の 美女 で ある 。 

神 が 用 意 し た 妻 を 男性 が 裏切る と 、 男 性 が 不妊 な 肉欲 の 乱 行 に ハ け る と 、 神 は 、 
正統 な 花嫁 を 取り 上 げ て 男性 を ナ ヘ マー の 抱擁 に 引き 渡す 。 

ナ ヘ へ マー は 、 必 要 に 応じ て 、 処 女 の 全て の 魅力 や 、 魅 惑 的 な 女性 の 魅力 を 装う 事 
が で きる 。 


ナ ヘ へ マー は 、 父 親 の 心 を 変質 させ 、 そ その か し て 、 父 親 に 子 へ 抱い て いる 全て の 義 
務 を 捨て させ て し まう 。 

ナ ヘ へ マー は 、 既 婚 者 を 離婚 させ て し まう 。 

ナ ヘ へ マー は 、 神 が 清め た 人 に 、 神 を 冒 済 する 結婚 を させ て し まう 。 

ナ ヘ へ マー が 妻 の 役割 を る 装っ て も 、 ナ ヘマ ー は 簡単 に 正体 を 現す 。 

な ぜ な ら 、 結 婚 日 に 、 ナ ヘマ ー は 、 双 げ た 頭 で 現れ る 。 

髪 は 、 女 性 の 謙 且 、 慎 み の ヴ ェ ー ル で ある 。 

し か し 、 結 婚 日 に は 、 ナ ヘマ ー に は 髪 が 禁じ られ て いる 。 

そし て 、 ナ ヘ へ マー は 、 生 存 へ の 絶望 と 嫌悪 の 雰囲気 を 装う 。 

ナ ヘ へ マー は 、 自 殺 を 説く 。 

ナ ヘ へ マー は 、 ナ ヘ へ マー と 共存 し よう と する 男性 を 、 地 獄 の 星 を 男性 の 両目 の 間 に 
記し て 、 見 捨て る 。 

さら に 、「 ナ ヘマ ー は 、 母 に 成 れ る か も し れ な い が 子 を 養 わ な い 。 な ぜ な ら 、 ナ へ 
マー は 、 子 を 死に 至ら せる 姉 リ リス に 食わ せる 」 と カバ リス ト は 話し て いる 。 

(リリ ス は 、 ナ ヘマ ー の 姉 で ある 、 と いう 説 が 存在 する 。) 

「 魂 の 変革 」 に つい て の へ ブラ イィ イ 語 の 文書 、Rosenroth に よる 「 裸 の カバ ラ 」 に 収 
集 し た 文書 、 ソ タ と いう タル ムー ド の 注釈 に 存在 する 、 リ リス と ナ ヘ マー に つい て の カ 
バラ の 例え 話 を 、「 悪 魔 の 恋 (人 )」 の 著者 カ ゾ ッ ト は 、 知 っ て いる か 、 直 感 で 見 抜い て 
いる に 違い 無かっ た 。 

その た め 、「 悪 魔 の 恋 (人 )」 を 公表 後に 、「 秘 密 裁判 所 」 の 使者 の 口伝 の 様 な 黒衣 
を まとっ た 、 マ ント を まとっ た 見 知ら ぬ 人 、 マ ル テ ィ ニ スト が 、 カ ゾ ッ ト の 所 を 訪れ た 、 
と 言わ れ て いる 。 

マル ティ ニス ト は 、 カ ゾ ッ ト が 理解 で き な い 、 合 図 を し た 。 


それ か ら 、 マ ル テ ィ ニ スト は 、 本 当 に 、 カ ゾ ッ ト が 秘伝 伝授 者 で ある か 、 質 問 し た 。 


カ ゾ ッ ト は 秘伝 伝授 者 で は な いと 答え た 。 
マル ティ ニス ト は 、 暗 い 表 情 を 和 ら ば げ て 、 後 記 の 様 に 、 話 し た 。 


「 あ な た カ ゾ ッ ト が 、 私 達 マ ル テ ィ ニ スト 会 の 秘密 の 不貞 な 器 で は な く 、 知 の た め に 
用 意 さ れ た 選ば れ た 器 で ある 、 と 私 は 理解 し まし た 。 
本 当 に 、 あ な た カ ゾ ッ ト は 、 人 の 肉欲 や 、 汚 れ た 霊 を 圧倒 し た いと 望み ます か ?」 


カ ゾ ッ ト は 、 興 味 を 示し た 。 

マル ティ ニス ト と 、 カ ゾ ッ ト は 、 長 時 間 、 話 し 合っ た 。 

マル ティ ニス ト と 、 カ ゾ ッ ト が 、 多 数 の 会 合 を 持つ 発端 と 成っ た 。 

最後 に 、「 悪 魔 の 恋 (人 )」 の 著者 カ ゾ ッ ト は 、 マ ル テ ィ ニ スト 会 に 入門 する 様 に 求め 


られ た 。 
カ ゾ ッ ト は 、 秩 序 と 権威 の 信心 深い 支持 者 に 成っ た 。 
( 


カ ゾ ッ ト は 、 マ ル テ ィ ニ スト 会 に 入門 し た 。 

カ ゾ ッ ト は 、 秘 伝 伝授 者 に 成っ た 。 

) 

また 、 結 果 的 に 、 カ ゾ ッ ト は 、 無 政府 主義 者 の 恐る べき 敵 に 成っ た 。 

すでに 話し た 様 に 、 カ リオ スト ロ の 心 の 復活 の 教え の 言葉 と いう 例え 話 に よる と 、 
心 の 復活 の た め に 登る 必要 が 有る 山 が 存在 する 。 

心 の 復活 の た め に 登る 必要 が 有る 山 は 、 イ スラ エル の タ ボ ル 山 の 様 に 光 で 白い 
か 、 シ ナイ 山 や ゴル ゴ タ の 丘 の 様 に 火 と 血 で 赤い 。 

後記 の 様 に 、「 光 輝 の 書 」 に 記さ れ て いる 。 

白色 と 赤色 と いう 2 つの 色 の 総合 が 存在 する 。 


白色 は 、 平 和 と 精神 的 な 光 の 色 で ある 。 

赤色 は 、 戦 いと 物質 的 な 命 の 色 で ある 。 

ジャ コバ ン 派 は 、 血 の 旗 を 広げ よう と 企ん だ 。 

ジャ コバ ン 派 の 祭壇 は 、 赤 い 山の上 に 建て られ た 。 

カ ゾ ッ ト は 、 光 の 旗 の 下 に 入っ た 。 

カ ゾ ッ ト の 神秘 の 幕 屋 は 、 白 い 山の上 に 建て られ た 。 

血 に 汚れ た も の が 一 時 的 に 勝利 し て 、 カ ゾ ッ ト を 告発 し た 。 

カ ゾ ッ ト の 娘 エ リザ ベー ト は 、 女 性 の 英雄 で ある 。 

カ ゾ ッ ト の 娘 エ リザ ベー ト は 、 ア ベイ の 宇 折 で 起き た 九 月 虐殺 か ら カ ゾ ッ ト を 救っ 
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カ ゾ ッ ト の 娘 エ リザ ベー ト の 名 前 に は 、 貴 族 を 表す 接頭 大 が 付け られ て いな か っ 
だ ら 


その た め 、 カ ゾ ッ ト の 娘 エ リザ ベー ト は 、 友 愛 の る べき 乾杯 無し で 済ん だ 。 

友愛 の 恐る べき 乾杯 は 、 不 滅 の 名 声 を マリ ー モリ ー ユ ソン ブレ イ ユ 嬢 の 親孝行 に 
与え た 。 

マリ ー モリ ー ユ ソン プレ イ ユ 嬢 は 、 革 命 派 に 、 父 で ある ソン ブレ イ ユ 侯爵 が 王 党派 
で は な い 事 を 証明 する た め に 処刑 され た 王 党派 の 貴族 の 血 を 飲み 干す 様 に 言わ れ 
て 、 飲 み 干 し た 。 

カ ゾ ッ ト は 、 自 身 の 死 を 予言 し た 。 

な ぜ な ら 、 良 心 が 、 カ ゾ ッ ト に 、 最 後 ま で 無政府 主義 に よる 混乱 と 戦わ せ ず に は お 
か な か っ た 。 

カ ゾ ッ ト は 、 良 心 に 従っ た 。 

カ ゾ ッ ト は 、 再 び 逮 捕 され て 、 革 命 派 の 裁判 所 に 連行 され た 。 


カ ゾ ッ ト の 死刑 を 宣告 し た 革命 派 の 裁判 所 の 長 は 、 最 後 ま で カ ゾ ッ ト に 相応 し く カ 
ゾ ッ ト を 犠牲 に する 事 を 碑 い 、 カ ゾ ッ ト が 生き て きた 様 に 気高く 死ね る 様 に 転 うと いう 、 
カ ゾ ッ ト へ の 尊重 と 後悔 に 満ち た 暫 い を 話し た 。 

カ ゾ ッ ト の 死刑 を 宣告 し た 革命 派 の 裁判 所 の 長 の 逸話 は 、 フ ラン ス 革 命 が 、 内 戦 
で あっ た 、 事 を 表す 。 

また 、 フ ラン ス 革 命 で は 、 同 胞 は 、 相 互 に 死刑 を 宣告 し 合う 時 に 、 挨 拶 を 交わ し た 。 

な ぜ な ら 、 フ ラン ス 革 命 で は 、 双 方 に 信念 に よる 誠実 さ が 存在 し て いた 。 

その た め 、 フ ラン ス 革 命 で は 、 双 方 に 尊 人 敬 さ れる 資格 が 有 っ た 。 

正しい と 思う も の の た め に 死ぬ 人 は 、 だ まさ れ て いて も 、 英 雄 で ある 。 

フラ ンス 革命 の 、 血 まみ れ の 赤色 の 山 の 無 政府 主義 者 は 、 他 人 を 死刑 に する 時 
だ け 大 胆 で あっ た の で は な く 、 自 身 が 死刑 に 成る 時 も 青白 く 成 ら ず に 大 胆 で あっ た 。 

神 と 後世 が フラ ンス 革命 の 無政府 主義 者 を 裁き ます 様 に 。 
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か つて 、 世 界 に は 、 自 分 の 性 質 が 勝 病 で あり 邪悪 で ある 事 を 発見 し て 嫌悪 し た 人 
ルソー が いた 。 

ルソー は 、 自 身 へ の 嫌悪 を 社会 全体 の せい に し た 。 

ルソー は 、 自 然 へ の 不適 切な 愛好 者 で あっ た 。 

自然 は 、 怒 っ て 、 天 罰 と し て ルソー を 雄弁 で 武装 させ た 。 

ルソー は 大 胆 に も 、 知 に 対し て 、 無 知 が 正しい 物 で ある と 誤っ て 主張 し た 。 

ルソー は 、 文 明 に 対し て 、 未 開 の 状態 が 正しい 物 で ある と 誤っ て 主張 し た 。 

ルソー は 、 全 て の 社会 的 な 高み に 対し て 、 全 て の 下層 的 な 生活 の 深み が 正しい 物 
で ある と 誤っ て 主張 し た 。 

直感 的 に 、 大 衆 は 狂人 ルソー に 石 を 投げ た 。 

(実際 に 大 衆 は ルソー に 石 を 投げ た 。) 

し か し 、 ル ソー は 、 偉 人 に 喜ん で 受け 入れ られ た 。 

ルソー は 、 女 性 に も て は や され た 。 

ルソー は 、 大 い に 成 功 し た の で 、 反 発 に よっ て 、 人 間 嫌 い を 増し た 。 

ルソー は 、 怒 り と 嫌悪 か ら 、 最 終 的 に 、 自 殺 行 為 を し て 終わ っ た 。 

ルソー の 死後 、 世 界 は 、 ル ソー の 雪 想 の 実現 の 試行 鯉 誤 に よっ て 岩 えた 。 

神殿 騎士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー の 死 か ら 韻 に 社会 体系 の 破壊 を 著 っ て きた 、 
偽 メ ー ソ ン の 、 沈 黙 し て いた 陰謀 家 は 、 ジ ュ ネ ー ブ の 狂信 者 ルソー を 守護 聖人 と し て 、 
偽 の メー ソン の ロッ ジ を Platriere 通り の ルソー が 住ん で いた 家 に 設立 し た 。 

ルソー が 住ん で いた 家 の 、 偽 の メー ソン の ロッ ジ は 、 革 命 の 宣伝 の 中 心 と 成っ た 。 


王家 の 血筋 の 、 あ る 王族 は 、 ル ソー が 住ん で いた 家 の 、 偽 の メー ソン の ロッ ジ に 来 
て 、 神 殿 騎 士 団 を 滅ぼし た フラ ンス 王 フ ィ リ ッ プ 4 世 の 後 継 者 の 死 を 、 神 殿 騎士 団 の 
墓 に 装 っ た 。 

18 世紀 の 貴族 が 大 衆 を 堕 落 さ せ た 。 

18 世紀 の 貴族 は 、 イ ギリ ス の 「 摂 政 時 代 」 の 酒宴 が 起源 で ある 、 平 等 へ の 熱狂 に 
と ら わ れ て いた 。 

18 世紀 の 貴族 は 、 快 楽 の た め に 、 低 い 身分 の 人 と 交際 し た 。 

18 世紀 の 宮廷 の 貴族 で は 、 ス ラム の 言葉 を 話す 娯楽 が 流行 っ た 。 

提 政 が 総長 で あっ た 、 と 神殿 騎士 団 の 古文 書 に は 記さ れ て いる 。 

総長 で ある 摂政 の 後継 者 は 、 メ ー ヌ 公 で ある ルイ オー ギュ スト ド ブル ボン 、 ブ ル 
ボン コン デ 家 と ブル ボン コン ティ 家 の 王 族 た ち 、 デ コ セ ブリ サッ ク 公 で あっ た 、 と 神 
殿 騎 士 団 の 古文 書 に は 記さ れ て いる 。 

カリ オス トロ は 、 カ リオ スト ロ が 古代 エジプト の メー ソン と いう 名 前 で 呼ん で いた 儀 
式 の 会 員数 を 増やす た め に 、 中 流 階級 か ら 援 助 者 を 集め た 。 

全て の 人 が 、 衰 退 期 の 其 落 し た 文明 を 破壊 に 駆り 立て る 、 秘 密 の 抗 え な い 衝 動 に 
従う 事 を 望ん で いた 。 

フラ ンス 革命 は 、 カ ゾ ッ ト が 予見 し た 様 に 、 ま る で 目 に は 見 えな い 手 に 駆り 立て ら 
れる か の 様 に 、 出 来 事 が 相互 に 積み 重なっ て いっ て 、 速 や か に 進行 し た 。 

不適 切な が フラ ンス モル イ 16 世 は 、 最 悪 の 敵 、 偽 の メー ソン に 導 か れ て いた 。 

偽 の メー ソン は 、 ル イ 16 世 の パ リ か ら の 卑劣 な 逃亡 計画 を 手配 し て か ら 台 無し 
に し て 、 ヴ ァ レ ン ヌ 事件 を 引き 起こ し た 。 

偽 の メー ソン は 、 ヴ ァ レ ン ヌ 事件 の 前 の パリ の 女性 達 が ヴェ ル サ イ ユ 宮 殿 に 乱入 
し て 食糧 を 要求 する 事件 に 関与 し た り 、 ヴ ァ レ ン ヌ 事件 の 後 の 「8 月 10 日 事件 」 に 
関与 し た り し た 、 様 に 。 


至る 所 で 、 偽 の メー ソン は 、 フ ラン スモ ルイ 16 世 の 評 判 を 地 に 堕ち させ た 。 

偽 の メー ソン は 、 大 衆 の 怒り を 助長 させ る た め に 、 何 世紀 も 用 意 し て きた フラ ンス 
王 の 処刑 と いう 悲惨 な 出来 事 を 確実 に する た め に 、 フ ラン スモ ルイ 16 世 を 大 衆 の 
怒り か ら 何 度 か 救う 事 さ え し た 。 

フラ ンス 王 の 処刑 が 、 神 殿 騎 士 団 の 逆恨み に よる 犯行 の 完成 に は 必要 で あっ た 。 

フラ ンス 革命 戦争 の 内 戦 的 な 圧力 で 、「 国民 議会 」 は 、「8 月 10 日 事件 」 を 起こ し 
て 王権 を 停止 し た 。 

「 国 民 議会 」 は 、 フ ラン ス 王 一 家 を リュ クサ ン ブ ー ル 宮殿 に 収監 する 事 を 提案 し た 。 

し か し 、 偽 の メー ソン の 秘密 の 会 議 は 、 フ ラン ス 王 一 家 を タン プル 塔 、 テ ンプ ル 塔 
に 収監 する 様 に 命令 し た 。 

(フラ ンス 語 で 神殿 騎士 団 、 テ ンプ ブル 騎士 団 を タン プル 騎士 団 と 発音 する 。) 

失墜 し た フラ ンス 王 一 家 は 、 タ ンプ ル 塔 、 テ ンプ ル 塔 に 収監 され た 。 

タン プル 塔 、 テ ンプ ル 塔 は 、 神 殿 騎 士 団 の 本 拠 地 で あっ た 。 

タン プル 塔 、 テ ンプ ル 塔 は 、 天 守 塔 と 小 塔 と 共に 、 神 殿 騎 士 団 の 不変 の 記憶 に よ 
る フラ ンス 王 の 処刑 を 待っ て 、 残 っ て いた 。 

フラ ンス ルイ 16 世 は 、 タ ンプ ル 塔 、 テ ンプ ル 塔 に 収監 され た 。 

フラ ンス の キリ スト 教 の 精鋭 は 、 国 外 追 放さ れ た か 、 ア ベイ の 宇 獄 に 収監 され た 。 

パリ の セー ヌ 川 の ポン ヌ フ 橋 の 上 で は 、 大 砲 が 轟 いて いた 。 

国 が 危険 で ある 、 と 主張 する 脅迫 する ポス ター が 貼ら れ て いた 。 

偽 の メー ソン の 、 見 知ら ぬ 者 た ち が 九 月 虐殺 を 計画 し た 。 

長い 影 に 覆 わ れ た 醒 い 巨人 の 様 な 大 男 の 偽 の メー ソン が 、 虐 殺す る 聖職 者 が い 
る 場所 で は 、 ど こ で も 見 か けら れ た 。 

長 影 の 本 い 大 男 の 偽 の メー ソン は 、 残 酷 な 冷笑 を 浮か べ て 、「 見 ろ 」 と 叫ん だ 。 


「 こ の 一 撃 は 、 ア ルビ ジョ ア 派 と 呼ば れ た カタ リ 派 と ヴァ ルド 派 か ら の 報復 を 代行 し 
た 物 だ 。 

この 一 撃 は 、 神 殿 騎 士 田 か ら の 報復 を 代行 し た 物 だ 。 

この 一 撃 は 、 プ ロ テ ス タン ト へ の 『 サ ン バル テル ミ の 虐殺 』 に 対す る 報復 を 代行 し た 
物 だ 。 

この 一 撃 は 、 プ ロ テ ス タン ト に よる 『 カ ミ ザ ー ル の 乱 』、『 セ ヴェ ン ヌ 戦争 』 の 亡命 者 
か ら の 報復 を 代行 し た 物 だ 」 


長 妹 の 醸 い 大 男 の 偽 の メー ソン は 、 そ ば に いた 聖職 者 を 、 絶 え 間 無く 、 サ ー ベ ル 、 
佐 、 梶 棒 で 打っ た 。 

長 角 の 醒 い 大 男 の 偽 の メー ソン の 武器 は 、 壊 れる と 、 新 し い 武器 に 交換 され た 。 

長 胡 の 醒 い 大 男 の 偽 の メー ソン は 、 頭 か ら 足 まで 、 全 身 、 血まみれ に 成っ た 。 

長 応 の 醒 い 大 男 の 偽 の メー ソン は 、 神 聖 な も の を 冒 潮 し な が ら 、 血 で し か 体 を 洗 
わな い 事 を 区 っ た 。 

長 影 の 醸 い 大 男 の 偽 の メー ソン が 、 天使 の 様 な マリ ー モリ ー ユ ソン ブレ イコ ユ 嬢 に 、 
父 で ある ソン ブレ イ ユ 侯爵 が 王 党派 で は な い 事 を 証明 する た め に 処刑 され た 王 党 
派 の 貴族 の 血 を 飲み 干す 様 に 言っ た 。 

タン プル 塔 、 テ ンプ ル 塔 で 、 天 使 の 様 な マダ ム エリ ザ ベ ー ト と 呼ば れ た エリ ザ 
ベー ト フィ リッ ピー ヌ ド フラ ンス が 涙 を 流し て 祈っ て いた 。 

エリ ザ ベ ー ト フィ リッ ピー ヌ ド フラ ンス は 、 神 か ら の フラ ンス 王家 へ の 許し を 得る 
た め に 、 自 分 と 2 人 の 子 の 受難 を 神 に 捧げ た 。 

処女 の 列 教 者 エリ ザ ベ ー ト フィ リッ ピー ヌ ド フラ ンス の 全て の 苦し み と 涙 が 、 ポ ン 
パ ド ゥ ー ル 夫人 や デュ バリ ー 夫 人 と いっ た 遊女 と の ルイ 15 世 の 愚 か な 快楽 へ の 罪 
を つぐ な う の に 必要 で あっ た 。 


ジャ コバ ン 派 の 「 ジ ャ コバ ン 」 と いう 名 前 は 、 パ リ の ジャ コバ ン 修 道 院 を 本 部 に 選 
ぶ 前 か ら の 物 で ある 。 

ジャ コバ ン 派 の 「 ジ ャ コバ ン 」 は 、 神 殿 騎 士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー や ジャ ン 
ジャ ッ ク ルソー の 「 ジ ャ ッ ク 」 と いう 名 前 に 由来 する 。 

神殿 騎士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー は 不吉 の 象徴 で あり 、 ジ ャ ン ジャ ッ ク ルソー 
は 革命 を も た らし た 。 

フラ ンス の 聖 像 破壊 者 は 、 常 に 、「 ジ ャ ッ ク 」 と 呼ば れ て きた 。 

哲学 者 ジャ ン ジャ ッ ク ルソー の 致命 的 な 名 声 は ジャ ッ ク リ ー の 乱 を 用 意 し た 。 

哲学 者 ジャ ン ジャ ッ ク ルソー は 、 ヨ ハネ 派 を か た る 異端 の 偽 の メー ソン の 血 ま み 
れ の 陰謀 の きっ か け と 成っ た 。 

フラ ンス 革命 の 主導 者 で ある 偽 の メー ソン は 、 神 殿 騎 士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モ 
レー の 墓 に 、 フ ラン ス の 王座 と キリ スト 教 の 祭壇 の 破壊 を 密か に 区 っ て いた 。 

フラ ンス モル イ 16 世 が 処刑 され た 時 、 報 復 と 殺人 の 象徴 で る る 「 さ ま よ える ユダ 
ヤ 人 」 で ある 、 長 明 の 醒 い 大 男 の 偽 の メー ソン は 、 処 刑 台 に 昇っ て 、 果 然 と し て いる 
観 軍 を 前 に 、 両 手 で フラ ンス 王 の 血 を すく い 取 っ て 大 衆 の 頭上 に 投げ て 、「 フ ラン ス 
国民 よ 、 私 は 、『 ジ ャ ッ ク 』 と 『 自 由 』 の 名 前 に お いて 、 フ ラン ス 国 民 を 洗礼 する 」 と いう 
惑 る べき 言葉 を 叫ん だ 。 

フラ ンス モル イ 16 世 の 処 刑 で 、 偽 の メー ソン の 目的 の 半分 は 終わ っ た 。 

偽 の メー ソン の 残り 半分 の 目的 と し て 、 法 王 に 対し て 、 神 殿 騎 士 田 で ある 偽 の 
メー ソン の 軍団 は 、 全 精力 を 傾け た 。 

教会 か ら の 略奪 、 神 聖 な も の へ の 冒 、 行 列 祈 矯 式 を 括 い も の に する 偽 の 行列 
祈 補 式 、 パ リ の 首都 大 司教 管区 に お ける 理性 の 宗教 の 開始 は 、 法 王 へ の 攻撃 へ の 
主 な 兆候 で あっ た 。 

パレ ロワ イヤ ル で 、 法 王 ピウス 6 世 の 肖像 画 が 焼 か れ た 。 


フラ ンス 第 一 共和 政 の 軍団 が 、 ロ ー マ へ の 進軍 の 用 意 を し た 。 

神殿 騎士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー た ち は 狗 教 者 で あっ た 、 か も し れ な い 。 

し か し 、 神 殿 騎 士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー た ちの 害 へ の 逆恨み に よる 犯行 者 
は 、 神 殿 騎 士 団 の 総長 ジャ ッ ク ド モレ ー た ちの 記憶 を 汚し た 。 

フラ ンス モル イ 16 世 の 処 刑 に よっ て 、 フ ラン ス 間 政 は 、 復 活 し た 。 

法王 ピウス 6 世 の 監 禁 に よっ て 、 教 会 は 勝利 し た 。 

フラ ンス の ヴァ ラン ス で 、 法 王 ピウス 6 世 は 、 監 禁 さ れ て 、 疲 労 と 苦労 に よっ て 死ん 
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一 方 、 神 殿 騎 士 団 の 無 価値 な 後継 者 で ある 偽 の メー ソン は 、 フ ラン ス 革 命 と いう 
惨事 を も た らし た 勝利 に 飲み 込ま れ て 、 滅 ん だ 。 

当時 の 聖職 者 の 状態 を 特徴 する 兆候 的 な 溢 用 や 、 大 金持ち の 不適 切 さ が 必 然 
的 に 伴う 危険 な 醒 聞 が 、 あ っ た 。 

し か し 、 金 持ち が 徐々 に 消え る と 、 超 越 的 な 徳 が 戻っ て きた 。 

茜 示 録 「 メ トディ オス の 予言 書 」 で は 、 フ ラン ス 革 命 と いう 一 時 的 な 惨事 と 、 フ ラン 
ス 革 命 後 の 霊 的 な 精神 的 な 勝利 が 、 予 言 さ れ て いる 。 

魔術 の 歴史 第 1 巻 第 1 章 で 「 メ トディ オス の 予言 書 」 に つい て 話し た 事 が ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、1527 年 に 印刷 され た 、 不 思 議 な 絵 で 飾ら れ た 、 ブ ラッ ク レ 
ター 書体 の 写本 を 所 有 し て いる 。 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 神 聖 な パ ン と 赤ワイン を 豚 に 投げ 与え て いる 、 祭 司 
に 不相応 な 聖職 者 が 描か れ て いる 。 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 聖 職 者 を 殺し 神聖 な 器 を 聖職 者 の 頭 で 破壊 し て い 
る 反乱 し た 大 衆 が 描か れ て いる 。 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 軍 人 の 手 で 監禁 され た 法王 (ピウス 6 世 ) が 描か れ 
て いる 。 


「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 一 方 の 手 で フラ ンス の 旗 を か か げ 、 他 方 の 手 で 合 
を イタ リア に 向け て いる 、 王 冠 を か ぶっ た (神殿 騎士 団 で ある 偽 の メー ソン の ) 騎 士 が 
描か れ て いる 。 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、2 羽 の ワシ と 、 フ ラン ス 王 家 の 百 合 の 紋章 フル ー ル 
ド リス を 二 重 に 胸 に つけ 、 王 冠 を か ぶっ て いる 、 鶏 が 描か れ て いる 。 

2 羽 の ワシ の うち 1 羽 は 、 上 半身 が ワン で あり 下半身 が ライ オン で ある グリ フォ ン 
と 、 一 角 獣 ユニ コー ン と 共に 、 巣 か ら ハ ゲタ カ を 追い 払っ て いる 。 

「 メ トディ オス の 予言 書 」 に は 、 他 に も 不思議 な 絵 が 多数 、 存 在 する 。 

超常 的 な が 「 メ トディ オス の 予言 書 」 と 比較 で きる の は 、 イ タリ ア の カラ ブリ ア 州 の 、 
フィ オー レ の ヨアキム 修道 院長 の 著書 「 全 て の 教皇 に 関す る 預言 」 の 挿し 絵入り の 
版 で ある 。 

フィ オー レ の ヨアキム の 著書 「 全 て の 教皇 に 関す る 預言 」 で は 、 反 キリ スト の 到来 
まで の 、 全 て の 未来 の 法王 の 肖像 が 、 法 王 の 任期 の 象徴 と 共に 、 描 か れ て いる 。 

フィ オー レ の ヨアキム の 著書 「 全 て の 教皇 に 関す る 預言 」 は 、 未 来 が 過去 の 事 の 
様 に 描か れ た 、 不 思 議 な 未来 の 年 代 記 で ある 。 

フィ オー レ の ヨアキム の 著書 「 全 て の 教皇 に 関す る 預言 」 は 、 出 来 事 が くり 返さ れ 
て いる 、 連 続 し た 世界 を 暗示 し て いる 、 様 に 思わ れる 。 

その た め 、 未 来 の も の の 予知 は 、 過 去 に 失わ れ た 映像 の 呼び 出し で ある 、 と 思 
れる ほど で ある 。 


第 6 巻 第 5 章 霊媒 狂 に よる 現象 


前 略 


も し 、 意 思 に よる 和 父 異 的 な 努力 に よっ て 、 自 身 を 別人 で ある と 想像 で きれ ば 、 別 人 
の 心 の 奥底 の 思考 を すぐ に 知る で あろ うし 、 別 人 の 最も 秘密 の 記憶 を 引き 寄せ る で 
あろ う 、 と パラ ケル スス は 話し て いる 。 

思考 が 類似 する ほど の 会 話 を し た 後に 、 思 考 が 類似 する ほど の 会 話 を し た 相手 
の 秘密 の 人 生 の 記憶 を 夢 で 見 る 時 が ある 。 


以下 略 


第 6 巻 第 6 章 ド イツ の 光 に 照ら され た 者 


前 略 


自然 な 手段 は 、 篤 異 現象 へ の 道 を 舗装 する が 、 驚 異 現象 自体 は 動作 させ な い 。 
最も 頑 迷 な 懐疑 者 を 驚 か せ 惑 乱 さ せる 事 が 起き た の で ある 。 

さら に 、 シ ュ レ プ フ ァ ー は 、 幻 灯 機 も ヴェ ー ル も 利用 し な か っ た 。 

た だ し 、 シ ュ レ プ フ ァ ー は 、 来 た 人 た ち に 、 用意 し た 一 種 の パン チ を 飲ま せ た 。 

シュ レプ ファ ー が 霊媒 で あら わし た 霊 的 な も の は 、 ア メリ カ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム が 霊 
媒 で あら わし た 霊 的 な も の と 、 似 て いる 。 

言い 換え る と 、 シ ュ レ プ フ ァ ー と アメ リカ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム が 霊媒 で あら わし た 霊 
的 な も の は 、 不 完全 に 物質 化し て いた 。 

シュ レプ ファ ー と アメ リカ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム が 霊媒 で あら わし た 霊 的 な も の は 、 触 
れ よ うと し た 人 に 、 肌 が ゾッと する 、 電 気 の 混乱 に 似 た 、 不 思 議 な 感じ を 引き 起こ し た 。 

し か し 、 出 現し た 霊 的 な も の に 触れ よう と する 前 に 手 を 濡らす と 、 肌 が ゾッと する 、 
電気 の 混乱 に 似 た 、 不 思 議 な 感じ は 起き な か っ た 。 

シュ レプ ファ ー は 、 誠 実に 霊媒 を 行っ て いた 。 

アメ リカ 人 の 霊媒 師 ホ ー ム が 誠実 に 霊媒 を 行っ て いた 様 に 。 

シュ レプ ファ ー は 、 呼び出し た 霊 的 な も の が 実際 の 霊 で ある と 誤っ て 思い 込ん で 
いた 。 

シュ レプ ファ ー は 、 呼 び 出し た 霊 的 な も の が 実際 の 霊 で ある か 疑い 、 自 殺し て し 
ま ら 7 だ 6 


中 略 


神秘 主義 は 、 最 も 危険 な 物 で ある 。 

な ぜ な ら 、 神 秘 主 義 が も た ら す 熱狂 は 、 人 の 知 の 全て の 組み 合わ せ を 妨げ る 。 

社会 を 転 覆 させ る 者 は 、 常 に 、 狂 人 で ある 。 

偉大 な 政治 家 が 予見 で き な い 物 は 、 狂 人 の 自暴自棄 の 行為 で ある 。 

エフ ェ ソ ス の 月 の 女神 ディ アナ の 神殿 の 建設 者 は 、 永 遠 の 栄 光 を 期待 し た が 、 へ 
ロス トラ トス の 様 な 記録 に 残る た め の 放 火 者 を 考慮 に 入れ な か っ た 。 

ジロ ンド 派 は 、 マ ラー を 予見 で き な か っ た 。 

世界 の つり 合い を 変え る の に 必要 な も の は 何 か ? 

パス カル は 、 ク ロム ウェ ル に 関連 し て 、「 世界 の つり 合い を 変え る の に 必要 な も の 
は 何 か ?」 と 問わ れ た 。 

パス カル は 、「 世 界 の つり 合い を 変え る の に 必要 な も の は 、 独 り の 人 の 内 臓 に 運 
任せ に 形成 され た 砂粒 で ある 」 と 答え た 。 

革 細 な 原因 に よっ て 、 大 き な 出 来 事 が 起こ る 。 

文明 と いう 神殿 が 崩壊 する の は 、 常 に 、 神 殿 の 柱 を 揺 さ ぶ っ た サム ソン の 様 な 、 独 
り の 盲目 な 人 の 行為 の せい で ある 。 


中 略 


知 の 仲介 に よっ て の み 、 自 然 を 知る 事 が で きる 。 


中 略 


ドイ ツ に は 、 魔 術 の 叙事詩 「 フ ァ ウ スト 」 と いう 巨人 的 な 劇 文学 と 、 サ バト の 大 いな 
る 詩人 ゲー テ が いた 。 

「 フ ァ ウ スト 」 は 、 人 の 知 と いう 完成 され た バベル の 塔 で ある 。 

ゲー テ は 、 魔 術 の 哲学 の 全て の 神秘 に 入門 し て いた 。 

若い 時 に 、 ゲ ー テ は 、 魔 術 の 儀式 を 実践 さえ し た 。 

魔術 の 儀式 の 実践 と いう 大 胆 な 試み の 結果 は 、 一 時 は 、 生 へ の 深い 嫌悪 と 、 死 へ 
向かう 強い 傾向 を ゲー テ に も た らし た 。 

事実 、 ゲ ー テ は 、「 若 き ウ ェ ル テル の 悩み 」 と いう 恋愛 物語 を 書い て 、 本 の 中 で 自 
入 し た 。 

「 若 き ウ ェ ル テル の 悩み 」 は 、 死 を 説く 危険 な 作品 で あり 、 非 常に 多数 の 心酔 者 が 
いた 。 

それ か ら 、 ゲ ー テ は 、 失 望 と 生 へ の 嫌悪 に 勝利 し て 、 平 和 と 真理 の 静か な 領域 に 
入っ て 、「 フ ァ ウ スト 」 を 書い た 。 

「 フ ァ ウ スト 」 は 、 ル カ に よる 福音 15 章 11 節 か ら 32 節 の 放 薄 息子 の 例え 話 と い 
う 美しい 逸話 の 1 つ に 対す る 、 大 いな る 注釈 で ある 。 

「 フ ァ ウ スト 」 は 、 反 抗 的 な 知 を 経て 罪 へ 、 罪 を 経て 労苦 へ 、 労 苦 を 経て 罪 の つぐ な 
いと 調和 的 な 知 へ 入門 する 話 で ある 。 

ファ ウス ト は 、 人 の 知 の 代表 で ある 。 

人 の 知 ファ ウス ト は 、 従 者 と し て 、 悪 の 霊 メ フィ スト フェ レス を 利用 する 。 

悪 の 霊 メ フィ スト フェ レス は 、 人 の 主 に 成る 事 を 望ん で いる 。 

人 の 知 フ ァ ウ スト は 、 想 像 に よる 不法 の 性 欲 の 全て の 快楽 を あき ら め 尽 くす 。 

人 の 知 フ ァ ウ スト は 、 愚 か な 酒宴 を 通り 抜け る 。 

人 の 知 ファ ウス ト は 、 無 上 の 美 の 魅力 に 引き 寄せ られ て 、 幻 滅 の 深淵 か ら 、 概 念 の 
高み へ 、 不 滅 の 美 の 高み へ 昇る 。 


中 略 


目 に 見 える 光 が 存 在 する 限り 、 つ り 合う 影 が 存在 する で あろ う 。 
休止 は 、 類 似 の 正反対 の 運動 が つり 合わ せな いと 、 幸 せ に は 成ら な い 。 
自由 な 祝福 が 存在 する 限り 、 神 へ の 冒 は 可能 で あろ う 。 
天国 が 存在 する 限り 、 地 獄 は 存在 する で あろ う 。 

つり 合い は 、 自 然 の 不変 の 法 で あり 、 正 義 の 永遠 の 意思 で ある 。 
正義 の 別名 は 、 神 で ある 。 


第 6 巻 第 7 章 ! フ ラン ス 第 一 帝政 」 と 「 フ ラン ス 復 古 王政 」 


ナポレオン は 、 世 界 を 不思議 で 満た し た 。 

ナポレオン 自体 が 、 世 界 で 最大 の 不思議 で あっ た 。 

ナポレオン の 妻 、 旦 后 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ は 、 ク レオ ー ル 人 で ある た め 、 好 奇 心 吐 盛 で あ 
り 信 じ 易 か っ た の で 、 占 いな ど に 誘惑 され た 。 

少女 時 代 に ジョ ゼ フ ィ ー ヌ は 放浪 の 民 ロ マ の 老女 の 占い 師 に 「 女 王 以上 の 存在 
に 成る 」 と 皇后 に 成る 栄光 を 予言 され た 、 と 言わ れ て いる 。 

ジョ ゼ フ ィ ー ヌ は 皇帝 ナポレオン の 勝利 の 女神 、 幸 運 の 女神 で あっ た 、 と 田舎 の 大 
衆 は 未だ に 信じ て いる 。 

事実 、 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ は 優し く 謙 虚 な 助言 者 で あっ た 。 

仮に に ナポレオン が ジョ ゼ フ ィ ー ヌ の 上 忠告 に 常に 耳 を 傾け て いれ ば 、 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ 
は 多数 の 危険 か ら ナ ポレ オン を 救っ た で あろ う 。 

し か し 、 運 命 が 、 と いう より は 、 神 意 が 、 ナ ポレ オン を 進ま せ た 。 

ナポレオン の 身 に 起こ る 事 は 、 事 前 に 決ま っ て いた 。 

後記 は 、1524 年 に 印刷 され た 、 編 者 不明 の フラ ンス の 予言 集 「 ミ ラビ リス リ ベ ル 
( 父 異 の 書 )」 に ある 、St Cesaire の 予言 と され て いる が 、]ean de Vatiguerro の 署 
名 が ある 予言 で ある 。 


「 教 会 は 、 冒 済 さ れる で あろ う 。 

大 衆 の 信心 は 、 止 む で あろ う 。 

ワシ は 、 世 界 中 を 飛ん で 、 多 数 の 国々 を 圧倒 する で あろ う 。 

西 で 最大 の 王 、 最 高 の 王 は 、 超 自然 的 な 敗北 の 後に 、 敗 走 す る で あろ う 。 


最も 貴 い 王 は 、 敵 に 監禁 され て 、 自 分 に 上 忠実 な 人 々 の 事 を 思っ て 悲し む で あろ う 。 
フラ ンス に 平和 が 戻る 前 に 、 同 様 の 出来 事 が 何 度 も くり 返さ れる で あろ う 。 
ワシ は 、 三 重 の 王冠 を か ぶる で あろ う 。 

ワシ は 、 勝 利 し て 巣 に 戻る で あろ う 。 

ワシ は 、 巣 を 離れ る と 、 昇 天 す る し か な いで あろ う 」 


ノストラダムス は 、 教 会 へ の 略奪 と 聖職 者 の 殺害 を 予言 し た 後に に イタ リア の 近く 
で の 皇帝 (、 ナ ポレ オン ) の 誕生 を 予言 し て いる 。 

ノストラダムス は 、 イ タリ ア の 近く で 生ま れ た 皇帝 (、 ナ ポレ オン ) に よる 統治 が フラ 
ンス に 大 いな る 流血 を させ る 、 と 予言 し て いる 。 

ノストラダムス は 、 イ タリ ア の 近く で 生ま れ た 皇帝 (、 ナ ポレ オン ) が 味方 に 裏切ら れ 
て フラ ンス に 流血 を させ た 罪 で 告発 され る 、 と 予言 し て いる 。 


「 皇帝 (、 ナ ポレ オン ) が イタ リア の 近く で 生ま れる で あろ う 。 

皇帝 (、 ナ ポレ オン ) は 帝国 に 高い 犠牲 を 払わ せる で あろ う 。 

大 衆 は 『 誰 と 共に 、 皇 帝 (、 ナ ポレ オン ) は 国 を 守る の か !?』 と 話す で あろ う 。 
皇帝 (、 ナ ポレ オン ) は 、 旦 帝 よ り も 、 虐 殺 者 と し て 見 られ る で あろ う 。 

皇帝 (、 ナ ポレ オン ) は 、 一 兵卒 か ら 、 最 高 指揮 官 に 成る で あろ う 。 

皇帝 (、 ナ ポレ オン ) は 、 短 衣 か ら 長 衣 に 成る で あろ う 。 

皇帝 (、 ナ ポレ オン ) は 、 武 装 し て 勇敢 で あり 、 教 会 に と っ て 悪い 人 で は な く 、 水 が 海綿 
に 浸透 する 様 に 、 聖 職 者 を 騒が せる で あろ う 」 


言い 換え る と 、 教 会 が 大 いな る 惨事 を 経験 し た 時 に 、 皇 帝 (、 ナ ポレ オン ) は 、 利 益 
を 与え て 回 職 者 を 圧倒 する で あろ う 。 


エリ ファ ス レヴ ィ が 写本 を 所 有 し て いる 1820 年 に 印刷 され た 「 ノ スト ラダ ム ス の 
予言 」 で は 、 皇 帝 ナ ポレ オン 1 世 の 予言 の 後に 、「 電 は 、 叔 父 が 失敗 し た 事 を 成就 す 
る で あろ う 」 と 記さ れ て いる 。 

有名 な 女 占 い 師 ル ノ ル マン は 、「 オ リヴ ァ リ ウス の 予言 」 の 論文 と 、 ナ ポレ オン の 統 
治 と 失 了 区 を 予言 し た 10 枚 の 手書き の 文書 を 含む 、 厚 紙 を 羊皮紙 で 閉じ た 本 を 所 有 
MY だ 。 

女 占 い 師 ル ノ ル マン は 、 ナ ポレ オン の 予言 の 内 容 を 、 旦 后 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ に 知ら せ 
て いた 。 

ル ノ ル マン に 言及 し た の で 、 ル ノル マン と いう 変わ っ た 女性 に つい て 、 い くつ か 話 
す 。 

ル ノ ル マン は 、 ふ ぶ ふく よ か な 人 並み の 美 し さ の 女性 で あり 、 話 し ぶり は 強く 、 表 現 は 
滑稽 で ある が 、 覚 醒 し た 催眠 状態 に より 良く 見 える 洞察 力 を 持っ て いた 。 

ル ノ ル マン は 、「 フ ラン ス 第 一 帝政 」 と 「 フ ラン ス 復 古 王 政 」 の 時 に 人 気 の 女 占い 
師 で あっ た 。 

ル ノ ル マン の 本 は 読み 解く の に 最も 疲れ て 、 う ん ざり する 。 

ル ノ ル マン は 、 タ ロッ ト カー ド 占 い 師 と し て 、 最 も 成功 し た 。 

フラ ンス で は 、 エ ッ テ ィ ラ ま た は アリ エッ ト が 、 タ ロッ ト カー ド 占 い を 復活 させ た 。 

文字 通り 、 タ ロッ ト カー ド 占い は 、 あ ら か じ め 決 め ら れ て いる タロ ッ ト カー ド の 象徴 
群 に よっ て 、 運 命 を た ず ね る 。 

タロ ッ ト カー ド の 象 微 群 は 、 数 と の 組み 合わ せ に よっ て 、 タ ロッ ト カー ド を 族 視 し て 
いる 霊媒 者 に 神託 を 暗示 する 。 

タロ ッ ト カー ド と いう 象徴 群 は 、 ゆ っ くり と 混ぜ られ た 後 な の で 、 運 任せ に 引か れ 
の 


カバ ラ の 数 に 従っ て タロ ッ ト カー ド を 並べ る と 、 タ ロッ ト カー ド に 真剣 に 誠実 に 質 
問 し て いる 人 々 の 思考 に 、 タ ロッ ト カー ド は 常に 答え る 。 

な ぜ な ら 、 全 て の 人 は 予感 の 世界 を 心 の 中 に 持っ て いる 。 

全て の 人 が 心 の 中 に 持っ て いる 予感 は 、 何 か の 口実 に よっ て 、 表 れる 。 

感受 性 の 高い 過敏 な 神経 質 な 人 々 は 、 磁 気 的 な 衝撃 を 他人 か ら 受 け 取 る 。 

他人 か ら の 磁気 的 な 衝撃 は 、 他 人 の 神経 の 状態 に よる 印象 を 、 感 受 性 の 高い 過 
敏 な 神経 質 な 人 々 に 伝え る 。 

水 の 波紋 、 雲 の 形 、 地 面 に 乱雑 に 投げ られ た 金属 片 や 木 庁 や コイ ン 、 コ ー ヒ ー の 
残 津 が 皿 の 上 に 作る 模様 、 ト ラン プ の くじ 引き 、 タ ロッ ト カー ド の 象徴 群 に よっ て 、 感 
受 性 の 高い 過敏 な 神経 質 な 霊媒 者 は 、 他 人 の 恐怖 や 希望 を 読み 取る 事 が で きる 。 

学 の 有る カバ ラ の 本 と し て 、 タ ロッ ト の 全て の 組み 合わ せ は 、 象 徴 、 文 字 、 数 の 間 
に 元々 存在 する 調和 を 明か す 。 

タロ ッ ト の 実践 的 な 価値 は 、 本 当 に 、 何 も の より も 、 段 異 的 で ある 。 

し か し 、 人 は 、 占 い に よ っ て 、 普 遍 の 光 と の 密接 な 交流 に よる 秘密 を 、 自 身 か ら 強 
引 に 引き 出せ ば 、 当 然 、 罰 を 受け る 。 

トラ ンプ 占い や タロ ッ ト カー ド 占 い は 、 危 険 と 罪 を 伴っ て 動作 する 、 真 の 降 霊 術 で 
ある 。 

降 霊 術 で は 、 人 は 、 自 分 の 星 の 体 が 、 自 身 の 前 に 表れ る 様 に 強制 する 。 

占い で は 、 人 は 、 自 分 の 星 の 体 が 、 自 身 の 前 に 表れ て 、 話 す 様 に 強制 する 。 

降 圭 術 と 占い で は 、 人 は 、 自 分 の 想像 力 に 、 星 の 体 と いう 体 を 与え る 。 

降 霊 術 と 占い に よっ て 、 人 は 、 言 葉 の 力 が 呼び 出す と 実現 する 、 信 心 が 選 び 取 る 
と 実現 する 、 未 来 の 実現 を 近づけ る 。 

占い の 習慣 や 、 磁 気 の 催眠 状態 に よる 助言 の 習慣 を 身 に つけ て し まう 事 は 、 め ま 
いと 契約 する 事 に 成っ て し まう 。 


そし て 、 す で に 確証 し た 様 に 、 め まい と は 地獄 で ある 。 


中 略 


世界 に 起き た 大 き な 出 来 事 群 が 、 全 て の 人 心 を 、 神 秘 主義 に 向かわ せ て し まっ た 。 

宗教 的 な 反作用 が 始ま っ た の で ある 。 

「 神 聖 同盟 」 の 権力 者 た ち は 、 統 一 し た 王 多 を 、 十 字 架 と 結び つけ る 必要 性 を 感 
靖夫 


中 略 


存在 と 存在 の 調和 を 目の当たり に し な が ら 疑 う 事 、 至 る 所 で 神 を 表し て いる 命 の 


永遠 の 数 学 と 不変 の 法 を 目の当たり に し な が ら 疑 う 事 は 、 間 違い 無く 最も 愚か な 迷 
信 で あり 、 最 も 危険 な の で 最も 許し 難い 軽 信 で ある 。 
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GENERAL PLAN OF KABALISTIC DOCTRINE 


第 7 巻 第 1 章 條 気 の 催 眠 術 の 、 神 秘 主 義 者 と 物質 主義 者 


前 略 


宗教 の 教え に よる 永遠 の 支持 が 無い 備 理 道徳 は 、 疑 わし い 不 安定 な 物 に 成っ て 


まう た 。 


中 略 


苦痛 を 人 に 必然 と する 論理 が 、 苦 み を 海水 に 必然 と する 。 
先天 的 な 物 で ある 肉欲 の 全開 を 認め た ら 、 野 獣 の 存在 を 認め られ 無く て 成る で あろ 


に 


フ 。 

全て の 倫理 道徳 の 代わ り と し て 、 肉 欲 を 満足 させ る 能力 を 人 に 与え た ら 、 人 は オ 
ラン ウー タン と いっ た 猿 を 競 望 する で あろ う 。 

地獄 を 否定 する 事 は 、 天 国 を 否定 する 事 に 成る 。 

な ぜ な ら 、「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 」 と いう 大 いな る ヘル メス の 
考え の 最高 の 解釈 に よる と 、 天 国 を つり 合わ せる 論理 が 、 地 獄 を 存在 させ て いる 。 

な ぜ な ら 、 正 反対 の 2 つの も の の 類推 可能 性 が 、 調 和 を も た ら す 。 


「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 」 
上 の も の は 、 下 の も の を 前 提 と する 。 


深み は 、 高 み を 決定 する 。 
谷間 の 低地 を 埋め る 事 は 、 山 々 を 消す 事 で ある 。 


影 を 奪う 事 は 、 光 を 奪う 事 に 成る 。 

な ぜ な ら 、 光 と 闇 の 段階 的 な 対比 だ けが 、 光 を 目 に 見 える 物 に する 。 

完全 に 目 を くら ませ る 輝き は 、 完 全 な 聞 を も た ら す 。 

光 の 色 の 存在 は 、 影 の 存在 の お か げ で ある 。 

色 は 、 光 と 闇 の 三重 の 結合 で ある 。 

色 は 、 教 え の 光る 象徴 で ある 。 

救い 主 イ エス は 人 に 成っ た 神 の 言葉 イエ ス で ある 、 様 に 、 色 は 影 に 成っ た 光 で あ 
る 。 

「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可能 で ある 」 は 、 創 造 の 第 一 の 法 、 自 然 の 唯一 絶 
対 の 法 に 基づい て いる 。 

創造 の 第 一 の 法 、 自 然 の 唯一 絶対 の 法 は 、 普 遍 の つり 合い に よる 、 正 反対 の 2 つ 
の 力 の 調和 的 な つり 合い と 区 別 の 法 で ある 。 

人 々 の 良心 に 反感 を 抱か せ た 物 は 、 地 獄 を 教え た 事 で は な く 、 地 獄 を 軽率 に 解釈 
し た 事 で ある 。 

中 世 の 地 獄 へ の 野 論 な 妄想 、 教 会 の 柱 で 支え られ た 屋根 つき の 玄関 に 彫 ら れ た 
残酷 な 卑 拓 な 地獄 の 責め 苦 、 永 速 に 生き て 苦し む 人 の 肉体 を 痢 る 悪名 高い 大 釜 、 
地獄 の 火 の 煙 を 喜ぶ 神 に 選ば れ た 人 々 と いっ た 誤っ た 考え は 愚か で あり 不信 心 で 
あり 、 キ リス ト 教 会 の 神聖 な 教え の 物 で は な い 。 

残酷 な 行為 の 原因 を 神 の せい に する 事 は 、 最 も 恐れ る べき 神 に 対す る 冒 潮 と 成る 。 

正確 に は 、 厳 密 に は 、 人 の 意思 が 神 の 善意 を 拒絶 する と 、 人 の 悪 を 永遠 に 治せ な 
く 成っ て し まう 。 

神 は 、 自 殺 の 死 と いう 原因 に 成っ て し まう 代わ り と し て の み 、 地 獄 に 堕ち た 人 を 永 
罰 の 責め 苦 で 非難 する 。 


無 上 の 正義 で ある 神 は 「 所 有する た め に 労苦 し な さい 。 そ うす れ ば 、 あ な た た ち 人 
は 幸せ に 成る で あろ う 」 と 人 に 話す 。 


「 私 は 労苦 し な いで 所 有 し て 楽し みた い 」 


「 そ れ で は 、 あ な た は 盗人 (、 搾 取 者 ) に 成っ て し まい 、 い つか 苦し む 事 に 成る 」 


「 私 は 神 や 善 に 反抗 する 」 


「 い つか 、 あ な た は 破綻 し て 破滅 し て 余計 に 苦し む 事 に 成る 」 


「 私 は 神 や 善 に 永遠 に 反抗 する 」 


「 そ れ で は 、 あ な た は 永遠 に 苦し む 事 に 成る 」 


前 記 が 、 絶 対 の 論理 で あり 無 上 の 正義 で ある 神 に よる 判決 で ある 。 

徴 慢 で 患 か な 人 は 神 に 何と 答え る 事 が で きる で あろ うか ? 人 徴 慢 で 愚か な 人 は 
神 に 何 も 答 えら れ な い ! 

た が が 外れ た 神秘 主義 は 、 宗 教 の 最大 の 敵 で ある 。 

神秘 主義 者 は 、 熱 狂 に よる 幻覚 を 神聖 な 啓示 と 誤解 する 。 

如 魔 の 王国 を 創造 し た 人 は 、 神 学者 で は な く 、 偽 の 信者 や 悪人 の 霊 の 魔術 師 で 
ある 。 

人 々 の 理性 や 信心 の 権威 より も 、 自 分 の 脳 の 幻覚 を 信じ 込む 事 は 、 常 に 、 宗 教 的 
な 、 異 端 の 始ま り で あり 、 哲 学 的 な 、 患 か な 考え の 始ま り で ある 。 


他人 の 理性 を 信じ られ れ ば 、 愚 者 や 狂人 に 成ら な いで あろ う 。 

神 や 善 に 反抗 する 狂信 は 、 幻 覚 に 事欠か な い 。 

論理 を 破門 し て 国外 追放 し た 思考 者 は 、 妄 想 に 事欠か な い 。 

前 記 の 、 観 点 か ら 、 間 違い 無く 、 磁 気 の 催眠 術 は 危険 で ある 。 

な ぜ な ら 、 催 眠 状態 は 洞察 力 の ある 直感 に 簡単 に 至れ る 、 の と 同様 に 、 催 眠 状 態 
は 幻覚 に 簡単 に 至る 。 

魔術 の 歴史 第 7 巻 第 1 章 で は 、 神 秘 主義 的 な 磁気 の 催眠 術 師 と 、 物 質 主 義 的 
な 磁気 の 催眠 術 師 を 扱う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 知 の 名 前 に お いて 、 磁 気 の 催眠 術 の 危険 に つい て 磁気 の 催 
眠 術 師 に 警告 する つも り で ある 。 

占い 、 磁 気 の 催眠 術 の 体験 、 降 霊 術 は 、 同 一 の 現象 の 物 で ある 。 

占 術 、 催 眠 術 、 降 霊 術 の 悪用 や 誤用 は 、 理 性 と 命 を 危険 に さら す 事 に 成る 。 


中 略 


エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ウ ロン スキ ー の 後に 、 絶 対 の 知 に 到達 し た 。 

ウロ ンス キー は 、 絶 対 の 知 を 15 万 フラ ン と いう 非常 な 高値 で 売り 渡し て し まっ た 。 

し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 絶 対 の 知 を 読者 に 無料 で 文書 と し て 与え る 。 

(た だ し 、 読 者 は 絶対 の 知 に つい て の 文書 を 労苦 し て 読み 解く 必要 が 有る 。) 

な ぜ な ら 、 真 理 は 、 全 世界 の 人 々 の た め に 存在 する 。 

真理 を 私 物化 する 権利 、 真 理 を 金銭 で 売り 渡す 権利 、 真 理 を 金銭 で 買う 権利 は 
誰 に も 無い 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 正しい 行い が 、 ウ ロン スキ ー の 誤り を つぐ な いま す 様 に 。 

ウロ ンス キー は 、 貧 困 に 近い 状態 で 死ん だ 。 


ウロ ンス キー は 、 知 の た めで は な く 、 知 に よっ て 私 腹 を 肥やす た め に 、 労 苦し た 。 
ウロ ンス キー は 、 知 の 理解 や 所 有 に 相応 し く 無かっ た 、 の か も し れ な い 。 


第 7 巻 第 2 章 幻 覚 


全て の 異端 者 の 狂信 の 根底 に は 野心 や 貧 欲 が 必ず ある 。 

マタ イ に よる 福音 20 章 20 節 な ど で 、 時 々 、 自 国 で 窮乏 と 流浪 の 日 々 を 過ごし て い 
た イエ ス キリ スト は 、 神 の 王国 に 入り 神 の 王国 で 上 位 に 成る 事 を 希望 し て いた 親近 
者 の 弟子 を 厳し く 叱っ た 。 


中 略 


ヴァ ント ラス は 、 紫 衣 を まとい 、 先 端 が 親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 の 形 で ある 魔術 
的 な 王 凛 を 持っ た 。 

親指 は 金星 ウェ ヌス に ささ げ ら れ て いる 。 

小指 は 水星 メル クリ ウス に ささ げ ら れ て いる 。 

( 

手相 で は 親指 の つけ 根 の 手のひら の ふくらみ を 金星 丘 と 呼ん で いる 。 

手相 で は 小指 の つけ 根 の 手のひら の ふく ら み を 水星 丘 と 呼ん で いる 。 

) 

親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 の 形 は 、 古 代 の 両性 具有 神 ヘ ル マ プ ロディ トス の 象 
微 で ある 。 

( 

ヘル マ プ ロ ディ トス と いう 名 前 は ヘル メス と アフ ロディ ー テ の 名 前 を 組み 合わ せ た 
物 で ある 。 

ヘル メス は メル クリ ウス で ある 。 


アフ ロディ ー テ は ウェ ヌス で ある 。 

) 

親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 の 形 は 、 古 代 の 儀式 的 な 酒宴 の 象徴 で ある 。 
親指 と 小指 だ け 伸 ば し た 手 の 形 は 、 サ バト の 卑 狼 な 仮装 行列 の 象徴 で ある 。 


中 略 


ヴァ ント ラス は 、 狂 人 に 分 類 さ れ な いた め な ら ば 、 地 獄 堕 ち に 同意 する 。 

狂人 が 狂人 と 見 な され る 事 を 恐れ る の は 、 残 存 し て いる 理性 が 理性 の 計り 知れ 
な い 価 値 を 直感 し て いる の で ある 。 

本 本 者 は 、 本 本 者 と 見 な され る 事 だ け を 堆 れ る 。 

偏執 狂 者 は 、 自 分 の 和 狂気 を 認め る より も 死 を 選ぶ 。 

すでに 話し た 様 に 、 ギ リ シ ャ の 哲学 者 ケ ベ ス の 「 ケ ベス の 石板 」 の 美しい 言葉 に よ 
る と 、 理 性 や 狂気 に つい て 説明 する と 、 望 むべ き 唯 一 の 善い 物 は 、 知 で ある 。 

知 は 、 理 性 を 実践 する 事 で ある 。 

恐れ る べき 唯一 の 本 当 の 最悪 は 、 狂 気 で ある 。 


第 7 巻 弟 3 章 催 眠 術 師 と 被 催眠 者 


教会 は 、 大 いな る 知 に よっ て 、 神 託 に 相談 する 事 を 禁止 し て 、( 未 来 を 占う 事 を 禁 
止 し て 、) 無 思慮 な 好奇 心 に よっ て 未来 の 秘密 を 侵害 する 事 を 禁止 し て いる 。 

現在 で は 、 最 早 、 教 会 の 言葉 を 気 に 留め る 人 は いな い 。 

大 衆 は 、 占 い 師 や 巫女 の 所 へ 戻っ て し まっ た 。 

最早 、 福 音 書 の 戒め を 信じ な い 大 衆 に と っ て は 被 催眠 者 は 預言 者 に 成っ て し まっ 
た だ 。 

予言 され た 未来 の 出来 事 に 心 を 占有 され る 事 は 、 あ る 意味 で 、 自 由 を 抑圧 され る 
事 、 自 衛 の 手段 を 麻痺 させ る 事 に 成る と 気づか な い 。 

人 は 、 未 来 の 出来 事 を 予見 する た め に 魔術 に 相談 する 事 に よっ て 、 運 命 に 手付 金 
を 払う 羽目 に 成っ て し まう 。 

被 催眠 者 は 、 現 代 の 巫女 シビ ュ ラ で ある 。 

巫女 シビ ュ ラ は 、 古 代 の 被 催眠 者 で ある 、 様 に 。 

不道徳 な 占い 師 や 愚 劣 な 占い 師 に 軽 信 を 利用 され て いな い 相 談 者 は 幸い で あ 
る 。 

な ぜ な ら 、 相 談 者 は 、 友 好 的 に 相談 し た と いう 事実 に よっ て 、 神 託 を 吹き 込ん で く 
る 不道徳 な 占い 師 や 愚 劣 な 占い 師 と 霊 的 に 交流 する 羽目 に 成っ て し まう 。 

占い 師 の 仕事 は 楽 で あり 、 だ まさ れ 易 い 人 が 多数 で ある 。 

占い 師 、 催 眠 術 師 の 中 で 、 誰 が 誠実 で ある か 知る 事 が 重要 で ある 。 

占い 師 、 催 眠 術 師 の 中 で 、 デ ュ ポテ 男爵 が (誠実 で あり ) 第 一 人 者 で ある 。 

デュ ポテ 男 の 良心 的 な 作業 は 、 メ スメル の 知 を すでに 大 きく 前 進 さ せ て いる 。 


デュ ポテ 男爵 は 、 パ リ に 、 催 眠 術 の 現象 の 手順 と 検証 の 知識 を 獲得 する た め の 、 
大 衆 が 入学 で きる 、 磁 気 の 催眠 術 の 実践 的 な 学校 を 開い た 。 

デュ ポテ 男 呈 に は 、 超 常 的 な 高度 な 直感 が ある 。 

知識 人 を 含む 、 全 て の 現代 人 と 同じ く 、 デ ュ ポテ 男 は 、 カ バラ と カバ ラ の 神秘 に 
つい て 何 も 知ら な い 。 

し か し 、 磁 気 の 催眠 術 は 、 魔 術 の 知 を 、 デ ュ ポテ 男 本 に 明か し た 。 

デュ ボテ 男 の 目 に は 催眠 術 が 明か し た 知 は 恐ろし く 見 えた の で 、 デ ュ ポテ 男 
爵 は 、 明 か す 必 要 を 感じ な が ら も 、 発 見 し た 知 を 隠し た 。 

デュ ボテ 男 は 、 発 見 し た 知 を 全く 密か に 隠し て 本 を 書い て 弟子 に だ け 売 っ た 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 デ ュ ポテ 男爵 と 約束 し た わけ で は な い が 、( デ ュ ポテ 男爵 の 
本 を 所 有 し て いて 、) 秘 儀 祭司 デュ ポテ 男爵 の 信念 へ の 敬意 か ら 、 デ ュ ポテ 男 の 
秘密 を 隠し た まま に する 。 

ュ ポテ 男爵 の 本 は 純粋 な 直感 に よる 物 の 中 で 最も 注目 する べき 物 で ある 、 と 

える 。 


川 | 


エリ ファ ス レヴ ィ は デュ ボテ 男爵 の 秘密 が 危険 で ある と は 考え て いな い 。 

な ぜ な ら 、 デ ュ ポテ 男爵 は 、 正 確 な 使用 方 法 無し に 、 星 の 光 と いう 2 つの 力 の 存 
在 を 暗示 し て いる だ け で ある 。 

デュ ポテ 男爵 は 、 磁 気 の 催 眠 術 の 手段 に よっ て 、 善 行 を し た り 悪 事 を 犯し た り で 
き 、 破 壊し た り 救 っ た り で きる 、 と 気づい た 。 

デュ ボテ 男爵 が 催眠 術 の 手段 で ある 自然 の 力 を 実践 的 に 明確 に し な か っ た 事 を 
エリ ファ ス レヴ ィ は 祝い た い 。 

な ぜ な ら 、 生 殺 与 奪 の 権利 は 、 神 の 様 な 統治 権 を 前 提 と する 。 

どん な 方 法 で あれ 、 生 殺 与 奪 の 権利 を 売り 渡す 人 は 、 生 殺 与 奪 の 権利 の 所 有 に 
相応 し く 無い 、 と 考え る べき で ある 。 


デュ ポテ 男爵 は 、 勝 利 し て 、 星 の 光 と いう 普遍 の 光 の 存在 を 確証 し た 。 

透明 な 想像 力 を 持つ 人 は 、 思 考 の 全て の 映像 と 全て の 反映 を 星 の 光 の 中 に 読み 
取れ る 。 

デュ ポテ 男爵 は 、「 魔 法 の 鏡 」 と 呼ん で いる 、 星 の 光 を 吸収 する 装置 に よっ て 、 星 
の 光 の 生き て いる 放射 を 補助 し た 。 

デュ ポテ 男 酔 の 「 魔 法 の 鏡 」 は 、 細 か い 館 に か けら れ た 炭 の 粉 で 覆 わ れ た 、 た だ 
の 円 また は 正方 形 で ある 。 

デュ ポテ 男爵 の 「 魔 法 の 鏡 」 の 炭 の 暗い 場所 に 、 催 過 術 師 と 被 催眠 者 が 放射 し 
て 組み 合わ され た 星 の 光 が 、 す ぐに 、 神 経 の 印象 に 対応 する 形 を 色づけ て 実現 する 。 

被 催眠 者 は 、 阿 片 や 大 麻 に よる 全て の 妄想 の 様 な 物 が デュ ポテ 男爵 の 「 魔 法 の 
鏡 」 に 表れ る の を 見 る 。 

被 催眠 者 が デュ ポテ 男爵 の 「 魔 法 の 鏡 」 の 光景 か ら 気 を 逸 ら さ れ な か っ た ら 、 け 
いれ ん が 起き る で あろ う 。 

デュ ポテ 男爵 の 「 魔 法 の 鏡 」 に よる 現象 は 、 カ リオ スト ロ が 実践 し た 水 占い に よる 
現象 と 似 て いる 。 

水 を 凝視 する と 、 目 が くら ん だ り 曇 っ た りす る 。 

目 の 疲 労 は 、 脳 が 幻覚 を 見 る の に 有利 に 働く 。 

カリ オス トロ は 、 性 的 な 記憶 に よる 不安 に よる 逸脱 と いう 妨害 を 除去 する た め に 、 
完全 な 処女 の 被 催眠 者 を 水 占い の 実験 の た め に 確保 し よう と し た 。 

多分 、 デ ュ ポテ 男爵 の 「 魔 法 の 鏡 」 は 、 水 占い より 、 神 経 系 全体 を 疲労 させ る 。 

水 占い に よる 目 の く ら み は 、 デ ュ ポテ 男 の 「 魔 法 の 鏡 」 よ り 、 危 険 に 脳 に 作用 す 
る で あろ う 。 


デュ ポテ 男爵 は 、 ガ リ レ オ が 心 に 抱い た 「 そ れ で も 地球 は 動く 」 と いう 秘密 の 信仰 
告白 を 小声 で くり 返す 、 科 学 か ら の 軽 蔵 と 世論 か ら の 先入観 を 勇敢 に 忍 耐 する 、 信 
人 党 が 固く 深い 人 の 1 人 で ある 。 

19 世紀 に 、 テ ー ブ ル が 回 転 す る 事 が 発見 され た 。 

地球 が 回 転 し て いる 様 に 。 

人 の 磁化 の 様 な 力 は 、 移 動 可能 な 物 を 霊媒 者 の 感化 力 に 従わ せ て 、 特 異な 回 転 
を 移動 可能 な 物 に 与え る 。 

星 の 光 と いう 力 は 、 驚 く ほ ど 重 い 物 を 持ち 上 げ る 事 が で き 、 空 中 を 移動 させ る 事 
が で きる 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 と いう 2 つの 力 の つり 合い だ けが 、 重 さ を 存在 させ て いる 。 

星 の 光 の うち 、 一 方 の 力 の 作用 を 増やす と 、 す ぐに 、 他 方 の 力 は 退く 。 

被 催 眠 者 の 個人 的 な 超 興 奮 に 応じ て 自発 性 か 受容 性 を 星 の 光 に 与え て 、 神 経 
組織 が 星 の 光 を 引き 寄せ た り 放射 し た りす れ ば 、 星 の 光 の 作用 に 従わ され た 、 星 の 
光 の 命 に 浸透 され た 、 自 発 的 に 動か な い 物 体 は 、 星 の 光 の 満ち 引き に 従っ て 、 軽 く 
成っ た り 重 く 成 っ た りす る 。 

星 の 光 の 運動 の 新しい つり 合い に よっ て 、 星 の 光 は 、 浸 透 可 能 な 物体 や 非 伝導 
体 を 、 生 き て いる 中 心 の 周囲 に 引き 寄せ る 。 

宇宙 空間 の 中 で 、 惑 星 が 、 太 陽 の 周囲 に 、 引 き 寄せ られ 、 つ り 合 う 様 に 。 

常に 、 星 の 光 と いう 引き 寄せ た り 放 射 し た りす る 力 の 異常 は 、 被 催眠 者 の 病 的 な 
状態 を 前 提 と する 。 

全て の 霊媒 者 は 、 異 常 な 悪い つり 合い の 人 で ある 。 

霊媒 狂 は 、 固 定 観念 、 不 節制 な 肉欲 、 乱 れ た 色情 狂 、 殺 人 傾向 、 自 殺 傾向 と いっ 
た 他 の 一 連 の 神経 の 熱狂 を 前 提 と する か 、 他 の 一 連 の 神経 の 熱狂 を も た ら す 。 


中 略 


知 は 、 雷 を 圧倒 し て 、 雷 を 光明 に 変え た 。 
知 と 真理 の 輝き を 前 に 、 怪 物 は 消え る で あろ う 。 
光 だ けが 、 無 知 と 聞 の 精神 を 破る 事 が で きる 。 


第 7 巻 第 4 草 魔 術 文学 の 中 の 幻想 小説 


エリ ファ ス レヴ ィ の 幼馴染 の 1 人 、 ア ルフ ォ ン ス エス キロ ス が 高尚 な 幻想 小説 
「 魔 術 師 」 を 1838 年 に 出し て か ら 1858 年 で 20 年 に 成る 。 

アル フォ ンス エス キロ ス の 小説 「 魔 術 師 」 は 、 当 時 の ロマ ン 主 義 者 が 想像 し た 不 
思 議 な 物 を 全て 包含 し て いる 。 

「 魔 術 師 」 で 著者 アル フォ ンス エス キロ ス は 魔術 師 と 、Gannal が 発見 し た 方 法 
に より 防腐 処理 され た 死ん だ 女性 達 の 後宮 を も た らし た 。 

アル フォ ンス エス キロ ス の 小説 「 魔 術 師 」 の 登場 人 物 に は 、 貞 汰 を 説く 青銅 製 の 
自動 人 形 と 、 衛 星 で ある 月 と 恋愛 し て 月 と 定期 的 に 交流 する 両性 具有 神 ヘ ル マ プ 
ロディ トス が 含ま れ て いる 。 

アル フォ ンス エス キロ ス の 小説 「 魔 術 師 」 に は 他 に も 不思議 な も の が あっ た が 、 エ 
リフ ァ ス レヴ ィ は 今 は 忘れ て し まっ た 。 

アル フォ ンス エス キロ ス は 、 空 想 物語 「 魔 術 師 」 の 公表 に よっ て 、 魔 術 の 幻想 小説 

一 派 を 設立 し た 、 と 言え る か も し れ な い 。 

興味 深い 若者 アン リ デラ ー ジ ェ は 、 魔 術 の 幻想 小説 家 の 1858 年 現在 の 高 名 な 
代表 的 な 人 で ある 。 

アン リ デラ ー ジ ェ は 、 創 造 力 に 富む 小説 家 、 奇 跡 を 起こ す 知 られ ざる 人 、 天 与 の 
誘惑 者 で ある 。 

アン リ デラ ー ジ ェ の 表現 は 、 ア ルフ ォ ン ス エス キロ ス の 考え と 、 同 じ く らい 、 和 驚く ベ 
き 物 で ある 。 

アル フォ ンス エス キロ ス は 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ の 秘伝 伝授 の 師 で ある 。 


復活 者 を 扱っ て いる 著書 で 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ は 、 後 記 の 様 に 、 キ リス ト 教 に 対す 
る 反対 に つい て 話し て いる 。 


「 私 は 、 キ リス ト 教 に 対す る 反対 の 喉 を 絞め あげ た 。 
私 が 手 を 放す と 、 キ リス ト 教 に 対す る 反対 と いう 絞殺 死体 の 重み で 、 地 が 重く 鳴り 響 
<」 


キリ スト 教 に 対す る 反対 に アン リ デラ ー ジ ェ が ほとん ど 答 えて いな い の は 真実 で 
ある 。 

し か し 、 キ リス ト 教 に 対す る 反対 が 絞め あげ られ て 、 キ リス ト 教 に 対す る 反対 と いう 
死体 の 重み で 地 が 重く 鳴り 響い た ら 、 何 を 答え る の か ? 

すでに 話し た 様 に 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ は 、 庁 跡 を 起こ す 知 られ ざる 人 で ある 。 

事実 、 各 に イン フル エン ザ が 流行 し た 時 に アン リ デラ ー ジ ェ が 部 屋 に 入っ た だ け 
で 部 屋 の 中 の 全て の 人 が すぐ に 治っ た 、 と アン リ デラ ー ジ ェ は エリ ファ ス レヴ ィ の 知 
人 に 教え た 。 

不運 に も 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ は 奇跡 の 犠牲 者 に 成っ た 。 

な ぜ な ら 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ は 、 奇 跡 を 起こ し て 以来 、 声 が 少し か すれ て し まっ た 。 

アン リ デラ ー ジ ェ に は 通 在 する 天 与 の 才能 が ある 、 と エリ ファ ス レヴ ィ の 友人 の 多 
数 が 話し て いる 。 

アン リ デラ ー ジ ェ は 、 出 版 社 「 祖 国 」 を 出 た は ず な の に 、 出 版 社 「 祖 国 」 で 出版 者 
Dantu と 共に いる の を 見 か けら れ て いる 。 

さら に 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ の 遍 在 を 目撃 し て 驚き 早退 し た 人 が 帰宅 する と 、 ア ン リ 
デラ ー ジ ェ が 待っ て いた の で ある 。 

アン リ デラ ー ジ ェ は 、 熟 練 の 誘惑 者 で ある 。 


ある 上 流 階級 の 令嬢 が 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ の 本 を 読ん で 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ の 本 
より 、 良 い 本 、 美 し い 本 は 知ら な いと 話し た 。 

し か し 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ が 美 を 与え る 事 が で きる の は 本 だ け で は な い 。 

「 若 い 魔 術 師 アン リ デラ ー ジ ェ の 体 の 魅力 は 天使 達 の 体 の 魅力 以上 で ある 」 と 
いう Fiorentimo 署名 の 記事 を エリ ファ ス レヴ ィ は 読ん だ 事 が ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ に 、 会 っ て 、 好 奇 心から 、 異 常 な 記事 に つい 
て 質問 し た 。 

アン リ デラ ー ジ ェ は 、 着 て いた ベス ト に 手 を 入れ て 、4 分 の 3 回 転 し 、 微 話 み な が 
ら 天 を 見 上 げた 。 

幸運 に も 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 法 王 レ オ 3 世 の 「Enchiridion」 を 携帯 し て いた 。 

法王 レオ 3 世 の 「Enchiridion」 は 誘惑 か ら 守 っ て くれ る 、 と 知ら れ て いる 。 

その た め 、 誘 惑 者 アン リ デ ラ ー ジ ェ の 天使 の 様 な 美 し さ は 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 目 
に は 見 えな か っ た 。 

アン リ デラ ー ジ ェ の 良い 外見 へ の 心酔 者 より も 、 真 剣 に アン リ デラ ー ジ ェ を た た 
えよ う 。 

アン リ デラ ー ジ ェ は 、 カ トリ ッ ク 教 徒 で あり 、 カ トリ ッ ク を 愛し 虹 散 し て いる 、 と 大 き 
な 声 で 心から 話し て いる 。 

カト リッ ク は 、 ア ン リ デラ ー ジ ェ を 聖人 に で きる 。 

魔術 師 と いう 称号 より も 、 聖 人 と いう 称号 は 、 た た える べき 栄光 ある 称号 で ある 。 

若者 アン リ デラ ー ジ ェ が 魔術 の 幻想 小説 家 の 第 一 人 者 で ある の は 、 ア ン リ デ 

ー ジ ェ が 広報 担当 者 と し て 第 一 人 者 だ か ら で あ る 。 


中 略 


ウル シュ の 気質 は 、 多 血 質 で あっ た 。 

ウル シュ は 、 極 度 の 神経 質 な 敏感 な 人 で あっ た 。 

ウル シュ は 、 美 し い 女 性 の 被 催眠 者 と の 催眠 実験 に よっ て 、 異 常に 興奮 し 続け て 
いた 。 


その た め 、 ウ ル シ ュ は 、 脳 卒 中 の 発作 に 襲わ れ て いた 、 の か も し れ な い 。 


中 略 


知 の 名 前 に お いて 話す と 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ の 話 を 信じ な いで あろ う 
GuldenstubDe の た めで は な く 、 不 思 議 な 現象 の 真剣 な 観察 者 の た め に 話す と 、 
紙 に 浮か ん だ 文字 は 、 あ の 世 か ら の 物 で は な く 、Guldenstubbe が 無意識 に 星 の 
光 に よっ て 成 し た 物 で ある 。 

さら に 、 話 す と 、GuldenstubDbe は 、 過 度 に 複雑 な 実験 と 、 意 思 の 過剰 な 緊張 に 
よっ て 、 流 体 で ある 星 の 体 の つり 合い を 壊し て し まっ た 。 

Guldenstubbe は 、 自 分 の 妄想 の 実現 を 、 自 分 の 星 の 体 に 強制 し て し まっ た 。 

紙 に 浮か ん だ 文字 は 、GuldenstubDbe の 記憶 の 中 の 文字 で あり 、 
Guldenstubbe の 想像 や 思考 の 反映 で ある 。 

仮に 、Guldenstubbe が 、 磁 気 の 催眠 の 眠り の 、 意 識 が 明確 な 状態 を 完全 に 保 
て ば 、 タ 日 で 影 が 伸び る 様 に 、 肉 体 の 手 に 対応 し て いる 、 星 の 体 の 光る 手 が 伸 びる 
光景 を 見 た で あろ う 。 

星 の 体 の 手 が 紙 に 文字 を 記す 光景 を 見 た で あろ う 。 

地 や 、 人 は 、 星 の 光 と いう 肉体 的 な 光 を 放射 し て いる 。 

極限 まで 柔軟 に 伸縮 する 流体 の 外皮 、 柔 軟 に 伸縮 する 星 の 体 の 外皮 が 、 星 の 光 
を 包ん で いる 。 


命 の 生気 の 精髄 と 、 血 の 精髄 が 、 星 の 体 の 外皮 を 形成 し て いる 。 

星 の 体 の 外皮 の 色 は 、 星 の 光 の 色 に 由来 する 。 

人 の 秘密 の 意思 が 、 星 の 体 の 外皮 の 色 、 星 の 光 の 色 を 決定 し て いる 。 

星 の 体 の 外皮 は 、 人 の 想像 に 似 た 形 に 成る 。 

母 の 想像 が 胎内 の 幼子 の 形 を 決定 する 様 に 、 紙 に 文字 が 浮か ぶ 。 

紙 に 浮か ん だ 文字 の イン ク に 見 える 物 は 、 黒 く 成 っ た 血 、 霊 化 さ れ て いた 血 が 物 
質 化 し た 物 で ある 。 

紙 に 浮か ぶ 文 字 の 増大 に 比例 し て 、 血 を 消費 する 。 

も し 驚異 現象 の 実験 を 続け た ら 、 徐 々 に 、 脳 が 衰弱 し て 記憶 が 損なわ れる 。 

手足 の 関節 と 指 の 関節 に 言い 表せ な い 痛 み を 感じ る 。 

突然 死す る か 、 幻 覚 や 狂気 に 襲わ れ て 長期 に 渡っ て 苦し ん だ 後に 死ぬ 。 


中 略 


土葬 され た 人 は 、 短 時 間 し か 、 覚 醒 で き な い 。 

し か し 、 土 葬 さ れ た 人 が 、 明 確 な 意識 を 保っ た 催眠 状態 に よっ て 星 の 光 に よっ て 
肉体 を 保存 する と 、 地 下 で 生き 長らえ る 事 が で きる 。 

星 の 光 に よっ て 肉体 を 保存 し て いる 時 、 魂 は 、 目 に 見 えな い 鎖 に よっ て 、 眠 っ て い 
る 肉体 と つなが っ て いる 。 

強欲 な 罪人 の 魂 は 、 自 然 に 眠っ て いる 他人 の 血 の 精 髄 を 吸収 し て 奪う 時 が ある 。 

罪人 の 魂 は 、 肉 体 を 復活 で きる か も し れ な いと いう 曖昧 な 希望 に すがっ て 、 眠 っ て 
いる 他人 の 血 の 精 髄 を 吸収 し て 奪い 、 保 存 し て いる 土葬 され て いる 自分 の 肉体 に 移 
す 。 


罪人 の 魂 に よる 眠っ て いる 他人 の 血 の 精 髄 の 吸収 強奪 が 、 吸 血 鬼 と 呼ば れ て い 
る 、 恐 る べき 現象 で ある 。 

歴史 上 の 重要 な 出来 事 と 同じ く 確証 され て いる 、 多 数 の 実例 に よっ て 、 吸 血 鬼 の 
実 寿 は 確証 され て いる 。 


中 略 


吸血 鬼 の 死 を 確定 させ る た め に 、 剣 の 先端 を 吸血 鬼 の 墓 の 中 へ 向け た 。 

な ぜ な ら 、 星 の 光 に よる 幻 の 体 は 、 金 属 の 先端 の 作用 に よっ て 、 分 解 され る 。 

金属 の 先端 は 、 星 の 光 を 共通 の 貯蔵 所 へ 引き 寄せ て 、 星 の 光 の 凝 固 し た 塊 を 分 
解す る 。 

神経 質 な 人 を 安心 させ る た め に 話す と 、 幸 運 に も 、 吸 血 鬼 の 実例 は 、 非 常に 希少 
で ある 。 

また 、 共 犯 に よっ て 、 ま た は 、 異 常 な 肉欲 に よっ て 、 生 前 に 身心 を 吸血 鬼 に 委ね な 
けれ ば 、 身 心 が 健全 な 人 が 吸血 鬼 の 犠牲 に 成る は ず が 無い 。 


中 略 
魔術 の 幻想 小説 家 と いう テー マ か ら 脱 線 し て し まっ た 。 
吸血 鬼 の 問題 は 忘れ て 、 タ ロッ ト カー ド 占 い 師 エド モン ド に つい て 話し て 、 魔 術 の 


幻想 小説 家 の 話 に 戻 ろう 。 


中 略 


占い 師 エ ドモ ンド は 、 超 越 的 な 知 の 哲学 的 な 秘密 を 知ら な い 、 と 話し て いる 。 
占い 師 エ ドモ ンド は 、 ソ ロモ ン の カバ ラ の 鍵 を 所 有 し て いな い 、 と 話し て いる 。 


中 略 

ある 日 、 カ バラ の 弟子 で あり エリ ファ ス レヴ ィ の 友人 で あり 占い 師 エ ドモ ンド に 全 
く 知 られ て いな い 人 が 占い 師 エ ドモ ンド の 所 に 占っ て も らい に 行っ て 前 金 を 支払 い 
神託 を 待っ て いる と 、 上 占い師 エド モン ド は 景 散 し な が ら 立 ち 上 が っ て 返金 を 受け 取る 
様 に 懇願 し た 。 


占い 師 エ ドモ ンド は 、「 あ な た を 占 え な か っ た 」 と 説明 し た 。 


「 私 エド モン ド に 対し て 、 あ な た の 運命 は 隠さ れ た 知 の 鍵 で 閉ざさ れ て いる 。 
私 エド モン ド が 言え る 様 な 事 は 全て 、 す で に 、 あ な た は 知っ て いる で し ょ う 」 


占い 師 エ ドモ ンド は 、 多 大 な 敬意 を 表し て 見 せ た 。 


以下 略 


第 7 巻 第 5 章 著者 エリ ファ ス レヴ ィ の いく つか の 個人 的 な 思い 
出 


1839 年 の 、 あ る 朝 、 ア ルフ ォ ン ス エス キロ ス が 、 本 書 の 著者 エリ ファ ス レヴ ィ を 訪 
れ た 。 

アル フォ ンス エス キロ ス は 、「 マ パ を 敬礼 し まし ょ う 」 と 話し た 。 

自然 な 疑問 が わき あがっ た 。 
「 マ パ と は 誰 ま た は 何で すか ?」 


著者 エリ ファ ス レヴ ィ は 、「 あ り が と う ご ざ いま し た 。 私 エリ ファ ス レヴ ィ は 、 目 に 見 
えな い 神 だ け を 愛し 信じ 敬礼 し て いま す 」 と 話し た 。 


「 そ れ で も 、 行 きま し ょ う 。 マ パ は 、 も の の 目 に 見 える 秩序 の 中 で 、 最 も 雄弁 な 、 最 も 輝 
か し い 偉 大 な 、 狂 人 で す 」 


「 友 アル フォ ンス エス キロ ス よ 、 私 エリ ファ ス レヴ ィ は 狂人 が 嫌い で ある 。 和 狂気 と いう 
病気 は 伝染 する 」 


「 仮 に 狂気 が 伝染 する と し て も 、 親 愛 な る 友 エ リフ ァ ス レヴ ィ よ 、 私 アル フォ ンス エス 
キロ ス が 誘っ て いる の で す よ 」 


「 わ か り ま し た 。 そ れ で は 、 マ パ を 敬礼 し に 行き まし ょ う 」 


以下 略 


第 7 巻 第 6 草 隠 され た 知 


隠さ れ た 知 の 秘密 は 、 自 然 の 秘密 で ある 。 

隠さ れ た 知 の 秘密 は 、 天 使 と 世界 の 生成 の 秘密 で ある 。 

隠さ れ た 知 の 秘密 は 、 神 の 全能 性 の 秘密 で ある 。 

創世 記 3 章 5 節 で 蛇 は 「 あ な た 達 は 善 と 悪 を 知っ て 神 の 様 に 成る で あろ う 」 と 話 
し Ss 

その た め 、 善 悪 の 知 の 木 は 、 死 の 木 に 成っ た 。 

(ヨハ ネ に よる 福音 3 章 3 節 「 再 び 生 まれ 直さ な いと 神 の 王国 を 見 る 事 は で き な 


い 」) 
の 木の根 元 で 、 労 苦し て 死ん だ 。 

愚者 が 探求 し て 賢者 が 見 つけ た 絶対 と は 、 普 遍 の つり 合い の 真理 、 現 実 、 論 理 で 
ある 。 


つり 合い と は 、 正 反対 の 2 つの も の の 類推 可能 性 に よる 調和 で ある 。 

今 ま で 、 人 類 は 、 ま る で 片 脚 で 立つ か の 様 に 、 人 類 を つり 合わ せよ うと し て きた 。 

今 ま で 、 人 類 は 、 右 脚 だ け で 立 と うと し た り 、 左 脚 だ け で 立 と うと し た り 、 し て きた 。 

相互 に 、 独 裁 か ら の 無政府 主義 に よる 離反 に よっ て 、 ま た は 、 反 乱 の 独裁 的 な 無 
政府 主義 に よっ て 、 人 は 文明 を 建て た り 崩 壊さ せ た り し て きた 。 

迷信 的 な 熱 往 、 ま た は 、 物 質 主 義 の 先天 的 な 物 で ある 肉欲 に よる 情け な い 陰 謀 
が 、 国 々 を 間違っ た 方 向 へ 導い て きた 。 

し か し 、 つ い に 、 神 は 、 全 世界 の 人 々 を 、 信 じ る 論理 と 、 論 理 的 な 信心 に 向かわ せ 
た 。 


哲学 の 無い 預言 者 や 、 宗 教 の 無い 哲学 者 は 、 不 要 で ある 。 

盲信 者 と 懐疑 者 は 、 同 じ 様 な 者 で あり 、 永 遠 の 救い か ら 遠 い 。 

全 き 懐疑 の 混 沖の 中 で 、 知 と 信心 の 対立 の 中 で 、 偉 人 や 予見 者 は 、 理 性 と 命 の 
危険 を お か し て 理想 の 美 を 探求 し て いる 、 病 ん だ 芸術 家 で ある 。 

偉人 や 予見 者 と いう 高尚 な 幼子 を 見 て みな さい 。 

偉人 や 予見 者 は 、 女 性 の 様 に 、 気 まぐ れ で あり 、 神 経 質 で ある 。 

偉人 や 予見 者 は 、 人 目 に つか な いと 傷つく 。 

偉人 や 予見 者 は 、 論 理 に 怒る 。 

偉人 や 予見 者 は 、 互 い に 対し て 不正 で ある 。 

王冠 を 求め て 、 空 想 的 な 越 権 行為 に よっ て 、 偉 人 や 予見 者 は 、 ピ タゴ ラス が 「 花 冠 
の 花々 を 散ら す な か れ 」 と いう 見 事 な 例 え で 禁じ て いる 罪 を 真っ 先 に 犯し て し まう 。 

偉人 や 予見 者 は 、 真 っ 先 に 既存 の 王冠 を 悪く 言っ て 足下 に 踏み に じ っ て し まう 。 

偉人 や 予見 者 は 、 栄 光 を 求め る 狂信 者 で ある 。 

善良 で ある 神 は 、 偉 人 や 予見 者 が 公 に 危険 な 言動 を し な い 様 に 、 偉 人 や 予見 者 
を 世論 と いう 鎖 で 縛っ て いる 。 

凡才 で ある 大 衆 と いう 裁判 所 は 、 訴 え が 無 く て も 、 天 才 を 裁く 。 

な ぜ な ら 、 全 世界 の 人 々 の 光 で ある 天才 は 、 照 ら す の を や め る と 、 無 価値 で ある 死 
ん で いる 者 と 見 な され る 。 

凡才 で ある 大 衆 の 無関心 が 、 詩 人 の 忘 我 状態 を 抑制 する 。 

大 衆 の 良識 が 拒絶 する 全て の 狂信 者 は 、 狂 人 で あり 、 天 才 で は な い 。 

偉大 な 芸術 家 を 無知 な 大 衆 の 奴隷 と 見 な す な か れ 。 

な ぜ な ら 、 大 衆 が 、 理 性 の つり 合い を 、 偉 大 な 芸術 家 の 才 能 に 与え る 。 

光 は 、 明 暗 の つり 合い で ある 。 

運動 は 、 慣 性 と 自発 性 の つり 合い で ある 。 


権威 は 、 自 由 と 権力 の つり 合い で ある 。 

知 は 、 思 考 の つり 合い で ある 。 

徳 は 、 思 いや り の つり 合い で ある 。 

美 は 、 形 の つり 合い で ある 。 

美しい 形 は 、 真 の 形 で ある 。 

自然 の 美 は 、 美 の 代数 学 で ある 。 

正しい も の は 全て 美しい 。 

美しい も の は 全て 正しい 。 

( 

美しい も の は 全て 存在 する 。 

肉体 が 美しく て も 心 が 本 い 人 は 醍 い 。 

) 

天国 と 地獄 は 、 備 理 道徳 的 な 心 の 生活 の つり 合い で ある 。 

善 と 悪 は 、 自 由 の つり 合い で ある 。 

「 大 作業 」、「 大 いな る 務め 」 と は 、 つ り 合わ せる 力 が 存在 する 中 心 点 に 到達 する 
事 で ある 。 

さら に 、 つ り 合 わ さ れ た 力 の 反作用 は 、 生 と 死 と いう 永久 機関 の 永久 運動 に よっ 
て 、 普 遍 の 命 を 全て の 場所 で 保存 し て いる 。 

その た め 、 錬 金 術 師 は 、 黄 金 を 太陽 に 例え て いる 。 

また 、 そ の た め 、 錬 金 術 の 黄金 は 、 魂 の 全て の 病気 を 治し て 、 不 死 を 知ら せる 。 

中 心 点 を 見 つけ た 人 は 、 知 と 論理 の 、 真 の 、 奇 跡 を 起こ す 、 達 道 者 で ある 。 

達 道 者 は 、 地 の 富 の 主 で ある 。 

達 道 者 は 、 天 の 王者 の 親友 で ある 。 

自然 は 、 達 道 者 に 従う 。 


な ぜ な ら 、 法 が 望む も の を 、 達 道 者 は 望む 。 

法 は 、 自 然 の 原動力 で ある 。 

法 は 、 全 世界 の 人 々 の 救い 主 イ エス が 「 神 の 王国 」 と し て 話し て いる も の で ある 。 

イエ ス が 話し て いる 「 神 の 王国 」 は 、 神 の カバ ラ の 「 神 の 王国 」 で ある 。 

法 は 、 ソ ロモ ン の 王冠 と 指輪 で ある 。 

法 は 、 第 24 祖 ヨ セ フ の 王 多 で ある 。 

天 で は 星々 が 第 24 祖 ヨ セ フ の 王 効 に 従い 、 地 で は 収穫 物 が 第 24 祖 ヨ セ フ の 王 
多 に 従う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 法 と いう 全能 性 の 秘密 を 発見 し た 。 

法 は 、 市 場 で 金銭 と 交換 で 売ら れ て は いな い 。 

た だ し 、 も し 神 が エ リフ ァ ス レヴ ィ に 法 の 授業 料 を 設定 する 様 に 命令 し た ら 、 買 い 
手 の 全 財 産 で も 法 を 教え る 代価 に 相当 する か 疑う 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 私 腹 を 肥やす た めで は な く 、 学 徒 の た め に 、 法 を 教え る 代価 と 
し て 、 学 徒 の 魂 と 命 の 全て を 要求 する 。 


第 7 巻 第 7 草 要約 と 結論 


要約 と 結論 が 残さ れ て いる 。 

知 の 歴史 を 要約 する 事 は 、 知 を 要約 する 事 で ある 。 

その た め 、 全 て の 時 代 を 通じ て 保存 され 伝え られ て きた 、 秘 伝 伝授 の 大 いな る 原 
理 を 要約 する 。 

魔術 の 知 は 、 つ り 合い の 絶対 の 知 で ある 。 

魔術 の 知 は 、 本 質 的 に 、 宗 教 で ある 。 

魔術 の 知 は 、 古 代 の 世界 で 、 教 え の 形 成 を 統治 し た 。 

魔術 の 知 は 、 全 て の 文明 の 乳母 で あっ た 。 

お お っ 、 魔 術 の 知 は 、 詩 情 と 霊感 と いう 乳 を 最初 の 何 世代 か に 与え な が ら 、 顔 と 
胸 を 覆い 隠す 、 貞 小 な 神秘 的 な 母 で ある 。 

何より も 、 魔 術 と いう 知 は 、 神 の 定義 を 試み な いで 、 神 を 信じ て 敬礼 する 様 に 、 人 
を 導く 。 

な ぜ な ら 、 人 が 神 を 定義 する と 、 多 か れ 少 な か れ 、 有 限 な 神 に 成っ て し まう 。 

神 の 後に 、( 神 を 信じ て 敬礼 する 様 に 人 を 導い た 後に 、) 魔 術 の 知 は 、 も の の 無 上 
の 原理 と し て 、 永 遠 の 数 学 と つり 合わ され た 2 つの 力 を 教え る 。 

知恵 の 書 11 章 21 人 節 に 「 神 は 数 、 目 方 、 尺 度 で 全て の も の を 創造 し た 」 と 記さ れ 
て いる 。 


知恵 の 書 11 章 21 節 「 神 は 数 、 目 方 、 尺 度 で 全て の も の を 創造 し た 」 


目 方 は 、 つ り 合 いで ある 。 


数 は 、 数 量 で ある 。 

尺度 は 、 比 率 で ある 。 

数 、 目 方 、 尺 度 は 、 数 3 で ある 。 

数 、 目 方 、 尺 度 は 、 自 然 の 知 の 、 永 遠 の 、 神 の 、 基 礎 で ある 。 
後記 は 、 つ り 合 い の 原 則 で ある 。 


正反対 の 2 つの も の の 類推 可能 性 が 、 調 和 を も た ら す 。 
数 は 、 類 推 可能 性 の 、 も の さ し で ある 。 
尺度 は 、 数 の 比率 で ある 。 


「 光 輝 の 書 」 の 隠さ れ た 知 の 全体 は 、 つ り 合 い の 知 で ある 、 と 言え る か も し れ な い 。 
「 形 成 の 書 」 に は 、 数 の 鍵 が ある 。 

数 の 生成 は 、 概 念 の 認知 と 形 の 生成 に 似 て いる 。 

その た め 、 カ バラ の 光 に 照ら され た 秘 儀 祭 司 は 、 神 の アル ファ ベッ ト で ある へ ブラ 


イ 文字 や タロ ッ ト で 、 数 の 象形 文字 、 概 念 、 形 を 組み 合わ せ た 。 


神 の アル ファ ベッ ト で ある 、 へ ブライ 文字 や タロ ッ ト の 組み 合わ せ は 、 概 念 の 方 程 


式 を も た ら す 。 


へ ブラ イ 文 字 や タロ ッ ト の 組み 合わ せ は 、 見 通し と し て 、 自 然 の 形 の 全て の 可能 な 


組み 合わ せ で ある 。 


創世 記 1 章 27 節 「 神 は 人 を 神 に 似せ て 創造 し た 」 


その た め 、 人 は 、 被 造物 の 生き て いる 総合 で ある 。 
その た め 、 人 を 含む 、 被 造物 は 、 神 に 似せ て 創造 され て いる 。 


この 世に は 精神 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 者 、 物 質 と いう 3 つの も の が 存在 する 。 

古代 人 は 、 精 神 の 直接 の 道具 で ある 火 の 様 な 流体 、「 硫 黄 」 と 呼ん で いる も の で 、 
精神 を 表し た 。 

古代 人 は 、 ヘ ル メ ス の 杖 ケ ー リ ュ ケ イオ ン で 表し て いる も の 、「 水 銀 」 と 呼ん で いる 
も の で 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 者 を 表し た 。 

古代 人 は 、 固 定 さ れ た 「 塩 」 は 超自然 の 「 火 」 の 作用 に 耐え て 自然 の 燃焼 の 後に 
残る の で 、「 塩 」 と 呼ん で いる も の で 、 物 質 を 表し た 。 

精神 、「 硫 黄 」 は 、「 火 」 の 創造 する 作用 か ら 、 父 に 例え られ る 。 

自由 な 形 に で きる 仲介 者 、「 水 銀 」 は 、 引 き 寄 せ 増 殖 す る 力 か ら 、 母 に 例え られ る 。 

物質 、「 塩 」 は 、 自 然 が 教育 に 従わ DO せる も の で ある 子 に 例え られ る 。 

精神 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 者 、 物 質 を 、 創 造 する 実体 は 唯一 で ある 。 

古代 人 は 、 精 神 、 自 由 な 形 に で きる 仲介 者 、 物 質 を 、 創 造 す る 唯一 の 実体 を 、 
「 光 」 と 呼ん で いる 。 

自発 的 な 光 、 火 の 様 な 光 は 、 気 化し 易い 硫黄 で ある 。 

受容 的 な 光 、 火 の 振動 が 目 に 見 える 様 に させ て いる 光 は 、 流 動体 の 水銀 、 エ ー テ 
ル の 水銀 で ある 。 

中 間 の 光 、 光 と 言う より は 影 、 地 の 形 で 凝固 し た 複合 体 、 地 の 形 で 固定 され た 複 
合体 は 、「 塩 」 と 呼ば れ て いる も の で ある 。 

「 エ メラ ルド 板 」 で ヘル メス トリ ス メ ギ スト ス は 「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可 
能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 推 可能 で ある 。 な ぜ な ら 、 唯 一 の も の に よる 複 
数 の 不思議 の 実現 で ある 」 と 話し て いる 。 

後記 を 、「 上 の も の は 下 の も の か ら 類 推 可 能 で ある 。 下 の も の は 上 の も の か ら 類 
推 可能 で ある 。 な ぜ な ら 、 唯 一 の も の に よる 複数 の 不思議 の 実現 で ある 」 は 意味 す 
る 。 


固定 され た も の と 気化 し 易い も の の 類推 可能 性 が 、 普 遍 の 運動 を も た ら す 。 

気化 し 易い も の は 、 固 定 さ れる 傾向 が ある 。 

固定 され た も の は 、 気 化 され る 傾向 が ある 。 

その た め 、 唯 一 の 実体 の 2 つの 形 で ある 、 固 定 さ れ た も の と 気化 し 易い も の の 、 
絶え 間 無 い 交 流 が も た ら さ れる 。 

また 、 固 定 さ れ た も の と 気化 し 易い も の の 交流 と いう 事実 か ら 、 普 遍 の 形 の 組み 
合わ せ の 絶え 間 無 い 更 新 が も た ら さ れる 。 


「 火 」 は 、 オ シリ ス 、 ま た は 、 太 陽 で ある 。 

「 光 」 は 、 イ シス 、 ま た は 、 月 で ある 。 

オシ リス は 大 いな る Telesrma の 父 で あり 、 イ シス は 大 いな る Telesma の 母 で あ 
る 。 

Telesma と は 、 普 遍 の 実体 で ある 。 

オシ リス と イシ ス 、 太 陽 と 月 、「 火 」 と 「 光 」 は 、Telesma の 創造 者 で は な く 、 
Telesma が 生成 し て いる 2 つの 力 で ある 。 

Telesma の 2 つの 力 の 組み 合わ せ は 、 固 定 さ れ た も の 、 ま た は 、 地 を も た ら す 。 

その た め 、Telesma の 2 つの 力 は 地 を 形成 し た 時 に 完全 な 表れ に 到達 し た 、 と 
ヘル メス は 話し て いる 。 

その た め 、 古 代 エ ジ プ ト の 聖 所 の 大 いな る 秘 儀 祭 司 に と っ て も 、 オ シリ ス は 、 神 自 
体 で は な い 。 

( 

オシ リス は 生前 は 人 で あっ た 。 

オシ リス は 死後 に 神格 化 さ れ た 。 


) 

「 オ シリ ス 」、「 火 」 は 、 命 の 知 的 な 原理 の 、 火 の 様 な 影 、 ま た は 、 光 る 影 で ある 。 

その た め 、 秘 伝 伝授 の 最後 に に 、 ヴ ェ ー ル を か ぶっ た 祭司 が 、 飛 ぶ 様 な 速 さ で 達 道 
者 を 追い 越し な が ら 、「 オ シリ ス は 黒い 神 で ある 」 と いう 疑わ し い 啓 示 を 達 道 者 の 耳 
に だ け 、 さ さや いた 。 

理解 が 古代 エジプト の 啓示 の 純粋 に 物質 的 な 象徴 を 信心 で 超越 で き な か っ た 修 
行者 に は 災い が 有る 。 

理解 が 物質 的 な 象徴 を 信心 で 超越 で き な か っ た 修行 者 に と っ て 、「 オ シリ ス は 黒 
い 神 で ある 」 と いう 言葉 は 、 無 神 論 の 言葉 に 誤解 され て し まい 、 心 を 盲目 に させ て し 
まう 。 

し か し 、 理 解 が 物質 的 な 象徴 を 知 で 超越 し て いる 信者 に と っ て 、「 オ シリ ス は 黒い 
神 で ある 」 と いう 言葉 は 、 最 も 崇高 な 希望 の 証拠 の 様 に 聞こ える 。 

後記 の 様 に 、「 オ シリ ス は 黒い 神 で ある 」 と いう 言葉 に よっ て 、 秘 伝 伝授 者 は 修行 
者 に 話し て いる 。 


「 我 が 子 よ 、 あ な た は ラン プ を 太陽 と 誤解 し て いる 。 
し か し 、 ラ ンプ は 、 夜 の 星 に 過ぎ な い 。 

さら に 、 別 の 、 真 の 太陽 が 存在 する 。 

夜 か ら 出 て 、 太 陽 の 光 を 探求 し な さい 」 


古代 人 が 四 大 元素 と し て 理解 し て いた も の は 、 自 然 科学 の 単体 で は な く 、 唯 一 の 
実体 の 四 大 元素 に よる 表れ で ある 。 

スフィンクス は 、 唯 一 の 実体 の 四 大 元素 に よる 表れ の 象徴 で ある 。 

スフィンクス の 、 ワ シ の 細 は 、「 風 」 に 対応 し て いる 。 


スフィンクス の 、 人 の ( 頭 や ) 女 性 の 胸 は 、「 水 」 に 対応 し て いる 。 

スフィンクス の 、 和 牛 の 体 は 、「 土 」 に 対応 し て いる 。 

スフィンクス の 、 ラ イオ ン の 爪 は 、「 火 」 に 対応 し て いる 。 

唯一 の 実体 は 、 本 質 的 な 形 が 3 倍 の 三重 で あり 、 表 れ の 形 が 4 つ 1 組 で ある 。 

「 唯 一 の 実体 は 、 本 質 的 な 形 が 3 倍 の 三重 で あり 、 表 れ の 形 が 4 つ 1 組 で ある 」 
事 は 、3 つの ピラ ミッ ド の 秘密 で ある 。 

ピラ ミッ ド は 、 真 横 か ら 見 る と 三角 形 で あり 、 基 礎 が 正方 形 で あり 4 つの 形 を 持つ 
スフィンクス が 守っ て いる 。 

ピラ ミッ ド と いう 記念 建造 物 を 建て て 、 古 代 エ ジ プ ト は 、 普 遍 の 知 の ヘラ クレ ス の 
柱 を 建て よう と 試み た 。 

砂 が 蓄積 し 、 何 世紀 も 過ぎ た 。 

し か し 、 ピ ラミ ッ ド は 、 永 遠 の 偉大 さ に よっ て 、 未 だ に 、 解 決 法 が 失わ れ た 謎 を 人 々 
に 出し て いる 。 

スフィンクス は 、 時 代 の 塵 の 中 に 堕ち た 様 に 見 える 。 

ダニ エル 書 の 大 いな る 国々 は 、 順 に 地上 を 統治 し て 、 自 重 で 崩壊 し て 、 墓 に 堕ち た 。 

戦い に よる 獲得 地 、 労 苦 に よる 記念 建造 物 、 人 の 肉欲 の 結果 は 全て スフィンクス 
の 象徴 的 な 体 と 共に 飲み 込ま れ た 。 

まる で 思考 の 普遍 の 王国 を 探求 し て いる か の 様 に 、 ス フィ ンク ス の 人 の 頭 だ けが 
砂漠 の 砂 の 上 に あら われ て いる 。 

スフィンクス は 「 見 抜く か 、 死 か 」 と いう 景 散 す る べき 二 者 択 一 を 、 テ ー バ イ の 王位 
を 求め る 修行 者 に 提案 する 。 

な ぜ な ら 、 実 は 、 知 の 秘密 は 、 命 の 秘密 で ある 。 

「 見 抜く か 、 死 か 」 と いう 二 者 択 一 は 、「 統 治す る か 、 仕 える か 」 と いう 二 者 択 一 で 
ある 。 


「 見 抜く か 、 死 か 」 と いう 二 者 択 一 は 、「 存在 する か 、 存 在 し な いか 」 と いう 二 者 択 


ー で ある 。 
人 が 自然 の 2 つの 力 を 世界 を 圧倒 する た め に 応用 し な いと 、 自 然 の 2 つの 力 は 
人 を 破壊 する 。 


な ぜ 自 身 が 存在 する の か 、 自 身 は 何者 で ある の か 、 自 問 自 答 し な い の で 、 無 意味 
な 無 価値 な 存在 し な いも 同然 の 人 々 に 数 えら れる 事 に 同意 し な い 限 り 、 王 者 の 高み 
と 犠 竹 状態 の 深淵 の 間 に 中 間 は 存在 し な い 。 


きる 。 

星 の 光 の 、 分 解 、 凝 固 、 加 熱 、 冷 却 と いう 4 つの 性 質 は 、 与 えら れ た 衝撃 に 従っ て 、 
生か 死 を も た らし て 、 健 康 か 病気 を も た らし て 、 愛 か 憎しみ を も た らし て 、 富 か 貧し さ 
を も た らし て 、 自 然 の 全て の 形 を 変え る 事 が で きる 。 


後記 は 、 星 の 光 の 、 分 解 、 凝 固 、 加 熱 、 冷 却 と いう 4 つの 性 質 で 解決 で きる 問題 と 


答え で ある 。 


1) 
死 を 免れ る の は 可能 か ? 
(2) 


賢者 の 石 と いっ た も の は 存在 する か ? 

賢者 の 石 と いっ た も の を 見 つけ る に は 何 を する 必要 が 有る か ? 
(3③) 

霊 を 仕え させ る の は 可能 か ? 

(④) 

ソロ モン の 鍵 、 ソ ロモ ン の 指輪 、 ソ ロモ ン の 封印 は 何 を 意味 する か ? 
(⑤) 

信頼 で きる 計算 で 未来 を 予言 する の は 可能 か ? 

(6) 

魔術 の 力 で 思い 通り に 善行 を し た り 悪 事 を 犯し た りす る の は 可能 か ? 
(⑦) 

真 の 魔術 師 に 成る に は 何 を する 必要 が 有る か ? 

(8@) 

黒 魔術 が 動作 する の に 要求 する 力 は 正確 に は 何 か ? 


前 記 の 問題 を 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 逆説 的 な 問題 と 呼ん で いる 。 

な ぜ な ら 、 前 記 の 、 逆 説 的 な 問題 は 、 自 然 科 学 に よっ て 理解 で きる 物 で は な いし 、 
宗教 が 否定 し て いる 様 に 見 える 物 で ある 。 

前 記 の 、 逆 説 的 な 問題 は 、 学 の 無い 人 が 話せ ば 、 無 謀 な 言葉 に 過ぎ な い 。 

前 記 の 、 逆 説 的 な 問題 は 、 達 道 者 が 完全 な 解決 法 を 与え る と 、 神 へ の 冒 の 様 
こ 思 われ る で あろ う 。 

神 や 自然 は 聖 所 や 超越 的 な 知 を 半 ざ し て いる 。 

その た め 、 あ る 限界 を 超え る と 、 知 者 が 話し て も 無駄 に 成る 。 

な ぜ な ら 、 あ る 限界 を 超え た 、 知 者 の 言葉 は 理解 され な い 。 


その た め 、 幸 運 に も 、 大 いな る 魔術 の 秘密 の 啓示 は 不可 能 で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ が 与え よう と し て いる 答え は 、 魔 術 の 言葉 の 可能 な 限り 究極 の 表 
現に 成る 。 

エリ ファ ス レヴ ィ は 、 答 え を 全く 明確 に する 。 

し か し 、 エ リフ ァ ス レヴ ィ は 、 答 え が 全 て の 読者 に と っ て 理解 可能 で ある と は 保証 


で き な い 。 


(1) 死 を 免れ る の は 可能 か ? (2) 賢 者 の 石 と いっ た も の は 存在 する か ? 賢者 の 
石 と いっ た も の を 見 つけ る に は 何 を する 必要 が 有る か ? に つい て 


時 に お いて と 、 永 遠 に お いて 、 と いう 2 つ に お いて 、 死 を 免れ る の は 可能 で ある 。 

病気 を 治す 事 に よっ て 、 ま た 、 老 化 と いう 弱体 化 を 免れ る 事 に よっ て 、 時 に お いて 、 
人 が 死 を 免れ る の は 可能 で ある 。 

存在 の 変形 の 中 に お いて も 記憶 に お いて 個人 の 同一 性 を 永続 する 事 に よっ て 、 
永遠 に お いて 、 人 が 死 を 免れ る の は 可能 で ある 。 

た だ し 、 後 記 を 、 確 証する 。 


1) 

運動 が 命 を も た ら す 。 

形 の 連続 と 形 の 完成 だ けが 命 を 維持 で きる 。 

(2) 

永久 機関 の 永久 運動 の 知 は 、 命 の 知 で ある 。 

(③) 

命 の 知 の 目的 は 、 つ り 合 わ さ れ た 感化 力 の 正しい 理解 で ある 。 


(④) 
破壊 が 全て の 更新 を 動作 させ る 。 
その た め 、 生 成 は 死 を 必要 と する 。 死 は 生成 を 必要 と する 。 


さら に 、 後 記 を 、 古 代 の 賢者 と 共に 、 確 証する 。 

命 の 普遍 の 原理 は 、 実 体 の 運動 、 ま た は 、 永 遠 に 本 質 的 に 動か され た り 動 か し た 
りす る も の で ある 実体 で ある 。 

実体 の 運動 、 ま た は 、 実 体 は 、 気 化し て いる と 、 目 に 見 えな いし 、 手 で 触れ られ な い 。 

実体 の 運動 、 ま た は 、 実 体 は 、 両 極性 を 与え られ て 固定 され る と 、 物 質 的 に 表れ る 。 

実体 は 、 不 滅 で あり 、 壊 敗 し な い 。 

その た め 、 結 果 的 に 、 実 体 は 、 不 死 で ある 。 

た だ し 、 形 の 世界 に お ける 、 実 体 の 表れ は 、 永 久 機関 の 永久 運動 に よっ て 、 永 遠 
の 変化 に 従う 。 

全て の も の は 、 死 ぬ 、 と 言え る 。 

な ぜ な ら 、 全 て の も の は 、 生 き て いる 。 

その た め 、 も し 何 か の 形 を 永遠 に する の が 可能 で ある と 、 運 動 が と ら わ れ て し まい 、 
唯一 の 実際 の 死 を 創造 し て し まう 。 

永遠 に 魂 を 人 の 死体 の ミイ ラ に 閉じ 込め る 事 は 、 同 一 の 体 に お ける 、 同 一 の 地 に 
お ける 、 偽 の 不死 に つい て の 、 魔 術 の 逆説 の 恐る べき 解決 法 で ある 。 

「 第 一 質 料 」 の 普遍 の 溶媒 は 、 全 て の も の を 復活 させ る 。 

第 5 元素 で 、 普 遍 の 溶媒 の 力 は 、 濃 縮 さ れる 。 

言い 換え る と 、 二 重 の 両極 の つり 合っ て いる 中 心 で 、 普 遍 の 溶媒 の 力 は 、 濃 縮 さ 
れ 


の 


O 


(十字 の 中 心 で 、 普 遍 の 溶媒 の 力 は 、 濃 縮 さ れる 。) 


古代 人 の 四 大 元素 と は 、 普 遍 の 磁石 の 4 つの 力 で ある 。 

古代 人 は 、 四 大 元素 、 普 遍 の 磁石 の 4 つの 力 を 、 十 字 の 形 で 表し た 。 

四 大 元素 の 十字 は 、 中 心 を 軸 に 、 無 限 に 回 転 する 。 

回 転 する 十字 は 、 円 積 問題 に つい て の 謎 を 提起 する 。 

創造 する 神 の 言葉 (、 イ エス ) は 、 十 字 の 中 心から 、 話 す 。 

神 の 言葉 (、 イ エス ) は 、「 終 えた 」 と 叫ぶ 。 

(ヨハ ネ に よる 福音 19 章 30 節 「 終 えた 」) 

四 大 元素 の 形 の 正確 な つり 合い に よっ て 、 体 の 万 能 薬 を 探求 する 必要 が 有る 。 

全 世 界 の 人 々 を 救う た め に 十字 架 で 身代わり に 成っ た イエ ス に より キリ スト 教 に 
よっ て 魂 の 万 能 薬 が も た ら さ れ て いる 、 様 に 。 

太陽 の 周囲 の 諸 天 体 の つり 合わ され た 引力 が 、 諸 天体 の 磁気 の 状態 と 両極 性 を 
も た ら す 。 

太陽 は 、 諸 天体 の 電磁 気 の 共通 の 貯蔵 所 で ある 。 

共通 の 貯蔵 所 の 周囲 の 、 第 5 元素 の 振動 は 、 星 の 光 で 表れ る 。 

星 の 光 の 両極 性 は 、 諸 々 の 色 で 明か され る 。 

白色 は 、 第 5 元素 の 色 で ある 。 

際 極 に 向かう に 従っ て 、 白 色 は 、 青 色 と し て 濃縮 し て 、 黒 色 と し て 固定 され る 。 

陽極 に 向かう に 従っ て 、 白 色 は 、 黄 色 と し て 濃縮 し て 、 赤 色 と し て 固定 され る 。 

中 心から 分 離す る 命 は 、 黒 色 か ら 、 白 色 を 経由 し て 、 赤 色 へ 至る 。 

中 心 へ 戻る 命 は 、 赤 色 か ら 、 白 色 を 経由 し て 、 黒 色 へ 戻る 。 

シア ン 色 、 紫 色 、 黄 色 、 白 色 と い う 四 色 の 中 間 色 また は 混色 は 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 
と いう 三原 色 と 共 に 、 プ リズ ム の 七色 と 、 太 陽 の 光 の スペ クト ル を も た ら す 。 

七色 は 、 各 太陽 の 周囲 の 7 つの 大 気 、 ま た は 、7 つの 光る 帯 を 形成 する 。 


各 、 大 気 ま た は 光る 帯 で 支配 的 な 惑星 は 、 大 気 ま た は 帯 の 色 に 対応 し て 、 磁 化 さ 


れる 。 
唯一 の 潜在 する 星 の 光 の 、 各 、 感 化 力 が 、 天 空 で 惑星 が 形成 する 様 に 、 地 の 深み 
で 金属 を 形成 する 。 


唯一 の 潜在 する 星 の 光 は 、 大 気 ま た は 帯 を 通過 中 に 、 分 光 す る 。 

特 化 する 前 に 陽極 の 赤色 へ 至ら せ た 金 属 的 な 星 の 光 が 潜在 し て いる 実体 の 所 
有 が 、 言 い 換 える と 、 特 化す る 前 に 星 の 光 か ら 得 た 「 火 」 の 助け に よっ て 生き て いる 
赤色 へ 至ら せ た 金 属 的 な 星 の 光 が 潜在 し て いる 実体 の 所 有 が 、 大 作業 の 全て の 秘 
密 で ある 。 

極度 に 濃縮 され た 陽極 の 赤色 の 星 の 光 は 、 普 遍 の 溶媒 と し て 役立つ 、 自 然 の 全 
て の 王国 また は 領域 の た め の 唯 一 の 楽 と し て 役立つ 、 固 定 さ れ た 命 で ある 、 と 理解 
で きる で あろ う 。 

白 鉄 鉱 マ ー カ サイ ト 、 ア ンチ モン 、「 錬 金 術 師 の ヒ素 」 か ら 、 星 の 光 と いう 生き て い 
る 両性 具有 の 金属 の 精液 を 抽出 する に は 、 月 経 に 例え られ る 鉱物 の 塩 の 溶媒 で あ 
る 、 最 初 の 溶媒 が 必要 で ある 。 

さら に 、 電 気 と 磁気 の 協力 が 必要 で ある 。 

錬 金 炉 で ある 唯一 の 容器 に よっ て 、 唯 一 の ラン プ の 段階 的 な 火 に よっ て 、「 大 作 
業 」 の 残り の 作業 は 、 ひ と り で に 進む 。 

「『 大 作業 』 の 残り の 作業 は 、 女 性 や 子供 で も 出来 る 作業 で ある 」 と 錬金術 師 は 話 
レ で いる 。 

古代 人 の 唯一 の 実体 の 四 大 元素 で 表れ た 現象 が 、 現 代 の 化学 者 と 物理 学者 の 
熱 、 光 、 電 気 、 磁 気 で ある 。 

古代 ヘブライ 人 は 、 星 の 光 と いう 唯一 の 実体 を 「 光 」 を 意味 する 「 ア ウル 」 ま た は 
「 オ ウル 」、「 オ ド 」、「 オ ブ 」 と 呼ん で いる 。 


( 

TIN、AWR、 ア ウル 、 オ ウル は 光 を 意味 する 。 
「 大 いな る 神秘 の 鍵 」 「 金 を 意味 する フラ ンス 語 の OR は 光 を 意味 する へ ブラ イ 語 の 
AOUR に 由来 する 」 

) 

オド は 、 自 発 的 な 星 の 光 で ある 。 

オブ は 、 受 容 的 な 星 の 光 で ある 。 

アウ ル ま た は オウ ル は 、 両 性 具有 の つり 合わ され た 複合 し て いる 星 の 光 の 名 前 で 
ある 。 

錬金術 師 が 黄金 に つい て 話し て いる 時 は 、 ア ウル また は オウ ル は 、 黄 金 を 意味 す 
る 。 

大 衆 の 黄金 は 、 金 属 化 され た アウ ル ま た は オウ ル で ある 。 

錬金術 師 の 黄金 」 は 、 溶 解 可 能 な 宝石 の 状態 の アウ ル ま た は オウ ル で ある 。 

理論 的 に 、 古 代 の 超越 的 な 知 に よる と 、 全 て の 病気 を 治し て 錬 金 を 成就 する 賢者 
の 石 は 、 議 論 の 余地 無く 、 存 在 する 。 

し か し 、 実 際 に 、 賢 者 の 石 は 存在 し て いる の か ? 

また は 、 賢 者 の 石 は 存在 させ られ る の か ? 

も し エリ ファ ス レヴ ィ が 賢者 の 石 が 存在 する と 断言 し て 答え て も 、 誰 も 信じ な いで 
あろ う 。 

その た め 、 賢 者 の 石 を 見 つけ る た め に 何 を する 必要 が 有る か ? と いう 問題 に つ 
いて 扱わ な いで 、「 理 論 的 に 、 古 代 の 超越 的 な 知 に よる と 、 全 て の 病気 を 治し て 錬 金 
を 成就 する 賢者 の 石 は 、 議 論 の 余地 無く 、 存 在 する 」 と いう 言葉 を (1) 死 を 免れ る の 
は 可能 か ? (2) 賢 者 の 石 と いっ た も の は 存在 する か ? 賢者 の 石 と いっ た も の を 


見 つけ る に は 何 を する 必要 が 有る か ? と いう 2 つの 逆説 的 な 問題 へ の 逆説 的 な 
答え と する つも り で ある 。 

エリ ファ ス レヴ ィ の 代わ り に 、M. de la Palisse が 、「 何 か を 見 つけ る た め に は 、 そ 
の 何 か の 発見 が 運 に 左右 され な い 限 り 、 そ の 何 か を 探す 必要 が 有る 」 と 答え る で あ 
ろう 。 

探求 を 先導 する た め に 、 探 求 を 助け る た め に 、 す で に 十分 に 話し て いる 。 


(3) 霊 を 仕え させ る の は 可能 か ? (4) ソ ロモ ン の 鍵 、 ソ ロモ ン の 指輪 、 ソ ロモ ン の 
封印 は 何 を 意味 する か ? 


マタ イ に よる 福音 4 章 な ど で 、 全 世界 の 人 々 の 救い 主 イ エス が 、 荒 れ 野 で 誘惑 に 
遭っ て 、 食 欲 、 野 心 、 金 銭 へ の 貧 欲 と いう 魂 を 縛る 3 つの 肉欲 を 圧倒 する と 、 天 使 達 
が 来 て 仕え た 、 と 記さ れ て いる 。 

な ぜ な ら 、 霊 は 、 無 上 の 霊 で ある 神 に 従う 。 

そし て 、 イ エス は 、 無 上 の 霊 で ある 神 で ある 。 

無 上 の 霊 で ある 神 は 、 肉 体 の 反乱 と 肉体 の 不法 な 傾向 を 縛る 。 

また 、 存 在 す る も の 同士 の 間 に 存在 し て いる 交流 の 自然 な 秩序 を 覆す 事 は 、 神 意 
と いう 法 に 反し て いる 、 事 に 注意 する べき で ある 。 

全 世 界 の 人 々 の 救い 主 イ エス と 使徒 達 が 死ん だ 人 の 魂 を 呼び 出し た と いう 話 は 
見 た 事 が 無い 。 

魂 の 不死 は 、 正 し い 人 の 慰め と 成る 宗教 の 教え の 1 つ で ある 。 

魂 の 不死 は 、 信 心 に よる 望み の た め だ け の 物 で ある 。 

魂 の 不死 は 、 自 然 科学 に よる 批評 が 近づけ る 事実 と し て 証明 され る 事 は 無い 。 


「 あ の 世 」 を 「 こ の 世 」 の 肉眼 で の み 推 測 を 試み る 者 へ の 罰 は 、 常 に 、 理 性 の 衰 失 、 
また は 、 少 な く と も 、 理 性 の 錯乱 で ある 。 

魔術 の 口伝 で は 常に 、「 死 ん だ 人 の 霊 は 、 呼 び 出 され た 事 を 悲し ん だ り 怒 っ た り し 
た 顔 で 応じ る 」 と 話し て いる 。 

死ん だ 人 の 霊 は 、 安 息 を 乱 さ れ た と 抗議 する 。 

死ん だ 人 の 霊 は 、 非 難 と 脅迫 だ け を も た ら す 。 

ソロ モン の 鍵 は 、 諸 々 の 象徴 で 表 さ れ た 、 宗 教 的 な 論理 的 な 2 つの 力 で ある 。 

ソロ モン の 鍵 の 効能 は 、 霊 の 呼び 出し か ら 、 だ け で は な く 、 隠 され た 知 に 関連 し て 
体験 する 異常 か ら 、 守 っ て くれ る 。 

ソロ モン の 封印 は 、 ソ ロモ ン の 鍵 の 総合 で ある 。 

ソロ モン の 指輪 は 、 ソ ロモ ン の 鍵 の 応用 法 を 教え る 。 

ソロ モン の 指輪 は 、 円 形 で ある 、 と 共に 、 正 方 形 で あり 、 円 積 問題 の 神秘 を 表す 。 

ソロ モン の 指輪 は 、 円 形 を 形成 する 様 に 並ん だ 7 つの 正方 形 で ある 。 

ソロ モン の 指輪 の 宝石 の 受け 溝 に は 、 金 製 の 円 形 と 、 銀 製 の 正方 形 が ある 。 

ソロ モン の 指輪 は 、 金 線 細 工 や 銀 線 細 工 と いっ た 7 つの 金属 の 線 細 工 で ある ベ 
さ で ある 。 

ソロ モン の 指輪 の 、 銀 製 の 正方 形 の 、 宝 石 の 受け 溝 に は 、 白 い 宝石 を は め る 。 

ソロ モン の 指輪 の 、 金 製 の 円 形 の 、 宝 石 の 受け 溝 に は 、 赤 い 宝 石 を は め る 。 

ソロ モン の 指輪 の 、 白 い 宝石 に は 、 大 宇宙 の 象徴 、 六 苦 星 を 記す 。 

ソロ モン の 指輪 の 、 赤 い 宝 石 に は 、 小 宇宙 の 象徴 、 五 蘭 星 を 記す 。 

ソロ モン の 指輪 を 指 に つけ る 時 は 、 光 の 霊 の 統治 を 望む か 、 闇 の 霊 の 統治 を 望む 
か 、 に 応じ て 、 ソ ロモ ン の 指輪 の 白い 宝石 と 赤い 宝石 の 一 方 を 内 側 に 他方 を 外側 に 
向け る べき で ある 。 


ソロ モン の 指輪 の 絶対 の 諸 力 を 説明 する と 、 意 思 は 、 自 然 の 生き て いる 2 つの 力 
で 武装 する と 、 全 能 で ある 。 

考え は 、 言 葉 か 象徴 で 表 さ な い 限 り 、 怠 情 で 死ん で いる 。 

言葉 か 象徴 で 表 さ な い 考 え は 、 意 思 を 鼓舞 し な いし 、 意 思 を 先導 し な い 。 

象徴 は 、 考 え の 必然 の 形 で ある 。 

象徴 は 、 意 思 に 必要 な 道具 で ある 。 

より 完全 な 象徴 は 、 よ り 力強く 考え を 明確 に し 、 結 果 と し て 、 よ り 大 き な 力 で 意思 
導く 。 

盲信 で すら 山々 を 動か す 。 

それ で は 、 疑 う 余 地 の 無い 完全 な 知 が 信心 を 照ら し た 場合 は 、 信 心 に は 何 が 可 
能 と 成る で あろ うか ? 

魂 が 全 理 解 と 全 精力 を 唯一 の 言葉 を 話す 事 に 集中 させ た 場合 、 唯 一 の 言葉 は 全 
能 に 成る の で は な いか ? 

二 重 の 三角 形 で ある ソロ モン の 封印 で ある 六 攻 星 を 持つ 、 ソ ロモ ン の 指輪 は 、 魔 
術 師 の 全て の 知 と 信心 を 、 唯 一 の 象徴 で 表す 。 

ソロ モン の 指輪 は 、「 天 上 の 大 宇宙 」 で も 、「 人 の 小宇宙 」 で も 、 天 と 地 の 2 つの カ 
と 、 天 と 地 を 続 治す る 神 の 法 を 表す 。 

ソロ モン の 指輪 は 、 タ リス マン の 中 の タリ スマ ン 、 神 の タリ スマ ン で ある 。 

ソロ モン の 指輪 は 、pantacle の 中 の pantacle、 神 の pantacle で ある 。 

ソロ モン の 指輪 は 、 命 の 象徴 で ある 限り は 、 全 能 で ある 。 

し か し 、 ソ ロモ ン の 指輪 は 、 死 ん だ 象徴 で ある 限り は 、 効 能 が 無い 。 

知 と 信心 、 自 然 の 知 と 自然 の 永遠 の 自発 的 な 原因 で ある 神 へ の 信心 が 、 諸 々 の 
象徴 の 命 で ある 。 


自然 の 神秘 の 深い 学 は 、 精 神 的 な 疲労 が 心 の 呼吸 を 麻痺 させ る の で 、 外 見 だ け 
の 観察 者 を 神 か ら 遠 ざけ る 。 

そう いう 意味 で は 、 隠 され た 知 は 、 特 定 の 人 に と っ て は 、 危 険 で 致命 的 で ある 。 

数 学 的 な 正確 さ 、 自 然 の 法 の 絶対 の 厳し さ 、 自 然 の 法 の 調和 と 単純 さ は 、 神 意 が 
永久 機関 の 時 計 の 鉄 の 歯車 の 裏 に 薄れ て し まう 様 に 、 必 然 の 永遠 の 不変 の 機械 仕 
掛け を 多数 の 大 衆 に 連想 させ て し まう 。 

大 衆 は 、 考 える 人 の 自由 と 王国 と いう 疑う 余地 の 無い 事実 に つい て 考え な い 。 

人 は 、 人 と 同じ 有機 体 の 被 造物 を 思い 通り に する 。 

人 は 、 空 の 鳥 、 水 の 魚 、 森 の 獣 を と ら え られ る 。 

人 は 、 森 を 全て 伐採 し た り 焼 いた り で きる 。 

人 は 、 岩 々 や 山々 に 穴 を 開け た り 吹 き 飛ば す 事 が で きる 。 

人 は 、 周 囲 の 全て の 形 を 変え られ る 。 

し か し 、 自 然 の 無 上 の 類推 可能 性 に も か か わら ず 、 神 や 神 の 聖 圭 と いっ た 他 の 知 
的 な 存在 が 思い 通り に 、 諸 々 の 世界 を 分 解 し て 消滅 させ た り 、 太 陽 と いっ た 星々 を 
一 息 で 消し た り 、 太 陽 と いっ た 星々 を 星 の 塵 に 帰し た り で きる 、 と 人 は 信じ な い 。 

神 や 神 の 聖 圭 と いっ た 大 いな る 存在 は 、 人 の 視力 に は 大 き 過ぎ る 。 

十 中 八 九 、 ダ ニ や ミミ ズ の 目 に は 人 が 感知 で き な い 、 様 に 。 

そし て 、 も し 、 神 や 神 の 聖霊 と いっ た 存在 が 、 こ の 世 を 何 度 も 破壊 せ ず に 、 存 在 し て 
いる と し た ら 、 ツ バ メ の 巣 や 蝶 の 虹 の 破壊 を 禁じ て いる 様 に 、 諸 々 の 世界 の 消滅 を 
禁じ て いる 無 上 の 意思 、 唯 一 の 知 、 全 能 の 力 に 神 や 神 の 聖霊 と いっ た 存在 が 従っ て 
いる 、 と 人 は 認め る 必要 が 有る の で は な いか ? 

性 格 の 深い 所 で 力 を 自覚 し て いる 、 普 遍 の 法 を 永遠 の 正義 の 道具 と し て 理解 し 
て いる 魔術 師 に と っ て 、 ソ ロモ ン の 封印 、 ソ ロモ ン の 鍵 、 ソ ロモ ン の 指輪 は 、 無 上 の 王 
位 の 証拠 と 成る 。 


5) 信頼 で きる 計算 で 未来 を 予言 する の は 可能 か ? (6) 魔 術 の 力 で 思い 通り に 
装 行 を し た り 悪 事 を 犯し た りす る の は 可能 か ? に つい て 


後記 が 、 答 え で ある 。 

同じ 技量 の 2 人 の チェ ス の 指し 手 が 試合 を 始め た ら 、 ど ちら が 勝利 する か ? 

間違い 無く 、 よ り 用 心 し た 人 が 勝利 する 。 

も し 両者 が 夢中 に 成っ て いる 物 を 知る 事 が で きた ら 、 両 者 の 試合 の 結果 を 確実 に 
予見 で きる 。 

予見 する 事 は 、 チ ェ ス の 試合 で 勝つ 事 で ある 。 

予見 する 事 は 、 人 生 と いう 試合 で 勝つ 事 で ある 。 

人 生 に は 、 偶 然 は 無い 。 

偶然 と は 、 予 見 で き な か っ た だ け で ある 。 

賢者 は 、 無 知 な 者 が 事前 に 気づか な い 物 事 の 存在 を すでに 確認 し て いる 。 

2 つの 力 の 対立 、 ま た は 、2 つの 力 の つり 合い は 、 全 て の 形 を も た ら す 様 に 、 全 て 
の 物事 を も た ら す 。 

2 つの 力 は 、 数 で 表せ る 。 

その た め 、 計 算 に よっ て 事前 に 未来 を 測定 で きる 。 

全て の 過激 な 作用 は 、 同 等 な 反作用 で つり 合わ され る 。 

笑い は 、 涙 を 予言 する 。 

その た め 、 マ タイ に よる 福音 5 章 4 館 で 、 人 々 の 救い 主 イ エス は 、「 悲 し む 人 は 幸 
いで ある 」 と 話し て いる 。 

また 、 マ タイ に よる 福音 23 章 12 節 で 、 イ エス は 、「 自 分 を 高く する 人 は 低く され 、 
自分 を 低く する 人 は 高く され る 」 と 話し て いる 。 


今日 、 地 上 の 神 で ある か の 様 に 父 り 高 が っ て いた ネ ブ カ ド ネ ザル 2 世 は 、 明 日 は 、 
ダニ エル 書 4 章 33 節 の 様 に 獣 に 変身 する 。 

今日 勝利 し て バビ ロン に 入り 地上 の 神 で ある か の 様 に 全て の 祭壇 で 香 を 捧げ ら 
れ た アレ クサ ンダ ー は 、 明 日 は 、 下 品 に 義 町 し て 死ぬ 。 

未来 は 、 過 去 の 中 に ある 。 

過去 は 、 未 来 の 中 に ある 。 

天才 が 予見 する 時 、 天 才 は 思い 出し て いる 。 

結果 は 、 必 然 的 に 正確 に 、 原 因 と つなが っ て いる 。 

結果 は 、 別 の 結果 の 原因 と 成る 。 

派生 の 原因 と 結果 を も た らし た と 考え られ る 、 神 で ある 第 一 原因 と 直接 の 結果 と 、 
間接 の 派生 の 原因 と 結果 は 、 類 推 可能 で ある 。 

その た め 、 た っ た 1 つの 事実 が 、 一 連 の 神秘 の 全体 を 、 予 見 者 に 明か す 。 

キリ スト の 降臨 は 、 反 キリ スト の 到来 を 確実 に し た 。 

し か し 、 反 キリ スト の 到来 は 、 神 の 聖 寺 の 勝利 の 前 触れ に 成る 。 

現代 人 が 生き て いる 金儲け が 目的 の 時 代 は 、 世 界 が 未だ 覚え て いる 、 よ り 豊 か な 
思い や り と 大 いな る 善行 の 前 触れ で ある 。 

後記 を 、 理 解す る 必要 が 有る 。 

人 の 意思 は 、 目 に 見 えな い 諸 原因 を 変え る 

また 、 人 に よる 、 た っ た 1 つの 刺激 が 、 世 界 全体 の つり 合い を 変え る 事 が で きる 。 

も し 人 の 統治 下 に ある 地 に お ける 人 の 力 が 地 を 変え る 事 が で きる な ら ば 、 太 陽 と 
いっ た 星々 を 統治 する 知 的 な 存在 で ある 神 の 聖霊 の 力 は 、 ど の 様 な 物 で ある は ず 
か ? 

エグ リ ゴ リ の 最も 小さ い 者 で も 、 一 息 で 、 突 然 、 地 に 潜在 する 熱 を 膨張 させ て 、 地 
を 粉砕 し て 塵 の 雲 に 帰す 事 が で きる 。 


( 

「 エ グリ ゴリ 」 は ギリ シャ 語 で 「 見 張る 者 」 を 意味 する 。 

エノク 書 に は エグ リ ゴ リ は 地上 を 見 張る 天使 で あっ た が 堕 天 し た と 記さ れ て いる 。 

) 

人 は 、 一 息 で 、1 人 の 人 の 全 幸 福 を 消す 事 が で きる 。 

世界 の 様 に 、 人 は 磁化 され て いる 。 

太陽 と いっ た 星々 の 様 に 、 人 は 特有 の 光 を 放射 し て いる 。 

ある 人 は 、 よ り 多 く 吸 収 し 、 別 の 人 は 、 よ り 多 く 放 射す る 。 

世界 で は 誰 も 孤立 し て いな い 。 

各 人 は 運命 か 神意 で ある 。 

オク タウ ィ ウ ス と キン ナ は 、 出 会 っ た 。 

オク タウ ィ ウ ス と キン ナ は 、 僚 慢 で 無 慈 意 で あっ た 。 

オク タウ ィ ウ ス と キン ナ が 父 慢 で 無 慈 意 で あっ た の は 、 運 命 で ある 。 

運命 に よっ て 、 キ ン ナ は 、 オ クタ ウィ ウス を 殺 そ うと する 。 

運命 に よっ て 、 オ クタ ウィ ウス は 、 キ ン ナ を 罰 し た か っ た 。 

し か し 、 オ クタ ウィ ウス は 、 キ ン ナ を 許し た 。 

その た め 、 運 命 は 、 神 意 に 変わ っ た 。 

その た め 、 無 上 の 思い や り で 始ま っ た オク タウ ィ ウ ス の 時 代 は 、 イ エス の 誕生 に 立 

会 う の に 相応 し か っ た 。 

マタ イ に よる 福音 5 章 44 節 で 、 イ エス は 、「 敵 を (許し ) 愛 し な さい 」 と 話し て いる 。 

オク タウ ィ ウ ス は 、 思 いや り を キン ナ に まで 及ぼし て 、 オ クタ ウィ ウス の 全て の 報復 
を つぐ な っ た 。 

人 は 、 運 命 の 命令 に 従う 限り 、 大 衆 で ある 。 

言い 換え る と 、 運 命 の 命令 に 従う 人 を 、 知 の 聖 所 か ら 除 外す る 必要 が 有る 。 


な ぜ な ら 、 運 命 の 命令 に 従う 人 の 手中 で は 、 知 は 破壊 の た め の 越 る べき 道具 と 
成っ て し まう 。 

正反対 に 、 知 の 理解 に よっ て 命 の 盲目 的 な 先天 的 な 物 で ある 肉欲 を 統治 する 自 
由 な 人 は 、 本 質 的 に 、 自 然 の 保護 者 で あり 、 自 然 の 修復 者 で ある 。 

な ぜ な ら 、 自 然 は 、 知 者 の 力 の 領地 で あり 、 知 者 の 不死 性 の 神殿 で ある 。 

学 の 無い 人 が 善行 を し よう と する と 、 悪 事 を 犯す 結果 に 成っ て し まう 。 

他方 、 真 の 秘伝 伝授 者 は 、 悪 事 を 犯す 事 を 望む の は 不可 能 で ある 。 

秘伝 伝授 者 が 打つ の は 、 懲 らし め る た めで あり 、 治 す た め で ある 。 

学 の 無い 人 の 息 は 、 致 命 的 で ある 。 

秘伝 伝授 者 の 息 は 、 命 を も た ら す 。 

大 衆 は 、 他 者 を 苦し ませ る た め に 、 苦 し む 。 

し か し 、 秘 伝 伝授 者 は 、 他 者 を 苦し ませ な いた め に 、 苦 し み に 耐 える 。 

大 衆 は 、 他 人 を 毒 す る た め に 、 自 分 の 血 を 矢 に つけ る 。 

秘伝 伝授 者 は 、 自 分 の 血 の 一 滴 だ け で 、 他 人 の 酷い 傷 を 治せ る 。 


(⑦) 真 の 魔術 師 に 成る に は 何 を する 必要 が 有る か ? (8@) 黒 魔術 が 動作 する の に 
要求 する 力 は 正確 に は 何 か ? 


自然 の 秘密 の 2 つの 力 を 圧倒 され ず に 扱え る 人 は 、 真 の 魔術 師 で ある 。 

行動 に よっ て 、 死 に 方 に よっ て 、 真 の 魔術 師 を 知る 事 が で きる 。 

真 の 魔術 師 の 行動 と 死に 方 は 、 常 に 、 大 いな る 自己 犠牲 で ある 。 

真 の ゾロ アス ター は 、 東 の 原初 の 考え と 文明 を 創造 し た 後に に オイ ディ プス の 様 に 、 
嵐 の 中 に 姿 を 隠し た 。 

オル フェ ウス は 、 詩 と 共に 、 全 て の 高尚 な も の の 美 し さ を 、 ギ リ シ ャ に も た らし た 。 


その 後に 、 オ ルフ ェ ウ ス は 、 参 加 を 拒否 し た 酒 神祭 で 死ん だ 。 

ユリ アヌ ス は 、 徳 が あっ た に も か か わら ず 、 黒 魔術 の 秘伝 伝授 者 に 過ぎ な か っ た 。 

ユリ アヌ ス の 死 は 、 狗 教 者 と し て の 死 で は な く 、 犠 牲 者 と し て の 死 で あっ た 。 

ユリ アヌ ス の 死 は 、 無 意味 で あり 、 敗 北 で あっ た 。 

ユリ アヌ ス は 、 時 代 を 理解 で き な か っ た 。 

ユリ アヌ ス は 、 超 越 的 な 魔術 の 考え を 知っ て いた が 、 儀 式 に 誤用 し て し まっ た 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス と シュ ネ シ オ ス は 不思議 な 哲学 者 に 過ぎ な か っ た 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス と シュ ネ シ オ ス は 、 真 の 知 を 開拓 し た が 、 後 世 の た め に は 
何 も し な か っ た 。 

ティ アナ の アポ ロニ ウス と シュ ネ シ オ ス の 時 代 に 、 マ タイ に よる 福音 2 章 の 3 人 の 
マギ は 、 既 知 の 世界 を 3 つの 部 分 に 分 け て 統治 し て いた 。 

ベツ レ へ ム の 幼子 イエ ス の 叫び は 、 諸 々 の 神託 を 沈黙 させ た 。 

イエ ス は 、 王 の 中 の 王 、 神 で ある 。 

イエ ス は 、 魔 術 師 の 中 の 魔術 師 、 魔 術 師 の 神 で ある 。 

神 イ エス が 、 世 界 に 人 と し て 誕生 し た 。 

イエ ス は 、 諸 々 の 宗教 、 諸 々 の 法 、 諸 国 と いっ た 全て の も の を 変え た 。 

イエ ス キリ スト か ら ナ ポレ オン まで の 間 、 驚 異 の 世界 は 空白 で あっ た 。 

戦い の 言葉 が 人 に 成っ た と 言え る 、 武 装 し た 救い 主 と 言え る 、 ナ ポレ オン は 、 盲 目 
的 に 、 知 ら な いで 、 キ リス ト 教 の 神託 を 完成 し に 現れ た 。 

ちな み に 、 イ エス は 、 究 極 の 名 前 を も た ら す 者 で ある 。 

キリ スト 教 の 神託 、 キ リス ト 教 の 啓示 は 、 今 まで 、 死 に 方 だ け を 教え て きた 。 

し か し 、 ナ ポレ オン の 文明 フラ ンス は 、 勝 利 す る 方 法 を 見 せ た 。 

自己 犠牲 と 勝利 耐え て 死ぬ 方 法 と 戦っ て 勝利 する 方 法 と いう 2 つの 神託 は 、 一 
見 、 正 反対 に 見 える が 、 一 致し て 、 名 誉 の 大 いな る 秘密 を 形成 する 。 


救い 主 イ エス の 十字 と 、 英 雄 の 十字 は 、 片 方 だ け で は 不 完全 で ある 。 

な ぜ な ら 、 自 己 犠牲 と 死ぬ 方 法 を 学ん だ 人 だ けが 、( 悪 や 肉欲 を ) 圧 倒す る 方 法 を 
知る 事 が で きる 。 

永遠 の 命 を 信じ な いで 、 ど うし て 自己 犠牲 と 死ぬ 方 法 の 学 に 到達 で きる で あろ う 
か ? 

ナポレオン は 外見 的 に は 肉体 的 に は 死ん た だ が 、 ナ ポレ オン の 精神 を 実現 し た 人 に 
よっ て 、 ナ ポレ オン の 精神 は 地上 に 戻っ て くる 運命 で ある 。 

また 、 唯 一 の 王 に よっ て 、 ソ ロモ ン 王 と カー ル 大 需 の 知 は 地上 に 戻っ て くる 。 

その 時 、 キ リス ト 教 の 口伝 に よる と 時 の 終わ り に 再生 する 使徒 ヨハ ネ は 、 無 上 の 法 
王 、 知 の 理解 と 愛 の 使徒 と し て 地上 に あら われ る 。 

全て の 預言 者 は 、 ソ ロモ ン 王 や カー ル 大 帝 と 、 使 徒 ヨ ハネ と いう 2 つの 統治 者 の 
組み 合わ せ を 預言 し て いる 。 

ソロ モン 王 や カー ル 大 帝 と 、 使 徒 ヨ ハネ と いう 2 つの 統治 者 の 組み 合わ せ は 、 世 
界 の 復活 と いう 奇跡 を も た ら す 。 

その 時 、 真 の 魔術 師 の 知 は 、 全 盛 に 成る 。 

な ぜ な ら 、 奇 跡 は 、 今 まで 、 ほ と ん ど 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 や 、 運 命 の 
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で ある 運命 の 奴隷 の 物 で あっ た 。 

運命 が 、 こ の 世に 投げ 与え る 教師 は 、 す ぐに 運命 に よっ て 響 され る 。 

肉欲 の 名 前 に お いて 勝利 し た 人 は 、 肉 欲 の 犠牲 者 に 陥る 。 

プロ メ テ ウ ス は 、 ユ ピ テ ル へ の 如 で 、 神 ユピテル の 雷 を 盗ん で 、 不 死 の ワシ を 創 
造 し よう と し た が 、 不 死 の ハゲ タカ し か 創造 で き な か っ た 。 

他 の 例え 話 で は 、 不 信心 な 王 イ クシ オン は 、 神 の 女王 ヘラ を 犯 そ うと し た が 、 あ て 
に な ら な い 雲 を 抱き 、 火 の 蛇 に よっ て 容赦 の 無い 運命 の 車輪 に 縛り つけ られ た 。 


プロ メ テ ウ ス と イク シオ ン の 深い 例え 話 は 、 偽 の 魔術 師 、 魔 術 の 知 の 冒 法 者 、 黒 魔 
術 の 異端 者 へ の 警告 で ある 。 

黒 魔術 の 力 と は 、 め まい や 和 狂気 の 伝染 力 、 感 化 力 で ある 。 

肉欲 の 運命 と は 、 こ の 世 の 人 々 の 魂 を 飲み 込ん で 、 こ の 世 を 絞め あげ て 、 問 え 苦 
む 、 火 の 蛇 に 似 て いる 。 

し か し 、 聖 母 マ リア が 象徴 する 、 平 和 な 、 微 笑 む 、 愛 に 満ち た 、 知 が 蛇 の 頭 を 足下 

に 置い て 圧倒 する 

運命 は 、 自 滅する 。 

運命 は 、 自 身 の 尾 を 永遠 に 飲み 込 も うと する クロ ノ ス の 古い 蛇 で ある 。 

より 正確 に 言う と 、 運 命 は 、 調 和 が 2 頭 の 蛇 を 魅了 し て ヘル メス の 杖 ケ ー リ ュ ケ イ 
オン で 平和 に 絡み 合わ せる まで 、 戦 っ て 対立 し て いる 2 頭 の 蛇 で ある 。 


結論 


全て の 誤 信 の うち 、 最 も 過酷 な 非 論 理 的 な 誤 信 は 、 普 遍 な 絶対 な 知 的 な 原理 が 
存在 し な いと 誤 信 する 事 で ある 。 

普遍 な 絶対 な 知 的 な 原理 が 存在 し な いと いう の は 誤 信 で ある 。 

な ぜ な ら 、 普 遍 な 絶対 な 知 的 な 原理 が 存在 し な いと いう 誤 信 は 、 無 限 者 で ある 言 
い 表 せな い 者 で ある 神 の 誤っ た 否定 を 含ん で いる 。 

神 の 否定 は 、 過 酷 で ある 。 

な ぜ な ら 、 神 の 否定 は 、 孤 立 さ せる し 、 荒 廃 させ る 。 

神 の 否定 は 、 非 論理 的 で ある 。 

な ぜ な ら 、 神 の 否定 は 、 完 全 の 代わ り に 、 虚 無 を 前 提 と する 。 

自然 で は 、 つ り 合 い が 全 て の も の を 保存 し 、 運 動 が 全て の も の を 更新 する 。 


秩序 的 な つり 合い と 運動 は 、 進 歩 、 前 進 を 意味 する 。 

つり 合い と 運動 の 知 は 、 自 然 の 絶対 の 知 で ある 。 

知 の 助け に よっ て 、 人 は 、 人 より 高等 な 完全 な 知 に 向かっ て 常に 向上 し な が ら 、 自 
然 の 現象 を も た らし た り 導 いた り で きる 。 

倫理 道徳 の つり 合い は 、 知 と 信心 の 協力 で ある 。 

知 と いう 力 と 信心 と いう 力 は 、 異 な る が 、 作 用 に お いて 一 致し て 、 論 理 と いう 法則 
を 人 の 精神 と 心 に 与え る 。 

信心 を 否定 する 知 と 、 知 を 否定 する 信心 は 、 同 様 に 、 非 論理 的 で ある 。 

知 は 、 信 心 の 対象 を 定義 で き な い し 、 ま し て や 、 信 心 の 対象 を 否定 で き な い 。 

正反対 に 、 知 は 、 信 心 の 仮説 の 論理 的 な 基礎 を 確証 する た め に 求め られ て いる 。 

孤立 し て いる 誤 信 は 、 信 心 を 形成 で き な い 。 

孤立 し た 誤 信 は 、 真 の 宗教 を 形成 で き な い 。 

な ぜ な ら 、 孤 立 し て いる 誤 信 に は 、 権 威 が 無い 。 

その た め 、 孤 立 し て いる 誤 信 に は 、 倫 理 道徳 の 保証 が 無い 。 

孤立 し て いる 誤 信 は 、 狂 信 や 迷信 に 陥る 傾向 が 有る 。 

信心 と は 、 真 の 宗教 が も た ら す 信頼 で ある 。 

言い 換え る と 、 信 心 と は 、 信 心 の 共有 が も た ら す 信頼 で ある 。 
遍 の 祈り が 、 真 の 宗教 を 形成 する 。 

その た め 、 常 に 、 本 質 的 に 、 真 の 宗教 は 、 カ トリ ッ ク で ある 。 

言い 換え る と 、 常 に 、 本 質 的 に 、 真 の 宗教 は 、 普 遍 で ある 。 

真 の 宗教 は 、 未 知 と いう 革新 的 な 領域 に お いて 公然 と た た えら れ た 、 理 想 的 な 独 
裁 で ある 。 

より 適切 に 、 つ り 合 い の 法 を 理解 し た 時 、 つ り 合い の 法 は 、 古 代 の 世界 の 全て の 
争い と 革命 を 終わ ら せ る 。 


只 


王 と 法王 と いう 2 つの 権力 の 対立 が 存在 し て いる 。 

知 と 信心 と いう 心 の 2 つの 力 の 対立 が 存在 し て いる 、 様 に 。 

法王 は 、 世 俗 の 権力 に 執着 し て いる の で 、 非 難 さ れ て いる 。 

し か し 、 大 衆 は 、 精 神 的 な 権力 を 強奪 する 傾向 が プロ テス タン ト に 有る の を 忘 
て いる 。 

権力 者 が 法王 に 成 ろ うと する 野心 を 進め る 限り 、 つ り 合い の 法 に よっ て 、 法 王 は 
世俗 の 権力 者 に 成 ろう うと する 野心 に 駆 ら れる 。 

世界 の 大 衆 は 、 政 治 的 な 権力 の 統一 を 夢見 続け て いる 。 

し か し 、 権 力 が 、 つ り 合 わ さ れ た 二重性 に 存在 する 、 と 大 衆 は 理解 し て いな い 。 

突き 詰め て 考え る と 、 世 俗 の 権力 者 が 法王 の 精神 的 な 権力 を 強奪 し て し まっ て 、 
法王 が 精神 的 な 権力 者 で は 無く 成っ た ら 、 世 俗 の 権力 者 は 法王 と いっ た 精神 的 な 
権力 者 で は 無く 成っ て し まう 。 

世俗 の 秩序 で は 、 世 俗 の 権力 者 も 、 他 者 の 様 に 、 時 代 の 大 衆 の 予断 に 従う 羽目 
に 成る 。 

も し 世界 の 大 衆 の 多数 が 世俗 の 権力 の 放棄 を 醍 聞 と 見 な す 場 合 は 、 世 俗 の 権力 
者 は 世俗 の 権力 の 放棄 を 試み る 事 が で き な い 。 

世俗 の 権力 者 は 法王 に 成る 事 が で き な い 、 と 世論 が 公 に 主張 し た 時 、 ロ シア 皇 
と イギリス の 王 が 、 祭 司 を 嗣 笑 し て いる 様 な 、 聖 職 者 と し て の 権力 を 放棄 し た 時 、 法 
王 は 、 法 王 が 行う べき 事 が 残っ て いる 事 を 知る 。 

世俗 の 権力 者 が 法王 に 成る 事 を あき ら め る まで 、 法 王 は 、 ペ トロ の 遺産 の 一 貫 性 
を 維持 する た め に 、 戦 う 必 要 が 有る し 、 必 要 な ら ば 死ぬ 必要 が 有る 。 

心 の つり 合い の 知 は 、 宗 教 的 な 論争 と 、 哲 学 に よる 神 へ の 冒 潮 を 終わ ら せ る 。 


宗教 が 良心 の 自由 を 非難 し な いと 認め た 時 、 ま た 、 真 に 宗教 的 な 人 々 が 知 を 尊 
重 し た 時 、 ま た 、 知 が 普遍 の 宗教 の 存在 と 必要 性 を 認め た 時 、 知 の 理解 が 有る 人 は 、 
宗教 の 人 に 成る 。 

普遍 の 宗教 を 認め る 知 は 、 歴 史 の 哲学 を 新しい 光 で あふ れ さ せる 。 

普遍 の 宗教 を 認め る 知 は 、 自 然 の 全て の 知 の 総合 の 図表 を も た ら す 。 

つり 合わ され た 2 つの 力 の 法 と 、 生 物 的 な 補整 の 法 は 、 新 し い 化学 と 新しい 物理 
学 を 明か す 。 

そし て 、 発 見 か ら 発 見 へ 遡 っ て 、 錬 金 術 に まで 遡 る 。 

そし て 、 長 き に 渡っ て 忘れ られ て いた 錬金術 の 単 一 性 と 超越 性 の 不思議 に 驚か さ 
れる で あろ う 。 

その 時 、 哲 学 は 、 数 学 の 様 に 正確 に 成る 。 

な ぜ な ら 、 真 の 概念 は 、 生 き て いる 秩序 と 同一 で ある 。 

そし て 、 真 の 概念 は 、 現 実 の 知 を 形成 する 。 

真 の 概念 は 、 論 理 と 正義 と 一 致す る 。 

真 の 概念 は 、 数 と 同様 に 、 正 確 な つり 合い と 方 程 式 を も た ら す 。 

その 時 、 無 知 な 大 衆 だ けが 、 誤 る 可能 性 が 有る 。 

そし て 、 真 の 知 者 は 、 自 己 其 暗 か ら 自由 に 成る 。 

美学 は 、 流 行 の 変化 に 従っ て 変わ る 時 代 の 趣味 の 気まぐれ に 従わ な かい で あろ う 。 

美 が 真理 の 輝き で ある な ら ば 、 確 実に 知る 事 が で きる 、 正 確 に 精密 に 測定 で きる 、 
光源 か ら の 光 の 放射 を 誤り 無し に 計算 で きる 。 

詩 に は 、 愚 か な 破壊 的 な 傾向 が 無く 成る 。 

詩人 は 、 愚 か さと 破壊 へ 誘惑 する 、 危 険 な 誘惑 者 で は な く 成る で あろ うし 、 プ ラ ト 
ン が 名 誉 を 与え て 国外 へ 追放 し た 詩人 で は な く 成 る で あろ う 。 


(プラ トン は 、「 国 家 」 で 「 神 々 に 失礼 な 詩 を 歌う 詩人 を 王国 か ら 追放 する 必要 が 有 
る 」 と 話し て 、 詩 人 に 名 誉 を 与え て 国外 へ 追放 し た 。) 

詩人 は 、 論 理 の 魔術 師 と 、 調 和 の 優美 な 数 学者 に 成る で あろ う 。 

地 は 理想 郷 に 成る の か ? 

いい え 。 

な ぜ な ら 、 人 類 が 存在 する 限り 、 弱 者 、 小 さい 者 、 無 知 者 、 貧 者 と いう 幼子 が 存在 
する 。 

し か し 、 真 の 地 の 王 者 達 が 社会 を 統治 する で あろ う 。 

人 生 で 、 治 せな い 悪 は 無く 成る で あろ う 。 

神 の 奇跡 は 、 永 遠 の 秩 序 の 物 で ある 、 と 理解 され る で あろ う 。 

説明 で き な い 不思議 を 信じ て 妄想 に よる 幻 を 敬礼 する 事 は 無く 成る で あろ う 。 

特定 の 現象 の 超常 性 は 、 自 然 の 法 に 対す る 人 の 無知 を 証明 する に 過ぎ な い 。 

神 が 神 に つい て の 知 を 伝え よう と する 時 、 神 は 、 人 の 理性 を 教え 導き 、 人 の 理性 を 
混乱 させ よう と し た り 驚 か せよ うと し た り し な い 。 

その 時 、 人 は 、 神 に 似せ て 創造 され た 人 の 力 の 最大 を 知る で あろ う 。 

(創世 記 1 章 27 節 「 神 は 人 を 神 に 似せ て 創造 し た 」) 

人 の 力 の 範囲 内 で は 人 は 創造 主 で ある 、 と 人 は 理解 する で あろ う 。 

また 、 永 遠 の 論理 で ある 神 に 導 か れ た 、 人 の 善意 は 、 自 然 が 人 の 影響 下 と 統治 

置い た も の に と っ て 、 下 位 の 神意 に 成る 、 と 人 は 理解 する で あろ う 。 
その 時 、 宗 教 は 、 進 歩 を 永遠 に 恐れ な く 成 る で あろ うし 、 進 歩 に 従う で あろ う 。 


カト リッ ク と いう 黄金 の 鎖 で 曳 散 され て いる 博士 で ある 福 者 Vincent de Lerins 
よ 、 進 歩 と 保守 的 な 権威 の 一 致 を 見 事 に 説明 し て いる 。 


不変 の 権威 が 人 の 無知 に よる 気まぐれ か ら 真 の 宗教 の 考え を 守っ て いる の で 、 真 
の 宗教 は 人 の 信頼 を 受け る に 相応 し い 、 と Vincent de Lerins は 話し て いる 。 
「 そ れ に も か か わら ず 、」 と Vincent de Lerins は 話し て いる 。 


「 真 の 宗教 の 不動 性 、 不 変性 は 、 死 で は な い 。 
正反対 に 、 真 の 宗教 の 不変 性 は 、 未 来 の た め に 、 命 の 芽 を 保存 し て いる 。 
現在 の 人 が 理解 で き な い で 信じ て いる も の を 、 未 来 の 人 は 、 理 解す る で あろ うし 、 
知っ て 喜ぶ で あろ う 。 
『 古 代 人 が 理解 で き な い で 閣 礼 し た も の を 、 未 来 の 人 は 、 理 解 し て 、 喜 ぶ で あろ う 』 
イエ ス キリ スト の キリ スト 教 は 全て の 進歩 を 除外 し な い 。 
な ぜ な ら 、 イ エス の キリ スト 教 は 、 進 歩 を 大 い に 期 待 し て いる 。 
誰が 、 進 歩 を 妨げ よう と 望む ほど 、 人 に 如 し た り 神 を 憎悪 し た りす る で あろ うか ? 
た だ し 、 信 念 の 変化 で は な く 、 真 の 進歩 で ある べき で ある 。 

進歩 と は 、 位 階 と 性 質 に 応じ た 、 各 々 の も の の 成長 と 発達 で ある 。 
無 牧 序 と は 、 諸 々 の も の の 混乱 や 、 諸 々 の も の の 性 質 の 混乱 で ある 。 
疑い 無く 、 教 会 に よる 時 代 を 通じ て の 自然 な 更新 に よっ て 、 各 時 代 の 人 類 全 体 で も 、 
個人 個人 に も 、 知 の 段階 に は 違い が 存在 する 。 
た だ し 、 そ の た め 、 全 て の も の は 、 保 存 さ れる 。 
また 、 常 に 、 宗 教 は 、 同 一 の 精神 、 同 一 の 知 を 大 事 に し て 、 同 一 の 定義 、 同 一 の 意味 
を 維持 する 。 
宗教 は 、 人 々 の 魂 を 連続 的 に 成長 させ る べき で ある 。 
命 が 、 成 長 の 全 段 階 を 通じ て 手足 の 数 と いっ た 同一 性 を 残し た まま 、 肉 体 を 成長 さ 
せる 、 様 に 。 
幼子 の 時 代 の 開花 と 、 長 老 の 時 代 の 熟達 の 、 違 い は 、 何 て 大 きい で あろ う 。 


し か し 、 人 格 は 、 幼 子 の 時 代 も 、 長 老 の 時 代 も 、 同 一 で ある 。 
変化 は 外見 だ け で ある 。 

ゆり か ご の 中 の 幼子 の 手足 は 、 弱 い が 、 大 人 の 手足 と 、 同 一 の 根本 原理 を 持っ て い 
る 、 

同一 の 組織 で ある 。 

幼子 の 手足 と 、 大 人 の 手足 は 、 数 な ど が 同一 で ある 必要 が 有る 。 

な ぜ な ら 、 幼 子 の 手足 と 、 大 人 の 手足 が 、 数 な ど が 異な る 場合 は 、 奇 形 か 死 で ある 。 
イエ ス キリ スト の キリ スト 教 で は 、 類 推 可能 性 が 成立 する 。 

な ぜ な ら 、 イ エス の キリ スト 教 で は 、 同 一 の 条件 と 同一 の 法 が 、 進 歩 を 実現 する 。 
年 月 が 経つ に つれ て 、 イ エス の キリ スト 教 は 、 成 長 する 。 

年 月 が 経つ に つれ て 、 イ エス の キリ スト 教 は 、 力 を 強め る 。 

し か し 、 イ エス の キリ スト 教 は 、 余 計 な も の を キリ スト 教 と いう 存在 の 総合 に 加え な い 。 
イエ ス の キリ スト 教 は 、 完 全 な つり 合い で 誕生 し た 。 

イエ ス の キリ スト 教 は 、 変 質 せ ず に 成長 する 。 

教父 達 は 、 小 麦 の 種 を まい た 。 

祭司 の 婚 外 子 が 、 毒 麦 を 伸 り 入 れる べき で は な い 。 

中 間 の 刈り 入れ は 、 小 麦 の 種 の 性 質 を 変え な い 。 

必然 的 に 、 小 麦 の 種 を 、 受 け 取 っ た 様 に 、 残 す 。 

カト リッ ク は 、 薔 薇 を 植え た 。 

カト リッ ク の 薔薇 を 茨 に 取っ て 代わ ら せ る べき か ? 

疑い 無く 、 い いえ 。 

カト リッ ク の 薔薇 を 茨 に 取っ て 代わ ら せ た ら 、 災 い が 有 る 。 

カト リッ ク と いう 精神 的 な 楽園 の バル サム と シナ モン を トリ カブ ト と 毒 に 変え る な か 
れ 。 


教父 達 が 教会 と いう 神 の 美しい 地 に 種 を まい た 全て の も の を 、 子 孫 は 栄養 を 与え て 
育て る 必要 が 有る 。 

カト リッ ク だ け は 成長 する 必要 が 有る 。 

カト リッ ク だ け は 花開く 必要 が 有る 。 

カト リッ ク を 高め る 事 が で きる 。 

カト リッ ク は 成長 する べき で ある 。 

事実 、 カ トリ ッ ク の 神 の 哲学 の 考え を 学び 、 発 達 させ て 、 あ る 意味 で 洗練 させ る 事 を 
神 は 許し て いる 。 

し か し 、 カ トリ ッ ク の 神 の 哲学 の 考え を 変質 させ る 事 を 神 は 禁じ て いる 。 

カト リッ ク の 神 の 哲学 の 考え を 削っ た り 削 除 に よっ て 台無し に し た りす る 事 は 犯罪 で 
ある 。 

新しい 光 が カ トリ ッ ク の 神 の 哲学 の 考え に 降臨 し ます 様 に 。 

賢明 な 区 別 が カト リッ ク の 神 の 哲学 の 考え を 多様 に させ ます 様 に 。 

た だ し 、 カ トリ ッ ク の 神 の 哲学 の 考え が 、 完 全 さ 、 一 貫 性 、 生 来 の 性 質 を 常に 保存 し 
ます 様 に 」 


過去 に 知 に よる 全て の 獲得 物 は 、 普 遍 の 教会 の た め に 獲得 され た 、 と 認め よう 。 

Vincent de Lerins に 賛同 し て 、 全 て の 未来 の 進歩 の 未 配 当 の 遺産 を 、 普 遍 の 
教会 に 配当 し よう 。 

ゾロ アス ター の 大 いな る 願望 と ヘル メス の 全て の 発見 は 、 普 遍 の 教会 へ の 配当 
物 で ある 。 

敵 約 の 箱 の 鍵 と 、 ソ ロモ ン の 指輪 は 、 普 遍 の 教会 の 物 で ある 。 

な ぜ な ら 、 普 遍 の 教会 は 、 神 の 不変 の 位階 制 の 代表 で ある 。 
の 教会 は 、 戦 い に よ っ て 、 よ り 強 く 成 る 。 


周 
9 上 


普遍 の 教会 は 、 外 見 上 の 失墜 に よっ て 、 よ り 大 い に 安 定 し て 落ち 着く 。 
普遍 の 教会 は 、 統 治す る た め に 苦し む 。 

普遍 の 教会 は 、 向 上 する た め に 失墜 する 。 

普遍 の 教会 は 、 復 活 す る た め に 死ぬ 。 

ジョ ゼ フ ド メー スト ル 伯 爵 は 、「 人 は 、 用 意 し て お く 必 要 が 有る 」 と 話し て いる 。 


| 


「 神 の 秩序 に お ける 、 大 いな る 出来 事 の た め に 、 人 は 、 用 意 し て お く 必 要 が 有る 。 
人 は 、 大 いな る 出来 事 に 向かっ て 加速 し て 動い て いる 。 

大 いな る 出来 事 は 、 全 て の 観察 者 の 前 に あら われ る に 違い 無い 。 

大 いな る 出来 事 が あら われ る 時 は 近づい た 、 と 印象 的 な 諸々 の 神託 が 話し て いる 。 
ヨハ ネ の 庄 示 録 の 多数 の 預言 は 、 現 代 に つい て 話し て いる 。 

すでに 大 いな る 出来 事 は 始ま っ て いる 、 と 、 あ る 著者 は 極 言 ま で し て いる 。 

また 、 フ ラン ス は 全て の 変革 の うち 最大 の 変革 の 大 いな る 道具 に 成る 運命 で ある 、 
と 、 あ る 著者 は 極 言 ま で し て いる 。 

現在 、 全 ヨー ロッ パ で 、 知 識 人 で ある 真 に 宗教 的 な 人 は 、 和 驚く べき 大 いな る 出来 事 を 
期待 し て いる 。 

大 いな る 出来 事 へ の 全体 的 な 予感 は 重要 で は な いか ? 

救い ま イ エス の 誕生 まで 、 過 去 を 遡 りな さい 。 

後記 の 様 に 、 当 時 、 天 の 高等 な 神秘 的 な 声 が 、 東 で 、 話 し 始め た 。 

東 は 、 勝 利 し よう と し て いる 。 

勝利 者 が 、 ヘ へ ブ ライ 人 か ら 現 れる 。 

神 の 幼子 が 、 人 に 授け られ る 。 

神 の 幼子 は 、 無 上 の 天 か ら 降 臨 し て 、 地 上 に 黄金 時 代 を 復活 させ る で あろ う 。 

前 記 の 、 考 え は 、 全 て の 場所 に 広まっ た 。 


前 記 の 、 考 え は 、 何 物 よ り も 、 詩 に 力 を 貸し た 。 

その た め 、 最 大 の ラテ ン 詩 人 ウェ ル ギ リ ウス は 、 前 記 の 、 考 え を 受け 取っ た 。 

『 救 世 主 の 歌 』 と 呼ば れ て いる 、『 牧 歌 』 の 第 4 歌 で 、 ウ ェ ル ギリ ウス は 、 前 記 の 、 考 え 
を 輝く 色 で 飾っ た 。 

ウェ ル ギ リ ウス の 時 代 の 様 に 、 現 在 、 世 界 の 人 々 は 期待 し て いる 。 

力強い 確信 を 、 ど う や っ て 軽 蔵 する の か ? 

神聖 な 兆候 に 基づく 神聖 な 探求 に 身 を 捧げ て いる 人 々 を 、 何 の 権利 で 非難 する の 
か ? 

も し 起き よう と し て いる 大 き な 出 来 事 の 証拠 を 探す の で あれ ば 、 自 然 科学 に 探せ 。 
化学 と 天文 学 の 進歩 を 考え な さい 、 そ うす れ ば 、 化 学 と 天文 学 が 導い て いる 場所 を 
理解 する で あろ う 。 

例え ば 、 ニ ュー トン が 人 を ピタ ゴラス の 元 に 戻す と 思う か ? 

また 、 天 体 と 結び つい て いる 知 的 な 存在 で ある 神 の 聖霊 が 天体 を 人 体 の 様 に 動か 
し て いる の は 、 や が て 証明 され る で あろ うと 思う か ? 

方 法 は わか ら な い が 、 神 の 聖霊 が 天体 を 動か し て いる と 、 議 論 の 余地 無く 証明 され 
よう と し て いる 。 

前 記 の 、 考 え は 逆説 的 に 滑稽 に 見 える か も し れ な い 。 

な ぜ な ら 、 現 在 の 世論 は 、 前 記 の 、 考 え を 逆説 的 に 滑稽 に 見 る 様 に 強制 する 。 
宗教 と 知 の 自然 な 類推 可能 性 が 、 独 り の 天才 の 知 の 中 で 、 宗 教 と 知 を 結合 させ 
まで 待 と う 。 

天才 の 到来 は 遠い は ず が 無い 。 

その 時 、 現 在 は 変 に 非 論理 的 に 見 える 考え は 、 誰 も 疑わ な い 原 理 に 成る で あろ う 。 
また 、 現 在 の 大 衆 が 中 世 の 迷 信 に つい て 話す 様 に 、 未 来 の 大 衆 は 現在 の 愚か さ に 
つい て 話す で あろ う 」 


トマ ス アク ィ ナ ス は 「 神 の 望み は 全て 正しい 。 し か し 、 神 が 望む か ら だ け で 正しい 
の で は な い 」 と 話し て いる 。 


「 神 が 望む か ら 正しい の で は な い 」 


「 神 が 望む か ら 正 し い の で は な い 」 と いう 言葉 に 、 未 来 の 倫理 道徳 の 考え が 含ま 


れ て いる 。 
「 神 が 望む か ら 正 し い の で は な い 」 と いう 有益 な 原理 か ら 、 す ぐに 、 後 記 の 、 結 果 
が 続く 。 


信心 の 立場 か ら 神 の 命令 を 行う の は 善い 、 だ け で は な く 、 論 理 の 立場 か ら 神 に 従 
う の は 善い し 論理 的 で ある 。 

その た め 、 人 は 、「 神 が 望む か ら だ け で は な く 、、( 論 理 的 に 、) 私 も 望む か ら 、 私 は 善 
を 行う 」 と 話す 事 が で きる 。 

人 の 意思 は 、 自 由 で あり 、 服 従 で ある 。 

な ぜ な ら 、 理 性 は 、 信 心 に よる 命令 が 賢明 で ある と 拒絶 不能 な 形 で 証明 する 。 

理性 は 、 神 の 法 に 従っ て 、 適 切な 理由 に 基づい て 行動 する 。 

言わ ば 、 理 性 は 、 神 の 法 へ の 人 か ら の 支持 と 成る 。 

その 時 か ら 、 迷 信 と 不信 心 は 不可 能 に 成る 。 

前 記 の 、 考 え か ら 、 宗 教 に お いて 、 実 践 的 な 哲学 、 倫 理 道徳 の 哲学 に お いて 、 絶 対 
の 権威 が 存在 する 様 に 成る で あろ う 。 

また 、 倫 理 道徳 的 な 教え だ けが 、 啓 示さ れ 、 確 立 さ れる で あろ う 。 

その 時 まで 、 権 利 と 義務 の 簡潔 な 普遍 な 物事 が 、 日 々 、 異 議 を 唱え られ る の を 見 
る 苦痛 と 恐 怖 を 経験 する で あろ う 。 


神 へ の 冒 流 を 沈黙 させ る 事 が で き て も 、 説 得 し て 改心 させ る 事 は 別 問 題 で ある 。 

人 が 悪事 で 超越 的 な 魔術 を 悪用 し て いた の で 、 必 然 的 に 、 教 会 は 魔術 を 禁じ た 。 

偽 の グノー シス 主義 は 、 か つて は 純粋 で あっ た グノー シス 主義 と いう 名 前 の 評判 
を 地 に 堕 と し た 。 

偽 の 魔術 師 、 悪 人 の 霊 の 魔術 師 は 、 マ ギ の 子孫 で ある 真 の 魔術 師 、 神 の 聖霊 の 
魔術 師 を 作 辱 し た 。 

し か し 、 宗 教 は 、 口 伝 の 友 で あり 、 古 代 か ら の 宝 の 守護 者 で ある 。 

宗教 は 、 聖 書 よ り 古 い 考え を 拒絶 で き な い 。 

宗教 は 、 過 去 へ の 口伝 的 な 明 敬 と 完全 に 一 致す る 考え を 拒絶 で き な い 。 

宗教 は 、 未 来 で の 進歩 へ の 生き て いる 希望 と 完全 に 一 致す る 考え を 拒絶 で き な 
い 。 

大 衆 は 、 労 苦 と 信心 に よっ て 、 所 有 権 と 知る 権利 に 入門 する 。 

常に 、 大 衆 が 存在 する 。 

常に 、 幼 子 が 存在 する 、 様 に 。 

し か し 、 知 を 授け られ た 、 知 者 と いう 貴族 が 大 衆 の 母 に 成っ た 時 、 個 人 的 な 連続 
的 な 段階 的 な 前 進 的 な 自由 へ の 解放 へ の 経路 が 全て の 人 に 対し て 開か れる で あ 
ろう 。 

招 か れ た 人 は 、 自 由 へ の 解放 へ の 経路 に よっ て 、 知 者 に よっ て 、 知 に よっ て 、 自 身 
の 労苦 に よっ て 、 自 身 の 努 力 に よっ て 、 神 に 選ば れ た 人 の 位階 に 到達 で せる で あろ う 。 

前 記 の 、 未 来 の 神秘 を 古代 の 秘伝 伝授 は 聞 の 奥 に 隠し て いた 。 

人 の 意思 に 従う 自然 に よる 奇跡 は 、 未 来 の 神 に 選ば れ た 人 の た め だ け の 物 で あ 
る 。 

祭司 の 杖 は 、 奇 跡 の 杖 に 成る で あろ う 。 

モー セ の 時 代 や ヘル メス の 時 代 は 、 祭 司 の 杖 は 、 奇 跡 の 杖 で あっ た 。 


再び 、 祭 司 の 杖 は 、 奇 跡 の 杖 に 成る で あろ う 。 

魔術 師 の 王 効 は 、 地 の 王者 の 王 多 、 皇 帝 の 王 多 に 成る で あろ う 。 

知 と 徳 に お いて 最も 大 いな る 人 は 、 権 利 と し て 、 最 上 位 の 人 に 成る で あろ う 。 

その 時 、 魔 術 は 、 無 知 な 人 に と っ て は 隠さ れ た 知 で ある が 、 知 者 に と っ て は 明らか 
に され て いる 知 に 成る で あろ う 。 

魔術 は 、 全 て の 人 に と っ て 、 議 論 の 余地 が 無い 物 に 成る で あろ う 。 

その 時 、 普 遍 の 啓示 が 、 普 遍 の 啓示 と いう 黄金 の 鎖 に よっ て 、 相 互 に 、 全 て の 輸 、 
全て の 繋が り を 結び つけ る で あろ う 。 

人 の 叙事詩 は 、 終 わる で あろ う 。 

巨人 が 努力 し て も 、 真 の 神 の 祭壇 の 復活 に 役立つ だ け で あろ う 。 

神 の 思考 を まとっ た 、 全 て の 形 が 、 連 続 的 に 、 不 死に 、 完 全 に 、 生 まれ 変わ る で あ 
ろう 。 

国々 の 代々 の 芸術 が 描い て きた 全て の 特徴 が 統一 され て 、 神 の 完全 な 像 を 形成 
する で あろ う 。 

清め られ た 、 混 沖 か ら 脱 け 出 し た 、 考 え は 、 誤 り が 無い 絶対 の 倫理 道徳 を 自然 に 
も た ら す で あろ う 。 

そし て 、 社 会 の 秩序 は 、 絶 対 の 倫理 道徳 に 基づい て 形成 され る で あろ う 。 

現在 戦っ て いる 、 社 会 の 諸 体 制 は 、 黄 皆 の 夢 で ある 。 

黄 貸 の 夢 を 通り 過ぎ させ な さい 。 

太陽 は 、 輝 く 。 

地 は 、 一 定 の 航路 を 進む 。 

昼 の 到来 を 疑う 人 は 、 狂 っ て いる 。 

「 カ トリ ッ ク は 死ん だ 幹 に 過ぎ な い 」、「 カ トリ ッ ク と いう 死ん だ 幹 に 訪 で 攻撃 を 与え 
る 必要 が 有る 」 と いう 誤り を 話す 人 は 狂っ て いる 。 


温 い た 樹皮 の 下 で カト リッ ク と いう 生き て いる 木 は 絶え 間 無 く 復 活 し て いる 、 事 を 
患者 、 狂 人 は 理解 で き な い 。 
真理 に は 、 過 去 も 未来 も 無い 。 


真理 は 、 永 速 で ある 。 

真理 に は 、 終 わり が 無い 。 

人 の 夢 だ けが 終わ る 。 

人 の 目 に は 破壊 する 物 で ある 金 西 や 春 アシ ェ ッ ト も 、 神 の 手 に よる と 、 静 定 人 の ナ 
イフ に 成る 。 


人 に と っ て は 破壊 の 道具 で も 、 神 の 手 に よる と 、 手 入れ の 道具 に 成る 。 

永遠 の 確信 、 永 遠 の 信 心 と いう 木 か ら は 、 宗 教 、 学 問 、 政 治 に お ける 迷信 と 異端 と 
いう 死ん だ 枝 だ けが 切り 取る 事 が で きる 。 

本 書 「 魔 術 の 歴史 」 の 目的 は 、 後 に 隠さ れ て し まっ た が 、 最 初 は 宗教 の 象徴 は 知 
の 象徴 で あっ た と 証明 する 事 で あっ た 。 

宗教 と 知 が 、 未 来 に 、 再 び 一 致し ます 様 に 。 

宗教 と 知 が 、 姉 妹 の 様 に 、 相 互 に 、 助 け 合 い 、 愛 し 合い ます 様 に 。 

な ぜ な ら 、 宗 教 と 知 の 発祥 の 地 は 同一 で あっ た 。 


